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教職課程センター報創刊に寄せて  
 

東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部  

学  長 山  田  宗  慶  

 

こ の 度 「 教 職 課 程 セ ン タ ー 報 」 を 創 刊 す る 運 び と な り 慶 び に 耐 え ま せ ん 。 御 尽 力 い た だ

い た 三 浦 教 職 課 程 セ ン タ ー 長 を 始 め 関 係 の 教 職 員 に は 心 か ら お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 本 学 に お け る 教 職 課 程 の 歴 史 は 古 く 、 学 都 仙 台 で も 誇 れ る も の で 、 多 く の 先 人 の 努 力 の

積 み 重 ね の お か げ で 充 実 発 展 し 、現 在 、本 学 で は 短 大 の 一 つ の 専 攻 を 除 く 殆 ど 全 て の 学 科・

専 攻 に 様 々 な 教 職 課 程 を 設 け て い ま す 。近 年 、教 職 課 程 の 質 へ の 要 求 は 1 0 年 ご と に 行 わ れ

る 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 伴 っ て 高 ま っ て き て お り 、 関 係 教 員 は 研 究 業 績 を 本 学 紀 要 な ど に

投 稿 し て 、 情 報 交 換 と 質 向 上 に 努 力 し て き ま し た 。 し か し な が ら 今 回 の 学 習 指 導 要 領 の 改

訂 に 伴 う 教 職 課 程 の 再 課 程 認 定 は こ れ ま で に な く 大 き な 制 度 変 更 も 伴 っ て い る た め 、 本 学

と し て は あ ら た め て 気 を 引 き 締 め て 対 応 す る 必 要 が あ り 、 こ こ に 「 教 職 課 程 セ ン タ ー 報 」

を 創 刊 し て 、 こ れ ま で 以 上 の 情 報 交 換 と 質 の 向 上 に 力 を 入 れ る こ と と し ま し た 。  

こ こ で あ ら た め て 教 職 課 程 の 背 景 に あ る 最 近 の 高 等 教 育 を 取 り 巻 く 環 境 に 目 を 向 け ま

す と 、 「 少 子 化 」 と 「 高 大 接 続 シ ス テ ム 改 革 」 と が 大 き な 話 題 と し て 注 目 さ れ ま す 。  

「 少 子 化 」 は 現 在 国 家 的 な 課 題 と し て 各 方 面 で 取 り あ げ ら れ て い ま す が 、 今 後 一 段 と 進

む 少 子 化 傾 向 の 中 で 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 の い ず れ の レ ベ ル で も 再 編 統 合 が 進 み 、 教

員 の 採 用 数 が 減 少 す る こ と が 予 想 さ れ て い ま す 。 同 時 に 以 前 か ら 始 ま っ て い る 特 定 の 科 目

種 の 減 少 傾 向 が 気 に な る と こ ろ で す 。 ま た 、 少 子 化 傾 向 が 一 段 と は っ き り し て い る 一 方 で

大 学 ・ 短 大 へ の 進 学 率 の 上 昇 は 緩 や か に な っ て い ま す か ら 大 学 ・ 短 大 に お け る 教 職 課 程 の

健 全 な 運 営 に と っ て 問 題 に な り そ う で す 。  

「 高 大 接 続 シ ス テ ム 改 革 」 で は 昨 年 度 末 ま で に 3 つ の ポ リ シ ー （ AP、 C P、 D P） の 整 合

性 を 取 る こ と が 言 わ れ 、 そ れ が 終 わ っ た 現 在 い よ い よ 入 試 改 革 が 始 ま り ま す 。 大 学 入 試 セ

ン タ ー 試 験 に 代 わ る 大 学 入 学 希 望 者 学 力 評 価 テ ス ト の プ レ テ ス ト も 予 定 さ れ て お り 、 対 応

が 迫 ら れ ま す 。  

以 上 を 念 頭 に 、 本 学 と し て は 三 つ の 方 針 （ ３ P） を 踏 ま え た 教 育 課 程 の 改 善 、 指 導 方 法

の 改 善 と 、 組 織 的 な 教 育 体 制 の 確 立 、 そ し て 個 々 の 学 生 の 学 修 成 果 の 把 握 ・ 評 価 の 方 法 の

開 発 と 普 及 、 情 報 公 開 な ど 、 学 修 成 果 の 可 視 化 が 喫 緊 の 課 題 と 考 え て い ま す 。  
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地 域 創 生 に し ろ グ ロ ー バ ル 化 に せ よ 、 人 材 な く し て 何 事 も 進 め ら れ ま せ ん 。 教 育 の 高 度

化 に よ る 人 材 育 成 は わ が 国 と っ て 最 も 重 要 な 課 題 と 言 え ま す 。  

本 セ ン タ ー 報 が 本 学 の 教 員 同 士 の 情 報 交 換 に 、 ひ い て は 本 学 の 教 育 並 び に 教 職 課 程 の 質

向 上 に つ な が る 事 を 強 く 期 待 い た し ま す 。  
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 *東北生活文化大学 教授（前教職課程センター長） 

東北生活文化大学教職課程の概要  
 

菅並 茂樹 *  

 

１. 教職課程の沿革 

三 島 学 園 の 歴 史 は 明 治 33 年 に 東 北 法 律 学 校 、同 36 年 に 東 北 女 子 職 業 学 校 が 開 設 さ れ た

こ と に 始 ま る (東 北 法 律 学 校 は 大 正 11 年 廃 止 )。戦 後 は 、短 期 大 学 制 度 が 設 け ら れ た こ と に

よ っ て 、昭 和 26 年 に 三 島 学 園 女 子 短 期 大 学 (被 服 科 の ち 家 政 科 と 改 称 )が 設 置 さ れ 、さ ら に

昭 和 33 年 に は 短 大 で の 教 育 ・ 研 究 体 制 を 基 盤 と し て 三 島 学 園 女 子 大 学 家 政 学 部 家 政 学 科

の 学 部 １ 学 科 で 創 設 さ れ た 。 教 員 免 許 (普 通 免 許 状 )は 短 大 で は 中 学 校 教 諭 (家 庭 、 保 健 )を 、

大 学 で は 中 学 校 教 諭 (家 庭 、保 健 )及 び 高 等 学 校 教 諭 (家 庭 、保 健 )を 取 得 で き た 。そ の 後 、昭

和 37 年 に 短 大 に 体 育 科 を 設 置 し 、 中 学 校 教 諭 保 健 体 育 免 許 を 取 得 で き る よ う に し た が 、

体 育 科 は 昭 和 49 年 に 廃 止 さ れ た 。大 学 は 昭 和 40 年 に 、東 北 地 方 に 芸 術 系 の 大 学 が 極 め て  

少 な い た め 美 術 教 育 を 目 的 と す る 大 学 が 必 要 で あ る と の こ と か ら 生 活 美 術 学 科 が 、 ま た 、

「 理 科 教 育 振 興 法 」 を 背 景 に 当 時 極 め て 少 な か っ た 女 子 の 理 科 教 員 の 養 成 を 主 目 的 に し て

生 活 理 学 科 が 増 設 さ れ た 。前 者 で は 中 学 校 教 諭 (美 術 )及 び 高 等 学 校 教 諭 (美 術 )の 免 許 を 、後

者 で は 中 学 校 教 諭 (理 科 )、高 等 学 校 教 諭 (理 科 )の 免 許 を 取 得 で き る よ う に し た 。し か し 、生

活 理 学 科 は 入 学 者 が 少 な く 、当 初 の 目 的 を 十 分 達 成 で き な い ま ま 昭 和 51 年 に 廃 止 さ れ た 。  

三 島 学 園 女 子 大 学 は 、 家 庭 生 活 を 中 心 と し た 生 活 の 研 究 、 向 上 を 目 的 と す る 家 政 学 を 男  

子 も 積 極 的 に 学 ぶ べ き で あ る と の 考 え か ら 、 昭 和 62 年 に 男 女 共 学 と し 、 校 名 を 東 北 生 活  

化 大 学 に 変 更 し た 。こ の 時 の 取 得 で き る 免 許 は 、家 政 学 科 で は 中 学 校 教 諭 一 級 (家 庭 、保 健 )、 

高 等 学 校 教 諭 二 級 (家 庭 、保 健 )、生 活 美 術 学 科 で は 中 学 校 教 諭 一 級 (美 術 )、高 等 学 校 教 諭 二  

級 (美 術 )で あ る 。 ま た 、 こ の 時 期 に は 高 等 学 校 で 女 子 だ け 必 修 で あ っ た 家 庭 科 を 男 女 共 修  

(必 修 )に す べ き と の 議 論 が 沸 き 起 こ り 、 平 成 元 年 改 訂 の 学 習 指 導 要 領 で 高 等 学 校 家 庭 科 の  

男 女 共 修 が 実 現 し た 。 男 女 共 学 に し た こ と に よ り 、 家 政 学 科 、 生 活 美 術 学 科 共 男 子 の 入 学  

者 が 徐 々 に 増 加 し 、 家 政 学 科 で は 男 子 が 家 庭 科 の 教 員 免 許 を 取 得 し 、 家 庭 科 教 員 と し て 採  

用 さ れ る 者 も あ っ て 当 時 の 話 題 に な っ た 。 な お 、 昭 和 63 年 の 教 員 免 許 法 改 正 に よ っ て 、  

普 通 免 許 状 の 種 類 が 専 修 、 一 種 、 二 種 に な り 、 大 学 で 取 得 で き る 免 許 は 、 家 政 学 科 で は 中  

学 校 教 諭 一 種 (家 庭 、保 健 )，高 等 学 校 教 諭 一 種 (家 庭 、保 健 )、生 活 美 術 学 科 で は 中 学 校 教 諭  

一 種 (美 術 )、 高 等 学 校 教 諭 一 種 (美 術 )、 短 大 で 取 得 で き る 免 許 は 中 学 校 教 諭 二 種 (家 庭 、 保  
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健 )と な っ た 。 そ の 後 、 平 成 10 年 の 免 許 法 改 正 に 伴 う 再 課 程 認 定 時 に 生 活 美 術 学 科 で 工 芸  

免 許 (一 種 )を 取 得 で き る よ う に し 、 短 大 の 保 健 免 許 の 課 程 は 廃 止 し た 。  

そ の 後 、 大 学 で は 平 成 15 年 に 家 政 学 科 に 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士 養 成 を 目 的 と す る 健 康 栄  

養 学 専 攻 を 設 け 、 家 政 学 を 総 合 的 に 学 ぶ 家 政 学 専 攻 (平 成 19 年 度 か ら は 被 服 学 の 学 習 を 重

視 し た 服 飾 文 化 専 攻 に 改 称 )と の 2 専 攻 体 制 に し て 、家 政 学 専 攻 に 家 庭 免 許 と 保 健 免 許 の 課

程 を 置 い た 。 健 康 栄 養 学 専 攻 で は 栄 養 教 諭 制 度 の 創 設 に よ っ て 平 成 17 年 度 か ら 栄 養 教 諭

免 許 (一 種 )を 取 得 で き る よ う に し た 。 健 康 栄 養 学 専 攻 で は 家 庭 科 教 員 養 成 の 課 程 が な い た

め 、 希 望 す る 学 生 に 対 し て は 家 政 学 専 攻 (服 飾 文 化 専 攻 )の 科 目 を 履 修 す る こ と に よ っ て 家

庭 科 の 免 許 を 取 得 で き る よ う に し 、 毎 年 数 名 の 履 修 者 が い る 。 な お 、 教 育 目 的 や 教 育 内 容

と 合 致 し な く な っ た こ と や 履 修 者 が 極 め て 少 な い た め 、服 飾 文 化 専 攻 の 保 健 免 許 は 平 成 24

年 度 を も っ て 廃 止 し た 。  

短 大 に つ い て は 、平 成 13 年 に 家 政 科 を 生 活 文 化 学 科 に 改 称 し 、さ ら に 平 成 16 年 に 校 名  

を 東 北 生 活 文 化 大 学 短 期 大 学 部 に 変 更 し 、 男 女 共 学 に し た 。 取 得 で き る 免 許 は 中 学 校 二 種

（ 家 庭 )で あ る 。 平 成 17 年 に は 保 育 士 養 成 を 目 的 と し て 子 ど も 生 活 専 攻 を 新 設 し 、 生 活 学

専 攻 と の 2 専 攻 体 制 に な っ た 。子 ど も 生 活 専 攻 で は 平 成 18 年 度 か ら 幼 稚 園 教 諭 免 許 (二 種 )

を 取 得 で き る よ う に し た 。 平 成 25 年 度 に は 生 活 学 専 攻 を 廃 止 し て 、 新 た に 食 物 栄 養 学 専

攻 を 設 け た が 、 教 職 課 程 は 置 い て い な い 。  

 

２. 教職課程の現状 

 (1 )  取 得 で き る 免 許  

  本 学 で 取 得 で き る 免 許 は 次 の と お り 。  

  ① 家 政 学 科  

   ・ 服 飾 文 化 専 攻   中 学 校 教 諭 一 種 (家 庭 )  高 等 学 校 教 諭 一 種 (家 庭 )  

   ・ 健 康 栄 養 学 専 攻   栄 養 教 諭 (一 種 )  

  ② 生 活 美 術 学 科  

   中 学 校 教 諭 一 種 (美 術 )  高 等 学 校 教 諭 一 種 (美 術 、 工 芸 )  

(2 )  教 職 課 程 履 修 指 導 に 関 す る 組 織  

  本 学 で は 、 教 職 課 程 の 履 修 指 導 、 教 育 実 習 や 介 護 等 体 験 に 関 す る 諸 事 務 に つ い て は 教  

職 に 関 す る 科 目 担 当 教 員 と 各 学 科 の 教 員 で 構 成 さ れ る 「 教 職 課 程 室 」 が 行 っ て き た 。 ま  

た 、 教 職 課 程 に 関 す る 諸 事 項 を 審 議 す る た め 、「 教 職 課 程 委 員 会 」 が あ り 、 教 育 実 習 履  
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者 の 選 考 を 行 う た め 、「 教 育 実 習 生 選 考 会 議 」が 設 け ら れ て い る 。平 成 24 年 度 か ら 、教  

学 関 係 の 諸 施 策 の 検 討 や 実 施 に つ い て の 意 見 調 整 の た め 、 8 つ の「 室 」 (学 務 室 、学 生 支  

援 室 な ど )を 設 け 、各 室 に 所 属 す る 各 種 委 員 会 が 具 体 的 な 立 案・審 議 や 意 見 の 集 約 を 行 う  

こ と に し た 。そ の 結 果 、従 来 の「 教 職 課 程 室 」は「 教 職 課 程 セ ン タ ー 」に 改 め ら れ 、「 教  

職 課 程 委 員 会 」 は 教 務 委 員 会 や FD 委 員 会 な ど と 共 に 「 学 務 室 」 に 所 属 す る こ と に な っ  

た 。な お 、「 教 職 課 程 セ ン タ ー 」と「 教 職 課 程 委 員 会 」は 大 学 と 短 大 に お か れ て い る が 、  

セ ン タ ー 長 と 委 員 長 は 大 学 ・ 短 大 兼 任 で 委 員 会 も 合 同 で 開 催 さ れ る こ と が 多 い 。  

(3 )  免 許 所 得 状 況  

  過 去 10 年 間 の 免 許 取 得 状 況 は 次 の と お り 。 数 字 は 取 得 者 数 (人 )  

 平 成 19 年 度  平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度  平 成 23 年 度

中 一 種 (家 庭 )  １ ２  ８ １ ２ ７  ４

高 一 種 (家 庭 )  １ ３  １ ３ １ ４ ７  ５

中 一 種 (保 健 )  ２  ０ １ １  ０

高 一 種 (保 健 )  ２  ２ ２ １  ０

中 一 種 (美 術 )  １ ９  ９ １ ４ １ ６  ３

高 一 種 (美 術 )  １ ９  １ ２ １ ９ １ ７  ４

高 一 種 (工 芸 )  １ １ ７  ９ １ ０ １ ４  ３

栄 養 教 諭 一 種  ９  １ ４ ２ ３ ６  １ ８

 

 平 成 24 年 度  平 成 25 年 度 平 成 26 年 度 平 成 27 年 度  平 成 28 年 度

中 一 種 (家 庭 )  ５  ８ ６ ３  １

高 一 種 (家 庭 )  ７  ９ ６ ３  ３

中 一 種 (保 健 ）  ０  ０ ２ －  －

高 一 種 (保 健 )  ０  ０ ２ －  －

中 一 種 (美 術 )  １ ８  ６ ７ ７  ９

高 一 種 (美 術 )  １ ８  ６ ８ ９  ９

高 一 種 (工 芸 )  １ ５  ３ ３ ３  ５

栄 養 教 諭 一 種  １ ２  ６ １ ２ ５  １ ０
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※ な お 、 短 大 の 中 学 校 二 種 免 許 (家 庭 )取 得 者 数 は 次 の と お り 。 (人 )  

 平 成 19 年 度  ５   20 年 度  ３   21 年 度  ２   22 年 度  ２  23 年 度  1  

  24 年 度 以 降 は な し 。  

※ 大 学 が 宮 城 県 教 育 委 員 会 に 一 括 申 請 し た 者 だ け で 、 個 人 申 し た 者 は 除 く 。  

 

  教 職 課 程 を 履 修 す る 学 生 は １ 年 次 が 最 も 多 く 、次 第 に 減 少 し 、特 に ３ 年 次 に 進 級 し た さ  

 い に 教 職 課 程 履 修 を 取 り や め る 者 が 増 え る が 、３ 年 次 後 期 以 後 は ほ と ん ど い な く な る (た

だ し 、 栄 養 教 諭 に つ い て は ４ 年 次 初 め ま で 取 り や め る 者 が 出 る )。  

上 表 は 教 職 課 程 の 履 修 を 最 後 ま で 続 け た 者（ ＝ 免 許 取 得 者 )の 数 で あ る 。各 年 度 バ ラ ツ

キ が あ る が 、全 体 と し て は 免 許 取 得 者 が 減 少 傾 向 に あ る 。そ の 推 測 さ れ る 理 由 と し て は 、

家 庭 免 許 に つ い て は 、家 政 学 科 に 健 康 栄 養 学 専 攻 (定 員 40 名 )を 設 け た さ い 、家 庭 免 許 の

課 程 を 置 か な か っ た こ と (た だ し 、服 飾 文 化 専 攻 の 科 目 を 履 修 す る こ と に よ り 家 庭 免 許 が

取 得 で き る )、服 飾 文 化 専 攻 の 学 生 数 が 少 な い う え に 、ア パ レ ル 関 係 の 企 業 へ の 就 職 を 目

指 す も の が 多 い こ と 、 な ど が 挙 げ ら れ 、 美 術 免 許 に つ い て は 、 以 前 か ら 教 職 希 望 者 が 比

較 的 多 い も の の 、生 活 美 術 学 科 の 学 生 数 自 体 が 減 少 し て い る こ と 、が 挙 げ ら れ る 。ま た 、

県 に よ っ て 状 況 が 異 な る が 、 何 よ り も 家 庭 、 美 術 の 教 員 採 用 数 が 減 少 し て い る う え に 、

新 卒 で 合 格 す る こ と が 困 難 な た め (本 学 か ら は 平 均 す る と 毎 年 １ ０ 名 程 度 の 合 格 者 を 出

し て い る が 、 い ず れ も 既 卒 者 で 新 卒 の 合 格 者 は こ こ 十 数 年 い な い 。 私 立 学 校 に つ い て は

新 卒 で の 採 用 者 が い る )、合 格 者 す る ま で 何 年 間 か 臨 時 採 用 で 勤 務 す る こ と が 常 態 化 し て

い て 、 そ の 間 、 収 入 を は じ め 生 活 上 い ろ い ろ と 問 題 が 生 じ る こ と も 教 職 希 望 者 の 減 少 の

大 き な 要 因 と し て 考 え ら れ る 。  

(4 )  免 許 取 得 ま で の 指 導  

  入 学 後 、 免 許 取 得 ま で の 指 導 状 況 は 次 の よ う に な っ て い る 。 指 導 内 容 は 教 育 実 習 に 関

す る こ と が 最 も 多 い 。  

学 年  内   容  

１  

年  

次  

・ 入 学 時   新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 教 職 課 程 に 関 す る 説 明 を 行 う 。  

・ ７ ～ ８ 月  教 職 課 程 履 修 に つ い て 詳 し い 説 明 を 行 う 。  

・ １ ～ ２ 月  介 護 等 体 験 に つ い て の 説 明 を 行 う 。  
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２  

年  

次  

・ 特 別 支 援 学 校 で の 介 護 等 体 験 を 行 う (事 前 指 導 を 含 む )。  

・ １ ２ ～ １ 月   教 育 実 習 の 概 要 と 教 育 実 習 の 手 続 き に つ い て の 説 明 を 行 う 。  

・ 学 生 の 状 況 に 応 じ て 個 別 の 相 談 や 指 導 を 行 う 。  

 

３  

年  

次  

・ ４ 月 以 降 各 学 生 は 実 習 希 望 校 に 対 し て 教 育 実 習 の 依 頼 を 行 う (仙 台 市 立 の 小 中

学 校 な ど 一 部 の 学 校 に つ い て は 大 学 が 行 う )。  

・ ６ 月 ～ 翌 年 の ２ 月  社 会 福 祉 施 設 で の 介 護 等 体 験 を 行 う (事 前 指 導 を 含 む )。  

・ ４ 年 生 に よ る 教 育 実 習 報 告 会 に 参 加 し て 報 告 を 聞 く 。  

・ １ ２ 月  次 年 度 の 実 習 生 の 選 考 を 行 う 。  

・ ３ 月  教 育 実 習 事 前 指 導 を 行 う 。  

 

４  

年  

次  

・ ４ 月  教 育 実 習 事 前 指 導 を 行 う 。  

・５ ～ ９ 月  家 庭 、美 術 で の 教 育 実 習 を 行 う 。９ ～ １ ０ 月  栄 養 教 育 実 習 を 行 う 。

・ 実 習 終 了 後 各 学 科 ご と に 教 育 実 習 報 告 会 で 実 習 の 状 況 を 発 表 す る (全 学 生 )。 ま

た 、 必 要 に 応 じ て 個 別 の 指 導 を す る 。  

・ １ ２ ～ ２ 月  教 務 課 の 指 導 に よ り 免 許 申 請 に 必 要 な 書 類 を 作 成 す る 。  

 

(5 )  教 育 実 習 に つ い て  

  教 育 実 習 は ４ 年 次 で 実 施 し て お り 、 実 習 教 科 は 家 庭 、 美 術 で あ る 。 工 芸 、 保 健 で の 実

習 は 行 っ て い な い 。 実 習 期 間 は 中 学 校 ・ 高 等 学 校 両 方 の 免 許 を 取 得 す る 場 合 は 中 学 校 又

は 高 等 学 校 で 3 週 間 、高 等 学 校 免 許 の み 取 得 す る 場 合 は 高 等 学 校 で 2 週 間 で あ る 。栄 養

教 諭 免 許 を 取 得 す る 場 合 は 原 則 と し て 自 校 方 式 の 給 食 設 備 の あ る 小 学 校 で 1 週 間 行 っ て

い る 。 実 習 は 家 庭 、 美 術 は い わ ゆ る 母 校 実 習 が 多 く ７ ～ ８ 割 で あ る が 、 仙 台 市 立 の 小 中

学 校 で 実 習 を す る 場 合 は 家 庭 、 美 術 、 栄 養 教 諭 共 に 実 習 校 を 市 の 教 育 委 員 会 が 割 り 当 て

る た め 、 母 校 で は な い 学 校 で の 実 習 に な る 。 実 習 の 依 頼 は 学 生 が 所 定 の 書 類 を 持 参 し て

依 頼 す る が 、 仙 台 市 立 小 ・ 中 学 校 で の 実 習 は 在 仙 大 学 教 育 実 習 等 連 絡 協 議 会 を 通 し て 市

の 教 育 委 員 会 に 依 頼 を す る こ と に な っ て い る 。 実 習 の 時 期 は 家 庭 、 美 術 は ５ ～ ９ 月 、 栄

養 教 諭 は 他 の 実 習 (臨 地 実 習 )と の 関 係 で ９ ～ １ ０ 月 で あ る 。 実 習 時 期 は 実 習 校 の 実 習 計

画 に 基 づ い て お り 、 大 学 か ら は 実 習 時 期 に 関 し て 実 習 校 に 対 し て 特 に 要 望 は 出 し て い な

い 。 実 習 期 間 後 半 に 各 学 科 の 教 員 が 手 分 け し て 実 習 校 へ の 訪 問 指 導 を 行 っ て い る が 、 全

て の 学 校 で は な い 。 な お 、 教 育 実 習 希 望 者 に 対 し て は 、 3 年 次 ま で の 総 履 修 科 目 の 成 績

(GPA は 使 用 し て い な い )、 教 職 に 関 す る 科 目 の 単 位 の 修 得 状 況 に よ り 「 教 育 実 習 生 選 考
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基 準 」 に 基 づ い て 「 教 育 実 習 生 選 考 会 議 」 で 実 習 の 可 否 に つ い て 協 議 し て い る 。  

  こ こ 10 年 間 の 教 育 実 習 生 数 の 推 移 や 実 習 校 に つ い て は 次 の と お り で あ る 。  

数 字 は 実 習 生 数 (人 )  

実習教科  家 庭  美 術  栄養   

 

計  

実習校種  中学校  高塔学校  中学校  高塔学校  小学校

 

 

宮 城

県内  

宮 城

県外  

宮 城

県内

宮 城

県外

宮 城

県内

宮 城

県外

宮 城

県内

宮 城

県内  

宮城  

県内  

平成 19 ２ ０  ７ ２ ７ ８ ３ １  ９ ３９  

平成 20 １ ０  ４ ６ ５ １ ５ １  １４ ３７  

平成 21 ２ ４  ５ ３ ９ ３ ７ ３  ２３ ５９  

平成 22 ３ ３  ０ １ １０ ２ ７ ０  ７ ３３  

平成 23 １ ２  ０ ２ １ １ ２ ０  １８ ２７  

平成 24 ０ ０  １ ６ ８ １ ６ ３  １３ ３８  

平成 25 １ ３  ３ ３ ２ ０ ４ ０  ７ ２３  

平成 26 １ ２  ２ １ ３ ０ ４ ２  １２ ２７  

平成 27 ０ １  ３ １ ５ １ ３ １  ７ ２２  

平成 28 １ ０  ０ ２ ５ ０ ４ １  １０ ２３  

※ 短 大 の 家 庭 科 で の 実 習 生 数 は 、 平 成 19 年 度  県 内 5 県 外 0    ２ ０ 年 度  県 内 1、 県 外

2  21 年 度  県 内 2  県 外 0    22 年 度  県 内 1   県 外 1   23 年 度  県 内 1 県 外 0  

 

３ 教員養成教育の情報公開 

 本 学 で は ポ ー ム ペ ー ジ に 教 員 養 成 に 関 す る 次 の 事 項 に つ い て の 情 報 を 掲 載 し て い る 。 こ

れ ら の 事 項 に 関 す る 記 述 は 本 稿 で は 省 略 し た い 。  

・ 教 員 養 成 の 目 標 及 び 当 該 目 標 を 達 成 す る た め の 計 画  

・ 教 員 の 養 成 に 係 る 組 織 、 教 員 数 、 担 当 科 目 等  

・ 教 員 養 成 に 係 る 授 業 科 目 等  

・ 卒 業 者 の 教 員 免 許 状 取 得 状 況  

・ 卒 業 者 の 教 員 へ の 就 職 状 況  

・ 教 員 の 養 成 に 係 る 教 員 の 質 の 向 上 に 係 る 取 り 組 み に 関 す る こ と  
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＊東北生活文化大学 教授 

東北生活文化大学における介護等体験実施の概要  
 

菅並 茂樹 * 

 

１ 制度の趣旨 

「 小 学 校 及 び 中 学 校 の 教 諭 の 普 通 免 許 状 授 与 に 係 る 教 育 職 員 免 許 法 の 特 例 等 に 関 す る

法 律 」 (通 称 「 介 護 等 体 験 特 例 法 」 )は 、 平 成 9 年 、 第 140 回 通 常 国 会 に 田 中 眞 紀 子 議 員

を 中 心 と す る 国 会 議 員 に よ る 議 員 立 法 と し て 提 出 さ れ 、 可 決 さ れ た 。 田 中 議 員 に よ る 法

の 趣 旨 説 明 で は 「 … … 私 は 、 こ の 高 齢 化 ・ 少 子 化 の 時 代 に 、 将 来 を 見 据 え た 教 員 の 資 質

向 上 の 一 環 と し て 、 ま た 、 長 い 目 で 見 て 日 本 人 の 心 に や さ し さ を 甦 ら せ る こ と に 繋 が る

も の と し て 、 い じ め の 問 題 な ど 困 難 な 問 題 を 抱 え る 教 育 の 現 場 で 、 こ れ か ら 活 躍 さ れ る

方 々 が 、 高 齢 者 や 障 害 者 に 対 す る 介 護 等 の 体 験 を 自 ら の 原 体 験 と し て 持 ち 、 ま た 、 そ う

し た 体 験 を 教 育 の 場 に 活 か し て い く こ と に よ っ て 、 人 の 心 の 痛 み が わ か る 人 づ く り 、 各

人 の 価 値 観 の 相 違 を 認 め ら れ る 心 を 持 っ た 人 づ く り の 実 現 に 資 す る こ と を 期 待 し て お

り ま す 。」 と 述 べ ら れ て い る 。  

 同 法 で は 、 第 一 条 に 「 こ の 法 律 は 、 義 務 教 育 に 従 事 す る 教 員 が 個 人 の 尊 厳 及 び 社 会 連

帯 の 理 念 に 関 す る 認 識 を 深 め る こ と の 重 要 性 に か ん が み 、 教 員 と し て の 資 質 の 向 上 を 図

り 、 義 務 教 育 の 一 層 の 充 実 を 期 す る 観 点 か ら 、 小 学 校 又 は 中 学 校 の 教 諭 の 普 通 免 許 状 の

授 与 を 受 け よ う と す る 者 に 、 障 害 者 、 高 齢 者 に 対 す る 介 護 、 介 助 、 こ れ ら の 者 と の 交 流

等 の 体 験 を 行 わ せ る 措 置 を 講 ず る た め 、 小 学 校 及 び 中 学 校 の 教 諭 の 普 通 免 許 状 の 授 与 に

つ い て の 教 育 職 員 免 許 法 … … の 特 例 等 を 定 め る も の と す る 。」 と 法 の 趣 旨 が 述 べ ら れ て

い る 。 そ し て 、 第 二 条 と 同 法 施 行 規 則 で 、 1 8 歳 に 達 し た 後 、 7 日 間 、 盲 学 校 、 聾 学 校 、

養 護 学 校 (い ず れ も 現 在 は 特 別 支 援 学 校 )、 社 会 福 祉 施 設 そ の 他 の 施 設 で 文 部 科 学 大 臣 が

厚 生 労 働 大 臣 と 協 議 し て 定 め る も の に お い て 、 障 害 者 、 高 齢 者 等 に 対 す る 介 護 、 介 助 、

交 流 等 の 体 験 (介 護 等 体 験 )を 義 務 づ け た 。こ の 法 律 は 、平 成 10 年 4 月 か ら 施 行 さ れ た (平

成 10 年 4 月 の 入 学 生 か ら 適 用 )。  

 

２ 制度の運用 

(1 ) 期 間 等  

 介 護 等 体 験 の 期 間 は 施 行 規 則 で ７ 日 間 と な っ て い る が 、内 訳 は 、特 別 支 援 学 校 2 日 間 、  
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社 会 福 祉 施 設 5 日 間 が 望 ま し い と さ れ 、 現 在 こ の よ う に な っ て い る 。 な お 、 2 日 間 、 5

日 間 連 続 し て い な く と も よ く 、 分 割 し て 設 定 し て も よ い と さ れ 、 1 日 当 た り の 時 間 は 、

受 入 施 設 の 職 員 の 通 常 の 業 務 、 介 護 等 体 験 の 内 容 を 総 合 的 に 勘 案 し て 受 入 施 設 側 の 判 断

に 委 ね ら れ る と さ れ た 。   

(2 )  体 験 の 内 容  

 介 護 、 介 助 の 他 、 障 害 者 等 の 話 し 相 手 、 散 歩 の 付 添 な ど の 交 流 等 の 体 験 、 掃 除 や 洗 濯

と い っ た 障 害 者 等 と 直 接 接 す る わ け で は な い が 、 受 入 施 設 の 職 員 に 必 要 と さ れ る 業 務 の

補 助 な ど 幅 広 い 体 験 が 想 定 さ れ る が 、 ど の よ う な 内 容 の も の を 介 護 等 体 験 と 認 め る か は

基 本 的 に は そ れ ぞ れ の 施 設 の 長 の 判 断 に よ る と さ れ た 。 た だ し 、 介 護 福 祉 士 的 な 専 門 的

な 仕 事 は さ せ な い と さ れ た 。  

(3 )  体 験 を 行 う 施 設  

 特 別 支 援 学 校 は 体 験 施 設 に 該 当 す る こ と は 明 ら か で あ る が 、 社 会 福 祉 施 設 は 施 行 規 則

で 、児 童 福 祉 法 に 規 定 す る 施 設 (乳 児 院 、母 子 生 活 支 援 施 設 、児 童 養 護 施 設 、知 的 障 害 児

施 設 な ど )、生 活 保 護 法 に 規 定 す る 施 設 (救 護 施 設 、更 生 施 設 な ど )、社 会 福 祉 法 に 規 定 す

る 授 産 施 設 、 老 人 福 祉 法 に 規 定 す る 老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 、 養 護 老 人 ホ ー ム 、 特 別

養 護 老 人 ホ ー ム 、 介 護 保 険 法 に 規 定 す る 介 護 老 人 保 健 施 設 な ど が 挙 げ ら れ て い る も の の 、

個 々 の 施 設 が 受 入 施 設 に 該 当 す る の か ど う か は 必 ず し も 明 確 で は な い の で 、 実 際 は 、 施

設 に 対 す る 個 人 の 直 接 の 申 し 込 み が 認 め ら れ て い な い こ と も あ っ て 、 大 学 が 、 特 別 支 援

学 校 に つ い て は 都 道 府 県 教 育 委 員 会 を 通 し て 、 社 会 福 祉 施 設 に つ い て は 都 道 府 県 社 会 福

祉 協 議 会 を 通 し て 申 し 込 み 、 受 入 校 や 受 入 施 設 を 決 め て い る 。  

(4 )  体 験 を 行 っ た こ と の 証 明  

 免 許 申 請 の 際 に は 介 護 等 体 験 に 関 す る 証 明 書 を 提 出 す る こ と が 必 要 に な る 。 証 明 書 の

様 式 は 施 行 規 則 に 別 記 様 式 と し て 定 め ら れ て い る 。 な お 、 介 護 等 体 験 は 実 施 し た こ と が

証 明 さ れ れ ば よ く 、 評 価 は 行 わ な い が 、 介 護 等 体 験 を 「 教 科 又 は 教 職 に 関 す る 科 目 」 と

し て 単 位 化 す る こ と が 認 め ら れ て い る 。 そ の 場 合 は 何 ら か の 形 で 評 価 を 行 う こ と に な る 。 

 

３ 宮城県における介護等体験の実施 

 介 護 等 体 験 は 原 則 と し て 大 学 の 所 在 地 で あ る 都 道 府 県 で 行 う と さ れ て い る が 、 社 会 福

祉 施 設 で は 県 内 に 在 住 し 県 外 の 通 信 制 大 学 に 在 籍 す る 者 や 県 外 の 大 学 に 在 籍 す る 当 該

県 の 出 身 者 の 体 験 を 認 め て い る よ う で あ り 、 本 県 も そ の よ う に し て い る 。 特 別 支 援 学 校
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は 県 内 に 在 住 し 県 外 の 大 学 に 在 籍 す る 通 信 教 育 生 は 受 け 入 れ て い る 。 介 護 等 体 験 は 、 特

別 支 援 学 校 は 県 教 育 委 員 会 が 策 定 し た「 特 別 支 援 学 校 に お け る 介 護 等 体 験 実 施 要 項 」に 、

社 会 福 祉 施 設 は 県 社 会 福 祉 協 議 会 が 策 定 し た 「 義 務 教 育 職 員 免 許 法 の 特 例 に よ る 『 介 護

等 体 験 』 に 伴 う 社 会 福 祉 施 設 受 入 調 整 事 業 実 施 要 綱 」 に 基 づ い て 実 施 さ れ て い る 。  

体 験 活 動 は 、 特 別 支 援 学 校 、 社 会 福 祉 施 設 共 に 前 期 、 後 期 に 分 け て 実 施 さ れ て お り 、

体 験 の 申 し 込 み は 大 学 が 取 り ま と め て 所 定 の 期 日 ま で に 、 特 別 支 援 学 校 に つ い て は 県 教

育 委 員 会 に 、 社 会 福 祉 施 設 に つ い て は 県 社 会 福 祉 協 議 会 に 行 っ て い る 。 体 験 に あ た っ て

は 特 別 支 援 学 校 か ら は 「 実 施 要 項 」 が 、 社 会 福 祉 施 設 か ら は 「 事 前 調 査 書 」 が 大 学 に 送

付 さ れ 、 そ れ ら に は 体 験 実 施 に つ い て の 諸 事 項 が 記 さ れ て い る 。 ま た 、 各 大 学 は 体 験 に

つ い て の 「 事 前 指 導 」 を 行 っ て い る 。 体 験 費 用 は 特 別 支 援 学 校 は 不 要 だ が 、 社 会 福 祉 施

設 は 県 社 会 福 祉 協 議 会 に 納 入 す る (現 在 は 10,000 円 )。  

介 護 等 体 験 の 円 滑 な 実 施 の た め に 各 県 に 「 協 議 会 」 が 設 置 さ れ 、 教 育 委 員 会 、 社 会 福

祉 協 議 会 、 大 学 間 で 体 験 実 施 の 結 果 や 諸 問 題 に つ い て 協 議 を 行 っ て き た が 、 廃 止 さ れ た

県 も あ る よ う で あ る 。 本 県 で は 現 在 も 年 1 回 、 2 月 に 開 催 さ れ て い る 。  

 

４ 本学学生の介護等体験の状況 

 過 去 10 年 間 の 介 護 等 体 験 を 行 っ た 学 生 数 は 表 の と お り で あ る 。  

(1 )  特 別 支 援 学 校 (人 )  

 
年 度  

視 覚 支 援 学 校  
(盲 学 校 )  

聴 覚 支 援 学 校  
(ろ う 学 校 )  

支 援 学 校  
(養 護 学 校 )  

 
 計  

平 成 19 年 度  ８ ３ ４ ５  ５ ６

平 成 20 年 度  ８ ２ ２ ４  ３ ４

平 成 21 年 度  ５ １ ７  １ ３

平 成 22 年 度  ７ ２ ２ ４  ３ ３

平 成 23 年 度  １ ２ ２ ０  ２ ３

平 成 24 年 度  ０ １ １ ４  １ ５

平 成 25 年 度  ２ ４ ２ ０  ２ ６

平 成 26 年 度  ３ ０ １ ２  １ ５

平 成 27 年 度  ５ １ １ ８  ２ ４

平 成 28 年 度  ４ １ １ ２  １ ７
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(2 )  社 会 福 祉 施 設 (人 )  

年 度  救 護  老 人 福 祉  児 童 福 祉  障 害 者 福 祉  老 人 保 健  計  

平 成 19  ０  ２ ４  ２ ６ ０  ３ ２

平 成 20  ０  １ ６  ３ ４ ０  ２ ３

平 成 21  ０  ２ ３  ５ １ ２  ３ １

平 成 22  ０  ８  ０ １ ０  ９

平 成 23  １  ２ ３  ０ ６ ０  ３ ０

平 成 24  ０  ９  ０ ５ １  １ ５

平 成 25  ０  １ １  ０ ２ １  １ ４

平 成 26  ０  １ ７  ０ １ ０  １ ８

平 成 27  ０  １ １  １ １ ０  １ ３

平 成 28  ０  １ ５  ０ ０ ０  １ ５

 

 特 別 支 援 学 校 は 学 校 数 か ら し て 支 援 学 校 (養 護 学 校 )で の 体 験 者 が 最 も 多 い が 、 希 望 調 査

を す る と 視 覚 支 援 学 校 (盲 学 校 )が 多 い (他 大 学 で も そ の よ う な 傾 向 に あ る よ う で 同 校 の 受

入 定 数 を か な り 上 回 る た め 、毎 年 の よ う に 他 の 学 校 で の 体 験 に な る 者 が い る )。介 護 等 体 験

が 始 ま っ た こ ろ は 仙 台 市 内 や 近 郊 の 学 校 の 受 入 数 が 少 な く 、 遠 方 の 学 校 で 体 験 活 動 を 行 っ

た 者 も あ っ た 。 他 大 学 で は 泊 り が け と い う 学 生 も い た よ う で あ る 。 最 近 は 受 入 調 整 が 円 滑

に 行 わ れ て い る よ う で 、 ほ ぼ 希 望 通 り に な っ て い る 。  

 社 会 福 祉 施 設 も 介 護 等 体 験 が 始 ま っ た こ ろ は 受 入 施 設 が 少 な く 、 通 勤 に 時 間 の か か る 施

設 へ の 割 り 当 て も あ っ た が 、 最 近 は 受 入 施 設 が 増 え (特 に デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー )、 ほ と ん

ど が 居 住 地 か ら そ う 遠 く な い 施 設 へ の 割 り 当 て に な っ て い る 。施 設 と し て は 老 人 福 祉 施 設 、

特 に デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー が 最 も 多 く ３ 分 の ２ を 占 め る 。 教 育 と の 関 連 か ら か 児 童 福 祉 施

設 で の 体 験 希 望 者 が 比 較 的 多 い が 、 受 入 数 が 少 な い よ う で 割 り 当 て が ほ と ん ど な い 。  

 介 護 等 体 験 に あ た っ て は 、1 年 次 の 終 わ り ご ろ に 介 護 等 体 験 全 般 に 関 す る 説 明 会 を 設 け 、

２ 年 次 以 降 は 、 大 学 の 教 職 課 程 セ ン タ ー で 作 成 し た 資 料 と 共 に 、 特 別 支 援 学 校 に つ い て は

『 フ ィ リ ア 』 (ジ  ア ー ス 教 育 新 社  発 行 )、 社 会 福 祉 施 設 に つ い て は 『 よ く わ か る 社 会 福 祉

施 設 』 (全 国 社 会 福 祉 協 議 会  発 行 )を ガ イ ド ブ ッ ク と し て 使 用 し 、前 期 、後 期 １ 回 ず つ 事 前

指 導 を 行 っ て い る 。  
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高校生における制服を正しく身につける意識の向上に及ぼす 
「二面（両面）提示」と「一面（片面）提示」の効果 

 

植松 公威＊   伊藤 優美＊＊   齋藤 淑美＊＊ 

 

１．問題と目的 

 説得には「一面（片面）提示」と「二面（両面）提示」という二つの方略がある（樺，2005）。説得

を試みる者は相手に理解してほしいと望む情報（以後，A と略記する）を伝える。この際，相手は事前

に A について十分に理解していないというのが前提条件となる。説得にはもう一つ重要な情報がある。

それは A とは対立的な関係にある情報（以後，B と略記する）である。相手に A のみを提示するのが「一

面（片面）提示」で，A と B の両方を提示するのが「二面（両面）提示」である。  

 この二つの方略の有効性については仮説がある（樺，2005 参照）。B が既知である者にとっては「二

面（両面）提示」の方が「一面（片面）提示」よりも有効であると考えられている。それは「二面（両

面）提示」には既知の情報 B が含まれているため，自分の知識と一致する部分が多くなり，正直な説得

者のことばに信頼感をもつからである。これに対して，B についてあまりよく知らない者にとっては「一

面（片面）提示」の方が「二面（両面）提示」よりも有効であると考えられている。それは，あまりよ

く知らない B には言及せずに A だけが強調されるため効果的であるという理由からである。以上のよう

な説得方略の有効性について調べた研究はほとんどなく，上述の仮説は実証されているとは言えない。

過去に「一面（片面）提示」と「二面（両面）提示」の効果を調べた研究としては植松・岡田・熊谷（2012）

が挙げられるが，上述の仮説は支持されたとは言えない。  

 具体的に考えてみたい。今も昔も街中で見かける高校生の制服には着崩しが目立ち，制服本来の形が

変わっていることが目に留まる。制服が正しく身につけられていないという状況は一つの深刻な教育問

題である。ここで，高校生を相手に教師が説得を試みるという状況が想定できる。教師は高校生に「着

崩しファッション」の短所を理解してもらうことを意図してその情報を伝えることになる。この情報は

上記の A に該当する。高校生はこの情報について予めよく知らないというのが前提条件となる。もう一

つの，A とは対立的な関係にある B に該当するのは「着崩しファッション」の長所である。高校生の中

には B の「着崩しファッション」の長所をよく知っている者もいれば，ほとんど知らない者もいるであ

ろう。ここで「着崩しファッション」の長所と短所を両方伝える方略が「二面（両面）提示」であり，

短所だけを伝える方略が「一面（片面）提示」である。「着崩しファッション」の長所が既知であり，そ

*東北生活文化大学 准教授，**東北生活文化大学 卒業生  
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れを肯定的に受け止めている高校生にとっては「二面（両面）提示」によって「着崩しファッション」

には長所もあるが，短所の影響の方が大きいということを伝える方略の方が，短所だけを伝える「一面

（片面）提示」よりも説得効果が大きいと推測される。一方，「着崩しファッション」の長所についてほ

とんど知らず，それを否定的に受け止めている高校生にとっては「一面（片面）提示」によって「着崩

しファッション」の問題点や短所だけを強調して伝え，その長所については言及せず，未知のままにし

ておく方略の方が「二面（両面）提示」よりも説得効果が大きいと推測される。この場合，「二面（両面）

提示」を行うと，事前に知らなかった「着崩しファッション」の長所を気づかせてしまうことになるた

め，効果が弱くなると考えられる。本研究では高校生を対象に，制服を正しく身につける意識の向上を

目標に掲げ，これら二つの説得方略の効果を検証することにする。  

 

２．方法 

実験の概要  

 高校２年生を対象に冊子を配り，質問に回答したり，教材を読んだりしてもらう形で実験を行った。

実験は無記名であった。２年生を対象に選んだのは，入学してからの緊張から解放され，また卒業後の

進路を決めなければいけないというプレッシャーがまだ弱いため，この時期に最も制服の乱れが起きや

すいと判断したからである。冊子では，まず高校生が制服の「着崩しファッション」の長所について既

知で，「着崩しファッション」を肯定する群（肯定群）か，それとも長所についてあまりよく知らず，「着

崩しファッション」を否定する群（否定群）か，あるいは両者の中間に位置する群（中間群）かを判定

した。次に，制服を正しく身につける事前の意識がどの程度かを判定した。そして，「着崩しファッショ

ン」の長所と短所の両方を記述した「二面（両面）提示」の教材文，または短所だけを記述した「一面

（片面）提示」の教材文のどちらか一つをランダムに与え，読み取ってもらった。最後に，制服を正し

く身につける事後の意識がどの程度かを判定した。ここでは事前の質問項目と同じものに再度，回答し

てもらった。この尺度において事前から事後への伸びを従属変数とした。独立変数は「着崩しファッシ

ョン」のとらえ方３水準（肯定群，中間群，否定群）と教材文の種類２水準（一面提示，または二面提

示）である。学習者はこれら２要因の組み合わせによって６群（３×２）構成された。  

学習者  

 宮城県内の私立高校２年生男女 137 名。実験は 2013 年 12 月，A４の冊子（全部で６頁）を読み進め

る形で，HR の時間を利用して教室内で行われた。所要時間は約 20 分であった。  

冊子の構成  

 １頁目は実験への協力を依頼する文章を示し，日付け，学年，組，性別を記入してもらった。２～３
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頁目は事前アンケートで，「着崩しファッション」と「制服を正しく身につける意識」について調査した。  

「着崩しファッション」については，その長所を認めていて，あるいは知っていて「着崩しファッシ

ョン」肯定群に該当するか，または長所については認めず，「着崩しファッション」否定群に該当するか，

または両者の中間に位置する中間群に該当するかを調べた。具体的には，「かっこいい」，「かわいい」，

「イマドキ」，「おしゃれ」，「個性的」，「気分が上がる」，「行動力が上がる」，「積極的になる」，「自己主

張ができる」，「目立てる」の 10 項目それぞれについて「そう思わない」を１，「そう思う」を７とする

７件法によってどこに当てはまるかを評定してもらった。ここでは 10 項目の評定平均値が算出され，「着

崩しファッション」に関して肯定群，否定群，中間群に群分けされた。なお，この頁には「着崩しファ

ッション」の例を５枚のカラー写真によってコラージュ風に示した。  

 「制服を正しく身につける意識」の調査では，「制服を正しく身につけたい」，「友達は正しく制服を身

につけている」，「制服の正しい着方を知っている」，「制服は必要である」，「制服のボタンは留めた方が

よい」，「リボンまたはネクタイの着用時は必要以上に伸ばさない方がよい」，「ワイシャツはズボンまた

はスカートの中に入れ出てこないようにする」，「（男子のみ回答）ズボンはウエスト位置での着用が望ま

しい」，「（女子のみ回答）スカートはひざ上 10 センチ前後が望ましい」，「ローファーまたは靴はかかと

をつぶさずに履く方がよい」，「装飾品（アクセサリーなど）はできるだけ控えた方がよい」，「制服のシ

ワ，汚れ，破れは目立たない方がよい」の計 12 項目（実際の回答は 11 項目）について「そう思わない」

を１，「そう思う」を７とする７件法によってどこに当てはまるかを評定してもらった。  

 ４頁目は説得を目的とする教材文が示された。学習者は「着崩しファッション」の短所だけを述べた

「一面（片面）提示」の教材文，または「着崩しファッション」の短所と長所の両方を述べた「二面（両

面）提示」の教材文のいずれかを読んだ。「一面（片面）提示」は一つの段落のみで，「二面（両面）提

示」は二つの段落で構成された。全文を以下に示す。  

 「制服を着崩し着用することによって，流行にのり可愛くもかっこよくもなり，トータル的にイケて

見え，校内で同じ制服を着用していても個々の個性を出せ，自分に自信をもて，発言力や行動力が上昇

し，同年代でのコミュニケーションの輪が広がり，色々なことへの視野が広がります。さらに，周囲か

らの視線が自分に注目することにより，人に見られるという優越感に浸ることができます。  

 しかし，制服を着崩し，着用していることにより，あらゆる問題が発生します。第一に，街を歩いて

いて，その学校の評判が，着崩しにより，その子の人間性に関係なく，評判の低下へと導かれます。た

とえば，頭が悪そう，品がない，常識がなさそう，という思考が働きます。さらに，冬季の生足の過度

の露出は身体への害が大きくなります。スカート丈の短さによって，下半身を冷やすことにより，便秘，

生理不順，生理痛の悪化，そして将来的に不妊症をもたらすこともあります。下半身の冷えはいくら上
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半身を着こんでも意味がなく，冷えをほおっておくと，慢性的になり，冷えに鈍感になります。また，

男子生徒のウエスト以下でのズボン着用時のすそが地面に擦れることにより，制服へのダメージが大き

くなります。さらに，ローファー，スニーカーのかかとを踏んでの履き方により，靴へのダメージも大

きくなります。そのためコスト面での負担も大きくなります。」  

 ここでの教材文の第一段落が「着崩しファッション」の長所であり，「しかし」から始まる第二段落が

短所に相当する。「一面（片面）提示」の教材文は第二段落の「しかし」以降の部分だけであり，第一段

落は提示されない。「二面（両面）提示」の教材文は第一段落の長所と第二段落の短所の両方が提示され

た。したがって，両教材は短所が記された「しかし」以降の第二段落が共通で，第一段落の長所が提示

されているか否かが異なっている。実験では両教材のいずれかが書かれている冊子をランダムに学習者

に配った。  

 ５頁目は事後アンケートである。事前で使われた「制服を正しく身につける意識」12 項目（実際の回

答は 11 項目）を再度，提示し，事前と同じく７件法で答えてもらった。最後の６頁目は「感想」である。

気づいたことや感じたことを自由に記述するよう求めた。  

 

３．結果 

分析対象者と群分け  

 事前アンケートの「制服を正しく身につける意識」調査で 11 項目全てに「７そう思う」と答えた者が

５名いた。この５名は教材文を読む以前から「制服を正しく身につける意識」が高いため，説得の必要

がないと判断した。そこで，この５名を除外し，132 名を分析対象者とした。  

 分析対象の学習者は「着崩しファッション」に関して肯定群，否定群，中間群に群分けするため，「着

崩しファッション」に関する 10 項目の評定平均値を求めた。その結果，132 名の評定平均値の中央値が

４であったため，評定平均値が４よりも大きかった者を肯定群，４よりも小さかった者を否定群，ちょ

うど４だった者を中間群とした。「二面（両面）提示」においては肯定群 31 名，否定群 23 名，中間群

12 名，「一面（片面）提示」においては肯定群 27 名，否定群 28 名，中間群 11 名となった。以下では

「制服を正しく身につける意識」が事前から事後へどの程度伸びているか，評定平均値の伸びを群ごと

に示すことにする。  

 

「制服を正しく身につける意識」調査における 11 項目全体の評定平均値の伸び（事後－事前）  

 11 項目全体の評定平均値では，６群全てで事前から事後へプラスの伸びが認められた（Figure１）。

肯定群と中間群では「一面（片面）提示」よりも「二面（両面）提示」の伸びの方が大きかった。この
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二つの群では「二面（両面）提示」の方が「制服を正しく身につける意識」の向上を促すのに有効であ

ったと言える。それに対して，否定群ではわずかな差ではあったが，「二面（両面）提示」よりも「一面

（片面）提示」の伸びの方が大きかった。肯定群や中間群とは異なる結果が示されたと言える。否定群

では「一面（片面）提示」もまた「制服を正しく身につける意識」の向上を促すのに有効であったと考

えられる。  

 
 

「制服を正しく身につける意識」調査における「制服を正しく身につけたい」という一項目での評定平

均値の伸び（事後－事前）  

 「制服を正しく身につける意識」調査における「制服を正しく身につけたい」という一項目での評定

平均値の伸びを調べた（Figure２）。これは「制服を正しく身につけたい」というスローガンレベルでの

意識の向上を調べたことになる。肯定群では「二面（両面）提示」の方がやや伸びが大きかったが，中

間群では「一面（片面）提示」の伸びだけが見られ，否定群では両者にほとんど差が見られなかった。

中間群の結果を除いて Figure１と同様の結果が示されたと言える。  
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Figure１ 全体（11項目）の評定平均値の伸び

（事後－事前）
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─ 17 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 
 

「制服を正しく身につける意識」調査における具体的な行動に関する７項目の評定平均値の伸び（事後

－事前）  

 「制服を正しく身につける意識」調査 12 項目（実際の回答は 11 項目）のうち，具体的な行動につい

ての意識を尋ねた８項目（実際の回答は７項目）を取り上げ，評定平均値の伸びを調べた。取り上げた

項目は「制服のボタンは留めた方がよい」，「リボンまたはネクタイの着用時は必要以上に伸ばさない方

がよい」，「ワイシャツはズボンまたはスカートの中に入れ出てこないようにする」，「（男子のみ回答）ズ
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い」，「ローファーまたは靴はかかとをつぶさずに履く方がよい」，「装飾品（アクセサリーなど）はでき

るだけ控えた方がよい」，「制服のシワ，汚れ，破れは目立たない方がよい」の７項目である。  

結果を Figure３に示す。肯定群と中間群では「二面（両面）提示」の方が大きく伸びており，中間群

でその傾向が顕著であった。逆に否定群では「一面（片面）提示」の方がやや大きく伸びていた。中間

群の学習者においては Figure２のスローガンレベルでの意識改善は目立たなかったものの，具体的な行

動レベルでの意識改善は「二面（両面）提示」の場合に限り成功したと言える。  
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Figure２「制服を正しく身につけたい」というスローガン

レベルにおける評定平均値の伸び（事後－事前）

二面（両面）提示

一面（片面）提示
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４．考察 

 本研究では高校２年生を対象に「制服を正しく身につける意識」の向上を文章教材の読み取りによっ

て目指した。その際，「着崩しファッション」の短所を理解してもらうために「着崩しファッション」の
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予想される。中間群についての仮説は設けなかった。  

Table１に各群の事前の状態と得られた結果をまとめた。肯定群は「二面（両面）提示」の方が有効で

あったと言える。これは「着崩しファッション」の長所よりも短所の影響の方が大きい（深刻である）

ことに気づきやすかったためであると考えられる。「一面（片面）提示」では短所だけの提示で，既知で

ある長所が取り上げられなかったため，教材文を受け入れることが難しかったと推測される。  
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Figure３ 具体的行動レベルでの評定平均値の伸び

（事後－事前）

二面（両面）提示

一面（片面）提示
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Table１　各群の事前の状態と得られた結果

着崩しファッション 結果

短所　　　長所

肯定群 　　△　　　　○ 二面＞一面

中間群 　　△　　　　△ 二面＞一面

否定群 　　△　　　　× 二面≦一面
注：○は「よく知っている」，△は「あまりよく知らない」，

×は「ほとんど知らない」を意味する。  

中間群は肯定群よりも「着崩しファッション」の長所よりも短所の影響の方が大きい（深刻である）

ことに気づきやすかったと考えられる。これは Figure１と Figure３の結果から言えることである。事

前の中間群は長所と短所に関して，ともに「あまりよく知らない」状態であった。そのため「二面（両

面）提示」の条件では長所と短所の両方を等しく比較検討することができ，その上で短所の影響の方が

大きいことに，肯定群よりも気づきやすかったと推測できる。そのため「二面（両面）提示」の効果は

中間群の方が肯定群よりも大きかったのであろう。説得の有効性を説明する際に教材文のもつ「信頼性」

がキーワードになっている（樺 , 2005）。しかし，本研究での「二面（両面）提示」がもつ「信頼性」の

高さは，中間群よりも，長所が既知の状態である肯定群の方が高かったと判断できる。つまり「信頼性」

が高い群の方が説得の効果が大きいとは一概に言えないのでないかと考えられる。  

否定群については未知である長所を伝えるリスクを回避した方がよいのかもしれない。未知である長

所を「二面（両面）提示」によって気づかせてしまうことは逆効果になる可能性がある。「一面（片面）

提示」によって短所だけを強調した方が効果的であるのかもしれない。今回は学習者数，教材文の表現

などに課題が残る。今後，改善して再検討したい。  
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植松 公威・岡田小百合・熊谷 悠（2012） 大学生における薬物に対する規範意識の向上を目指した
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義務教育現場における「こころ」の育成をめざして  

 

加美山 裕子 *  

 

１. 「こころ」を育む道徳教育を行うために 

昨 今 ， 教 育 現 場 に お け る 諸 問 題 は ま す ま す 困 難 な 様 相 を 呈 し て き て い る 。 特 に い じ め  

や 不 登 校 の 問 題 は 深 刻 で ， 重 大 な 事 態 に 発 展 し て し ま う 可 能 性 を 持 っ て い る 。 そ も そ も  

学 校 教 育 は 集 団 を 効 率 よ く 指 導 し ， 一 定 の 年 限 で 修 得 す べ き 内 容 を し っ か り と 身 に 付 け  

さ せ る こ と が ね ら い で あ る 。 そ の た め に は 学 校 は 子 ど も た ち 一 人 ひ と り を か け が え の な  

い 大 切 な 存 在 と し て 指 導 に 当 た る こ と は も ち ろ ん だ が ， そ の 一 人 ひ と り が 集 ま っ て 集 団  

を 形 成 し て い る こ と も 学 校 の 大 き な 特 徴 で あ り ， そ れ 故 学 校 は 常 に 個 と 集 団 を 十 分 に 考  

慮 し な が ら 指 導 計 画 に そ っ た 有 効 な 教 育 活 動 を 展 開 し て い か な け れ ば な ら な い 。 し か し ， 

子 ど も の 一 人 ひ と り （ 個 ） が 何 ら か の 心 の 悩 み や 苦 痛 を 抱 い て の 学 校 生 活 と な れ ば ， そ  

れ は す ぐ に 学 級 全 体 や 学 校 全 体 （ 集 団 ） の 生 活 に 影 響 が 及 ん で い く こ と に な り ， 有 効 な  

学 校 教 育 の 遂 行 が 難 し く な っ て し ま う 。 私 は ， 教 育 実 習 を 体 験 し た 学 生 諸 君 に 実 習 を 通  

し て 「 生 徒 指 導 が う ま く い っ て い な い と 授 業 が 成 り 立 た な い 」 と い う こ と に 自 ら 気 付 い  

て も ら い た い と 常 々 願 っ て い る 。 学 校 は 学 習 の 場 で あ り ， 学 習 を 積 み 重 ね て 学 力 を 身 に  

付 け る こ と が 第 一 の 目 的 で あ る が ， そ の 学 び の 土 壌 と し て 子 ど も た ち の 心 の 育 成 が ま ず  

何 よ り も 重 要 で あ る と 考 え る 。 大 学 の 教 職 に 関 す る 科 目 の 中 に 「 道 徳 教 育 の 指 導 法 」 が  

組 み 込 ま れ て い る が ， 大 学 で の 学 び を 基 に 実 際 の 教 育 現 場 に お い て 実 践 す る 際 の 道 徳 の  

指 導 は 大 変 難 し い も の で あ る 。 そ の 難 し い 理 由 と し て ， 新 任 教 師 の 場 合 は 指 導 方 法 の 未  

熟 さ が 上 げ ら れ る が ， ベ テ ラ ン 教 師 で あ っ て も こ こ ろ を 育 む 指 導 と い う の は 難 し い 。 大  

学 で の 「 道 徳 教 育 の 指 導 法 」 を 基 礎 と し な が ら ， そ の 後 の 現 場 で の 教 師 個 々 の 努 力 が 求  

め ら れ る は ず で あ る 。 昭 和 ３ ３ 年 か ら 学 習 指 導 要 領 に よ る 道 徳 の 授 業 が 始 ま っ て 今 日 に  

至 っ て お り ， こ の 間 全 国 の 義 務 教 育 校 に お け る さ ま ざ ま な 研 究 実 践 が 提 唱 さ れ て き て い  

る が ， そ の 成 果 が 見 え に く い の も 事 実 で あ る 。 こ こ ろ の 教 育 と い う も の が い か に 難 し く  

即 結 果 に 結 び つ き に く い も の で あ る か が う か が え る 。 そ し て 文 部 科 学 省 は 平 成 ３ ０ 年 度  

か ら 「 道 徳 の 時 間 」 を 「 道 徳 科 」 と す る こ と と し て お り ， こ れ は 「 道 徳 の 時 間 」 を よ り  

実 の あ る 方 向 へ と 発 展 さ せ た い 意 向 で あ ろ う 。 こ の 大 き な 改 正 に よ り ど の よ う な 成 果 が  
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見 ら れ る か 今 後 期 待 さ れ る と こ ろ で あ る 。 そ し て こ の レ ポ ー ト を 通 し て 私 が 言 い た い の  

は ，「 道 徳 の 時 間 」 や そ れ に 代 わ る 「 道 徳 科 」 の 授 業 が 大 切 で あ る の は 言 う ま で も な い  

こ と で あ る が ， 子 ど も の 「 こ こ ろ 」 を 育 む と い う 大 き な 目 標 を 成 し 遂 げ る に は 「 学 校 教  

育 全 体 を あ げ て … 」 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い こ と で あ り ， こ れ を 実 践 し て い く 直 接 の  

担 い 手 で あ る 教 師 の 道 徳 指 導 の 資 質 の 向 上 を 図 る こ と が よ り 重 要 で あ る と い う こ と で  

あ る 。 教 師 は 子 ど も の 「 こ こ ろ 」 を 育 む こ と の 重 大 さ を し っ か り と と ら え ， 一 人 ひ と り  

が そ の 自 覚 の 下 に ， 機 会 あ る ご と に 研 鑽 を 積 ん で い く 必 要 が あ ろ う 。 以 下 に 私 が 現 場 の  

教 師 と し て の 立 場 の 中 で ，「 こ こ ろ 」 を 育 む こ と の 重 要 性 を よ り い っ そ う 自 覚 し ， 教 師  

一 人 ひ と り が 機 会 を 活 か し て 自 主 的 に 心 の 教 育 に 対 す る 研 究 を 行 っ て い く 必 要 性 を 実  

感 し た 例 を 述 べ る こ と と す る 。  

 

２. 「文部省委託スクールカウンセラー活用調査研究事業」に携わって 

 私 が 道 徳 教 育 を 含 め た 「 こ こ ろ 」 の 教 育 の 大 切 さ を こ れ ま で 以 上 に 実 感 し ， ま た 自 分 自  

身 が 子 ど も 達 一 人 ひ と り と ど う 向 き 合 え ば ， 授 業 や 学 級 ， 学 年 経 営 が よ り ス ム ー ズ に 行 え  

る か を 強 く 考 え る 大 き な き っ か け と な っ た も の が 「 平 成 ９ ・ １ ０ 年 度  文 部 省 （ 現 文 部 科  

学 省 ） 委 託 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 活 用 調 査 研 究 事 業 」 で あ る 。 私 は 平 成 １ ０ 年 に 赴 任 し た  

Ｍ 中 学 校 に お い て ９ 年 か ら 始 ま っ て い た こ の 活 用 調 査 研 究 事 業 の 担 当 を 引 継 ぎ 「 教 育 相 談  

主 任 」 と い う 形 で 研 究 事 業 の 推 進 と ， 文 部 省 へ の 最 終 報 告 書 の ま と め を 行 っ た 。 ま だ 現 在  

の よ う に ほ ぼ 全 て の 義 務 教 育 校 に ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー が 配 置 さ れ る 前 の 試 み の 時 期 で あ  

り ， ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 言 う 名 称 す ら 聞 き 慣 れ な い 現 状 の 中 で ， 半 ば 手 探 り の 状 態 か  

ら い ろ い ろ な 事 業 を 立 ち 上 げ て い く こ と は 困 難 で は あ っ た が や り が い の 感 じ ら れ る こ と で  

も あ っ た 。 こ の 担 当 の 推 進 に 当 た り ， 私 は 中 学 校 に お け る 「 教 育 相 談 」 の 重 要 性 や ， そ れ  

ま で の 私 自 身 の ス ク ー ル カ ウ ン セ リ ン グ に 関 す る 勉 強 不 足 な ど を 認 識 し た 上 で ， 仙 台 市 教  

育 セ ン タ ー が 行 っ て い た あ ら ゆ る 教 育 相 談 に 関 す る 研 修 に 積 極 的 に 参 加 し 多 く の 方 々 か ら  

た く さ ん の こ と を 学 ば せ て い た だ い た 。 こ の こ と が そ の 後 の 私 の 教 師 と し て の 実 践 に お お  

い に 活 か さ れ た こ と は 言 う ま で も な い 。  

 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 配 置 事 業 創 設 期 の 当 時 の 取 り 組 み に つ い て ， 文 部 省 へ の 最 終 報 告  

書 に 記 し た 内 容 を 要 約 し て 述 べ る こ と と す る 。  

１ ． ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー に つ い て  

 仙 台 市 児 童 相 談 所 嘱 託 心 理 判 定 員 （ 女 性 ）  ＊ ２ 年 間 で ３ 名 交 替  
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１ ． 調 査 研 究 の 受 け 入 れ 体 制  

 ① 校 内 組 織 と し て ， 校 内 校 務 分 掌 の 教 育 相 談 係 の 中 に 位 置 づ け ， 調 査 研 究 の 企 画 ，  

運 営 ， ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と の 連 絡 ・ 調 整 は 教 育 相 談 主 任 を 中 心 に 教 育 相 談 担  

当 者 会 が 担 当 す る こ と と し た 。  

   具 体 的 内 容 と し て 。。。。。。  

     ・ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 担 当  

     ・ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 勤 務 日 程 の 調 整  

     ・ カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム の 管 理 ， 運 営  

     ・ 相 談 窓 口 ， 渉 外 （ 不 登 校 生 徒 親 の 会 案 内 発 送 な ど ）  

     ・ 情 報 交 換 会 ， 親 の 会 ， そ の 他 の 企 画 運 営  

 ② ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 校 内 に お け る 勤 務 場 所  

  ◎ 職 員 室 （ 養 護 教 諭 の 隣 に 席 を 設 け ， 養 護 教 諭 と の 情 報 交 換 が し や す く し た ）  

  ◎ カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム  

      カ ウ ン セ ラ ー 用 デ ス ク ， 相 談 用 応 接 セ ッ ト ， ロ ッ カ ー ， 相 談 室 専 用 フ ァ ッ ク  

ス 電 話 機 等 を 準 備 。  

１ ． 調 査 研 究 課 題  

（ １ ） 調 査 研 究 課 題  

① ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 相 談 活 動 の 活 性 化 を う な が す こ と 。  

     ② ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 教 職 員 と の 連 携 を 深 め て ， 有 効 に 活 用 で き る よ う に

す る こ と 。    

   （ ２ ） 調 査 研 究 の ね ら い  

     ① 不 登 校 生 徒 ， 不 登 校 ぎ み の 生 徒 ， 学 校 生 活 へ の 不 適 応 を 示 す 生 徒 な ど に 対 す  

る ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 専 門 性 を 生 か し た 支 援 の あ り 方 。  

     ② 不 登 校 生 徒 を 持 つ 保 護 者 や い じ め の 問 題 な ど を か か え る 保 護 者 に 対 す る カ ウ  

ン セ ラ ー と し て の 相 談 活 動 の あ り 方 。  

     ③ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 教 職 員 と の 連 携 と コ ン サ ル テ ー シ ョ ン の あ り 方 の 模  

索 。  

   （ ３ ） 調 査 研 究 の 計 画  

     ① ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 導 入 に 関 す る 広 報 活 動  

     ② ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 活 用 の 手 だ て  
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      Ａ ： 生 徒 に 対 し て  

        ・ カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム 活 用 の 広 報 活 動  

        ・ カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム 便 り の 発 行  

        ・ グ ル ー プ エ ン カ ウ ン タ ー の 活 用  

        ・ ス ク ー ル カ ウ ン セ リ ン グ に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査  

        ・ 集 団 生 活 へ の 不 適 応 生 徒 に 対 す る 支 援 活 動  

      Ｂ ： 保 護 者 に 対 し て   

        ・ 不 登 校 生 徒 を 持 つ 親 と の 茶 話 会 （ 陽
ひ

だ ま り の 会 と 名 付 け る ）  

        ・ カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム 便 り の 発 行  

        ・ 学 年 保 護 者 会 で の 講 演 活 動  

      Ｃ ： 教 職 員 に 対 し て  

        ・ 教 育 相 談 担 当 者 会 で の 助 言  

        ・ 不 登 校 生 徒 情 報 交 換 会 で の 助 言  

        ・ ス ク ー ル カ ウ ン セ リ ン グ に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査  

       ・ 校 内 研 修 会 で の 講 師 活 動  

以 上 ， Ｍ 校 に お け る ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 活 用 調 査 研 究 を 推 進 す る た め の 具 体 的 計 画 等  

に つ い て そ の 骨 子 を 記 述 し た が ， 報 告 書 に は ， ね ら い に 沿 っ た 調 査 研 究 の 検 証 （ 各 種 ア  

ン ケ ー ト や グ ラ フ ） や 広 報 活 動 の 実 際 （ カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム 便 り 等 ）， ス ク ー ル カ ウ  

ン セ ラ ー か ら 見 た 今 後 の 課 題 ， 相 談 者 別 ・ 相 談 内 容 別 件 数 表 ， カ ウ ン セ リ ン グ ル ー ム の  

写 真 等 を 入 れ て ， Ｍ 中 学 校 で の ２ 年 間 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 活 用 の 実 際 が 客 観 的 に 伝  

わ る よ う 配 慮 し た 。 こ の 文 部 省 へ の 最 終 報 告 書 が そ の 後 の 全 国 の 義 務 教 育 校 へ の ス ク ー  

ル カ ウ ン セ ラ ー 配 置 と 活 用 の 一 助 に な っ た の で あ れ ば 幸 い で あ る 。   
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 *東北生活文化大学 非常勤講師 

美術教育を充実させるために  
―美術教師としての取り組みからの考察と実践例―  

 

加美山 裕子 *  

 

１. 造形教育の指導の充実を図るために 

私 は 現 在 ，本 学 に お い て「 美 術 科 教 育 法 」の 講 座 を 担 当 さ せ て い た だ い て お り ，美 術  教

育 の 目 的 や 指 導 の 実 際 ， 評 価 の 方 法 や 学 習 指 導 案 の 書 き 方 ， 教 育 実 習 へ の 取 り 組 み 方 等 の

指 導 を 行 っ て い る 。 現 行 の 指 導 要 領 に 沿 っ て 話 を 進 め る こ と を 基 本 と し な が ら ， 自 己 の 経

験 を 交 え る こ と で ， で き る だ け 教 育 現 場 の 実 際 を 理 解 ・ 把 握 し て も ら い ， 採 用 時 に 即 戦 力

と な れ る 教 員 の 育 成 を 目 指 し た い と 考 え て い る 。  

中 学 校 の 美 術 教 育 を 学 習 指 導 要 領 に 則 り つ つ ， よ り よ く 充 実 ・ 発 展 さ せ て い く た め に 私  

が こ れ ま で に 取 り 組 ん で 来 た い く つ か の 方 策 が 上 げ ら れ る が ，「 美 術 科 」の 教 科 性 の 中 で 特  

に 重 視 す べ き 情 操 教 育 で あ る と い う 基 本 理 念 を 考 え る 時 ， 他 の 教 科 や あ ら ゆ る 教 育 活 動 と  

同 様 ， 授 業 を 通 し て 生 徒 の 心 を 理 解 ・ 把 握 し 育 て る 姿 勢 が ま ず 大 切 で あ る と い う 所 に 帰 着  

す る 。 そ こ を 原 点 と し て ， 造 形 活 動 の 基 本 的 技 能 や 豊 か な 発 想 力 ・ 構 想 力 の 育 成 へ と 指 導  

を 進 め る こ と が 可 能 に な る と 思 わ れ る 。 そ れ 故 情 操 教 育 を 担 う 教 科 （ 美 術 や 音 楽 ） の 教 師  

は ， 生 徒 の 心 情 を よ り 深 く と ら え 理 解 し 育 む と い う 「 心 の 教 育 」 が 出 来 る こ と が 強 く 求 め  

ら れ る こ と に な る 。 そ し て そ の 資 質 の 上 に 教 科 の 中 心 特 性 で あ る 造 形 教 育 の 指 導 が し っ か  

り と な さ れ て ， 生 徒 の 内 な る 興 味 ・ 関 心 を 引 き 出 し ， 伸 ば し て 学 習 意 欲 の 向 上 へ と つ な げ  

て い く こ と が 肝 要 で あ る 。 こ の 考 え を 基 に 私 が 美 術 教 師 と し て 造 形 教 育 の 指 導 の 充 実 を 図  

る た め に こ れ ま で 取 り 組 ん で き た こ と ， 心 が け て き た こ と ， 実 践 例 の 中 か ら ， い く つ か を  

下 記 に 述 べ て ， 美 術 教 育 を 充 実 さ せ る た め の 一 考 察 と し て み た い 。  

美 術 の 教 師 は ， 学 校 教 育 活 動 の 中 の 「 美 術 科 」 を 担 当 す る 立 場 に あ り ， 美 術 教 育 を 通 し  

て 子 ど も た ち の 学 習 活 動 を 導 き ，「 美 術 」に 対 す る 興 味・関 心 を 高 め ，意 欲 を 持 た せ て 学 習  

指 導 要 領 に 示 さ れ た 学 年 相 応 の 基 礎 的 な 能 力 を し っ か り と 身 に 付 け さ せ な け れ ば な ら な い  

責 務 を 負 っ て い る 。 そ の た め の 各 学 年 毎 の 年 間 指 導 計 画 の 作 成 や 時 間 毎 の 授 業 内 容 の 充 実  

が 要 求 さ れ る 。 美 術 科 の 教 員 で あ る 以 上 ， 大 学 に お い て 実 際 の 技 能 の 修 得 は し て 来 て は い  

る の で あ る が ， 学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ て い る 内 容 は 平 面 ・ 立 体 ・ デ ザ イ ン ・ 工 芸 ・ 鑑 賞 の  

領 域 と な っ て お り ， そ れ ら を 全 て バ ラ ン ス よ く 指 導 し て い か な け れ ば な ら な い 。 大 学 で の  
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自 己 の 専 門 分 野 に つ い て は 自 信 を 持 っ て 指 導 に あ た る こ と が 容 易 で あ る が ， 専 門 分 野 以 外  

に つ い て も し っ か り と 指 導 を し て い か な け れ ば な ら な い の は 当 然 の こ と で あ る 。 美 術 の 教  

師 は ， 自 己 の 大 学 で の 学 び の 中 で 十 分 に 深 め た 専 門 分 野 以 外 の 事 に 関 し て は ， 自 ら 進 ん で  

意 欲 的 に 研 鑽 を 積 み な が ら そ の 指 導 技 術 を 磨 い て い く 必 要 が あ る の で あ る 。 私 自 身 は デ ザ  

イ ン 領 域 は 得 意 で あ っ た が ， 絵 画 領 域 の 指 導 は 難 し さ を 覚 え る も の で あ っ た 。 特 に 中 学 生  

で は ， 発 達 課 題 に も 見 ら れ る よ う に ， 絵 画 領 域 へ の 苦 手 意 識 が 強 く な る 時 期 で あ り ， 教 師  

は そ の 指 導 の 手 立 て を 十 分 に 考 え て い か な け れ ば な ら な い と 言 え る 。子 ど も の 苦 手 意 識 は ， 

や が て 美 術 嫌 い に も つ な が る こ と で あ る た め 早 め に 取 り 除 い て ， 自 信 や 達 成 感 ， 興 味 等 に  

変 え て い く 必 要 が あ る 。 そ れ を 行 う た め に は 指 導 す る 教 師 の 側 が 指 導 力 の 資 質 を 高 め ， 教  

師 自 身 が 自 信 を 持 っ て さ ま ざ ま な 手 立 て を 考 え ， 指 導 し て い け る よ う に す る こ と が 何 よ り  

も 肝 要 で あ る 。 私 は こ の 考 え に 則 り ， ４ ０ 代 初 め か ら 「 日 本 画 」 を 学 ぶ こ と を 決 意 し ， 当  

時 仙 台 に お け る 日 本 画 の 普 及 ・ 向 上 を 牽 引 し て 来 て お ら れ た Ｈ ・ Ｍ 先 生 に 教 え を 請 う こ と  

と し た 。 以 来 現 在 ま で そ の 学 び を 続 け て 来 て い る 。 現 場 に お け る 子 ど も た ち へ の 絵 画 指 導  

に お い て 私 の こ の 学 び は 生 か さ れ ，さ ら に 平 成 ２ ０ 年 度 改 訂 の 学 習 指 導 要 領（ 現 行 の も の ）  

の 中 で 打 ち 出 さ れ た 日 本 の 美 術 に つ い て の 指 導 の 強 化 に 対 し て も ， 日 本 画 の 学 び が 役 立 つ  

こ と と な っ た の で あ る 。 日 本 古 来 の 色 彩 の と ら え 方 や 墨 と 水 を 用 い た 表 現 ， 障 壁 画 や 屏 風  

絵 に 見 ら れ る 金 箔 を 施 し た 華 麗 な 彬 派 の 表 現 な ど ， 自 ら 勉 強 し た 知 識 や 作 品 制 作 の 実 際 を  

基 に ， 自 信 を 持 っ て 指 導 に 当 た る こ と が 出 来 た と 考 え て い る 。 多 く の 美 術 館 や 展 覧 会 へ も  

足 を 運 び ， 本 物 の よ さ に 触 れ た り ， 日 本 画 の 作 家 の 方 の 話 を 聞 い た り ， 関 連 す る 書 籍 等 も  

集 め て 来 た 。 そ し て 私 自 身 作 品 制 作 を 行 い ， 河 北 美 術 展 等 へ の 出 品 も 続 け て 来 て い る 。  

   ※  ２ ０ ０ ９ 年  日 中 手 工 芸 交 流 展  北 京   出 品  

   ※  ２ ０ １ ４ 年 よ り 宮 城 県 芸 術 協 会 会 員 と な り ， 現 在 に 至 る 。  

私 は 「 美 術 科 」 の 教 師 と し て 生 徒 を 指 導 す る に あ た っ て ， 理 論 的 な 知 識 の み で は な か な  

か 自 信 を 持 っ て し っ か り と 指 導 す る こ と が 難 し い と 考 え て い る 。 し か し 学 校 教 育 現 場 は 大

変 忙 し く ， 校 務 分 掌 や そ の 他 の 校 務 の 遂 行 に 追 わ れ ， 教 師 自 身 が 作 品 制 作 を 行 っ た り ， 足

繁 く 美 術 館 に 出 向 く な ど の 研 鑽 を 積 む こ と が 困 難 で は あ る 。 だ が 美 術 教 師 と し て の 指 導 力

（ 資 質 ） を 上 げ る た め に は ， 工 夫 し な が ら 自 身 の 専 門 分 野 等 の 作 品 制 作 を 続 け る な ど の 教  

師 の 姿 勢 が 大 切 な の で は な い だ ろ う か 。 そ の こ と が 必 ず や 美 術 教 育 の 充 実 に つ な が る と 信  

じ て や ま な い 。  
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    ※ ２ ０ １ ７ 年  河 北 美 術 展 出 品 作 品  

      

 

２ ． 鑑 賞 の 授 業 に お け る 現 代 美 術 の 指 導 へ の 試 み 〈 実 践 〉  

下 記 に 示 す 学 習 指 導 案 は ， 私 が 平 成 ２ ２ 年 に 仙 台 市 立 Ｋ 中 学 校 に お け る 校 内 授 業 研 究 会

で 行 っ た 美 術 科 の 研 究 授 業 時 の も の で あ る 。 鑑 賞 の 授 業 で 「 現 代 美 術 」 を 取 り 上 げ ， 一 般

的 に 難 解 と さ れ る 現 代 美 術 を 子 ど も た ち に ど の よ う に 理 解 さ せ る か を 模 索 し た 試 み の 一 環

で あ る 。 理 解 ・ 把 握 す る と い う 所 ま で は 到 達 で き な く と も ， 現 代 と さ ら に そ の 先 を 生 き て

い く 子 ど も た ち に と っ て ， こ れ か ら 多 く 目 に す る で あ ろ う 「 現 代 美 術 作 品 」 に つ い て の 基

礎 的 知 識 を 培 い ，「 わ か ら な い → 無 関 心 」で 通 り 過 ぎ て し ま う こ と の 無 い よ う ，興 味・関 心

の き っ か け を 作 っ て い く こ と を ね ら い と し て こ の 題 材 を 取 り 上 げ て み た 。  

領  域  鑑  賞  

学 年  ３ 年  

     現 代 美 術 を 鑑 賞 し よ う  

           ～ こ れ っ て 彫 刻 作 品 ？ ～  

                  平 成 ２ ２ 年 １ 月 １ ８ 日 （ 火 ） ５ 校 時  

                  授 業 学 年 ・ 組    ３ 年 ４ 組  

                  授 業 者   教 諭   加 美 山  裕 子   

                  場  所   美 術 室  

１ 題 材 に つ い て  

 ● 基 本 構 想  

「 表 現 」 と 「 鑑 賞 」 か ら な る 美 術 科 の 目 標 は 「 表 現 及 び 鑑 賞 の 幅 広 い 活 動 を 通 し て ， 

美 術 の 創 造 活 動 の 喜 び を 味 わ い 美 術 を 愛 好 す る 心 情 を 育 て る と と も に ， 感 性 を 豊 か に し ， 

美 術 の 基 礎 的 な 能 力 を 伸 ば し ， 美 術 文 化 に つ い て の 理 解 を 深 め ， 豊 か な 情 操 を 養 う 。」  

─ 27 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1
 

 
 

で あ る 。 こ の 二 つ の 活 動 の う ち 「 鑑 賞 活 動 」 を 通 し て 本 校 の 研 究 主 題 「 豊 か な イ メ ー ジ  

を 伝 え 合 う 生 徒 の 育 成 」 を 考 え て い き た い 。 自 分 の イ メ ー ジ し た こ と ， 考 え た こ と ， 自  

分 が 望 む こ と … な ど を 自 分 の 言 葉 で 適 切 に 表 現 し ， 自 分 以 外 の 人 に 伝 え る こ と が で き る  

よ う な 力 を 伸 ば し て い く ， ま た そ の よ う な 言 語 活 動 を 行 う こ と で グ ル ー プ や ク ラ ス の 人  

と の 関 わ り 合 い を よ り 深 め て い け る よ う に す る 。 今 回 は こ の ね ら い に そ っ て 美 術 学 習 を  

進 め る た め に 鑑 賞 の 題 材 を 取 り 上 げ て い き た い 。  

３ 学 年 の 鑑 賞 の 内 容 と し て「 現 代 美 術 」の 学 習 を 行 う こ と と す る 。現 代 美 術 は ど ち ら  

か と 言 え ば 難 解 で あ る が ， 私 た ち 現 代 人 を 取 り 巻 く 環 境 の 中 で 目 に す る 機 会 も 多 い も の  

で あ る 。 概 略 で は あ る が こ の 「 現 代 美 術 」 の 流 れ を 学 習 し ， そ の 発 展 と し て ア ン デ ィ ・  

ゴ ー ル ズ ワ ー ジ ー と い う 作 家 の 自 然 を 生 か し た 作 品 に 触 れ る こ と で ， 一 人 ひ と り が 地 球  

環 境 問 題 や 自 然 保 護 と 美 術 と の 接 点 な ど に つ い て 多 様 な 考 え を 持 ち ， ま た そ の 考 え を 他  

に 対 し て 言 語 を 使 っ て 表 現 で き る よ う に し て い き た い 。  

● 題 材 の 価 値  

○ 心 の 教 育 と し て  

現 代 美 術 の 鑑 賞 を 通 し て ， 美 術 の 時 代 的 変 遷 や 時 代 背 景 に も 気 づ き な が ら ， 作 品 が 表  

 現 し よ う と し て い る も の に つ い て 考 え よ う と す る 心 を 養 い た い 。こ の 学 習 を 行 う こ と で ， 

 抽 象 的 な 表 現 の 多 い 現 代 美 術 の 作 品 が 持 っ て い る 意 図 や メ ッ セ ー ジ に 気 づ き ， 美 術 作 品  

が 時 代 や 社 会 に 語 り か け て い る も の に 触 れ て ほ し い 。  

○ 造 形 教 育 と し て  

現 代 美 術 の 抽 象 的 な 表 現 に 触 れ ， そ の 表 現 の お も し ろ さ や 不 思 議 な 感 じ ， 着 眼 点 の 特  

徴 な ど に 素 直 に 感 動 し た り 驚 い た り す る 感 性 を 育 成 し た い 。 そ し て そ こ か ら 学 ん だ も の  

を 自 己 の 造 形 表 現 に 生 か し た り ， 発 想 の 幅 を 広 げ て い け る よ う に す る 。  

○ 文 化 教 育 と し て  

 鑑 賞 の 授 業 を 通 し て ， さ ま ざ ま な 時 代 の 貴 重 な 文 化 遺 産 に 触 れ ， そ れ ら の 持 つ 素 晴 ら  

し さ を 感 じ 取 っ て ， そ の 保 存 や 後 世 に 長 く 残 し て い こ う と す る 意 識 を 育 て て い く こ と は ， 

美 術 教 育 の 重 要 な 課 題 で あ ろ う 。 さ ら に は 自 然 保 護 や エ コ ロ ジ ー と い っ た 考 え を 造 形 活  

動 に 反 映 さ せ て い く こ と も 時 代 が 求 め る 方 向 で あ る 。 こ れ ら の 事 を ふ ま え た 鑑 賞 学 習 か  

ら ， 人 類 の 貴 重 な 遺 産 で あ る 文 化 を 大 切 に し て い け る 生 徒 を 育 成 し た い 。  

２  学 習 目 標  

（ １ ） １ ９ 世 紀 末 ， ２ ０ 世 紀 初 頭 ～ 中 期 に か け て 作 ら れ た 美 術 作 品 に つ い て 触 れ ， そ の 抽  
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象 的 な 表 現 の 手 法 の お も し ろ さ ， そ れ ぞ れ の 作 品 に 込 め ら れ た 作 者 の 意 図 や メ ッ セ ー ジ  

な ど に 気 づ く 。  

（ ２ ）「 現 代 美 術 」の さ ま ざ ま な 表 現 方 法 の 作 品 の 中 か ら ，自 然 や エ コ ロ ジ ー な ど の 視 点 で  

制 作 さ れ た 作 品 に 触 れ て ， 作 者 の 意 図 や 思 い に 考 え を め ぐ ら し 美 術 が 社 会 に 与 え る 影 響  

に つ い て 考 え る 。  

（ ３ ） 話 し 合 い 活 動 や 発 表 を 通 し て ， 自 己 の 思 い や 考 え を 他 に 伝 え 合 い ， ま た 自 分 以 外 の  

人 た ち の 考 え に 触 れ る 事 で ， よ り い っ そ う 理 解 や 考 え を 深 め て い け よ う に す る 。  

３  学 習 計 画 （ ２ 時 間 扱 い ）  

時 間   学 習 活 動  情 意  評   価  

１  ・資 料 を 鑑 賞 し ，現 代 美 術 に つ

い て の 関 心 を 高 め る 。  

・現 代 美 術 の 作 品 に つ い て ，自

他 の 考 え を ま と め る 。  

・現 代 美 術 に つ い て の 理 解 を 深

め る 。  

興 味

関 心

意   欲

共 感

理 解

伝   達

意   欲

・ さ ま ざ ま な 作 品 に 対 し て 興 味 ，

関 心 を 持 つ こ と が で き る 。  

・ 作 品 に つ い て ， 自 分 の 考 え を き

ち ん と ま と め る こ と が で き る 。  

・ 自 分 の 考 え を 他 に 伝 え た り 他 の

意 見 に 意 欲 的 に 共 感 し た り で き

る 。  

２  

(本 時 ) 

・前 時 の 学 習 を ふ ま え て 作 品 を

鑑 賞 し ，作 品 に 対 す る 興 味 ・

関 心 を 高 め る 。  

 

・鑑 賞 し た 作 品 に つ い て 班 毎 に

話 し 合 い 活 動 を 行 い ，考 え を

ま と め る 。  

 

・発 表 会 を 通 し て 他 の 考 え に も

触 れ ，作 品 に 対 す る 興 味・関

心 を さ ら に 高 め る 。  

・ア ン デ ィ・ゴ ー ル ズ ワ ー ジ ー

の 作 品 に つ い て の 理 解 を 深

驚    き

興    味

関    心

意    欲

関    心

比    較

共    感

理    解

伝 達

共 感

比    較

理    解

共    感

・ 作 品 に 対 し て 興 味 ， 関 心 を 持 つ

こ と が で き る 。  

 

 

・ 作 品 に つ い て ， 意 欲 的 に 話 し 合

い 活 動 を 行 う こ と が で き る 。  

・ 話 し 合 っ た こ と を 自 分 の 言 葉 で

ま と め る こ と が で き る 。  

・ 自 分 の 考 え や わ か っ た こ と を 他

に 伝 え る こ と が で き る 。  

・ 他 の 班 の 考 え 方 を 客 観 的 に 理 解

し よ う と し た り ， 自 分 た ち の 考 え

と 比 較 し た り す る こ と が で き る 。  
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め エ コ ロ ジ ー 等 の 考 え を 広

げ る 。  

 

自 然 愛  ・ ア ン デ ィ ・ ゴ ー ル ズ ワ ー ジ ー の

制 作 の 意 図 や 作 品 に 込 め ら れ た メ

ッ セ ー ジ な ど を 前 向 き に 考 え て い

く こ と が で き る 。  

 

 

４  本 時 の 学 習 活 動  

（ １ ） 本 時 の 学 習  「 現 代 美 術 を 鑑 賞 し よ う ～ こ れ っ て 彫 刻 作 品 ？ ～ 」  

（ ２ ） 本 時 の 目 標  

  ① 作 品 に 興 味 関 心 を 持 ち ， 意 欲 的 に 鑑 賞 し ， 良 さ や 気 づ い た こ と に つ い て 自 分 の 言  

葉 で ま と め て い く 。  

  ② 班 毎 に 進 ん で 話 し 合 い 活 動 を 行 っ て 考 え を ま と め た り ， 互 い の 発 表 活 動 を 通 し て  

作 品 に つ い て の 考 え を 深 め て い く 。  

  ③ 環 境 問 題 や エ コ ロ ジ ー な ど に 関 す る 考 え 方 と 美 術 作 品 と の 関 わ り に つ い て 理 解 す  

る 。  

（ ３ ） 本 時 の 指 導 に あ た っ て  

 ３ 年 生 は ４ 月 初 め の 鑑 賞 学 習 「 自 然 と の 共 生 」 で 彫 刻 家 の 新 宮  晋 氏 の 自 然 エ ネ ル  

ギ ー を 利 用 し た 彫 刻 作 品 や イ ン ス タ レ ー シ ョ ン に 触 れ ， 地 球 環 境 保 全 の 大 切 さ や 自 然  

エ ネ ル ギ ー 活 用 の 必 要 性 な ど に つ い て 理 解 し ， さ ら に メ ッ セ ー ジ 性 を 込 め た 芸 術 活 動  

な ど を 知 る こ と が で き た 。 今 回 は こ の 学 習 も 土 台 に し な が ら ， 現 代 を 生 き る 私 た ち と  

深 く つ な が っ て い る 美 術 に つ い て の 理 解 を 高 め ， 美 術 が 現 代 社 会 に 対 し て 発 信 す る メ  

ッ セ ー ジ な ど を 受 け 止 め る こ と が で き る 姿 勢 を 養 っ て い き た い 。 本 時 の 授 業 で は ， 鑑  

賞 の 学 習 を 通 し て 自 他 の 考 え や 思 い を 互 い に 発 表 し た り 聞 き 合 っ た り し な が ら 鑑 賞 学  

習 を よ り 深 め て い け る よ う に し た い 。 そ の た め に は 自 分 の 考 え や 思 い を 適 切 な 言 葉 で  

し っ か り 表 現 で き る こ と ， そ し て そ の 考 え や 思 い を 確 実 に 他 に 伝 え る こ と が で き る 力  

を 育 て た い 。 こ の 鑑 賞 学 習 が 単 な る 知 識 理 解 だ け に と ど ま ら ず ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

活 動 を 活 発 に 行 い な が ら よ り 多 く の 考 え 方 や 作 品 の 見 方 の 違 い な ど に 気 づ き ， そ こ か  

ら 作 家 が 私 た ち に 伝 え よ う と し て い る 意 図 や メ ッ セ ー ジ を く み 取 れ る 力 を 育 み た い 。  
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（ ４ ） 指 導 過 程  

段 階     学 習 活 動    指 導 上 の 留 意 点  情 意  評  価  

導 入  

５ 分  

・本 時 の 学 習 内 容 や 目 標

を 知 る 。  

・教 科 書 の 現 代 美 術 の 作

品 を 再 確 認 す る 。  

・ 作 品 を よ く 見 る ， 自

分 の 考 え を 自 分 の 言 葉

で ま と め る ， 自 分 の 考

え を 発 表 す る こ と を 目

標 と す る 。  

・ グ ル ー プ で の 話 し 合

い 活 動 が 大 切 な こ と を

意 識 さ せ る 。  

興   味  

関   心  

好 奇 心  

期 待 感  

 

理   解  

・ 話 の 内 容 を 興

味 深 く 聞 き ， 活

動 に 移 す る こ と

が で き る 。  

展 開  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ｱﾝﾃﾞｨ･ｺﾞｰﾙｽﾞﾜｰｼﾞｰの

作 品 を 見 て ，気 づ い た こ

と を 書 き と め る 。（ ﾜｰｸｼｰ

ﾄ）  

・グ ル ー プ 内 で 話 し 合 い

活 動 を 行 う 。  

 

・各 班 の 考 え や 気 づ い た

こ と を ま と め る 。  

 

・そ れ ぞ れ の 班 毎 に ま と

め た こ と を 発 表 し 合 う 。

 

 

 

 

 

 

 

・各 班 の 発 表 終 了 後 ，各

・ 感 じ 取 っ た 思 い を 自

分 の 言 葉 で ど ん ど ん 記

入 さ せ る 。  

・気 づ い た こ と を 確 認 ，

整 理 す る 。  

・ 班 の 全 員 が 自 分 の 考

え や 思 い を 進 ん で 話 す

よ う に す る 。  

・ 各 班 の 考 え や 気 づ い

た こ と を 発 表 し 合 う 。

・ 発 表 以 外 の 班 は し っ

か り と 聞 き ， 自 分 た ち

の 考 え と 比 較 し た り 同

調 し た り で き る よ う に

す る 。  

・ 意 欲 的 に 考 え や わ か

代 表 が 班 の 考 え を

ま と め た も の を 発

表 す る 。  

好 奇 心  

驚   き  

興   味  

関   心  

感   動  

確   認  

意   欲  

協   調  

比   較  

理   解  

 

同   調  

比   較  

感   動  

意   欲  

興   味  

関   心  

 

意   欲  

思   考  

・ 進 ん で 作 品 を

鑑 賞 し よ う と す

る 姿 勢 が 見 え  

る 。  

・ 積 極 的 に メ モ

を 記 入 し て い  

る 。  

・ 進 ん で 話 し 合

い に 参 加 し た り

メ モ を と っ て い

る 。  

・ 意 欲 的 な 姿 勢 で 他 の

意 見 を 聞 こ う と し て

い る 。  

・ 他 の 意 見 に 対 し て ま

め に メ モ を と っ た り

し て い る 。  

・ 自 他 の 考 え を 踏 ま え

て ， 自 分 の 考 え を ま と

め る こ と が で き る 。  
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終 結  

１ ０ 分  

 

自 作 家 や 作 品 に つ い て

の 考 え を ま と め て い く 。

・ ｱﾝﾃﾞｨ･ｺﾞｰﾙｽﾞﾜｰｼﾞｰの

作 品 の 意 図 や メ ッ セ ー

ジ に つ い て 話 を 聞 く 。

（ 資 料 プ リ ン ト 配 布 ）  

・本 日 の 鑑 賞 学 習 の ま と

め を 提 出 す る 。（ ﾜｰｸｼｰﾄ）

っ た こ と を ま と め て い

く よ う に す る 。（ ﾜｰｸｼｰ

ﾄに ）  

・ 進 ん で 話 を 聞 き ， 理

解 し よ う と 努 力 し ， 自

分 の 思 っ た こ と や 考 え

を き ち ん と ま と め て い

け る よ う に す る 。  

・ ま と め を し っ か り 行

い ， 提 出 で き る よ う に

す る 。  

 

理   解  

感   動  

関   心  

 

 

意   欲  

成 就 感  

・ 興 味 関 心 を 持

っ て 意 欲 的 に 話

を 聞 く こ と が で

き る 。  

・ ﾜｰｸ ｼ ｰ ﾄを 時 間

内 に ま と め て 提

出 す る こ と が で

き る 。       

５  そ の 他  

  ○ 準 備 物  

   教 師 ： 参 考 資 料 （ Ｐ Ｃ ）， 大 型 テ レ ビ ， 鑑 賞 ワ ー ク シ ー ト ， 資 料 プ リ ン ト  

   生 徒 ： 教 科 書 ， 資 料 集 ， 筆 記 用 具  

 ※  作 品 の 鑑 賞 は Ｐ Ｃ か ら テ レ ビ に 映 像 を 映 し 出 し ， ス ラ イ ド シ ョ ー に し て 流 す 方 法 で

行 っ た 。  

 ※  本 授 業 で 使 用 し た ワ ー ク シ ー ト 及 び 資 料 プ リ ン ト は 紙 面 の 関 係 上 ， 割 愛 と す る 。  

 ※  参 考 文 献  

     美 術 出 版 社  「 現 代 美 術 の 歴 史 」 Ｈ ． Ｈ ． ア ー ナ ス ン 著  

     「 Ｔ Ｉ Ｍ Ｅ 」  Ａ ｎ ｄ ｙ  Ｇ ｏ ｌ ｄ ｓ ｗ ｏ ｒ ｔ ｈ ｙ 著  

     「 Ｗ Ｏ Ｏ Ｄ 」  Ａ ｎ ｄ ｙ  Ｇ ｏ ｌ ｄ ｓ ｗ ｏ ｒ ｔ ｈ ｙ 著  

 

 

      ※ ア ン デ ィ ・ ゴ ー ル ズ ワ ー ジ ー 著 「 Ｔ Ｉ Ｍ Ｅ 」 よ り 抜 粋    
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 *東北生活文化大学 非常勤講師 

特別活動の実践報告  
―学校行事実施上の工夫と実践の記録―  

 

佐々木 晃 *  

 

１.はじめに 

中 学 校 の 特 別 活 動 は 学 級 活 動 、 学 校 行 事 の ３ つ の 大 き な 柱 か ら な り 、 そ れ ぞ れ が 有 機 的

か つ 密 接 に 連 携 し て 豊 か な 学 校 文 化 を 創 造 し て い く 、 い わ ば 学 校 教 育 の 基 盤 的 な 役 割 を 果

た し て い る と 言 え る 。そ の 中 に あ っ て 学 校 行 事 は 集 団 活 動 を 通 し て 個 を 鍛 え る 要 素 が あ る 。

こ れ は 筆 者 が 2013 年 か ら 2015 年 に か け て 公 立 中 学 校 に お い て 、学 校 行 事 削 減 の 影 響 で 20

年 近 く 行 わ れ な か っ た 校 内 マ ラ ソ ン 大 会 を 「 よ り 豊 か な 学 校 文 化 を 創 造 す る 特 別 活 動 の 充

実 を 図 る 視 点 」「 集 団 に お け る 学 校 行 事 を 理 解 し 生 徒 を 生 か す 教 育 活 動 と し て の 視 点 」「 所

属 感 、 連 帯 感 、 公 共 の 精 神 な ど を 持 っ て よ り よ い 生 活 を つ く ろ う と す る 態 度 を 育 成 す る 視

点 」 「 心 身 と も に 健 康 な 生 活 を 実 現 し よ う と す る 態 度 を 育 成 す る 視 点 」 か ら 再 開 実 施 す る

こ と に あ た っ て 、 そ の 教 育 的 意 義 を 周 知 し 職 員 の 合 意 形 成 を 図 り 、 教 育 課 程 、 校 務 分 掌 、

教 育 課 程 評 価 の さ ら な る 充 実 改 善 を 進 め た 実 践 記 録 の 要 旨 で あ る 。  

 

２. 学びの目的 

学 年 や 学 校 な ど 大 規 模 な 集 団 に お け る 学 校 行 事 を 通 し て 、 主 に  

・ 自 己 や 価 値 観 の 違 う 多 様 な 他 者 の 個 性 を 理 解 し よ う と す る 態 度 を 育 成  

・ 所 属 感 、 連 帯 感 、 公 共 の 精 神 な ど を も っ て 、 よ り よ い 生 活 を つ く ろ う と す る 態 度 を 育 成  

 

３. 実践の記録  

1998 年 5 月 こ の 時 ま で 毎 年 、 校 内 マ ラ ソ ン 大 会 実 施  

1999 年 か ら 2013 年 ま で マ ラ ソ ン 大 会 は 行 わ れ な か っ た 。  

2013 年 4 月 筆 者 が 仙 台 市 立 高 森 中 学 校 に 着 任  

2014 年 2 月 学 校 評 価 全 体 会 で 校 内 マ ラ ソ ン 大 会 実 施 を 提 案  

2014 年 4 月 職 員 会 議 で マ ラ ソ ン 大 会 の 内 容 の 検 討  

2014 年 5 月 校 内 マ ラ ソ ン 大 会 実 施  

2014 年 6 月 学 校 評 議 委 員 会 、 学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 で 校 内 マ ラ ソ ン 大 会 の 報 告  
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2015 年 2 月 学 校 評 価 全 体 会 実 施  

2015 年 4 月 職 員 会 議 で マ ラ ソ ン 大 会 の 内 容 検 討  

2015 年 5 月 校 内 マ ラ ソ ン 大 会 実 施  

2016 年 2 月 学 校 評 価 全 体 会 実 施  

2016 年 5 月 校 内 マ ラ ソ ン 大 会 実 施  

本 来 の 学 校 行 事 運 営 校 務 に 加 え 実 施 に あ た っ て 配 慮 し た こ と  

校 内 マ ラ ソ  ン 大 会  は 過 去 に 本 校 で 実 施 し た こ と の あ る 学 校 行 事 で は あ る が 資 料 等 は 散

逸 し て 、 あ っ て も 現 代 に そ ぐ わ な い 内 容 と な っ て い る と こ ろ も あ っ た 。 そ こ で 過 去 に と ら

わ れ ず 新 し い 視 点 で 計 画 を 新 た に 組 み 直 し た 。 今 回 新 た な 学 校 行 事 新 設 の 要 は 、 行 事 に つ

い て の 意 義 や 役 割 に つ い て の 理 解 に と ど ま ら ず 、 大 規 模 な 集 団 に お け る 学 校 行 事 を 通 し て

獲 得 す る 知 識 、 技 能 を 育 成 す る 視 点 が 大 切 で あ る と 考 え た 。 そ こ で 職 員 会 議 に お い て 丁 寧

に 説 明 を し 、 そ れ ぞ れ の 職 員 が 学 年 、 学 級 、 委 員 会 の 単 位 で 生 徒 に 考 え さ せ 生 徒 自 身 が 自

分 の こ と と し て 考 え 理 解 し 関 わ る よ う に 配 慮 し た 。 実 際 、 そ れ ぞ れ が 初 め て の 経 験 で あ る

が 、 そ の 危 機 感 が 幸 い し て 共 通 意 識 と な り 「 せ っ か く の 新 し い 行 事 を 失 敗 さ せ ら れ な い 」

「 自 分 た ち の 力 を 合 わ せ て  な ん と か 成 功 さ せ よ う 」と い う 思 い が 生 徒 自 身 か ら 多 く 出 て き

た 結 果 「 自 分 た ち が 考 え 支 え て で き た 学 校 行 事 だ 」 と い う 意 識 を 醸 し 出 し た 。  

行 事 実 施 に あ た っ て 組 織 と し て 配 慮 し 実 際 に 行 っ た こ と  

・ 校 長 は 学 び に 向 う 力 あ る べ き 学 校 経 営 の 視 点 か ら 学 校 行 事 の 望 ま し い 姿 の 実 現 を 目 指 す  

・ 教 頭 、 教 務 主 任 、 保 健 体 育 科 主 任 、 特 別 活 動 主 任 が 中 心 と な る プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 立

ち 上 げ 全 体 計 画 の 立 案 、 職 員 間 の 連 絡 調 整 を 行 う  

・ 地 域 連 携 担 当 教 員 が 生 徒 の 保 護 者 、 学 校 評 議 員 、 学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 、 地 域 住 民 に 文  

書 で 協 力 依 頼 を 行 う  

・ 地 域 の 各 種 行 事 や 広 報 誌 で 校 長 が 趣 旨 説 明 を し て 協 力 を 依 頼 す る  

・ 教 務 主 任 が 開 会 式 、 閉 会 式 の 企 画 運 営 を 行 う  

・ 研 究 主 任 が 今 後 の 校 内 研 究 計 画 の 中 で の 学 校 行 事 の 位 置 付 け を 思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力  

育 成 の ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ の 視 点 か ら 研 究 す る  

・ 特 別 活 動 主 任 が 事 前 事 後 の ア ン ケ ー ト の 企 画 立 案 、 実 施 、 集 計 、 分 析 、 公 表 を 行 う  

・ 保 健 体 育 科 主 任 が こ の 学 校 行 事 を 考 慮 し た 各 学 年 の 年 間 教 育 計 画 を 編 制 し 実 施 す る  

・保 健 体 育 科 が コ ー ス 設 定 、コ ー ス 距 離  測 定 を  行 い 警 察 署 に 事 前 相 談 し 、校 長 名 で 道 路 ・ 

使 用 許 可 願 い を 作 成 し 申 請 す る  

─ 34 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1
 

 
 

・ 保 健 体 育 科 教 員 が 当 日 の ス タ ー ト ゴ ー ル 管 理 、 コ ー ス 点 検 、 計 時 、 記 録 、 最 後 尾 走 者 の  

伴 走 を 行 う  

・ 管 理 主 任 、 安 全 主 任 が コ ー ス 上 の 危 険 箇 所 点 検 を 行 い 問 題 が あ れ ば 改 善 す る  

・ 部 活 動 主 任 が 各 部 活 動 で 協 力 で き る こ と 、 部 活 動 と 連 携 し た 取 り 組 み の 可 能 性 を 探 る  

・ 特 別 支 援 教 育 主 任 が こ の 学 校 行 事 を 考 慮 し た 各 学 年 の 年 間 教 育 計 画 を 編 制 し 実 施 す る  

・ 学 区 内 の 消 防 署 、 町 内 会 長 等 の 各 種 団 体 に 教 頭 が 事 前 説 明 を し て 協 力 を 依 頼 す る  

・ 学 区 内 の 体 育 振 興 会 長 に 陸 上 競 技 の 指 導 者 、 経 験 者 の 人 材 を 紹 介 し て も ら い 、 協 力 を 依  

頼 す る  

・ コ ー ス に か か る 地 域 の 主 た る 事 業 所 、 小 学 校 、 幼 稚 園 、 保 育 園 等 に 教 務 主 任 が 事 前 説 明  

を し て 駐 車 場 の 出 入 り 等 の 協 力 を 依 頼 す る  

・ 近 隣 住 民 に 協 力 依 頼 文 書 の ポ ス テ ィ ン グ を す る  

・ 学 校 HP で 情 報 主 任 が 事 前 事 後 の 周 知 を す る  

・ ポ ス タ ー を 美 術 科 主 任 が 美 術 の 授 業 に お い て 制 作 を 指 導 し 、 町 内 会 掲 示 板 、 近 隣 商 店 、

事 業 所 等 に 掲 示 依 頼 す る  

・ 保 健 主 事 が 学 校 の 管 理 校 医 と 連 絡 を と り 、 こ の 学 校 行 事 に つ い て の 指 導 助 言 を い た だ く  

・ 保 健 主 事 、 養 護 教 諭 が 健 康 上 配 慮 を 要 す る 生 徒 に 対 し て の 事 前 指 導 と 生 徒 の 保 健 委 員 会

の 指 導 を 行 い 当 日 見 学 と な っ た 生 徒 へ の 対 応 を 行 う  

・ 養 護 教 諭 が AED 等 の 準 備 、 救 急 体 制 の 確 認 、 健 康 上 配 慮 を 要 す る 生 徒 の 指 導 、 保 護 者 と

の 連 携 を 行 う  

・ 事 務 主 事 が こ の 行 事 の 運 営 に 伴 う 会 計 予 算 立 案 具 申 、 校 長 の 決 済 を 受 け て 執 行 を 行 う  

・ 学 年 主 任 が 学 年 生 徒 の 指 導 を 行 い 学 年 委 員 会 の 指 導 を 行 う  

・ 学 級 担 任 が 学 級 の 指 導 を 通 し て こ の 学 校 行 事 に 向 け た き め 細 や か な 指 導 を 行 う  

・ 生 徒 会 担 当 が 生 徒 会 の 指 導 、 各 種 委 員 会 の 役 割 分 担 を 行 う  

・ 生 徒 指 導 主 事 、 教 育 相 談 担 当 が 配 慮 を 要 す る 生 徒 の 指 導 を 行 う  

・ 教 育 相 談 担 当 、 い じ め 防 止 担 当 教 員 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー が こ の 行 事 の 前 後 の 生 徒 の

よ り 丁 寧 な 相 談 体 制 を 組 ん で 行 う  

・ 道 徳 主 任 、 道 徳 教 育 推 進 教 師 が 年 間 指 導 計 画 に 基 づ き こ の 行 事 に 関 連 す る 道 徳 の 授 業 の

工 夫 を 行 う  

・ 学 級 新 聞 担 当 が こ の 行 事 に 関 連 す る 学 級 新 聞 づ く り の 指 導 の 工 夫 を 行 う  
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・ 防 災 主 任 、 技 師 が こ の 学 校 行 事 に 必 要 な テ ン ト 、 備 品 等 の 物 品 、 準 備 物 の 点 検 、 確 認 、

配 備 を 行 う  

・ 技 師 が こ の 行 事 に 参 加 す る 来 賓 対 応 の 必 要 物 品 の 準 備 を 行 う  

・ 視 聴 覚 主 任 が 放 送 設 備 の 点 検 準 備 を 行 い 放 送 委 員 会 の 指 導 を 行 う  

・ 清 掃 主 任 が こ の 学 校 行 事 に 伴 う 清 掃 計 画 を 立 案 し 美 化 委 員 会 の 指 導 を 行 う  

・ 掲 示 主 任 が こ の 学 校 行 事 に 伴 う 表 示 計 画 を 立 案 し 掲 示 委 員 会 の 指 導 を 行 う  

・ 図 書 館 司 書 教 諭 が 図 書 委 員 会 の 指 導 を 行 い こ の 行 事 関 係 の 図 書 コ ー ナ ー を 設 置 し 啓 蒙 活

動 を 行 う  

・ 給 食 主 任 が 当 日 の 給 食 時 間 設 定 、 午 前 中 の マ ラ ソ ン 大 会 実 施 に 配 慮 し た 献 立 内 容 を 管 理

栄 養 士 と 相 談 し 吟 味 を 行 う （ 自 校 式 給 食 方 式 学 校 の た め に 可 能 と な っ た ）  

・ 行 事 記 録 担 当 が 文 書 、 写 真 の 記 録 を 行 い 保 存 す る  

・ 卒 業 ア ル バ ム 担 当 が 写 真 業 者 に 撮 影 依 頼 連 絡 す る  

・ 浄 書 担 当 が 受  賞 関 係  の メ ダ ル 、 賞 状 の 準 備 を す る  

・ 全 職 員 が レ ー キ か け 、 ラ イ ン カ ー で の 白 線 引 き 、 石 拾 い を 行 い ス タ ー ト ゴ ー ル 地 点 と な

る グ ラ ウ ン ド の 整 備 を す る  

・ 教 頭 が 各 分 担 を 適 切 に 対 応 し て い る か の 連 絡 調 整 、 情 報 集 約 、 点 検 、 指 導 を 行 い 適 宜 校

長 に 報 告 し 、 指 示 を 仰 ぎ 、 問 題 が あ れ ば 対 処 す る  

 

４．考察 

今 回 、 新 た に ひ と つ の 学 校 行 事 を 復 活 さ せ る に 当 た っ て 、 職 員 は じ め 関 係 各 位 に 相 当 の

負 担 と 労 力 を か け た こ と に 深 く 感 謝 す る 。 実 際 に 実 施 し て み て 、 学 校 行 事 で 生 か さ れ る 生

徒 が い る 限 り 、 内 容 の 精 選 と 工 夫 で 、 生 徒 と 職 員 が 生 き 生 き と 活 動 で き る た ゆ ま な い 学 校

づ く り は 必 要 と 考 え る 。 本 報 告 が 特 別 活 動 に 携 わ る 皆 さ ん の 参 考 に な れ ば 幸 甚 で あ る 。  
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生徒指導の理論及び方法 

―スクールボランティア活用の実践―  
 

佐々木 晃 *  

 

１. はじめに 

今 日 、 公 立 義 務 教 育 学 校 現 場 に お い て は 校 務 の 多 様 化 に 伴 う 仕 事 量 の 増 大 （ 文 部 科 学 省

教 員 勤 務 実 態 調 査 、2013OECD 国 際 教 員 指 導 環 境 調 査 に よ る ）に よ り 教 育 に 携 わ る 多 く の 人

材 の 確 保 が 望 ま れ て い る 。 し か し な が ら 教 育 予 算 の 縮 減 の 中 に あ っ て 、 教 員 の 定 員 、 予 算

措 置 は 法 的 に 明 確 に 定 義 さ れ て お り 、 柔 軟 に 対 応 す る こ と は 難 し い 状 況 が 続 い て い る 現 状

が 見 ら れ 改 善 の 提 案 は あ る も の の 実 現 に は 至 っ て い な い 。  

そ こ で 、 学 校 と し て 地 域 の ス ク ー ル ボ ラ ン テ ィ ア を 募 り 、 有 機 的 に 活 用 し て い く こ と が

学 校 教 育 の 質 の 向 上 に 資 す る こ と が で き る と 考 え た 。こ れ は 筆  者 が 学 校 現 場 で ス ク ー ル ボ

ラ ン テ ィ ア の 活 用 を 管 理 職 と し て 実 践 し て き た 記 録 と 考 察 で あ る 。  

 

２. 学校ボランティアを活用してよりよい学校づくりに 

仙 台 市 で は 2009 年 か ら 在 仙 提 携 10 大 学 と 協 定 を 結 ん で 学 生 サ ポ ー ト ス タ ッ フ 制 度 を 実

施 し て い る 。 こ れ は 年 度 始 め に 学 校 か ら 市 教 委 を 通 し て サ ポ ー ト 学 生 を 大 学 に 依 頼 し 、 以

下 の 領 域 で 学 生 の 要 望 と マ ッ チ し た 場 合 、 配 置 さ れ る も の で あ り 、 将 来 教 員 を 目 指 す 学 生

が 応 募 し て 、 学 生 と 学 校 の 可 能 な 時 間 を 調 整 、 学 校 の 指 導 計 画 に も と づ い て 子 供 た ち と 関

わ る 制 度 で あ る 。 筆 者 は こ の 制 度 が 始 ま っ た 年 か ら 放 課 後 や 休 み 時 間 に お け る 生 徒 の 話 し

相 手 と し て 毎 年 市 教 委 に 複 数 人 の 要 望 を 出 し て 希 望 通 り 配 属 し て き た 。  

運 用 開 始 時 、 事 前 に 配 慮 し た こ と と し て は 、 あ ら か じ め 校 内 で 校 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ の

も と に 職 員 会 議 等 で 、 そ の 意 義 や 目 的 、 手 法 等 を 十 分 審 議 し  、 学 校  教 育 計 画 の 中 に 明 確

に 位 置 づ け 、 そ れ を 生 徒 、 保 護 者 、 地 域 に 周 知 し つ つ 、 進 め て い く こ と で あ っ た 。 こ の シ

ス テ ム 運 用 時 に は 、 そ れ ぞ れ の セ ク シ ョ ン が 初 め て の こ と で あ り 、 前 例 が な い た め に 各 段

階 で の 説 明 や 連 絡 調 整 に は 困 難 が 伴 っ た 。  

例 え ば 、 「 ど の 程 度 サ ポ ー ト し て も ら う の か 「 学 校 と 学 生 の 関 わ り 方 」 等 に つ い て 詳 細

に 渡 っ て 意 見 調 整 を 図 る 必 要 が 生 じ た 。 そ こ で 筆 者 は 、 「 学 生 サ ポ ー ト ス タ ッ フ 校 内 運 用
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マ ニ ュ ア ル 」 づ く り を 提 案 、 職 員 会 議 了 解 の も と 、 教 員 要 員 に よ る 校 内 プ ロ ジ ェ ク ト メ ン

バ ー を 立 ち 上 げ 、 原 案 を 練 っ た 。 以 下 は 、 そ の 要 点 で あ る 。  

 

３. 実施にあたって考慮したこと  

① 学 校 と し て 将 来 教 員 を 目 指 す 学 生 に 生 徒 と の 関 わ り 方 を 通 し て 成 長 し て も ら う た め の 具  

体 的 工 夫 を 教 員 側 で 手 立 て を 図 る こ と  

② 学 生 が 持 続 可 能 な 実 り あ る 活 動 が で き る よ う に 、 毎 日 ポ ー ト フ ォ リ オ 形 式 の 指 導 日 記 を  

提 出 さ せ 、 教 員 間 で 縦 覧 し 互 い の 意 見 交 換 を 緊 密 に に 図 り 、 も し 学 生 の 疑 問 や 改 善 を 要  

す る 点 が 生 ず れ ば 直 ち に 対 応 す る こ と  

③ 学 校 だ よ り 等 で 地 域 、 保 護 者 に も 学 生 サ ポ ー ト ス タ ッ フ の こ と を 周 知 し 、 活 動 の 様 々 な

場 面 で 集 会 等 で 全 学 年 に 広 く 紹 介 し て い く こ と  

④ 校 内 の 職 員 室 に 近 い 空 き 教 室 を 学 生 控 え 室 と し て 新 設 し 、 複 数 の 大 学 か ら 来 て い る 学 生

同 士 が 教 員 に な る た め の 学 び 合 え る 場 、 ベ テ ラ ン 教 員 か ら も ア ド バ イ ス を 得 る 場 と し て

い く こ と  

⑤ 将 来 的 に は 地 域 住 民 等 が 学 校 を サ ポ ー ト し て い た だ け る ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 に ま で 拡 大

で き る と こ ろ ま で 想 定 し た マ ニ ュ ア ル と す る こ と  

⑥ 運 用 の 基  本 は 教 育 実 習 生 マ ニ ュ ア ル と ほ ぼ 同 じ で は あ る が 、１ 年 間 の 長 期 に わ た る た め 、

教 頭 の 指 導 の も と 柔 軟 か つ 適 切 な 運 用 を 心 が け 大 学 、 市 教 委 と も 連 携 を 図 っ て い く こ と 。 

ま た 細 則 に つ い て は 、 「 学 生 サ ポ ー ト ス タ ッ フ ク ィ ッ ク ガ イ ド 」 を 作 成 し た 。 数 例 を 挙 げ

る と  

① 靴 箱 は 専 用 の も の を 用 意 し 昼 食 は 持 参 と す る 。 食 事 の 場 所 は 指 定 す る 。  

② 在 校 時 に は 名 札 を 着 用 、 職 員 黒 板 に マ グ ネ ッ ト シ ー ト で 大 き く 表 示 し て 全 職 員 に 周 知 す

る 。  

③ 基 本 は 公 共 交 通 機 関 利 用  

④ １ ヶ 月 先 の 予 定 表 を 配 布 し 、 大 ま か な ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 を 行 う こ と 。  

⑤ ４ 年 生 以 外 は 、 学 校 の 教 育 活 動 に 特 別 な 支 障 を き た さ な い 限 り 次 年 度 も お 願 い し て い く

こ と 。  

⑥ 学 校 に は こ れ る 時 に 来 て 構 わ な い  。 学 業 優 先 で 無 理 な い ス ケ ジ ュ ー ル で 進 め て 欲 し い 。 

こ れ ら を 踏 ま え て 積 極 的 に 多 く の 大 学 か ら 教 員 志 望 の 学 生 を 受 け 入 れ た 。  
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当 初 は こ の よ う な こ と を 今 ま で 経 験 し て こ な か っ た 教 員 側 に も 戸 惑 い が 見 ら れ 、 「 ど の よ

う に 学 生 と の 距 離 感 を と っ て 、 授 業 展 開 を し て い け ば 良 い か 」 「 学 生 サ ポ ー ト ス タ ッ フ の

活 用 法 が よ く 分 か ら な い 」 と い う 率 直 な 質 問 を す る 教 員 も い た 。 そ れ ら の 疑 問 に は 、 「 申

し 込 ん で く る 学 生 は 学 校 現 場 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 強 い 意 欲 を 持 っ て い る の で 少 し で も

多 く の 生 徒 と 関 わ っ て も ら う 工 夫 手 立 て を 考 え た 授 業 を 行 っ て い く こ と 、 全 て は 生 徒 フ ァ

ー ス ト の 視 点 で 、 わ か る 授 業 よ り 良 い 授 業 づ く り を 研 鑽 し 、 そ の た め の 学 生 の 活 用 を 図 っ

て 欲 し い 」 と お 願 い し た 。  

学 生 に 対 し て も 学 校 と し て の 取 り 組 み を 説 明 し た 。 様 々 な 行 程 を 経 て 、 実 施 さ れ た ス ク

ー ル ボ ラ ン テ ィ ア で あ る が 、 実 際 に 進 め て み る と 、 生 徒 と 年 齢 が 近 い こ と も あ り 、 す ぐ に

打 ち 解 け て 勉 強 の こ と だ け で な く 、 休 み 時 間 や 放 課 後 も 話 し 相 手 と し て 校 内 で 有 機 的 に 機

能 し た 。 学 生 は 責 任 感 を 持 ち な が ら 積 極 的 に 取 り 組 ん で 「 今 の 子 供 が ど の よ う な こ と を 考

え て い る の か を 実 感 と し て 知 る こ と が で き た 」 「 授 業 や 生 徒 の 発 言 疑 問 な ど 今 後 教 師 に な

っ た 時 に 役 立 つ 学 ぶ べ き こ と は 多 い 」 「 座 学 だ け で は 分 か ら な か っ た 教 育 の 色 々 な こ と が

わ か り 教 師 に な り た い と 思 う 気 持 ち が 強 く な っ た 」 な ど と 感 想 記 述 が あ っ た 。  

こ の こ と は 地 域 か ら も 評 判 は よ く 、 「 学 生 で は な い が こ れ ま で 敷 居 の 高 か っ た 学 校 で ス

ク ー ル ボ ラ ン テ ィ ア を し て 未 来 あ る 子 供 達 の  役 に 立 ち た い 」と 積 極 的 な 申 し 込 み を す る 人

も 現 れ る よ う に な っ て 、 実 際 に ス ク ー ル ボ ラ ン テ ィ ア に な っ た 人 も 出 て き た 。 学 生 ス ク ー

ル ボ ラ ン テ ィ ア を 積 極 的 に 受 け 入 れ る 事 に よ っ て 地 域 の 学 校 に 対 す る 目 が 変 わ っ て 来 た と

も 言 え る の で は な い か と 思 う 。 生 徒 の ア ン ケ ー ト か ら も 「 授 業 が 楽 し く な っ た 」 「 分 か ら

な い こ と を 聞 き や す い 」 「 先 生 が 教 え て く れ る こ と を 噛 み 砕 い て わ か り や す く 教 え て く れ

る 」 「 放 課 後 た わ い も な い 話 を 何 回 も 聞 い て く れ た の で 気 持 ち が 少 し 落 ち 着 い た 」 な ど と

お お む ね 好 評 で あ っ た 。  

こ れ ら の 結 果 、 学 校 、 学 生 と も 双 方 に と っ て 実 り あ る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 と な っ た 。 し か

し な が ら 学 生 の 都 合 の い い 時 間 で の ボ ラ ン テ ィ ア な の で 調 整 が 難 し い 場 合 が あ る こ と や 同

じ 時 間 に 多 く の 学 生 が 集 中 し て し ま う こ と 、 校 内 で の 担 当 は 教 頭 が 行 う が 、 業 務 が 煩 雑 に

な る こ と な ど が 今 後 の 課 題 と し て 整 理 し て い く 必 要 が あ る こ と も 事 実 で あ る 。  

 

４. 考察  

こ の た び 紹 介 し た 事 例 は 、 将 来 教 員 を 目 指 し て い る 学 生 や 教 育 に 関 心 を 持 っ て い る 学 生

で あ る こ と も あ り 、 現 場 へ の 関 心 が 非 常 に 高 く 、 ま た 強 い 責 任 感 を 持 ち な が ら 活 動 に 積 極
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的 に 取 り 組 ん で い た だ い て 、 非 常 に 助 か っ た 。 様 々 な 課 題 を 解 決 し て 、 未 来 あ る 子 ど も た

ち の 成 長 に 資 す る も の と し て い き た い 。  
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 *東北生活文化大学 非常勤講師 

進路選択の幅を広げるカリキュラムデザインの工夫と実践 

―教職概論の講義を通して― 

 

佐々木 晃 *  

 

１. はじめに 

 教 職 を 希 望 す る 学 生 が 大 学 1 年 次 に 受 講 す る 教 職 概 論 の 授 業 に お い て 、生 涯 に わ た っ て

の キ ャ リ ア 形 成 の 視 点 か ら 、 教 員 免 許 を 有 し て 得 ら れ る 様 々 な 進 路 選 択 の プ ラ ン や 実 例 を

具 体 的 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 学 習 さ せ た こ と で 、 そ れ ぞ れ の 希 望 に 応 じ た 、 よ り き め 細 や か

で 深 い 学 び あ い を 進 め る こ と が で き た 。 こ の 講 義 の 実 践 記 録 で あ る 。  

対 象 と 時 期 は 、 中 高 教 員 免 許 状 取 得 を 希 望 す る 東 北 生 活 文 化 大 学 家 政 学 部 1 年 生 53 名  

（ 服 飾 専 攻 10 名 、 健 康 専 攻 31 名 、 美 術 専 攻 12 名 ） 2017/04 /12  ～  2017 /07 /26 (15 回 )  

 

２. 内容  

今 日 、 子 育 て や 教 育  と り わ け 学 校 を 取 り 巻 く 社 会 シ ス テ ム の 変 化 を 通 し て 教 育 の 望 ま

し い あ り 方 に 社 会 的 関 心 は 高 い 。 そ の よ う な 中 に あ っ て 教 員 免 許 取 得 を 志 す 学 生 に 、 こ れ

か ら の 教 員 に 求 め ら れ る 資 質 能 力 で あ る 幅 広 い 知 見 、実 践 的 指 導 力 、使 命 感 等 を 培 う た め 、

前 年 度 の 教 職 課 程 受 講 の 4 年 生 の 意 識 調 査 を も と に 、シ ラ バ ス の 点 検 、検 証 を 行 っ た 。そ

の 結 果 、 今 年 度 は 教 職 に つ い て 学 ぶ べ き 大 切 な 理 念 の 修 得 、 そ し て 近 い 将 来 、 身 に 付 け た

い 具 体 的 な 実 務 の 基 礎 を 学 ぶ こ と が で き る よ う に 項 立 て を 改 善 し た 。 新 し い カ リ キ ュ ラ ム

で は 、 学 習 指 導 案 の 基 礎 を 学 び 、 実 際 に 指 導 案 を 作 成 、 グ ル ー プ で 質 問 し あ い 、 学 生 の 不

安 を ひ と つ 一 つ 払 拭 し て 教 職 へ の 希 望 を 持 た せ つ つ 、 実 際 の 教 職 実 務 の 勘 所 を つ か ま せ る

こ と を 目 的 と し た 。 以 下 に 大 き く ４ つ の 観 点 か ら 講 義 の 実 践 記 録 を ま と め た 。  

文 中 の 番 号 は ① 講 義 内 容 で 工 夫 改 善 し た と こ ろ ② 今 後 改 善 が 必 要 と 思 わ れ る と こ ろ ③ 学 生  

の 意 見 か ら ④ 4 年 間 の 学 修 の 位 置 づ け の 4 点 に つ い て 、1 年 前 期 の 全 15 回 の 講 義 を 通 し て  

そ れ ぞ れ の 講 義 の 考 察 を 時 系 列 で ま と め た も の で あ る 。  

第１回 (4 /12)  

教 員 の 職 務 内 容 及 び 教 職 を 志 す 者 の 心 構 え と し て の 知 見 、 実 践 的 指 導 力 、 使 命 感 に つ い て  

① 教 員 の 職 務 内 容 を 教 育 現 場 か ら の 声 も 交 え な が ら 求 め ら れ て い る 教 員 像 か ら 解 き 明 か し

て い く  
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② 教 職 概 論 の 最 初 に あ た っ て 「 教 員 の 魅 力 」 を キ ャ リ ア デ ザ イ ン 、 ラ イ フ ス テ ー ジ の 観 点

か ら 具 体 例 を 提 示 し な が ら 説 明 し て 学 生 の 不 安 感 を 払 拭 し て い く 。  

③ 「 教 員 の 具 体 的 な 職 務 内 容 を 学 校 現 場 で の 実 例 を 交 え な が ら 聞 く こ と が で き た 。」「 教 職  

に 携 わ っ た と し た ら 、 も し 自 分 が 教 師 だ っ た ら ど う す る か と 考 え る な ど 、 よ り 教 育 問 題

に 関 心 を も っ て 教 職 の こ と を 考 え て い き た い 」「 未 来 を 語 り 続 け る 教 員 に な り た い と 思

い ま す 。」  

④ こ れ ま で 本 学 の 教 職 科 目 履 修 状 況 を 見 る と 入 学 時 時 の 履 修 科 目 登 録 時 に は 多 く の 学 生 が

受 講 登 録 を す る が 学 年 が 上 が る に つ れ て 、 教 員 養 成 学 部 で は な く 教 職 関 係 科 目 が 必 修 科

目 で は な い た め に 民 間 企 業 へ の 就 職 活 動 優 先 の 理 由 と し て 教 職 単 位 取 得 を あ き ら め て

挫 折 断 念 す る 例 が 少 な か ら ず 見 ら れ る 現 状 が あ る 。 本 講 義 で は 教 職 の 意 義 を 理 解 す る と

同 時 に 多 様 な 職 業 選 択 自 由 の 可 能 性 に も 言 及 し 、 教 員 免 許 取 得 か ら 得 ら れ る 幅 広 い 職 業

選 択 の 可 能 性 や ラ イ フ デ ザ イ ン の 観 点 か ら の 教 員 の 魅 力 、 重 要 性 、 役 割 等 を 再 確 認 し て

い く こ と を 目 的 と す る 。  

第２回 (4 /19)教職の意義及び教員の役割  

① 教 職 の 普 遍 的 な 意 義 、 今 日 的 意 義 、 社 会 的 な 教 員 の 役 割 を わ か り や す い 図 や 表 を 用 い て

そ れ ぞ れ の 体 験 を 交 え 、互 い に 発 表 し あ い な が ら 、共 に 教 職 へ の 考 え を 深 め あ っ て い く 。 

② 教 職 の 客 観 的 な 事 実 の 理 解 と 、 今 、 求 め ら れ る 教 師 力 、 そ の た め に 身 に 付 け て お き た い  

資 質 ・ 能 力 を 確 認 す る 。 学 び の ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て 見 通 し を 持 っ た 学 修 を 続 け る こ と 。 

③  「 生 徒 の 立 場 か ら の 目 線 と 教 師 の 立 場 か ら の 目 線 の 教 育 の 視 点 の 違 い が 分 か り 参 考 に な  

っ た 」「 生 徒 の 時 に は 分 か ら な か っ た 、 生 徒 か ら は 見 え な い 教 師 の 様 々 な 仕 事 の 一 端 が

垣 間 見 え て き て 、教 職 へ の 興 味 が 高 ま っ て き た 。」「 中 学 生 の 時 の 担 任 が 、お 手 本 で す 。」  

④ 教 職 の よ さ や 大 変 さ を そ れ ぞ れ バ ラ ン ス よ く 情 報 提 供 す る こ と で 正 し い 理 解 と 、 教 員 免

許 取 得 の た め に 何 を ど の よ う な 手 順 で 学 ん で い く べ き か を ポ イ ン ト を 絞 っ て 理 解 さ せ

る 。  

第３回 (4/26)学校の目的、学校の教育目標  

① 学 校 の 法 的 根 拠 、 関 連 法 規 、 社 会 的 役 割 と 目 的 、 学 校 教 育 目 標 の 意 義 を 理 解 す る 。  

② 学 校 の 存 立 意 義 と 教 育 現 場 で よ く 知 っ て お く 特 に 必 要 の あ る 関 係 法 規 を 理 解 す る 。  

③ 「 学 校 と い う 公 的 施 設 の 社 会 的 立 場 が 、 多 く の 法 律 に よ っ て き ち ん と 位 置 づ け ら れ て い  

る こ と が わ か っ た 。」「 こ れ か ら 教 員 免 許 状 を 取 得 し よ う と し て い る 学 生 は 、 学 校 教 育 の

使 命 と 役 割 を よ く 理 解 し て お く こ と が 大 切 で あ る こ と が わ か っ た 。」  
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④ 学 校 の 機 能 、 社 会 的 立 場 を す べ て に わ た っ て 理 解 す る こ と は 困 難 で あ る が 、 4 年 間 の 教  

職 課 程 の 学 び を 通 し て 学 校 の 教 育 活 動 の ひ と つ ひ と つ が 、 ど の 法 律 に よ っ て 規 定 さ れ て

い る の か を 時 間 を か け て 覚 え て 、 理 解 し て い こ う と す る 姿 勢 が 肝 心 で あ る 。  

第４回 (5 /10)教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等）  

① 教 員 の 主 な 職 務 で あ る と こ ろ の 指 導 計 画 作 成 、 教 材 研 究 、 授 業 準 備 、 学 習 評 価 、 学 級 経

営 、 生 徒 指 導 、 進 路 指 導 、 キ ャ リ ア 教 育 、 部 活 動 、 給 食 指 導 、 各 種 報 告 書 作 成 、 地 域 と

の 連 携 、 保 護 者 対 応 、 研 修 等 の 実 務 と 服 務 及 び 身 分 保 障 の 一 端 を 理 解 す る 。  

② 「 教 職 に お い て 雑 務 は な い 」 と い う 言 葉 が あ る が 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 遵 守 を 基 本 と し て  

そ れ ぞ れ の 校 務 分 掌 に メ リ ハ リ を つ け 、 き ち ん と し た タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 を す る こ

と の 大 切 さ を 教 え 、 仕 事 を 進 め る 上 で の 具 体 的 な 例 や ノ ウ ハ ウ を 教 え 、 持 続 可 能 で 心 豊

か な 教 員 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う に ア ド バ イ ス を し て い く 。  

③ 「 数 値 に 表 し に く い 教 職 と い う 仕 事 の 大 変 さ と 短 期 的 、 長 期 的 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 の 大 切  

さ が わ か っ た 」「 教 職 と い う 仕 事 が 多 く の 法 律 に よ っ て 守 ら れ て い る こ と 、 教 員 は そ の

こ と に 甘 ん じ な い で 謙 虚 か つ 誠 実 に 職 務 を 遂 行 し て い く そ の こ と の 大 切 さ を 学 ん だ 。」  

④ 教 員 に は 経 験 年 数 に 応 じ た 資 質 能 力 が 要 求 さ れ る 。大 学 で の 4 年 間 の 教 職 課 程 も 手 順 を  

踏 ん で 基 礎 か ら 応 用 ま で き ち ん と 学 ん で い く 必 要 が あ る 。  

第５回 (5 /17)教員養成、教員任用の仕組み  

① 教 員 養 成 の 歴 史 的 過 程 、 教 員 任 用 の 仕 組 み を 分 か り 易 い 図 に ま と め て 採 用 ま で の ス ケ ジ

ュ ー ル 等 、 多 様 な 教 師 へ の 道 を 分 か り 易 く 解 説 し て 、 教 師 に な る ま で の 具 体 的 な イ メ ー

ジ を 、 学 生 が 自 ら の も の と し て 持 た せ て い く た め の 一 助 と す る こ と 。  

② 教 員 養 成 に 伴 う 各 種 法 的 根 拠 の 解 説 や 最 新 教 育 情 報 と の 関 連 、 学 生 に 対 し て は 望 ま し い

教 師 観 の あ り か た の 例 を 示 す こ と で 、 よ り 具 体 的 な 進 路 選 択 へ の 第 一 歩 と し て い く 。  

③ 「 自 分 に は と て も 無 理 だ と 思 っ て い た 教 師 へ の 道 筋 が 少 し ず つ 見 え て き た 。 4 年 か け て  

教 員 免 許 状 の 取 得 に 向 け て が ん ば ろ う と 思 う 。」「 今 ま で 分 か ら な か っ た 教 師 任 用 の 仕 組

み や そ れ に 向 け て の 多 様 な 方 策 が 理 解 で き た 。」「 卒 業 し た 中 ・ 高 を 訪 れ て み た い 。」  

④ 今 日 、 求 め ら れ て い る 教 員 に つ い て の 確 か な 理 解 と 、 教 員 に 求 め ら れ る 資 質 能 力 を 考 え

て そ れ ら を 身 に 付 け て い く た め の 方 策 、 学 修 の 方 向 性 を 知 る 。  

第６回 (5 /24)教員の資質向上と関係法規  

① 教 員 に 求 め ら れ る 研 修 の 義 務 と 教 員 に か か わ る 関 係 法 規 を 解 説 し て 、理 解 を 深 め て い く 。 

② 大 学 4 年 間 で 学 ぶ 教 職 課 程 授 業 の 中 で の 1 年 生 段 階 で 必 要 と さ れ る 教 員 研 修 の 目 的 の 理  
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解 と 教 員 の 職 能 成 長 の モ デ ル 例 を 概 観 的 に 把 握 し て い こ う と す る 意 欲 が 大 切 で あ る 。  

③ 「 職 業 と し て の 教 員 の 研 修 が 法 律 で 経 験 年 数 ご と に 位 置 づ け ら れ 義 務 化 、 国 の 予 算 で 措

置 さ れ て い る こ と に 驚 い た 。」「 教 員 と し て の 資 質 向 上 を 図 り 、 教 師 力 を つ け て い く こ と

が 、 生 徒 自 身 が 学 ぶ 力 、 生 き る 力 を 付 け て い く 根 源 と な る こ と が 理 解 で き た 。」  

④ 教 員 研 修 は 、 研 修 の 成 果 が そ の ま ま 学 校 教 育 に お い て 授 業 等 を 通 し て 生 徒 に 直 接 還 元 さ

れ る こ と 、 即 効 性 が あ る と こ ろ が 他 の 職 種 の 研 修 と 大 き く 異 な る 点 で あ る 。  

第７回 (5 /31)生徒との関わり方、ほめ方、しかり方  

① 学 校 内 に お け る あ ら ゆ る 教 育 活 動 の 場 を 捉 え て 、 一 人 ひ と り の 生 徒 を 育 ん で い く 教 師 の

指 導 法 の 実 際 を 、 失 敗 例 も 含 む 様 々 な 実 例 を 多 く 取 り 上 げ て 学 ん で い く こ と 。  

② 教 師 か ら の 日 常 的 な 声 が け 、き め 細 や か な 受 け 答 え が 生 徒 、保 護 者 か ら の 信 頼 感 を 増 す 。

ま た 、 問 題 行 動 発 生 時 等 に お い て も 、 職 員 全 体 で あ ら か じ め 生 徒 指 導 の ガ イ ド ラ イ ン を

確 認 し あ い 、 組 織 と し て 対 応 し な け れ ば な ら な い よ う な 事 案 に は 、 事 前 の 準 備 教 師 集 団

の 役 割 分 担 と 記 録 、 学 校 と し て ど こ か ら ど こ ま で 何 を ど う 指 導 す る か を 決 め 、 ゴ ー ル を

き ち ん と 設 定 す る  生 徒 へ の 説 明 、 事 後 の 指 導 、 保 護 者 へ の 対 応 の 仕 方 、 上 司 、 同 僚 へ

の 報 告 連 絡 相 談 、 組 織 と し て の 方 針 を 関 係 す る 教 員 集 団 で 可 能 な 範 囲 で き ち ん と 話 し 合

っ た 上 で 、 単 独 で は な く 校 長 の 指 示 の も と 組 織 的 に 校 務 を 進 め て い く こ と が 大 切 で あ る 。 

③ 「 生 徒 へ の 懲 戒 は 認 め ら れ て い る が 、 い か な る 理 由 が あ っ て も 、 ど の よ う な 場 合 で も 体

罰 禁 止 と い う こ と が き ち ん と 法 律 で 定 め ら れ て い る こ と が わ か っ た 」「 指 導 の 後 で も 、

教 員 か ら 該 当 生 徒 お よ び 周 囲 へ の き め こ ま や か な フ ォ ロ ー 心 の ア フ タ ー ケ ア が 大 切 。」  

④ 教 師 と し て の 実 践 的 指 導 力 は 多 く の 実 践 を 経 て 向 上 し て い く も の で あ る 。教 職 概 論 で は 、

教 員 と し て の 生 徒 指 導 の 理 念 、 生 徒 と の 関 わ り 方 の 基 礎 基 本 に 触 れ 、 時 間 を か け な が ら

自 ら の 教 師 と し て の 指 導 力 向 上 、 力 量 形 成 を 図 り 続 け る こ と を 目 的 と し て い く 。  

第８回 (6 /7)新たな学びを展開できる学習活動と評価（情報機器の活用等）  

① 学 習 活 動 と 評 価 の 新 動 向 を 情 報 機 器 の 活 用 を 踏 ま え て 学 ぶ  

② あ く ま で 学 び が 主 で あ り 、 評 価 や 情 報 機 器 だ け が 注 目 さ れ る よ う な 授 業 で は い け な い 。

教 育 機 器 を 活 用 す る こ と で 生 徒 の 学 び が よ り 深 く な る よ う な 授 業 づ く り が 大 切 で あ る 。 

③「 ア ク テ ィ ブ・ラ ー ニ ン グ の 評 価 の 仕 方 が 分 か っ た 」「 情 報 機 器 を 授 業 で ど の よ う に 有 効

に 活 用 し て い け ば よ い か を 更 に 学 ん で い き た い 」「 全 て 教 材 研 究 が 基 本 だ と 分 か っ た 」  

④ 今 後 も 進 化 し 続 け て い く 教 育 工 学 の 動 向 に 注 目 し つ つ 、 基 本 的 に よ り 生 徒 が 分 か り や す

く な る 授 業 と 個 に 応 じ た 評 価 の 望 ま し い あ り 方 を 探 っ て い く こ と が 大 切 で あ る 。  
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第９回 (6 /14)学習指導案の基本（説明）  

① 学 習 指 導 案 の 意 義 や 作 成 の 基 本 を 学 ぶ  

② よ り よ い 授 業 づ く り を 目 的 と し て そ の 具 現 化 の た め に 学 習 指 導 案 が 存 在 す る 。 学 習 指 導

案 は 一 度 作 成 す れ ば 終 わ り で は な く 、 新 た に 見 え て く る 点 、 次 の 授 業 に 生 か さ れ る 部 分

も 少 な く な い 。 授 業 者 が 使 い や す く 、 生 徒 が よ り 分 か り 易 く な る よ う に 学 習 指 導 案 は 授

業 開 始 直 前 ま で 、 授 業 を 受 け る 生 徒 の た め に 不 断 の 工 夫 と 改 善 検 証 が 必 要 で あ る 。  

③「 学 習 指 導 案 の 目 的 、要 素 、形 式 、構 成 が 分 か っ た 」「 ま だ ま だ 分 か ら な い 点 が 多 い が 授

業 の 場 面 を 想 定 し て 実 際 に 書 い て い く と 授 業 の 大 切 な と こ ろ が 少 し み え て く る よ う な

感 じ が す る 。」「 指 導 案 を 実 際 に 書 い て み る と 中 心 発 問 や タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル な ど 抜 け て

い る と こ ろ が 数 多 く あ る こ と に 気 づ い た 。」「 自 分 で 模 擬 授 業 を 行 い 検 証 し た い 。」  

④ 教 科 、 道 徳 、 特 別 活 動 そ れ ぞ れ の 学 習 指 導 案 を 模 擬 授 業 を 通 し て 、 作 成 で き る よ う に す

る 。 学 習 指 導 案 作 成 上 の 留 意 点 や 表 記 の 仕 方 、 様 式 等 の 基 礎 ・ 基 本 を 学 ぶ 。  

第 10 回 (6 /21)学習指導案の作成（説明に基づく各自の書き込み）  

① 学 習 指 導 案 の 作 成 を 行 い グ ル ー プ 内 で 発 表 し あ う 中 で 、 お 互 い の 教 育 観 に 触 れ つ つ 学 び

あ い 評 価 し あ う こ の こ と が 個 人 の 教 師 力 を 高 め て い く こ と に 気 づ か せ 意 欲 を 育 ん で い

く 。  

② 学 習 指 導 案 は 、 学 び の 主 体 た る 生 徒 が 、 授 業 に 意 欲 を 持 っ て 取 り 組 む こ と が で き る よ う

に 授 業 が 構 造 的 に 組 み 立 て ら れ て い る ど う か が 基 本 で 、 そ の た め の 骨 格 づ く り で あ り 確

か な 学 び の 方 向 性 を 示 す 指 針 で も あ る 。 多 く の 学 習 指 導 案 を 参 考 に し て い く よ う に す る 。 

③  「 グ ル ー プ 内 で 学 習 指 導 案 を 発 表 し あ う と 自 分 だ け で は わ か ら な か っ た 学 習 指 導 案 の 長

所 や 短 所 、 改 善 す べ き 点 が み え て く る 」「 授 業 の 進 め 方 と 発 問 の 仕 方 、 構 造 化 し た 板 書

の 方 法 が 分 か っ た 。」「 指 導 案 の 発 表 で 相 手 に き ち ん と 伝 え る た め の 説 明 法 を 学 ん だ 。」  

④ 学 習 指 導 案 は 細 案 、 略 案 に 加 え 、 添 付 資 料 、 生 徒 配 布 資 料 、 提 示 資 料 が あ る 。 そ れ ぞ を

効 果 的 に 活 用 し て 、 よ り よ い 授 業 づ く り に 役 立 て る こ と 、 古 く か ら 言 わ れ て い る 「 学 ば

ざ る も の は 教 え る べ か ら ず 」 の 格 言 の 意 味 を し っ か り と 理 解 し て 実 践 し て い く こ と  

第 11 回 (6 /28)道徳、特別活動の基本  

① 新 旧 学 習 指 導 要 領 の 要 点 を 踏 ま え な が ら 、 道 徳 、 特 別 活 動 の 目 的 と 基 本 を 学 ん で い く 。  

② 長 期 的 な 視 点 で 生 徒 の 心 の 育 ち を 育 ん で い く 視 点 が 、 学 習 指 導 の 改 善 に は 大 切 で あ る 。  

③「 道 徳 科 の 目 的 や 評 価 の 望 ま し い あ り 方 が 分 か っ た 」「 特 別 活 動 の 目 的 や 基 本 を 学 ん だ 。」  

④ 道 徳 の 教 科 の 大 切 な 点 は「 教 師 と 生 徒 が 人 間 と し て の よ り よ い 生 き 方 を 求 め 、共 に 考 え 、
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共 に 語 り 合 う こ と 」 で あ る 。 生 徒 の 発 達 の 段 階 や 生 徒 を 取 り 巻 く 環 境 を 見 極 め る こ と も

大 切 に し 、 授 業 づ く り の 工 夫 改 善 や 多 種 多 様 な 資 料 選 び を す る よ う に 心 が け て い く 。  

第 12 回 (7 /5)進路指導、キャリア教育  

① こ れ か ら の 時 代 を 見 据 え た 進 路 指 導 、 キ ャ リ ア 教 育 の 基 礎 、 基 本 を 学 ぶ 。  

② 進 路 指 導 は 、 い わ ゆ る 受 験 指 導 、 進 学 指 導 で は な く 、 広 く 生 き 方 教 育 、 志 教 育 と し て の

積 極 的 な 役 割 を 担 う も の で あ る 。 進 路 指 導 の 意 味 や 歴 史 、 求 め ら れ る も の を 理 解 す る 。 

③ 「 進 路 指 導 の 基 礎 を 学 ん だ 。」「 中 ・ 高 時 に 学 ん だ キ ャ リ ア 教 育 の 意 味 が 分 か っ た 。」  

④ 多 様 な 進 路 選 択 の 一 環 と し て 教 員 免 許 状 取 得 が あ り 、 教 職 課 程 を 自 分 の 人 生 を 自 ら 切 り

開 く た め の 指 針 、 も し く は 大 学 生 活 の 具 体 的 な 将 来 へ の 礎 と な る も の に し て い く 。  

第 13 回 (7 /12)生徒指導、教育相談  

① 実 際 の 様 々 な 事 例 を 紹 介 し て い き な が ら 、 生 徒 指 導 、 教 育 相 談 の 基 礎 、 基 本 を 学 ぶ 。  

② 積 極 的 な 生 徒 指 導 を 心 が け て 生 徒 の 課 題 解 決 能 力 、生 き る 力 を 見 守 り 育 て る こ と が 大 切 。 

③「 カ ウ ン セ リ ン グ マ イ ン ド の 大 切 さ を 学 ん だ 」「 教 師 と し て 押 さ え る べ き 教 育 相 談 の 大 切

な と こ ろ が 少 し わ か っ て き た 。」「 教 育 相 談 で 救 え る 生 徒 を 一 人 で も 多 く 増 や す 。」  

④ 様 々 な 事 例 を 学 び 、ま た 失 敗 事 例 も 研 究 し て 生 徒 に 寄 り 添 っ て い く 生 徒 指 導 を 心 が け る 。 

第 14 回 (7 /19)進路選択に資する各種の機会の提供等  

① 教 職 以 外 の 進 路 選 択 の 具 体 例 の 紹 介 と 、 そ の 実 現 の た め に す べ き 様 々 な ア プ ロ ー チ の 仕   

方 が あ る こ と を 知 り 、 自 ら の 進 路 設 計 、 進 路 選 択 を す る 時 に 役 立 て る よ う に す る 。  

② 教 職 概 論 の 講 義 の 基 本 は 教 員 免 許 の 取 得 を 目 的 と す る 教 員 免 許 状 取 得 課 程 の ひ と つ の 講

座 で は あ る が 各 種 の 職 業 選 択 の 機 会 の 提 供 も 行 い つ つ 各 自 の 選 択 の 幅 を 広 げ て い く 。  

③ 「 人 と 関 わ る 、 人 を 育 て る 部 門 や そ れ に 類 す る 職 業 な ど 教 職 以 外 の 職 場 で 教 員 免 許 状 を

取 得 し て い る こ と を 特 技 と し て 生 か す 道 筋 も あ る こ と を 知 っ た 。」「 教 員 免 許 状 を 人 生 の

様 々 な 場 面 で 活 用 で き る 可 能 性 が あ る こ と を 理 解 し た 。」「 職 業 選 択 幅 を 広 げ る こ と も 進

路 選 択 の 一 つ の 考 え だ と 気 づ い た 。」「 教 員 免 許 を ラ イ フ デ ザ イ ン に 役 立 て た い 。」  

④ 教 職 課 程 を 学 び 続 け て 教 員 免 許 状 を 取 得 す る こ と で 企 業 の 人 事 や 研 修 部 門 な ど 様 々 な 職

種 へ の 選 択 幅 が 拡 大 す る こ と を 説 明 し て い く 。 幅 広 い も の の 見 方 や 職 業 観 を 身 に 付 け る 。 

第 15 回 (7 /26)教育改革の中の教師（近年の教育改革の動向について）  

① こ れ ま で の 学 修 を 振 り 返 る 中 で 現 在 の 教 育 改 革 の 動 向 を 全 方 位 的 に 把 握 し 、「 教 育 の 不 易

と 流 行 」 を 押 さ え 教 員 に な る た め の 大 切 な 要 素 を 学 び 続 け て い く 姿 勢 を 身 に 付 け る 。  

② 学 生 に は 教 職 概 論 を 通 し て 学 ぶ 意 味 を よ く 理 解 さ せ 、「 教 職 を 目 指 す と い う こ と は 、い わ
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ば 子 弟 同 行 『 学 び の 大 海 』 の 端 緒 に つ い た 」 と い わ れ る 程 、 尊 い こ と で あ り 、 よ り 謙 虚

で 意 欲 的 な 学 び の 姿 勢 を 長 く 保 ち 、 進 ん で 学 び 続 け る こ と の 大 切 さ を 意 識 さ せ る 。  

③ 「 こ れ ま で 無 関 心 だ っ た 教 育 問 題 に 関 心 を も っ て い く 必 要 性 と 大 切 さ を 感 じ た 。」「 異 な

る 意 見 が あ る 時 は 双 方 の 意 見 を よ く 見 聞 き し 確 か め 、 教 え る 立 場 と し て 客 観 的 な も の の

見 方 を し て い く こ と が 大 切 で あ る こ と が 分 か っ た 。」「 講 義 で 紹 介 さ れ た 『 教 育 の 不 易 と

流 行 』 の 持 つ 意 味 を 、 こ れ か ら も キ ャ リ ア 形 成 の 視 点 か ら 考 え 続 け て い き た い 。」  

④ 残 り 3 年 半 の 大 学 生 活 の 中 で 教 職 課 程 の 学 び の ス ケ ジ ュ ー ル を 理 解 し 、自 ら の キ ャ リ ア

プ ラ ン を 考 え な が ら 、 自 ら の 進 路 選 択 を し っ か り と 構 築 し て い く こ と が 本 教 職 課 程 履 修

者 た る 学 生 に は 求 め ら れ て い る 。 教 員 養 成 へ の 社 会 的 な 期 待 の 高 ま り に 正 対 す る べ く 本

カ リ キ ュ ラ ム 内 容 の 充 実 に 努 め つ つ 、 学 生 に 資 す る 研 究 実 践 を 重 ね て い き た い 。  

 

使 用 テ キ ス ト：こ れ か ら の 学 校 教 育 と 教 師（ 2014.4 .20 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房  佐 々 木 司・三 山 緑

編 著 ）  

       中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説  (2008． 8 東 山 書 房  文 部 科 学 省 編 )  
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 *東北生活文化大学	生活美術学科教授			

「生きる力」を培う工芸科教育の体現をめざして  
 

瀬戸典彦 *  

 

１ . 	は じ め に 	 	

	 高 等学校において開講される芸術科に属する四教科（音楽・美術・書道・工芸）の中、

マイナーな教科としてその存在さえ忘れられかねない工芸は最も必要性の乏しい科目なの

だろうか。宮城県内の公立・私立の高等学校（中等教育学校を含む）、９０校の中、開講

科目のリストに工芸を有する学校数は二桁に満たない。また、東北唯一の教員養成大学と

して知られる宮城教育大学が高等学校工芸科教員の養成を取りやめたことからも教育界に

おける工芸科に対するプライオリティーの低さを伺い知ることができる。「生きる力」を

はぐくむことをめざし、その要素の一つとして「豊かな人間性」の育成を掲げる学習指導

要領のコンセプトに反し、創意工夫によってそれらの理想を体現することを目的とする工

芸科教育の衰退が静かに進行しているように思われた。そして、この状況に矛盾だけでは

なく、ある「もったいなさ」を感じた。  

	 も ったいないという思いは、単に教育界において工芸科が軽視されていることだけによ

るものではない。このマイナーな科目を敢えて開講することとした数少ない高等学校の授

業内容についても違ったもったいなさを感じずにはいられなかった。宮城県内で工芸科の

指導に当たる複数の常勤・非常勤教員を対象として、聞き取り調査を行ったところ、その

授業時間のほぼ全てを「陶芸」、「七宝」、「彫金」等の典型的な工芸技法の実技に当て

ていることが分かった。「工芸科＝陶芸」のように、一つの技法に 1 年から 2 年を費やす

ことが決して珍しいことではない。特定の技の上達が生徒達に達成感と自信を齎すことに

ついて異議を唱えるつもりはない。しかしながら、豊かな人間性と創造の関係、人が創造

することの意味、過去の作り手達が工芸に傾けた情熱、社会とその時代の人々に工芸が与

えた影響等を踏まえつつ、工芸の多様性と可能性に思いを馳せる過程を経ることなしに、

学習指導要領に掲げられた「『生きる力』をはぐくむこと」（ 4： 1）についても「社会的

な視点に立って創意工夫して表現する能力を育成すること」（ 4： 7 6）についても、実現は

困難であろう。このような思いに駆られ、工芸教育のあるべき姿を想像し、そこから工芸

科教育法の再編に着手することとした。 	  
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「生きる力」と「豊かな人間性」を育む教科として工芸科を活かすためには、まず、教

科教育法を人間理解から始める必要があると考えた。学習指導要領、学習指導案、評価規

準／評価方法等については、「人間→教育→芸術教育→工芸教育」の順に本質論から整理

し、それらの重要性に関する理解を十分に促した後、知識としてではなく、生徒達の生き

る力を培う有用な手段として扱うべきであると判断した。人間理解には、哲学者、林竹二

氏の「授業  人間について」を、人間に及ぼす教育の可能性と教育者の役割については、家

庭教師のルドルフ・シュタイナーと教え子のエルンスト・シュペヒトの実話を用いること

とし、芸術教育と鑑賞教育の意味に関しては、ピアジェの「三つの山問題」と道徳論を、

工芸科教育の社会的可能性についてはバウハウスをとおして考察を促すこととした。教科

教育法の核心に至る前のこの一連の準備に授業全体（ 3 0 回）のほぼ半分を当てた。  

この人間・教育・芸術・工芸教育に関する考察と理解に費やされる時間数ついては、検

証の必要性を感じている。学習指導要領の理解、教材の開発方法、指導案の作成、授業実

践のテクニック、さらには評価のあり方についても十分な指導が求められる状況下、本質

論に時間を割くことのリスクについては、認めざるを得ないのかもしれない。しかしなが

ら、「生きる力」を培うことに貢献可能な優れたポテンシャルを有する工芸科の力を活か

しきれないケースが少なからずあると推察される現状を放置することはできない。人間理

解に根ざす工芸教育が有する能力と可能性に関する確認と確信を前提に据える教科教育法

の実践も許容されるべきであると考えた。そのシラバス前半部分の講義概要とそれに対す

る受講生達の反応を元に、その効果について考察を試みたいと思う。  

 

2.	 実践報告 	

平成 2 9 年度前期、受講者 9 名に対し、「人間→教育→芸術教育→工芸教育」の順に展

開した講義前半（ 3 0 回のうちの 1 5 回）の概要と受講生達の反応を以下に述べる。  

 

2 - 1 .	 人 間について（ 2）  

「蛙の子は蛙」と板書し、受講生達にその真偽を問う。次に「人間の子は人間」と板

書し、その真偽と理由を尋ね、議論を扇動する。意見が出尽くすのを待ち、徐にオオカ

ミに育てられたアマラとカマラがミルクを皿から飲む写真をかざす。これは、林竹二氏

が他界する直前まで続けた「教育巡礼」冒頭部分の再現である。オオカミに育てられた

ことによって主体的に生き方を選ぶことなくオオカミとして成長したアマラとカマラか
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ら、受講生達は人間として育てられ、生き方を選択できる自身の偉大な力の存在を意識

する。「教育巡礼」は一般の教育機関には受け入れられなかったが、主に沖縄の小学校、

定時制高校、少年院等で頻繁に行われ、多くの受講者の生き方に影響を与えた。この「人

間について」の導入部分を林氏に倣い工芸科教育法受講者に対して実践した。  

林氏はソクラテスと田中正造の研究者としても知られている。生き方を選択する動機

の一つとして「正義感」があるとするならば、人間は、ソクラテスと田中正造のように

自身の命を懸ける選択をすることさえある。人間だけがよく生きることに悩むことにつ

いてもディスカッションのテーマとした。また、林氏が触れたパブロフの犬及びソーン

ダイクからケーラーの実験についても解説し、条件反射、試行錯誤、洞察におけるそれ

ぞれの学習の相違と人間としての学びのあり方について考察を促した。与えられた課題

に対して正確かつスピーディーにその答えを導き出すことのみに価値を見いだそうとす

る教育界のあり方とその価値観が生み出した教師達の児童・生徒達に対する差別意識に

むけられた林氏の問題提起についても議論した。ワークシートには以下のような受講生

達のコメントが記述され、これらのコメントもディスカッションのテーマとし、理解の

深化を促す材料とした。  

l  「人間とは？」の問いに林竹二は何と答えると思いますか？  

・ 	自らが生き方を選び成長して行くことのできる無限の可能性を秘めた存在  

・ 	自分で自分の生き方を変えることができるもの  

・ 	生きる権利を持ち、理性を持っている。生命は畏敬すべきもの 	 等   

l  あなたはこの問いにどう答えますか？  

・ 	一人一人異なった生きる価値を持った存在  

・ 	計画し、行動し、省みる生き物  

・ 	自分の意思で変わることができる。等  

l  「教育とは？」の問いに林竹二は何と答えると思いますか？  

・ 	子供自身が自分を成長させる力を持っている、その力を支えること  

・ 	生徒が持っている生命力がはたらく場所を作ってやること  

・ 	自分で自分を変化させる力をはたらかせる場 	 等  

l  あなたはどう答えますか？  

・ 	一人一人の可能性を損なうことなく伸ばすこと  

・ 	一人一人、価値観の違いを認め合う機会  
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・ 	知識や考え方を押し付けるのではなく、気づくことで学ぶこと 	 等  

l  「授業とは？」の問いに林竹二は何と答えると思いますか？  

・ 	子どもの心の中に事件をおこすこと  

・ 	子ども達に変わるきっかけを与えること  

・ 	自分で考える力を伸ばすこと 	 等  

l  あなたはどう答えますか？  

・ 	心を育てること  

・ 	学 びのわくわく感を知り、もっと知りたいと思えるようなきっかけをつく

ること  

・ 	生徒が主となり、つくっていくもの 	 等  

l  授業をとおし、林竹二が子供達（又は大人達）に伝えようとしたことは何です

か。  

・ 	人はなぜ生きるのか、その意味  

・ 	人間だけが自分の生き方を選べること  

・ 	まっとうに生きることの大切さ 	 等  

l  あなたが考える「教師」の役割について、述べなさい。  

・ 	生徒の個性を大切にし、よりよく成長できるように環境をつくること  

・ 	生徒達に多くの道を示し、生徒達が選んだ道を自ら進めるよう助けること  

・ 	生徒に信頼されること、寄り添ってあげること 	 等  

l  学校教育における、「工芸科」の必要性と可能性について、貴方の考えを述べ

なさい。  

・ 	創 造力を養ううえで最も重要な教科だと思う。生活と美をつなぐ多くの可

能性をもった教科ではないか。  

・ 	人 間だけが美を感じることができると思う。人間が人間であることの証明

に関わる必要な教科であると考える。  

・ 	鑑 賞をとおして他者を認める力を育てることができると思うので、主要科

目と並んで必要な科目だと思う。 	 等 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

l  「人間について」の授業について、感想を述べなさい。  
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・ 	人 間の姿、形をしていたとしても、それだけでは人間ではないことが分か

った。人間だけが理性を持ち、生きてゆけることを聞き、今までの考えが

変わった。  

・ 	正 しいことを教えることは大切だか、教えるだけでなく、生徒達に考えさ

せることの方が大切なんだと感じた。  

・ 	一回の授業が人の生き方を大きく変えることができることを感じた。等  

 

2 - 2 .	 シ ュタイナーの原点・教育の原点  

	 教 育 を成立させるためには、生徒の本質に迫る教師の洞察力が不可欠であることを

示す題材として、ルドルフ・シュタイナーを用いた。シュタイナーの教育論が実体験

をベースに構築されたことは知られている。彼の実話は生々しく、多くの受講生に苦

悩するシュタイナーの姿をイメージさせるだけでなく、自身を感情移入させる力があ

ると考えた。次節にその講義の概要を述べる。  

 

2 - 2 - 1 .	 シ ュタイナー教育の原点（ 1）  

	 シ ュタイナーは 1 5 歳で同年齢以上の生徒達に補講授業を行うこととなってから約

1 5 年間を教育者として過ごす。この経験をとおして、彼は授業を受けることに専念

していた時と他者に教える立場におかれた時の自身の意識を比較し、覚醒の度合い

に大きな差があることに気づく。授業を聞いている時の意識状態を、白昼夢を見て

いるようであったと述べている。また、シュタイナーは授業をより高いレベルで成

立させる為には教えるべき内容に対して自身が目覚めているだけでは足りないこと

を悟る。他者の個性にも目覚めなければならないこと、そして、その他者が実に多

様であることを痛感する。彼にとって授業とは自身と他者の個性をすりあわせる高

度な精神活動でもあった。  

	 2 3 歳の時、彼はシュペヒト家のエルンスト少年と出会う。エルンストは重い水頭

症を患っており、残飯を平気でむさぼるような、両親にも教育など不可能と思わせ

る少年であった。シュタイナーはそのエルンストの家庭教師を自ら買って出る。ま

ず、彼はエルンストを注意深く観察し、少年の中に気高い精神性が秘められている

ことを確信する。次に、シュタイナーはエルンストの信頼を得ることに努め、エル

ンストもシュタイナーに心を許すようになるが、決して机に向かうことはなかった。
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この苦悩の中からシュタイナー教育が生まれる。彼は少年に教育を強いることを一

切やめ、遊びながら学ぶ新しい教育法を考案する。その後、エルンストは水頭症の

苦しみからも徐々に解放され、医師になるが、第一次世界大戦に従軍し病死する。  

	 シ ュ タイナーは、これらの教師経験から、肉体という物理的な箱に捕われた精神

性がその「箱」と葛藤と協調を繰り返す過程を経ることによって、個性が生まれる

と信じるようになる。また、エルンスト少年がそうであったように、人間には自ら

を開花させようとする力があり、その見えないそれぞれの「花」を洞察し、体現す

ることが教育と授業であると考えていたようだ。さらに、シュタイナーはエルンス

トを死に追いやった戦争と国家にも目を向け、経済における友愛、人間の精神活動

における自由、法における平等を提唱する社会三層化論を構築するに至った。  

講義後、ワークシートを配布し、その回答／解答についてもディスカッションを

行った。受講生達から提出された回答／解答の一部を以下に示す。  

l  課題  

シュタイナーの原点を学んだあなたが、これから彼を学ぶ他者に考えてもらいた

いことを踏まえ、質問を考えなさい。  

・ 	 補 講授業をとおしてシュタイナーが、気がついた「意識の目覚め」、「他

者の多様さ」とは具体的にどのようなことか？  

・ 	 「他者の内部に目覚める」とはどのようなことか  

・ 	 エルンスト少年に対してシュタイナーがとった学習方法とは？  

・ 	 「 遊び」と「学び」の境界で教育を実践するとしたらどのような活動が考

えられますか？  

・ 	 シュタイナーはなぜエルンスト少年の教育を申し出たか？  

・ 	 シュタイナーはなぜエルンストに遊びながら学ばせようとしたのか？  

・ 	 シ ュタイナーは、自分が獲得した知識を誰かに教え、理解してもらうには

どのようにしたら良いと考えたか？  

・ 	 シ ュタイナーは、人間の内在する本質が「霊的なもの」としているが、そ

れは何を意味していると思いますか？  

 

2 - 3	 鑑 賞教育と他者の存在  
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学習指導要領では、教育内容を「表現」と「鑑賞」に大別している。（ 4）この「鑑賞」

の対象には、文化遺産、工芸作品、工業製品だけではなく、授業内で造られる生徒作品

も含まれ、それについては次の指示が付記されている。  

 

生徒の異なった感じ方や考え方を尊重するとともに、互いの生徒の作品について

も表現の違いや素材の活かし方、作品それぞれのよさなどに気付き、自他の特性

や個性について認識し理解を深めるよう配慮することが必要である。（ 4： 8 3）  

 

既に社会的評価を得た工芸／デザイン作品とは別に、同じ教室で時間を共有する他の生

徒達が造ったものを敢えて鑑賞対象に加え、具体的な指示書きを添えることとした指導

要領の意図を理解する手がかりとして、発達心理学者、ピアジェの「三つの山問題」を

用いた。これは、異なる特徴を持った三つの山の模型を提示し、それら山の周囲の異な

る位置から見える山々の姿を想像させるものであり、自己中心性を越えて理解する心の

機能を測る課題として知られている。（ 6）学習指導要領の「生徒の異なった感じ方や考

え方を尊重する」（ 4： 8 3）を、自身の自己中心性による理解の外にいる他者の存在に対

する意識の覚醒を促し、社会性を育成することと解釈するならば、必然的に鑑賞対象に

は自身の視点と他者の視点の違いを顕著に表すものも含まれることを意味する。これを

根拠として、後（後期）に自他の視点の違いを明確化し、個性の存在を意識させる工芸

科教材の提案を受講生達に求めることを伝えた。また、権威に従って他律的に与えられ

る道徳心から、仲間同士の相互的な尊敬に基づいて自立的に形成される道徳観へと変化

するプロセスについてピアジェが論じた道徳性理論にも触れ、生徒作品の鑑賞体験によ

って築かれる相互的な尊敬が道徳と無関係ではないことについても考察を促した。  

 

2 - 4	 工 芸科と社会的な視点  

他にも学習指導要領には、単に工芸の特定分野における技法の修練のみでは到達する

ことのできない目標の記述がある。工芸科で最初に提供される工芸科Ⅰの「表現」の「（ 2）

社会と工芸」において、すでに「社会的な視点に立って、使う人の願いや心情、生活環境など

を考え、心豊かな発想をすること。」（ 4： 8 0）が求められ、これには次の追記がある。 
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家庭や学校、地域など生徒が生活している日常的な社会や私たちを取り巻く生活環境、

公共の場などで、使う人の状況、心情や願いなどを想定して、作品が果たす役割や作品の必

要性、使い心地などを考えることである。なお、「生活環境」などを考える際には、自らの

体験のみではなく、様々なメディアを通して知りうる場所なども想定している。（ 4： 8 0） 

 

工芸教育の一貫として、社会またはその中の特定環境を想定した提案型のプロジェクト

を扱うことが求められている。このような課題の意味を理解させる手がかりとして、バ

ウハウスを扱うこととした。次項にその講義の概要を述べる。  

 

2 - 4 - 1 .	 バ ウハウス（ 3）  

第一次世界大戦が終戦を迎えた翌年（ 1 9 1 9 年）、多くの生命を奪い去った「機械」

（文明）をなだめ、ユートピア創造の為に機能させることを夢見ていたグロピウスの

構想を基に、ワイマールに設置されたものづくりの学び舎がバウハウスである。バウ

ハウスはそれまでのアートアカデミーとは根本的に異なり、アカデミーでは基礎とさ

れた素描、美術史をカリキュラムから削除し、工房での実験と先端理論の実践に力点

を置いた。教授陣には工芸家とアーティストが名を連ね、学生達には同時期に工芸家

とアーティストの授業を受講することが求められた。完全抽象絵画を発明したカンデ

ィンスキー、独自の絵画理論と神秘的な画風で知られるクレー等、当時の常識では理

解を超越したフロントランナー達が工芸領域のマイスター達と共に教育に携わった。  

バウハウスがアカデミーと異なるのは、カリキュラムだけではない。アカデミーで

はアートは天賦の才能によるもので、教えることのできないものと考えられていたの

に対し、バウハウスは初めて論理的にカリキュラムを構成しアートを教育の対象とす

ることに成功した。学校を工房の「召使い」と位置づけ、その工房から世に送り出さ

れたものは、機能性と遊び心を兼ね備えた食器、調理器具、照明器具、家具、オーナ

メント、印刷物等だけでなはなかった。プレハブ住宅の提案もなされ、その全ての規

格化と製作をバウハウスが実践した。その提案住宅は、当時一般住宅には設けられる

ことのなかったキッチンを中心に据え、セントラルヒーティングも備えていた。様々

な社会的ニーズに対応する提案性の高い製品を提供することによって敗戦後のドイツ

が欲していた希望を醸成しようとした。また、これら提案型商品開発の背景で、オス

カー・シュレマーによる舞台での総合芸術、モホリ＝ナギによる映像と光を用いた先
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端メディア芸術等の実験が授業の一環として行われた。それらは、後のデザイン界／

工芸界のみならず現代美術界にも多大な影響を及ぼすこととなった。  

講義後、以下の設問を提示し、その回答／解答についてもディスカッションを行っ

た。  

l  ワークシート１  

「美の構成学―バウハウスからフラクタルまで」  (中公新書 )  三井秀樹  (著 )の P 3

〜 5 4 を読み、設問を 1 0〜 2 0 考えなさい。  

•  解答例  

・ 	 イギリス産業革命前と後の生活用品の変化について述べなさい  

・ 	 工 場での大量生産に批判的だった芸術は誰ですか。彼が関わった美術運動

は何ですか。  

・ 	 バ ウ ハ ウ ス に 影 響 を 与 え た 直 線 的 デ ザ イ ン を 多 用 し た グ ル ー プ は 何 で す

か？  

・ 	 D W B を立ち上げたムテジウスが掲げた「アーツ・アンド・インダストリー」

について述べなさい。  

・ 	 グロピウスが掲げたバウハウスの目標について述べなさい。  

・ 	 バウハウスのタイポグラフィーの中心人物は誰ですか。  

・ 	 デッサウに建てられた新校舎が建築界に与えた影響について述べなさい。  

・ 	 デ ッサウのバウハウスとワイマールのバウハウスの違いについて述べなさ

い。  

・ 	 バウハウスが重視した造形の四要素とは何ですか。  

・ 	 モホリ＝ナギがタイポグラフィーに取り入れた新技法はなんですか。  

・ 	 ナ ギは光を素材のひとつとして捉えていましたが、彼は「光」にどのよう

な造形哲学を感じていましたか。  

・ 	 ヴ ァン・デ・ヴェルデが強硬に反対したことは何ですか。それはなぜです

か  

・ 	 「形体は機能に従う」の意味について説明しなさい。  

・ 	 「装飾が罪悪」であるという主張にあなたはどう反論しますか。  

・ 	 フォト・モンタージュとはどのような技法ですか。  
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・ 	 生 産効率が重視され職人による手づくりの品が減少していったが、そのこ

とで生じた社会問題について述べなさい。  

・ 	 現在、身の回りにある「生活に最も共感する表現」を一つ上げなさい。  

・ 	 「 アーツ・アンド・クラフツ運動」について述べなさい。その運動に影響

を与えた人物とその人物の思想について述べなさい。  

・ 	 「アール・ヌーボー」の特徴とその代表的建築家について述べなさい。  

・ 	 アルバースが採用した教育法について述べなさい。  

・ 	 「ライト・キネティック・アート」について述べなさい。  

・ 	 美 を目的としてつくられたものでないものが美術品として鑑賞され、優れ

た造形作品として評価されることがありますが、このようなものの具体例

を上げなさい。それが美しいと評価される理由を述べなさい。  

・ 	 職 人が長い時間をかけて作り出した洗練され、手になじむ美しい形が消え

てしまったのはなぜですか。  

・ 	 ム テジウスとベーレンスがデザイン教育のために教育機関を設立しなけれ

ばならないと考え、その必要性を痛感したのはなぜですか？  

・ 	 グロピウスは芸術家をどのように定義していますか。  

・ 	 バウハウスは、まず学生に対してどのような教育を提供しましたか。  

・ 	 アルバースは、なぜ紙を好んで実習に用いたと思いますか。  

・ 	 産 業革命でギルドが解体し職人の熟練労働が奪われたが、その際、それを

決定づけた発明は何か。  

・ 	 産業革命とは、何の革命だったのか。  

・ 	 バウハウスはアカデミーと一線を画していたが、それの理由を述べなさい。	

等  

また、バウハウスのリアルな姿をイメージさせることを目的として、D V D、「 T h e  F a c e  

o f  t h e  T w e n t y  C e n t u r y   B A U H A U S」 ( 5 )を用い、バウハウス O B へのインタビュー、作

品の映像、シアター作品の動画（再現動画を含む）を受講生に紹介した。ドイツ語／

英語以外の選択肢がなかったため私が通訳と補足・解説を入れつつ、 6 0 分程のドキュ

メンタリーに講義 2 コマ分を当てた。講義後に提出されたワークシートの概要を以下

に記す。  

l  ワークシート 2  
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以下について、述べなさい。  

•  グロピウスが第１次世界大戦中に思い描いた夢  

Ø  受講生の回答例  

・ 	 機械が人間の為に機能する世界  

・ 	 人間が、猛獣と化した機械をなだめ、機械が人を殺さない世界  

・ 	 社会という集合体が人道的且つ合理的にデザインされること 	 等  

•  彼が考えた学校と工房の関係  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 工房の下に学校が位置づけられた。  

・ 	 工房が N o . 1  	 学 校が N o . 2  

・ 	 学校は工房のサーバント 	 等  

•  最初にバウハウスが造られた都市  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 ワイマール  

•  同時に学生達に提供された異なる二つの教育の内容  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 芸術科としての教育と工芸家としての教育  

・ 	 ア ー テ ィ ストとしての教育には最先端のアーティストが、工芸家と

しての指導には一流の工芸家が指導にあたった。  

・ 	 カ ン デ ィ ンスキー等による最先端美術理論と机上の設計より素材・

道具との関わりを優先する実技 	 等  

•  カンディンスキー  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 最初に完全抽象の絵画を描いた。  

・ 	 ビジュアル・ランゲージを確立しようとした。  

・ 	 イメージの根源を自身の内側に求めた。（モンドリアンとは異なる）

等  

•  イッテン  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 ゾロアスター教徒の先生  
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・ 	 呼吸法から授業を始める。  

・ 	 内面の神秘性との対峙を重視した。 	 等  

•  基礎教育課程  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 初めて個性を重んじる教育を実践した。  

・ 	 初めてデザインを論理的に教えた。  

・ 	 美術史、素描等より色彩理論、テクスチャー教育等の「造形の文法」

と素材との関わりを重視した。 	 等  

•  テクスチャー教育  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 様々なテクスチャーの模倣を課した。  

・ 	 多くのテクスチャーを用いオブジェを制作させた。  

・ 	 触覚教育にありとあらゆるもの（ゴミ等）を活用した。 	 等  

•  バウハウスに興味を示した学生達の共通点  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 自由を好む、個性の強い学生ばかりだった。  

・ 	 共産主義を支持する学生が多かった。  

・ 	 いたずら好きで、現代美術に関心を示す学生が多くいた。 	 等  

•  学生達がワイマールの人々に与えた印象  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 変人と思われ、警戒された。  

・ 	 自由すぎる厄介な存在と見られていた。  

・ 	 いたずらが過ぎるため、不安視されていた。 	 等  

•  マリアナ・ブラント  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 バ ウ ハ ウ スに入学を許可された女学生の中、最初に金属加工に進出

した。  

・ 	 手 作 業 か ら機械生産によるシンプル且つ機能的な製品開発へのシフ

トを後押しした。  
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・ 	 提 案 性 の 高い優れた製品のプロトタイプを世に送り出し、その多く

が大量生産された。 	 等  

•  オスカー・シュレマー  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 共同制作によるシアターでの実験を指導した。  

・ 	 照 明 、 音 響、舞台美術、マスク、衣装、動作等を皆で分担するパフ

ォーマンスを指導した。  

・ 	 実験に空間と時間軸を取り入れた。 	 等  

•  モホリ＝ナギ  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 最先端メディアを教育に取り入れた。メディアアート教育の先駆者。 

・ 	 光を素材として捉え、映像として表現した。  

・ 	 動画を作品として提示した。 	 等  

•  アルバース  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 バウハウスを卒業後、教員として採用された。  

・ 	 素材と構成の教育に主に紙を用いた。  

・ 	 「素材を知らなければ形は作れない。」と考えていた。 	 等  

•  ハウス・アム・ホルン ( H a u s  a m  H o r n )  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 キッチンを調理の実験室と考え、合理性を追求した。  

・ 	 セントラルヒーティングを完備していた。  

・ 	 価格を抑えるために、全てを規格化し、バウハウス内で製作された。

しかし、著しいインフレにより商品化されることはなかった。 	 等  

•  デサウバウハウスの特徴  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 （ 校 舎 に ついて）グロピウス自身がデザインし、そのガラスの外壁

は構造体にぶら下がっているだけのカーテンのようなものだった。  

・ 	 家具、照明器具等のほぼすべてを工房で製作し、自給した。  
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・ 	 （ 政 治 ・ 文化の中心であったワイマールと比較して、）工業都市、

デサウと新しいバウハウスの方向性がマッチし、大量生産向けの合

理的なデザインの多くが製品化された。 	 等  

•  バウハウスの写真表現  

Ø  受講生からの回答例  

・ 	 （写真が）記録目的ではなく表現のために使われた。  

・ 	 フォト・モンタージュ、多重露光等の実験が授業の中で行われた。  

・ 	 現 実 を 写 すのではなく、そこにないものを写すために（写真が）使

われた。 	 等  

 

3.	 おわりに 	

バウハウスが工芸教育の可能性を示唆したことについて疑う余地はないが、意外にもこ

のバウハウスをモデルケースとして構築された工芸科教育の展開を目にすることは少ない。

バウハウスに関する内容を工芸科教育法のシラバスに掲載する例はあるが、ぜいぜい工芸

史の一部として 1 コマを当てる程度に抑えられている。「工芸科教育法」を掲げ、実践さ

れる講義の多くが、実際には、技法の教授にその大半を費やしていることにも驚かされる。

その教育理念・教育方法においても異彩を放つバウハウスが工芸科教育の有用な資源とし

て十分に活用されているとは言いがたい現状がある。  

おそらく、異なった視点から、工芸教育の素材となりうるバウハウスを再評価する必要

があるのかもしれない。これまでは、その斬新な理念とカリキュラム、ユニークな教授陣、

先端的なものづくりが主な評価の対象とされたが、当時学生だった老人が懐かしく語るバ

ウハウスの姿はそれらとは少々異なるものであった。彼にとって、バウハウスは人が自由

に交わりながら自己と他者を肯定する場であったようだ。学生と教員が恊働し、創造をと

おして、関係を築く姿は、まさに表現教育が「生きる力」を培った事例の典型と見なすこ

とができる。人と繋がる力、さらには社会に向けて提案／発信する力が工房で培われた。

これまでの評価対象とは異なる価値がその内部に潜在していたと考えるべきではないだろ

うか。そこでは、真剣な遊びが繰り広げられた。そして、遊びに参画する人間達の熱いド

ラマは、バウハウスの枠組みを超え、社会と生活を変えた。これまでの評価にはその部分

が欠けていたのではないだろうか。  
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工芸科教育の質的向上には、教科担当者自身が教科の目的と可能性を自覚し、理想の授

業を思い描くことが不可欠である。工芸科学習指導要領が示唆する、その目的に、人間と

社会に対する深い洞察と他

者への尊敬を培いことが含

まれると仮定するならば、

バウハウスはそれらの価値

をものづくりの現場で体現

した最も顕著なモデルケー

スと言えよう。単なる歴史

上の風変わりな人々の出来

事としてではなく、近い将

来、受講生達に求められる、

生きる力を培う授業の指針と

して認識されるべきものであ

ると思う。  

受 講 生 達 か ら 提 出 さ れ た ワ ー ク シ ー ト の 記 述 と そ れ ら に 関 す る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 中

で発せられた言葉は、受講生達の変化を確信させる。人間と教育に対する洞察の深化を窺

がわせるだけでなく、当初、美術科教員免許状の「副免」程度としてしか意識されなかっ

た工芸科に対する関心の高まりを感じさせる。  

前期末、バウハウスが重視したテクスチャーに関する課題を与えた。１週間で触れた対

象のサンプリングとそれらサンプルの

規則的配置を求めたこの課題への対応

力から、課題の意図に関する理解力と

理解した内容に関する表現力だけでな

く、その背景に高い情意があることを

実感した。後期から学習指導要領等の

読解と応用に着手するが、単なる知識

としてではなく、工芸科をとおして「生

きる力」を育成するための有用な道具

画 像 2	 「 テ ク ス チ ャ ー の 規 則 性 」 	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 学 生 作 品 2（ 詳 細 ）  

画 像 1	 「 テ ク ス チ ャ ー の 規 則 性 」 	 学 生 作 品 1  

─ 62 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 
 

として、学んでくれることを期待している。  
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 *東北生活文化大学 講師  

高視認性安全服の JIS 化に伴う普及活動の取り組みについて  
―女子大学生が提案する反射材を用いた衣服製作― 

 

小野寺  美和 *  

 

1.  はじめに 

本 学 の 家 政 学 科 服 飾 文 化 専 攻 は 今 年 で 10 年 目 を 迎 え る 。こ の 間 、本 専 攻 の デ ィ プ ロ マ ・

ポ リ シ ー の 「 知 識 ・ 理 解 」 で は 、 家 政 学 の 体 系 を 理 解 す る と と も に 、 被 服 分 野 に お け る 高

度 な 専 門 知 識 を 身 に つ け 、 そ の 知 識 体 系 の 意 義 と 社 会 生 活 を 関 連 付 け て 服 飾 文 化 を 理 解 で

き る こ と を 目 的 に し て い る 。 ま た 、 「 汎 用 的 技 能 」 で は 主 に ア パ レ ル ・ フ ァ ッ シ ョ ン 業 界

に お け る 様 々 な 分 野 で 活 躍 す る た め に 必 要 と な る 技 能 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 ・ 論 理 的

思 考 力 を 身 に つ け る こ と を 目 的 に し て い る 。 次 に カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー だ が 、 家 政 学 の

体 系 を 理 解 し 、 被 服 分 野 に 関 す る 高 度 な 専 門 知 識 と 、 衣 料 管 理 士 資 格 を 取 得 す る こ と を 基

本 目 標 と し 多 様 な 実 験 ・ 実 習 を 通 し て 、 ア パ レ ル ・ フ ァ ッ シ ョ ン 業 界 で の 商 品 企 画 ・ 基 礎

研 究 ・ 製 造 ・ 販 売 な ど に 力 を 発 揮 で き る 人 材 教 育 を 編 成 し て い る 。 例 え ば 、 1 年 次 （ 初 年

次 教 育 ） は 、 「 被 服 企 画 ・ 造 形 分 野 」 、 「 被 服 材 料 ・ 加 工 ・ 整 理 分 野 」 の 基 礎 的 な 知 識 ・

技 能 を 修 得 す る た め に 、 必 ず Table1 に 示 す 「 被 服 学 」 を 受 講 す る 義 務 【 卒 業 必 修 科 目 】

が あ る 。 学 生 は 衣 服 の 構 造 原 理 を 学 ぶ こ と で 、 ① 機 能 ・ 素 材 ・ 管 理 ・ 消 費 な ど に つ い て 理

解 す る と と も に 、② 日 常 生 活 で 着 用 す る 衣 服 は 最 も 身 近 な 環 境 で あ り 人 間 の「 第 二 の 皮 膚 」

と も 言 わ れ て い る こ と や 、 ③ 衣 服 の 着 心 地 や 快 適 性 は 着 衣 し た と き に は じ め て 評 価 さ れ る

こ と 、 更 に 、 ④ 環 境 に 配 慮 し た 望 ま し い 衣 生 活 の 在 り 方 に つ い て 新 な 視 点 で 物 事 を 考 え る

機 会 な ど を 得 て い る 。  

こ の「 被 服 学 」で 習 得 し た 知 識 に 加 え 、実 践 す る 力 を 身 に つ け る た め に 、4 年 次 で は「 ア

パ レ ル 企 画 設 計 演 習 」を 開 講 し て い る 。Table2 に 示 す 本 講 座 は 、 1 年 次 か ら 3 年 次 内 で 教

授 さ れ た ア パ レ ル 産 業 に 関 連 す る 各 科 目【 衣 料 管 理 士 2 級 資 格 関 連 科 目 】の 修 得 者 だ け が

受 講 で き る 講 座 で あ る 。 主 に 学 生 は 、 ア パ レ ル の 商 品 の 企 画 や 開 発 【 消 費 生 活 者 の ニ ー ズ

に あ っ た 商 品 で あ り 、 ど の よ う に し て 新 規 の デ ザ イ ン を 市 場 で 展 開 し て い く か 】 、 更 に 販

売 計 画 や 予 算 管 理 な ど 、 こ れ ら 上 記 の 複 雑 な 要 素 を 学 修 す る 。 前 期 は 消 費 生 活 者 の ニ ー ズ

を 見 極 め る 知 識 や ア パ レ ル 市 場 に お け る 問 題 点 を 解 決 す る 能 力 を 身 に つ け る 。  
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例 え ば 学 生 は 、 国 内 外 の 文 献 や ア パ レ ル 企 業 で 展 開 さ れ て い る ト レ ン ド 情 報 を 多 数 収 集

す る 。 次 に 、 ア パ レ ル 業 界 が 抱 え る 時 事 問 題 に つ い て 調 査 や 検 討 を 行 う こ と で 、 新 た な 視

点 で 物 事 を 考 え る 機 会 を 得 る 。 さ ら に 後 期 は 、 ア パ レ ル 製 品 を 企 画 、 設 計 、 製 作 す る こ と

で 、 T.P.O を 加 味 し た 現 実 性 の あ る 衣 服 の 設 計 指 針 を 打 ち 出 し て い る 。  

さ て 、 こ れ ま で に 【 平 成 28 年 3 月 ま で 】 学 生 に 対 し 、 ① 夜 間 、 労 働 者 が 着 用 す る 衣 類

に 関 連 し た ISO(国 際 標 準 規 格 )の 確 認 や 、 ② 企 業 側 が 重 視 す る 安 全 配 慮 義 務 の 実 態 調 査 な

ど の 問 題 点 を 提 示 す る こ と で 、 物 事 を 多 角 的 に 捉 え る 「 問 題 解 決 能 力 」 と 試 作 品 を 製 作 す

る 「 技 術 力 」 の 向 上 を 図 っ て き た 。 筆 者 は 次 の 段 階 と し て 「 社 会 の ニ ー ズ に 合 致 し た 製 品

の 検 証 」を 設 定 し 、試 作 品 を 外 部 へ 発 信 す る 場 所 や 機 会 を 考 え て い た 。そ こ で 平 成 28 年 9

月 、 （ 一 社 ） 日 本 反 射 材 普 及 協 会 に 接 触 を 図 り 、 学 生 の こ れ ま で に 学 ん だ 知 識 ・ 技 能 を 総

合 的 に ・ 包 括 的 に 活 用 し 、 地 域 や 社 会 問 題 へ と 関 心 を 広 げ る こ と を 目 的 と す る 試 み で あ る

こ と を 伝 え る と 当 協 会 の 特 別 会 員 に 成 る こ と が で き た 。 そ の 結 果 、 日 本 に あ る 反 射 材 メ ー

カ ー 全 社 が 入 会 し て い る 当 該 協 会 か ら 素 材 の 入 手 や 新 商 品 等 の 情 報 を 得 る こ と が 可 能 と な

り 、 学 生 の 学 ぶ 環 境 【 社 会 の ニ ー ズ を 把 握 し 情 報 収 取 が 行 え る 環 境 】 の 構 築 に 繋 が っ た 。     

授業計画及び内容  
１．オリエンテーション・・・人はなぜ衣服を着用するのか  
２．衣服と生活の関係・・・被服の起源 ,着装の形態  
３．衣服の素材・・・天然繊維  
４．衣服の素材・・・化学繊維  
５．衣服の素材・・・新素材の性能・繊維の加工技術  
６．着衣する人体① ・・・着心地と快適性  
７．着衣する人体② ・・・衣服による皮膚障害と安全性  
８．衣服の管理① ・・・洗濯と洗剤・漂白剤  
９．衣服の管理② ・・・衣類の整理・保管  
10．衣服と消費① ・・・アパレル製品の選択と表示  
11．衣服と消費② ・・・衣服製造・消費行動の実態  
12．衣服と環境① ・・・衣生活の現状と環境保全  
13．衣服と環境② ・・・ユニバーサルデザイン・省エネ・災害への対策  
14．被服の生産・・・衣服のリユースとリサイクル  
15．最新の技術・・・衣服における最先端の技術の紹介  

Table 1 被服学（ 1 年次：前期）  
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さ ら に 、当 該 協 会 が 主 催 す る イ ベ ン ト「 反 射 材 エ キ シ ビ シ ョ ン ： 毎 年 9 月 に 開 催 」で 反

射 材 を 用 い た 衣 服 の 試 作 品 を 出 展 す る 場 合 、 反 射 材 が 用 い ら れ た 刺 繍 糸 や 布 な ど の サ ン プ

ル の 一 部 を 無 償 で 提 供 し て 頂 く こ と に 成 功 し た 。 そ こ で 本 稿 で は 、 平 成 29 年 4 月 か ら 8

月 （ 前 期 ） ま で の 取 り 組 み と し て 、 「 被 服 学 」 で 得 た 衣 服 の 機 能 ・ 素 材 ・ 管 理 ・ 消 費 な ど

に 関 す る 知 識 が あ り 、 ま た 環 境 に 配 慮 し 望 ま し い 衣 生 活 の 在 り 方 に つ い て 理 解 し た 女 子 大

学 生 が 提 案 す る 反 射 材 を 取 り 入 れ た 衣 服 製 作 を 報 告 す る 。  

 

2 .  活動内容  

2-①   実施の背景と目的  

授 業 の 導 入 と し て 、学 生 に 対 し 近 年 の 交 通 事 故 の 状 況 を 説 明 し た 。具 体 的 な 情 報 1 ） と し

て 、 交 通 事 故 は 大 幅 な 減 少 傾 向 に あ る に も か か わ ら ず 、 道 路 工 事 な ど 路 上 で の 作 業 者 の 人

対 車 両 事 故 は 微 減 に と ど ま っ て お り 、 視 認 性 の 高 い 安 全 服 の 普 及 が 切 望 さ れ て い る 現 状 を

提 示 し た 。加 え て 、こ の よ う な 状 況 の 中 、蛍 光 生 地 と 再 帰 性 反 射 材 2 ） を 使 用 し た 安 全 服 の

国 際 規 格（ ISO 20471）が 制 定 さ れ 、我 が 国 に お い て も 、国 際 規 格 に 準 拠 し た  J IS  の 検 討

授 業 計 画 及 び内 容  
１．オリエンテーション 16 .  プレゼンテーション 

２．衣 生 活 の問 題 点 と把 握  17.  相 互 評 価  

３．ディスカッション 18.  新 たに表 出 した問 題 の把 握  

４．問 題 点 の整 理  19.  まとめ 

５．現 状 調 査  20.  ユニフォームの企 画  

６．問 題 解 決 のためのテーマ決 定  21.  目  的  

７．問 題 解 決 のための情 報 収 集  22.  対  象  

８．問 題 解 決 の検 討  23.  調  査  

９．問 題 解 決 に向 けた被 服 製 作 ①目 的 設 定  24.  分  析  

10．  〃      ②解 決 方 法 検 討  25.  環 境 検 討  

11．  〃      ③解 決 方 法 試 作  26.  機 能 性 検 討  

12.    〃      ④解 決 方 法 製 作  27.  色 彩 検 討  

13．  〃      ⑤解 決 方 法 製 作  28.  付 属 品 検 討  

14．  〃      ⑥検 証  29.  総 合 提 案  

15．パネル作 成  30.  発 表  

Table 2 アパレル企画設計演習（ 4 年次：通年） 
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が 行 わ れ 、平 成 27 年 10 月 26 日 に 正 式 に 制 定（ JIS T  8127  高 視 認 性 安 全 服 ） 3 ） さ れ た こ

と を 学 生 に 教 授 し た 。 次 に 、 筆 者 は こ の  J IS  の 制 定 の 詳 細 を 学 生 に 調 査 さ せ る こ と で 、

学 生 は 国 際 レ ベ ル で の 高 視 認 性 安 全 服 の 性 能 や 試 験 方 法 や 調 達 基 準 な ど の 知 識 を 得 る 。 さ

ら に 作 業 者 の 安 全 は 勿 論 の こ と 、 製 造 面 、 規 制 面 で の 利 便 性 の 向 上 に 繋 が る こ と を 知 り 、

学 生 同 士 が 自 然 と 時 事 問 題 に 対 し て 能 動 的 な 発 言 を す る 機 会 が 増 え る の で は と 期 待 し た 。  

2 -②   プロジェクトの概要  

【目的】視 認 性 の 高 い 安 全 服 の 普 及 。  

【テーマ】再 帰 反 射 反 素 材 を 仕 様 し た 夜 間 に 着 用 す る ” 安 全 ・ 安 心 “ に 貢 献 す る す る デ

ザ イ ン 。 創 造 性 の あ る フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル な 夢 の あ る デ ザ イ ン や 、 ス ポ ー テ ィ ー に コ ー デ ィ

ネ イ ト す る こ と が で き る デ ザ イ ン な ど を 作 成 す る 。 交 通 安 全 （ 通 学 、 ウ ォ ー キ ン グ 、 ジ ョ

ギ ン グ 、 犬 の 散 歩 等 ） 、 防 災 、 防 犯 に 向 け た 幅 広 い 企 画 案 を 出 す 。  

【期間】平 成 29 年 4 月 ～ 8 月  

【開催時期】平 成 29 年 9 月 5 日 (火 )  

【参加人数】ア パ レ ル 企 画 設 計 演 習（ 4 年 次：通 年 ）、履 修 者 6 名 。1 チ ー ム 3 名 と し た 、

計 2 チ ー ム で 構 成 。  

【作成ルール】  

① 作 品 の 制 作 サ イ ズ ： ＜ 女 性 用 ＞    

身 長 163 ㎝ ・ 9 号 ・ M サ イ ズ ・  

ウ エ ス ト 63 ㎝  

 ② 提 出 デ ザ イ ン 画 ：  

＜ A3 パ ネ ル で 作 品 脇 に 展 示 ＞  

  製 品 の コ ン セ プ ト ・ 使 用 素 材 ・  

  表 素 材 の 仕 及 ・ 再 帰 反 射 素 材 の 混 率   

等 を 表 記 。  

 ③ 学 校 名・専 攻 科 名・学 年・氏 名 の 明 記 。  

④ デ ザ イ ン 画 の 締 切： 2017 年 7 月 28 日  

⑤ 製 品 の 提 出 日：2017 年 8 月 25 日（ 金 ）  

⑥ 特 別 会 員 の 大 学 は 、 Fig .1 の ポ ス タ ー  

に 大 学 名 【 □の 範 囲 】 が 掲 載 さ れ る 。  

Fig .1 2017 反 射 材 エ キ シ ビ シ ョ ン ポ ス タ ー  
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2-③   活動計画  

【製作工程】 

ア パ レ ル 商 品 の 企 画 か ら 販 売 ま で の 流 れ を 4 ）を 参 考 に 、具 体 的 な 商 品 づ く り に 関 わ る 設

計 ・ 生 産 の 工 程 を Table3 に 示 す 。 教 員 と 学 生 が 協 働 し て 問 題 を 発 見 し 解 を 見 い だ し な が

ら プ ロ ジ ェ ク ト を 進 行 さ せ て い く た め に は 、 学 生 が 「 被 服 学 」 で 身 に 着 け た 知 識 ・ 技 能 を

活 用 し 、 不 足 し て い る 知 識 を 相 互 に 補 い な が ら 主 体 的 に 学 び を 深 め て い く 必 要 が あ る 。 従

っ て 本 プ ロ ジ ェ ク ト を 円 滑 に 進 め る た め に 、 学 生 が 取 り 組 む べ き 製 作 工 程 も 同 個 所 に 記 載

す る 。  

Table 3 プロジェクトの工程表  

目標  

①【視認性の高い安全服の普及】  
JIS T 8127 高視認性安全服に関する知識の修得と、 
再帰反射反素材の特徴と把握。  

②【夜間着用する”安全・安心“に貢献したデザイン】の提案
  反射材 を 用いて製作した衣服を外部「 反射 材 エキシ ビ シ

ョン」へ発信（出展）するための準備。  

日付  内容  学生が取り組む製作工程  
4 月 11 日   1．【オリエンテーション】：テーマの検討 備考

4 月 18 日  2 .【先行研究などの情報収取】：
Table  1≪新素材の性能 ・繊維加工技術など≫  F ig .2  

5 月 2 日  3 .【情報の分析と予測】： Table  1≪着心地と快適
性・衣類による皮膚障害と安全など≫   

5 月 9 日  4 .【イメージとテーマの構成】： Table  1≪衣生活
の現状と環境保全・衣服のリユース /リサイクル≫   

5 月 16 日  5 .【コンセプトの設定】：
Table  1≪衣服に関する最先端の技術の紹介≫  

F ig .3  
(a )  ( b )  

5 月 23 日  6 .【色柄・デザインの分析】： Table  1≪ユニバー
サルデザイン・省エネ・災害への対策など≫  

 

5 月 30 日  7 .【ディスカッション】：
Table  2≪衣生活の問題点と把握≫  

 

6 月  6 日  8 .【現状調査】：
Table  2≪問題解決の為の被服製作①≫  

 

6 月 13 日  9 .【デザイン画作成】：
イメージマップとコラージュ作成など  

F ig .4
(a )  (b )  ( c )

(� ) (e )
6 月 20 日  10.【サンプルメーキング】：

デザインパターン作成（平面作図）など  
F ig .5  

(a )  ( b )   
6 月 27 日  11.【パターン構成】：

サンプルチェックとパターン作成など  F ig .6  
7 月  4 日  12.【縫製準備①】：反射材の布地の前処理・裁断  F ig .7

7 月 11 日  13.【縫製準備②】：
仕分け・芯貼・刺繍の図案作成など  F ig .8  

(a ) (b )  7 月 18 日  14.【縫製と仕上げ】：
パーツ縫製・アイロンプレスなど  

7 月 25 日  15.【製品管理①】：仕上げプレス・検品など  F ig .9  
(a ) (b )  

8 月 1 日  16.【製品管理②】：梱包・配送など
その他：記録作業：レポート執筆   

事
前
準
備 

企
画 

設
計

生
産
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Fig .2  反 射 材 が 用 い ら れ た 刺 繍 糸    F ig .3 (a )【 反 射 糸 ×蓄 光 糸 】 撚 糸 側 面 画 像 5）  

 

 

F i g.3(b )  反 射 材 が 用 い ら れ た 布 （ 反 射 材 布 ）   F i g.4(a )  イ メ ー ジ マ ッ プ （ 例 ）  

 

 

F i g.4(b )  シ ル エ ッ ト と 素 材 の 質 感 イ メ ー ジ （ 例 ）     Fi g.4(c )  デ ザ イ ン 画 作 成  

 

再帰性反射材
ガラスビーズ  

オープンタイプ

反射糸  

蓄光糸  
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F i g.4(� )  反 射 材 布 ×レ ー ス 【 ① 】     F i g.4(e ) 反 射 材 布 ×レ ー ス ×刺 繍 糸 【 ② 】  

    

 

 

 

 

F i g.5( a )  東 レ ア パ レ ル C AD で 型 紙 設 計    F i g.5 ( b )  仮 縫 作 業 【 サ ン プ ル チ ェ ッ ク 】 

 

 

 

 

 

 

F i g.6 最 終 パ タ ー ン チ ェ ッ ク          F i g.7  パ タ ー ン を 用 い て 裁 断  

 

 

 

 

 

 

F i g.8(a )  仕 分 け ・ 芯 貼                       F i g.8(b )  パ ー ツ 縫 製  
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 照 度 300 ㏓ 以 上 に 曝 露    暗 室 に 曝 露   照 度 300 ㏓ 以 上 に 曝 露   暗 室 に 曝 露  
            フ ラ ッ シ ュ 有 で 撮 影           フ ラ ッ シ ュ 有 で 撮 影  
 

F i g.9(a )  【 ① 】 完 成            Fi g.9(b )  【 ② 】 完 成  

 

 

3.  おわりに  

本 プ ロ ジ ェ ク ト は 学 生 に 対 し て 、 以 前 の 取 組 み 【 ISO 20471 高 視 認 性 衣 服 か ら 検 討 す る

衣 生 活 の 創 製 】 か ら 、 JIS T  8127  高 視 認 性 安 全 服 規 格 を 考 慮 す る 反 射 材 を 取 り 入 れ た 衣

服 設 計 を 試 み る た め 、「 被 服 学 」で 学 修 し た 環 境 に 配 慮 し た 望 ま し い 衣 生 活 の 在 り 方 に つ い

て 自 ら 学 び 実 践 す る 機 会 を 設 け た 。 そ の 結 果 、 学 生 は 本 プ ロ ジ ェ ク ト を 通 し て 、 ① JIS T  

8127 は JIS  L 繊 維 の 分 類 で は 無 く 、 医 療 の 機 器 分 類 の 安 全 性 を 図 る 規 格 が 中 心 の 分 類 で

あ る と 知 る 、 ま た 、 ② 作 業 に 携 わ る 人 の 衣 服 に つ い て も 規 格 が 作 ら れ て い る 、 さ ら に 、 ③

熱 や 炎 か ら 身 を 守 る 衣 服 と 、 ④ 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 消 毒 作 業 や 放 射 性 物 質 除 染 作 業 な ど 化

学 物 質 防 護 を 目 的 と す る 作 業 着 等 が 対 象 と な る こ と か ら 、 ⑤ 耐 久 性 や 配 色 は あ ま り 考 慮 さ

れ ず に い る 、 な ど 現 状 を 把 握 す る こ と が で き た 。 上 記 を 踏 ま え 、 ⑥ 反 射 材 を 用 い た 衣 服 製

作 を 実 施 し 、 ⑦ 衣 服 の 着 心 地 や 快 適 性 を 考 慮 し た 夜 間 に 着 用 す る 安 心 安 全 に 貢 献 す る デ ザ

イ ン の 創 製 を 、 ⑧ 外 部 に 発 信 【 反 射 材 エ キ シ ビ シ ョ ン に 参 加 】 す る こ と が で き た 。  

 

参考文献 
1 )  竹 中 直 ： 繊 維 の 雑 学 コ ラ ム ・ ニ ッ セ ン ケ ン 分 室 ・ 思 い つ き L A B ， （ 一 財 ） ニ ッ セ ン ケ ン 品 質 評 価 セ ン タ ー ， P 9 - 1 1  

2 )  竹 中 直 ： 繊 維 の 雑 学 コ ラ ム ・ ニ ッ セ ン ケ ン 分 室 ・ 思 い つ き L A B ， （ 一 財 ） ニ ッ セ ン ケ ン 品 質 評 価 セ ン タ ー ， P 7 9 - 8 1  

3 )  竹 中 直 ： 繊 維 の 雑 学 コ ラ ム ・ ニ ッ セ ン ケ ン 分 室 ・ 思 い つ き L A B ， （ 一 財 ） ニ ッ セ ン ケ ン 品 質 評 価 セ ン タ ー ， P 5 6 - 6 9  

4 )  日 本 衣 料 管 理 協 会 刊 行 委 員 会 ： ア パ レ ル 設 計 ・ ア パ レ ル 生 産 論 ， （ 一 社 ） 日 本 衣 料 管 理 協 会 P 1 4 1 - 1 4 8  

5 )  M i w a  O n o d e r a ,  A s u k a  T a n i ,  a n d  Y u m i k o  T a k e m o t o ,  M e a s u r e m e n t  o f  P h o s p h o r e s c e n t  L u m i n a n c e  b y  T h r e e  

F o u n d a t i o n  W e a v e s  U s i n g  D i f f e r e n t  T y p e s  o f  P h o s p h o r e s c e n t  Y a r n s ,  第 1 9 回 ア ジ ア 地 区 家 政 学 会 大 会 A R A H E  

T O K Y O 要 旨 集 ,  P 7 3（ 2 0 1 7 ）  
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 *東北生活文化大学 准教授   

食生活論における食事バランスガイドを使用した教育実践  
 

伊澤華子 *  

 

１.食事バランスガイドとは 

 食 事 バ ン ス ガ イ ド と は 、平 成 1 7 年 に 厚

生 労 働 省 と 農 林 水 産 省 が 共 同 で 作 成 し た フ

ー ド ガ イ ド で あ る (図 1 )。コ マ の 形 を し て い

て 、 主 食 、 副 菜 、 主 菜 、 牛 乳 ・ 乳 製 品 、 果

物 と 5 つ の 料 理 区 分 に 分 け 、 1 日 に 何 を ど

れ だ け 食 べ れ ば よ い の か 示 し た も の で 、 ポ

ピ ュ レ ー シ ョ ン ア プ ロ ー チ の ツ ー ル と し て 使 用 さ れ て い る 。  

 

２. 文章タイトル 

食 生 活 論 で は 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 自 分 自 身 の 食 生 活

を 振 り 返 る ツ ー ル や そ こ か ら 展 開 し て バ ラ ン ス の よ い 食 事

を 考 え る ツ ー ル と し て 活 用 し て い る 。 具 体 的 に は 、 一 回 目

と し て 「 現 在 の 食 事 を 確 認 」 し 、 二 回 目 で は 「 現 在 の 食 事

を 改 善 」 し 、 三 回 目 で は 「 望 ま し い 食 事 を 考 え る 」 と い う

三 段 階 の ス テ ッ プ を 踏 ん で い る 。 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 利

点 と し て は 、 図 2 に 示 す よ う に お よ そ 1 回 に 食 べ る 量 の イ ラ ス ト が あ り 、 自 分 自 身 の 食 事

を 実 際 食 べ て い る 料 理 の 皿 を 並 べ る よ う に 選 び 、 イ ラ ス ト で 確 認 す る こ と が で き る 点 で あ

る 。さ ら に 、各 料 理 に は 学 生 が チ ェ ッ ク し や す い よ う に 改 良 し 、「 主 食 〇 S V」の よ う に 記

載 し て い る の で 、 自 分 自 身 が 食 べ る べ き S V 数 に 対 し て の 過 不 足 が 把 握 し や す い 。 ま た 、

友 達 と 比 較 す る 際 も 、 皿 数 を 数 え て 比 較 す る こ と で 、 文 字 情 報 よ り も 瞬 時 に 比 較 で き る 。  

 実 際 に 学 生 の 食 事 を み る と 、 朝 食 欠 食 を し て い る 学 生 は 朝 食 の 料 理 を 貼 る 個 所 が 空 白 に

な り 、 ま た 丼 や オ ム ラ イ ス な ど 複 合 料 理 を 食 べ て い る と 皿 数 が 1 個 、 2 個 と 少 な い 状 況 が

見 て 取 れ る 。 料 理 を 貼 る こ と で 、 友 達 と 比 較 し て 、 食 事 が そ れ ぞ れ 異 な っ て い る 現 状 や 自

分 の 食 事 に つ い て 振 り 返 り や す い 。 次 に 、 そ の 食 事 を 自 分 の コ マ が す べ て 埋 ま る よ う に 、

料 理 を 置 き 換 え た り 、 不 足 す る 料 理 を 補 っ た り し て 食 事 を 改 良 す る 。 こ の 時 点 で は 、 学 生

図 1  食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド  

図 2  料 理 の イ ラ ス ト  
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の 多 く は 、コ マ を 埋 め る こ と に 集 中 し て し ま う の で 、さ ら に 、各 食 事 の 内 容 を 再 度 確 認 し 、

毎 食 、 「 主 食 、 副 菜 、 主 菜 が 揃 っ た 食 事 」 に な っ て い る か 確 認 し 、 改 善 し て も ら う 。 こ の

コ マ に 合 う よ う に 1 日 分 の 料 理 を 組 み 合 わ せ る こ と を 繰 り 返 し 行 う 。 こ れ は 、 「 主 食 、 副

菜 、 主 菜 は 揃 え る 」 と い う 献 立 作 成 時 の 基 本 的 な ル ー ル を 身 に 着 け て も ら う た め で あ る 。  

 さ ら に 、 各 料 理 の S V 数 を 頭 に 入 れ る よ う に 指 示 を だ し て い る 。 こ れ は 、 献 立 作 成 の 際

に 副 菜 の 不 足 や 主 菜 の 過 剰 を 防 ぐ こ と に つ な が る 。 具 体 的 に は 、 「 A さ ん の 1 日 の 食 事 」

と し て 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 見 な が ら 、 朝 、 昼 、 夕 食 と 料 理 名 を あ げ 、 コ マ の マ ス を 埋

め て も ら う 。 こ れ を 数 回 繰 り 返 し な が ら 各 料 理 の S V 数 を 覚 え て も ら う 。 さ ら に 、 各 自 で

A さ ん の 食 事 を 考 え て も ら い 、 他 の 学 生 に 出 題 す る 遊 び を 行 う 。  

こ れ ら の 取 組 は 、 学 生 に と っ て 食 事 バ ラ ン ガ イ ド に つ い て の 知 識 の 獲 得 と 定 着 の レ ベ ル

か ら 、 自 分 の 食 事 を 見 直 す 作 業 に よ っ て 知 識 の 意 味 理 解 と 洗 練 の レ ベ ル へ 広 が り 、 友 達 と

ク イ ズ を 出 し 合 い な が ら 学 ぶ 中 で 知 識 の 有 意 味 な 使 用 と 創 造 の レ ベ ル へ と 広 が っ て い る 。

ま た 、 自 分 自 身 の 今 後 の 食 事 を 考 え る メ タ 認 知 の レ ベ ル ま で 高 め て い け る の で は な い か と

考 え る 。  

今 後 の 課 題 と し て は 、 各 料 理 の S V 数 を 短 期 記 憶 と し て 記 憶 し 、 や や 定 着 が 薄 い 点 で あ

る 。 家 庭 科 の 授 業 に お い て 、 バ ラ ン ス の 良 い 食 事 、 献 立 作 成 を 取 り 扱 う 授 業 が あ る の で 、

お お ま か で あ っ て も「 こ の 料 理 に は 主 菜 が 多 く 、副 菜 が 少 な い の で 補 わ な け れ ば な ら な い 」

「 1 日 の 献 立 で 乳 製 品 や 果 物 が な い 」と い っ た こ と に 気 が つ け る よ う に 教 育 し て い き た い 。 

 最 後 に 、 学 生 の 食 事 の 傾 向 と し て 気 に な る 点 は 、 一 般 的 に 指 摘 さ れ る 「 主 食 、 副 菜 が 少

な い 、 牛 乳 ・ 乳 製 品 は 学 生 の 嗜 好 に 左 右 さ れ 、 果 実 は 一 人 暮 ら し だ と 極 端 に 出 現 率 が 下 が

る 」 こ と は 予 想 し て い た が 、 メ イ ン の お か ず と な る 主 菜 が 不 足 し て い る 学 生 が い る こ と で

あ る 。 主 菜 は 、 コ マ の 中 で は 上 か ら 3 番 目 に 位 置 し 、 一 般 の 食 事 調 査 で は オ ー バ ー し や す

い 料 理 区 分 で あ る 。 し か し 、 特 に 一 人 暮 ら し の 学 生 の 食 事 で は 、 朝 食 に パ ン 、 昼 食 に お に

ぎ り 、 夕 食 で や っ と 主 菜 が 1 品 出 現 す る 状 況 で 、 主 菜 で す ら 不 足 す る 現 状 が み ら れ る 。 今

後 、 こ れ ら の 点 に つ い て も 、 注 意 深 く 指 導 し て い き た い 。  
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 *東北生活文化大学 准教授   

栄養情報処理演習の発展形としてのパソコン操作  
―Excel を使用した成績表の作成―  

 

伊澤華子 *  

 

１. 背景  

栄 養 情 報 処 理 演 習 で は 、栄 養 士・管 理 栄 養 士 の 仕 事 を 行 う 上 で 必 要 と さ れ る Wo r d や E x c e l

の 操 作 法 を 指 導 し て い る 。 授 業 で は 、 栄 養 価 計 算 ソ フ ト の エ ク セ ル 栄 養 君 の 操 作 か ら 始 ま

り 、 Wo r d を 使 用 し た ア ン ケ ー ト 用 紙 作 製 、 E x c e l を 使 用 し た ア ン ケ ー ト の 集 計 な ど 基 礎 的

な こ と を 扱 っ て い る 。 今 回 は 、 授 業 で 扱 っ て い る 内 容 の 発 展 形 と し て 作 成 し て い る 成 績 表

に つ い て 、 作 成 の 経 緯 、 改 良 作 業 に つ い て ま と め る こ と と し た 。  

 

２. 作成の手順 

今 回 取 り 上 げ る 成 績 表 は 、 学 内 で 行 わ れ て い る 管 理 栄 養 士 国 家 試 験 の 模 擬 試 験 用 の 成 績

表 と し て 作 成 し た 。 模 擬 試 験 自 体 は 、 私 が 本 校 に 着 任 す る 前 か ら 行 わ れ て お り 、 模 擬 試 験

の 結 果 を 助 手 が 手 作 業 で 丸 付 け 、 成 績 表 作 成 と い う 方 法 が と ら れ て い た 。 そ こ で 、 国 家 試

験 の 問 題 形 式 は 5 つ 選 択 肢 か ら 1 つ （ 現 在 は 1 つ 又 は 2 つ ） 正 解 を 選 び 、 問 題 数 は 2 0 0 問

と 形 式 が 固 定 さ れ て い る こ と か ら 、 E x c e l の 「 I F 関 数 」

を 使 用 し て 、 正 解 は 「 1」 、 不 正 解 な ら 「 0」 を 返 す 計 算

式 を 用 い て 、 学 生 の 正 解 数 が わ か る よ う な 簡 単 な シ ー ト

を 作 成 し た 。  

 さ ら に 、応 用 力 問 題 を 含 め 1 0 科 目 に 分 か れ て い る 分

野 ご と に 何 問 正 解 し て い る か わ か る よ う に 「 S U M 関 数 」

を 使 用 し て 科 目 ご と の 合 計 点 な ど を 算 出 し 、 一 覧 表 を 作

成 し た 。入 力 は 手 作 業 で 行 っ て い る が 、約 4 0 名 分 の 結 果

が 、 手 作 業 で 丸 付 け 入 力 作 業 を 行 っ て い た こ ろ を 比 較 し

て 早 く 出 る よ う に な っ た 。  

 次 に 、 個 人 成 績 表 の 作 成 を 行 う こ と と し た 。 作 成 に

あ た り 重 要 視 し た 点 は A4 用 紙 1 枚 に 収 め る こ と で あ る 。

こ れ は 、 印 刷 が 2 部 に 分 か れ る と 成 績 表 返 却 の 際 に 配 布

No. 0

実施日

氏　名

問題 正誤
正答率
（％）

問題 正誤
正答率
（％）

問題 解答
正答率
（％）

問題 解答
正答率
（％）

1 48.7 51 35.9 106 79.5 151 87.2

2 84 .6 52 64.1 107 61.5 152 56.4

3 56.4 53 35.9 108 43.6 153 84.6

4 69.2 54 30.8 109 43.6 154 61.5

5 48.7 55 17 .9 110 56.4 155 89.7

6 30.8 56 66.7 111 53.8 156 74.4

7 48.7 57 53.8 112 46.2 157 84.6

8 35.9 58 53.8 113 56.4 158 76.9

9 30.8 59 28 .2 114 46.2 159 48.7

10 35.9 60 33.3 115 76.9 160 71.8

11 43.6 61 30.8 116 59.0 161 15.4

12 46.2 62 48.7 117 38.5 162 25.6

13 51.3 63 76.9 118 87.2 163 41.0

14 38.5 64 48.7 119 56.4 164 28.2

15 30.8 65 33.3 120 74.4 165 41.0

16 41.0 66 38.5 121 35.9 166 28.2

17 30.8 67 74.4 122 66.7 167 35.9

18 38.5 68 25 .6 123 43.6 168 61.5

19 46.2 69 59.0 124 46.2 169 38.5

20 56.4 70 25 .6 125 25.6 170 35.9

21 46.2 71 33.3 126 41.0 171 38.5

22 38.5 72 33.3 127 64.1 172 74.4

23 35.9 73 20 .5 128 76.9 173 41.0

24 43.6 74 61.5 129 46.2 174 89.7

25 20 .5 75 35.9 130 53.8 175 66.7

26 43.6 76 64.1 131 64.1 176 59.0

27 35.9 77 38.5 132 56.4 177 41.0

28 51.3 78 51.3 133 71.8 178 82.1

29 23 .1 79 48.7 134 59.0 179 79.5

30 43.6 80 43.6 135 53.8 180 61.5

31 48.7 81 33.3 136 41.0 181 35.9

32 43.6 82 15 .4 137 61.5 182 53.8

33 35.9 83 46.2 138 20.5 183 56.4

34 76.9 84 51.3 139 48.7 184 69.2

35 66.7 85 46.2 140 23.1 185 82.1

36 35.9 86 43.6 141 87.2 186 71.8

37 46.2 87 25 .6 142 71.8 187 74.4

38 25 .6 88 23 .1 143 59.0 188 51.3

39 41.0 89 43.6 144 66.7 189 66.7

40 46.2 90 64.1 145 48.7 190 41.0

41 38.5 91 79.5 146 28.2 191 53.8

42 51.3 92 51.3 147 53.8 192 82.1

43 51.3 93 51.3 148 61.5 193 30.8

44 48.7 94 48.7 149 61.5 194 51.3

45 66.7 95 56.4 150 79.5 195 43.6

46 46.2 96 69.2 196 48.7

47 28 .2 97 69.2 197 35.9

48 41.0 98 76.9 198 35.9

49 33.3 99 59.0 199 48.7

50 28 .2 100 25.6 200 38.5

101 71.8
102 35.9 科目名 問題数 正解数 割合(％）
103 59.0 １．社会・環境と健康 20 0 0.0
104 59.0 ２．人体の構造と機能 30 0 0.0
105 87.2 ３．食べ物と健康 25 0 0.0

４．基礎栄養学 14 0 0.0
＊正誤は、正解なら「１」を不正解なら「０」を示しています。 ５．応用栄養学 16 0 0.0

６．栄養教育論 15 0 0.0
太字 ７．臨床栄養学 30 0 0.0
太字 ：正答率30％以下→　受験者における正答率 ８．公衆栄養学 20 0 0.0

９．給食経営管理論 20 0 0.0
応用問題 10 0 0.0

合計 200 0 0.0

順位（午前） 位
順位（午後） 位
順位(総合） 位

受験者中の順位

7月30日

学籍番号

：正答率80％以上

１
　
社
会
・
環
境
と
健
康

３
　
食
べ
物
と
健
康

２
　
人
体
の
構
造
と
機
能
・
・

４
　
基
礎
栄
養
学

５
　
応
用
栄
養
学

８
　
公
衆
栄
養
学

９
　
給
食
経
営
管
理
論

応
用
問
題

６
　
栄
養
教
育
論

７
　
臨
床
栄
養
学

第3回模試（過去問04-07年mix）

図 1  初 期 の 成 績 表  
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す る 手 間 が 発 生 す る こ と 、B 4 用 紙 に す る と サ イ ズ が 大 き く 、プ リ ン タ ー が 限 ら れ 、コ ス ト

パ フ ォ ー マ ン ス が 悪 い こ と か ら 決 め た 点 で あ る 。 作 成 に 当 た っ て は 、 名 簿 と 各 自 の 問 題 の

正 誤 が わ か る よ う に 「 VL OO K U P 関 数 」 「 HL O OK U P 関 数 」 を 使 用 し て 、 番 号 を 入 力 す る

と 成 績 を 返 す よ う に 設 定 し た 。 ま た 、 図 1 に 示 す よ う に 「 R A N K 関 数 」 を 使 用 し て 、 右 下

に 順 位 が わ か る よ う に し た 。  

模 擬 試 験 を 行 っ て い る 業 者 の 個 人 成 績 表 の 書 式 は 業 者 に よ っ て 異 な る が 、 そ こ か ら 盛 り

込 み た い 内 容 を 検 討 し 、 成 績 表 に 改 良 を 加 え た 。 ま ず 、 国 家 試 験 の 合 格 は 6 割 以 上 正 解 す

る こ と が 必 要 に な っ て い る の で 、 各 分 野 、 合 計 で ど れ ぐ ら い と れ て い る の か 、 「 レ ー ダ ー

チ ャ ー ト 」 を 作 成 し て 用 紙 の 左 下 に 示 し た 。 さ ら に 、 学 生 自 身 が ク ラ ス 内 で の 位 置 に 気 付

け る よ う に 、 ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 、 学 生 自 身 の 点 数 の と こ ろ に 「 ☆ 」 マ ー ク が つ く よ う

に し た 。  

さ ら に 、 ク ラ ス の 半 数 が 取 れ て い る 問 題 で 不 正 解 の 問 題 （ 基 礎 が 解 け て い な い と 考 え ら

れ る 問 題 ）に 気 付 く よ う に 、「 I F 関 数 」を 使 用 し て「 ＊ 」が つ く よ う に し た 。し か し 、学

生 が 問 題 を 突 き 合 わ せ て チ ェ ッ ク す る の は 手 間 が か

か る の で 、 間 違 っ た 問 題 に つ い て は 問 題 の 概 要 が わ

か る よ う に さ ら に 改 良 し た 。 問 題 の 概 要 は 、 国 家 試

験 出 題 ガ イ ド ラ イ ン を 参 考 に 、 中 項 目 の 分 類 名 と ア

ル フ ァ ベ ッ ト と 数 字 で 構 成 さ れ て い る コ ー ド を 表 示

し て 、 ど の 問 題 が 苦 手 で あ る か わ か る よ う に し た 。  

ま た 、 ど の 選 択 肢 を 何 人 が 選 ん で い る の か 回 答 人

数 の 分 布 表 を 別 に 作 成 し 、 他 の 学 生 が 選 ん で い な い

問 題 を 選 ん で い る 、 基 礎 知 識 不 足 を チ ェ ッ ク で き る

よ う に し た 。  

今 後 に 向 け て 、 問 題 の 概 要 に つ い て は 問 題 を チ ェ

ッ ク し て コ ー ド を 入 力 す る 必 要 が あ る の で 、 簡 易 な

方 法 を 探 る 必 要 が あ る 。  

 図 2  現 在 の 成 績 表  
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 *東北生活文化大学 准教授   

学校栄養指導論における栄養教育実習に向けての取り組み  
 

伊澤華子 *  

 

１. 栄養教諭とは 

文 部 科 学 省 は 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 伴 い 、 児 童 生 徒 が 知 識 の 理 解 の 質 を 高 め 資 質 ・ 能

力 を 育 め る た め の 主 体 的 ・ 対 話 的 な 深 い 学 び を 改 訂 の ポ イ ン ト と し て 掲 げ て い る 。 学 校 栄

養 指 導 論 に お け る 取 り 組 み は 、 一 部 文 部 科 学 省 が 求 め る 「 主 体 的 ・ 対 話 的 な 深 い 学 び 」 に

な っ て い る の で は な い か と 思 い 、 授 業 の 概 要 と と も に 学 生 の 学 び に つ い て 触 れ る 。  

学 校 栄 養 指 導 論 と い う 授 業 は 、 「 栄 養 教 諭 免 許 取 得 の た め の 必 須 科 目 」 と し て 開 講 さ れ

て い る 。 そ の た め 、 学 生 は 資 格 取 得 の た め に 受 け て い る 授 業 で あ り 、 教 員 は 4 年 次 に 行 わ

れ る 栄 養 教 育 実 習 の 向 け る 準 備 科 目 と し て 実 施 し て い る 。 そ の た め 、 教 員 と し て は 「 栄 養

教 育 実 習 の 際 に （ あ る 程 度 ） 困 ら な い 」 「 栄 養 の 指 導 を 体 験 し 、 学 ん で も ら い た い 」 と 考

え て い る 。  

栄 養 教 諭 の 位 置 づ け は 、養 護 教 諭 の よ う に 各 校 1 名 置 く こ と と さ れ て い る 教 諭 で は な く 、

家 庭 科 の よ う に 栄 養 教 諭 が 担 当 す べ き 「 食 育 」 と い う 科 目 が な い た め 単 独 の 指 導 要 領 は な

い 。 さ ら に 、 栄 養 教 諭 は 「 栄 養 に 関 す る 管 理 」 「 栄 養 に 関 す る 指 導 」 の 大 き く 二 つ の 役 割

が あ り 、 学 校 給 食 は 前 者 に 該 当 し 、 後 者 の 一 部 は 特 別 活 動 の 科 目 の な か の 「 学 級 活 動 」 に

位 置 付 け ら れ て い る 。 既 存 の 指 導 案 を み る と 、 多 く の 食 育 の 授 業 は 、 特 別 活 動 の な か で 扱

わ れ て い る が 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 活 用 し て い た り 、 一 部 は 各 科 目 の な か で 取 り 扱 う 内

容 の 補 足 と し て の 栄 養 教 諭 が 担 当 し て い る 場 合 も み ら れ た 。  

次 に 、 実 習 に つ い て で あ る 。 栄 養 教 諭 に 免 許 取 得 に 必 要 な 栄 養 教 育 実 習 は 、 仙 台 市 内 で

は 主 に 小 学 校 で 行 わ れ 、時 期 は 秋 休 み 明 け の 1 0 月 下 旬 の 5 日 間 実 施 さ れ る 。他 の 教 育 実 習

と 比 較 し て 実 習 期 間 が 短 く 、 栄 養 に 関 す る 指 導 に お い て 考 慮 す べ き 「 児 童 生 徒 を 取 り 巻 く

食 環 境 」 や 「 抱 え て い る 問 題 」 の 把 握 を 行 う 時 間 は 取 れ な い 。 ま た 、 3 週 間 の 実 習 で は 複

数 回 の 授 業 実 践 の 機 会 を 得 る こ と が で き る の に 対 し て 、 5 日 間 の 実 習 で は 、 4、 5 日 目 に は

研 究 授 業 を 行 う 必 要 が あ り 、 1 コ マ 分 の 授 業 経 験 を 積 む 時 間 が な い 。 そ の た め 、 実 習 前 に

準 備 期 間 を 取 れ れ ば と 良 い の だ が 、 現 実 的 に は 学 生 の 夏 季 休 業 と 小 学 校 の 秋 休 み が あ る た

め 、 事 前 指 導 か ら 実 習 ま で の 期 間 が 1 か 月 と れ る か ど う か と い う 状 態 で あ る 。 さ ら に 、 栄
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養 教 諭 が い な い 学 校 も あ り 、 「 初 め て 栄 養 教 諭 の 実 習 を 受 け 入 れ た 」 と い う 学 校 も 存 在 す

る 。  

そ の た め に 、 実 習 期 間 と 打 ち 合 わ せ 期 間 が 短 い こ と へ の 対 策 と し て 、 前 も っ て 研 究 授 業

で 行 い た い 指 導 の 略 案 を 複 数 持 っ て い く 必 要 が あ り 、 授 業 実 践 （ 1 コ マ 分 の 授 業 の 経 験 ）

を 学 内 で 行 っ て い く 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 こ れ ら の こ と を 学 ぶ こ と 目 標 に 本 授 業 は 実 施

し て い る 。 ま た 、 到 達 目 標 と し て は 、 お お ま か な 指 導 案 を 書 け る こ と 、 発 問 を 混 ぜ な が ら

授 業 を 運 営 で き る （ 運 営 す る 自 信 が あ る ） こ と で あ る 。  

 

２. 授業概要 

こ の 授 業 の 大 ま か な 授 業 の 流 れ は 、  

１ ． 既 存 の 指 導 案 で 模 擬 授 業 （ グ ル ー プ ワ ー ク ）  

２ ． グ ル ー プ （ 主 に 2 名 ） で 指 導 案 の 作 成 、 模 擬 授 業 、  

３ ． 個 人 で 指 導 案 作 成 、 模 擬 授 業  

の 3 本 立 て で 実 施 し て い る 。  

こ の 流 れ で 授 業 を 行 い な が ら 、既 存 の 指 導 案 を 複 数 み る こ と で「 指 導 案 の 構 成 」を 学 び 、

実 際 に 授 業 を 行 う こ と で 「 授 業 実 践 」 を 体 験 す る 。

次 に 、 グ ル ー プ で 指 導 案 を 書 く こ と で 「 指 導 案 の 書

き 方 」「 授 業 の 構 成 を 考 え る 」力 を 学 習 し て も ら い 、

実 際 に 授 業 を 行 い な が ら 良 い 点 、 悪 い 点 を 学 習 し て

い く 。 こ れ ら の 流 れ の 中 で 、 複 数 の 指 導 案 を み る こ

と が で き 、 そ れ を フ ァ イ ル に 貯 め て い き 、 4 年 次 の

実 習 で 略 案 を 考 え る と き に 使 用 す る 材 料 と し て い る 。 

次 に 、主 体 的 な 授 業 に す る た め に 、初 回 の 授 業 で 、

授 業 の 流 れ を 説 明 し 履 修 学 生 を 中 心 と し て 、 グ ル ー

プ の 人 数 、 指 導 準 備 日 を 何 日 設 け る か を 決 め て も ら

う 。  

 授 業 は 、学 生 が 主 体 的 に「 指 導 案 を 考 え る 」「 実

際 に 授 業 を 行 う 」 た め 、 教 員 は フ ァ シ リ テ ー タ ー と

し て 活 動 し て い る 。 ま た 、 個 別 に 行 わ れ る 「 事 前 の

指 導 案 チ ェ ッ ク 」 で は 、 学 生 の 作 成 し た 指 導 案 か ら
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授 業 の 流 れ を 口 頭 で 授 業 の ロ ー ル プ レ イ を 行 い な が ら 、 学 生 に 自 身 の 作 成 し た 指 導 案 を 客

観 的 に み て も ら い 、 「 一 番 教 え た い こ と は 何 か ？ 」 「 ど ん な 発 問 を す る の か ？ 」 を 確 認 し

て い る 。  

こ の 授 業 で は 、 模 擬 授 業 を 実 施 す る の で 、 お の ず と 学 生 は 自 主 的 に 練 習 を 行 う こ と と な

る 。 放 課 後 や 空 き 時 間 に 、 友 達 に 見 て も ら い な が ら 、 ア ド バ イ ス を 受 け た り 、 共 同 し て 学

び あ う 姿 が 見 ら れ た 。 本 学 で は 、 各 教 室 に 黒 板 が 2 面 あ る こ と か ら 、 授 業 時 間 に 設 け た 準

備 の 時 間 も グ ル ー プ に 分 か れ て 練 習 し あ う こ と が 可 能 で あ り 、 他 の グ ル ー プ の 練 習 が は じ

ま る と 「 自 分 も や っ て み よ う 」 と 別 の グ ル ー プ も 練 習 を 始 め る 。  

模 擬 授 業 で は 、 授 業 を 行 う 教 師 役 の 学 生 と 児 童 役 の 学 生 に 分 か れ る 。 児 童 役 の 学 生 は 、

児 童 と し て 授 業 を 体 験 し な が ら 、 自 分 自 身 が 教 師 役 で あ っ た ら ど う る す か 考 え 、 授 業 終 了

後 に 教 師 役 の 学 生 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う 。 そ の 際 に 、 「 も っ と 授 業 が よ く な る た め に は

ど う し た ら よ い の か 」 と 肯 定 的 な 質 問 を 意 図 的 に し て い る 。 「 悪 か っ た と こ ろ は ど こ か 」

と 反 省 点 の み を 上 げ る と 、教 師 役 の 学 生 の「 授 業 を 頑 張 っ て 運 営 し た 」と い う 達 成 感 が「 う

ま く 運 営 で き な か っ た 」 と い う 否 定 的 な 経 験 と な っ て し ま い 、 自 己 効 力 感 が 低 下 し て し ま

う 。 ま た 、 お 互 い の 授 業 を み な が ら 、 上 手 な 授 業 運 営 を モ デ リ ン グ し て い く 。 こ れ ら の 結

果 、 学 生 の 感 想 で は 、 「 は じ め は 自 分 に で き る か 不 安 で い っ ぱ い だ っ た け れ ど 、 学 ぶ う ち

に 自 信 が つ い た 」 「 考 え て 、 練 習 す る 。 」 「 他 の 授 業 で は 、 自 分 た ち が 主 体 的 に 学 習 す る

こ と が な い の で 、 と て も 勉 強 に な っ た 。 」 「 教 養 の 幅 が 広 が り 、 た め に な っ た 。 」 「 栄 養

指 導 を 行 う 上 で の 媒 体 の 作 成 、 板 書 計 画 を 学 ぶ こ と が で き て と て も た め に な っ た 。 」 「 伝

え る と い う こ と の 難 し さ と 重 要 性 を 学 び と て も 良 か っ た 。 」 「 指 導 す る 立 場 に あ た っ て 必

要 な 授 業 だ っ た 。 」 と い う 、 学 び に 対 し て 自 分 自 身 が い か に 努 力 し た の か 伝 わ る 内 容 と な

っ て い た 。  

こ の 授 業 で は 学 生 の 自 主 的 ・ 主 体 的 な 学 び と し て 良 か っ た 面 が あ る 一 方 で 、 指 導 し て い

て 気 に な る 点 も 多 々 み ら れ た 。 指 導 案 チ ェ ッ ク 、 模 擬 授 業 を 行 っ て 気 が つ く こ と と し て 、

既 存 の 指 導 案 の 美 味 し い と こ ろ を つ ま み 食 い で 盛 り 込 ん で し ま う 学 生 が み ら れ る こ と で あ

る 。 こ の 場 合 、 話 し た い 要 素 が 多 く 盛 り 込 ま れ る の で 、 一 番 教 え た い 、 授 業 の 軸 と な る 部

分 が つ か め な い 授 業 に な っ て し ま う 。 ま た は 、 発 問 が な く 、 説 明 の み の 児 童 は 聞 く の み の

授 業 で あ る 。 こ の 場 合 は 、 模 擬 授 業 の 際 に 発 問 活 動 が 少 な い た め に 、 学 生 が 早 口 で 説 明 す

る と 授 業 時 間 が 余 る こ と や 児 童 役 の 学 生 が ぼ ん や り し て 、 時 に は 寝 て し ま う 。 そ し て 、 教
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師 役 の 学 生 は 、 授 業 時 間 を 長 く す る 努 力 も な く 、 あ き ら め て し ま い 短 い 時 間 で 授 業 を 終 了

さ せ て し ま う 。 そ し て 、 根 拠 の あ い ま い な 内 容 を 扱 っ て い る 場 合 も み ら れ た 。  

今 後 は 、 こ れ ら の 主 体 的 で 学 生 が 共 同 す る 学 び と い う 良 い 点 を 踏 ま え つ つ 、 さ ら に 正 し

い 知 識 、 授 業 を 運 営 す る 力 が 育 つ よ う に 教 育 し て い き た い 。  

 

本 内 容 は 、 平 成 2 9 年 1 月 1 3 日 に 教 員 FD 研 セ ミ ナ ー で 発 表 し た 内 容 を ま と め た も の で

あ る 。  
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 *東北生活文化大学 教授   

空気雰囲気下で進行する S-アルピンボランを開始剤とするラ

ジカル重合におけるリビング的重合挙動  
 

菅野 修一 ＊  
 

1. 序説  

 

 戦 後 7 0 年 以 上 が 経 過 し た 。 7 0 年 と い う 時 間 の 経 過 は 一 人 の 人 間 の 寿 命 の 観 点 か ら 考 え

れ ば 長 い か も し れ な い が 、 人 類 の 歴 史 と い う 観 点 か ら 考 え る と 、 あ っ と い う 間 で あ る 。 著

者 は 年 齢 的 に 終 戦 直 後 の あ ら ゆ る 物 の な い 大 欠 乏  

時 代 は 体 感 的 に 認 識 し て い な い も の の 、 高 度 経 済 成 長 期 を 子 供 心 に う っ す ら と 印 象 に 残 し

て い る の に 加 え て 、 強 烈 な バ ブ ル 時 代 を 実 体 験 し て い る 。 こ の よ う な 、 個 人 的 な 背 景 か ら

現 時 代 を 日 本 に お い て 日 々 生 き て 痛 感 す る こ と は 、 あ ら ゆ る 物 が あ ふ れ て お り 、 “ 使 い 捨

て ” と い う ス ロ ー ガ ン を 社 会 全 体 で 認 知 し 、 信 じ ら れ な い よ う な 無 駄 を 繰 り 返 す 社 会 に な

っ て い る と い う こ と で あ る 。 被 服 の 分 野 は こ れ を 象 徴 し て い る と も い え る 。 大 量 生 産 か ら

安 価 に 洪 水 の ご と く 市 場 供 給 さ れ る 被 服 は 、 被 服 単 価 を 下 げ る と 同 時 に 、 そ の 量 が あ ま り

に も 多 い こ と か ら リ サ イ ク ル も ま ま な ら な い と 感 じ て い る 。さ ら に こ の よ う な 日 常 は 、「 物

を 大 切 に 扱 う 」 あ る い は 「 物 を 繰 り 返 し 長 く 使 う 」 と い っ た 人 間 の 一 つ の 美 徳 ま で を も 侵

食 し て い る よ う に も 感 じ る 。 つ い 最 近 の ア メ リ カ 化 学 会 誌 1 ) の 中 刷 に 大 き な 文 字 で

R o s a l i n d  F r a n k l i n の 言 葉 と し て 、“ S c i e n c e  a n d  e v e r y d a y  l i f e  c a n n o t  a n d  s h o u l d  n o t  b e  s e p a r a t e d”

と い う 啓 発 的 な セ ン テ ン ス が 踊 っ て い る 。 こ れ は 、 日 常 あ ま り 考 え る こ と も な い ほ ど 当 然

と 言 え ば 当 然 の 概 念 に な っ て い る よ う に も 思 え る 。 た と え ば 、 現 代 の 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費

社 会 の 形 成 に は 、金 属 や セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 の 発 達 と 浸 透 に 加 え て 、繊 維・プ ラ ス チ ッ ク ス ・

ゴ ム に 代 表 さ れ る 合 成 高 分 子 化 合 物 （ 以 下 、 ポ リ マ ー と 略 す ） の 生 産 技 術 の 飛 躍 的 な 発 展

が 大 き な 要 因 に な っ て い る こ と は 否 定 す る こ と は 出 来 な い 。 高 分 子 の 父 と 言 わ れ る

H e r ma n n  S t a u d i n g e r に よ る 1 9 2 0 年 の 高 分 子 化 合 物 概 念 の 提 唱 2 ) ,  3 )か ら 1 0 0 年 足 ら ず 、さ ら

に は 1 9 3 0 年 代 後 半 に お け る 米 デ ュ ポ ン 社 の Wallace  Hume Caro the rs ら に よ る 世 界 初 の 合

成 繊 維 「 ナ イ ロ ン 」 の 発 明 と 量 産 化 4 )に 成 功 し た 時 点 で 、 人 間 生 活 の あ ら ゆ る 場 面 で ポ リ

マ ー が あ ふ れ 出 す 昨 今 の 状 況 を 先 人 の 誰 が 予 測 で き た で あ ろ う 。 換 言 す れ ば 、 大 量 生 産 ・

大 量 消 費 社 会 を 象 徴 す る 使 い 捨 て 物 質 の 代 表 が ポ リ マ ー と い う 、 ポ リ マ ー に 対 す る 負 の イ
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メ ー ジ が 、 多 く の 人 々 に と っ て 常 識 化 し て い る よ う に も 見 受 け ら れ る 。 日 常 生 活 の 一 例 と

し て た と え ば 、 ペ ッ ト ボ ト ル 入 り の 清 涼 飲 料 水 を 購 入 し 、 飲 み 終 わ る と 空 の ペ ッ ト ボ ト ル

を 当 然 の 行 為 と し て 廃 棄 す る 。 残 念 な が ら 著 者 も そ の 一 人 で あ る こ と を 認 め な け れ ば な ら

な い 。 こ の 行 為 の 一 つ の ジ レ ン マ と し て 、 多 く の 場 合 、 中 身 の 清 涼 飲 料 水 よ り も ペ ッ ト ボ

ト ル の 方 が 高 コ ス ト 。 さ ら な る ジ レ ン マ と し て 、 江 戸 時 代 い や 昭 和 初 期 ま で さ か の ぼ っ て

仮 に 一 本 の 空 の ペ ッ ト ボ ト ル を 持 ち 込 む こ と が 出 来 れ ば 、 こ れ は 軽 量 で あ る が 落 下 等 に よ

る 破 損 も な く 、 さ ら に は 半 永 久 的 に リ サ イ ク ル 使 用 出 来 る と い う 特 徴 の 故 、 他 に 代 替 容 器

の な い 存 在 で あ り 、 革 命 的 な 容 器 で あ る と い っ て も 過 言 で は な い こ と が あ げ ら れ る 。 こ の

よ う に 、 現 代 社 会 に 溢 れ て い る ペ ッ ト ボ ト ル 一 つ を あ げ て み て も 実 は 現 代 の 科 学  

技 術（ 特 に 高 分 子 化 学 技 術 ）の 粋 が 集 約 さ れ て い る 。繰 り 返 し に な る が 、こ れ を 我 々 は 日 々

使 い 捨 て に し て い る の で あ る ！  

以 上 の よ う に 、 あ る 意 味 、 化 学 が 要 因 と な っ て 発 生 さ せ た 社 会 問 題 は 、 化 学 が 中 心 と な っ

て そ の 解 決 の 糸 口 を 見 い 出 す し か な い よ う に 思 わ れ る 。 こ こ に 、 グ リ ー ン サ ス テ ィ ナ ブ ル

ケ ミ ス ト リ ー の 概 念 が 近 年 提 唱 さ れ 、経 済 産 業 界 は も と よ り 、個 々 の 化 学 者 の 立 場 で も 日 々

の 研 究 テ ー マ に 反 映 さ せ て い く こ と が 、 時 代 の 強 い 要 請 で あ る と 考 え て い る 。 5 )以 上 の よ

う な 背 景 も あ り 、 著 者 は 微 力 な が ら 大 学 ・ 短 大 の 日 々 の 講 義 を 通 じ て 学 生 諸 君 に 上 述 の よ

う な 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 社 会 に 対 す る 問 題 意 識 を 持 た せ る 努 力 を し て い る 。 今 年 、 あ る 学

生 の 課 題 レ ポ ー ト 6 )に お い て 、 以 下 の 記 述 が 著 者 の 目 に 留 ま っ た 。  

『 私 に と っ て 、 “化 学 ”と は 「 生 活 を よ り 豊 か に す る た め の 開 発 」 だ と 思 う 。 生 活 を 豊 か

に す る た め に 、 物 質 の 性 質 を 深 く 見 つ め 直 し て 、 物 質 の 分 子 の 構 造 や つ な が り を 知 り 、

物 体 （ マ マ ） の 実 際 の 状 態 を つ か む こ と が で き る 唯 一 の 学 問 だ と 思 う 。 そ ん な 化 学 者 た

ち の 努 力 が 、 こ こ ま で の 世 界 発 展 に つ な が っ た 。 』  

限 ら れ た 時 間 数 の 講 義 の 中 で 、 学 生 諸 君 に は た し て ど の 程 度 理 解 し て も ら え た か は 別 に し

て 、 化 学 の 良 い 面 に 着 目 し て も ら っ た こ と に 関 し て 、 一 人 の 化 学 者 と し て 喜 び を 禁 じ 得 な

か っ た 。 た だ 、 企 業 に お け る 実 経 験 も 踏 ま え 、 化 学 の 多 く の 負 の 側 面 も 知 る 著 者 に と っ て

は 、 学 生 諸 君 に 対 す る 重 す ぎ る 責 任 も 痛 感 し た 次 第 で あ る 。  

と は 言 う も の の 一 方 で は 、 現 代 の 快 適 で 便 利 な 生 活 を 支 え る た め に は 種 々 の ポ リ マ ー 材

料 が 必 要 な こ と は 改 め て 言 う ま で も な い 。 ポ リ マ ー の 合 成 法 に は 確 立 さ れ た 様 々 の 手 法 が

あ る 。広 く 知 ら れ て い る こ と で あ る が 、汎 用 ポ リ マ ー の 6 0％ か ら 7 0％ は ラ ジ カ ル 重 合 に よ

っ て 生 産 ・ 供 給 さ れ て い る と 言 わ れ て い る 。 し か し 、 従 来 の ラ ジ カ ル 重 合 に お い て は 、 常
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温 よ り 遥 か に 高 い 重 合 温 度 が 必 要 で あ っ た り 、 空 気 中 の 酸 素 が バ イ ラ ジ カ ル と し て 重 合 反

応 を 阻 害 す る 。 ま た 、 ラ ジ カ ル 重 合 と 双 璧 を 成 す イ オ ン 重 合 に お い て も 、 モ ノ マ ー の 高 い

純 度 が 必 要 で あ る の は も ち ろ ん 、 空 気 中 の 水 分 が 重 合 反 応 に 影 響 を 与 え る 。こ の よ う に い

ず れ の 重 合 反 応 に お い て も 反 応 系 中 の 脱 酸 素 が 好 ま し く 、工 業 生 産 を 前 提 と し た 場 合 に は 、

こ の 脱 酸 素 工 程 を 追 加 す る こ と が 製 造 プ ロ セ ス を 複 雑 に し コ ス ト 的 に も 不 利 に な る こ と は

容 易 に 想 像 で き る 。 さ ら に 考 慮 す べ き は 、 種 々 の 卓 越 し た 性 能 を 発 揮 す る 材 料 が 求 め ら れ

て い る 現 代 に お い て は 、 機 能 性 ポ リ マ ー に 関 す る 研 究 が 盛 ん な こ と に 起 因 し て 、 ポ リ マ ー

の 分 子 レ ベ ル に お け る 制 御 が 必 要 に な っ て き て い る 。 つ ま り は 、 時 代 を 先 取 り し た 新 規 な

機 能 を 有 す る ポ リ マ ー を 合 成 す る た め の 研 究 ・ 開 発 が 絶 え ず 進 行 し て い る 。 こ こ で 注 目 さ

れ る 一 つ の 重 合 概 念 が リ ビ ン グ 重 合 法 で あ る 。 こ の リ ビ ン グ 重 合 は 生 長 末 端 の 活 性 が コ ン

ト ロ ー ル で き る た め 、 古 典 的 な 重 合 法 で は 困 難 で あ っ た ポ リ マ ー の 分 子 構 造 設 計 を 容 易 に

す る も の で あ る 。 中 で も リ ビ ン グ ラ ジ カ ル 重 合 に 関 し て は 学 術 的 側 面 は も ち ろ ん 、 実 際 の

工 業 生 産 に お け る 応 用 に も 大 き な 期 待 が も た れ て い る こ と か ら 、 特 に こ こ 二 十 数 年 の 研 究

の 進 歩 に は 目 を み は る も の が あ る 。 7 ) - 3 3 )し か し 、 こ れ ま で 報 告 さ れ て い る リ ビ ン グ ラ ジ カ

ル 重 合 は 、 特 殊 で 高 価 な 原 料 を 使 う こ と に 加 え て 、 重 合 条 件 が 複 雑 か つ 厳 し い と い う 技 術

的 あ る い は 製 造 コ ス ト の 側 面 か ら 、 日 常 的 な 工 業 生 産 に 幅 広 く 使 用 で き る と は 言 い 難 い 。  

こ の よ う な 背 景 の も と 当 研 究 室 で は 、 変 化 が 急 速 で 混 沌 と し た 時 代 感 も 強 く 認 識 し 、 簡

易 な 原 料 組 成 と 容 易 な 反 応 条 件 下 で 進 行 す る 新 規 な 重 合 法 に 関 す る 研 究 を 行 っ て い る 。 特

に 、 重 合 開 始 剤 に 着 目 し 長 年 研 究 を 続 け て い る 。 一 例 と し て 、 特 殊 な 有 機 ホ ウ 素 化 合 物 で

あ る 9 -ボ ラ ビ シ ク ロ [ 3 . 3 . 1 ]ノ ナ ン ( 9 - B B N)に 着 目 し 、重 合 開 始 剤 と し て の パ フ ォ ー マ ン ス を

検 討 し て き た 。有 機 ホ ウ 素 化 合 物 と し て は ト リ ア ル キ ル ボ ラ ン の よ う に 、1 9 5 0 年 代 か ら ラ

ジ カ ル 重 合 開 始 剤 と し て 知 ら れ て い る 例 も あ り 、 3 4 ) -  4 3 )ト リ ア ル キ ル ボ ラ ン は 現 在 で は 適

量 の 酸 素 あ る い は 過 酸 化 物 を 助 触 媒 と し て 用 い た 低 温 ラ ジ カ ル 重 合 開 始 剤 と し て の 扱 い が

教 科 書 レ ベ ル で も 見 る こ と が 出 来 る 。 4 4 )し か し 、 9 - B B N を 重 合 開 始 剤 と し て 扱 っ た の は 著

者 が 初 め て で あ る 。驚 く べ き こ と に 、 9 - B B N は 重 合 条 件 に よ っ て 全 く 異 な る 重 合 開 始 能 を

発 揮 す る こ と を こ れ ま で に 明 ら か に し て き た 。 著 者 の 知 る 限 り 、 こ の よ う な カ テ ゴ リ ー の

重 合 開 始 剤 は 見 当 ら な い 。具 体 的 に は 、 9 - B B N を 開 始 剤 と す る マ イ ナ ス 数 十 度 に お け る 脱

酸 素 雰 囲 気 下 の 重 合 は 、 ビ ニ ル モ ノ マ ー の 一 種 で あ る α ,β -不 飽 和 カ ル ボ ニ ル モ ノ マ ー に

対 し て マ イ ケ ル 付 加 型 の 非 ラ ジ カ ル 機 構 で 重 合 を 開 始 す る 。4 5 ) - 5 0 )こ れ に 対 し て 、9 - B B N を

開 始 剤 と す る 常 温 付 近 に お け る α ,β -不 飽 和 カ ル ボ ニ ル モ ノ マ ー も 含 む ビ ニ ル モ ノ マ ー の
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脱 酸 素 雰 囲 気 下 の 重 合 は 抑 制 さ れ る 。 し か し 、 こ の 重 合 は 空 気 雰 囲 気 下 で は 、 速 や か に 進

行 す る の に 加 え て リ ビ ン グ 的 な 重 合 挙 動 を 示 す 。5 1 ) - 6 9 )こ れ は 空 気 中 の 酸 素 分 子 が 従 来 の ラ

ジ カ ル 重 合 と は 全 く 異 な る 役 割 、 つ ま り は 助 触 媒 的 な 役 割 を 果 た し て い る こ と に 起 因 し て

お り 、著 者 は こ れ を“ ヒ ド ロ ホ ウ 素 化 -自 動 酸 化 リ ビ ン グ ラ ジ カ ル 重 合 ”と 命 名 し た 。こ の

重 合 法 は 先 に 述 べ た 従 来 の リ ビ ン グ ラ ジ カ ル 重 合 と 比 較 し て 、 非 常 に 簡 易 的 な 重 合 条 件 で

進 行 す る こ と か ら 、 先 に 述 べ た グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー の 概 念 に 一 致 す る こ と か ら も 、 産 業

界 に お け る 応 用 が 期 待 さ れ る 。 有 機 ホ ウ 素 化 合 物 を 開 始 剤 と す る リ ビ ン グ ラ ジ カ ル 重 合 に

つ い て は 、 実 際 に 産 業 界 か ら そ の 応 用 に 関 す る 報 告 も 見 ら れ る よ う に な っ て き た 。 7 0 ) - 7 2 )

そ こ で 特 に 最 近 注 目 す べ き は 、 7 2 )有 機 ホ ウ 素 化 合 物 と し て ジ エ チ ル メ ト キ シ ボ ラ ン を 重 合

開 始 剤 と し て 用 い た 不 飽 和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 硬 化 物 を 破 断 後 、 モ ノ マ ー を 塗 布 し た 破 断 面

同 士 を 密 着 し て 加 熱 処 理 す る と 、 破 断 前 と 同 一 強 度 を 有 す る 樹 脂 が 再 生 す る こ と を 見 出 し

て い る こ と で あ る 。 言 う ま で も な く 、 従 来 の ラ ジ カ ル 重 合 開 始 剤 を 使 用 し た 同 様 の 樹 脂 で

は 、 こ の よ う な 再 生 は 不 可 能 で あ る 。 以 上 の よ う な こ と か ら 、 ジ エ チ ル メ ト キ シ ボ ラ ン を

重 合 開 始 剤 と し て 用 い た 不 飽 和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 硬 化 物 に お い て は 、 破 断 面 に 生 長 末 端 ド

ー マ ン ト 種 が 存 在 す る こ と が 強 く 示 唆 さ れ 、 こ の 重 合 の リ ビ ン グ 性 を 実 証 す る 画 期 的 な 結

果 と 言 え る の は も ち ろ ん 、 修 復 機 能 付 与 型 新 規 ポ リ マ ー の 創 生 に 有 機 ホ ウ 素 化 合 物 が 有 用

で あ る こ と が わ か り 、 有 機 ホ ウ 素 化 合 物 の ラ ジ カ ル 重 合 開 始 剤 と し て の 魅 力 が 再 認 識 さ れ

た 。  

さ て 、本 稿 で は 、9 - B B N の キ ラ ル 誘 導 体 の 一 種 で あ る Sc he me 1 に 示 し た S -ア ル ピ ン ボ ラ

ン を 開 始 剤 に 用 い た 、ス チ レ ン ( S t )  ・メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル ( M M A)の 、特 に 空 気 雰 囲 気 下 と

い う 手 軽 な 雰 囲 気 下 に お け

る 6 0  ℃ 程 度 の 温 和 な 反 応

温 度 で 重 合 し た 場 合 の 、 特

に リ ビ ン グ 的 な 重 合 挙 動 に

つ い て 報 告 す る 。 言 う ま で

も な く 、 S -ア ル ピ ン ボ ラ ン

を 重 合 開 始 剤 に 用 い た の は

著 者 が 初 め て で あ る 。  

 

 

Scheme 1. Synthesis of S-Alpine-Borane

BH-B

(1S)-( -)-α-Pinen e

+

S-Alpine-Borane9-BBN

reflux

THF
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2. 実験  

 

2-1. 試薬  

 

ビ ニ ル モ ノ マ ー で あ る St と M M A は 、和 光 純 薬 工 業 株 式 会 社 製 特 級 試 薬 を 通 常 の 方 法 に

従 い 減 圧 蒸 留 し た も の を 使 用 し た 。 ま た 、 重 合 溶 媒 で あ る ジ オ キ サ ン ・ ト ル エ ン ・ ベ ン ゼ

ン ・ テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン ( T H F )は 和 光 純 薬 工 業 株 式 会 社 製 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 用

試 薬 を そ の ま ま 用 い た 。も う 一 つ の 重 合 溶 媒 で あ る 四 塩 化 炭 素 ( C C l 4 )  は 和 光 純 薬 工 業 株 式

会 社 製 イ ン フ ィ ニ テ ィ ー ピ ュ ア ー 試 薬 を そ の ま ま 用 い た 。 添 加 剤 と し て 使 用 し た ア ミ ン 類

の p -ク ロ ロ ア ニ リ ン ・ ア ニ リ ン ・ p -ト ル イ ジ ン ・ p -ア ニ シ ジ ン ・ ト リ エ チ ル ア ミ ン は 和 光

純 薬 工 業 株 式 会 社 製 特 級 試 薬 を 、 ピ リ ジ ン は 和 光 純 薬 工 業 株 式 会 社 製 イ ン フ ィ ニ テ ィ ー ピ

ュ ア ー 試 薬 を 、 そ れ ぞ れ そ の ま ま 用 い た 。 ラ ジ カ ル 重 合 禁 止 剤 あ る い は ラ ジ カ ル 重 合 遅 延

剤 と し て の 2 , 6 -ジ - t e r t -ブ チ ル - p -ク レ ゾ ー ル （ B HT） 及 び ヒ ド ロ キ ノ ン （ H Q） は 和 光 純 薬

工 業 株 式 会 社 製 特 級 試 薬 を そ れ ぞ れ エ タ ノ ー ル 及 び 蒸 留 水 で 再 結 晶 し た も の を 使 用 し た 。

ラ ジ カ ル 連 鎖 移 動 剤 で あ る 1 -ド デ カ ン チ オ ー ル （ 1 - D T） は ア ル ド リ ッ チ 社 製 （ 9 8＋ %） を

そ の ま ま 使 用 し た 。 重 合 開 始 剤 と し て 使 用 し た S -ア ル ピ ン ボ ラ ン は ア ル ド リ ッ チ 社 製 の

T H F 溶 液（ 0 . 5 M）そ の ま ま 用 い た 。ま た 、ア ル ゴ ン ガ ス は 東 邦 ア セ チ レ ン 株 式 会 社 製 の 超

高 純 度 品 （ 酸 素 含 有 量  0 . 2  p p m 以 下 ） を 使 用 し た 。  

2-2. 重合方法 

 

 重 合 は パ イ レ ッ ク ス 製 褐 色 重 合 管 内 で 行 っ た 。 空 気 雰 囲 気 下 の 実 験 に つ い て は 、 こ の 重

合 管 に メ カ ニ カ ル ピ ッ ペ ト を 用 い て モ ノ マ ー と 溶 媒 を 仕 込 み 、 ラ ジ カ ル 重 合 禁 止 剤 な ど の

添 加 剤 が あ る 場 合 は 差 秤 法 で 精 秤 し て 添 加 し 、 そ の 後 、 こ の 重 合 管 を ラ バ ー セ プ タ ム キ ャ

ッ プ で 密 閉 し た 。 そ の 後 十 分 に 撹 拌 し 重 合 管 内 を 均 一 状 態 に し た 。 比 較 デ ー タ を と る た め

の ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 の 実 験 に 関 し て は 、 あ ら か じ め 重 合 管 に 超 小 型 の 撹 拌 子 を 入 れ 、 こ の

重 合 管 を 氷 水 に 浸 し た 状 態 で モ ノ マ ー 溶 液 を マ グ ネ テ ィ ッ ク ス タ ー ラ ー で 撹 拌 し な が ら 、

セ プ タ ム キ ャ ッ プ に 差 し 込 ん だ 2 本 の 注 射 針 の 片 方 か ら 超 高 純 度 ア ル ゴ ン ガ ス を 1 0 分 間

（ 4 0 0  〜  5 0 0  m l / mi n）吹 き 込 む こ と に よ り 系 中 の 空 気 を 除 去 し た 。次 に 、重 合 管 を 氷 水 の

入 っ た デ ュ ワ ー 瓶 に 固 定 し 、 こ の デ ュ ワ ー 瓶 ご と エ ア ー バ ッ グ に 入 れ 、 こ の 中 の 空 気 を 窒

素 で 置 換 し 、開 始 剤 で あ る S -ア ル ピ ン ボ ラ ン の T H F 溶 液 を ラ バ ー セ プ タ ム キ ャ ッ プ を 通 し
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て マ イ ク ロ シ リ ン ジ で 重 合 管 内 に 注 入 し た 。 注 入 後 す ば や く こ の 重 合 管 を 所 定 温 度 に コ ン

ト ロ ー ル さ れ た ウ ォ ー タ ー バ ス に 移 し 換 え た 時 点 で 重 合 開 始 と し た 。 所 定 時 間 経 過 後 、 貧

溶 媒 で あ る メ タ ノ ー ル と S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 し 3 倍 当 量 の ト リ エ チ ル ア ミ ン を 入 れ た ビ

ー カ ー に 反 応 溶 液 を 投 ず る こ と で 重 合 を 停 止 し た 。 転 化 率 は 、 沈 殿 し た ポ リ マ ー を デ カ ン

テ ー シ ョ ン で 分 別 し 5 0  ℃ で 一 昼 夜 減 圧 乾 燥 後 、 重 量 法 で 求 め た 。  

 

2-3. 生成ポリマーの分析 

 

 ゲ ル ろ 過 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ G PC） の 測 定 は 以 下 の よ う に 行 っ た 。 得 ら れ た ポ リ マ ー

を T H F に 溶 解 し 試 料 溶 液 と し た 。G PC 測 定 条 件 は 以 下 の と お り で あ り 、標 準 ポ リ ス チ レ ン

換 算 で そ れ ぞ れ の ポ リ マ ー の 分 子 量 を 算 出 し し た 。  

     G PC 測 定 条 件  

               機 種      S HI M A DZ U C L A S S - V P  G PC  se r i e s  

         カ ラ ム     T O S O H  T S K - G E L（ G M H HR - N）  

         溶 媒      テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン  

         流 量      0 . 8 ml / m i n  

               カ ラ ム 温 度   4 0  ℃  

 

3. 結果と考察 

 

3-1. S-アルピンボランを開始剤とする空気雰囲気下で進行する St の重合  

 

一 般 的 な ラ ジ カ ル 重 合 に お い て は 、 空 気 中 の 酸 素 が バ イ ラ ジ カ ル と し て 働 き ラ ジ カ ル 連

鎖 移 動 剤 と な る こ と や 、 さ ら に は 酸 素 分 子 そ の も の が コ モ ノ マ ー と し て ポ リ マ ー 主 鎖 中 に

取 り 込 ま れ て 生 長 末 端 が 酸 素 中 心 ラ ジ カ ル と な り 、 重 合 を 禁 止 す る 場 合 が あ る こ と か ら 、

不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 下 で 実 施 す る 事 が 望 ま し い こ と は 広 く 知 ら れ て い る 。 た だ 例 外 と し て 、

先 に 述 べ た ト リ ア ル キ ル ボ ラ ン を ラ ジ カ ル 重 合 開 始 剤 と し て 使 用 す る 場 合 は 、 3 4 ) -  4 3 )  重 合

系 中 に 極 微 量 の 規 定 量 酸 素 を 添 加 し 、 そ の 酸 素 を 助 触 媒 と し て 働 か せ る と い う 、 数 少 な い

例 も 見 受 け ら れ る 。 こ れ に 対 し て 、 様 々 な ト リ ア ル キ ル ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 空 気 雰 囲 気

下 に お け る こ れ ま で の 定 説 と は 異 な る ユ ニ ー ク な 重 合 挙 動 を 、 著 者 は 長 年 検 討 し 順 次 報 告
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し て き た 。 7 3 ) - 1 0 4 )さ ら に 著 者 は 、 先 に 述 べ た よ う に

特 殊 な 有 機 ホ ウ 素 化 合 物 で あ る 9 - B B N に 着 目 し 、こ

の 空 気 雰 囲 気 下 に お け る そ れ ま で に な い 魅 力 的 な ラ

ジ カ ル 重 合 開 始 能 を も 明 ら か に し た 。5 1 ) - 6 9 )次 に 著 者

は そ の 派 生 研 究 と し て 、 9 - B B N の キ ラ ル 誘 導 体 の 一

種 で あ る R -ア ル ピ ン ボ ラ ン の 重 合 開 始 能 も 種 々 検

討 し て き た 。 1 0 5 ) - 1 1 4 )本 稿 で 取 り 上 げ て い る も う 一 つ

の 9 - B B N キ ラ ル 誘 導 体 で あ る S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に

つ い て も 、 そ の 空 気 雰 囲 気 下 に お け る ラ ジ カ ル 重 合

開 始 能 に つ い て も 基 礎 的 な 検 討 を 行 っ て き た 。 1 0 5 ) ,  

1 1 5 ) - 1 2 7 )  

こ こ で は 、 ま ず そ の 基 本 特 性 の 一 例 と し

て 、 F i g u r e  1 に は S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開

始 剤 と す る 空 気 雰 囲 気 下 4 0℃ に お け る

St の バ ル ク 重 合 の 結 果 を 示 し た 。こ の 重

合 は 速 や か に 進 行 す る こ と に 加 え 、 重 合

時 間 の 経 過 に 伴 い 生 成 ポ リ マ ー 分 子 量 が

そ の 分 子 量 分 布 を 一 定 に 保 っ た 状 態 で 、

増 加 す る 明 確 な 傾 向 が 観 察 さ れ た 。 現

時 点 で こ の 重 合 の 詳 し い 機 構 は 明 ら か

で は な い が 、空 気 中 の 酸 素 分 子 が S -ア

ル ピ ン ボ ラ ン の C - B 結 合 を 自 動 酸 化 し

て 過 酸 化 物 を 生 成 し 、 そ の 過 酸 化 物 の

熱 解 裂 で 発 生 す る ラ ジ カ ル 種 が 重 合 を

開 始 す る の に 加 え て 、 ホ ウ 素 原 子 を 含

む 酸 素 中 心 ラ ジ カ ル が 、 リ ビ ン グ 性 発

現 の 根 幹 と な る 生 長 末 端 ド ー マ ン ト 種

の 形 成 に 寄 与 し て い る と 推 定 し て い る 。 

い ず れ に し て も 、 こ れ は 空 気 雰 囲 気 下

温 和 な 重 合 条 件 下 で の リ ビ ン グ 性 発 現

 Aniline

NH2

CH2 CH BO

Scheme 2. Effect of Aniline on  the Polymerization of St 
Initiated with S-Alpine-Borane.
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を 示 唆 す る 典 型 的 な 例 で あ り 、 重 合 組 成 も 極 め て 単 純 で あ る こ と か ら 、 産 業 分 野 へ の 応 用

を 考 え た 場 合 非 常 に 魅 力 的 で あ る 。 次 に 、 こ の 重 合 の さ ら な る 効 果 的 な 制 御 法 を 考 え た 。

そ の 概 念 を S c h e m e 2 に 示 す 。こ こ で は 、ル イ ス 酸 と し て の S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 着 目 し 、適

度 な p K a 値 を 有 す る ル イ ス 塩 基 で あ る ア ニ リ ン ( p K a＝ 4 . 6 5 )を 配 位 さ せ る こ と に よ っ て 、開

始 反 応 は も ち ろ ん 推 定 さ れ る 生 長 末 端 ド ー マ ン ト 種 に 対 す る 反 応 活 性 の コ ン ト ロ ー ル を 試

み た 。 ち な み に 、 こ こ で ル イ ス 塩 基 と し て ア ニ リ ン を 選 択 し た の は 、 過 去 に ル イ ス 塩 基 と

し て p K a 値 の 大 き い ト リ エ チ ル ア ミ ン ( p K a＝ 1 0 . 7 2 )を 使 用 し た 際 に 、 重 合 反 応 が 大 幅 に 抑

制 さ れ た か ら で あ る 。 1 1 5 )具 体 的 な 実 験 例 と し て 、S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 空 気 雰

囲 気 下 6 0℃ に お け る S t の ジ オ キ サ ン 溶 液 重 合 に お い て 、 ア ニ リ ン を S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に

対 し て 3 倍 当 量 ・ 6 倍 当 量 ・ 9 倍 当 量 添 加 し た そ れ ぞ れ の タ イ ム コ ン バ ー ジ ョ ン カ ー ブ を

F i g u r e  2 に ま と め て 示 し た 。 ア ニ リ ン の 添 加 で 予 想 通 り 重 合 反 応 が 抑 制 さ れ る 明 確 な 傾 向

は 観 察 さ れ た が 、 ア ニ リ ン の 添 加 量 と 重 合 速 度 に 相 関 が 認 め ら れ な か っ た 。 こ れ は 、 重 合

溶 媒 と し て 使 用 し て い る ジ オ キ サ ン の 一 種 の 競 合 抑 制 効 果 で は な い か と 推 定 し て い る 。 つ

ま り 、 ジ オ キ サ ン 分 子 構 造 中 の 酸 素 原 子 ロ ー ン ペ ア が 、 S -ア ル ピ ン ボ ラ ン の ホ ウ 素 原 子 空

軌 道 に 配 位 す る こ と が 、 上 で 述 べ た ア ニ リ ン の S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 す る 配 位 と 競 合 し 、

そ れ ら の 影 響 で 反 応 機 構 が 複 雑 に な っ て い る か ら で あ る 。と は い う も の の 、ア ニ リ ン を S -

ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 し て 9 倍 当 量 添 加 し た 場 合 は 、 最 も 効 果 的 に 重 合 反 応 が 抑 制 さ れ る 傾

向 が 明 確 に 観 察 さ れ る 。 し か し な が ら 、 F i g u r e  3 に こ の 重 合 の タ イ ム コ ン バ ー ジ ョ ン に 合

わ せ た 生 成 ポ リ マ ー の 分 子 量 及 び そ の 分 子 量 分 布 を 一 緒 に 示 し た よ う に 、 生 成 ポ リ マ ー 分

子 量 が 重 合 時 間 の 経 過  

と と も に そ の 分 子 量 分 布 を 一 定 に 保 っ た 状 態 で 増 加 す る リ ビ ン グ 的 重 合 挙 動 が 観 察 さ れ た 。

こ の 傾 向 は よ り 具 体 的 に F i g u r e  4 に そ の G P C の 溶 出 曲 線 を 示 し た よ う に 、転 化 率 の 増 加 に

伴 い G P C の 溶 出 曲 線 が 明 確 に 高 分 子 側 に シ フ ト し て い る 。こ の リ ビ ン グ 的 傾 向 は 、ア ニ リ

ン を S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 し て 3 倍 当 量 ・ 6 倍 当 量 添 加 し た 場 合 も 同 様 で あ る 。 念 の た め

に 、 F i g u r e  5 に は ア ニ リ ン を S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 し て 3 倍 当 量 添 加 し た 場 合 の 重 合 の タ

イ ム コ ン バ ー ジ ョ ン と 生 成 ポ リ マ ー 分 子 量 ・ 分 子 量 分 布 を 示 し た 。  
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F i g u r e  3 と 比 較 す れ ば 酷 似 し て い る こ と が わ か

る 。 次 に 、 こ の リ ビ ン グ 性 の 発 現 と ア ニ リ ン の

添 加 の 因 果 関 係 を 更 に 深 く 検 討 し た 。 典 型 的 な

例 と し て 、T a b l e  1 に は S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始

剤 と す る 空 気 雰 囲 気 下 6 0℃ に お け る S t の バ ル

ク 重 合 や ト ル エ ン 溶 液 重 合 に お い て 、 ア ニ リ ン

を S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 し て 3 倍 当 量 添 加 し た

そ れ ぞ れ の タ イ ム コ ン バ ー ジ ョ ン と G PC の デ

ー タ を 一 緒 に 示 し た 。 先 に 示 し た ジ オ キ サ ン 溶

液 重 合 の 場 合 と は 対 照 的 に 、 重 合 時 間 と 生 成 ポ

リ マ ー 分 子 量 の 間 に 相 関 関 係 は 認 め ら れ な か っ

た 。 つ ま り 、 ア ニ リ ン の 添 加 の み で は リ ビ

ン グ 性 は 発 現 出 来 な い 。先 に 述 べ た よ う に 、

ジ オ キ サ ン と ア ニ リ ン そ れ ぞ れ の S -ア ル ピ

ン ボ ラ ン の 配 位 に 対 す る 競 合 抑 制 効 果 が 、

生 長 末 端 ド ー マ ン ト 種 の 安 定 性 に 影 響 を 与

え て い る こ と が 強 く 示 唆 さ れ た 。 と い う の

は 、 バ ル ク 重 合 の 場 合 は 自 明 で あ る が 、 ト

ル エ ン は 極 性 が 低 い こ と に 加 え そ の 分 子 構

造 か ら 考 え て 、 ジ オ キ サ ン 分 子 の よ う な エ

ー テ ル 酸 素 原 子 を 有 し な い こ と か ら 、 S -ア

ル ピ ン ボ ラ ン に 対 し て 配 位 す る こ と は 考 え

ら れ な い か ら で あ る 。 次 に 、 T a b l e  2 に は

S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 6 0℃ に お

け る St の T H F 溶 液 重 合 の 結 果 を 示 し た 。 T a b l e  2 か ら わ か る よ う に 、 こ の 重 合 は 空 気 雰 囲

気 下 で は 速 や か に 進 行 す る も の の 、 ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 で は 著 し く 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 H Q

の 重 合 抑 制 効 果 は わ ず か で は あ る も の の 、B H T を 添 加 す る こ と で 重 合 が 厳 し く 抑 制 さ れ る
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Table 1. Effect of Aniline on the Polymerization of St Initiated with S-Alpine-Borane 

Entry Solvent Time 
(hr) 

Conversion 
(%) 

c / c 

1a (Nil) 1 11.9 20000 2.28 
2a (Nil) 2 12.4 20900 2.24 
3a (Nil) 3 15.8 12400 3.55 
4a (Nil) 4 17.4 14100 3.49 
5b Toluene 1 7.2 20000 2.28 
6b Toluene 2 11.4 20900 2.28 
7b Toluene 3 12.8 12400 3.55 
8b Toluene 4 10.8 14100 3.49 

aSt 8.7 mmol, aniline 0.26 mmol, S-alpine-borane 0.087 mmol, under air, 60 ℃. 
bSt 4.3 mmol, aniline 0.13 mmol, S-alpine-borane 0.043 mmol, toluene 1.0 ml,  

under air, 60 ℃. 
cDtermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

こ と か ら 、 ラ ジ カ ル 機 構 で 重 合 反 応 が 進 行 す る

こ と が 示 唆 さ れ る 。 こ の こ と は 、 ア ル ゴ ン 雰 囲

気 下 の 重 合 で 得 ら れ た ポ リ マ ー が 低 い モ ノ マ ー

転 化 率 に も か か わ ら ず 生 成 ポ リ マ ー 分 子 量 が 大

き い 事 実 か ら も 裏 づ け ら れ る 。 つ ま り は 、 こ の

空 気 雰 囲 気 下 の 重 合 に お い て 、 酸 素 分 子 が ラ ジ

カ ル 連 鎖 移 動 剤 と し て も 働 い て い る こ と を 示 し

て い る 。 し か し 、 こ の 重 合 挙 動 は 通 常 の ラ ジ カ

ル 重 合 と は つ ぎ の 点 で 異 な る 。 先 に も 述 べ た と

お り 、 通 常 の ラ ジ カ ル 重 合 は 空 気 中 の 酸 素 分 子

バ イ ラ ジ カ ル が 重 合 を 抑 制 す る か ら で あ る 。 こ

の こ と は 、 脱 酸 素 雰 囲 気 と い う 重 合 条 件 が 大 き

な 障 害 に な る こ と が 多 々 あ る 側 面 を 考 え る と 、

ラ ジ カ ル 重 合 の 様 々 な 実 用 面 か ら 非 常 に 魅 力 的

で あ る 。 た だ し こ

の 場 合 は 、 T H F の

よ う な エ ー テ ル 酸

素 原 子 を 有 す る 分

子 構 造 を 持 つ 溶 媒

を 用 い て も 、 生 成

ポ リ マ ー 分 子 量 が

重 合 時 間 の 経 過 と

と も に 増 加 す る リ

ビ ン グ 的 重 合 挙 動

は み と め ら れ な か っ た 。 先 に 示 し た よ う な 、 比 較 的 低 温 に お け る バ ル ク 重 合 や ジ オ キ サ ン

溶 液 重 合 に お い て ル イ ス 塩 基 で あ る ア ニ リ ン を 添 加 し た 場 合 な ど 、 リ ビ ン グ 性 を 発 現 さ せ

る に は 特 定 の 重 合 条 件 が 必 要 で あ る 。こ こ で リ ビ ン グ 性 を 発 現 さ せ る 他 の 例 と し て 、T a b l e  

3 に は S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 空 気 雰 囲 気 下 6 0℃ に お け る 、S t の ジ オ キ サ ン と ベ

ン ゼ ン か 容 積 比 で 1 対 1 で 調 製 さ れ た 溶 媒 を 用 い た 溶 液 重 合 の 結 果 を 示 し た 。T a b l e  3 か ら 、

こ の 重 合 が 空 気 雰 囲 気 下 で 速 や か に 進 行 す る の に 加 え て 、 重 合 時 間 の 経 過 に 伴 い 生 成 ポ リ
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マ ー 分 子 量 が そ の 分 子 量 分 布 を 一 定 に 保 っ た 状 態 で 、 増 加 す る 傾 向 が 認 め ら れ る 。 そ の 生

デ ー タ と し て 、 F i g u r e  6 に 対 応 す る G P C の 溶 出 曲 線 を 示 し た 。 F i g u r e  6 か ら 明 確 に わ か る

の は 、 転 化 率 の 増 加 に 伴 い G P C の 溶 出 曲 線 が 高  

分 子 側 に シ フ ト し て い る こ と で あ る 。 こ こ で 示 し た 混 合 溶 媒 を 用 い た 例 は 、 溶 媒 の 極 性 を

コ ン ト ロ ー ル す る と い う 観 点 に 加 え て 、ジ オ キ サ ン の S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 す る 配 位 を コ

ン ト ロ ー ル す る と い う 狙 い が ベ ー ス に な っ て い る 。 繰 り 返 し に な る が 、 リ ビ ン グ 性 を 発 現

さ せ る 条 件 は 、 こ の よ う に 試 行 錯 誤 し て 一 つ 一 つ 見 出 し て き た 。 一 方 、 従 来 の ラ ジ カ ル 重

合 に お い て は 、 イ オ ン 重 合 と は 異 な り 生 長 末 端 の ラ ジ カ ル 種 そ の も の が 溶 媒 和 さ れ る こ と

が 考 え に く い た め 、 溶 媒 の 種 類 に よ っ て 重 合 挙 動 が 大 き く 変 化 す る こ と は あ ま り な い と 考

え ら れ て い る が 、 溶 媒 固 有 の ラ ジ カ ル 連 鎖 移 動 定 数 の 違 い に よ り 、 使 用 す る 溶 媒 の 種 類 で

生 成 し た ポ リ マ ー の 分 子 量 が 異 な る こ と は 容 易 に 想 像 で き る 。 こ の よ う な こ と も あ り 、 重

合 溶 媒 と し て 四 塩 化 炭 素 を 使 う こ と は 一 般 的 に は あ ま り な い も の の 、 四 塩 化 炭 素 の ラ ジ カ

ル 連 鎖 移 動 定 数 が 非 常 に 大 き い こ と に 注 目 し 重 合 機 構 の ラ ジ カ ル 反 応 性 を 改 め て 確 認 す る

た め に 重 合 溶 媒 と し て 使 用 し た 。 同 様 の 目 的 で ラ ジ カ ル 連 鎖 移 動 剤 と し て 知 ら れ る 1 - D T

の 添 加 効 果 に つ い て も 併 せ て 検 討 し た 。 こ の 結 果 は T a b l e  4 に ま と め て 示 し た 。 つ ま り 、

T a b l e  4 に は S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 空 気 雰 囲 気 下 6 0℃ に お け る St の 四 塩 化 炭 素

溶 液 重 合 の 結 果 及 び 、同 一 条 件 下 の St の バ ル ク 重 合 に お い て S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 し て 3

倍 当 量 の 1 - DT を 添 加 し た 重 合 結 果 を 併 せ て 示 し た 。 こ こ で 得 ら れ た 結 果 は 予 想 ど お り の

も の で あ っ た 。つ ま り 、1 - D T を 添 加 し た バ ル ク 重 合 に つ い て は 前 述 の F i g u r e  1 と の 比 較 に

な る が 、 重 合 反 応 が 抑 制 さ れ る と 同 時 に 生 成 物 は オ リ ゴ マ ー で あ っ た 。 四 塩 化 炭 素 溶 液 重

合 に つ い て は 前 述 の T a b l e  2 に 示 し た T H F 溶 液 重 合 と の 比 較 に な る が 、 重 合 反 応 は 抑 制 さ

れ 、 生 成 ポ リ マ ー の 分 子 量 は 減 少 し た 。 ま た 、 い ず れ の 場 合 も 、 モ ノ マ ー 転 化 率 が 大 き く

な る に し た が っ て 生 成 ポ リ マ ー 分 子 量 分 布 を ほ ぼ 一 定 に 保 っ た 状 態 で 生 成 ポ リ マ ー 分 子 量

が 増 大 す る と い う リ ビ ン グ 的 重 合 挙 動 は 認 め ら れ な か っ た 。 得 ら れ た 結 果 か ら は 、 こ の 重

合 が ラ ジ カ ル 機 構 で 進 行 し て い る こ と が 改 め て 強 く 示 唆 さ れ た 。 こ こ ま で の 実 験 で 、 汎 用

ビ ニ ル モ ノ マ ー で あ る St の 重 合 挙 動 に 注 目 し た が 、 言 う ま で も な く St の 重 合 化 合 物 で あ

る ポ リ ス チ レ ン は 全 世 界 で 毎 年 1 0 0 0 万 ト ン 以 上 が 生 産 さ れ て い る 現 代 人 間 生 活 に 欠 か せ

な い 物 質 と な っ て い る 。こ の S t の 重 合 方 法 に 関 し て 何 ら か の 進 展 が あ れ ば 、そ の イ ン パ ク

ト は 計 り 知 れ な い 。  
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Table 2. Effect of BHT and HQ on the Polymerization of St Initiated with S-Alpine- 
Borane in THFa 

Entry Time 
(hr) 

Atmosphere BHT 
(mmol)

HQ 
(mmol)

Conversion
(%) 

b / b 

1 1 Air (Nil) (Nil) 9.8 9100 1.30 
2 2 Air (Nil) (Nil) 11.8 11000 1.43 
3 3 Air (Nil) (Nil) 18.6 9900 1.38 
4 4 Air (Nil) (Nil) 21.8 10000 1.41 
5 4 Argon (Nil) (Nil) 4.5 29500 3.00 
6 1 Air (Nil) 0.13 9.4 10400 1.38 
7 2 Air (Nil) 0.13 10.4 11700 1.45 
8 3 Air (Nil) 0.13 15.2 12100 1.36 
9 4 Air (Nil) 0.13 19.7 11700 1.36 
10 4 Air 0.13 (Nil) 1.2 7000 1.41 

aSt 4.3 mmol, S-alpine-borane 0.043 mmol, THF 1.0 mmol, 60 ℃. 
bDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

 

Table 3. Polymerization of St Initiated with S-AlpineBoranea 

Entry Time 

(hr) 

Solventb Conversion 

(%) 

c / c 

1 1 Dioxane/Benzene 6.4 12700 1.45 

2 2 Dioxane/Benzene 11.8 13100 1.45 

3 3 Dioxane/Benzene 16.2 14600 1.45 

4 4 Dioxane/Benzene 18.1 15600 1.47 
aSt 4.3 mmol, S-alpine-borane 0.043 mmol, under air, 60 ℃. 
bSolvent 1.0 ml, dioxane:benzene=1:1 (vo1.;vo1.). 
cDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
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3-2. S-アルピンボランを開始剤とする空気雰囲気下で進行する MMA の重合 

 

次 に 著 者 が 取 り 上 げ た MMA は 、 世 界 年 間 生 産 量 2 0 0 万 ト ン 以 上 と 言 わ れ 、 そ の ホ モ ポ

リ マ ー で あ る ポ リ メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル の 原 料 で あ る の は も ち ろ ん 、 各 種 コ ポ リ マ ー の 構 成

成 分 と な っ て お り 、 こ れ ら の コ ポ リ マ ー は 幅 広 い 分 野 で 現 代 人 間 生 活 に 活 用 さ れ て い る 。

先 に 述 べ た こ の St の 重 合 方 法 と 同 様 に 、こ の M M A の 重 合 方 法 関 し て も 新 規 な 知 見 が 得 ら

れ れ ば 、 様 々 な 分 野 で そ の メ リ ッ ト は 大 き い 。 ま ず 初 め に 、 基 礎 的 な 重 合 挙 動 を 確 認 す る

意 味 で 、 T a b l e  5 に は S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 6 0℃ に お け る M M A の バ ル ク 重 合

の 結 果 を 示 し た 。T a b l e  5 か ら 、

こ の 重 合 が 空 気 雰 囲 気 下 で 速

や か に 進 行 す る も の の 、 ア ル

ゴ ン 雰 囲 気 下 で は 抑 制 さ れ る

明 確 な 傾 向 が わ か る 。   

さ ら に 、 こ の 空 気 雰 囲 気 下 の

重 合 に お い て は 、 S -ア ル ピ ン

ボ ラ ン に 対 し て そ れ ぞ れ 3 倍

当 量 の ラ ジ カ ル 連 鎖 移 動 剤 で

あ る 1 - D T や ラ ジ カ ル 重 合 禁

止 剤 で あ る B H T を 添 加 し た 場 合 は 、重 合 が 厳 し く 抑 制 さ れ る 傾 向 も 見 受 け ら れ る 。以 上 の

実 験 事 実 は 、先 に 述 べ た S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る St の 重 合 と 同 様 、こ の M M A の

重 合 反 応 が ラ ジ カ ル 機 構 で 進 行 す る こ と が 示 唆 さ れ る 。 た だ し 、 こ こ で 実 施 さ れ た よ う な

Table 5. Effect of 1-DT and BHT on the Polymerization of MMA Initiated  
with S-Alpine-Borane in Bulka 
Entry Time

(min)
Atmosphere 1-DT 

(mmol)
BHT 

(mmol)
Conversion 

(%) 
b / b

1 10 Air (Nil) (Nil) 16.5 18200 1.88 
2 20 Air (Nil) (Nil) 26.5 21200 3.67 
3 30 Air (Nil) (Nil) 33.1 21300 2.42 
4 60 Air (Nil) (Nil) 42.9 20900 1.48 
5 10 Argon (Nil) (Nil) 6.1 22700 1.99 
6 20 Argon (Nil) (Nil) 5.7 24700 2.25 
7 30 Argon (Nil) (Nil) 4.9 24700 2.18 
8 60 Argon (Nil) (Nil) 8.7 27100 2.67 
9 60 Air (Nil) 0.28 13.6 10400 1.56 

10 180 Air (Nil) 0.28 15.9 13600 3.61
11 240 Air (Nil) 0.28 17.1 30800 3.49 
12 60 Air 0.28 (Nil) 18.5  6600 1.31 
13 180 Air 0.28 (Nil) 21.4  8100 1.24 
14 240 Air 0.28 (Nil) 24.8  9100 1.19 

aMMA 9.4 mmol, S-alpine-borane 0.094 mmol, 60 ℃. 
bDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

Table 4. Effect of Radical Chain Transfer Agent on the Polymerization of St Initiated with S-Alpine-

Borane 

Entry 1-DT 

(mmol) 

CCl4 

(mmol) 

Conversion 

(%) 

c / c 

1a 0.26 (Nil) 6.9 2800 1.99 

2a 0.26 (Nil) 13.2 1600 1.54 

3a 0.26 (Nil) 13.8 1600 2.18 

4 a 0.26 (Nil) 14.4 1800 1.73 

5b (Nil) 10.5 7.6 6900 1.56 

6b (Nil) 10.5 11.3 5100 1.34 

7b (Nil) 10.5 12.5 5100 1.43 

8b (Nil) 10.5 15.6 5400 1.46 
aSt 8.7 mmol, S-alpine-borane 0.087 mmol, under air, 60 ℃. 
bSt 4.3 mmol, S-alpine-borane 0.043 mmol, under air, 60 ℃. 
cDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
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重 合 条 件 下 に お け る 空 気 雰 囲 気 下 の 重 合 で は 、 重 合 時 間 の 経 過 に 伴 う 生 成 ポ リ マ ー 分 子 量

の 増 大 と い う リ ビ ン グ 的 重 合 挙 動 は 認 め ら れ な か っ た 。 生 成 ポ リ マ ー 分 子 量 に 関 し て は 、

ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 の 重 合 で 得 ら れ た ポ リ マ ー の 分 子 量 が 空 気 雰 囲 気 下 の 重 合 で 得 ら れ た そ

れ よ り も 、 モ ノ マ ー 転 化 率 が 一 桁 小 さ い に も か か わ ら ず 大 き い こ と は 注 目 に 値 す る 。 こ の

こ と は 先 に も 少 し 述 べ た と お り 、 空 気 雰 囲 気 下 で の み 速 や か に こ の 重 合 が 進 行 す る の は 、

空 気 中 の 酸 素 分 子 が あ る 種 の 助 触 媒 に な っ て い る こ と が 強 く 示 唆 さ れ る 同 時 に 、 同 じ 酸 素

分 子 が 酸 素 バ イ ラ ジ カ ル と し て あ る 種 の ラ ジ カ ル 連 鎖 移 動 剤 的 な 役 割 を 果 た し て い る と 考

え る こ と が リ ー ズ ナ ブ ル で あ り 、こ の 観 点 か ら も S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 空 気 雰

囲 気 下 6 0℃ に お け る M M A の バ ル ク 重 合 が ラ ジ カ ル 機 構 で 進 行 す る こ と が 改 め て 示 唆 さ れ

る 。 さ て 、 個 々 の ラ ジ カ ル 重 合 反 応 の 固 有 の 特 徴 を 把 握 す る 意 味 で 、 重 合 系 の 温 度 や 圧 力

さ ら に は 光 の 影 響 な ど の 要 因 が 重 要 で あ る の に 加 え て 、 重 合 溶 媒 の 違 い に よ る 重 合 挙 動 の

変 化 に も 興 味 が 持 た れ る 。 と い う の も 、 ラ ジ カ ル 重 合 に お け る “ か ご 効 果 （ 又 は ケ ー ジ 効

果 ）” 1 2 8 ) ,  1 2 9 )を は じ め と す る 様 々 な 溶 媒 効 果 が 知 ら れ て い る も の の 、ラ ジ カ ル 重 合 の 溶 媒

効 果 に つ い て は 未 だ 明 ら か に な っ て い な い 部 分 も 多 い 。 そ こ で こ の 重 合 に お け る 溶 媒 効 果

を 確 か め る た め に 、 T a b l e  6 に は ジ オ キ サ ン・ T H F・ト ル エ ン・ベ ン ゼ ン を 溶 媒 に 用 い た 空

気 雰 囲 気 下 6 0  ℃ に お け る S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と し た M M A の 溶 液 重 合 に お け る 反

応 時 間 と モ ノ マ ー 転 化 率 の 関 係 及 び そ れ ぞ れ の 生 成 ポ リ マ ー の G P C デ ー タ を あ わ せ て 示

し た 。T a b l e  6 か ら は 次 の よ

う な こ と が わ か る 。つ ま り 、

ト ル エ ン 又 は ベ ン ゼ ン を 溶

媒 に 用 い た 場 合 は 、 ジ オ キ

サ ン 又 は T H F を 溶 媒 に 用

い た 場 合 よ り も 初 期 重 合 速

度 は 速 い も の の 、 後 半 で モ

ノ マ ー 転 嫁 率 が レ ベ ル オ フ

す る 傾 向 が 認 め ら れ る 。 こ

の 事 実 に 対 す る 明 確 な 原 因

は 不 明 で あ る が 、 ど の 溶 媒

も 非 プ ロ ト ン 性 の 溶 媒 で あ り 、ト ル エ ン・ベ ン ゼ ン・ジ オ キ サ ン が 低 極 性 で T H F が 中 極 性

で あ る こ と を 考 え る と 、単 純 に 溶 媒 極 性 の み の 観 点 か ら は 議 論 で き な い と 思 わ れ る 。一 方 、

Table 6. Effect of Solvent on the Polymerization of MMA Initiated with 
S-Alpine-Boranea 
Entry Time 

(min) 
Solventb Conversion 

(%) 
c / c 

1  30 Dioxane 19.3 16000 1.84 
2 60 Dioxane 33.3 25000 1.46
3  90 Dioxane 42.2 25000 1.59 
4 120 Dioxane 49.9 27000 1.46 
5  30 THF 14.4 22000 1.32 
6  60 THF 26.4 20000 1.30 
7  90 THF 38.9 19000 1.37 
8 120 THF 53.7 21000 1.32 
9  30 Toluene 20.8 23000 1.42 

10  60 Toluene 29.9 23000 1.45 
11  90 Toluene 36.3 24000 1.43 
12 120 Toluene 35.1 24000 1.38 
13  30 Benzene 21.9 23000 1.43 
14  60 Benzene 27.9 22000 1.52 
15  90 Benzene 38.4 24000 1.45 
16 120 Benzene 39.6 27000 1.42 

aMMA 4.7 mmol, S-alpine-borane 0.047 mmol, under air, 60 ℃. 
bSolvent 1.0 ml. 
cDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 
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溶 媒 の 分 子 構 造 か ら 考 え る と ジ オ キ サ ン 及 び T H F は 、そ れ ら 分 子 構 造 中 に エ ー テ ル 酸 素 原

子 を 有 す る た め 、局 部 的 に は 酸 素 原 子 の 部 分 で 極 性 が あ る と い う こ と も で き る の に 加 え て 、

酸 素 原 子 ロ ー ン ペ ア が S -ア ル ピ ン ボ ラ ン 分 子 構 造 中 の ホ ウ 素 原 子 に 配 位 す る こ と は 容 易 に

推 定 さ れ る 。 残 念 な が ら 、 こ こ で 与 え ら れ た 重 合 条 件 下 で は 、 重 合 時 間 の 経 過 に 伴 う モ ノ

マ ー 転 嫁 率 の 増 大 傾 向 は 認 め ら れ る も の の 、 生 成 ポ リ マ ー 分 子 量 の 増 大 と い う リ ビ ン グ 的

重 合 挙 動 は 認 め ら れ な か っ た 。 と は い う も の の 、 先 に も 述 べ た よ う に 空 気 中 の 酸 素 分 子 が

助 触 媒 的 な 役 割 を 果 た す と 同 時 に 、 ラ ジ カ ル 連 鎖 移 動 剤 的 な 役 割 も 果 た す こ と も 考 慮 す る

と 、 こ の 重 合 反 応 の 停 止 反 応 機 構 は 複 雑 で あ る 。 た だ 、 こ こ で 得 ら れ た 実 験 結 果 は 、 溶 媒

で あ る ジ オ キ サ ン 及 び T H F の 生 長 末 端 安 定 性 へ の 寄 与 が 強 く 示 唆 さ れ る も の で あ っ た 。と

こ ろ で 生 長 末 端 の 安 定 化 と い う 意 味 に お い て は 、 重 合 温 度 を 下 げ る こ と が 望 ま し い 。 そ こ

で T a b l e  7 に は S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 空 気 雰 囲 気 下 3 0℃ に お け る M MA の バ ル

ク 重 合 の 結 果 を 示 し た 。 同 一 条 件 下 の 6 0℃ に お け る バ ル ク 重 合 の 結 果 を 示 し た T a b l e  5 に

示 さ れ た デ ー タ と 比 較 す る と 、 3 0℃ に お け る 重 合 で は 重 合 速 度 が 大 幅 に 遅 く な っ た こ と が

わ か る 。こ れ は 、現 在 広 く 用 い ら れ て い る ア ゾ 化 合 物 で あ る 2 , 2 ' -ア ゾ ビ ス ブ チ ロ ニ ト リ ル

や ， 過 酸 化 物 で あ る 過 酸 化 ベ ン ゾ イ ル な ど の 熱 重 合 開 始 剤 を 用 い た 場 合 に 観 察 さ れ る 現 象

と 同 一 で あ る 。 た だ し 、 生 長 末 端 安 定 化 と い う 観 点 か ら は 、 3 0℃ に お け る 重 合 に お け る モ

ノ マ ー 転 嫁 率 の レ ベ ル オ フ 現 象 が 認 め ら れ な い こ と か ら 、 6 0℃ に お け る 重 合 よ り は 生 長 末

端 が 安 定 し て い る こ と が 推 察 で き る 。 し か し な が ら 、 生 長 末 端 の 適 度 な 安 定 化 、 つ ま り は

ド ー マ ン ト 種 の 形 成 に よ る リ ビ ン グ 性 の 発 現 と い う 観 点 か ら は 、 重 合 時 間 の 経 過 に 伴 う 生

成 ポ リ マ ー 分 子 量 の 増 大 と い う リ ビ ン グ 重 合 特 異 な 挙 動 は 認 め ら れ な か っ た 。 得 ら れ た 結

果 か ら 、 重 合 温 度 の み で リ ビ ン グ 性 を 発 現 さ せ る こ と は 容 易 で は な い こ と が 示 唆 さ れ た 。

そ こ で 、前 述 の S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る St の 重 合 を 試 み た 際 に 着 目 し た ル イ ス 塩

基 の 影 響 に つ い て 次 に 検 討 し た 。換 言 す る な ら ば 、ル イ ス 酸 で あ る S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に ル

イ ス 塩 基 で あ る 各 種 ア ミ ン を 配 位 さ せ る こ と に よ っ て 、 生 長 末 端 ラ ジ カ ル の 反 応 活 性 の コ

ン ト ロ ー ル を 試 み た 。 こ の よ う な ア イ デ ィ ア の ベ ー ス に は 、 あ る 種 の ア ル キ ル ボ ラ ン が 空

気 中 で は 安 定 的 に 存 在 す る こ と が 出 来 ず 自 己 発 火 し て し ま う た め 、 重 合 開 始 剤 と し て そ れ

ら を 用 い る 場 合 、ル イ ス 酸 で あ る ア ル キ ル ボ ラ ン に ル イ ス 塩 基 で あ る ア ミ ン を 配 位 さ せ て 、

適 度 に 安 定 化 さ せ て 使 用 し て い る 場 合 の あ る こ と が 知 ら れ て い る か ら で あ る 。1 3 0 )具 体 的 に

は 、 T a b l e  8 に S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 と す る 空 気 雰 囲 気 下 6 0℃ に お け る M M A の バ ル

ク 重 合 に お い て 、 S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対 し て 3 倍 当 量 の p -ク ロ ロ ア ニ リ ン ・ ア ニ リ ン ・ p -
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ト ル イ ジ ン ・ p -ア ニ シ ジ ン ・ ピ リ ジ ン ・ ト リ エ チ ル ア ミ ン を 添 加 し た 場 合 の モ ノ マ ー 転 化

率 に つ い て 示 し た 。ア ミ ン の 塩 基 性 の 尺 度 で あ る p K a 値 が 大 き く な る に し た が い 、重 合 反

応 の 抑 制 さ れ る こ と が 予 想 さ れ た が 、T a b l e  8 か ら は 次 の こ と が わ か っ た 。つ ま り 、各 種 ア

ミ ン の 添 加 で こ の 重 合 は 効 果 的 に 抑 制 さ れ た が 、各 種 ア ミ ン の p K a 値 と モ ノ マ ー 転 化 率 に

相 関 は 認 め ら れ な か っ た 。特 筆 す べ き は p K a 値 の 極 め て 大 き い ト リ エ チ ル ア ミ ン を 添 加 し

て も 、こ の 中 で は p K a 値 の 最 も 小 さ い p -ク ロ ロ ア ニ リ ン を 添 加 し た 場 合 よ り も 重 合 が 進 行

し た こ と で あ る 。 こ れ は 、 S -ア ル ピ ン ボ ラ ン の 分 子 構 造 と 各 種 ア ミ ン の 分 子 構 造 も 踏 ま え

再 検 討 を 要 し 、 現 在 引 き 続 き 検 討 中 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

Table 7. Polymerization of MMA Initiated with S-Alpine-Borane in Bulka 

Entry Time 

(min) 

Conversion 

(%) 

b / b 

1 60 9.5 16500 1.34 

2 120 15.0 18700 1.59 

3 180 19.2 18500 1.70 

4 240 31.8 23800 1.89 
aMMA 9.4 mmol, S-alpine-borane 0.094 mmol, under air, 30 ℃. 
bDetermined by GPC with standard polystyrenes (eluent:THF). 

 

Table 8. Effect of Amines on the Polymerization of MMA Initiated with 
S-Alpine-Borane in Bulka 

Entry Time 
(hr) 

Amineb pKa Conversion 
(%) 

1 1 (Nil) ―― 42.9 
2 2 p-Chloroaniline 4.00 16.4 
3 2 Aniline 4.65 25.0 
4 2 p-Toluidine 5.08 19.1 
5 2 p-Anisidine 5.31 21.1 
6 2 Pyridine 5.42 23.8
7 2 Triethylamine 10.72 18.6

aMMA 9.4 mmol, S-alpine-borane 0.094 mmol, under air, 60 ℃. 
b0.28 mmol. 
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4. 総括  

 

 ラ ジ カ ル 重 合 法 は 工 業 的 に ポ リ マ ー を 合 成 す る の に 、 古 く か ら そ し て 最 も 広 く 用 い ら れ

て い る も の の 、 こ の 重 合 法 の 欠 点 と し て 重 合 反 応 の 制 御 が 困 難 な こ と が あ げ ら れ る 。 こ の

欠 点 を カ バ ー で き る 新 た な 重 合 法 と し て 、 リ ビ ン グ ラ ジ カ ル 重 合 が 世 界 中 で 研 究 さ れ 、 多

く の 研 究 成 果 が 報 告 さ れ 続 け て い る 。 こ の よ う な 背 景 の 下 、 当 研 究 室 で は 、 グ リ ー ン ケ ミ

ス ト リ ー の 概 念 を 意 識 し な が ら 、 よ り シ ン プ ル な 原 料 組 成 と 重 合 条 件 下 で 進 行 す る 新 規 な

リ ビ ン グ ラ ジ カ ル 重 合 法 の 研 究 を 行 っ て い る 。 換 言 す れ ば 、 ど の よ う な 化 学 反 応 で あ れ 実

用 的 観 点 か ら 見 る と 複 雑 で あ る こ と は “ 百 害 あ っ て 一 利 な し ” で あ る こ と は 言 う ま で も な

い 。 そ こ で 本 研 究 に お い て は そ の 一 環 と し て 、 S -ア ル ピ ン ボ ラ ン を 開 始 剤 に 用 い 、 汎 用 ビ

ニ ル モ ノ マ ー で あ る St 及 び M M A の 重 合 に つ い て 詳 し く 検 討 し た 。そ の 結 果 、 S -ア ル ピ ン

ボ ラ ン が 空 気 雰 囲 気 下 に お い て 、 こ れ ら ビ ニ ル モ ノ マ ー に 対 し て ラ ジ カ ル 重 合 開 始 能 を 有

す る こ と が 強 く 示 唆 さ れ る と 同 時 に 、一 定 の 条 件 下 に お け る St の 重 合 で リ ビ ン グ 的 重 合 挙

動 が 確 認 で き た 。 こ の 明 確 な 重 合 機 構 は 現 在 不 明 で は あ る も の の 、 S -ア ル ピ ン ボ ラ ン に 対

し て 空 気 中 の 酸 素 分 子 が 反 応 し て 過 酸 化 物 が 生 成 し そ の 熱 解 裂 で 発 生 す る ラ ジ カ ル 種 が 重

合 を 開 始 す る の に 加 え て 、 ホ ウ 素 原 子 を 含 む 酸 素 中 心 ラ ジ カ ル が 生 長 末 端 ド ー マ ン ト 種 を

形 成 し て い る と 推 定 し て い る 。 い づ れ に し て も 、 空 気 雰 囲 気 下 で 進 行 す る リ ビ ン グ ラ ジ カ

ル 重 合 法 の 報 告 例 は 本 研 究 室 以 外 に は 見 あ た ら な い 。 本 研 究 で 見 出 し た 単 純 な 原 料 組 成 で

空 気 雰 囲 気 下 温 和 な 反 応 温 度 で 進 行 す る 特 殊 な ラ ジ カ ル 重 合 法 は 、 そ の リ ビ ン グ 的 な 重 合

挙 動 も 考 慮 す る と 、 新 規 ポ リ マ ー の 合 成 や 既 存 ポ リ マ ー 生 産 工 程 の 改 善 な ど 、 様 々 な 産 業

分 野 に 多 く の 応 用 の 可 能 性 及 び 潜 在 用 途 が あ る と 考 え ら れ 、 今 後 、 実 用 的 展 開 を 目 指 す 考

え で あ る 。  
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( 2 0 0 1 )  7 5 .  

5 5   菅 野 修 一 ,  秋 元 高 子 ,  第 5 0回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  5 0  ( 2 0 0 1 )  1 0 8 .／ 大 阪 国 際 会

議 場  (大 阪 市 北 区 ) .  

5 6   菅 野 修 一 ,  三 瓶 俊 夫 ,  秋 元 高 子 ,  2 0 0 1高 分 子 学 会 東 北 支 部 研 究 発 表 会 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 1 )  4 9 .

／ 東 北 学 院 同 窓 会 館  (仙 台 市 青 葉 区 ) .  

5 7   K a n n o ,  S . ,  東 北 生 活 文 化 大 学 三 島 学 園 女 子 短 期 大 学 紀 要 ,  3 3  ( 2 0 0 2 )  1 0 1 .  

5 8   菅 野 修 一 ,  秋 元 高 子 ,  第 5 1回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  5 1  ( 2 0 0 2 )  3 5 9 .／ パ シ フ ィ コ

横 浜 (横 浜 市 西 区 ) .  

5 9   菅 野 修 一 ,  第 5 1回 高 分 子 討 論 会 予 稿 集 ,  5 1  ( 2 0 0 2 ) 1 5 6 4 .／ 九 州 工 業 大 学 戸 畑 キ ャ ン パ ス

(北 九 州 市 戸 畑 区 ) .  

6 0   菅 野 修 一 ,  秋 元 高 子 ,  丸 山 盛 太 郎 ,  小 林 睦 美 ,  2 0 0 2高 分 子 学 会 東 北 支 部 研 究 発 表 会 予 稿

集 ,  ( 2 0 0 2 ) A 2 3 .／ 東 北 大 学 多 元 物 質 科 学 研 究 所  (仙 台 市 青 葉 区 ) .  

6 1   菅 野 修 一 ,  月 刊 フ ァ イ ン ケ ミ カ ル ;シ ー エ ム シ ー 出 版 ,  V o l 3 4  N o . 1 1  ( 2 0 0 5 )  4 2 .  

6 2   菅 野 修 一 ,  第 5 8回 高 分 子 討 論 会 予 稿 集 ,  5 8巻 2号  ( 2 0 0 9 )  2 3 1 5 .／ 熊 本 大 学 黒 髪 キ ャ ン パ

ス  (熊 本 市 黒 髪 2丁 目 3 9番 1号 ) .  

6 3   K a n n o ,  S .  &  S u d a ,  A . ,  東 北 生 活 文 化 大 学 紀 要 ,  4 3  ( 2 0 1 2 )  8 3 .  

6 4   K a n n o ,  S . ,  B a l t i c  P o l y m e r  S y m p o s i u m  2 0 1 3  P R O G R A M M E  A N D  A B S T R A C TS ,  ( 2 0 1 3 )  3 6 .／

( T r a s a l i s  R e s o r t  ＆  S PA  /  T r a k a i ,  L i t h u a n i a ) .  

6 5   K a n n o ,  S . ,  I M E  B OR ON  X V  P ro g ra m me  a n d  A b s t r e a c t s ,  ( 2 0 1 4 )  1 1 7 .／ ( C T U i n  P r a g u e  

Fa c u l t y  o f  M e c h a n i c a l  E n g i n e e r i n g /  P r a h a ,  C z e c h  R e p u b l i c ) .  

6 6   K a n n o ,  S . ,  B O O K  O F  A B S TR A C TS  t h e  1 8 t h  I U P A C  I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m  o n  

O r g a n o m e t a l l i c  C h e mi s t r y  D i r e c t e d  

    T o w a r d s  O r g a n i c  S y n t h e s i s ,  ( 2 0 1 5 )  9 6 .／ ( H o t e l  Me l i á  S i t g e s  /  B a r c e l o n a ,  Sp a i n ) .   

6 7   菅 野 修 一 ,  日 本 国 特 許 ;  第 3 6 9 2 9 3 4号 .  

6 8   菅 野 修 一 ,  日 本 国 特 許 ;  第 4 4 4 5 1 8 8号 .  
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6 9   菅 野 修 一 ,  日 本 国 特 許 ;  第 4 0 6 9 0 0 6号 .  

7 0   村 木 孝 仁 ,  天 羽 悟 ,  師 岡 寿 至 ,  香 川 博 之 ,  相 馬 健 一 ,  ネ ッ ト ワ ー ク ポ リ マ ー ,  V o l  3 4  

N o . 4  ( 2 0 1 3 )  1 7 8 .  

7 1   梶 原 ゆ り ,  村 木 孝 仁 ,  ネ ッ ト ワ ー ク ポ リ マ ー ,  V o l  3 5  N o . 4  ( 2 0 1 4 )  1 6 1 .  

7 2   布 重 純 ,  梶 原 ゆ り ,  村 木 孝 仁 ,  ネ ッ ト ワ ー ク ポ リ マ ー ,  V o l  3 6  N o . 4  ( 2 0 1 5 )  1 9 2 .  

7 3   K a n n o ,  S .  &  D e n d o ,  M . ,東 北 生 活 文 化 大 学 三 島 学 園 女 子 短 期 大 学 紀 要 ,  3 0 ( 1 9 9 9 )  3 7 .  

7 4   K a n n o ,  S . ,  東 北 生 活 文 化 大 学 三 島 学 園 女 子 短 期 大 学 紀 要 ,  3 4  ( 2 0 0 3 )  6 9 .  

7 5   菅 野 修 一 ,  第 5 2 回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  5 2  ( 2 0 0 3 )  1 8 7 .／ 名 古 屋 国 際 会 議 場  (名

古 屋 市 熱 田 区 ) .  

7 6   菅 野 修 一 ,  第 5 2 回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  5 2  ( 2 0 0 3 )  1 8 8 .／ 名 古 屋 国 際 会 議 場  (名

古 屋 市 熱 田 区 ) .  

7 7   菅 野 修 一 ,  第 5 2 回 高 分 子 討 論 会 予 稿 集 ,  5 2  ( 2 0 0 3 )  1 2 5 6 .／ 山 口 大 学 吉 田 キ ャ ン パ ス  

(山 口 市 大 字 吉 田 ) .  

7 8   菅 野 修 一 ,  川 奈 誠 和 ,  平 成 1 5 年 度 化 学 系 9 学 協 会 連 合 東 北 地 方 大 会 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 3 ) 9 0 .

／ 福 島 県 立 医 科 大 学 (福 市 光 が 丘 ) .  

7 9   菅 野 修 一 ,  2 0 0 3 高 分 子 学 会 東 北 支 部 研 究 発 表 会 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 3 ) 2 6 .／ 山 形 大 学 工 学 部 (米

沢 市 城 南 ) .  

8 0   菅 野 修 一 ,  日 本 化 学 会 第 8 5 春 季 年 会 ( 2 0 0 5 )講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 5 ) 1 4 3 6 .／ 神 奈 川 大 学 横 浜

キ ャ ン パ ス  (横 浜 市 神 奈 川 区 六 角 橋 ) .  

8 1   菅 野 修 一 ,  接 着 ;高 分 子 刊 行 会 ,  V o l . 5 0  N o . 4  ( 2 0 0 6 )  1 6 7 .  

8 2   菅 野 修 一 ,  第 5 6 回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  5 6  ( 2 0 0 7 )  1 3 1 .／ 国 立 京 都 国 際 会 館  (京

都 市 左 京 区 宝 ヶ 池 ) .  

8 3   菅 野 修 一 ,  第 5 6 回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  5 6  ( 2 0 0 7 )  1 3 2 .／ 国 立 京 都 国 際 会 館  (京

都 市 左 京 区 宝 ヶ 池 ) .  

8 4   菅 野 修 一 ,  第 5 6 回 高 分 子 討 論 会 予 稿 集 ,  5 6  ( 2 0 0 7 )  2 4 4 9 .／ 名 古 屋 工 業 大 学  (名 古 屋 市

昭 和 区 御 器 所 町 ) .  

8 5   菅 野 修 一 ,  平 成 1 9 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 7 )  2 3 3 .／ 山 形 大 学 小 白

川 キ ャ ン パ ス  (山 形 市 小 白 川 町 1 - 4 - 1 2 ) .  

8 6   菅 野 修 一 ,  平 成 1 9 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 7 )  2 3 3 .／ 山 形 大 学 小 白

川 キ ャ ン パ ス  (山 形 市 小 白 川 町 1 - 4 - 1 2 ) .  

8 7   菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 (秋 季 研 究 発 表 会 ) ,  6 2 - 3  ( 2 0 0 7 )  1 6 6 .／ 京 都 工 芸 繊 維 大 学  (京

都 市 左 京 区 橋 上 町 1 ) .  

8 8   菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 (秋 季 研 究 発 表 会 ) ,  6 2 - 3  ( 2 0 0 7 )  1 6 7 .／ 京 都 工 芸 繊 維 大 学  (京

都 市 左 京 区 橋 上 町 1 ) .  

8 9   菅 野 修 一 ,  佐 々 木 恵 一 ,  日 本 化 学 会 第 8 8 春 季 年 会 ( 2 0 0 8 )講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 8 ) 1 4 9 7 .／ 立

教 大 学 池 袋 キ ャ ン パ ス  (東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 ) .  
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9 0   菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 2 0 0 8 ,  6 3 巻 1 号 ・ 2 号  ( 2 0 0 8 )  4 3 1 .／ タ ワ ー ホ ー ル 船 堀  (東

京 都 江 戸 川 区 船 堀 4 - 1 - 1  ) .  

9 1   菅 野 修 一 ,  平 成 2 3 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 1 1 )  1 2 8 .／ 東 北 大 学 川 内

北 キ ャ ン パ ス  (仙 台 市 青 葉 区 川 内 4 1 ) .  

9 2   菅 野 修 一 ,  平 成 2 3 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 1 1 )  1 2 8 .／ 東 北 大 学 川 内

北 キ ャ ン パ ス  (仙 台 市 青 葉 区 川 内 4 1 ) .  

9 3   菅 野 修 一 ,  平 成 2 3 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 1 1 )  1 2 8 .／ 東 北 大 学 川 内

北 キ ャ ン パ ス  (仙 台 市 青 葉 区 川 内 4 1 ) .  

9 4   菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 2 0 1 2 ,  6 7 巻 1 号  ( 2 0 1 2 )  3 1 3 .／ タ ワ ー ホ ー ル 船 堀  (東 京 都 江

戸 川 区 船 堀 4 - 1 - 1  ) .  

9 5   菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 2 0 1 2 ,  6 7 巻 1 号  ( 2 0 1 2 )  3 1 4 .／ タ ワ ー ホ ー ル 船 堀  (東 京 都 江

戸 川 区 船 堀 4 - 1 - 1  ) .  

9 6   菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 2 0 1 3 ,  6 8 巻 1 号  ( 2 0 1 3 )  1 P A0 3 .／ タ ワ ー ホ ー ル 船 堀 (東 京 都

江 戸 川 区 船 堀 4 - 1 - 1 ) .  

9 7   菅 野 修 一 ,  平 成 2 5 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 及 び 日 本 化 学 会 東 北 支 部 7 0

周 年 記 念 国 際 会 議 ,  ( 2 0 1 3 )  3 8 6 .／ 東 北 大 学 川 内 北 キ ャ ン パ ス ・ 萩 ホ ー ル  (仙 台 市 青 葉 区

川 内 4 1 ) .  

9 8   菅 野 修 一 ,  平 成 2 5 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 及 び 日 本 化 学 会 東 北 支 部 7 0

周 年 記 念 国 際 会 議 ,  ( 2 0 1 3 )  3 8 7 .／ 東 北 大 学 川 内 北 キ ャ ン パ ス ・ 萩 ホ ー ル  (仙 台 市 青 葉 区

川 内 4 1 ) .  

9 9   菅 野 修 一 ,  平 成 2 6 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 1 4 )  1 2 2 .／ 山 形 大 学 米 沢

キ ャ ン パ ス  (米 沢 市 城 南 4 丁 目 3 - 1 6 ) .  

1 0 0  菅 野 修 一 ,  第 6 4 回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  6 4 巻 1 号  ( 2 0 1 5 )  3 P b 0 0 8 .／ 札 幌 コ ン ベ

ン シ ョ ン セ ン タ ー (札 幌 市 白 石 区 東 札 幌 6 条 1 丁 目 1 - 1 ) .  

1 0 1  菅 野 修 一 ,  平 成 2 7 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 1 5 )  1 7 5 .／ 弘 前 大 学 文 京

キ ャ ン パ ス  (弘 前 市 文 京 町 ) .  

1 0 2  菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 2 0 1 5 ,  70 巻 2 号  (秋 季 研 究 発 表 会 )  ( 2 0 1 5 )  1 0 7 .／ 京 都 工 芸 繊

維 大 学  (京 都 府 京 都 市 左 京 区 松 ケ 崎 御 所 海 道 町 ) .  

1 0 3  菅 野 修 一 ,  平 成 2 8 年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 1 6 )  1 1 4 .／ い わ き 明 星 大

学 (福 島 県 い わ き 市 ) .  

1 0 4  菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 2 0 1 6 ,  7 1 巻 2 号  (秋 季 研 究 発 表 会 )  9 5 .／ 山 形 大 学 工 学 部 (山

形 県 米 沢 市 城 南 4 丁 目 3 - 1 6 ) .  

1 0 5  K a n n o ,  S . ,  東 北 生 活 文 化 大 学 紀 要 ,  3 5  ( 2 0 0 4 )  6 5 .  

1 0 6  菅 野 修 一 ,  月 刊 フ ァ イ ン ケ ミ カ ル ;シ ー エ ム シ ー 出 版 ,  V o l 3 4  N o . 1 2  ( 2 0 0 5 )  3 4 .  
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1 0 7  菅 野 修 一 ,  第 5 3回 高 分 子 討 論 会 予 稿 集 ,  5 3  ( 2 0 0 4 ) 2 6 9 5 .／ 北 海 道 大 学 高 等 教 育 機 能 開 発

総 合 セ ン タ ー  (札 幌 市 北 区 ) .  

1 0 8  菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 (秋 季 研 究 発 表 会 ) ,  6 6巻 2号  ( 2 0 1 1 )  1 2 8 .／ 徳 島 文 理 大 学 香 川

キ ャ ン パ ス  (香 川 市 ) .  

1 0 9  菅 野 修 一 ,  平 成 2 4年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,   ( 2 0 1 2 )  1 8 1 .／ 秋 田 大 学 手 形

キ ャ ン パ ス (秋 田 市 手 形 学 園 町 )  .  

1 1 0  菅 野 修 一 ,  第 6 2回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  6 2巻 1号  ( 2 0 1 3 )  3 3 2 .／ 京 都 国 際 会 館 (京

都 市 左 京 区 宝 ヶ 池 ) .  

1 1 1  菅 野 修 一 ,  繊 維 学 会 予 稿 集 2 0 1 4 ,  69巻 1号  (年 次 大 会 )  ( 2 0 1 4 )  1 P 1 0 1 .／ タ ワ ー ホ ー ル 船

堀 (東 京 都 江 戸 川 区 船 堀 4 - 1 - 1 ) .  

1 1 2  菅 野 修 一 ,  第 6 4回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  6 4巻 1号  ( 2 0 1 5 )  3 Pa 0 0 5 .／ 札 幌 コ ン ベ ン

シ ョ ン セ ン タ ー (札 幌 市 白 石 区 東 札 幌 6条 1丁 目 1 - 1 )  .  

1 1 3  菅 野 修 一 ,  第 6 5回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  6 5巻 1号  ( 2 0 1 6 )  3 Pd 0 0 4 .／ 神 戸 国 際 展 示

場 (神 戸 市 中 央 区 港 島 中 町 6 - 9 - 1 ) .  

1 1 4  菅 野 修 一 ,  平 成 2 9年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 1 7 )  1 6 7 .／ 岩 手 大 学 (岩 手

県 盛 岡 市 上 田 4 - 3 - 5 ) .  

1 1 5  K a n n o ,  S .  &  S u d a ,  A . ,  東 北 生 活 文 化 大 学 紀 要 ,  4 0  ( 2 0 0 9 )  7 7 .  

1 1 6  菅 野 修 一 ,  第 5 3回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  5 3  ( 2 0 0 4 )  4 6 6 .／ 神 戸 国 際 会 議 場  (神 戸

市 中 央 区 ) .  

1 1 7  菅 野 修 一 ,  町 田 将 大 ,  平 成 1 6年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 4 )  2 4 6 .／ 岩 手 大 学

工 学 部  (盛 岡 市 上 田 ) .  

1 1 8  菅 野 修 一 ,  2 0 0 4高 分 子 学 会 東 北 支 部 研 究 発 表 会 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 4 ) 1 9 .  ／ 伝 国 の 杜 ・ 置 賜 文

化 ホ ー ル (米 沢 市 丸 の 内 ) .  

1 1 9  菅 野 修 一 ,  第 5 7回 高 分 子 学 会 年 次 大 会 予 稿 集 ,  5 7  ( 2 0 0 8 )  4 3 7 .／ パ シ フ ィ コ 横 浜  (横 浜

市 西 区 み な と み ら い 1 - 1 - 1 ) .  

1 2 0  菅 野 修 一 ,  平 成 2 0年 度 化 学 系 学 協 会 東 北 大 会 講 演 予 稿 集 ,  ( 2 0 0 8 )  2 0 5 .／ 八 戸 工 業 大 学  
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 *東北生活文化大学 講師 

衛生管理意識を高める調理学実習の試み  
―実践報告―  

 

深澤律子 *  

 

１. 目的  

近 年 、 学 校 給 食 や 学 校 現 場 の 調 理 実 習 な ど で 、 ノ ロ ウ イ ル ス 食 中 毒 、 腸 管 出 血 性 大 腸 菌

感 染 症 、 カ ン ピ ロ バ ク タ ー 食 中 毒 等 の 事 例 が 報 告 さ れ て い る 。  

平 成 2 7 年 8 月 に 栄 養 改 善 学 会 が 提 案 し た 「 管 理 栄 養 士 養 成 課 程 に お け る モ デ ル コ ア カ

リ キ ュ ラ ム 2 0 1 5」は 、学 生 が「 食 品・食 事 の 安 全・衛 生 管 理 の 項 目 に 家 庭 に お け る 食 品 の

衛 生 管 理 の 基 本 に つ い て 説 明 で き る こ と 」を 目 標 に 掲 げ て い る 1 ） 。こ れ は「 家 庭 に お け る

食 品 の 衛 生 管 理 」 に つ い て 述 べ た も の だ が 、 管 理 栄 養 士 は 大 量 調 理 施 設 に 就 業 す る こ と も

多 く 、平 成 2 9 年 6 月 に 改 正 さ れ た 厚 生 労 働 省「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」は 、大

量 調 理 施 設 の み な ら ず 中 小 規 模 の 調 理 施 設 等 に お い て も 毎 日 の 調 理 従 事 者 の 健 康 状 態 の 確

認 お よ び 記 録 の 実 施 等 に つ い て 徹 底 す る よ う 求 め て い る 2 ） 。 ま た 、 平 成 2 9 年 3 月 の 文 部

科 学 省 『 中 学 校 学 習 指 導 要 領 』 第 8 節 「 技 術 ・ 家 庭 」 第 3「 指 導 計 画 の 作 成 と 内 容 の 取 り

扱 い 」 で も 、 「 実 習 の 指 導 に 当 た っ て は 、 施 設 ・ 設 備 の 安 全 管 理 に 配 慮 し 、 学 習 環 境 を 整

備 す る と と も に 、 火 気 、 用 具 、 材 料 な ど の 取 扱 い に 注 意 し て 事 故 防 止 の 指 導 を 徹 底 し 、 安

全 と 衛 生 に 十 分 留 意 す る も の と す る 。 」 と 記 さ れ て い る 3 ） 。  

管 理 栄 養 士 養 成 校 で 学 ぶ 学 生 は も と よ り 、 家 庭 科 教 諭 を 目 指 し て い る 学 生 た ち に と っ て

も 「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 に 示 さ れ て い る 衛 生 管 理 事 項 を 理 解 し 、 普 段 か ら

調 理 従 事 者 の 体 調 管 理 の 把 握 と 衛 生 に 配 慮 し た 調 理 操 作 や ス キ ル を 身 に つ け さ せ る 必 要 が

あ る 。 以 上 の こ と か ら 、 特 に 衛 生 管 理 意 識 の 向 上 に 重 点 を 置 い て 調 理 学 実 習 を 行 っ た 。  

 

２. 方法  

（ １ ） 衛 生 管 理 点 検 票 の 導 入  

「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 の 点 検 項 目 を 参 考 に 、 本 学 の 実 情 に 合 わ せ た 「 衛

生 管 理 点 検 票 」 を 作 成 し た 。 追 加 し た 項 目 は 次 の 2 点 で あ る 。 ① 体 調 管 理 （ 睡 眠 時 間 ・ 疲

労 感 ・ 朝 食 を 食 べ た ・ 便 秘 ・ 咳 や 鼻 水 ・ 水 分 補 給 ） 、 ② 身 だ し な み （ 手 荒 れ 予 防 ・ 香 り の
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強 い 柔 軟 剤 ・ 男 子 は 髭 ） 。 以 上 の 項 目 に つ い て 、 調 理 学 実 習 が 始 ま る 前 に 各 自 が 点 検 票 に

記 入 し 、 教 員 が 点 検 し た 。  

 

（ ２ ） 日 々 の 衛 生 習 慣 の 継 続  

衛 生 管 理 に 欠 か せ な い 、個 人 の 衛 生 習 慣 の 定 着・継 続 を 目 的 に 、手 荒 れ を 予 防 す る 対 策 、

爪 切 り の 携 帯 を チ ェ ッ ク 項 目 に 盛 り 込 ん だ 。  

 

（ ３ ） 授 業 で の 取 り 組 み  

① 衛 生 教 育 で は 、 講 義 の 導 入 で 、 食 中 毒 予 防 の D V D を 視 聴 さ せ 調 理 器 具 の 殺 菌 消 毒 に

つ い て の 衛 生 教 育 を 行 い 、 感 想 レ ポ ー ト の 提 出 を 義 務 付 け た 。  

調 理 実 習 室 の 使 用 方 法 に つ い て マ ニ ュ ア ル を 作 成 ・ 配 布 し 、 口 頭 で 説 明 し て い る 。

衛 生 点 検 票 も 配 布 し 、 毎 回 点 検 す る こ と や 、 成 績 評 価 の 対 象 に な る こ と を 伝 え 、 学 生

の 衛 生 意 識 を 高 め た 。  

② 調 理 時 は 、 ㋐ ネ ッ ト を か ぶ っ て か ら 帽 子 を 着 用 、 ㋑ 調 理 室 の 入 室 前 に ロ ー ラ ー で 白 衣

の ホ コ リ を 取 り 除 く 、㋒ 衛 生 粘 着 マ ッ ト を 踏 ん で 入 室 、㋓ 爪 ブ ラ シ を 使 用 し て 手 洗 い 、

を 行 っ て い る 。  

③ 調 理 操 作 時 の 汚 染 区 域 、 非 汚 染 区 域 の 区 別 に 関 し て は 、 調 理 学 実 習 内 で こ れ ら を 区 別

す る の は 困 難 な こ と か ら 、 調 理 手 順 に よ っ て 区 別 す る よ う に し た 。 サ ラ ダ や 和 え 物 、

デ ザ ー ト 等 調 理 の 手 順 に つ い て は 、 「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 に お い て 非

汚 染 区 域 で 行 う べ き で あ る た め 、 生 の 野 菜 や 和 え 物 、 デ ザ ー ト な ど は 先 に 調 理 し て 、

ラ ッ プ で 密 閉 し た 後 、 冷 蔵 庫 の 専 用 置 き 場 に 保 冷 、 そ の 後 、 汚 染 区 域 で 調 理 す る 生 魚

や 生 肉 を 扱 う よ う に 指 導 し て い る 。 な お 、 調 理 室 内 の 冷 蔵 庫 も 汚 染 区 域 ・ 非 汚 染 区 域

に 分 け 、 原 材 料 の 保 管 時 か ら 分 け て 収 め て い る 。  

④ 器 具 の 殺 菌 消 毒 は 、 調 理 学 実 習 で 生 肉 や 生 魚 を 扱 っ た 後 は 、 ま ず 流 水 で 十 分 洗 い 、 そ

の 後 洗 剤 を 使 用 し て よ く 洗 い 流 し 、 さ ら に 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム で 殺 菌 消 毒 す る こ と

を 説 明 、 同 時 に 食 中 毒 菌 に つ い て の 衛 生 教 育 も 行 っ て い る 。 調 理 作 業 後 の ふ き ん や 台

ふ き ん は 煮 沸 消 毒 し た 後 、 洗 剤 で 洗 い 、 7 5℃ 以 上 の 乾 燥 機 で 乾 燥 さ せ て 保 管 、 ス ポ ン

ジ 類 も 煮 沸 消 毒 し 、 乾 燥 さ せ て 保 管 し て い る 。  
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⑤ 施 設 ・ 調 理 台 の 衛 生 で は 、 調 理 実 習 室 の 壁 や 床 、 食 器 扉 、 冷 蔵 庫 の 扉 は 逆 性 石 鹸 溶 液

の 希 釈 液 で 拭 き 掃 除 を し て い る 。 調 理 台 の 上 は 、 ア ル コ ー ル ス プ レ ー を し た 後 、 ペ ー

パ ー タ オ ル で 拭 い て か ら 調 理 を 開 始 し て い る 。  

 

３. 結果と考察  

調 理 学 実 習 に 衛 生 管 理 の 観 点 を 取 り 入 れ た 結 果 に つ い て 、 3 つ の 観 点 か ら 述 べ る 。  

（ １ ） 「 衛 生 管 理 点 検 票 」 の 記 入 を 毎 回 義 務 付 け た 結 果 、 次 の 3 点 が 改 善 さ れ た 。  

① 学 生 の 体 調 が 実 習 前 に 把 握 で き 、 体 調 が 思 わ し く な い 学 生 に は こ ま め に 声 が け を し

た 。 そ の 結 果 、 早 め に 保 健 室 へ 行 か せ る こ と が で き 、 倒 れ る 学 生 は 皆 無 だ っ た 。  

② 暑 い 日 は 、水 分 補 給 を 促 す よ う 声 が け を し た た め 、熱 中 症 に な る 学 生 は い な か っ た 。  

③ 睡 眠 時 間 を 書 か せ 、 実 習 前 日 は で き る だ け 睡 眠 を と る よ う 促 し た た め 、 不 注 意 で 当

日 怪 我 を し た 学 生 は 、 実 習 時 1 名 、 実 技 試 験 時 1 名 と 、 い つ も よ り 少 な か っ た 。 食

器 を 割 っ た 学 生 も 1 名 の み で あ っ た 。 な お 、 実 習 時 に 怪 我 を し た 1 名 は 点 検 時 に 睡

眠 時 間 が 3 時 間 と 回 答 し た 学 生 で 、 実 習 中 怪 我 を し な い よ う に と 声 が け を し た 学 生

で あ っ た 。 学 生 の そ の 後 の 衛 生 管 理 点 検 票 で は 、 睡 眠 時 間 は 改 善 さ れ た 。  

 

（ ２ ） 衛 生 習 慣 が 定 着 し た こ と で 、 次 の 2 点 が 改 善 さ れ た 。  

① 学 生 に 爪 切 り を 携 帯 さ せ た こ と で 、 実 習 前 日 ま た は 実 習 前 ま で に み な 自 主 的 に 爪 を

短 く し て 来 る よ う に な っ た 。  

② ほ と ん ど の 学 生 は 、 手 あ れ や 手 の 怪 我 を し な い よ う 意 識 す る よ う に な っ た 。  

 

（ ３ ） 授 業 で の 取 り 組 み の 結 果 、 次 の 2 点 が 改 善 さ れ た 。  

① 実 習 ノ ー ト の 感 想 欄 を 見 る と 、 ほ と ん ど の 学 生 が 食 中 毒 の 予 防 に つ い て 、 生 肉 や 生

魚 を 扱 っ た 後 は ま な 板 を き れ い に 洗 っ て 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム で 殺 菌 消 毒 す る と 書

い て い た り 、 扱 う 食 材 に よ っ て 起 き や す い 食 中 毒 菌 の 名 前 な ど を 書 い て お り 、 全 体

と し て 、 食 に 関 す る 衛 生 意 識 が 高 ま っ た こ と が 明 ら か に な っ た 。  

② 調 理 実 習 台 の 流 し の 蓋 は 閉 め ず に 開 け て お き 、 常 に 乾 燥 し て い る 状 態 に 保 つ よ う に

指 導 し た と こ ろ 、 調 理 室 内 の 排 水 口 か ら 立 ち 上 る 臭 気 が な く な り 、 室 内 の 衛 生 状 態

が 保 た れ る よ う に な っ た 。  
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４. まとめ  

 以 上 、 今 年 度 は 衛 生 管 理 意 識 の 向 上 を 目 標 に 調 理 学 実 習 を 行 っ た 。 「 大 量 調 理 施 設 衛 生

管 理 マ ニ ュ ア ル 」 の 衛 生 管 理 事 項 を 参 考 に 本 学 の 実 情 に 合 わ せ た 「 衛 生 管 理 点 検 票 」 を 作

成 し た と こ ろ 、 実 習 前 の 点 検 で 学 生 の 体 調 管 理 の 把 握 が で き 、 怪 我 や 体 調 不 良 の 予 防 に 効

果 の あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 学 生 の 実 習 ノ ー ト か ら 、 衛 生 に 配 慮 し た 調 理 操 作 や ス

キ ル な ど 、 衛 生 管 理 意 識 が 向 上 し た こ と が 明 ら か に な っ た 。  
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澤 華 子 先 生 、 ま た 調 理 学 実 習 室 の 環 境 整 備 に ご 協 力 い た だ い た 南 城 絵 美 助 手 に 心 か ら 御 礼

申 し 上 げ ま す 。  

 

参 考 資 料  

1）  管 理 栄 養 士 養 成 課 程 に よ る モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム （ 案 ）  栄 養 改 善 学 会  2 0 1 5 年  

h t t p : / / j s n d . j p / i m g / mo d e l _ c o r e _ 2 0 1 5 . p d f  

2）  厚 生 労 働 省 「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 平 成 2 9 年 6 月  

h t t p : / / ww w . m h l w . g o . j p / f i l e / 0 6 - S e i s a k u j o u h o u - 1 1 1 3 0 5 0 0 - S h o k u h i n a n z e n b u / 0 0 0 0 1 6 8 0 2 6 . p d f  

3）  中 学 校 学 習 指 導 要 領  文 部 科 学 省  平 成 2 9 年 3 月  

h t t p : / / ww w . me x t . g o . j p / c o mp o n e n t / a _ me n u / e d u ca t i o n / m i c r o _ d e t a i l / _ _ i c s F i l e s / a f i e l d f i l e / 2 0 1

7 / 0 6 / 2 1 / 1 3 8 4 6 6 1 _ 5 . p d f  

4） 実 際 に 調 理 学 実 習 で 使 用 し た 「 衛 生 管 理 点 検 票 」 は 別 表 参 照 。  
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衛生管理点検票  

平 成    年    月    日    曜 日  （  午 前 ・ 午 後  ）    時    分 入 室  

学 籍 番 号           氏 名              

 

1 .＜ 各 自 記 入 ＞ ＊ 家 族 の 健 康 は 、 家 族 と 同 居 の 者 の み 記 入 。 単 身 者 は ／ 線 を 引 く 。  

＊ 家 族

の 健 康  
睡 眠 時

間  
 

疲 労 感  
便 秘 な

し  

朝 食 を

食 べ た  
ハ ン カ

チ 持 参

し た  

下 痢 腹

痛 な し

発 熱 な

し  
手 指 に

化 膿 傷  
な し  

に き び

な し  
ひ げ を

そ っ て

い る  

 
時 間  

       男 性 の

み  

＊ 採 点  ◎ ： 良 好   △ ： ま あ ま あ   ×： 不 良  

 

2 .（   ） 内 は 各 自 記 入 。 空 欄 部 分 は 衛 生 責 任 者 （ 教 員 ） が 確 認 し て 記 入 す る 。  

 点 検 項 目  点 検 結 果 ・ 改 善 す べ き 事 項  

1  手 が 荒 れ な い よ う に 普 段 か ら 無 香 性 の ク リ ー ム や ジ

ェ ル な ど で 手 入 れ を し て い ま す か ？  
（   ） ・  か ば ん に 携 帯 し

て い る （    ）  

2  ト イ レ に は 調 理 作 業 時 に 着 用 す る 外 衣 、 帽 子 、 履 物

の ま ま 入 ら な い よ う に し て い ま す か ？  
（   ）  

3  咳 や 鼻 水 、 く し ゃ み が で て い ま せ ん か ？  
体 調 を く ず し て い ま せ ん か ？  

（   ） ・ 体 調 悪 い （   ）

〔  症 状 ：        〕

4  昨 日 、 爪 を 短 く 切 り ま し た か ？ 爪 切 り と ハ ン カ チ を

携 帯 し て い ま す か ？ ＊ ハ ン カ チ 見 せ る た め 用 意  
（   ） ・  爪 切 り （   ）

ハ ン カ チ を 持 参 （    ）  

5  指 輪 、 ネ ッ ク レ ス （ ピ ア ス 等 ） 、 濃 い 化 粧 、 白 衣 の

香 り の 強 い 柔 軟 剤 を 使 用 し て い ま せ ん か ？  
（   ）  

6  白 衣 の 下 に は 綿 素 材 の 衣 服 を 着 て い ま す か ？  （   ）  

7  洗 濯 し た 白 衣 を 持 参 し ま し た か ？ ウ エ ッ ト テ ィ ッ シ

ュ 等 で シ ュ ー ズ の 裏 を 拭 い て い ま す か ？  
（   ） ・ ウ エ ッ ト テ ィ ッ シ

ュ 等 で 拭 い て い る （    ）  

8  水 筒 や ペ ッ ト ボ ト ル 等 で 水 分 を 持 参 し ま し た か ？  
実 習 中 に 水 分 補 給 す る 予 定 で す か ？  

（   ） ・ 水 分 補 給 す る 予 定

で あ る （    ）  

9  毛 髪 が 帽 子 （ ネ ッ ト ） か ら 出 て い ま せ ん か ？  （   ）  

1 0  作 業 着 の ホ コ リ 、 毛 髪 を ロ ー ラ ー で 取 り 除 い て い ま

す か ？  
（   ）  

1 1  粘 着 マ ッ ト を 踏 ん で 入 室 し ま し た か ？  （   ）  

1 2  衛 生 責 任 者 （ 教 員 ・ 助 手 ） の サ イ ン ま た は 印 を お 願

い し ま す  
サ イ ン  

 

3 .自 分 の 評 価 ・ 改 善 点 な ど 書 く 。 （ 例 ： よ く で き た の で 今 後 も 続 け た い 。 爪 を 切 る 等 ）  
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 *東北生活文化大学 講師 

仙台市 T 大学における家政系学生の献立作成能力向上の試み  
―調理学実習での実践報告―  

 

深澤律子 *  

 

１. 目的  

本 学 で は 学 生 の 献 立 作 成 能 力 の 低 下 が 課 題 と な っ て い た 。 そ こ で 、 学 生 た ち の 日 常 食 の

献 立 作 成 能 力 の 向 上 を 目 標 と し て 、 栄 養 改 善 学 会 が 提 案 し た 「 管 理 栄 養 士 養 成 課 程 に お け

る モ デ ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム 2 0 1 5」に お け る 食 事 設 計 の 36�「 日 常 食 の 献 立 作 成 の 基 本（ 主

食 、主 菜 、副 菜 、汁 物 ）の 食 事 設 計 と 調 理 が で き る 」 1 ） と い う 考 え 方 を 基 本 に 、調 理 学 実

習 を 実 施 し た 。 本 稿 は そ の 実 践 報 告 で あ る 。  

 

２. 方法  

調 理 学 実 習 の 内 容 は 春 の 献 立 ［ 朝 食 、 昼 食 、 夕 食 ］ と 夏 の 献 立 ［ 朝 食 、 昼 食 、 夕 食 ］ の

6 回 を 提 示 し 実 習 さ せ た 。 献 立 に は コ ン セ プ ト も 提 示 し た 。 全 グ ル ー プ に 自 由 献 立 は 2 回

た て さ せ 、夏 の 朝 食 と 夕 食 を 作 ら せ た 。実 際 に 調 理 し た 献 立 メ ニ ュ ー は 次 の と お り で あ る 。  

 

１ ． 春 の 献 立  

〔 朝 食 〕 コ ン セ プ ト 「 春 の ワ ン プ レ ー ト 」  

献 立 ・ ・ 全 粒 粉 マ フ ィ ン の フ レ ン チ ト ー ス ト ・ ハ ム チ ー ズ の せ 、 春 の サ ラ ダ ・ 春 人 参 の

ド レ ッ シ ン グ 添 え 、ミ ネ ス ト ロ ー ネ 、バ ナ ナ と ヨ ー グ ル ト・い ち ご ソ ー ス 添 え 、

紅 茶 。  
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〔 昼 食 〕 コ ン セ プ ト 「 ご 飯 を も り も り 食 べ る 中 華 ラ ン チ 」  

献 立 ・ ・ 発 芽 玄 米 ご は ん 、 青 椒 炒 牛 肉 絲 、 麻 婆 茄 子 、 中 国 風 と う も ろ こ し ス ー プ 、  

杏 仁 プ リ ン ・ 苺 の マ リ ネ シ ロ ッ プ が け 、 白 桃 ウ ー ロ ン 茶  

 

〔 夕 食 〕 コ ン セ プ ト 「 春 の お も て な し 」  

献 立 ・ ・ 金 の い ぶ き 玄 米 入 り ご 飯 、 さ ば の 味 噌 煮 、 茶 碗 蒸 し 、  

オ ク ラ と 長 い も と め か ぶ の 和 え 物 、 生 麩 の す ま し 汁 、 ミ ル ク 葛 餅 、 緑 茶  
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２ ． 夏 の 献 立  

〔 朝 食 〕 コ ン セ プ ト 「 郷 土 料 理 を 取 り 入 れ た 暑 い 夏 も 手 軽 に 食 べ ら れ る 朝 ご は ん 」  

献 立 ・ ・ 発 芽 玄 米 の い な り ず し 、 太 巻 き 、 山 形 の だ し 、 冷 汁 、 ず ん だ ジ ェ ラ ー ト 、 煎 茶  

 

〔 昼 食 〕 コ ン セ プ ト 「 夏 野 菜 と 魚 と ご 飯 を し っ か り 食 べ る 」  

献 立 ・ ・ サ フ ラ ン ラ イ ス 、 鮭 の ム ニ エ ル 、 ラ タ ト ィ ユ 、 グ リ ー ン サ ラ ダ 、  

コ ー ン ポ タ ー ジ ュ 、 ス ト ロ ベ リ ー レ モ ン ス カ ッ シ ュ  
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〔 夕 食 〕 コ ン セ プ ト 「 疲 労 回 復 に 食 物 繊 維 と 野 菜 を た っ ぷ り 食 べ る 」  

献 立 ・ ・ 葉 酸 米 ご 飯 、 鶏 と 夏 野 菜 の 黒 酢 あ ん か け 、 き ゅ う り と サ ラ ダ 用 寒 天 、 ワ カ メ の

中 華 和 え 、 坦 々 ス ー プ 、 タ ピ オ カ フ ル ー ツ コ コ ナ ッ ツ ミ ル ク 、 冷 や し 麦 茶  

 

 

 以 上 の 献 立 実 習 後 、 「 夏 の 朝 食 」 と 「 夏 の 夕 食 」 と い う テ ー マ （ 課 題 ） を 与 え 、 班 ご と

に コ ン セ プ ト を 考 え さ せ 、 自 由 に 献 立 を 作 成 さ せ た 。  

 

３. 結果と考察 

 「 夏 の 朝 食 」 と 「 夏 の 夕 食 」 と い う テ ー マ で 各 班 に 自 由 献 立 を 立 て さ せ た 。 以 下 、 そ の

一 部 を 紹 介 す る 。  

 

１ ． 夏 の 朝 食  

〔 A 班 〕 コ ン セ プ ト 「 お 魚 で ご 飯 を 沢 山 食 べ よ う ！ 」  

献 立 ・ ・ ご 飯 、 鯵 の 幽 庵 焼 き 、 ほ う れ ん 草 と に ん じ ん の お 浸 し 、 だ し 巻 き 卵 、 レ ン コ ン

の き ん ぴ ら 、 豆 腐 の 味 噌 汁 、 ヨ ー グ ル ト の フ ル ー ツ ソ ー ス か け  
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〔 B 班 〕 コ ン セ プ ト 「 朝 を 華 や か に 彩 る 朝 ご は ん 」  

 献 立 ・ ・ ガ パ オ ラ イ ス 、 ポ テ ト サ ラ ダ 、 ミ ニ ト マ ト 、 コ ン ソ メ ス ー プ 、 牛 乳 寒 天 、 フ ル

ー ツ  

 

 

２ ． 夕 食  

〔 C 班 〕 コ ン セ プ ト 「 孫 の た め に 作 っ た お ば あ ち ゃ ん の 料 理 」  

献 立 ・ ・ ご は ん 、 鮎 の 塩 焼 き 、 ほ う れ ん 草 の お 浸 し 、 け ん ち ん 汁 、 テ ィ ラ ミ ス  
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〔 D 班 〕 コ ン セ プ ト 「 夏 バ テ 解 消 野 菜 た っ ぷ り メ ニ ュ ー  S u m m e r  V e g e t a b l e s  w i t h  P」  

 献 立 ・ ・ ペ ペ ロ ン チ ー ノ 、 ト マ ト 入 り 肉 じ ゃ が 、 枝 豆 と 豆 乳 の 冷 た い ス ー プ 、 す い か の

ポ ン チ  

 

 

実 習 の 目 標 と す る 「 日 常 食 の 献 立 作 成 の 基 本 （ 主 食 、 主 菜 、 副 菜 、 汁 物 ） の 食 事 設 計 と

調 理 が で き る 」 に つ い て は 、 す べ て の 班 が 「 主 食 、 主 菜 、 副 菜 、 汁 物 」 を 揃 え 、 乳 製 品 と

果 物 も 加 え て お り 、 目 標 を 達 成 し て い た 。 ま た 、 学 生 た ち に は 班 ご と に コ ン セ プ ト を 提 示

さ せ 、 コ ン セ プ ト に 合 致 す る 献 立 を 作 成 さ せ た こ と で 、 実 習 目 標 を 念 頭 に 一 定 の 献 立 作 成
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能 力 を 身 に つ け る こ と が で き た 。 今 後 は 、 先 述 の コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 掲 げ ら れ た 「 １ 食 あ

た り の 食 品 の 使 用 量 を 学 び 、 １ 食 単 位 お よ び １ 日 単 位 の 食 事 設 計 と 調 理 が で き る 」 を 目 標

に 、 実 習 を プ ロ グ ラ ム し て い き た い 。  

 

４. まとめ  

学 生 の 献 立 作 成 能 力 を 向 上 さ せ る 方 法 と し て 、 ま ず 「 管 理 栄 養 士 養 成 課 程 に お け る モ デ

ル コ ア カ リ キ ュ ラ ム 2 0 1 5」に お け る「 日 常 食 の 献 立 作 成 の 基 本（ 主 食 、主 菜 、副 菜 、汁 物 ）」

を も と に 具 体 的 な 献 立 を 示 し 、 調 理 学 実 習 を 行 っ た （ 計 6 回 ） 。 そ の 後 、 学 生 た ち に 自 由

献 立 の 作 成 課 題 （ 計 2 回 ） を 与 え た が 、 い ず れ の 班 も 主 食 、 主 菜 、 副 菜 、 汁 物 を 揃 え 、 乳

製 品 と 果 物 も 加 え て お り 、 一 定 程 度 献 立 作 成 能 力 が 向 上 し た と 評 価 で き る 。  

 

謝辞  

ア ド バ イ ス を い た だ き ま し た 鈴 木 裕 行 教 授 、 伊 澤 華 子 先 生 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 

 

参考資料  

1）  管 理 栄 養 士 養 成 課 程 に お け る モ デ ル コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 2 0 1 5 (案 )  栄 養 改 善 学 会  

2 0 1 5 年  
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 *東北生活文化大学 講師 

食物アレルギーに対応した調理学実習の試み  
―卵アレルギー対応食を中心とした実践報告―  

 

深澤律子 *  

１. 目的  

近 年 、 食 物 ア レ ル ギ ー を 持 つ 児 童 生 徒 が 増 加 し て い る 。 厚 生 労 働 省 「 保 育 所 に お け る ア

レ ル ギ ー 対 応 ガ イ ド ラ イ ン 」 1 ） に も 示 さ れ て い る 通 り 、小 学 生 の 食 物 ア レ ル ギ ー 有 病 率 は

2 . 6％ だ が 2 ）、保 育 所 で は 4 . 9％ と 小 学 生 の 倍 近 い 数 値 と な っ て お り 、1 歳 児 で は 9 . 2％ に 達

し て い る 3 ） 。 同 ガ イ ド ラ イ ン に よ れ ば 、 「 原 因 食 で は 圧 倒 的 に 鶏 卵 が 多 く ほ ぼ 5 0％ を 占

め 、 つ づ い て 牛 乳 2 0％ 、 小 麦 7％ 、 大 豆 お よ び ナ ッ ツ 類 5％ 」 と な っ て お り 、 「 食 物 ア レ

ル ギ ー の 1 0％ 程 度 が ア ナ フ ィ ラ キ シ ー シ ョ ッ ク を 引 き 起 こ す 危 険 性 が あ 」る と 指 摘 し て い

る 。 こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、 文 部 科 学 省 「 学 校 給 食 に お け る 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 指 針 」 で

は 食 材 ・ 食 物 を 扱 う 活 動 等 に つ い て 「 食 物 の 調 理 、 摂 取 を 伴 う 授 業 等 の 配 慮 」 お よ び 「 微

量 の 摂 取 、 接 触 に よ り 発 症 す る 児 童 生 徒 に 対 す る 配 慮 」 を 求 め て い る 4 ） 。 ま た 、 平 成 2 9

年 3 月 の 文 部 科 学 省 『 中 学 校 学 習 指 導 要 領 』 第 8 節 「 技 術 ・ 家 庭 」 第 3「 指 導 計 画 の 作 成

と 内 容 の 取 り 扱 い 」 で も 、 「 実 習 の 指 導 に 当 た っ て は 、 施 設 ・ 設 備 の 安 全 管 理 に 配 慮 し 、

学 習 環 境 を 整 備 す る と と も に 、 火 気 、 用 具 、 材 料 な ど の 取 扱 い に 注 意 し て 事 故 防 止 の 指 導

を 徹 底 し 、 安 全 と 衛 生 に 十 分 留 意 す る も の と す る 。 （ 中 略 ） ま た 、 調 理 実 習 に つ い て は 、

食 物 ア レ ル ギ ー に も 配 慮 す る も の と す る 。 」 と 特 記 さ れ て い る 5 )。  

今 年 度 調 理 学 実 習 受 講 者 に も 食 物 ア レ ル ギ ー の 有 無 を 確 認 し た と こ ろ 、 卵 ア レ ル ギ ー の

学 生 が い た た め 、 卵 ア レ ル ギ ー に 対 応 し た 実 習 内 容 を 取 り 入 れ る こ と に し た 。 学 生 た ち が

将 来 、 管 理 栄 養 士 ま た は 家 庭 科 教 員 と し て 就 業 し た 際 、 食 物 ア レ ル ギ ー を 持 つ 人 々 に 対 し

て 適 切 ・ 柔 軟 な 対 応 が で き る よ う 様 々 な 調 理 方 法 を 学 ん で お く 必 要 が あ る か ら で あ る 。 以

下 は 、 そ の 実 践 報 告 で あ る 。 な お 、 一 般 に 使 用 さ れ て い る 食 品 表 示 は 「 卵 」 で あ る た め 、

本 文 で 「 卵 」 と い え ば す べ て 「 鶏 卵 」 の こ と を 指 す も の と す る 。  

 

２. 方法  

卵 ア レ ル ギ ー 対 応 の 調 理 学 実 習 は 、 次 の 3 つ の 方 法 で 行 っ た 。 ① 卵 の 代 替 食 品 を 使 用 し

て 「 卵 料 理 」 を 作 る 、 ② 通 常 材 料 の 一 つ と し て 卵 を 使 用 す る 料 理 を 卵 も 卵 の 代 替 食 品 も 使
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用 せ ず そ れ 以 外 の 食 品 に 置 き 換 え て 作 る 、 ③ 卵 を 使 わ な い 献 立 を 考 え る （ 料 理 を 作 る ） 、

以 上 で あ る 。  

次 に そ れ ぞ れ の 実 習 例 を 示 す 。  

 

① 卵 の 代 替 食 品 を 使 用 し て 「 卵 料 理 」 を 作 る  

 実 習 例 1： 卵 の 代 替 食 品 で オ ム ラ イ ス の 薄 焼 き 卵 を 作 る  

       

 写 真 1： 卵 料 理 の 素 （ 袋 表 側 ）       写 真 2： オ ム ラ イ ス の 薄 焼 き 卵 に 使 用   

 

 実 習 例 2： 卵 の 代 替 食 品 で 厚 焼 き 玉 子 を 作 る  

      

 写 真 3： 卵 料 理 の 素 （ 袋 裏 側 ）         写 真 4： 厚 焼 き 玉 子 に 使 用      

 

 実 習 例 3： 卵 不 使 用 の マ ヨ ネ ー ズ で タ ル タ ル ソ ー ス を 作 る  
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  写 真 5： 卵 不 使 用 マ ヨ ネ ー ズ      写 真 6： タ ル タ ル ソ ー ス の マ ヨ ネ ー ズ に 使 用  

 

② 通 常 材 料 の 一 つ と し て 卵 を 使 用 す る 料 理 を 卵 も 卵 の 代 替 食 品 も 使 用 せ ず そ れ 以 外 の 食 品

に 置 き 換 え て 作 る  

実 習 例 4： 鶏 の 唐 揚 げ の 衣 に 卵 を 使 わ ず 、 下 味 の 工 夫 を し 、 小 麦 粉 と 片 栗 粉 で 衣 を 作 成

し 、 二 度 揚 げ し て 仕 上 げ る  

 

     写 真 7： 主 菜 （ 卵 を 使 わ な い 鶏 の 唐 揚 げ ） 、 副 菜 （ 南 瓜 の そ ぼ ろ あ ん か け 、  

        茄 子 と  ピ ー マ ン の 揚 げ び た し ） 、 デ ザ ー ト （ グ レ ー プ フ ル ー ツ 寒 ）  

 

実 習 例 5： ハ ン バ ー グ 生 地 の つ な ぎ に 卵 と パ ン 粉 を 使 わ ず 、 豆 腐 と 片 栗 粉 で 代 用 す る  
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     写 真 8： 主 菜 （ ハ ン バ ー グ ） 、 副 菜 （ フ ラ イ ド ポ テ ト 、 人 参 の グ ラ ッ セ 、  

      い ん げ ん の ソ テ ー 、 サ ラ ダ ） 、 コ ー ン ポ タ ー ジ ュ 、 デ ザ ー ト （ 紅 茶 ゼ リ ー ）  

 

③ 卵 を 使 わ な い 献 立 を 考 え る （ 料 理 を 作 る ）  

実 習 例 6： 卵 を 使 わ な い 和 食 の 献 立  

       

     写 真 9： 主 菜 （ あ じ の 塩 焼 き ） 、 副 菜 （ ほ う れ ん そ う の お 浸 し 、  

        ひ じ き の 煮 物 ） 汁 物 （ 豆 腐 と な め こ の 味 噌 汁 ）  

 

実 習 例 7： 卵 を 使 わ な い 中 国 料 理 の 献 立  
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       写 真 1 0： 主 菜 （ 回 鍋 肉 ） 副 菜 （ 焼 き 餃 子 ） 汁 物 （ 水 餃 子 ）  

          デ ザ ー ト （ タ ピ オ カ ・ コ コ ナ ッ ツ ミ ル ク ・ 季 節 の 果 物 ）  

 

３. 結果と考察 

① 卵 の 代 替 食 品 で 作 る 「 卵 料 理 」 に つ い て 、 厚 焼 き 玉 子 や オ ム ラ イ ス の 薄 焼 き 卵 は 、 ア

レ ル ギ ー 対 応 食 品 専 門 店 オ リ ジ ナ ル 商 品 「 た ま ご 料 理 の 素 」 を 使 用 し て ア レ ル ギ ー 対 応 食

品 を 作 成 し た 。 「 た ま ご 料 理 の 素 」 は 、 卵 焼 き の ほ か 、 ク レ ー プ の 皮 に も 適 し て い る 商 品

で あ る た め 、 学 生 た ち の 感 想 と し て 「 見 た 目 が 卵 に 似 て い る も の の 、 食 感 と 味 に も う ひ と

工 夫 が 欲 し い 。 そ れ で も 、 班 の み ん な と 同 じ 料 理 が 食 べ ら れ て よ か っ た 」 と い う 声 が 寄 せ

ら れ た 。 ま た 、 卵 ア レ ル ギ ー が な い 学 生 に も 同 じ 料 理 を 試 食 さ せ 、 感 想 を 書 い て も ら っ た

と こ ろ 、卵 ア レ ル ギ ー の 有 無 に 関 わ ら ず 、ほ ぼ 同 じ 意 見 で あ っ た 。卵 の 代 替 食 品 を 使 え ば 、

見 た 目 は 同 じ 形 態 の 料 理 と し て 提 供 で き る た め 、 ア レ ル ギ ー を 持 つ 学 生 が 共 食 す る 場 で の

疎 外 感 は 比 較 的 低 い と 考 え ら れ る 。 そ の 他 、 実 習 例 3 で は 鯛 の ム ニ エ ル に タ ル タ ル ソ ー ス

を 添 え た が 、 卵 不 使 用 の マ ヨ ネ ー ズ で 作 っ た タ ル タ ル ソ ー ス は 学 生 た ち に 「 お い し い 」 と

好 評 で あ っ た 。 な お 、 限 ら れ た 実 習 時 間 で 料 理 を 作 成 す る に は 、 一 般 食 と ア レ ル ギ ー 対 応

食 の 二 種 類 の 調 理 作 業 は 負 担 が 大 き い こ と が 予 想 さ れ る 。 現 状 、 代 替 食 品 は 手 軽 に 使 用 で

き 、 短 時 間 で 作 業 効 率 も よ い 。 今 後 、 卵 の 代 替 食 品 を 使 っ た レ シ ピ を 開 発 し 、 よ り 卵 料 理

の 味 と 食 感 に 近 づ け る よ う 工 夫 し て い く 必 要 が あ る 。  
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 ② 卵 を 他 の 食 品 に 置 き 換 え て 作 る 料 理 に つ い て は 、 小 麦 粉 と 片 栗 粉 ・ 水 で 衣 を つ け た 鶏

の 唐 揚 げ を 作 り 、 学 生 全 員 か ら た い へ ん 好 評 で あ っ た 。 ま た 、 ハ ン バ ー グ の つ な ぎ に も 卵

と パ ン 粉 を 使 わ ず 、 卵 な し の ハ ン バ ー グ を 作 成 し た と こ ろ 、 評 価 が 高 か っ た 。  

 ③ 卵 を 使 わ な い 献 立 （ 料 理 ） に つ い て は 、 日 本 料 理 は も と も と 卵 を 使 わ な く て も 成 り 立

つ こ と か ら 、 タ ン パ ク 質 源 を 焼 き 魚 と 豆 腐 に し 、 そ の 他 副 菜 2 品 で 構 成 し た 。 中 国 料 理 の

場 合 も 、 卵 を 使 用 せ ず に 満 足 感 が 得 ら れ る も の に な っ た 。 学 校 や 施 設 等 の 現 場 で は 、 一 般

食 と ア レ ル ギ ー 食 を 全 く 別 献 立 で 二 種 類 作 る よ り 、 最 初 か ら ア レ ル ギ ー に 対 応 し た 献 立 に

し た ほ う が 作 業 効 率 も 良 く 、 ア レ ル ゲ ン 混 入 の リ ス ク も 減 る 。 し た が っ て 、 卵 な ら 卵 、 牛

乳 な ら 牛 乳 を 使 わ な い 料 理 に つ い て 精 通 し て い る こ と は 、 保 育 所 や 小 ・ 中 学 校 で の ア レ ル

ギ ー 対 応 の 献 立 を 考 え る 上 で も 非 常 に 有 用 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 ア レ ル ギ ー 対 応 の 調 理 学 実 習 を 通 し て 、 学 生 の 実 習 後 の 感 想 で は 「 卵 料 理 の 代 替 食 品 が

あ る こ と が わ か っ た 」 「 マ ヨ ネ ー ズ の 代 替 食 品 が あ る こ と が わ か っ た 」 「 代 替 食 品 に よ っ

て 同 じ 献 立 が 食 べ ら れ る こ と が わ か っ た 」 「 卵 不 使 用 の 鶏 の 唐 揚 げ は 下 味 の 工 夫 と 、 衣 に

小 麦 粉 と 片 栗 粉 を 使 用 し て 2 度 揚 げ す る こ と で 中 は 柔 ら か く 表 面 は カ リ ッ と 仕 上 が り 美 味

し か っ た 」 「 卵 不 使 用 の ハ ン バ ー グ は 卵 や パ ン 粉 を 使 わ な く て も 代 替 食 品 で ジ ュ ー シ ー に

美 味 し い ハ ン バ ー グ が で き る こ と が わ か っ た 」 「 和 食 だ け で な く 、 中 国 料 理 で も 卵 不 使 用

の 献 立 が で き る こ と が わ か っ た 」 等 々 、 ア レ ル ギ ー を 持 っ て い な い 学 生 に も ア レ ル ギ ー 対

応 食 の 実 習 を 行 う こ と で 、 ア レ ル ギ ー 対 応 食 の 献 立 に 対 し て 高 い 意 識 と 知 識 を も た せ る こ

と が で き た 。  

 

４. まとめ  

 調 理 学 実 習 に お い て 、 実 習 の 内 容 に 卵 ア レ ル ギ ー 対 応 に し た 献 立 を 取 り 入 れ た 。 卵 ア レ

ル ギ ー 対 応 の 調 理 学 実 習 は 、 次 の 3 つ の 方 法 で 行 っ た 。 す な わ ち 、 ① 卵 の 代 替 食 品 で 「 卵

料 理 」 を 作 る 、 ② 卵 が 材 料 の 一 つ に な っ て い る 料 理 は 卵 を 他 の 食 品 に 置 き 換 え て 作 る 、 ③

卵 を 使 わ な い 献 立 を 考 え る （ 料 理 を 作 る ） 、 で あ る 。 実 習 後 の 学 生 の 感 想 か ら 、 ① 卵 の 代

替 食 品 の 献 立 で は 、 第 一 に 卵 ア レ ル ギ ー が あ っ て も 見 た 目 が 同 じ （ も し く は 似 た よ う な ）

食 事 が で き る こ と 。 第 二 に 代 替 食 品 を 使 用 す る こ と で 作 業 効 率 を 妨 げ な い こ と の 理 解 を 得

ら れ た 。 ② 卵 の 使 用 を 他 の 食 品 で 代 替 し た 料 理 で は 、 全 員 の 感 想 か ら 、 卵 を 使 用 し な く て

も 美 味 し く 満 足 感 が あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 ③ 卵 を 使 わ な い 料 理 で は 、 ア レ ル ギ ー を 持 っ

て い な い 学 生 に も ア レ ル ギ ー 対 応 の 調 理 学 実 習 を 行 う こ と で ア レ ル ギ ー 対 応 食 の 献 立 に 対
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し て 高 い 意 識 と 知 識 を も た せ る こ と が で き た 。 ア レ ル ギ ー 食 を 全 く 別 献 立 で 作 る よ り も 一

般 食 の 調 理 行 程 で で き る よ う な 献 立 に し た ほ う が 作 業 効 率 も 良 い た め 、 保 育 所 や 小 ・ 中 学

校 で の ア レ ル ギ ー 対 応 の 献 立 を 考 え る 上 で 有 用 で あ る と 考 え ら れ る 。  
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１. 背景  

2 0 1 6 年 5 月 に 世 界 保 健 機 関 （ W H O） が 発 表 し た 世 界 保 健 統 計 2 0 1 6 に よ る と 、 世 界 一 の

長 寿 国 は 前 年 同 様 日 本 で 、 男 女 の 平 均 寿 命 は 8 3 . 7 歳 で あ る 1 ） 。 世 界 で も 有 数 の 長 寿 を 誇

る 日 本 人 に と っ て 「 健 康 な 食 事 」 が ど う い う も の か を 考 え た と き 、 注 目 さ れ る の は 日 本 人

の 伝 統 的 な 食 文 化 で あ る 。  

「 和 食 ； 日 本 人 の 伝 統 的 な 食 文 化 」 は 世 界 的 に も 評 価 さ れ 、 2 0 1 3 年 1 2 月 に ユ ネ ス コ の

無 形 文 化 遺 産 に 登 録 さ れ て い る 2 ） 。そ の 保 護・継 承 の た め に 必 要 な の は 教 育 で あ り 、特 に

食 育 で あ る 。 2 0 0 5 年 に 制 定 さ れ た 食 育 基 本 法 に は「 食 育 は 、我 が 国 の 伝 統 あ る 優 れ た 食 文

化 、 地 域 の 特 性 を 生 か し た 食 生 活 、 環 境 と 調 和 の と れ た 食 料 の 生 産 と そ の 消 費 に 配 慮 し 、

我 が 国 の 食 料 の 需 要 及 び 供 給 に つ い て の 国 民 の 理 解 を 深 め る と と も に 、 食 料 の 生 産 者 と 消

費 者 と の 交 流 等 を 図 る こ と に よ り 、 農 山 漁 村 の 活 性 化 と 我 が 国 の 食 料 自 給 率 の 向 上 に 資 す

る よ う 、 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。 」 と 記 さ れ て い る 3 ） 。 2 0 1 6 年 に 改 定 さ れ た 食 生 活

指 針 で も 、 日 本 の 食 文 化 を 学 び 、 食 材 に 関 す る 知 識 や 調 理 技 術 、 食 事 の 作 法 等 を 身 に つ け

て 日 々 の 食 生 活 に 積 極 的 に 活 か す こ と が 推 奨 さ れ て い る 4 ） 。  

江 原 絢 子 は 「 ユ ネ ス コ 無 形 文 化 遺 産 に 登 録 さ れ た 和 食 文 化 と そ の 保 護 と 継 承 」 の 中 で 、

和 食 の 歴 史 と 特 徴 を 次 の よ う に 整 理 し て い る 。  

和 食 の 基 本 形 と さ れ る 「 飯 ・ 汁 ・ 菜 （ お か ず ） ・ 香 の 物 （ 漬 物 ） 」 の 組 み 合 わ せ は 、 平 安  

時 代 末 期 か ら 成 立 し て い た と さ れ る 。 汁 や 菜 の 数 を 変 え る こ と や 菜 の 内 容 を 変 化 さ せ る こ  

と で 、 特 別 な ハ レ 食 と す る こ と も 日 常 食 と す る こ と も で き 、 多 様 な 食 材 を 組 み 合 わ せ る こ  

と で 、 バ ラ エ テ ィ ー に 富 む 食 事 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 5 ）  

 筆 者 は 2 0 0 5 年 か ら 仙 台 市 青 葉 区 M 幼 稚 園 の 依 頼 を 受 け 、 給 食 の 献 立 作 成 に 関 わ っ て 、

和 食 を 中 心 と し た 食 育 を 実 践 し て き た が 、 考 え て み れ ば 私 自 身 の 食 生 活 は 子 ど も の 頃 か ら

和 食 が 基 本 だ っ た 。  

筆 者 は 1 9 6 0 年 代 後 半 に 子 ど も 時 代 を 過 ご し た 。 大 家 族 で 祖 父 ・ 祖 母 、 叔 父 ・ 叔 母 が 3

人 、 父 母 、 姉 と 私 の 9 人 家 族 と い う 、 今 で は 珍 し い 大 家 族 で あ っ た 。 日 常 の 食 事 は ご 飯 に
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味 噌 汁 、 ほ う れ ん 草 の お 浸 し に 厚 揚 げ の 煮 物 、 焼 き 魚 な ど の 伝 統 的 な 日 本 の 食 事 だ っ た 。

子 ど も の 頃 の 私 は 、 空 腹 に な る と 「 炊 き た て の ご 飯 に 、 も っ て の ほ か （ 食 用 菊 ） の お 浸 し

に 醤 油 を か け て 食 べ た い 」 と い つ も 思 っ て い た 。 秋 に な る と 山 形 で は 美 し い 薄 赤 紫 色 の 食

用 菊 が 出 回 る 。 夕 食 時 に は そ の 花 び ら を 取 る 手 伝 い を し て 、 母 に 菊 の お ひ た し を 作 っ て も

ら っ た 。 子 ど も の 頃 は お い し い 野 菜 に 醤 油 を か け て ご 飯 を 食 べ る こ と が 何 よ り ご ち そ う だ

っ た 。 醤 油 に も 旨 味 が あ っ た 。 結 婚 し て か ら は 和 食 が 好 き な 家 族 の た め 、 和 食 を 中 心 に し

た 食 事 を 作 っ て き た 。 美 味 し い だ し と の 出 会 い も あ っ た 。 青 森 県 八 戸 市 に 住 ん で い た 時 、

カ タ ク チ イ ワ シ で 作 る 焼 干 し の お い し さ を 知 っ た 。 毎 日 焼 干 し で だ し を と り 、 味 噌 汁 を 作

る の が 習 慣 に な っ た 。  

2 0 0 4 年 頃 、管 理 栄 養 士 の 友 人 が 勤 務 す る 保 育 所 で 、東 京 か ら 講 師 を 招 き 和 食 の 良 さ を 伝

え る 講 演 会 を 手 伝 っ た 。そ の 際 、娘 が 通 っ て い た 仙 台 市 の M 幼 稚 園 の お 母 さ ん た ち に も 声

を か け る と 、興 味 を 持 っ た 人 た ち が 何 人 か 来 て く れ た 。そ れ が き っ か け で M 幼 稚 園 で も 和

食 が 話 題 に な り 、 し だ い に 和 食 の 良 さ を 認 め る 人 が 増 え て い っ た 。  

子 育 て 中 は い つ も お む す び が あ っ た 。 我 が 家 で も 子 ど も た ち が 遊 び に 来 た と き は 、 お や

つ に お む す び や 焼 き お に ぎ り を 出 す 機 会 が 多 く な っ た 。 お む す び は 、 ラ ッ プ に 塩 で 味 付 け

し た ご 飯 を の せ 、 好 き な 具 材 を 入 れ て 、 子 ど も た ち が 自 分 で お む す び を ラ ッ プ で く る ん で

作 っ て 食 べ る ス タ イ ル に し た 。 ま た 、 冷 ご 飯 を ラ ッ プ で く る ん で し っ か り 握 り 、 そ れ を フ

ラ イ パ ン に 少 量 の 油 で 焼 き 、甘 味 噌 や し ょ う ゆ を 塗 っ た 焼 き お に ぎ り に す る こ と も あ っ た 。 

子 ど も た ち が 喜 ん で お む す び や 焼 き お に ぎ り を 食 べ る 様 子 を 見 て 、M 幼 稚 園 の お 母 さ ん

た ち も 次 第 に お や つ に お む す び や 焼 き お に ぎ り を 作 っ て 出 す よ う に な っ て い っ た 。 お 母 さ

ん た ち が 言 う に は 、 「 子 ど も た ち は お や つ に お む す び を 食 べ る と 、 夕 飯 ま で 機 嫌 よ く 過 ご

し て く れ て 、 万 が 一 夕 飯 を 待 て ず に 寝 て し ま っ て も 、 と り あ え ず は ご 飯 を 食 べ て い る か ら

安 心 」 と い う 声 が 多 か っ た 。 ま た 、 「 子 ど も た ち が 大 勢 遊 び に 来 て も 、 ご 飯 を 炊 い て お む

す び に す れ ば 何 と か な っ た （ お や つ の 心 配 を す る 必 要 が な か っ た ） 」 と か 「 自 分 の 子 ど も

に 焼 き お に ぎ り を 作 っ て と 言 わ れ る よ う に な っ た 」 と い う 意 見 も あ っ た 。 こ う し て 筆 者 の

周 囲 で は 、 夏 は 枝 豆 や と う も ろ こ し 、 秋 は 焼 き 芋 な ど 日 本 の 和 食 文 化 の 特 徴 で あ る 「 四 季

を 意 識 し た お や つ 」 を 出 す 家 庭 が 増 え て い っ た 。  

M 幼 稚 園 で は 教 職 員 も ま た 食 育 に 高 い 関 心 を 寄 せ て い た 。そ れ ま で M 幼 稚 園 で は 、週 1

～ 2 回 の 給 食 と 月 1 回 の 「 お や つ の 日 」 が あ り 、 そ の 他 に 月 に 1 回 「 カ レ ー ラ イ ス の 日 」

が あ っ た 。カ レ ー ラ イ ス は 今 も 昔 も 子 ど も た ち に も 人 気 の メ ニ ュ ー で あ る が 、2 0 0 5 年 4 月 、
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園 長 の 提 案 で そ れ が 宮 城 の 郷 土 料 理 で あ る「 お く ず か け の 日 」に な っ た 。筆 者 が M 幼 稚 園

か ら 「 管 理 栄 養 士 と い う 立 場 で 給 食 の 献 立 作 り に 協 力 し て ほ し い 」 と い う お 誘 い を い た だ

い た の も ち ょ う ど そ の 頃 で あ る 。以 来 、 2 0 1 5 年 3 月 ま で の 1 0 年 間 、私 は M 幼 稚 園 の 教 職

員 と と も に 、和 食 を 中 心 に し た 給 食（ 週 1～ 2 回 ）の 献 立 を 考 え て き た 。本 稿 は そ の 実 践 報

告 で あ る 。  

 

２. 方法  

2 0 0 5 年 4 月 か ら 2 0 1 5 年 3 月 ま で 、筆 者 は 宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 の M 幼 稚 園 で 伝 統 的 な 日

本 食 を 中 心 と し た 給 食 の 献 立 作 り に 携 わ る こ と に な っ た 。  

基 本 的 な コ ン セ プ ト と し て は 、 ① 園 児 た ち が 食 べ や す い よ う に 小 さ く 握 っ た お む す び と 、

② 天 然 の だ し で 作 っ た 季 節 の 野 菜 た っ ぷ り の 味 噌 汁 、 ③ 魚 、 ④ 豆 腐 や 厚 揚 げ な ど 大 豆 製 品

を 入 れ た 煮 物 や 汁 物 、 さ ら に 発 酵 食 品 も 食 べ さ せ た い と 考 え 、 ⑤ 米 麹 で 漬 け た 野 菜 の 三 五

八 漬 け 、 そ し て ⑥ 季 節 の 果 物 を 中 心 に 献 立 を 立 て た 。  

材 料 は 、 可 能 な 限 り 宮 城 県 産 の 食 材 を 使 用 す る こ と と し 、 次 善 の 策 と し て 東 北 地 方 の 食

材 、 そ れ で も 調 達 で き な い 場 合 は 最 低 限 国 産 の も の を 使 用 し た 。 調 味 料 も 、 原 材 料 は 可 能

な 限 り 宮 城 県 産 、 な い し は 国 産 の も の を 使 用 し た 。 園 で 使 う 米 は 宮 城 県 産 の 無 農 薬 無 化 学

肥 料 の 米 で 、環 境 保 全 米 ネ ッ ト ワ ー ク の 認 証 を 受 け た 有 機 J A S 米 、も し く は 環 境 保 全 認 証

は 受 け て い な く て も 長 年 農 薬 や 化 学 肥 料 を 一 切 使 わ ず に 米 を 作 っ て き た 宮 城 県 内 の 農 家 の

米 を 使 用 し た 。 給 食 の 日 は ボ ラ ン テ ィ ア の 保 護 者 に も 協 力 し て も ら い 、 お む す び を 毎 回 2

～ 3 種 類 用 意 し た 。 こ れ を 木 製 の 蓋 付 き の 飯 台 に 入 れ て ラ ン チ ル ー ム に 届 け た 。 飯 台 に 入

れ た 方 が 、 お む す び が べ た つ か ず 、 1 時 間 位 は ほ ん の り と 温 か く 美 味 し く 食 べ ら れ る か ら

で あ る 。  

M 幼 稚 園 で 欠 か せ な い の は 宮 城 の 郷 土 料 理 「 お く ず か け 」 で あ る 。 先 述 し た よ う に 、 M

幼 稚 園 で は 2 0 0 5 年 か ら 園 長 の 提 案 で 月 1 回 お く ず か け を 出 す よ う に な っ た が 、お く ず か け

は 地 域 や 家 庭 に よ っ て 具 材 が 異 な る 。お く ず か け は も と も と 精 進 料 理 な の で 、 M 幼 稚 園 で

は 小 さ く 切 っ た 高 野 豆 腐 を 戻 し て 下 味 を つ け 、片 栗 粉 を ま ぶ し て 油 で 揚 げ た も の を 入 れ た 。

具 材 は 幼 児 の 口 に 入 る 大 き さ に 切 り そ ろ え 、 食 べ や す い よ う に 工 夫 を し た 。 ま た 、 季 節 ご

と に 具 材 を 変 え 、秋 に は き の こ を た っ ぷ り 使 い 、冬 は 大 根 や 里 芋 な ど の 根 菜 類 を 多 く し た 。

あ る い は 特 に 寒 い 冬 の 日 は 鶏 肉 を 使 い 、 コ ク を 出 し た り 、 身 体 が 温 ま る よ う 工 夫 し た 。 ち

な み に 、M 幼 稚 園 の お く ず か け は 、昆 布 や 鰹 節 の ほ か に 、戻 し た 干 し し い た け の 汁 も 使 う 。
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3 種 類 の だ し に よ っ て 、深 い コ ク が 生 ま れ る 。ま た 、常 に 1 2～ 1 3 種 の 具 材 を 用 い る こ と で 、

野 菜 の 出 汁 も 加 わ り 滋 味 あ ふ れ る 味 に な る 。 こ の 具 材 た っ ぷ り の 汁 に 片 栗 粉 で と ろ み を つ

け 、 ゆ で た 米 粉 め ん を 加 え る 。 月 1 回 の お く ず か け の 日 は 、 お む す び 、 お く ず か け 、 三 五

八 漬 け 、 季 節 の 果 物 と い う 献 立 に な る が 、 お く ず か け が 一 品 あ る お か げ で 、 と て も 満 足 感

が あ る 献 立 に な る 。  

 

  
  写 真 1： Ｍ 幼 稚 園 「 お く ず か け の 日 」   写 真 2： M 幼 稚 園 ふ だ ん の 給 食  

 

な お 、 食 育 は 食 材 や 料 理 の み な ら ず 、 子 ど も た ち が 手 に す る 器 も 重 要 と 考 え 、 サ イ ズ は

小 さ く て も 陶 器 の 茶 わ ん を 使 用 し 、汁 物 も 木 の お 椀 に 盛 り 付 け る よ う 提 案 、 M 幼 稚 園 に も

理 解 を い た だ い て き た 。筆 者 は こ の 間 、幼 稚 園 の 保 護 者 向 け 食 育 講 演 会 も 担 当 し て き た が 、

そ こ で 伝 統 的 な 日 本 食 や 郷 土 料 理 の 良 さ を 伝 え 、 普 段 か ら 天 然 の だ し や 美 味 し い 味 噌 を 使

う こ と 、 4～ 5 才 児 に な っ た ら 箸 使 い の 練 習 を 始 め る こ と な ど を 繰 り 返 し 訴 え て き た 。  

 

３. 結果・考察  

 筆 者 は 以 上 の よ う な 食 育 実 践 を 2 0 0 5 年 4 月 か ら 2 0 1 5 年 3 月 ま で 10 年 間 行 な っ て き た 。

そ の 成 果 を 統 計 的 に 示 す こ と が で き な い の は 残 念 だ が 、 教 職 員 や 保 護 者 の 話 で は 、 た ま に

幼 稚 園 の 味 噌 汁 の 具 材 が 少 な い と 、 園 児 か ら 「 今 日 の 味 噌 汁 、 具 が 少 な い ね 」 と 声 が 上 が

る と い う 。 家 庭 で は 、 日 曜 の 朝 に ホ ッ ト ケ ー キ な ど を 焼 く と 、 食 べ 終 わ っ て か ら 「 今 日 の

ご 飯 は な い の ？ 」 と い う 子 が い る 。 あ る い は 、 た ま た ま 味 噌 汁 を 作 ら な か っ た 日 は 「 今 日

は 味 噌 汁 な い の ？ 」 と い う 子 が い る 、 と 聞 い て い る 。 幼 稚 園 を 卒 園 し 、 小 ・ 中 学 生 に な っ

た 子 ど も た ち は も 「 今 日 は 大 事 な 日 だ か ら ご 飯 に し て ね 」 と 言 っ た り 、 部 活 な ど で 早 朝 に

出 か け な け れ ば な ら な い 時 は「 食 べ る 時 間 が な い か ら 、朝 お む す び お 願 い ね 」と 言 っ た り 、

秋 に な れ ば 「 芋 煮 が 食 べ た い 」 「 サ ン マ の 塩 焼 き が 食 べ た い 」 等 々 、 旬 の 食 材 を 使 っ た 料
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理 の リ ク エ ス ト が 出 て 来 る 、と 母 親 た ち か ら 聞 い て い る 。こ う し た 声 を 聞 く と 、 M 幼 稚 園

の 園 児 た ち に は 、 園 の 給 食 を 通 し て 「 食 事 は ご 飯 と 味 噌 汁 が 中 心 で あ る 」 と い う 日 本 の 食

事 の 基 本 が し っ か り と 根 付 い た と 言 っ て よ い の で は な い か と 思 わ れ る 。  
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中学校「技術・家庭」の家庭分野における実践報告  
 

 

深澤律子 *  

 

１. 目的 

中 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 3 月 ） 技 術 ・ 家 庭 に お け る 家 庭 分 野 の 目 標 に は 「 生 活

の 営 み に 係 る 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 衣 食 住 等 に 関 す る 実 践 的 ・ 体 験 的 な 活 動 を 通 し て 、

よ り よ い 生 活 の 実 現 に 向 け て 、 生 活 を 工 夫 し 創 造 す る 資 質 ・ 能 力 を 次 の と お り 育 成 す る こ

と を 目 指 す 」 と あ り 、 衣 食 住 の 生 活 に 関 す る 内 容 と し て （ 1） か ら （ 7） ま で の 項 目 が あ る

が 、 そ の う ち （ 2） の 「 中 学 生 に 必 要 な 栄 養 を 満 た す 食 事 」 で は 、 「 ア  次 の よ う な 知 識 を

身 に 付 け る こ と 。 (ァ )栄 養 素 の 種 類 と 働 き が 分 か り 、 食 品 の 栄 養 的 な 特 質 に つ い て 理 解 す

る こ と 。(ィ )中 学 生 の 1 日 に 必 要 な 食 品 の 種 類 と 概 量 が 分 か り 、1 日 分 の 献 立 作 成 の 方 法 に

つ い て 理 解 す る こ と 。 イ  中 学 生 の 1 日 分 の 献 立 に つ い て 考 え 、 工 夫 す る こ と 。 」 と あ る 。 

筆 者 は 平 成 1 4 年 （ 2 0 0 2） 当 時 、 宮 城 県 仙 台 市 M 中 学 校 で 技 術 ・ 家 庭 の 非 常 勤 講 師 を 務

め て い た が 、 当 時 の 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 1 0 年 1 2 月 ） の 技 術 ・ 家 庭 、 家 庭 分 野 の 目 標 に は

「 実 践 的 ・ 体 験 的 な 学 習 活 動 を 通 し て 、 生 活 の 自 立 に 必 要 な 衣 食 住 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識

と 技 術 を 習 得 す る と と も に 、 家 庭 の 機 能 に つ い て 理 解 を 深 め 、 課 題 を 持 っ て 生 活 を よ り よ

く し よ う と す る 能 力 と 態 度 を 育 て る 」と あ り 、衣 食 住 に 関 す る 内 容 も「（ 1）中 学 生 の 栄 養

と 食 事 に つ い て 、次 の 事 項 を 指 導 す る 。ア  生 活 の 中 で 食 事 が 果 た す 役 割 や 、健 康 と 食 事 と

の か か わ り に つ い て 知 る こ と 。イ  栄 養 素 の 種 類 と 働 き を 知 り 、中 学 生 の 時 期 の 栄 養 の 特 徴

に つ い て 考 え る こ と 。ウ  食 品 の 栄 養 的 特 質 を 知 り 、中 学 生 に 必 要 な 栄 養 を 満 た す 1 日 分 の

献 立 を 考 え る こ と 。 」 と あ っ て 、 「 中 学 生 の 栄 養 と 食 事 」 に 関 し て は 基 本 的 な 方 針 は 現 在

の 学 習 指 導 要 領 に 受 け 継 が れ て い る こ と が わ か る 。  

さ て 、筆 者 が 勤 務 し て い た 仙 台 市 の M 中 学 校 は 私 立 で 給 食 が な く 、大 半 の 生 徒 は ほ ぼ 毎

日 弁 当 を 持 参 し て い た が 、 遠 隔 地 か ら 通 学 し て い る 生 徒 な ど も い て 、 学 生 食 堂 を 利 用 し た

り 、売 店 の 菓 子 パ ン で 済 ま せ る ケ ー ス も 多 か っ た 。そ こ で M 中 学 3 年 の 技 術・家 庭 の 授 業

で は 、 上 記 学 習 指 導 要 領 を 踏 ま え 、 中 学 生 に 必 要 な 1 日 分 の 栄 養 を 考 え さ せ る と と も に 、

朝 食 に 次 い で 重 要 な 昼 食 に つ い て 献 立 を 考 え さ せ 、 調 理 実 習 の ま と め と 応 用 と し て 班 ご と
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中 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 2 9 年 3 月 ） 技 術 ・ 家 庭 に お け る 家 庭 分 野 の 目 標 に は 「 生 活

の 営 み に 係 る 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ 、 衣 食 住 等 に 関 す る 実 践 的 ・ 体 験 的 な 活 動 を 通 し て 、

よ り よ い 生 活 の 実 現 に 向 け て 、 生 活 を 工 夫 し 創 造 す る 資 質 ・ 能 力 を 次 の と お り 育 成 す る こ

と を 目 指 す 」 と あ り 、 衣 食 住 の 生 活 に 関 す る 内 容 と し て （ 1） か ら （ 7） ま で の 項 目 が あ る

が 、 そ の う ち （ 2） の 「 中 学 生 に 必 要 な 栄 養 を 満 た す 食 事 」 で は 、 「 ア  次 の よ う な 知 識 を

身 に 付 け る こ と 。 (ァ )栄 養 素 の 種 類 と 働 き が 分 か り 、 食 品 の 栄 養 的 な 特 質 に つ い て 理 解 す

る こ と 。(ィ )中 学 生 の 1 日 に 必 要 な 食 品 の 種 類 と 概 量 が 分 か り 、1 日 分 の 献 立 作 成 の 方 法 に

つ い て 理 解 す る こ と 。 イ  中 学 生 の 1 日 分 の 献 立 に つ い て 考 え 、 工 夫 す る こ と 。 」 と あ る 。 

筆 者 は 平 成 1 4 年 （ 2 0 0 2） 当 時 、 宮 城 県 仙 台 市 M 中 学 校 で 技 術 ・ 家 庭 の 非 常 勤 講 師 を 務

め て い た が 、 当 時 の 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 1 0 年 1 2 月 ） の 技 術 ・ 家 庭 、 家 庭 分 野 の 目 標 に は

「 実 践 的 ・ 体 験 的 な 学 習 活 動 を 通 し て 、 生 活 の 自 立 に 必 要 な 衣 食 住 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識

と 技 術 を 習 得 す る と と も に 、 家 庭 の 機 能 に つ い て 理 解 を 深 め 、 課 題 を 持 っ て 生 活 を よ り よ

く し よ う と す る 能 力 と 態 度 を 育 て る 」と あ り 、衣 食 住 に 関 す る 内 容 も「（ 1）中 学 生 の 栄 養

と 食 事 に つ い て 、次 の 事 項 を 指 導 す る 。ア  生 活 の 中 で 食 事 が 果 た す 役 割 や 、健 康 と 食 事 と

の か か わ り に つ い て 知 る こ と 。イ  栄 養 素 の 種 類 と 働 き を 知 り 、中 学 生 の 時 期 の 栄 養 の 特 徴

に つ い て 考 え る こ と 。ウ  食 品 の 栄 養 的 特 質 を 知 り 、中 学 生 に 必 要 な 栄 養 を 満 た す 1 日 分 の

献 立 を 考 え る こ と 。 」 と あ っ て 、 「 中 学 生 の 栄 養 と 食 事 」 に 関 し て は 基 本 的 な 方 針 は 現 在

の 学 習 指 導 要 領 に 受 け 継 が れ て い る こ と が わ か る 。  

さ て 、筆 者 が 勤 務 し て い た 仙 台 市 の M 中 学 校 は 私 立 で 給 食 が な く 、大 半 の 生 徒 は ほ ぼ 毎

日 弁 当 を 持 参 し て い た が 、 遠 隔 地 か ら 通 学 し て い る 生 徒 な ど も い て 、 学 生 食 堂 を 利 用 し た

り 、売 店 の 菓 子 パ ン で 済 ま せ る ケ ー ス も 多 か っ た 。そ こ で M 中 学 3 年 の 技 術・家 庭 の 授 業

で は 、 上 記 学 習 指 導 要 領 を 踏 ま え 、 中 学 生 に 必 要 な 1 日 分 の 栄 養 を 考 え さ せ る と と も に 、

朝 食 に 次 い で 重 要 な 昼 食 に つ い て 献 立 を 考 え さ せ 、 調 理 実 習 の ま と め と 応 用 と し て 班 ご と

─ 128 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 
 

に 弁 当 作 り を 行 な っ た 。以 下 は 2 0 0 3 年 1 月 に 行 な っ た 技 術・家 庭 の 授 業（ 調 理 実 習 ）の 実

践 報 告 で あ る 。  

 

２. 方法  

（ 1） 自 由 献 立 を 立 て さ せ る  

仙 台 市 の 私 立 M 中 学 3 年 生（ 5 ク ラ ス ）の 調 理 実 習 の ま と め と し て 、自 分 た ち 用 の 弁 当

作 り を 行 う こ と と し 、 班 ご と に 自 由 献 立 を 立 て さ せ た 。 使 う 食 材 を あ る 程 度 決 め 、 そ の 食

材 を 使 っ て 献 立 を 作 成 す る よ う 指 導 し た 。 そ の 際 、 針 谷 順 子 著 ・ 足 立 己 幸 監 修 「 そ の ま ん

ま お 弁 当 料 理 カ ー ド 」 を 具 体 例 と し て 提 示 し た 。 使 用 す る 食 材 は 、 主 食 は 米 、 主 菜 は 魚 料

理（ 1 品 ）、肉 料 理（ 1 品 ）、卵 料 理（ 1 品 ）、副 菜（ 野 菜 料 理 ） 1 品 、副 菜（ 芋 料 理 な ど ）

1 品 、 果 物 を 使 用 し た デ ザ ー ト 1 品 と し た 。 弁 当 は 持 ち 歩 く こ と を 前 提 に 、 低 温 保 存 が 必

要 な 牛 乳 ・ 乳 製 品 は 使 用 し な い こ と に し た 。 以 上 の 内 容 で 各 班 に 献 立 を 立 て さ せ 、 調 理 実

習 を 行 な っ た 。  

（ 2） 出 来 上 が り の 弁 当 を 写 真 に 撮 り 、 掲 示 す る  

 班 ご と に 弁 当 の 写 真 を 撮 り 、1 学 年 5 ク ラ ス 4 0 班 分 の 記 録 を 調 理 室 前 に 掲 示 し た 。さ ま

ざ ま な 弁 当 （ 献 立 ） を 見 比 べ さ せ 、 お い し そ う な 弁 当 は ど れ か 、 栄 養 バ ラ ン ス が よ さ そ う

な も の は ど れ か 、 考 え さ せ た 。  

（ 3） 実 習 の ま と め と し て 感 想 レ ポ ー ト を 提 出 さ せ る  

 

３. 結果と考察  

（ 1）各 班 に 自 由 献 立 を 立 て さ せ た 結 果 、ど の 班 も 栄 養 バ ラ ン ス が 整 っ た 、彩 り の 良 い 弁 当

を 作 成 す る こ と が で き た 。 生 徒 は 「 栄 養 バ ラ ン ス の 良 い 弁 当 の 献 立 を 考 え る の は 難 し い と

思 っ て い た が 、 使 用 す る 食 材 を 決 め る と 簡 単 に 作 れ る こ と が わ か っ た 」 と い う 感 想 が 多 か

っ た 。 ま た 、 献 立 を 立 て る た め に 活 発 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 生 ま れ 、 互 い に ア イ デ ア を

出 し 合 う な ど 、 主 体 的 に 取 り 組 む 姿 勢 が 見 ら れ た 。  

（ 2）出 来 上 が っ た 弁 当 を 写 真 に 撮 り 、掲 示 し た こ と で 、生 徒 た ち は お 互 い に 作 成 し た 弁 当

を 評 価 し 合 っ た 。 「 食 材 が 同 じ で も い ろ ん な 料 理 が あ る こ と が わ か っ た 」 「 弁 当 の 詰 め 方

も 班 に よ っ て 様 々 あ る こ と こ と が わ か っ た 」 と い う 感 想 が 多 か っ た 。  

（ 3） 今 回 、 調 理 実 習 の 成 果 を 写 真 と い う 形 で 掲 示 ・ 公 開 し た が 、 感 想 レ ポ ー ト を 読 む と 、

「 美 味 し そ う 」 「 き れ い な お 弁 当 だ ね 」 と い っ た 他 者 か ら の 評 価 が 生 徒 た ち の 自 己 効 力 感
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を 高 め る 結 果 と な っ た こ と が わ か っ た 。ま た 、 M 中 学 は 私 立 で 給 食 が な い 学 校 で あ っ た た

め 「 毎 日 弁 当 を 作 っ て く れ て い る 母 に 感 謝 し た い 」 と い う 感 想 が ほ と ん ど で あ っ た 。  

 

４. まとめ  

 仙 台 市 の 私 立 M 中 学 3 年 生 の 調 理 実 習 の ま と め と 応 用 と し て 、自 分 た ち 用 の 弁 当 作 り を

行 う こ と と し 、 班 ご と に 自 由 献 立 を 立 て さ せ た 。 使 う 食 材 を あ る 程 度 決 め 、 そ の 食 材 を 使

っ て 献 立 を 作 成 さ せ た 。 作 成 し た 弁 当 は 班 ご と に 写 真 を 撮 り 、 掲 示 し て お 互 い に 評 価 し 合

っ た 。 使 用 す る 食 材 を 決 め る こ と で 、 栄 養 バ ラ ン ス の と れ た 、 彩 り の 良 い 弁 当 を 作 成 す る

こ と が で き た 。 ま た 、 互 い に 評 価 し 合 う こ と で 、 生 徒 の 自 己 効 力 感 が 高 ま っ た 。 自 由 献 立

に よ る 調 理 実 習 は 生 徒 た ち の 意 欲 を 引 き 出 し 、 い わ ゆ る ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ に 通 じ る 主

体 的 な 学 び の 機 会 に な っ て い る こ と が 確 認 さ れ た 。  

 

参 考 資 料  

1）  中 学 校 学 習 指 導 要 領  文 部 科 学 省  平 成 2 9 年 3 月  

h t t p : / / ww w . me x t . g o . j p / c o mp o n e n t / a _ me n u / e d u c a t i o n / m i c r o _ d e t a i l / _ _ i c s F i l e s / a f i e l d f i l e / 2 0 1 7 / 0 6

/ 2 1 / 1 3 8 4 6 6 1 _ 5 . p d f  

2）  中 学 校 学 習 指 導 要 領  文 部 科 学 省  平 成 1 0 年 1 2 月  

h t t p : / / ww w. me x t . g o . j p / a _ me n u / sh o t o u / c s / 1 3 2 0 0 8 1 . h t m 

3）  針 谷 順 子 著・足 立 己 幸 監 修  改 訂 版「 そ の ま ん ま お 弁 当 料 理 カ ー ド 」 平 成 1 4 年（ 2 0 0 2）

1 0 月  群 羊 社  
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被服造形実習の授業実践例  
 

藤川 幸子 *  

 

始 め に 、 新 入 生 の 準 備 し て い る 洋 裁 用 具 、 被 服 造 形 の た め の 用 具 の 説 明 と 、 用 具 の 使 用

目 的 と 説 明 を 行 う 。 身 体 を 正 し く 測 定 し 、 身 体 を 把 握 し 、 そ の 測 定 の と き の 使 用 す る 用 具

ま た 、 作 図 （ 平 面 作 図 ） の 時 の 使 用 す る 用 具 の 説 明 で あ る 。            

次 に 、 被 服 造 形 に 欠 か せ な い 必 要 な 用 具 と し て 、 ① ハ サ ミ 、 チ ョ ー ク 、 目 打 ち 等 、 ② ミ

シ ン で は 家 庭 用 、 職 業 用 、 ロ ッ ク ミ シ ン な ど 実 習 を 加 え 説 明 す る 。 ③ ア イ ロ ン の 使 用 上 の

注 意 点 と し て 温 度 等 、 さ ま ざ ま な 使 用 目 的 に よ っ て 異 な る こ と 。 ④ ミ シ ン に つ い て 、 教 室

に 設 備 の あ る 機 械 の 説 明 、 必 要 に 応 じ た 使 用 方 法 の 説 明 を す る 。  

原 型 に つ い て   服 飾 造 形 で は 、「 原 型 」 と い う 場 合 、 種 々 の 衣 服 パ タ ー ン 設 計 の 基 礎 と

な る パ タ ー ン を 指 し て い る 。 シ ン プ ル な デ ザ イ ン で 立 体 的 に 適 合 さ れ て い る 衣 服 の パ タ ー

ン を さ し て お り 体 部 別 に 上 半 身 原 型 ・ 袖 原 型 ・ 下 半 身 用 （ ス カ ー ト ） 原 型 な ど が あ る 。       

こ こ で は 、 文 化 式 原 型 の 作 図 方 法 を 使 用 し 、 １ ９ ９ ８ 年 に 改 定 さ れ た 文 化 式 原 型 の 名 称 作

図 方 法 を 使 用 す る 。 上 半 身 原 型 の 各 部 名 称 、 袖 原 型 の 各 部 名 称 、 下 半 身 原 型 （ ス カ ー ト ）

の 各 部 名 称 と 作 図 を す る 上 で 必 要 な 各 部 の 名 称 を ノ ー ト に 記 載 さ せ る 。 原 型 を 作 る に は 、

人 体 の 必 要 寸 法 を 計 測 し 、 算 出 さ れ た 各 部 の 寸 法 を 基 に 、 各 部 寸 法 早 見 表 を 使 用 す る 1 )。   

パ タ ー ン メ イ キ ン グ（ 平 面 作 図 ）の 原 型 作 図   基 礎 線 作 図 、線 を 引 く 上 で 大 切 な こ と は 、

水 平 に 、平 行 に 、垂 直 と 、不 揃 い の 時 は 訂 正 さ せ る 。こ れ は 、裁 断 上 布 地 の 流 れ に よ っ て 、

し わ が 出 て し ま う 。 た て 地 、 横 地 の 糸 の 布 地 の 方 向 に よ っ て 、 デ ザ イ ン の 仕 上 が り の 問 題

が 生 じ る 。  

輪 郭 線 作 図   こ こ で は 、 カ ー ブ 線 が 必 要 で あ り 、 用 具 の 使 い 方 、 線 の 流 れ の 説 明 と 実 習

を 加 え る 。 ウ エ ス ト 総 ダ ー ツ 量 の 割 り 出 し 方 1 )を 実 習 と 共 に 講 義 し 指 導 し て い る 。 袖 原 型

作 図 、 上 半 身 原 型 の 、 身 頃 の 袖 ぐ り 寸 法 （ Ａ Ｈ ） に よ り 、 袖 山 の 高 さ の 決 め 方 、 ア ー ム ホ

ー ル の 計 り 方 で 袖 幅 を 決 め 、 袖 山 曲 線 と 前 後 そ れ ぞ れ 説 明 を 加 え 各 自 で 曲 線 を 描 く 。 こ こ

で は 、 Ａ Ｈ の 計 り 方 な ど の 説 明 に 加 え 一 人 一 人 を 回 り 指 導 に あ た っ て い る 。 こ れ に よ り 袖

原 型 が 出 来 上 が り 。 ま た 男 子 原 型 作 図 の 完 成 を 目 指 し 、 線 の 引 き 方 も 板 に つ き 早 い 時 間 に

完 成 と な る 。  

欠 席 ・ 遅 刻 の 目 立 つ 学 生 は 、 少 々 遅 れ が 生 じ る が 、 必 要 に 応 じ 時 間 を 作 り 出 し て い る 。 
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下 半 身 （ ス カ ー ト ） 原 型 作 図 を 実 習 と 共 に 指 導 。 ス カ ー ト の 機 能 性 を 考 え 、 動 作 に よ る

ゆ と り が 必 要 で あ る 事 を 加 え 、 基 本 型 ス カ ー ト パ タ ー ン 作 図 に 入 る 。 タ イ ト ス カ ー ト 、 セ

ミ タ イ ト ス カ ー ト 、 ゴ ア ー ド ス カ ー ト 、 の ３ 点 に よ る パ タ ー ン を 作 図 。 線 の 引 き 方 も 良 く

な り 長 い 時 間 が か か ら な い 。ま ず 始 め に ス カ ー ト 丈 を 決 め 、ウ ェ ス ト ラ イ ン か ら ヒ ッ プ（ 腰

丈 ）を 決 め ヒ ッ プ の 割 り 出 し と す る 。ウ エ ス ト の 割 り 出 し を 計 算 し て 、パ タ ー ン を 起 こ す 。

パ タ ー ン ３ 点 は 標 準 寸 法 に よ り 、 計 算 し 作 図 を す る 。  

後 期 、 １ 年 生 は 各 自 、 一 重 の ス カ ー ト 製 作 。 こ こ で は 、 部 分 縫 い を 入 れ 、 フ ァ ス ナ ー 、

ロ ッ ク ミ シ ン の 使 い 方 な ど 。 １ ・ フ ラ ッ ト フ ァ ス ナ ー ２ ・ コ ン シ ー ル フ ァ ス ナ ー と 切 り じ

つ け （ 印 つ け ） な ど の 部 分 縫 い を 入 れ て い る 。 後 期 に 入 り 、 各 自 の ス カ ー ト パ タ ー ン 作 図

か ら 、 布 地 の 見 積 も り 方 の 講 義 か ら 始 め て い る 。 工 程 順 の 説 明 は 、 プ リ ン ト 参 考 に よ り 進

め て い る 。パ タ ー ン 作 図 → 地 直 し → パ タ ー ン 配 置 → 縫 い 代 → 裁 断 → 印 付 け → 組 立 → 試 着（ 補

正 ） の 説 明 。 後 、 第 一 ミ シ ン の 工 程 を 説 明 と 完 成 を 目 指 す 。  

 ２ 年 生 で は 、 上 半 身 の 原 型 を 使 用 、 ブ ラ ウ ス の 作 図 か ら 始 め る 。 基 礎 が 出 来 て い る 為 に  

進 め て い る が 、 も う 一 度 説 明 を 繰 り 返 し て い る 。 上 半 身 原 型 ダ ー ツ の 分 散 は 実 習 と 共 に 繰

り 返 し て い る 。 ブ ラ ウ ス パ タ ー ン 作 図 → 地 直 し → 裁 断 → 縫 い 代 → 切 り し つ け （ 糸 し る し ）

→ 組 立 → 試 着（ 補 正 ）の 手 順 の 説 明 を 加 え 進 め る 。ま た 、２ 年 生 で 始 め て 扱 う 特 種 素 材（ 接

着 芯 ） の 説 明 を 加 え 、 第 一 ミ シ ン の 工 程 に 入 る 。 （ プ リ ン ト 説 明 ） 後 期 は 、 １ 年 生 で 作 っ

た ス カ ー ト 製 作 に 加 え 、 裏 地 の 扱 い 方 を 指 導 。 部 分 縫 い は 入 れ て い な い 。 実 習 を 入 れ な が

ら 指 導 し て い る 。 シ ラ バ ス に は 無 い が 、 進 度 に よ っ て 、 パ ン ツ の パ タ ー ン 作 図 を 入 れ て い

る 。  

３ 年 生 は ジ ャ ケ ッ ト の 総 裏 付 き 。 パ タ ー ン も 複 雑 で あ る た め 、 原 型 パ タ ー ン の 分 散 か ら

始 ま り 、 ブ ラ ウ ス の 衿 の パ タ ー ン の 起 こ し 方 、 引 き 方 指 導 。 復 習 を 加 え 説 明 す る 。 作 図 の

要 点 を 把 握 す る 。 袖 に つ い て は 、 ２ 枚 袖 と 始 め て の 袖 パ タ ー ン 作 図 で あ る 。 ま た ジ ャ ケ ッ

ト の ポ ケ ッ ト は 、 絵 型 で は 、 パ ッ チ ポ ケ ッ ト の 為 、 部 分 縫 い ３ 点 指 導 。 １ 、 フ ラ ッ プ ポ ケ

ッ ト 、 ２ 、 両 玉 縁 ポ ケ ッ ト ３ 、 箱 ポ ケ ッ ト と 指 導 し 、 ジ ャ ケ ッ ト の ポ ケ ッ ト は 、 各 自 に 任

せ て い る 。 後 期 で は 、 裏 地 の 裁 断 か ら 完 成 を 目 指 し 部 分 的 に プ リ ン ト 参 考 に 説 明 を 加 え 、

実 習 に て 完 成 を 目 指 し て い る 。  

 

 

                                                                 
1  ： 服 飾 造 形 の 基 礎 p . 8 4 , 9 0  
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工芸基礎・漆芸  
―色漆を使用した塗り皿への加飾―  

 

井上直美 *  

 

１. 目的 

実 際 に 漆 を 美 術 の 表 現 材 料 の １ 素 材 と し て 扱 っ た 事 が な い 受 講 生 は 、 漆 芸 を イ メ ー ジ す

る と 黒 や 朱 色 の お 椀 や 重 箱 な ど の 高 級 で 普 段 は 使 用 し な い も の を 思 い 浮 か べ る 様 で あ る 。

そ れ は 、 漆 黒 の 美 し さ や 朱 色 の あ で や か さ な ど 、 漆 器 特 有 の 崇 高 さ が 先 行 す る か ら だ と 推

測 さ れ る 。 そ の 為 、 漆 を 用 い た 美 術 の 表 現 材 料 と し て の 範 囲 を 狭 め る 一 因 と な っ た り 、 漆

の 作 品 を 制 作 し よ う と す る 意 識 低 下 の 要 因 に な っ て し ま う 場 合 が あ る 。 そ こ で ま ず 、 漆 と

顔 料 を 合 わ せ た 色 漆 を 用 い る 事 に よ り 、 漆 の 色 の バ リ エ ー シ ョ ン を 知 る 事 に よ っ て 、 受 講

生 本 人 の 美 術 表 現 の １ つ に 成 り 得 る 事 を 知 っ て 貰 い 、 漆 を 身 近 に 感 じ る き っ か け と な り 、

漆 芸 の 授 業 に 取 り 組 み 易 く な れ ば と 考 え 、 色 漆 の 加 飾 を 取 り 入 れ ま し た 。  

 

２. 内容  

全 1 5 回 の 授 業 な の で 、工 程 の 配 分 を 考 慮 し 、最 初 の 授 業 時

に 色 漆 の 見 本 帳 （ 藤 井 漆 工 よ り 配 布 ） を 見 せ 、 色 の バ リ エ ー

シ ョ ン を 知 っ て 貰 う 。合 わ せ て 色 漆 を 用 い た 漆 絵 皿 を 見 せ る 。

（ 見 本 と し て 提 示 す る 漆 絵 皿 は 、 私 が 授 業 見 本 と し て 制 作 し

た 皿 の 他 、 卒 業 生 や 前 年 度 ま で 授 業 選 択 者 が 実 際 に 授 業 で 制

作 し た 漆 絵 皿 を 使 用 ）  

実 際 に 使 用 す る 無 地 の 黒 塗 り 皿 を 合 わ せ て 見 せ 、 絵 画 の キ ャ

ン バ ス を 黒 い 塗 り 皿 に 置 き 変 え る 事 を 説 明 。  

２ 回 目 ～ ７ 回 目 位 ま で は 、 そ れ ぞ れ 実 際 の 塗 り 皿 （ も う 既 に

黒 塗 り 仕 上 げ が 施 さ れ た 径 2 1 ㎝ の 皿・藤 井 漆 工 に 依 頼 、会 津

の 漆 職 人 さ ん に よ る 物 ） を 見 な が ら 、 ク ロ ッ キ ー 帳 や ス ケ ッ

チ ブ ッ ク に 図 案 な ど を 下 描 き す る 。 そ の 後 、 黒 い 画 用 紙 に 色

エ ン ピ ツ や 水 彩 絵 の 具 な ど で 図 案 を 清 書 す る 。 （ こ れ は 黒 い

背 景 を 意 識 す る 為 ） 図 案 が 完 成 し た ら 、 和 文 タ イ プ 用 紙 （ 薄
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紙 ） で 図 案 を 写 す 。 写 し た 図 案 を 顔 料 を 用 い て 塗 り 皿 に 写 す 。 又 は 、 マ ス キ ン グ テ ー プ な

ど 用 い 塗 り 面 を マ ス キ ン グ す る 。  

８ 回 目 以 降 か ら 、 色 漆 を 使 用 し て 行 く 。 色 漆 は 藤 井 漆 工 の 色 漆 全 2 5 種 類 か ら 選 抜 し て 1 5

色 を 使 用 。（ 色 漆 は 専 用 の 木 地 呂 漆 に レ ー キ 系 の 顔 料 を 混 ぜ 練 り 上 げ た も の 。漆 1 0：顔 料

８  配 合 比 率 な ど は 漆 会 社 に よ っ て 異 な る ）水 彩 画 の 絵 の 具 や 油 絵 の 具 と 同 様 、既 に 色 の 顔

料 と 漆 を 練 り 合 わ せ た も の が チ ュ ー ブ 詰 め し て あ る の で 、 手 軽 に チ ュ ー ブ を 絞 っ て す ぐ に

使 用 出 来 る 。  

色 は 赤 口 、 黄 口 、 黄 、 山 吹 、 新 橋 、 空 、 浅 黄 、 ア イ 、 ピ ー ス 紺 、 草 、 N o . 1 2、 白 、 藤 、 桃 、

牡 円 、 紫 を 使 用 す る 。 そ の 他 の 色

合 い は 混 色 に て オ リ ジ ナ ル の 色 を

作 る 。 混 色 に よ っ て 、 色 は 純 白 以

外 は あ る 程 度 作 る 事 が 出 来 る 。 故

な ら ば 、 漆 は 漆 の 木 の 樹 液 で 焦 げ

茶 色 を し て い る 。 色 漆 の 基 と な る

木 地 呂 漆 は 、 生 漆 を 精 製 し 、 水 分

を 飛 ば し て 作 ら れ る 。 精 製 に よ り
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生 漆 よ り は 透 明 度 は あ る が 、 少 し 茶 色 の 飴 色 、 べ っ 甲 色 を し て い る 為 、 純 白 は 作 れ な い 。

茶 色 い 漆 に 白 い 顔 料 を 加 え て も ベ ー ジ ュ 色 に な っ て し ま う 。 そ の 代 用 と し て 純 白 を 表 現 す

る 為 に 卵 の 殻 を 漆 で 貼 っ て 白 い 色 を 表 現 す る 卵 殻 と 言 う 技 法 も あ る が 、 基 本 は 色 漆 の 白 を

使 用 し て 貰 い 、 さ ら に 高 度 な 表 現 を 要 求 す る 受 講 生 に 対 し て は 卵 殻 の 使 用 を 認 め て い る 。  

色 漆 を 塗 る 時 に 、漆 独 特 の 粘 性 が あ る 為 に 、普 通 の 筆（ 一 般 に 市 販 さ れ て い る 絵 画 用 の 筆 ）

で は 描 く 事 が 出 来 な く な る 。 筆 に 漆 が 馴 染 ま ず 、 カ ス レ て し ま の だ 。 そ の 為 に 専 用 の 筆 を

用 い て 描 い て 貰 う 。  

実 際 に 使 用 す る 、 色 漆 専 用 の 蒔 絵

筆 は 、 職 人 さ ん が 制 作 し た 貴 重 な

も の で あ る 。 ネ ズ ミ や 猫 の 毛 で 出

来 て い る 。 受 講 生 は 初 心 者 な の で

一 番 安 価 な 価 格 帯 の も の を 用 意 し 、

種 類 は 、 髪 の 毛 の 細 さ の 線 ま で 書

け る 赤 軸 の 特 小 筆 、 縁 取 り に 便 利

な 小 筆 、 塗 り 込 み 用 の 中 太 筆 で あ

る 黄 軸 筆 と 太 筆 の 黒 軸 筆 、面 相 筆 の 代 用 に な る 平 刷 毛 か ら 自 由 に 選 択 し て 貰 っ て い る 。（ 使

用 は 各 自 自 由 。 持 っ て い る 筆 で 挑 戦 す る 者 、 ス タ ン プ 模 様 な ど 筆 を 用 い な い 画 法 を 選 ぶ 受

講 者 が 居 る 為 ）  

蒔 絵 筆 を 使 用 す る 場 合 は 独 特 の 筆 の 腰 が あ る の で 練

習 を す る 。 筆 の お ろ し 方 、 扱 い も 決 ま っ た 工 程 が あ

る の で 、 慣 れ る ま で は 面 倒 に 感 じ る 場 合 が あ る 。  

下 書 き が 終 わ る と 、 殆 ん ど の 受 講 者 は 図 案 の 縁 取 り

か ら 始 め る 。 カ ブ レ の 危 険 が あ る の で 、 ゴ ム 手 袋 を

は め 、 手 先 の 感 覚 が 鈍 く な る 中 、 真 剣 に 色 漆 を 塗 り

始 め る 。 普 通 の 絵 画 に 用 い る 筆 と 比 べ て 腰 が な い 筆

で 描 く の で 、 手 前 に 引 く 様 に 描 い て 行 く 。 そ の 為 、

元 々 の 図 案 が 明 確 で な い と 、 途 中 で 線 が ブ レ て し ま

う の で 注 意 す る 必 要 が あ る 。  

漆 は 乾 燥 す る の に 時 間 を 何 時 間 も 要 す る 。 故 に 、 １

日 １ 色 、 又 は 隣 合 っ て い る 色 を 避 け て 塗 る の で 授 業
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回 数 が 掛 か っ て し ま う 。 そ の 性 質 を 生 か し 、 計 算 し て 絵 を 描 い て 行 く 。  

約 1 3 回 目 位 か ら 仕 上 げ に 移 る 。色 を 重 ね て 絵 付 け す る 部 分 や 、乾 燥 後 に 発 色 の イ メ ー ジ が

違 っ て し ま っ た 部 分 は 、 消 す 事 が 出 来 な い の で 重 ね 塗 り な ど を す る 。  

最 後 に 表 面 を 磨 き 、 希 望 者 は 裏 面 に サ イ ン を し て 仕 上 げ る 。 （ 全 て の 工 程 は 、 工 芸 基 礎 ・

漆 芸 の 授 業 内 容 で あ る 、 摺 り 漆 の お 椀 制 作 と 塗 り 皿 へ の 箔 絵 の 加 飾 と 並 行 し て 行 う ）  

 

３．結果（ミニットペーパーでのアンケートや授業中の対話を基にして） 

 既 在 の 黒 塗 り 皿 を 最 初 に 渡 す 事 に 依 り 、 今 回 基 礎 工 芸 の 漆 芸 で は 黒 塗 り の 演 習 を 実 習 出

来 無 い の で 、次 年 度 以 降 の 漆 の 授 業 で 実 践 す る「 塗 り 」へ の 期 待 に 繋 が っ た と 推 測 出 来 る 。

又 、 完 成 品 で は あ る が 、 本 漆 塗 り の 艶 や か さ や 質 感 も 実 際 触 れ る 事 に 依 り 実 感 出 来 た 様 で

あ る 。 次 に 、 色 漆 を 見 て 驚 き 、 漆 に は 絵 画 の 絵 の 具 の 様 に 色 々 な 色 が あ る 事 を 知 り 、 美 術

の 表 現 の 一 材 料 と な る 事 を 実 感 。 さ ら に 、 絵 画 で 描 か れ た 見 本 漆 絵 皿 を 見 て 、 デ パ ー ト や

美 術 の 作 品 集 で 見 て い た 様 な 漆 皿 を 自 分 の 手 で 描 け る 事 に 喜 び を 感 じ た 様 で あ る 。  

授 業 の ２ 回 目 以 降 、 図 案 の 考 察 に 入 る と 、 今 ま で に 体 験 し た 事 の な い 、 漆 の 黒 地 を 背 景 に

絵 を 考 え る と 言 う 事 に 、 少 し 戸 惑 い を 感 じ て し ま う 受 講 生 が 多 く 、 中 に は 漆 の 本 な ど に 頼

り 、 写 真 か ら 図 案 を 写 し 取 る 受 講 者 も 居 る 。 だ が 、 殆 ん ど の 受 講 者 が 漆 の イ メ ー ジ と な る

古 典 的 な 文 様 に 囚 わ れ ず 、 油 絵 的 な 描 写 方 法 や 、 ア ニ メ マ ン ガ 的 な イ ラ ス ト 風 の 絵 を 考 え

た り と 、他 の 受 講 者 と の 交 流 の 中 で 、徐 々 に 自 分 の 作 風 を 完 成 さ せ て 行 く 様 子 が 見 ら れ た 。  

図 案 完 成 後 、 和 文 タ イ プ 用 紙 を 用 い て 皿 に 下 絵 を 写 し 取 る 工 程 で は 、 下 絵 の 重 要 性 と 手 間

が 掛 か る 事 に 苦 戦 し な が ら の 取 り 組 み に な っ た 様 だ 。 絵 画 の 様 に 直 接 下 絵 を 描 け な い 為 、

絵 の 中 に 筆 の 勢 い が 表 現 出 来 な か っ た り 、 気 持 ち に よ っ て 移 り 変 わ る 色 や 柄 の 変 化 が 表 現

出 来 な い 場 合 も 生 じ る 為 で あ る 。 自 由 な 作 風 を 希 望 す る 受 講 者 に は 、 初 回 は 漆 を 知 る 為 の

基 本 と 言 う 事 で 理 解 し て 貰 っ て い る 。  

下 絵 が 写 し 終 わ る と 、 漆 専 用 の 蒔 絵 筆 に て 塗 り が 始 ま る 。 ま ず 、 筆 を 持 つ と 、 細 く 華 奢 な

筆 の 軸 に 戸 惑 う 。 次 に 毛 先 の 腰 の 無 さ で あ る 。 腰 の 無 い 毛 に 粘 度 の 高 い 漆 を 含 ま せ 手 前 に

引 く 様 に 描 く 。 す ぐ に コ ツ を 掴 む 受 講 者 と 戸 惑 う 受 講 者 が 居 る 。 漆 の パ レ ッ ト 変 わ り で あ

る 定 盤 に 何 度 も 線 描 書 き な ど を 練 習 し て か ら 描 き 始 め る 。 実 際 は 筆 を 準 備 し た り 、 漆 を 馴

染 ま せ た り す る の に 時 間 が 掛 か り 、 作 品 へ の 塗 り は １ 色 を 少 し 塗 っ て 終 わ る 。 ま ず は 慣 れ

て 貰 う 為 な の で 充 分 な ス ピ ー ド で あ る 。２ 回 目 以 降 は 少 し ず つ 慣 れ 、１ 日 １ 色 を 目 標 に し 、

何 日 か で 殆 ん ど の 受 講 者 は コ ツ を 掴 み 、 準 備 も 手 際 良 く 漆 を 塗 り 進 め ら れ る 様 に な る 。 粘
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度 が あ る 塗 料 の 為 、 面 の 塗 り 込 み は 表 面 の な ら し を す る 事 と 同 様 の 作 業 に な る 。 ま た 、 線

の 描 写 や 縁 取 り は 、 力 の 加 減 で 細 さ を 調 節 す る の で と て も 神 経 を 使 う 。 中 に は 究 極 の 精 密

さ に 挑 戦 す る 学 生 も 居 て 、 感 心 さ せ ら れ て し ま う 。  

色 漆 描 き 出 す と 、 乾 燥 す る 事 で の 色 の 変 化 を 思 い 知 ら さ れ る 。 全 て の 色 が 乾 燥 後 に 茶 色 く

く す ん で し ま う 為 、 色 を 想 定 し て 描 い て 行 か な く て は な ら な い 。 こ の 色 の 変 化 に 、 大 半 の

受 講 生 が 戸 惑 い 、 く す ん だ 色 に 落 胆 を 覚 え て し ま う 様 だ 。 だ が 、 経 年 変 化 で 色 が 鮮 や か に

な っ て 行 く 事 を 説 明 し 、 そ の 中 で の 色 の 再 考 察 と な る 。  

カ ブ レ 防 止 の 為 、 ゴ ム 手 袋 を 着 用 し 、 手 先 の 感 覚 が 不 自 由 な 中 、 そ れ ぞ れ の 受 講 生 が 自 分

な り の 個 性 を 生 か し 漆 絵 の 表 現 を し て 行 く 。 初 め て の 素 材 に 戸 惑 い な が ら も 必 死 に 素 材 を

自 分 の 物 に し 、 出 来 上 が っ た 作 品 は 一 生 自 分 の 宝 と な る 事 を 実 感 し て く れ る 事 と 推 測 さ れ

る 。 又 、 完 成 後 に 自 分 の 生 活 の 中 で 実 際 に 使 え る 喜 び を 実 感 し て 欲 し い 。  

 

４．おわりに（今後の考察も含めて） 

 ほ ぼ 全 員 が 素 材 と し て 漆 を 使 用 す る の が 初 め て の 中 で 漆 の 作 品 を 制 作 す る と 言 う 事 は 、

美 術 表 現 の 幅 が 広 が っ た 事 の 他 に 、 実 生 活 で も 自 分 の 漆 の 作 品 を 使 用 し た り 見 た り す る 事
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に よ り 、 生 活 の 中 に 潤 い と 豊 か さ を も た ら す も の と 考 え る 。 こ れ は 生 活 美 術 の 基 礎 と 言 え

る の で は な い だ ろ う か 。 授 業 内 で 使 用 し た 漆 専 用 の 蒔 絵 筆 の 扱 い は 、 水 彩 画 や 日 本 画 、 油

絵 に 応 用 し 活 用 し て 行 け る 。 又 、 漆 や 蒔 絵 筆 （ 軸 は 竹 、 毛 は ネ ズ ミ や 猫 の 毛 ） な ど の 貴 重

な 素 材 や 道 具 に 触 れ 、 昔 か ら 続 く 伝 統 工 芸 の 素 材 の 大 切 さ や 、 伝 統 と し て 受 け 継 が れ る 所

以 も 実 感 出 来 た の で は な い か と 推 察 さ れ る 。  

今 後 も 学 生 の 自 由 な 発 想 を 尊 重 し 、 漆 の 特 性 を 学 ん で 貰 え る 様 に 努 め て 行 き た い 。  

ミ ニ ッ ト ペ ー パ ー や メ ー ル 等 で の 意 見 を １ つ １ つ 大 切 に 対 応 し て 授 業 を 進 め て 行 き た い 。  
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 *東北生活文化大学 非常勤講師 

日本画実習における教職教育の成果報告  
―「日本画とは何か」という問いと答えをめぐって―  

 

及川聡子 *  

 

１. はじめに 

 

小 学 校 学 習 指 導 要 領 「 図 画 工 作 」 、 中 学 校 及 び 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 「 美 術 」 は 、 目 標

内 容 が 大 き く 2 つ 「 表 現 」 と 「 鑑 賞 」 に 分 け て ま と め ら れ て い る 。  

日 本 の 美 術 の 特 徴 を 理 解 し 、 親 し む こ と 、 ま た 諸 外 国 の 美 術 と の 相 違 点 と 共 通 点 を 見 出

し 、 美 術 を 通 し て の 国 際 理 解 と 、 今 後 の 美 術 文 化 の 継 承 と 創 造 を 目 指 す こ と が 、 小 中 高 の

全 て に お い て 鑑 賞 の 指 導 目 標 と 定 め ら れ て い る 。  

日 本 画 実 習 で は 、 日 本 美 術 を 理 解 し 、 そ の 美 意 識 を 自 ら の 中 に 見 出 す こ と や 、 逆 に 国 際

化 し た 現 代 日 本 の 中 で 、 む し ろ 異 文 化 と 感 じ ら れ る 日 本 美 術 に 、 新 鮮 な 興 味 や 刺 激 を 得 ら

れ る よ う 鑑 賞 及 び レ ポ ー ト の 課 題 を 設 け て い る 。 そ の 上 で 、 伝 統 的 な 日 本 画 材 を 駆 使 し て

現 代 の 絵 画 を 制 作 し 、 こ れ か ら の 表 現 の 可 能 性 を 探 る こ と を 目 指 し て い る 。  

こ れ ら の 授 業 内 容 は 、 表 現 者 と し て の 問 題 意 識 や 必 要 性 を 伴 っ た 日 本 美 術 の 鑑 賞 の あ り

方 を 経 験 さ せ る こ と を 意 図 し て い る 。 自 ら が 経 験 し 、 感 じ 取 っ た 鑑 賞 の 意 義 や 感 動 は 、 表

現 者 と し て の み な ら ず 、鑑 賞 の 指 導 を 行 う 教 員 と し て の 素 地 を 形 成 す る も の と な る だ ろ う 。 

日 本 画 実 習 の 実 際 の 授 業 状 況 か ら 、 教 職 教 育 と し て の 成 果 と 、 今 後 の 課 題 を 報 告 す る 。 

 

２. 実習内容と状況 

 

（ １ ） 「 日 本 画 と は 何 か 」 と い う 問 い か け  

日 本 画 実 習 の 最 初 の 教 科 は 日 本 画 Ⅰ 。 授 業 は 「 日 本 画 と は 何 か 」 と い う 問 い か ら 開 始 す

る 。 学 生 ひ と り ひ と り に 「 あ な た の 日 本 画 の イ メ ー ジ は ど の よ う な も の で す か 。 言 葉 で 表

現 し て も 良 い し 、 作 品 名 や 作 家 名 を 挙 げ て 答 え て も 良 い で す 」 と た ず ね る 。  

言 葉 と し て は 「 地 味 」 「 鮮 や か 」 「 落 ち 着 い て い る 」 「 静 か 」 と い う 返 答 が 多 い 。 作 品

名 は 俵 屋 宗 達 の 「 風 神 雷 神 」 「 鳥 獣 戯 画 」 。 作 家 名 と し て は 圧 倒 的 に 伊 藤 若 冲 が 多 く 挙 げ
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ら れ る 。 浮 世 絵 や 墨 絵 と い う ジ ャ ン ル 名 で の 返 答 や 、 「 屏 風 と か 襖 」 と い っ た 作 品 形 体 、

「 岩 絵 具 」 「 墨 」 「 膠 」 な ど 、 素 材 で 答 え る 学 生 も い る 。  

全 員 の 発 言 が 終 わ っ た と こ ろ で 、 日 本 画 と は 西 洋 絵 画 に 相 対 す る も の と し て 明 治 に 確 立

し た 、 比 較 的 新 し い ジ ャ ン ル で あ る と い う こ と を 説 明 す る 。 ほ と ん ど の 学 生 が 驚 く の が 例

年 、 変 わ ら な い 反 応 で あ る 。  

「 厳 密 に い え ば 、 明 治 以 前 の 絵 画 は 日 本 画 で は な い か ら 、 “ 若 冲 ” は 日 本 画 家 で は な い

し 、 “ 風 神 雷 神 ” も “ 鳥 獣 戯 画 ” も “ 浮 世 絵 ” も 日 本 画 で は な い 。 現 代 の 日 本 画 で は ア ク

リ ル 絵 具 で 描 か れ た も の や 、 木 を 焦 が し て 表 現 し た も の 、 シ ル ク ス ク リ ー ン を 併 用 し た 作

品 や 、 エ ン ジ ン オ イ ル で 描 い た 実 験 的 な 作 品 も あ り 、 “ 膠 で 岩 絵 具 を 定 着 さ せ る ” 絵 画 を

日 本 画 と す る 素 材 論 的 な ジ ャ ン ル 区 分 も 出 来 に く い 」 と 、 現 代 日 本 画 の 作 品 画 像 を 参 照 し

な が ら 説 明 し て い く 。  

「 顔 料 を 膠 で 定 着 す る こ と は 世 界 中 で 行 わ れ て い た 技 法 で あ り 日 本 画 固 有 の も の で は

な い 。 現 代 の 中 国 や 韓 国 で も 日 本 画 と ほ と ん ど 変 わ ら な い 画 材 と 技 法 が 用 い ら れ て い る 。

日 本 画 家 と 自 称 す る 海 外 の 作 家 も い る か ら 、 日 本 人 が 描 く の が 日 本 画 と い う こ と に も な ら

な い 」 と 説 明 を 続 け る 。 ま た 、 学 生 自 身 が 日 本 画 に 抱 く イ メ ー ジ も 「 地 味 」 と 「 鮮 や か 」

「 墨 」 と 「 金 」 と い う よ う に 、 相 反 す る ほ ど 広 が り を も っ て い る こ と を 指 摘 し 、 各 自 の イ

メ ー ジ の 固 ま り を ほ ぐ し て い く 。  

説 明 す れ ば す る ほ ど 「 日 本 画 と は 何 か 」 と い う 謎 は 深 ま る 。 そ の 謎 を 抱 え た 状 態 で 実 際

の 制 作 に 入 る よ う 授 業 を 進 め て い く 。  

日 本 画 と は 何 か を 問 う こ と は 、 自 分 に と っ て 日 本 と は 何 か を 問 う こ と で あ り 、 自 分 が な

ぜ こ の 画 材 を 選 ぶ の か を 問 う こ と で あ り 、 自 分 の 美 意 識 を 日 本 の 伝 統 文 化 に 照 ら し 合 わ せ

て 自 覚 し て い く こ と で も あ る 。 問 い の 答 え が 知 識 と し て 用 意 さ れ な い 以 上 、 制 作 の 中 で 各

自 が 答 え を 模 索 し て い く こ と に な る 。  

 

（ ２ ） 模 索 の た め の 鑑 賞  

 提 出 作 品 の モ チ ー フ は 日 本 画 Ⅰ 、 日 本 画 Ⅱ 、 技 法 研 究 、 卒 業 制 作 す べ て に お い て 自 由 で

あ る 。 「 何 を 、 ど の よ う に 描 い て も 良 い 」 と い う の が 、 日 本 画 実 習 の 基 本 だ 。 あ く ま で も

答 え は 各 自 の 中 に し か な い こ と を く り 返 し 認 識 し て も ら う 。 答 え を 模 索 す る た め 、 日 本 美

術 の 鑑 賞 に 自 ら 興 味 を も っ て 向 か う よ う 意 図 し て の こ と で あ る 。  
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 「 日 本 画 と は 何 か 」 と い う 問 い か け の 後 、 モ チ ー フ は 自 由 と 伝 え る 。 提 出 作 品 の サ イ

ズ は 2 0 号（ 長 辺 7 2 7 m m）以 上 と 定 め て い る が 、矩 形 は Ｆ（ 短 辺 6 0 6 m m）、Ｐ（ 短 辺 5 3 0 m m）、

Ｍ（ 短 辺 5 0 0 m m）、Ｓ（ 短 辺 7 2 7 m m）い ず れ に す る か 各 自 が 決 め る こ と と し て い る 。Ｆ Ｐ

Ｍ Ｓ と い う 矩 形 は 本 来 、 洋 画 の 様 式 で あ り 、 日 本 絵 画 に は 決 ま っ た 矩 形 は な い こ と 。 ま た

Ｆ や Ｐ が 近 年 で は よ く 用 い ら れ る が 、 日 本 絵 画 で は も っ と 縦 長 や 横 長 の 矩 形 が 用 い ら れ て

き た こ と を 、 日 本 美 術 及 び 日 本 画 の 画 集 を 開 き な が ら 説 明 す る 。  

一 度 開 い た 画 集 は そ の ま ま に 、 次 々 画 集 を 開 い て は 机 に 並 べ 、 学 生 に 閲 覧 を 促 す 。 日 本

画 の 提 出 作 品 と し て 「 何 を ど の よ う に か け ば 良 い か 」 の 答 え を 探 る 必 要 か ら 、 始 め は 画 集

を ま じ め に 熟 視 し て い る 様 子 が 見 ら れ る 。 次 第 に 学 生 同 士 「 こ れ が 好 き 」 「 こ れ 見 た こ と

が あ る 」 「 こ れ も 日 本 画 な の ？ 」 と い っ た 会 話 が 始 ま る 。 最 初 の 授 業 と い う 緊 張 が 解 け た

朗 ら か な 声 で 、 率 直 な 感 想 、 素 朴 な 興 味 と 疑 問 が 飛 び 交 う 時 、 自 ら 興 味 を も っ て 鑑 賞 に 向

か わ せ る と い う 意 図 の 最 初 の 成 果 を 感 じ る 。  

 

（ ３ ） 画 材 へ の 態 度 と 日 本 の 美 意 識  

 ほ と ん ど の 学 生 に と っ て 初 め て の 日 本 画 制 作 と な る 日 本 画 Ⅰ の 提 出 作 品 で は 、 日 本 画 制

作 の 基 礎 技 法 を 学 ば せ る 。 自 由 に 描 く た め に は 、 基 本 的 な 技 法 を 充 分 習 得 す る こ と が 必 要

で あ る し 、 教 育 者 と し て も 画 材 の 知 識 と 技 能 の 習 得 は 必 須 で あ る 。  

 デ ッ サ ン を 基 に 小 下 図 を 作 成 、 小 下 図 か ら 大 下 図 を 作 成 。 パ ネ ル に 水 張 り し た 雲 肌 麻 紙

に 大 下 図 を 転 写 し 、本 画 制 作 に 入 る と い う 流 れ で 制 作 は 進 む 。本 画 制 作 は 、下 図 の 転 写 後 、

薄 墨 に よ る 骨 描 き 、 墨 の 濃 淡 表 現 を 経 て 、 水 干 絵 具 、 岩 絵 具 で の 彩 色 を し て 完 成 と な る 。  

 初 め て の 制 作 で あ る こ と か ら 、 絵 画 と し て の 完 成 度 よ り も 、 さ ま ざ ま な 日 本 画 の 絵 具 を

使 用 し 、 膠 の 溶 き 方 や 量 の 調 節 、 絵 具 の 特 性 （ 毒 性 の 知 識 を 含 む ） を 学 ぶ こ と に 重 き を 置

い て 指 導 し て い る 。 具 体 的 に は 、 雲 肌 麻 紙 に 必 ず 墨 、 胡 粉 、 水 干 絵 具 、 岩 絵 具 の 4 種 類 の

顔 料 を 全 て 使 用 し て 制 作 す る こ と を 提 出 作 品 の ル ー ル と し て い る 。 日 本 画 Ⅰ で は 、 基 本 の

技 法 の 習 得 に 集 中 さ せ 、 箔 や 盛 り 上 げ な ど 応 用 的 な 画 材 や 技 法 は 説 明 す る に 留 め 、 日 本 画

Ⅱ の テ ス ト プ レ ー ト 制 作 に お い て 指 導 す る 授 業 計 画 を 組 ん で い る 。  

日 本 画 の 画 材 の 多 く は 天 然 自 然 由 来 の も の で あ り 扱 い に く い 。 油 絵 具 や ア ク リ ル 絵 具 の

よ う に チ ュ ー ブ か ら 出 し て す ぐ に 使 用 は で き ず 、 膠 と 岩 絵 具 を 自 分 の 指 で 練 り 合 わ せ な け

れ ば 絵 具 に な ら な い 。混 色 も 自 由 で は な い し 、む ら な く 塗 る こ と も 、ぼ か す こ と も 難 し い 。  
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“ 自 分 の 思 う よ う に 動 か す こ と が で き な い ” こ と が 日 本 画 材 の 特 徴 で あ り 、 な ぜ な ら そ

れ は 自 然 そ の ま ま の も の だ か ら だ と 学 生 に は 必 ず 説 明 す る 。 “ 自 分 の 思 う よ う に 動 か せ な

い も の を そ の ま ま に 受 け 取 り 継 承 す る ” そ れ は 、 日 本 人 の 自 然 へ の 態 度 で も あ り 、 そ の よ

う な あ り よ う が 日 本 美 術 の “ 花 鳥 風 月 ” と い う 美 意 識 に つ な が っ て い る こ と 。 自 然 の 画 材

で 、 自 然 を 描 く 。 自 分 の 意 図 を 表 す こ と に 固 執 せ ず 、 対 象 で あ る 自 然 の 方 に 寄 り 添 お う と

す る あ り 方 が “ 扱 い に く い 絵 具 ” を 、 現 代 に お い て も 用 い 続 け る 理 由 の ひ と つ で あ る こ と

を 伝 え る 。  

「 自 分 の 意 図 通 り に 使 え る こ と が 表 現 の た め に 好 ま し い と 思 う な ら ば 、 日 本 画 材 を 選 ば

な い 方 が 良 い か も し れ ま せ ん 」 と 、 岩 絵 具 の 扱 い に 苦 労 す る 学 生 に は 声 を か け る 。 「 絵 具

が 動 か さ れ て い る と 気 づ か な い く ら い 、 そ っ と 水 で 導 い て 、 紙 に 置 く よ う に 彩 色 す る と 日

本 画 の 絵 具 は 最 も 美 し く 発 色 し ま す 」 と 話 す と 、 学 生 の 筆 使 い が 大 変 や わ ら か に 変 わ る の

が 分 か る 。 息 を 止 め る 学 生 や 、 筆 使 い と 呼 吸 が 連 動 し 始 め る 学 生 も い る 。  

絵 具 の 溶 き 方 、 筆 の 運 び 方 に 細 心 の 注 意 を 払 っ た 学 生 は 、 日 本 画 の 鑑 賞 の 際 に は そ の 絵

具 の 乗 り 方 や 発 色 か ら 、 自 分 の 体 感 を 基 に 、 作 者 の 絵 具 へ の 心 使 い 、 息 遣 い 、 ま た モ チ ー

フ へ の 眼 差 し ま で 想 像 す る こ と が で き る で あ ろ う 。 ま た 、 そ の よ う に 作 者 の あ り よ う を 作

品 か ら 読 み 取 る こ と を 、 鑑 賞 の 指 導 の 中 で 伝 え る こ と の で き る 教 育 者 と な る 感 受 性 を 育 む

こ と と な る こ と と 思 う 。  

  

 （ ４ ） 技 法 研 究 に お け る レ ポ ー ト 提 出  

 卒 業 制 作 に 日 本 画 を 選 択 し た 各 学 生 に は 、 日 本 美 術 史 を 旧 石 器 時 代 、 縄 文 時 代 、 弥 生 時

代 、 古 墳 時 代 、 飛 鳥 時 代 、 奈 良 時 代 、 平 安 時 代 、 鎌 倉 時 代 、 室 町 時 代 、 安 土 桃 山 時 代 、 江

戸 時 代 、 明 治 時 代 、 大 正 時 代 、 昭 和 時 代 以 降 に 区 分 、 博 物 館 や 美 術 館 で の 鑑 賞 を も と に 各

時 代 の 美 術 の 特 徴 を ま と め た 小 レ ポ ー ト 提 出 を 毎 週 の 課 題 と し 、 学 期 最 後 に は 、 最 も 共 感

で き た 時 代 、 ま た は 興 味 を 感 じ た 時 代 を 選 び 、 自 分 の 制 作 と 結 び つ け た レ ポ ー ト を 提 出 さ

せ た 。  

 昨 今 の 日 本 的 意 匠 の 流 行 も あ っ て 、 日 本 刀 や 鎧 、 着 物 な ど へ の 興 味 か ら 安 土 桃 山 時 代 に

重 点 を 置 い た レ ポ ー ト や 、 浮 世 絵 と 漫 画 と の 共 通 性 を 見 い だ し 江 戸 時 代 を 取 上 げ る レ ポ ー

ト 、 プ リ ミ テ ィ ブ な 魅 力 に 惹 か れ て 縄 文 時 代 に 共 感 す る レ ポ ー ト な ど が 提 出 さ れ た 。  

 そ れ ら は ど れ も 、 現 代 人 だ か ら と い っ て 現 代 の 表 現 に 共 感 す る と は 限 ら な い こ と や 、 身

近 な 漫 画 や ゲ ー ム の 中 に も 、 さ ま ざ ま な 時 代 の 世 界 観 や 美 意 識 が 含 ま れ て い る と 実 感 し て
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い る こ と が 伝 わ る も の だ っ た 。 そ の 実 感 が 、 教 員 と な っ た 時 、 誰 か に よ っ て な さ れ た 文 化

財 的 な 価 値 付 け を 越 え 、 自 分 自 身 が 感 じ る 興 味 、 好 ま し さ や 共 感 を 伴 う 鑑 賞 を 指 導 す る 基

礎 と な る こ と と 期 待 す る 。  

 ま た 、中 国 生 れ の 学 生 が 中 国 の 水 墨 画 と 日 本 の 水 墨 画 の 相 違 点 と 共 通 点 に つ い て 考 察 し 、

日 本 独 自 の 水 墨 画 が 成 立 し た と さ れ る 室 町 時 代 に 注 視 し た レ ポ ー ト を 提 出 し た 。 日 本 画 と

は 何 か と い う 問 い を 、 他 国 か ら の 目 線 で 探 る 試 み と 言 え よ う 。  

 同 じ 画 材 を 用 い る ア ジ ア 諸 国 の 絵 画 と 日 本 画 の 差 は ど こ に あ る の か と い う 議 論 は 現 代 日

本 画 で も な さ れ て い る 。 日 本 画 が 西 洋 画 に 対 し て 作 ら れ た と い う 経 緯 か ら す れ ば “ 西 洋 ”

画 に 対 し て  “ 東 洋 ”画 と な る べ き に も 関 わ ら ず「 日 本 画 」に な っ た こ と の 不 可 解 さ を 突 く

視 点 を も っ た レ ポ ー ト で も あ っ た こ と も 興 味 深 い 。  

 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領「 美 術 Ⅰ 」の 鑑 賞 の 内 容 で は 、「 日 本 の 美 術 の 歴 史 や 表 現 の 特 質 ，

及 び 諸 外 国 の 美 術 文 化 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と 」 と し た 上 、 内 容 の 取 扱 い と し て 「 日 本

の 美 術 も 重 視 し て 扱 う と と も に ， ア ジ ア の 美 術 な ど に つ い て も 扱 う よ う に す る 」 と 定 め ら

れ て い る 。  

 西 欧 諸 国 と 日 本 の 相 違 点 と 共 通 点 を 見 出 す こ と と 共 に 、 身 近 な ア ジ ア の 近 隣 諸 国 と の 密

接 で あ る か ら こ そ 見 出 さ れ ず に い た 相 違 点 と 共 通 点 を 、 美 術 文 化 の 鑑 賞 を 通 し て 学 ぶ こ と

は 国 際 理 解 と い う 教 育 の 目 的 に 叶 う も の で あ ろ う し 、 日 本 美 術 の 成 り 立 ち を 細 や か に 追 い

直 す こ と に も な る だ ろ う 。  

 そ の 意 味 で も 、 ま っ た く 同 じ 画 材 で 描 く 水 墨 画 の 中 国 と 日 本 の 相 違 点 へ の 着 目 は 、 鑑 賞

に よ っ て 自 国 と 他 国 の 美 術 を 通 し て の 国 際 理 解 を 目 指 す 指 導 に 結 び つ く 、 教 職 教 育 と し て

の 成 果 だ と い え る と 思 う 。  

 

 （ ４ ） 卒 業 制 作 に あ た っ て  

日 本 画 実 習 の 集 大 成 で あ る 卒 業 制 作 で も 、 真 摯 に 制 作 さ れ た も の で あ れ ば 「 何 を 、 ど の

よ う に 描 い て も 良 い 」 と い う 指 導 は 変 わ ら な い 。 最 初 の 授 業 に お け る 「 日 本 画 と は 何 か 」

と い う 問 い に 対 す る 、 そ れ ぞ れ の 学 生 の 「 こ れ が 私 に と っ て の 日 本 画 」 と い う 答 え と し て

受 け 取 る の で あ る 。  

結 果 、 膠 で 岩 絵 具 を 定 着 さ せ て 風 景 や 室 内 を 描 い た 作 品 、 ア ク リ ル 絵 具 と 岩 絵 具 を 併 用

し て 描 い た 作 品 、 C G で 描 き 出 力 し た も の を 屏 風 に 仕 上 げ た 作 品 な ど 、 多 様 な 「 日 本 画 」

が 卒 業 制 作 と し て 提 出 さ れ て き た 。 い ず れ も 各 学 生 が 、 日 本 美 術 や 日 本 文 化 、 現 代 の 美 術
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表 現 、 諸 外 国 の 美 術 を 参 照 し な が ら 、 導 き 出 し た 自 分 の 「 日 本 画 」 で あ り 、 自 分 の 美 意 識

で あ る 。  

卒 業 制 作 展 に は 、 共 通 し て 「 日 本 画 」 を 履 修 し な が ら 、 そ れ ぞ れ ま っ た く 違 っ た 「 日 本

画 」 が 並 ん だ 。 互 い の 相 違 点 と 共 通 点 を 、 学 生 は 会 場 で 感 じ た こ と だ ろ う 。 自 分 と 他 者 と

の 相 違 点 と 共 通 点 を 見 出 し 、 互 い に そ の 作 品 に 興 味 を 持 つ こ と は 、 自 国 と 他 国 の 美 術 を 通

し て の 国 際 理 解 に 発 展 し 得 る 姿 勢 で あ ろ う 。  

「 日 本 画 と は 何 か 」 を 、 日 本 美 術 を 参 照 し 、 制 作 の 中 で 模 索 し た 各 自 の 答 え と し て の 作

品 。そ の 作 品 に 、心 か ら の 共 感 と 相 違 に 対 す る 敬 意 を 抱 け た な ら ば 、自 分 ひ い て は 我 が 国 、

他 者 ひ い て は 諸 外 国 の 美 術 文 化 を 大 切 に 思 い 、 継 承 と 創 造 し て い く こ と の 意 義 を 信 じ る こ

と が で き る だ ろ う 。  

美 術 文 化 の 継 承 と 創 造 の 意 義 を 信 じ る こ と こ そ 、 教 育 者 と し て 美 術 文 化 を 指 導 す る に あ

た っ て 必 要 な こ と で あ り 、 信 じ る こ と が 出 来 て は じ め て 、 知 識 と し て で は な く 、 体 感 を 伴

う 心 か ら の 言 葉 と 態 度 で 美 術 教 育 に 当 た れ る の で は な い だ ろ う か 。 そ う 信 じ る た め の き っ

か け を 日 本 画 実 習 で 幾 人 か の 学 生 が 得 た こ と は 、 教 職 教 育 と し て の 成 果 と な る よ う に 思 う

と こ ろ で あ る 。  

 

３．今後の課題 

 

今 後 の 課 題 は 写 実 、 描 写 力 の 強 化 だ 。 実 際 に 目 の 前 に あ る も の よ り も 想 像 の 世 界 に 興 味

が あ る た め か 、 デ ッ サ ン に 集 中 で き な い 学 生 が 多 い 。 実 際 に 見 え る も の が た い く つ に 感 じ

る の は 、 自 分 の 目 で 対 象 か ら 豊 か な 情 報 を 得 ら れ な い た め で あ ろ う 。 ス マ ー ト フ ォ ン の 使

用 の 禁 じ る 予 定 は な い が 、 モ ニ タ ー の 均 一 な 触 感 で 事 物 を 見 知 っ た よ う に 感 じ て い る こ と

に は 強 い 危 機 感 を 感 じ る 。 静 止 画 や く り 返 し 再 生 で き る 動 画 に 慣 れ る こ と で 、 身 の 回 り の

動 く 対 象 を 捉 え る 観 察 の 瞬 発 力 が 衰 え て い る と い う こ と も あ る よ う に 思 う 。  

単 に 描 写 力 を 身 に 付 け る と い う こ と で は な く 、 対 象 に 五 感 を も っ て 向 き 合 う こ と の 芳 醇

さ を 日 本 画 実 習 に お い て 経 験 さ せ た い 。 肉 眼 を も っ て 視 る こ と へ の 興 味 と 喜 び を な く し て

は 、 視 覚 芸 術 の 今 後 の 継 承 も 創 造 も な い で あ ろ う し 、 美 術 の 教 育 者 と し て の 基 本 も 成 り 立

た な い 。  

 「 モ チ ー フ は 自 由 」 と し な が ら も 、 触 れ て も 嗅 い で も 面 白 く 、 で き る だ け 時 間 の 経 過 で

変 化 し な い 、 時 間 を か け て 描 写 で き る モ チ ー フ を い く つ か 選 択 肢 と し て 準 備 し た い 。  
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*東北生活文化大学 講師 
 

「版画」の授業実践報告  
―板紙凹凸版編―  

 

大堀  恵子 *  

 

１. はじめに 

本 報 告 に 関 す る 授 業 は 、 自 身 で 下 絵 を 描 き 、 製 版 ・ 印 刷 を し 創 作 版 画 を 制 作 す る こ と を

追 求 す る と と も に 、 版 画 表 現 の 深 さ に 気 付 か せ 、 能 力 を 高 め る こ と が 目 標 の 授 業 で あ る 。  

ほ と ん ど の 人 は 、 版 画 と の 最 初 の 出 会 い を 考 え る と 、 小 学 校 時 代 の 図 工 の 授 業 や 年 賀 状

作 り が 、 版 画 と ふ れ あ う 機 会 で は な い か と 思 わ れ る 。 版 画 は 直 接 筆 や 鉛 筆 な ど で 描 い て ゆ

く 油 絵 や 日 本 画 と 違 い 、 作 者 と 作 品 の 間 に 技 法 に よ っ て さ ま ざ ま な 工 程 が 存 在 し て 、 そ の

表 現 効 果 を 特 徴 づ け て い る 。  

た だ 昨 今 に お い て の 版 画 の 制 作 環 境 は 、 版 材 が 生 産 中 止 に 追 い 込 ま れ た り 、 環 境 が 整 っ

て い な い 状 況 の 中 で 、 版 画 の 普 及 を め ざ す こ と を 考 え た 時 に 、 こ の 版 材 と 出 会 い ま し た 。  

版 材 は 、 多 層 抄 き の コ ー ト 白 ボ ー ル 紙 （ 片 面 の 白 層 に コ ー テ ィ ン グ 剤 を 塗 工 し た も の ）

で 、 銅 版 の 種 類 に 属 し た 腐 食 を 必 要 と し な い 版 画 技 法 で あ る 。 紙 を 折 っ て で き る し わ や 、

紙 の 表 層 を は が し た 深 さ で 微 妙 な 諧 調 の 変 化 が 豊 か に 表 現 さ れ 、 版 に 表 情 を 出 す 材 料 （ ア

ル ミ ホ イ ル 、 玉 ね ぎ の 皮 な ど ） を 貼 り 付 け る こ と で も 多 様 な 表 現 が 可 能 で あ る 。  

身 近 に あ る 材 料 で 凹 凸 面 を つ く り 、 そ こ に イ ン ク を 詰 め て プ レ ス 圧 で 刷 り と る 方 法 で 、

エ コ で 安 価 な 版 画 技 法 の 普 及 が 目 的 の 版 材 で あ る 。 以 下 の 図 で 表 面 の 形 状 （ 凹 、 凸 、 平 、

孔 ） に よ っ て 大 き く 四 つ に 分 け ら れ る そ の 中 の 凹 面 と 凸 面 を 使 っ て 表 現 さ れ る の が 板 紙 凹

凸 版 で あ る 。   

 

 

 

２ .板紙凹凸版の仕組み 

 凸 版  (木 版  板 目 木 版  木 口 木 版  リ ノ カ ッ ト )凸 部 分 に 絵

の 具 を つ け て バ レ ン で 擦 り 刷 り 取 る 。 プ レ ス 機 で 写 し 取 る 線 や

面 な ど 図 柄 と し て 描 き た い 部 分 を 残 し 、 そ れ 以 外 の 部 分 を 取 り

去 っ て 版 を 制 作 す る 。  

─ 145 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1
 

 
 

凹 版 (銅 版  ド ラ イ ポ イ ン ト  エ ン グ レ ー ビ ン グ  メ ゾ チ ン ト  

エ ッ チ ン グ  ア ク ア チ ン ト )  

版 面 に イ ン ク を 詰 め 凹 刻 し た 部 分 に の み イ ン ク を 拭 き 残 し 、 エ ッ

チ ン グ プ レ ス 機 な ど の 圧 力 で 凹 部 の イ ン ク が 紙 に 刷 り 取 ら れ る  

 

平 版  (リ ト グ ラ フ )  

特 殊 な 性 質 を も っ た 平 板 な 石 に 化 学 処 理 を 施 し 、 水 と 油 の 反 発 作

用 を 応 用 し 平 面 の 油 性 部 分 に イ ン ク を 付 着 さ せ 、 専 用 の プ レ ス 機

な ど で 紙 に 刷 り 取 る 。  

 

孔 版  (合 羽 版  謄 写 版  シ ル ク ス ク リ ー ン )  

型 紙 の 切 り 穴 部 分 を 通 じ て 絵 の 具 が 刷 り 込 ま れ る 版 形 式 を い う 。

代 表 的 な シ ル ク ス ク リ ー ン で は 、 絹 (テ ト ロ ン )な ど の 細 か い 穴

を 通 じ て イ ン ク を 下 紙 に 押 し 出 す 方 法 で あ る 。  

 

  板 紙 凹 凸 版  

主 に パ ッ ケ ー ジ な ど に 使 わ れ て い る 表 面 が ツ ル ツ ル し て い る コ

ー ト 白 ボ ー ル 紙 の 上 に 、 上 か ら 紙 を 貼 っ て 凸 面 を 作 っ た り 、 白

ボ ー ル の 表 層 を は が し た り 、 針 な ど (ニ ー ド ル )で ひ っ か い た り

し て 凹 面 を つ く る 。 そ こ に イ ン ク を 詰 め て 刷 り と っ た と き の 黒

の 絵 の 具 の 具 合 に 、 変 化 を つ け ら れ る の が こ の 版 の 特 徴 で あ る 。  

凹 面 凸 面 ど ち ら に も イ ン ク を つ め て 刷 る こ と が で き る の も 特 徴 と し て あ げ ら れ る 。  

 

3.素材による表現  

表 現 方 法 は 以 下 の 通 り に 分 け ら れ る 。  

こ れ ら の 表 現 は 、 そ れ ぞ れ の 点 や 線 、 面 な ど の 特 徴 を 生 か し て 、 凹 凸 面 が で き る 。 表 情 は

素 材 ① 〜 ⑦ で 具 体 的 に 材 料 を 紹 介 す る 。 身 近 な 素 材 で 腐 食 を 必 要 と し な い 銅 版 画 の 技 法 で

あ る 。 ① ひ っ か く （ 線 描 ）   ② つ く （ 点 ）   ③ 剥 が す   ④ 紙 を 折 る （ し わ ）  

⑤ 塗 る（ ボ ン ド・ニ ス ）⑥ 貼 る（ ア ル ミ ホ イ ル・新 聞 紙・ガ ー ゼ・テ ー プ・タ マ ネ ギ の 皮 ）   

⑦ キ ズ を つ け る （ 紙 ヤ ス リ ・ ロ ッ カ ー ・ ル ー レ ッ ト ）  
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4.板紙凹凸版実践 

右 の ガ ー ベ ラ の 作 品 は 、 「 素 材 に よ

る 表 現 」 の と こ ろ で 示 さ れ て い る 材 料

で 構 成 し て い る 。 花 弁 は ニ ー ド ル で 線

描 を 入 れ 、点 描 で ボ リ ュ ー ム を 表 現 し 、

表 層 を は が し て 凹 を 表 現 し て い る 。 花

弁 が 集 中 し て い る 真 ん 中 は 、 ボ ン ド を

綿 棒 に つ け て 点 の 集 合 体 に し て 立 体 感

を 出 し 抑 揚 を つ け て い る 。  

周 り の 空 間 に は セ ロ テ ー プ の 重 な り

で 動 き を 出 し ボ ン ド ま た は ニ ス の 重 な

り で 同 じ く 凸 面 を 表 現 し て い る 。 そ れ に よ っ て 、 凹 版 と 凸 版 を 一 度 に 刷 り 取 る 複 合 版 が で

き 、 イ ン ク は ２ 色 以 上 使 用 す る こ と で 、 画 面 に 複 雑 さ を 出 す こ と が で き る 。 制 作 者 の 表 現

の 幅 を 広 げ る こ と が で き る こ と と 、 作 品 は 凹 部 と 凸 部 の 両 方 に イ ン ク が 入 る た め 、 色 を 選

ん だ り 、 印 刷 す る ま で ど の よ う に 仕 上 が る か が 分 か ら な い 面 白 さ に 出 会 う こ と が で き る 。  

 

5.板紙凹凸版のプラス面とマイナス面 

板 紙 凹 凸 版 の プ ラ ス 面   

・ 銅 板 に 比 べ て 軽 い た め 、 大 き い 作 品 に 取 り 組 み や す い 。  

・ 腐 食 の 工 程 が 無 い の で 腐 食 を す る 設 備 の 必 要 が 無 い 。   

・ 他 の 版 種 に 比 べ 材 料 が 安 価 で 身 近 な も の で あ り 、 ホ ー ム セ ン タ ー な ど で 手 軽 に 揃 え る こ  

と が で き る 。  

・ 版 が 紙 で で き て い る た め 、 カ ッ タ ー な ど で 簡 単 に 必 要 な サ イ ズ に ト リ ミ ン グ す る こ と が

可 能 で あ る 。 ま た 、 版 自 体 を 複 雑 な 形 に カ ッ ト し て 制 作 す る こ と も で き る 。  

・剥 が す 、貼 る 、折 る な ど 表 現 方 法 の 自 由 度 は 高 く 、な お か つ 、簡 単 で あ る 。  銅 版 に 比 べ

印 刷 ま で の 手 順 が 少 な く 、 気 軽 に 始 め ら れ る 。  

─ 148 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1
 

 
 

板 紙 凹 凸 版 の マ イ ナ ス 面  

・ 描 画 部 分 が 何 度 も 圧 力 を か け る こ と で 潰 れ て し ま う な ど 、 銅 版 と 比 較 し て 版 が 劣 化 し や

す く 耐 久 性 が 低 い 。 真 っ 黒 な ベ タ 面 の 描 写 が 表 現 し に く い 。  

・ボ ン ド で の 表 現 は 、水 と の 相 性 が 悪 く 印 刷 用 紙 が 剥 が れ る 。 版 が 紙 で で き て い る た め 水

分 を 吸 っ て 変 形 す る 。 ニ ス も 多 量 に 版 面 に の せ た 場 合 も 同 様 で あ る 。  

・ 表 面 に 簡 単 に 傷 が つ く 、 角 が 潰 れ る 、 破 れ る 、 へ こ む な ど 衝 撃 に は 弱 い 版 で あ る 。  

板 紙 凹 凸 版 の 版 と し て の プ ラ ス マ イ ナ ス 面 か ら 版 の 要 素 の ひ と つ で も あ る 複 数 性 に つ い て

は 、 何 枚 で も 印 刷 で き る と い う こ と が 、 版 ＝ 型 と し て の 重 要 な 部 分 で も あ る 。 手 慣 れ て い

る 制 作 者 で あ れ ば 、 ど こ に 手 間 を か け た ら 良 い の か 、 そ こ に は 職 人 と し て の 、 作 業 の 効 率

化 が 図 れ る こ と に 繋 が り 、 展 開 の 早 さ に も な る 。 ま た 、 版 の 手 軽 さ の 点 か ら 考 え て の 作 品

数 を 多 く 制 作 す る こ と が 、 板 紙 凹 凸 版 の プ ラ ス 面 と マ イ ナ ス 面 を よ く 知 る こ と に よ っ て 、

答 え が 出 る と 思 わ れ る 。  

 

●教師向けワークショップ 

2 0 1 2 年 ６ 月 、宮 城 県 多 賀 城 市 立 高 崎 中 学 校 に お い て 、模 擬

授 業 を 含 む 教 員 向 け ワ ー ク シ ョ ッ プ に 多 賀 城 市 教 育 委 員 会

の 研 修 会 と し て 、 多 賀 城 市 内 小 中 学 校 ２ ５ 名 の 先 生 方 が 参

加 。 ２ 時 間 と い う 限 ら れ た 時 間 の 中 で  

① 板 紙 凹 凸 版 の 特 徴 に つ い て  

② 製 版 工 程 （ 素 材 を 通 し て 表 現 方 法 ）  

③ 刷 り 準 備 （ 紙 の 湿 ら せ 方 、 重 し の か け 方 )  

④ 印 刷 工 程 （ イ ン ク を 詰 め る 、 イ ン ク を 拭 き 取 る 、 プ レ ス  

  機 を つ か う ）  

⑤ 仕 上 げ (保 存 方 法 )  

身 近 な 材 料 を 使 っ て 版 に な る 面 白 さ と 楽 し さ に ふ れ て い た

だ い た 空 間 に な っ た 。  

 教 員 向 け の 教 材 研 究 は 学 生 の た め だ け で な く 、 版 画 の 本

質 で あ る お も し ろ さ に ど れ だ け 教 師 が 向 き 合 っ て い る か に

か か わ っ て い る 。 大 学 に お け る 技 法 研 究 と し て は 、 自 分 が こ の 版 材 と 出 会 い そ の 広 が り の

成 果 と し て 平 成 2 4 年 度 か ら 出 品 し 評 価 を 頂 い て い る 公 募 展 が 以 下 で あ る 。評 価 を 頂 い て い
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る 理 由 に は 表 現 の 偶 然 性 、 豊 か さ が 表 出 さ れ 、 絵 画 表 現 で も な い 銅 版 画 で も な い 不 思 議 な

表 情 と 空 間 に な り 、表 現 者 の つ く る 喜 び の 姿 勢 が 見 る 側 に 伝 わ る こ と が 最 大 の 魅 力 で あ る 。 

●板紙凹凸版の作品の受賞歴 

平 成 2 4 年  第 1 1 回 南 島 原 市 セ ミ ナ リ ヨ 版 画 展  南 島 原 市 商 工 会 賞  

平 成 2 6 年  第 1 3 回 南 島 原 市 セ ミ ナ リ ヨ 版 画 展  セ ミ ナ リ ヨ 大 賞  

平 成 2 7 年  第 1 4 回 南 島 原 市 セ ミ ナ リ ヨ 版 画 展   長 崎 県 教 育 委 員 会 賞  

平 成 2 7 年  第 1 4 回 南 島 原 市 セ ミ ナ リ ヨ 版 画 展   南 島 原 雲 仙 組 合 会 長 賞  

平 成 2 8 年  第 1 5 回 南 島 原 市 セ ミ ナ リ ヨ 版 画 展  入 選  

 

●おわりに 

い ろ い ろ な 版 画 表 現 に 関 す る 学 習 を 通 し て そ れ ぞ れ の 特 徴 や 技 法 を 理 解 し 、 版 に よ る 多

彩 な 表 現 の 可 能 性 を 追 求 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の 「 版 画 」 の 実 践 報 告 で は 、 そ の 中 で

最 大 の 特 徴 で も あ る 、 本 授 業 で 効 果 を あ げ て い る 教 材 に つ い て 述 べ て き た 。  

 版 画 は 特 殊 な 機 材 や 危 険 な 薬 品 を 使 う 場 合 が 多 く 、 そ の 代 表 は 「 銅 版 画 」 で あ る 。 そ れ

は 銅 版 の 酸 に よ る 腐 食 を 利 用 し て 、 へ こ み を 作 る 版 種 で 、 腐 食 を す る た め の 設 備 が 必 要 と

な り 、 制 作 費 用 も 多 く か か る 。 そ の 方 法 に 変 わ る 素 材 と し て 板 紙 （ コ ー ト 白 ボ ー ル ） が あ

り 、 「 素 材 」 で 紹 介 し た 身 近 な 材 料 ① 〜 ⑦ を 使 い 、 凹 凸 を 作 り 、 イ ン ク を つ め 刷 り 取 る 方

法 が 板 紙 凹 凸 版 で あ る 。  

本 学 の 授 業 で は 展 開 し て 約 １ ０ 年 に な る 。 本 授 業 を 通 じ て 、 版 画 の 分 野 に 初 め て 取 り 組

む 学 生 で も 、 様 々 な 「 素 材 」 を 活 用 す る こ と で 、 版 を 作 る こ と の 楽 し さ と 刷 る ま で ど ん な

作 品 に な る か が 分 か ら な い 、 と い う 魅 力 に 気 付 く 学 生 が 多 い 。  

 ま た 、 教 職 に つ い た 卒 業 生 は 各 自 の 授 業 の 中 で 独 自 の 版 画 表 現 の 工 夫 や 印 刷 技 法 の 工 夫

な ど で 版 画 に よ る 表 現 と 鑑 賞 の 能 力 を 高 め る こ と を 実 践 し 、 板 紙 凹 凸 版 技 法 を 教 材 と し て

活 用 し て い る 。 本 研 究 で 報 告 し て い る 教 材 は 、 ま だ 発 展 途 上 で も あ る 。 そ れ ぞ れ に 授 業 を

展 開 し て い る 現 場 か ら の 要 望 や 、授 業 の 中 で 制 作 し て い る 学 生 た ち と 意 見 を か わ し な が ら 、

よ り 良 い 教 材 と し て 幅 広 く 普 及 し て い く こ と を 検 討 し て い き た い 。  

 

● 参 考 文 献  

『 版 画 の 技 法 と 表 現 』 1 9 8 7 年  編 集 ・ 発 行  町 田 市 立 国 際 版 画 美 術 館    
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美術の基礎力を育む「基礎デッサン」  
 

北折整 * 

１. はじめに 

本 報 告 は 、 筆 者 が 美 術 分 野 の 専 門 科 目 の 中 で 従 来 実 施 し て き た 基 礎 デ ッ サ ン の 授 業 実 践

報 告 と そ れ に 伴 う 考 え 方 を 述 べ た も の で あ る 。 基 礎 デ ッ サ ン は 一 般 に 、 絵 画 分 野 は も と よ

り 全 て の 美 術 分 野 、 例 え ば 芸 術 学 等 に ま で 及 ぶ 広 範 な 美 術 の 学 び に 対 し て 、 専 門 的 ・ 基 礎

的 な 力 を 養 う 有 効 な プ ロ グ ラ ム と し て 多 く の 大 学 で 実 施 さ れ て き た 。 そ し て 、 繰 り 返 し 反

復 し て 学 習 す る こ と を 前 提 に 計 画 が 立 て ら れ 、 経 験 の 多 寡 に 関 係 な く 個 々 人 の 課 題 に 対 応

す る こ と の で き る 汎 用 的 な プ ロ グ ラ ム で あ る 。  

２.  基礎デッサンとは  

フ ラ ン ス 語 の デ ッ サ ン“ d e s s i n”は 、日 本 語 の「 素 描 」、英 語 の ド ロ ー イ ン グ“ d r a wi n g”

を 指 し 、 一 般 的 に は 単 色 で 描 か れ た 簡 素 な 絵 画 の こ と を 言 う 。 そ れ は 元 来 、 本 制 作 の た め

の 準 備 的 な も の 、 例 え ば カ ル ト ン や 下 絵 等 で あ っ た が 、 次 第 に 「 作 品 」 と し て 制 作 者 の 主

張 を 評 価 す る 美 術 的 な 価 値 が 付 与 さ れ る よ う に な っ た 。 そ の 点 で デ ッ サ ン は 実 に 多 様 な 表

現 を 指 す も の と な っ た が 、 一 方 で 、 絵 画 を は じ め と す る 様 々 な 美 術 表 現 の 基 礎 的 な 訓 練 で

あ る デ ッ サ ン 、 所 謂 「 基 礎 デ ッ サ ン 」 は 、 美 術 を 志 す 者 を 対 象 に 美 術 系 の 各 種 の 学 校 や 研

究 所 で 実 施 さ れ る 基 礎 的 な プ ロ グ ラ ム と し て 位 置 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 美 術 系 の 高 等 教

育 機 関 で は 入 学 試 験 と し て 実 施 し て い る 所 も 多 く 、 美 術 に 対 す る 素 養 や 技 能 を 計 る 実 技 と

し て 認 識 さ れ て い る 。  

従 っ て こ の 基 礎 デ ッ サ ン で は 、 作 品 と し て の 価 値 と い う よ り は 、 む し ろ 様 々 な 美 術 表 現

の 土 台 と な る 能 力 や 技 術 、 態 度 や 姿 勢 な ど 美 術 の 学 び に お け る 基 礎 力 の 修 得 に 主 眼 が 置 か

れ る べ き で あ る 。 換 言 す れ ば そ れ ら を 修 得 す る こ と が で き る 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 、 基 礎

デ ッ サ ン が あ る と 言 え る 。  

３．修得することのできる基礎力 

授 業 を 設 計 す る 段 階 で ま ず 、 基 礎 デ ッ サ ン に よ っ て 修 得 す る こ と が で き る 美 術 の 基 礎 力

に つ い て 、 大 き く 下 記 ① ～ ⑥ の 通 り 設 定 し た 。 こ の 中 で ① ～ ③ は 観 察 力 や 写 実 力 ・ 描 写 力

の 範 疇 で 、 特 に 写 生 を 条 件 と す る 基 礎 デ ッ サ ン に よ っ て 養 わ れ る 美 術 の 基 礎 力 で あ る 。  

① 対 象 物 へ の 観 察 の 仕 方 、 美 術 的 な 視 点 を 理 解 す る 。  

② 対 象 物 を 表 現 す る 方 法 と し て 絵 画 的 な 方 法 を 理 解 す る 。  
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③ 表 現 し た 課 題 へ の 評 価 の 観 点 、 制 作 上 の ポ イ ン ト を 理 解 す る 。  

④ 制 作 過 程 を 通 し て 創 造 活 動 に 要 す る 集 中 力 を 養 う 。  

⑤ 美 術 表 現 に 対 す る 愛 好 心 を 育 む 。  

⑥ 同 一 教 室 に お い て 仲 間 や 指 導 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、 個 人 作 業 で あ り な が

ら も 他 者 を 意 識 し て 制 作 す る 態 度 を 養 う 。  

４．制作上の条件・原則 

基 礎 デ ッ サ ン の 条 件 と し て は 、 実 際 に 対 象 と な る 物 を 目 の 前 に し て 写 生 ・ 描 写 す る こ と

が あ る 。 従 っ て 写 真 を 見 な が ら 描 く 制 作 や 、 頭 の 中 に あ る イ メ ー ジ を 自 由 に 表 現 す る こ と

等 は こ れ に 当 た ら な い 。 写 真 の 使 用 は 制 作 者 に よ っ て は 、 絵 画 の 作 品 制 作 に 欠 か せ な い も

の で あ る が 、 基 礎 デ ッ サ ン に お け る 観 察 力 や 描 写 力 の 訓 練 と い う 観 点 か ら は 、 こ の 使 用 は

適 当 で は な い 。 む し ろ 、 対 象 の 白 黒 写 真 と 実 際 の 描 画 と を 比 較 し 、 其 々 の 差 異 や 特 性 を 理

解 す る こ と が 基 礎 デ ッ サ ン の 学 び の 中 で は 有 効 と 思 わ れ る 。  

基 礎 デ ッ サ ン の 原 則 と し て は 、 無 彩 色 な ど の 単 色 で 描 画 材 を 限 定 し て 描 く こ と が あ る 。

実 際 の 有 色 の 3 次 元 世 界 を 、モ ノ ク ロ ー ム の 平 面 世 界 に 置 き 換 え る 作 業 は き わ め て 美 術 的 、

絵 画 的 な 行 為 で あ る 。 こ の た め 画 材 と し て は 、 一 般 的 に 木 炭 や 鉛 筆 な ど の 無 彩 色 で 扱 い が

簡 単 な 固 形 の 描 画 材 が 用 い ら れ る 。  

ま た 、 基 礎 デ ッ サ ン は 反 復 学 習 が 原 則 で あ り 、 一 課 題 制 作 し た か ら と い っ て 、 基 礎 力 が

十 分 に 獲 得 で き る も の で は な い 。 デ ッ サ ン の 原 理 や 理 屈 を 知 識 と し て 理 解 す る こ と は で き

た と し て も 、実 践 す る 上 で の 技 術 修 得 に は 、個 人 差 は あ る も の の 多 く の 経 験 が 必 要 と な る 。

そ し て 通 常 繰 り 返 し 制 作 す れ ば 、 ほ ぼ 確 実 に 技 術 の 向 上 が 見 ら れ る の で 、 誰 で も が 自 身 の

成 長 を 実 感 す る こ と が で き る 。  

基 礎 デ ッ サ ン に 対 す る 態 度 や 姿 勢 に 関 わ る 事 柄 と し て は 、 時 間 数 の 設 定 が 重 要 で あ る 。

課 題 の 総 制 作 時 間 は あ る 程 度 制 作 者 本 人 が 完 成 し た と 自 覚 で き る に 十 分 な 時 間 と 、 課 題 へ

の 興 味 関 心 の 持 続 を 考 慮 す べ き で あ る が 、 対 象 物 の 内 容 、 画 面 の 大 き さ 、 こ れ ま で の 習 熟

度 な ど に よ る 対 応 が 必 要 と な る 。1 回 の 授 業 は 経 験 的 に 2～ 3 時 間 程 度 が 適 当 で 、そ れ 以 上

だ と 集 中 力 の 維 持 が 難 し い 。 こ れ は 制 作 過 程 が 単 純 作 業 の 繰 り 返 し で な い こ と に も 関 係 し

て い る 。ま た 、自 然 光 に よ る 採 光 の 場 合 、時 間 数 は 勿 論 、時 間 帯 を 選 ば な け れ ば な ら な い 。  

課 題 の ね ら い に よ っ て は ク ロ ッ キ ー な ど 短 時 間 で の 制 作 を 敢 え て 課 す こ と も あ る 。因 み に 、

初 心 者 の 方 が 早 く 完 成 （ 本 人 の 主 観 に よ る ） を 自 覚 す る 傾 向 に あ り 、 こ れ は 対 象 へ の 観 察

不 足 や 完 成 度 へ の 不 理 解 、 集 中 力 の 不 足 な ど に よ る も の と 思 わ れ る 。  

─ 152 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 
 

５．基礎デッサンの分類とそれに係る基礎力 

基 礎 デ ッ サ ン を 分 類 す る 上 で 基 本 的 な 観 点 は 二 つ あ る 。 一 つ は 何 を 描 く の か 、 描 く 対 象

そ の も の に よ る 分 類 で あ る 。 一 般 的 に は 絵 画 の 分 類 に 従 い 「 静 物 デ ッ サ ン 」 「 人 物 デ ッ サ

ン 」 「 風 景 デ ッ サ ン 」 の 別 と い う こ と に な る 。 こ の 他 に 空 想 画 や 抽 象 画 と い っ た 絵 画 の 分

類 が 幾 つ か あ る が 、 基 礎 デ ッ サ ン の 条 件 に は 適 合 し な い 部 分 が あ る 。 ま た 、 基 礎 デ ッ サ ン

に 特 化 し た 対 象 と し て 石 膏 像 が 市 販 さ れ て お り 、 こ れ を 使 用 し た も の を 特 に 「 石 膏 デ ッ サ

ン 」 と よ び 、 静 物 デ ッ サ ン と 区 別 し て い る 。  

次 に 画 材 に よ っ て 分 類 す る こ と が で き る 。 画 材 は 日 進 月 歩 で あ り デ ッ サ ン の 歴 史 の 中 で

は 各 種 の 固 形 の 描 画 材 や 絵 具 、 そ れ に 対 応 し た 支 持 体 等 、 今 で は 手 に 入 り に く い も の ま で

様 々 な 画 材 が 使 わ れ て き た 。 但 し 、 基 礎 デ ッ サ ン を す る 上 で 第 一 義 と な る こ と は 、 様 々 な

画 材 の 特 性 を 活 か し 自 己 表 現 を 完 遂 さ せ る こ と で は な い の で 、 先 に 述 べ た 様 に 通 常 手 に 入

る 描 画 材 で あ る 木 炭 お よ び 鉛 筆 に よ る 「 木 炭 デ ッ サ ン 」 と 「 鉛 筆 デ ッ サ ン 」 に 限 定 し て 差

し 支 え な い と 思 う 。 こ れ に 伴 っ て 、 支 持 体 は 木 炭 紙 、 画 用 紙 、 ケ ン ト 紙 、 水 彩 紙 な ど が 一

般 的 で あ る 。  

学 校 教 育 と し て 基 礎 デ ッ サ ン を 課 す 場 合 、 以 上 に 挙 げ た 分 類 は 其 々 の プ ロ グ ラ ム が ど の

様 な 基 礎 力 の 養 成 に 最 適 か を 十 分 に 理 解 し た 上 で 、 学 年 や 経 験 値 に 対 応 し て 実 施 す べ き で

あ る 。 基 礎 デ ッ サ ン 全 般 に つ い て は 3 項 で 述 べ た が 、 其 々 の デ ッ サ ン が 特 に ど の 様 な 基 礎

力 の 修 得 に 適 し て い る の か 、 同 項 の ① ～ ③ に 示 し た 対 象 物 へ の 観 察 、 美 術 的 な 視 点 、 表 現

方 法 、 制 作 上 の ポ イ ン ト に 関 し て 表 1 の よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。  

表 1． 基 礎 デ ッ サ ン の 分 類 と 其 々 に 係 る 基 礎 力  

基 礎 デ ッ サ ン の 分 類  特 に ど の 様 な 力 の 修 得 に 適 し て い る か  

対 象 物 に よ る 分 類  静 物 デ ッ サ ン  ・ 複 数 の 対 象 物 に よ る 材 質 感 、 固 有 色 、 空 間 へ の 観 察 及 び

表 現  

・ 複 数 の 対 象 物 に よ る 様 々 な 構 図 表 現  

人 物 デ ッ サ ン  ・ 対 象 物 へ の 非 日 常 的 ・ 客 観 的 な 視 点  

・ 骨 格 や 筋 肉 な ど 直 接 見 る こ と は で き な い 、 内 部 の 構 造 や

ム ー ヴ マ ン へ の 理 解  

・ 各 部 位 の 比 率 の 把 握 (プ ロ ポ ー シ ョ ン )  

風 景 デ ッ サ ン  ・ 空 間 の 把 握 及 び 各 種 遠 近 法 等 の 空 間 表 現  
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・ ト リ ミ ン グ に よ る 構 図 表 現  

石 膏 デ ッ サ ン  ・ 幾 何 形 体 の 場 合 、 物 の 基 本 的 な 構 造 へ の 理 解  

・ 対 象 物 に 当 た る 光 の 観 察 に よ る 明 暗 表 現 ・ 立 体 表 現  

画 材 に よ る 分 類  鉛 筆 デ ッ サ ン  ・ 細 部 の 描 き 込 み  

・ タ ッ チ の 方 向 性 に よ る 立 体 表 現  

木 炭 デ ッ サ ン  ・ 対 象 物 の 大 ま か な 把 握  

・ 木 炭 の 「 調 子 」 に よ る 空 間 表 現  

そ の 他  ク ロ ッ キ ー  ・ 「 線 」 を 基 調 と し た 表 現  

・ 対 象 物 の 瞬 間 的 な 把 握  

 

６．授業実践報告：人物・鉛筆デッサン（着衣） 

（ 1） 授 業 の 内 容  

平 成 2 9 年 度 前 期 の 東 北 生 活 文 化 大 学 生 活 美 術 学 科 の 3 年 生 を 対 象 と し た 専 門 科 目 「 洋

画 」で 、人 物（ 着 衣 ）を 対 象 と し た 基 礎 デ ッ サ ン を 行 っ た 。「 洋 画 」（ 2 単 位 ）は 1 5 回（ 1

回 が 1 8 0 分 ） で 構 成 さ れ 、 全 3 課 題 を 課 す が 、 「 基 礎 デ ッ サ ン 」 を そ の 一 つ と し て 5 回 に

渡 っ て 実 施 し た 。  

初 回 に 導 入 と し て 課 題 の 目 的 等 を 全 体 に 説 明 し 、 そ の 後 各 学 生 へ の 個 別 指 導 を 中 心 に 、

制 作 手 順 の 参 考 と な る 様 に 、 筆 者 も 学 生 と 同 様 の 制 作 を そ の 場 で 行 っ た 。 そ し て 最 終 回 に

は 、 制 作 し た 課 題 を 一 堂 に 並 べ 講 評 会 を 行 っ た 。  

画 材 は 、木 炭 紙 サ イ ズ の 紙（ 種

類 は 特 に 指 定 せ ず ）に 鉛 筆 と し 、

消 し 具 は 通 常 の 消 し ゴ ム と 練 消

し ゴ ム 、 そ の 他 図 り 棒 、 ス ケ ー

ル 、 定 規 等 の 使 用 を 認 め た 。 モ

デ ル は ア ト リ エ 中 央 の 台 の 上 に

座 り 2 0 分 ポ ー ズ （ 2 0 分 ポ ー ズ

し て 1 0 分 休 憩 す る ）を 繰 り 返 し 、

照 明 は 自 然 光 に よ る 片 側 採 光 と

し た 。 受 講 者 は 1 1 名 で あ っ た 。

（ 図 1）                                                        図 1 授 業 の 様 子  
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具 体 的 な 導 入 時 の 説 明 や 、 技 術 指 導 の 注 意 点 等 の 授 業 内 容 は 表 2 の 通 り で あ る 。   

表 2． 授 業 内 容  

項 目  回 数  内 容  

導 入  1 回  

（ 4 0 分 ）  

1． 課 題 の 目 的 （ 授 業 の 位 置 付 け ） を 説 明 す る 。  

・ 洋 画 制 作 の 基 礎 と し て デ ッ サ ン を 行 う こ と  

・ 個 人 の 自 由 な 表 現 よ り は 、 対 象 物 を 客 観 的 に 捉 え る 制 作 を 行 う こ と  

2． 課 題 へ の 評 価 観 点 を 明 示 す る 。  

・ 対 象 物 の 個 性 が 表 現 で き て い る か  

・ 絵 画 と し て の 造 形 性 が あ る か  

3． 評 価 観 点 を 達 成 す る 為 の 制 作 上 の ポ イ ン ト に つ い て 明 示 す る 。  

・ 制 作 手 順 が 適 正 か （ 全 体 か ら 細 部 へ の 把 握 等 ）  

・ 構 図 が 適 当 か （ 上 下 左 右 の 位 置 、 余 白 等 ）  

・ プ ロ ポ ー シ ョ ン が 正 確 か （ 各 人 体 部 位 の 比 率 等 ）  

・ 明 暗 が 正 確 か （ 光 の 方 向 等 ）  

・ ム ー ヴ マ ン が 捉 え ら れ て い る か （ 人 物 の 重 心 、 頭 部 ・ 肩 ・ 腰 の 傾 き 等 ）  

・ 立 体 感 が 表 現 で き て い る か （ タ ッ チ の 方 向 、 外 郭 付 近 の 明 暗 等 ）  

・ 材 質 感 が 表 現 で き て い る か （ 細 部 の 光 の 描 き 込 み 等 ）  

・ 空 間 感 が 表 現 で き て い る か （ 前 後 の 描 き 分 け 、 コ ン ト ラ ス ト の 強 弱 等 ）  

・ 固 有 色 が 表 現 で き て い る か （ 鉛 筆 に よ る 濃 淡 等 ）  

・ 完 成 度 が 高 い か （ 全 体 、 細 部 の 描 き 込 み 等 ）  

4． 参 考 資 料 を 配 布 し そ れ に つ い て の 説 明 を 行 う 。 （ 制 作 の 手 順 、 評 価 観 点 ）

5． 到 達 目 標 記 入 票 を 記 入 さ せ る 。  

6． 受 講 上 の 注 意 を 行 な う 。  

・ ポ ー ズ 中 の ア ト エ の 出 入 り 、 人 物 の 写 真 撮 影 の 禁 止  

・授 業 時 間 外 の 指 示（ 参 考 図 書 の 検 索 、椅 子 等 の 描 画 、自 身 の 画 面 の チ ェ ッ ク ）

制 作  1 ~ 5 回  

（ 8 0 0 分 ） 

制 作 手 順  指 導 上 の 注 意 点 [技 術 面 ]  

1． 構 図 を 決 定 す る 。  

2． 「 あ た り 」 を と る 。

（ 図 2 - 1）  

・ ス ケ ー ル 、 計 り 棒 の 使 用 法  

・ 適 正 な イ ー ゼ ル の 位 置 、 画 面 の 方 向 ・ 高 さ  

・ 鉛 筆 の 削 り 方 等 画 材 の 取 り 扱 い  
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3．大 ま か な 輪 郭 を 描 く 。

（ 図 2 - 2）  

4．大 ま か な 明 暗 を 描 く 。

（ 図 2 - 3）  

5． 細 部 を 描 く 。  

（ 図 2 - 4）  

 

 

・ 視 点 の 固 定  

・ バ ラ ン ス の 良 い 構 図  

・ 描 く 部 位 の 順 番 は 特 に 指 定 し な い が 、 原 則 は 頭 部

か ら  

・ 3 B ~ 3 H の 鉛 筆 を 中 心 に 使 用 、初 め は 柔 ら か い 鉛 筆

で 斜 め に 寝 か し な が ら 描 画  

・「 描 く 」「 消 す 」の 反 復 、「 消 す 」こ と は「 描 く 」

こ と と 同 じ  

・ 常 に 画 面 と 人 物 を 見 比 べ る  

・ 離 れ た 場 所 か ら 画 面 を 見 る  

・ こ す っ て も 良 い が 、 原 則 は タ ッ チ を 重 ね 明 暗 ・ 濃

淡 を 表 現  

・ 描 き 込 む べ き 部 分 と そ う で な い 部 分 の 別  

講 評

会  

5 回  

（ 6 0 分 ）  

1． 学 生 に 自 分 自 身 の 制 作 に つ い て 発 表 さ せ る 。  

・ 課 題 に 対 し て の 自 己 評 価 （ 到 達 目 標 を 踏 ま え て ）  

・ 制 作 全 般 に 対 し て の 感 想 等  

・ 次 回 制 作 へ 向 け て の 改 善 点  

2． 教 員 か ら の 講 評 を 行 な う 。  

・ 課 題 に 対 し て の 講 評 （ 評 価 観 点 を 踏 ま え て ）  

・ 課 題 を 通 し て 次 回 制 作 及 び 他 の 美 術 制 作 へ 向 け て の ア ド バ イ ス  

・ 全 体 に 対 す る 総 評  

評 価   課 題 を 提 出 さ せ 平 常 点 を 加 味 し 採 点 し た 。  

※ 制 作 過 程 の 進 度 に つ い て は 、 各 人 の 制 作 に 対 応 し て 個 別 に 指 導 し た 。  

（ 2） 到 達 目 標 の 記 入  

 学 生 が 導 入 時 に 到 達 目 標 記 入 票 に 記 入 し た 到 達 目 標 は 、 抽 象 的 な 記 述 も 若 干 あ っ た が 、

ほ と ん ど が 技 術 面 に 対 す る 具 体 的 な 内 容 で あ っ た 。 記 入 直 前 の 「 評 価 観 点 を 達 成 す る 為 の

制 作 上 の ポ イ ン ト 」 の 説 明 が 大 き く 影 響 し て い る と 推 察 さ れ る 。 以 下 は 実 際 の 記 入 を 要 約

し た も の で あ る 。  

形 の 正 確 さ を 学 び た い ／ 人 物 の 表 情 が 出 る よ う に し た い ／ 肌 の 質 感 に 挑 戦 し た い ／ 全

体 的 に バ ラ ン ス よ く 描 き た い ／ 明 暗 を は っ き り 描 き た い ／ 前 年 度 の 制 作 よ り も バ ラ ン
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ス や 顔・腕・脚 の 大 き さ な ど を な る べ く 正 確 に 描 き た い ／ 空 間 や 立 体 感 が 表 現 で き る よ

う に 描 き た い ／ 人 間 ら し く 描 き た い ／ き れ い な 線 で 描 き た い ／ モ デ ル さ ん を し っ か り

「 模 写 」し た い ／ 日 の 光 を 大 事 に し て 描 き た い ／ モ デ ル さ ん の 雰 囲 気 を 出 せ る よ う 制 作

し た い ／ 陰 影 を し っ か り と 描 き た い ／ デ ィ テ ー ル を 意 識 し て な る べ く 細 か く 描 き た い  

（ 3） 制 作 手 順 （ 参 考 例 の 制 作 ）  

 筆 者 は 、 学 生 の 制 作 手 順 の 参 考 に な る よ う に 、 空 い て い る ス ペ ー ス に イ ー ゼ ル を 設 置 し

表 2 に 示 し た 制 作 手 順 を 踏 ま え て 図 2 の 1～ 4 の 順 で 制 作 を 行 っ た 。こ こ で は 学 生 と 同 時 進

行 で 実 際 の 参 考 例 を 示 す こ と で 、 制 作 の 手 順 が 完 成 結 果 に 大 き く 影 響 す る こ と へ の 理 解 を

促 が し た 。 （ 図 の 制 作 手 順 番 号 は 表 2 に 対 応 ）  

         

        

 

図 2 - 1  

制 作 手 順 2  

図 2 - 2  

制 作 手 順 3  

図 2 - 3  

制 作 手 順 4  

図 2 - 4  

制 作 手 順 5  
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（ 4） 講 評 会  

 講 評 会 で は ま ず 学 生 一 人 一 人 に 個 々 の 課 題 に つ い て 、到 達 目 標（ 到 達 目 標 記 入 票 の 記 述 ）

を 踏 ま え た 上 で 良 い 点 、 悪 い 点 な ど の 自 己 評 価 を 中 心 に 、 そ の 他 制 作 全 般 に つ い て の 感 想

を 求 め た 。 次 に 質 疑 応 答 を 行 い 、 導 入 時 の 説 明 に 照 ら し て 筆 者 の 評 価 を 述 べ た 。 ま た 、 学

生 に よ っ て は 他 の 美 術 の 実 技 科 目 と の 関 連 に つ い て 、 例 え ば 「 こ の 様 な 対 象 物 の 捉 え 方 は

彫 刻 に も 応 用 で き る 」 等 の ア ド バ イ ス を 行 っ た 。  

学 生 に よ る 自 己 評 価 は 殆 ど が 技 術 的 な 反 省 点 で あ り 、 指 摘 そ の も の は あ る 程 度 的 を 射 て

い て 、 自 身 の 課 題 を 客 観 的 に 把 握 し て い る が 、 そ れ を 改 善 す る た め の 技 術 が 追 い 付 い て い

な い と の 自 覚 が あ る こ と が 分 か る 。 ま た 、 基 礎 デ ッ サ ン の 考 え 方 や 意 味 に 対 す る 直 接 的 な

発 表 や 、 制 作 行 為 へ の 前 向 き な 姿 勢 を 感 じ さ せ る 発 表 は 少 数 で あ っ た 。 以 下 は 実 際 の 学 生

の 自 己 評 価 を 要 約 し た も の で あ る 。  

 手 、 足 、 顔 が 小 さ く ま た は 大 き く な っ た ／ 足 が 長 く な っ た ／ 手 、 顔 、 目 が う ま く 描 け な

か っ た ／ 膝 が 前 に 出 て い る 感 じ が 出 せ な か っ た ／ 肌 の 色 ま た は 質 感 が 出 せ な か っ た ／

髪 の 毛 の 感 じ が 描 け な か っ た ／ 構 図 の バ ラ ン ス が 悪 く な っ た ／ 全 体 に 小 さ く な っ た ／

画 面 が 黒 く ま た は 白 く な っ た ／ 服 の 襞 が う ま く 描 け な か っ た ／ モ デ ル に 似 な か っ た ／

時 間 が 足 り な か っ た ／ 難 し か っ た ／ 授 業 を 休 ん で し ま っ た ／ 面 白 か っ た ／ 自 分 な り に

集 中 し て 描 け た  

 筆 者 か ら の 評 価 は 学 生 の 自 己 評 価 の 発 表 を 受 け て 、 導 入 時 の 説 明 で 示 し た 「 課 題 へ の 評  

価 観 点 」 及 び 「 評 価 観 点 を 達 成 す る 為 の 制 作 上 の ポ イ ン ト 」 に 対 応 し て 行 っ た 。 図 3 は デ  

ザ イ ン 分 野 の 制 作 を 志 向 す る 学 生 の 提 出 課 題 で あ る が 、 そ れ に 対 す る 評 価 を 要 約 す る と 以  

下 の 通 り と な る 。  

 全 体 的 に バ ラ ン ス 良 く 制 作 を 進 め 、 人 物 の 造 形 的 な 個

性 が 表 現 で き て い る ／ 構 図 は 人 物 の 大 き さ 位 置 と も に

良 い ／ プ ロ ポ ー シ ョ ン は 頭 部 が 若 干 小 さ く な っ た ／ 人

物 に 向 か っ て 左 か ら 光 が 当 た っ て い る こ と は 分 か る が 、

左 右 の 明 度 差 が も っ と 欲 し い ／ 人 物 の 重 心 等 自 然 に 座

っ て い る 感 じ が 表 現 で き て い る ／ 立 体 感 は あ る 程 度 表

現 で き て い る ／ 肌 の 材 質 感 と 服 の 材 質 感 の 違 い は 表 現

で き て い る ／ 人 物 の 部 位 の 前 後 の 描 き 分 け が あ ま く 空

間 感 が も う 一 つ 表 現 で き て い な い ／ 服 や 髪 の 毛 、 肌 の 図 3 学 生 の 提 出 課 題  
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色 の 違 い は 良 く 表 現 で き て い る ／ 細 部 ま で 描 き 込 ま れ て い て 完 成 度 は 高 い  

（ 5） 採 点  

 採 点 は 、シ ラ バ ス に 記 載 し て あ る 通 り 課 題 9 0％ 、平 常 点 1 0％ の 配 点 で 行 っ た 。課 題 は 授

業 導 入 時 に 明 示 し た 「 評 価 観 点 」 及 び 「 制 作 上 の ポ イ ン ト 」 を 主 と し て 点 数 化 し た 。 最 終

的 な 提 出 課 題 そ の も の だ け で は な く 、 制 作 過 程 に つ い て も 随 時 チ ェ ッ ク し ま た 、 プ ロ グ ラ

ム へ の 理 解 と い う 点 で 講 評 会 時 の 発 表 ・ 質 疑 応 答 も 参 考 に し た 。 平 常 点 は 画 材 の 準 備 状 況

や 制 作 態 度 を 点 数 化 し た 。  

７．おわりに（問題の提起） 

 こ こ ま で 具 体 的 な 授 業 の 実 施 に 即 し て 記 述 し た が 、 授 業 の 目 的 が ど の 程 度 ま で 達 成 で き

た か 等 の 考 察 に ま で は 至 ら な か っ た 。 今 後 授 業 を 実 践 す る 上 で 、 授 業 自 体 の 評 価 指 標 を 設

定 し そ れ に 必 要 と な る 学 生 ア ン ケ ー ト 、 年 次 を 追 っ て の 追 跡 調 査 等 の 実 施 が 必 要 と 心 得 て

い る 。  

従 っ て こ こ か ら は 、 本 編 の 人 物 デ ッ サ ン の 実 施 報 告 か ら 直 接 的 に 読 み 取 れ る 内 容 で は な

い が 、 敢 え て 周 辺 の 意 見 等 も 加 味 し た 上 で 、 基 礎 デ ッ サ ン に 係 る 問 題 を 提 起 し た い 。  

今 回 の 授 業 の 実 施 に 当 た っ て は 、 美 術 の 基 礎 力 を 育 む も の と し て 「 基 礎 デ ッ サ ン 」 を 設

定 し た が 、 こ の よ う な 知 見 そ の も の が 正 し い か ど う か に つ い て は 、 以 前 か ら 様 々 な 議 論 が

あ っ た 。実 際 に 項 目 6 の（ 4）に 記 述 し た が 、今 回 の 講 評 会 時 に 学 生 達 か ら「 基 礎 デ ッ サ ン

の 考 え 方 や 意 味 に 対 す る 直 接 的 な 発 表 や 、 制 作 行 為 へ の 前 向 き な 姿 勢 を 感 じ さ せ る 発 表 は

少 数 で あ っ た 。 」 こ の こ と か ら 基 礎 デ ッ サ ン の プ ロ グ ラ ム が 今 後 の 彼 ・ 彼 女 ら の 美 術 の 学

び に ど の よ う に 影 響 す る の か 考 え さ せ ら れ も の が あ っ た 。 し か し 前 述 し た よ う に 現 在 多 く

の 美 術 教 育 機 関 で 基 礎 デ ッ サ ン は 実 施 さ れ て お り 、 お び た だ し い 数 の 入 門 書 ・ 指 導 書 が 発

刊 さ れ て い る 。 こ の 状 況 は 基 礎 デ ッ サ ン が 指 導 者 の 主 観 的 ・ 感 覚 的 ・ 経 験 的 な 肯 定 意 見 に

支 え ら れ て い る こ と も あ る が 、 そ れ に 代 わ る 有 効 な プ ロ グ ラ ム が 見 出 せ な い こ と や 、 美 術

分 野 の 教 育 成 果 の 数 値 化 が 難 し い こ と 等 に 起 因 し て い る と 思 う 。  

そ も そ も 日 本 に お け る 基 礎 デ ッ サ ン の 教 育 の 歴 史 は 、 明 治 初 期 に 工 部 美 術 学 校 で 日 本 政

府 か ら 招 聘 さ れ た イ タ リ ア 人 講 師 に よ っ て 実 施 さ れ た カ リ キ ュ ラ ム の 影 響 が 大 き い と 考 え

ら れ る 。 そ こ で 行 わ れ た 基 礎 デ ッ サ ン に 特 化 し た 石 膏 デ ッ サ ン 「 石 膏 写 生 」 な ど は 、 そ れ

以 降 半 ば 盲 目 的 に 或 い は 曲 解 さ れ 今 日 ま で 継 続 さ れ て き た 感 が あ る 。 一 方 、 静 物 デ ッ サ ン

は い つ の 頃 か ら か 敢 え て 造 形 上 の 差 異 が 際 立 つ 多 種 類 の 物 を 、 物 の 意 味 や 用 途 と 関 係 な く

組 み 合 わ せ た 出 題 が 多 く な り 、 技 術 修 得 に 特 化 し た プ ロ グ ラ ム に な っ た 。 こ れ は 日 本 独 自

─ 159 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 
 

の 展 開 と 言 う こ と も で き る が 、 こ の 様 な モ チ ー フ の 設 定 が 後 の 作 品 制 作 に 反 映 し 、 ま さ に

ナ ン セ ン ス な 物 達 に よ っ て 構 成 さ れ た 静 物 画 を 、 何 の 違 和 感 な し に 制 作 ・ 鑑 賞 す る な ど の

悪 影 響 を 及 ぼ し て い る と 推 察 す る 。 そ し て 欧 州 諸 国 で 基 礎 デ ッ サ ン が ど の 様 に 考 え ら れ 実

施 さ れ て い る の か を 見 聞 き す る 都 度 、 こ の よ う な 状 況 、 即 ち 基 礎 デ ッ サ ン が 広 範 な 美 術 の

学 び の 基 礎 と し て 位 置 付 け ら れ 、 技 術 修 得 に 偏 重 し て い る 現 状 に 、 少 な か ら ず 問 題 が あ る

様 に 思 う 。こ れ ら の こ と に 関 連 し て 、東 京 藝 術 大 学 で 教 鞭 を と っ た 野 見 山 暁 治 は 1 9 8 1 年 の

段 階 で 既 に 次 の よ う に 指 摘 し て い る 。 ¹⁾  

日 本 人 は な ん だ っ て 順 序 が 好 き だ 。 い く つ も の 段 階 を ひ と つ ず つ 踏 ん で ゆ く そ の 過 程

が ＜ 学 ぶ ＞ と う こ と だ 。 元 祖 の ヨ ー ロ ッ パ で 今 ご ろ 、 石 膏 像 を 入 学 試 験 に 使 っ て い る 美

術 学 校 は ほ と ん ど な い 。 彼 ら は 方 法 を 検 討 し て い く 民 族 だ 。 （ 中 略 ） な ん で 、 そ ん な も

の を 基 礎 と よ び 、美 術 学 校 の 入 試 に 採 択 し 、入 学 し て も ま た 、た た き 込 も う と す る の か 。  

石 膏 デ ッ サ ン を 他 の 基 礎 デ ッ サ ン と 全 く 同 一 に 扱 う こ と に は 危 険 が あ る が 、 基 礎 デ ッ サ

ン の 考 え 方 や そ れ に 伴 う 実 施 内 容 に つ い て 、 今 後 精 査 し て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。 勿 論

基 礎 デ ッ サ ン の 総 て を 否 定 す る も の で は な い が 、 描 か せ る べ き 対 象 物 の 選 択 ・ 組 み 合 わ せ

や プ ロ グ ラ ム の 本 質 に 係 る 丁 寧 な 説 明 、 他 の 美 術 実 技 と の 連 携 や 本 当 に 必 要 と す る 専 門 分

野 の 限 定 等 を 考 慮 す べ き で あ る 。 さ ら に 対 象 物 と 制 作 者 と の 関 係 性 、 例 え ば 今 回 の 課 題 に

関 し て 言 え ば 、対 象 と な っ た 人 物 が 知 り 合 い で あ る か 否 か や 自 分 と の 共 通 点・異 な る 点 等 、

本 質 的 な 美 術 の 表 現 に 深 く 関 わ る 事 柄 に つ い て の 理 解 も 重 要 で あ る 。  

本 来 美 術 は 常 に そ の 時 代 や 地 域 を 反 映 す る も の で あ る 。 多 極 化 や 多 様 な 価 値 観 の 受 容 、

先 端 的 な デ ジ タ ル 技 術 の 一 般 化 等 の 時 代 相 に 関 係 な く 旧 態 依 然 と し た プ ロ グ ラ ム が 実 施 さ

れ 続 け る こ と は 、 教 育 の 停 滞 に つ な が り か ね な い 。 日 本 の 伝 統 的 な 美 術 の 再 評 価 、 そ れ を

志 向 す る 若 者 た ち の 増 加 傾 向 、 新 た な 美 術 文 化 創 造 の 機 運 等 を 考 慮 す れ ば 、 な お さ ら の こ

と で あ る 。  
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素材と対話する彫刻教育の研究  
―大衡ふるさと美術館共同企画「竹材で作る体験遊具」―  

 

佐藤 淳一 *  

 

１. 研究の目的 

本 研 究 は 、 大 学 に 於 け る 彫 刻 教 育 に お い て 学 生 が 自 得 し 学 ぶ べ き 内 容 を 彫 刻 の 造 形 要 素 と

素 材 感 に 限 定 し そ の 指 導 方 法 を 具 体 的 に 研 究 す る も の で あ る 。 彫 刻 の 造 形 要 素 の 一 つ で あ

る 空 間 と 彫 刻 が 置 か れ る 場 の 関 係 、 実 材 か ら 主 に 触 覚 を 通 じ 身 体 を 通 し て 自 得 す る も の の

2 点 、 に つ い て 実 際 の 場 と 空 間 の 中 で 学 生 と 試 行 し た 。  

２、研究の概要 

筆 者 は 、 以 前 素 材 と 対 話 す る 彫 刻 教 育 の 研 究 と し て 石 材 を モ チ ー フ と し て 研 究 を 行 っ た 。

今 回 は 、 大 学 と の 協 定 を 結 ん だ 大 衡 ふ る さ と 美 術 館 で の 企 画 展 示 の 要 請 を 受 け て 「 体 験 遊

具 」 を テ ー マ に 大 衡 地 区 の 竹 材 を 素 材 と し て 野 外 の イ ン ス タ レ ー シ ョ ン 作 品 を 制 作 し た 。

石 材 に し て も 採 石 場 所 を 知 り 実 際 に 足 を 運 ん で 、 石 を 切 り 出 す 作

業 か ら 始 め る の が 最 も 良 い 。 岩 盤 に 発 破 を 込 め て 爆 発 さ せ 石 を 落

と す 作 業 や 、重 機 を 使 い 巨 石 を 運 び 出 す 体 験 は 作 品 制 作 に お い て 、

石 本 来 の 持 つ ス ケ ー ル 感 を 作 家 の 中 に 呼 び 覚 ま す 。 そ の こ と が ゆ

る ぎ な い 作 品 の コ ン セ プ ト に な り う る 。 木 彫 に し て も 、 原 木 を 切

り 倒 す こ と か ら 始 め る 事 に よ り 自 然 物 に 対 す る 畏 敬 の 念 を 感 じ 、

イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン を 得 る こ と が で き る 。 作 品 の テ ー マ が 決 ま る

の で あ る 。 今 回 の 竹 材 も 学 生 が 自 ら 山 に 入 り 、 自 然 の 中 か ら 切 り

出 し 運 び 出 し た 素 材 を 使 い 、 多 く の

こ と を イ ン ス パ イ ア さ れ 美 術 館 の 野

外 空 間 に ど の よ う に 作 品 を 展 開 さ せ

る か 期 待 さ れ た 。 そ の こ と 自 体 が 指

導 法 で あ っ た 。 学 生 は 、 初 め て 体 験

す る 竹 と い う 素 材 と 急 斜 面 の 山 中 で

格 闘 し 100 本 の 竹 木 を 切 り 倒 し 山 か

ら 下 ろ し た 。  
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   写 真 1          写 真 2           写 真 3 

ま た 制 作 場 所 と な っ た 本 学 彫 刻 工 房 で は 、 学 生 は 竹 と 対 話 し な が ら 制 作 し た 。 (写 真 1)い

か に 自 己 の コ ン セ プ ト と 自 然 物 と の 折 り 合 い を つ け る か 、 学 生 の 奮 闘 の 記 録 で あ る 。 美 術

館 中 庭 に 設 置 し た 当 日 は あ い に く の 雨 で あ っ た が 丸 一 日 か け 設 置 し 作 品 を 完 成 さ せ る こ と

が で き た 。  

３ 、 学 生 に つ い て  

三 年 生 彫 刻 の 授 業 の 技 法 研 究 の 時 間 で 研 究 を 行 っ た 。 学 生 は 、 一 年 時 に 前 期 ギ リ シ ャ 彫 刻

ハ イ ジ ア 像 模 刻 、 後 期 安 山 岩 の 動 物 を モ チ ー フ に し た 石 彫 、 二 年 次 に 前 期 モ デ ル を 使 用 し

た 全 身 の 人 体 塑 造 、 後 期 実 材 を 素 材 と し た 場 や 空 間 を 意 識 し た 彫 刻 作 品 の 構 想 と 制 作 を 体

験 し て い る 。  

４、制作過程 

ま ず 設 置 す る 大 衡 ふ る さ と 美 術 館 （ 右 写 真 ） に て 場 の 状 況 を 見 て 作 品 に つ い て 構 想 を 練 っ

た 。 そ れ に 基 づ き マ ケ ッ ト （ 写 真 2,4,5） を 制 作 し て プ

レ ゼ ン を 行 っ た 。 デ ッ サ ン （ 写 真 3） か ら マ ケ ッ ト ま で

制 作 す る 過 程 で 作 品 の 意 味 、 場 と の 関 係 性 、 制 作 が 可 能

か ど う か 、 竹 と い う 素 材 の 研 究 、 設 置 す る 安 全 性 、 耐 久

性 な ど 沢 山 の 課 題 が あ つ た 。 今 回 竹 を 素 材 と し て 見 て わ

か っ た こ と は 、 そ の 直 線 的 性 質 と 反 発 力 で あ る 。 古 来 弓

の 素 材 と し て 使 わ れ て い た そ の 力 強 い 素 材 感 を 作 品 と し

て 表 現 し て み る 作 品 も 生 ま れ た 。  
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５、場の設定 

野 外 イ ン ス タ レ ー シ ョ ン の 場 合 、 設 置 す る 場 所 と 作 品 の 関  

係 が 重 要 に な る 。 万 葉 集 に 構 想 を 得 た 公 園 に あ る 美 術 館  

で の 作 品 コ ン セ プ ト が 大 事 で あ り 、 自 分 の 作 品 に ど の よ う  

に 意 味 づ け す る か プ レ ゼ ン を 行 っ た 。  

ス ト ロ ー や 厚 紙 で マ ケ ッ ト を 制 作 し 、 芝 生 の 上 で 撮 影 し パ  

ワ ー ポ イ ン ト を 使 用 し て プ レ ゼ ン を 行 っ た 。 デ ザ イ ン 担 当  

の 教 員 に も 評 価 、 ア ド バ イ ス を し て も ら っ た 。 そ こ で も 指  

摘 さ れ た の は 、 野 外 で 子 供 な ど が 遊 具 と し て 使 用 す る の で            （ 写 真 4）  

あ れ ば 竹 の さ さ く れ や 、 倒 れ な い よ う な 安 全 性 が 指 摘 さ れ  

た 。  

そ の よ う な 、 設 置 の 実 際 面 の 問 題 と 大 衡 万 葉 ふ る さ と 美 術  

館 の ど こ に 設 置 す れ ば 空 間 と 場 と い う 彫 刻 的 問 題 と 、 遊 具  

と し て の 利 便 性 を 持 ち う る の か が 課 題 と な っ た 。  

 

 

 

７、制作の実際                                       （ 写 真 5）          

先 ず 竹 を 割 り 使 い や す い 長 さ 、 幅 に す る  

の が 作 業 の 第 一 段 で あ っ た 。 こ こ で 加 工  

し や す い 幅 に す る た め に 鉈 で 割 る 方 法 を  

採 用 し ハ ン マ ー で 叩 き な が ら 細 割 に し た 。  

鉈 の 刃 が ぼ ろ ぼ ろ に な る ほ ど 刃 こ ぼ れ  

す る ほ ど か た い 竹 材 で あ る 。  

当 然 竹 の さ さ く れ 等 が 出 な い よ う 電 動 の  

鑢 で 磨 き な が ら の 作 業 で あ っ た 。  

100 本 の 竹 材 な の で 電 動 の こ ぎ り で 切 断 し た 。 部 材 切 断 に つ い て は 早 い が 、 危 険 な の で 教

員 が つ い て 充 分 注 意 し て 作 業 さ せ た 。 学 生 は 、 道 具 の 使 用 法 も 習 得 が 早 く 部 材 の 切 断 、 電

動 ド リ ル に よ る 穴 あ け も ス ム ー ズ に 安 全 に 作 業 で き た 。 学 生 同 士 の 協 力  

体 制 も 同 じ ク ラ ス 同 士 協 働 し て 作 業 で き た 。  
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竹 を ど の よ う に 曲 げ て 加 工 す る か 、

籠 を モ チ ー フ に 体 験 遊 具 を 制 作 し

た 学 生 と 試 行 が 続 い た 。 熱 湯 に 竹

を 浸 し 続 け て 曲 げ る 方 法 や た ら い

に 水 を 満 た し そ こ に 一 昼 夜 浸 す と

い う 方 法 を と っ た 。 非 常 に 硬 く 、

反 発 力 が あ る 竹 で あ っ た が 何 と か

こ の 方 法 で 加 工 で き た 。 竹 と 竹 の

接 合 は 、 伝 統 的 な 棕 櫚 縄 を 使 用 し た 。 野 外 展 示 の 期 間 雨 天 の 日 が か な り あ っ た が 腐 れ る こ

と も な く 充 分 な 強 度 を 保 っ て い た 。 反 発 力 と か な り の 重 量 を 持 っ て い た の で 万 が 一 子 供 が

体 験 し て い る と き 竹 材 が 外 れ た り 、 屋 根 が 落 下 し た り し た 場 合 重 篤 な 事 故 と な る 可 能 性 が

あ る 。 学 生 は 、 ニ ュ ー ス や 新 聞 記 事 で 安 全 性 に 理 解 は し て い る が 、 実 際 に 事 故 が 起 こ っ た

と き の 対 応 は 未 知 数 で あ る 。 念 に は 念 を 入 れ て 竹 の 接 合 部 分 に は 充 分 に 棕 櫚 縄 を 巻 き 強 度

を 最 高 レ ベ ル に し た 。  

学 生 の 作 品 そ の １  

コ ン セ プ ト  

「 竹 の 空 間 と 山 の 中 や 田 舎 に 在 る 休 憩 所  

実 際 に 触 れ る こ と が で き る 作 品  

そ の 場 に な じ み 懐 か し さ を 感 じ る 」  

こ の 作 品 は 中 で 子 供 た ち が 遊 ん だ よ う で あ る 。 か わ い い 落 書 き が あ っ た 。  
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学 生 作 品 そ の ２  

コ ン セ プ ト 「 竹 は 生 長 が 早 く 時 間 と か か わ り が 深 い  

竹 は 一 年 で 成 長 が 止 ま る の で 動 か な い 時 計 を イ メ ー ジ し  

た 。  

空 間 が あ る こ と に よ っ て そ の 中 で 時 間 が 同 じ と こ ろ を  

回 る 。 時 間 が 止 ま っ て い る こ と を 表 現 し た い 」  

 

 

 

 

 

 

 

学 生 作 品 そ の 3 

コ ン セ プ ト 「 普 段 は あ ま り 触 れ る こ と の な い 竹 に 自 然 と 触 れ て み た い と 思 え る よ う な デ

ザ イ ン が 良 い と 思 い 考 え ま し た 。  

ち い さ い 時 に も ぐ っ た り 入 っ た り で き る 遊 具 が 大 人 気 だ っ た の で こ ど も た ち で も 興 味 を 持

っ て く れ る と 思 い ま す 。 ま た 万 葉 集 の 中 に も 竹 か ご が 登 場 す る 歌 が あ っ た の で 設 置 場 所 の

イ メ ー ジ に も あ う と 思 い ま す 。 」  

こ の 作 品 は 、 か な り 制 作 に 苦 労 し た 。 竹 の 曲 げ と 接 続 を 苦 労 し な が ら 試 行 し た 。  
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８ 、 研 究 の ま と め  

学 生 に ア ン ケ ー ト を と っ た 。 項 目 は 、 素 材 と し て の 竹 に つ い て 何 を 学 ん だ か 、 制 作 で 苦 労

し た 点 、 設 置 場 所 を 意 識 し た 作 品 に な っ た か 等 で あ る 。 そ の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

◎ 直 接 竹 を 山 林 か ら 伐 採 し た こ と に つ い て  

①  山 林 か ら 竹 を 伐 採 す る 作 業 か ら 始 め た こ と で 大 変 さ や 自 然 の 力 強 さ を 感 じ た 。 作 品 制

作 の モ チ ベ ー シ ョ ン が あ が っ た 。  

②  竹 を 伐 採 し て い て 生 命 力 の 強 さ を 感 じ た 。 切 る の に 苦 労 し た が 竹 の 生 き る 力 や 自 然 の

豊 か さ に 感 動 し た 。  

③  い ま ま で 彫 刻 を 創 る た め の 材 料 を 自 分 で 集 め た こ と が な か っ た の で 、 と て も 貴 重 な 体

験 だ っ た 。 竹 を 山 か ら 切 り 運 び 出 す の は 大 変 な 苦 労 で あ っ た が そ の 分 大 き な 達 成 感 を

得 た 。  

◎ 当 初 の コ ン セ プ ト と 実 際 に 設 置 し て み て の 感 想  

④  美 術 館 に 作 品 を 設 置 し て み て 当 初 考 え て い た も の と は 変 わ っ た が コ ン セ プ ト に し て い

た 、 中 で 遊 べ た り 、 腰 を 落 ち 着 け て 休 め る 場 所 に す る と い う 部 分 で は 変 わ ら ず 、 直 接

草 の 上 に 置 け た の で よ り 自 然 を 身 近 に 感 じ ら れ る 作 品 に な っ た 。 （ 学 生 作 品 ３ ）  

⑤  当 初 の コ ン セ プ ト は 触 れ て 自 然 を 感 じ 取 っ て も ら う と い う も の で し た 。 実 際 に 設 置 し

て 当 初 の コ ン セ プ ト に 近 い も の に な っ た と お も い ま す 。 作 品 に 座 っ て み て 自 然 に 触 れ

そ こ か ら 目 の 前 に 見 え る 雄 大 な 自 然 の 景 色 を 見 る と 気 力 が 沸 い て く る と 思 い ま し た 。

（ 学 生 作 品 １ ）  

⑥  自 分 の イ メ ー ジ し た も の と ほ ぼ 一 緒 に で き て い る な と 思 い ま し た 。 た だ 一 つ 違 う と す

れ ば 竹 の 太 さ が 均 一 で な か っ た こ と 。 「 時 計 」 を テ ー マ に し て い た が 設 置 し て み る と

あ ま り 時 計 に 見 え な か っ た 。 工 夫 が 必 要 だ と 思 っ た 。  

（ 学 生 作 品 2）  

◎ 竹 の 加 工 で 工 夫 し た こ と 、 難 し い と 感 じ た こ と 。  

⑦ 重 く 、 加 工 に 手 間 が か か る 大 変 苦 労 し た 。 竹 と 竹 の 接 合 が 非 常 に 困 難 で し た 。  

一 本 ご と に 竹 の 個 性 が あ り ま と め る の が 非 常 に 大 変 で し た 。  

⑧  油 を 含 む 竹 の 表 面 の 塗 装 が 困 難 で し た 。 穴 あ け も す ぐ 割 れ て し ま う の で 難 し か っ た 。

接 合 は 紐 を 使 う の で そ の 方 法 が 難 し か っ た 。  

◎ こ れ か ら ま た 竹 で 造 形 物 を 作 る と す れ ば ど の よ う な も の を 作 り た い か 。  
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⑨  次 に 作 る と す れ ば 有 機 的 な 動 き の あ る も の で 見 て も ら う 人 に 生 命 感 を 感 じ て も ら う よ

う な 作 品 が い い な と お も い ま す 。 個 人 制 作 で な く 協 働 制 作 も 良 い の で は な い か と 思 い

ま し た 。  

当 初 の ね ら い 通 り 学 生 は 竹 か ら 多 く の こ と を そ れ ぞ れ 学 ん だ よ う で あ っ た 。 竹 を 山 林 か ら

100 本 切 り 出 す 作 業 は 、 予 想 以 上 に 大 変 で 学 生 も 苦 労 し た 。 た だ そ の よ う な 体 験 は 、 単 に

苦 労 し た だ け で な く 制 作 の 原 動 力 と な る よ う な 、 前 向 き に 生 き る 体 験 で も あ っ た 。 今 後 も

自 然 の 素 材 を 使 い 学 生 の 人 間 的 成 長 を 目 指 し 、 自 然 か ら 何 も の か を 自 得 さ せ な が ら 彫 刻 の

指 導 実 践 研 究 を 進 め て ゆ き た い 。  
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 *東北生活文化大学	教授			

１／１０を超える学習定着率を目指して  
―「日本美術史（アジアの美術史を含む）」授業実践の試みについて―  

 

瀬戸典彦 *  

 

１ . 	は じ め に 	

数年前に F D 活動の一環として行われた P B L ( P r o j e c t  B a s e d  L e a r n i n g )の実践に関する講演

で「１／１０」という数値が示されてから私のあがきが始まった。１／１０とは、大学で

行われてきた講義形式の授業における学習定着率の平均を示す数値である。分母は講義の

全内容を、分子の「１」は学生が習得した内容を表わす。学生が受け身でいることの多い

講義形式の授業では、受講生達の受動的意識は限りなく睡眠状態に近い（と推察される）

ことが、教授する内容を半分に減らしてでも、受講生達の意識覚醒を促さなければならな

い根拠とされた。さもなくば、講義の多くは無駄でしかなく、解決策として、講義形式の

授業におけるアクティブな学習、特に P B L 的学びの導入が示された。また、その実践にあ

たり、１／１０の分子を２にすることより先に１０の分母を半分の５に引き下げることが

前提条件となることが強調された。講義内容の削減に対する教員の意識改革が最初に超え

なければならないハードルになるとのことであった。ここでは、２／１０と１／５の意味

は異なり、分母が１／２になることは授業で扱われる内容が半分になることを意味する。

講義内容の拡充に躍起になっていた当時の私にとって、受け入れがたい提案であった。し

かしながら、より多くを授ければ、より多くが残るとも言い難いことについては認めざる

を得ないと感じた。  

	 「 日本美術史（アジアの美術史を含む）」は大学で提供される教科である。その内容の

一部に、高等学校までの美術、日本史または世界史の中で触れることはあっても、ベース

となる知識量には限りがある。学ぶべき内容の多くが未知のものであるにもかかわらず、

私に与えられる時間はわずか１セメスター（ 9 0 分、1 5 回分）しかない。分母を減らすこと

を選択すれば、流れと継続性の欠落した歴史の授業となり、断片的な知識の提供に終始せ

ざるを得なくなることが懸念された。逆に、事実間の関係性に重きを置けば、扱う時代区

分と対象を極端に限定することになりかねない。（かつて、銅鏡についてのみ講義し、日

本美術史を終えた教授の話を聞いたことがある。）やはり、分母の１０を増やすことはあ
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っても、減らす選択は、適切ではないように思われた。このジレンマに争い分子と分母を

共に増やす方法を模索する以外にとるべき選択肢はないと判断した。  

あの時から、授業内容を増やしつつも、受講生の覚醒を高める授業実践をめざして教材

の開発と更新に努めてきた。まず、作品の概要／内容とその意味を明確化するためにパワ

ーポイントのデータとそのデータに対応するワークシートに、次に講義毎の要点に関する

再学習を促すクイズとクイズの解答例の作成に着手した。本報告書は、それらの教材を用

い、授業内容の拡充と受講生の意識覚醒に取り組んだ模索の記録である。  

 

２ . 	実 践 報 告 	

	 本 章では、①これまでに更新を繰り返してきた授業用パワーポイントデータ、②受講生

が受講しながら完成させるワークシート、③授業後に解答を求めるクイズ、④クイズ回収

時に配布する解答例の４教材について、受講生達の活用例を示しつつ、受動性と能動性が

混在する当授業の概要に触れる。  

 

2 - 1	 講 義用パワーポイントデータの作成  

	 デ ータ作成にあたり、①要点を箇条書き

にし、文字数を抑えること、②講義内容の

全てを網羅するのではなく、あえて重要事

項をデータから削除することで、メモを促

すこと、③画像を多用し、視覚的に訴えか

けること、④使用する画像については、撮影が

許されている対象を私が撮影したもの、または W i k i p e d i a に掲載されている著作権フリ

ーの（ P u b l i c  D o m a i n にある）ものを使用し、必要に応じ、 S h u t t e r s t o c k ,  I n c .  

( h t t p s : / / w w w . s h u t t e r s t o c k . c o m / )等の有料素材を購入することとした。  

	 画 像 1〜 5 は、当授業用に作成し、実際に平成 2 8

年度後期に使用した 3 6 7 枚のスライドの中の５例で

ある。 1 5 回の中、スライドを使用しない初回と中

間テストの回を差し引くと、 1 回あたり約 3 0 枚のス

ライドを使用し、ほぼ 3 分毎にスライドが入れ替わ

ったことが分かる。作品解説には全体像と数枚の詳

• 

• 

• 

•  600 2400  
• 

画 像 1：パワー ポイントス ライド  例 -1  

画 像 2：パワー ポイントス ライド  例 -2  
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細画像を用いることが多々あるこ

となどを考慮すると 1 回の授業で

扱った作品数が 1 0 点を超えたこ

とはなかったと推察される。１セ

メスターで約 1 3 0 作品に触れたこ

とになるが、アジアと繋がる日本

美術史の流れに関する理解を促す

目標に近づくためにはさらなる拡

充の必要を意識させる数値である

と認識している。  

 

 

 

  

•   
•  30

 
•   

• 

 

•  火災により頭部のみ�
•  球体（飛鳥仏との違い）�
•  丸く張った顔つき�
•  童顔童形の銅仏との類似�
•  678年〜685年に制作�

如意輪観音像 
n  真言密教彫像の完成形 
n  大阪　観心寺 
n  ９世紀中頃 
n  持っているもの 

n  全ての願いを叶える如意宝珠 
n  法輪は元来古代インドの武器

が転じて、煩悩を破壊する仏
法の象徴となった。 

n  名称は持物（じもつ）に由来 
n  木造乾漆併用 
n  108センチ 

画像 3：パワーポイントスライド  例 - 3  

画像 4：パワーポイントスライド  例 - 4  

画像 5：パワーポイントスライド  例 - 5  
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2 - 2	 ワ ークシート  

	 ワ ンクリックで消え去る情報の記録には、集

中力と判断力が要求される。この集中力と判断

力を求める記録するという能動的な行為が受講

生達の覚醒を促すことを想定して、この穴埋め

を求めるワークシートを作成した。ワークシー

トには多数の空欄と空白がちりばめられている。

私の解説に耳を傾けつつそれらの空欄と空白を

補うタスクが与えられることによって、脳と手

が同時に機能し始める。これまでの講義形式に

よる受動的な美術史とは異なる、推理と判断を

伴うアクティブな学びを実践する一つの道具と

してこの教材を作成し用いることとした。  

	 本 節では、受講生達が様々な書き込み／描き込みによって、完成させたワークシート

の断片を紹介する。受講生達が歴史上の作品をワークシートに写しとった記録からは、

元となった作品そのものの姿ではなく、それを観て

いた彼達／彼女達の解釈と主体性を読み取ることが

できる。また、余白に記入されたメモからは、それ

ぞれの関心事が浮かび上がる。私から提供された

種々雑多な情報に対して価値判断がなされ、異なっ

たフィルターに残された異なった情報がそれぞれの

言葉と方法で記されている。この多様な書き込み／

描き込みだらけの状態が受講生達の覚醒を示す証拠

であると考えている。  

 

 

画像６：記入済みワークシート  例 - 1  

 
画像 7：記入済みワークシート  例 - 2  

画像 8：記入済みワークシート  例 - 3  
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画像 9：記入済みワークシート  例 - 4  画像 1 0：記入済みワークシート  例 - 5  

画像 1 1：記入済みワークシート  例 - 6  画像 1 2：記入済みワークシート  例 - 7  

画像 1 3：記入済みワークシート  例 - 8  画像 1 4：記入済みワークシート  例 - 9  
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画像 1 5：記入済みワークシート  例 - 1 0  
画像 1 6：記入済みワークシート  例 - 1 1  

画像 1 7：記入済みワークシート  例 - 1 2  画像 1 8：記入済みワークシート  例 - 13  

画像 1 9：記入済みワークシート  例 - 1 4  画像 2 0：記入済みワークシート  例 - 1 5  
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2 - 3  クイズ  

	 毎 授業終了後、要点と記憶の整理を目的

として、クイズを配布し、その都度提出を

求めた。答えを記述させる際は、できる限

りワークシート等に頼らないよう指示し、

自力での解答が困難な場合のみ参照を認め

ることとした。  

	 平 成 2 8 年度後期は、5 5 の作品等が 1 3 回

のクイズに網羅され、それらに関するクイ

ズ 1 7 2 問が提示された。講義で触れること

のできなかったものについては、空欄のま

ま提出させ、次回のクイズの内容とした。  

 

2 - 4	 解 答例の作成と配布  

	 講 義 後の復習を支援することを目的として、

クイズの質問内容に対する解答例を作成し、クイズ提出時に配布した。授業時間後に、

それぞれの解答の妥当性を主体的にチェックさせることで、正誤確認の習慣化のみなら

ず、授業外学習への導入効果を意図した。作品等 5 5 点について作成した 1 7 2 問のクイズ

と解答例を以下に記載する。  

 

1 .  縄文土器について（ 4）  

①  何時代のもの？ 	 →縄文時代  

②  この土器の口縁について述べなさい。 	  

→土器発明以前の皮革製容器の形状を有する。  

③  トラディションとは？ 	 →既存形態の継承また模倣  

④  どこで出土されましたか？ 	 →函館市  

2 .  注口土器について（ 4）  

①  この土器の特定の形状から、これらはなんと呼ばれていますか？ 	  

→注口土器  

②  この土器から何が読み取れる社会構造の変化について述べなさい。 	  

画像 1 6：記入済みクイズの例  
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→専門職の発生／職業の分化  

③  どこで出土されましたか？ 	 →茨城県  

3 .  巻貝型土器について（ 4）  

①  何と呼ばれていますか？ 	 →巻貝型土器  

②  この土器が暗示することは？（二つ述べなさい）  

→技術・装飾方法が継承し発展したこと  

→縄文人が精神文化を有していたこと  

③  どこで出土されましたか？ 	 →新潟県  

4 .  遮光器土偶について 	  

①  この土偶の特定の形状から、これらはなんと呼ばれていますか？  

→遮光器土偶  

②  主に国内のどのエリアで出土されましたか？ 	 →東北地方  

5 .  ハート形土偶について（ 4）  

①  この土偶の特定の形状から、これらはなんと呼ばれていますか？  

→ハート形土偶  

②  何時代のもの？ 	 →縄文時代  

6 .  銅鐸について（ 4）  

①  これは何ですか？ 	 →銅鐸  

②  どのように使用されたと考えられていますか？  

→儀式の際に鐘として使用された可能性があると考えられている。  

③  何時代のもの？ 	 →古墳時代  

7 .  銅鏡について（ 4）  

①  これは何ですか？ 	 →銅鏡  

②  それらは何時代に日本にやってきましたか？ 	 →弥生時代  

③  通常、これが発掘される場所は？ 	 →権力者の墓  

8 .  円筒埴輪について（ 4）  

①  名称？ 	 →円筒埴輪  

②  元々の用途は？ 	 →神への供物を置く台脚  

③  どこでどのように使用されましたか？ 	  

→古墳の墳丘や重要な聖域を区画する。  
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9 .  漆塗木甲について（ 4）  

①  何時代のもの？ 	 →古墳時代  

②  このものから何が読み取れますか？ 	 →社会における階級制度の確立  

1 0 .  家形埴輪について（ 4）  

①  名称は 	 →家形埴輪  

②  発掘される主な場所／位置は？  

→古墳の埋葬施設の真上やその周辺の墳丘上に置かれる例が多い。  

③  通常、周りに配置されたものは何？ 	 →円筒埴輪や器財埴輪  

1 1 .  人物埴輪について（ 4）  

①  何時代のもの？ 	 →古墳時代  

②  名称？ 	 →人物埴輪  

1 2 .  法隆寺伽藍について（ 4）  

①  右のような図をなんと呼びますか？ 	 →伽藍配置図  

②  １は何ですか？ 	 →塔  

③  そこには何が奉られていますか？（いることになっていますか？） 	 	 	 	  

→仏舎利  

④  ２は何ですか？ 	 →金堂  

⑤  そこには何が奉られていますか？ 	 →本尊（法隆寺の場合、釈迦三尊像）  

1 3 .  仏像のヒエラルキーについて 	  

①  これは何の図ですか？ 	 →仏像のレベル／ヒエラルキーを示す図  

1 4 .  飛鳥大仏について（ 4）  

①  つぎはぎだらけのこの仏像が安置されている場所は？ 	 →飛鳥寺（安居院） 

②  誰の作と言われていますか？ 	 →鞍作鳥／鞍作止利仏師／止利仏師  

③  この寺の創立者は誰ですか？ 	 →蘇我馬子  

④  材料は？ 	 →ブロンズ  

1 5 .  法隆寺釈迦三尊像について（ 4）  

①  名称は？ 	 →釈迦三尊像  

②  この仏像が安置されている場所は？ 	 →法隆寺金堂  

③  この笑っているような表情は何と呼ばれていますか？ 	  

→アルカイックスマイル  
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1 6 .  法隆寺夢殿観音菩薩像について（ 4）  

①  名称は？ 	 →観音菩薩像  

②  どこに安置されていますか？ 	 →法隆寺夢殿  

③  モデルは誰と言われていますか？ 	 →聖徳太子（諸説あり）  

④  明治１７年、岡倉天心とフェノロサがこの仏像にしたことの意味は？  

 →仏像を崇拝の対象としてだけではなく、鑑賞の対象としてもとらえるこ

 	 と ができることを示した。  

1 7 .  法隆寺百済観音像について（ 4）  

①  この仏像のお名前は？ 	 →（法隆寺）百済観音像  

②  どのようにつくられていますか？ 	  

 →木彫後、木屎漆によるモデリングが施された。  

③  この仏像が展示されたフランスの美術館は？ 	 →ルーブル美術館  

④  この像の代わりにフランスからやってきた作品は？  

 →ドラクロワの『民衆を導く自由の女神』  

1 8 .  野中寺弥勒菩薩像について（ 4）  

①  名称は？（野中寺銅造） 	 →弥勒菩薩像  

②  この仏像の特徴を二つ述べなさい。  

 →アルカイックスマイルが消えている  

 →モデリングの柔らかさ／左右比対称等  

1 9 .  興福寺仏頭について（ 4）  

①  この仏頭の特徴を二つ述べなさい。 	 →球体（飛鳥仏との違い）  

  →丸く張った顔つき／童顔童形の銅仏との類似／つぶれた左ほほ 	 等  

2 0 .  中宮寺弥勒菩薩について（ 4）  

①  この仏像の名前は？ 	 →弥勒菩薩像  

 →中宮寺では如意輪観音（国宝指定の際は単に「木造菩薩半跏像」）  

②  安置されているお寺は？ 	 →中宮寺  

③  どのようにつくられていますか？ 	 →寄せ木造り  

④  材料は？ 	 →クスノキ  

2 1 .  法隆寺玉虫逗子について（ 4）  

①  この絵は、何に描かれていますか？ 	 →玉虫厨子  
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②  その装飾に用いられた昆虫は？ 	 →玉虫  

③  この作品はどこにありますか（寺院の名称で答えなさい） 	 →法隆寺  

④  この絵の内容について述べなさい。  

  →釈尊の前生である薩捶（さつた）王子が、飢えた親子の虎に我が身を与

  	 え るために、崖の上から飛び降り、虎の餌食となる。（ 5）  

2 2 .  中宮寺天寿国繍帳について（ 4）  

①  これはなんと呼ばれていますか？ 	 →中宮寺天寿国繍帳  

②  誰が主人公ですか？ 	 →聖徳太子  

③  どのようにして描かれていますか？ 	 →刺繍  

④  いつ頃制作されましたか？ 	 → 7 世紀（聖徳太子の死後）  

2 3 .  高松塚古墳壁画について（ 4）  

①  どこの壁画ですか？ 	 →高松塚古墳  

②  いつ頃描かれたものですか？ 	 → 7 0 0 年頃  

③  描き方について特徴を一つ述べなさい。 	 →大まかな色面で構成  

2 4 .  薬師寺薬師如来像について（ 4）  

①  いつ頃の作品ですか？ 	 →白鳳から天平への移行期  

②  どこ（寺院名）にありますか？ 	 →薬師寺  

③  名称は？ 	 →薬師寺薬師如来  

④  両サイドの仏像は？ 	 →日光菩薩、月光菩薩  

⑤  素材は何ですか？ 	 →ブロンズ  

⑥  様式について述べなさい。 	 →中国、則天武后時代（ 6 8 5〜 7 0 4）の様式  

2 5 .  法隆寺五重塔塑像群について（ 4）  

①  何時代の作品ですか？ 	 →天平時代  

②  どこにありますか？ 	 →法隆寺五重塔内  

③  何でできていますか？ 	 →粘土  

2 6 .  興福寺阿修羅像について（ 4）  

①  この作品はどのようにして作られましたか？  

  →木製の芯木で像の骨組みを作り、その上に粘土（塑土）を盛り上げて像

  	 の 概形を作る。この上に麻布を漆で貼り重ねて像の形を作る。こうして
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  	 で きた張り子の像の上に木屎漆（こくそうるし）を盛り上げて細部を形

  	 作 る。（ 6）  

②  その技法はなんと呼ばれていますか？ 	 →脱活乾漆像  

③  この仏像の名称は？ 	 →阿修羅像  

④  この仏像を含む群像の名称は？ 	 →八部衆  

2 7 .  東大寺法華堂執金剛神像について（ 4）  

①  この仏像の名称は？ 	 →執金剛神像  

②  安置されている場所は？ 	 →東大寺法華堂（三月堂）  

③  素材は？ 	 →粘土  

2 8 .  東大寺四天王（増長天）について（ 4）  

①  この仏像が属するグループの名称は？ 	 →四天王  

②  この仏像が安置されている場所の名称は？ 	 →東大寺戒壇堂／戒壇院  

③  その名称の由来は？  

	   →鑑真は 7 5 4 年、東大寺に戒壇を築き、同年 4 月に聖武天皇をはじめ 4 3 0  

  	 人 に授戒を行なった。その盛土の上に築かれたとされるのが戒壇堂であ

  	 る 。（ 7）  

④  素材は？ 	 →粘土  

2 9 .  新薬師寺十二神将像について（ 4）  

①  安置されている場所は？ 	 →新薬師寺  

②  この仏像を含む群像の名称は？ 	 →十二神将  

③  素材は？ 	 →粘土  

④  それらの中央に鎮座する仏像は？  

  →薬師如来（一般の仏像に比べ眼が大きいのが特徴で、「聖武天皇が光明

  	 皇 后の眼病平癒を祈願して新薬師寺を創建した」との伝承もある）（ 5）  

3 0 .  唐招提寺盧舎那仏像について（ 4）  

①  どこのお寺にありますか？ 	 →唐招提寺  

②  なんという仏様の像ですか？ 	 →盧舎那仏（坐）像  

③  その仏様の役割について述べなさい。  

 →ゴータマ・シッダッタを超える宇宙仏／宇宙の真理をすべての人に照ら

 	 し 、悟りに導く仏  
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④  技法は？ 	 →脱活乾漆技法  

3 1 .  鑑真和上像について（ 4）  

①  モデルは誰ですか？ 	 →鑑真和上  

②  何をした人ですか？ 	 →日本で初めての正式な授戒  

③  この仏像の重要性について述べなさい。 	 →肖像彫刻が仏像となったこと  

④  技法は？ 	 →脱活乾漆造  

3 2 .  螺鈿紫檀五絃琵琶について（ 4）  

①  誰の遺品ですか？ 	 →聖武天皇  

②  何をした人ですか？（二つ以上） 	 →東大寺大仏建立の詔を出した。  

  →墾田永年私財法を制定した。／国分寺建立の詔を出した。等  

③  どこに納められていましたか？ 	 →正倉院  

3 3 .  正倉院漆胡瓶について（ 4）  

①  何と呼ばれていますか？ 	 →漆胡瓶  

②  その形状からわかることは？ 	 →ペルシャの影響  

③  技法は？ 	 →漆芸  

3 4 .  薬師寺三重塔について  

①  この塔がある寺院は？ 	 →薬師寺  

②  階毎の中間部分にある小屋根は何と呼ばれていますか？ 	 →裳階（もこし） 

3 5 .  唐招提寺金堂について  

①  どの寺院の金堂ですか？ 	 →唐招提寺  

②  誰が創建した寺院ですか？ 	 →鑑真和上  

③  ここにおさめられている宇宙仏の名称は？ 	 →毘盧遮那仏  

3 6 .  正倉院について（ 4）  

①  この建造物の名称は？ 	 →正倉院  

②  この建造物の工法（建て方）はなんと呼ばれていますか？ 	 →校倉造り  

③  間取りと構造について述べなさい。 	  

 → 3 部屋からなり、北倉と南倉は校倉、中倉は板倉  

3 7 .  神護寺薬師如来坐像について（ 4）  

①  どの寺院にありますか？ 	 →神護寺  

②  どのように造られた仏像ですか？ 	 →一木彫刻  
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③  誰の霊を鎮める為につくられたと言われていますか？ 	 →道鏡  

3 8 .  東寺梵天坐像について（ 4）  

①  この仏像の名称は？ 	 →梵天  

②  もともとは何教の神でしたか？ 	 →ヒンドゥー教  

③  どこにありますか？ 	 →東寺  

3 9 .  観心寺如意輪観音像について（ 4）  

①  名称は？ 	 →如意輪観音像  

②  名称の由来は？ 	  

 →全ての願いを叶える如意宝珠を持っていることに由来する。  

③  持物について述べなさい。  

	 	  → 6 本の手のうち、右第 2 手は胸前で如意宝珠、右第 3 手は外方に垂らし

 	 て 数珠を持つ。一方、左第 2 手は未開敷蓮華（蓮のつぼみ）、左第 3

 	 手 は指先で法輪を支える。（ 9）  

④  どこにありますか？ 	 →大阪 	 観心寺  

4 0 .  仁和寺阿弥陀三尊像について（ 4）  

①  なんと呼ばれていますか？ 	 →阿弥陀三尊像中像（秘仏）  

②  どこにありますか？ 	 →京都仁和寺  

③  上の２体との違いは？  

 →日本国内で醸成された和風密教彫刻の完成形を見ることができること  

4 1 .  東寺金剛界曼荼羅について（ 4）  

①  九つのブロックに分割されたこのような図は何と呼ばれていますか？  

 →金剛界曼荼羅  

②  これと対をなすもう一つは何と呼ばれていますか？ 	 →胎蔵界曼荼羅  

③  それら二つを併せて、何と呼ばれていますか？ 	 →両界曼荼羅  

4 2 .  東福寺同聚院不動明王について（ 4）  

①  誰が制作したといわれていますか？ 	 →康尚  

②  彼の子で著名な仏師の名は？ 	 →定朝 	  

③  この仏の名称は？ 	 →京都東福寺同聚院不動明王坐像  

④  その仏の役割は？特徴は？  
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 →仏法に従わない者を教化し、仏敵を退散させる。不動明王は大日如来の

 	 教 令輪身とされる。煩悩をかかえ、もっとも救いがたい人々をも力ずく

 	 で 救うために、憤怒の姿をしている。（ 1 0）  

4 3 .  平等院阿弥陀如来像について（ 4）  

①  誰が制作したといわれていますか？ 	 →定朝  

②  どこにありますか？ 	 →平等院鳳凰堂  

③  その制作方法について述べなさい。  

 →きわめて大規模な工房で、時に 1 0 0 人を超える仏師を動員して、分業で

 	 造 られたことが判明している。分業と量産に適し、一つの像を幾つかの

 	 ブ ロックに分け、その一つ一つを別材から木取りし、積み木を並べるよ

 	 う に組む寄木造を採用した。（ 1 1）  

4 4 .  平等院雲中供養菩薩像について（ 4）  

①  これは何と呼ばれているグループの一員ですか？ 	 →雲中供養菩薩像  

②  安置されている寺院の名称は？（十円玉に刻印されている寺院です）  

  →平等院鳳凰堂  

③  このグループの役割は？ 	 →阿弥陀如来のお供  

4 5 .  薬師如来像（円勢・長円）について（ 4）  

①  名称は？ 	 →薬師如来像  

②  この仏像から読み取れる当時のトレンドについて述べなさい。  

 →携帯可能で繊細華麗な仏像が主に貴族に好まれた。  

4 6 .  普賢菩薩像（大倉集古館収蔵）について（ 4）  

①  名称は？ 	 →普賢菩薩騎象像  

②  その役割は？  

→あらゆる場所に現れて人々を救済する。主に女性を守ると信じられた。  

4 7 .  大覚寺降三世明王像について（ 4）  

①  名称は？ 	 →降三世明王像  

②  この仏像が注目される理由の一つを述べなさい。 	 →精密さ  

③  それは何を意味していますか？ 	 →仏師の技の熟練  

4 8 .  長岳寺阿弥陀三尊像について（ 4）  

①  目の表現技法について述べなさい。  

─ 182 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 
 

 →玉眼（ぎょくがん）技法：目に水晶をはめ込む  

②  安置されている寺院の名称は？ 	 →長岳寺  

③  いつ頃の作品ですか？ 	 → 1 1 5 1 年／平安時代末期／ 1 2 世紀中頃  

4 9 .  金剛峰寺仏涅槃図について（ 4）  

①  タイトルは？ 	 →仏涅槃図  

②  どこにありますか？ 	 →金剛峯寺  

③  制作されたのはいつ頃？ 	 → 1 0 8 6 年  

④  特徴は？ 	 →曲線を多用／装飾的構図／細密な表現／優美さ  

5 0 .  神護寺釈迦如来像について（ 4）  

①  描かれている仏は？ 	 →釈迦如来  

②  どこの寺院にありますか？ 	 →神護寺  

③  いつ頃の作品ですか？ 	 → 1 2 世紀前半  

④  技法上の特徴は？ 	 →照暈と截金文様の多用  

5 1 .  普賢菩薩像（東京国立博物館収蔵）について（ 4）  

①  描かれている菩薩は？ 	 →普賢菩薩  

②  主に何を信じる人々を救済する仏と信じられていましたか？ 	 →法華経  

③  その宗派の思想について、述べなさい。  

  → 	 「仏」とは、釈迦一個人のことではない。法華経に縁を結んだひとつ

  	 の 命は流転苦難を経ながらも、自己の無限の可能性を開いてゆく。  

   	 	 そ の寿命は、見かけの生死を超えた、無限の未来へと続いていく永遠

  	 の ものとして理解される。この世は「仏」が常住して衆生（しゅじょう）

  	 を 救済へと導き続ける場所である。（ 1 2）  

5 2 .  源氏物語絵巻について（ 4）  

①  これは何の一部ですか？ 	 →源氏物語絵巻  

②  特徴は？ 	  

 →説明的でない描写／物語の理解が前提／引目鉤鼻／吹抜屋台／  

 	 逆 遠近法 	 等  

③  内容は？ 	 →自分の子供ではない薫を抱く光源氏  

5 3 .  伴大納言絵巻について（ 4）  

①  これは何の一部ですか？ 	 →伴大納言絵巻  
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②  特徴は？ 	  

 →長い画面に出来事の推移を連続して描く／線描き主体／叙事的構成／

 	 豊 かなストーリー性／異時同図法  

③  内容は？  

 →①伴善男の出納係の子と舎人の子の喧嘩  

 	 ② 舎人の子を蹴っ飛ばす出納係  

 	 ③ 子供を連れて帰るその妻 	 等  

5 4 .  信貴山縁起絵巻について（ 4）  

①  これは何の一部ですか？ 	 →信貴山縁起絵巻  

②  何のルーツと考えられていますか？ 	 →日本の漫画文化  

5 5 .  興福寺無著像について（ 4）  

①  この仏像の制作を担当したグループの名称は？ 	 →慶派  

②  その代表的仏師 3 名を上げなさい。 	 →運慶・湛慶（親子）、快慶  

③  この像のモデルは？ 	 →無著  

④  相方は？ 	 →世親  

 

3 . 	お わ り に  

	 お そらく、受講生が受動態でありつづけるこれまでの講義形式の状態から、一歩踏み出

すことができたことは伝わったのではないだろうか。主体的に描くこと、重要性を判断す

ること、記録と記憶を整理すること、記憶を修正することを絶えず求められる状況に置か

れた彼達／彼女達が睡魔と戦っている姿を目撃することは減った。受講生のワークシート

等に残された様々な手書き／手描きの痕跡を見る度、これまでの模索が無駄ではなかった

と感じる。しかしながら、そのことを理由に、これまで見て見ぬ振りをしてきた問題が露

呈したことを無視することはできない。  

	 私 のあがきはまだまだ続くだろう。そして、あがきはさらに深刻化するだろう。クイズ

の解答例が鎌倉時代で終わっていることからも分かるように、それ以降の日本、アジアの

美術史に話しを進める前に制限時間を迎えた。この講義を初めて担当した平成 1 9 年度後期

には、明治時代までカバーできたことが思い出される。この 1 0 年間で約 6 6 0 年分の内容が

失われたことになる。  
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	 6 0 0 年を超える時間が講義からはみ出していったことについては、二つの理由が考えら

れる。内容の充実を優先するあまり、それぞれの事象の説明に用いる画像を含む情報の量

が年毎に増えた。結果として、 1 5 回では消化しきれない内容を溜めこんだ。増え続けたス

ライドの数とノートパソコンのスライド下に表示されるメモ欄の文字数がそのことを物語

っている。もう一つの理由として、 2 年次に行われる関西研修旅行に対して私が感じ続け

てきたプレッシャーを上げることができる。多額の費用負担を受講生達に強いる 4 泊 5 日

の研修から最大限の利益を回収するための鍵は事前準備にある。 5 日間の大半を自主研修

が占めるこの研修を成功に導くための最も重要な礎として、この「美術史Ⅱ」を位置付け

ることにためらいも違和感も感じることなく、利用してきた。研修期間中に直に接するこ

とができる対象に関する情報とそれを共有する時間の豊かさが増す一方で、それ以外のも

のが霞んでいった。  

	 こ の失われた 6 0 0 年余をカバーするための改善策の立案と実践を急がなければならない。

そのはじめの一歩として、授業の合理的な進行を可能にする新たなツールの開発と使用方

法の検討に着手する。当授業に先駈けてワークシート、クイズ、解答例に工夫を加え、自

費出版し、 ( 1 ) ,   ( 2 ) ,   ( 3 )  一定の成果をあげた「美術史Ⅰ」（西洋美術史）の例に倣い、

これまで、その都度コピーし配布してきた 3 教材の見直しと製本化を計画している。製本

にあたり、受講生のさらなる意識覚醒を促す方策を考案し、具体化したいと考えている。

このあがき続ける姿勢が、近い将来、教壇に立つ学生達へのエールとなることも願いつつ、

不断の改善に努めたいと思う。  
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 *東北生活文化大学	教授			

米国流教授法の日本的応用による学習定着率の向上を目指して 
―「西洋美術史」授業実践の試みについて―  

 

瀬戸典彦 *  

 

１ . 	は じ め に 	

高校入試等で出題される典型的な英文法問題の一つに能動態（ A c t i v e  T e n s e）、受動態

（ P a s s i v e  T e n s e）の書き換えがある。近年よく「アクティブ・ラーニング」というカタカ

ナの用語を耳にするようになり、それがあたかも講義科目における最重要課題であるかの

ように主張する声を聞くたびに、あの手の英文法問題が思い出されてならない。講義のス

タイルにも、「能動」か「受動」の二者択一の選択肢しかないのだろうか。  

ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の 成 功 例 と し て 頻 繁 に 紹 介 さ れ る よ う に な っ た P B L ( P r o j e c t  

B a s e d  L e a r n i n g )に関する講演の中で、「１／１０」という数値が示された。大学で行われ

てきた講義形式の授業における学習定着率の平均を示す数値である。講義形式の授業では、

受講生達の受動的意識は限りなく睡眠状態に近い（と推察される）ことが、教授する内容

を半分に減らしてでも、受講生達の意識覚醒を促さなければならない根拠とされた。講演

を聞いていた教員の多くがこの数値の低さに少なからず違和感を覚えたように思われた。

私もすぐにはその前提を受け入れることはできないと感じた一人だった。  

その違和感が私に学習定着率に関するウェブサイトの閲覧を促した。ショックだったの

は、「１／１０」は、講義を担当する我々教員達に配慮し、かなり多めに示された数値で

あったということだ。学習定着率（ L e a r n i n g  R e t e n t i o n  R a t e s）について述べた複数のサイ

トが同様の L e a r n i n g  R e t e n t i o n  P y r a m i d の図を用い、講義（ L e c t u r e）受講 1 4 日後の学習定

着率の平均を５％以下と明言している。 ( 5 ) ( 6 ) ( 7 )  信じがたいという思いが、かつて米国で

受講した J o - A n n e  B e r e l o w i t z 博士による美術史の記憶を蘇らせた。講義受講 1 4 日後の学習

定着率は確実に５％を超えていた。それが、私だけではなかったことを断言することがで

きる。  

B e r e l o w i t z 博士の美術史は３０回の講義（ 9 0 分・週２回）で構成され、J o n a t h a n  F i n e b e r g

博士の著書、「 A r t  s i n c e  1 9 4 0   S t r a t e g i e s  o f  B e i n g」 ( 4 )に沿って実践された。 B e r e l o w i t z 博

士は、この悠に５００ページ（レターサイズ）を超える著書のほぼ全ての内容に触れただ

けではなく、そこには登場しない数多くの作家及び作品に関する情報も提供した。そして、
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それら全てが試験の対象とされた。今、振り返ると、驚くべきは講義内容の量ではなかっ

たことが分かる。ほぼ全ての受講生があの膨大な内容に対応し、試験で８割を超える成績

を残したことを今となっては不思議にさえ思う。当然のことながら、多くの大学でありが

ちな、試験時におけるノート等の持ち込みは認められてはいなかった。試験は 4 回行われ、

その中、得点の高かった 3 回分の平均値にレポートの成績を加え最終評価が下された。  

正直なところ、避けることができるのであれば、避けて通りたいと思いつつ受講した講

義であった。特に受講するにあたり、関心もインセンティヴも高かったわけではない。受

講生の中には美術史を専攻する者も数名いたが、他の多くは私同様、知的関心は低いが、

物をつくることに喜びを感じる美術学部にありがちなタイプの学生達であった。講義を実

践する上で、必ずしも望ましいとは言い難い我々のような受講生と目見え、驚くべき学習

定着率をマークしたあの講義のことが思い出された。  

本報告書では、かつて私自身が学生として受講した B e r e l o w i t z 博士の講義をモデルケー

スとして、「美術史 I」（西洋美術史）における学習定着率の向上に取り組んだ工夫につ

いて述べる。博士の教授法を今の私の立場で体現するための道具として、昨年、自費出版

した「つくる美術史のテキスト 	 -  穴埋め学習のすすめ」 ( 1 )、「美術史脳を刺激する曖昧

な絵 	 クイズ編」( 2 )、「美術史脳を刺激する曖昧な絵 	 解答例・解説集」( 3 )のコンセプト、

内容、活用状況に触れつつ、「能動」でも「受動」でもない、その中間に学習定着率向上

の手がかりを模索した過程を示す。  

 

２ . 	実 践 報 告 	

	 本 章では、①これまでに更新を繰り返してきたプレゼンデータ用に作成し、受講生が書

き込み／描き込みによって完成させるテキスト、②授業後に解答を求めるクイズ集、③ク

イズ回収後に受講生の正誤確認をアシストする目的で作成した解答例・解説集、それら３

教材について、教材開発の意図と受講生達の活用例を示し、受動性と能動性が混在する授

業の輪郭を浮き彫りにする。  

 

2 - 1	 「 つくる美術史のテキスト 	 -  穴埋め学習のすすめ  -	 ヴ ィレンドルフのヴィーナ  

スから印象派まで」の作成意図と活用について  

	 B e r e l o w i t z 博士の講義に臨むにあたり常に持参したものの中にクロッキー帳がある。

あえて横線等のガイドが予め印刷された通常のノートではなくプレーンの紙面をノート
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テークに用いることにした背景には意図があった。博士が選択したスライドの多くが、

F i n e b e r g 博士の「 A r t  s i n c e  1 9 4 0   S t r a t e g i e s  o f  B e i n g」( 4 )  に掲載された作品の写真とは、

撮影角度、構図、トリミング等が異なり、同書の画像では紹介されない部分の情報を映

し出した。常にそれらを描き写す必要に迫られたことを記憶している。その描き写すと

いう行為をとおして、作品を凝視し詳細を理解した。また、博士は同書では語られない

作家・作品にも積極的に言及し、それらの重要性を言葉と映像で伝えようとした。スク

リーンの作品を見つめながら、それぞれがそれらの内容をメモし画像を描き写した。十

人十色の「つくるテキスト」のページ数が徐々に増えていった。  

	 か つて頻繁に参照した「 A r t  s i n c e  1 9 4 0」は行方知れずとなり、博士の言葉を聞き逃す

ことを恐れ、許可を得て録音した M D も、ただの一度も再生されることなく、研究室本

棚の肥やしとなったが、メモ書きとドローイングで埋め尽くされたクロッキー帳３冊だ

けは今も手元にある。その中の荒々しい素描を見る度に、あの時の映像とその作品／作

家のストリートとエピソードを鮮明に思い出すことができる。「 A r t  s i n c e  1 9 4 0」には網

羅されなかった美術史の部分を、博士の言葉と常に入れ替わるスライドをてがかりとし

て、主体的に補おうとした。見逃すこと、聞き逃すことに対する恐れに後押しされた緊

張感を伴う補修作業が蓄積され、できあがったテキストを今再び解読しようとすると、

メモ書きとドローイングの背景に、かつて

そこにあった私の意識レベルの高さを読み

とることができる。この自身の体験を元に

加筆と補修によってそれぞれの受講生が完

成させるテキストを作成することを決めた。 

	 こ の テキスト、「つくる美術史のテキス

ト 	 -  穴埋め学習のすすめ  -」(画像１ )の作

成にあたり、その意図について次のように

述べた。  

 

	 欠 落 し た 情 報 の 補 修 に は 、 推 理 が 要

求 さ れ る 。 こ の 推 理 を 求 め る 修 復 と い

う 能 動 的 な 行 為 が 記 憶 と 思 考 を 深 化 さ

せ る こ と を 想 定 し て 、 こ の 穴 埋 め に よ

画 像 1 ： 「 つ く る 美 術 史 の テ キ ス ト 」  カ バ ー  
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っ て 完 成 さ せ る 不 完 全 な テ キ

ストはつくられた。  

	 テ キ ス ト に 登 場 す る 画 像 の

多 く は 、 意 図 的 に 取 り 除 か れ

た 部 分 と 劣 化 処 理 が 施 さ れ た

部 分 が 混 在 す る 極 め て 不 完 全

な 状 態 で 提 示 さ れ る 。 解 説 に

耳 を 傾 け な が ら 、 空 白 ま た は

劣 化 を 補 う タ ス ク を 与 え る こ

と に よ っ て 、 脳 と 手 が 同 時 に

機 能 し 、 意 識 の 覚 醒 が 促 さ れ

る 。 ま た 、 画 像 に 付 随 す る 説

明 文 に も 空 欄 が 設 け ら れ て い

る こ と か ら 、 作 業 は こ と ば の

修 復 に ま で 及 ぶ 。 補 う こ と で

完 成 さ れ る こ の テ キ ス ト を 用

い る こ と に よ っ て 、 こ れ ま で

の 一 般 的 な 講 義 形 式 に よ る 美 術

史 と は 異 な る 、 推 理 を 伴 う ア ク

ティブな学びが実践できることを期待している。 ( 1 : 1 )   

 

	 受 講生に修復を促すための処理として、主に「削除」と「劣化」を画像に施した。（画

像 2 , 3 , 4）他者の画像に処理を加え出版物の素材とするにあたり、W i k i p e d i a に掲載され

ている著作権フリーの（ P u b l i c  D o m a i n にある）もの、または帰属を付記することによっ

て使用と変更が許可されるものを用いることとし、この方法で入手できないものについ

ては、 S h u t t e r s t o c k ,  I n c .	

( h t t p s : / / w w w . s h u t t e r s t o c k . c o m / )

等から購入することとした。

「削除」処理については、主に

作品の重要部分に対する凝視を、

画 像 ２ ： 「 つ く る 美 術 史 の テ キ ス ト 」  部 分  

画 像 3 ： 「 つ く る 美 術 史 の テ キ ス ト 」  詳 細 1  
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「劣化」処理につい

ては、作品の全体像

に関する記憶と理解

の深化を促すことを

意図した。  

	 受 講生達が修復し

たそれぞれの画像から

は、元となった作品そのものの姿ではなく、それを観ていた彼達／彼女達の解釈と主体

性を読み取ることができる。（画像 5 , 6 , 7）また、メモ欄に記入された書き込みからは、

それぞれの関心事が浮かび上がる。私から提供された種々雑多な情報に対して価値判断

がなされ、異なったフィルターに残された異なった情報がそれぞれの言葉と方法で記さ

れている。この多様な書き込み／描き込みだらけの状態が受講生達の覚醒を示す証拠で

あると考えている。  

 

     画 像 5 ： 「 つ く る 美 術 史 の テ キ ス ト 」  活 用 例 1  

 

     画 像 6 ： 「 つ く る 美 術 史 の テ キ ス ト 」  活 用 例 2  

画 像 4 ： 「 つ く る 美 術 史 の テ キ ス ト 」  詳 細 ２  
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    	 	 	 画 像 7 ： 「 つ く る 美 術 史 の テ キ ス ト 」  活 用 例 3  
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2 - 2	 「 美術史脳を刺激する曖昧な絵 	 クイズ編 	 ヴ

ィレンドルフのヴィーナスから印象派まで」の作成

意図と活用について（画像 8 , 9 , 1 0）  

	 B e r e l o w i t z 博士は１セメスターに 4 回の試験を行

い、リサーチを伴うレポート１本を課した。また、

週 2 回のペースで開講されていたことからも推測さ

れるように、受講期間中は、歴史上の作品が繰り返

し脳裏をかすめた。その繰り返しの中で、作品と作

品にまつわるストーリーの記憶と理解が深化した。

一方、私に与えられた時間は博士が要した時間の半

分にすぎない。しかも、その中でヴィレンドルフの

ヴィーナスから始まる２万年を超える時間を対象とし

なければならない。何を提供し、何を捨てるかの難し

い判断に苦しんだ。面白いストー

リーを描くことを優先し、そのエ

ッセンスだけを残した。エッセン

スを受講生達に定着させるために

は、彼達／彼女達の意識を覚醒さ

せるだけではく、覚醒状態の中で

繰り返し思い起こさせる仕組みが

必要であると考えた。繰り返し記

憶の深化を求めた B e r e l o w i t z 博士

の教授法を今の私と私の学生達が

置かれた状況において応用するた

めの一つの装置として、このクイ

ズ集を作成した。その冒頭部分に

記述した作成のねらいを以下に引

用する。  

 

画 像 8 ： 「 美 術 史 脳 を 刺 激 す る

曖 昧 な 絵 」  カ バ ー  

画 像 9 ： 「 美 術 史 脳 を 刺 激 す る 曖 昧 な 絵   

ク イ ズ 集 」  カ バ ー  
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	 曖 昧 な イ メ ー ジ は 曖 昧 な 記 憶 を 蘇 らせ

る という仮説に基づいて、この問題集を

作成した。  

	 こ こ で 取 り 上 げ る 作 品 の 不 鮮 明 な 画像

は フ ル カ ラ ー ・ ハ イ ビ ジ ョ ン に 慣 れ た

我々に不快感与える。そのストレスから

逃れようとし、我々は曖昧さの中に埋没

した情報を、記憶を頼りに補おうとする。

この一人一人の脳内で始動する修復はそ

の画像だけに止まらない。修復は連鎖し、

クイズには登場しない周辺の関連する作

品 や 作 家 へ の 意 識 ま で も 覚 醒 す る だ ろ

う。  

	 ア ウ ト ラ イ ン とコントラストで描かれた

曖 昧 な 絵 が 美 術 史 の ア ウ ト ラ イ ン と コ ン ト ラ ス ト を 鮮 鋭 化 す る こ と を 期 待 す る 。

( 2 : 1 )  

 

2 - 3	 「 美術史脳を刺激する曖昧な絵 	 解答

例・解説集 	 ヴィレンドルフのヴィーナスか

ら印象派まで」の作成意図と活用について  

	 講 義後、再度、講義内容を思い返す機会を

与えることを目的として、クイズの質問内容

に対する解答例とそれらの解答例に関する解

説を一冊に集約した。授業時間後に、それぞ

れの解答の妥当性を主体的にチェックさせる

ことで、正誤確認によって誘発される記憶の

深化とその過程の習慣化を意図した。作品等

8 5 点についてまとめた解答例と解説の一部

を紹介する。（画像 1 1 , 1 2）  

画 像 1 0 ： 「 美 術 史 脳 を 刺 激 す る 曖 昧

な 絵  ク イ ズ 集 」  詳 細  

画 像 1 1 ： 「 美 術 史 脳 を 刺 激 す る 曖 昧

な 絵  解 答 例 ・ 解 説 集 」  カ バ ー  
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	 画 像 1 2 ： 「 美 術 史 脳 を 刺 激 す る 曖 昧 な 絵  解 答 例 ・ 解 説 集 」  部 分  

─ 195 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 
 

3 . 	お わ り に  

	 お そらく、受講生が受動態でありつづけるこれまでの講義形式の状態から、一歩踏み出

す努力を重ねてきたことは伝わったのではないだろうか。補うこと、重要性を判断するこ

と、記録と記憶を整理すること、記憶を修正することが絶えず求められる状況に置かれた

彼達／彼女達が睡魔と戦っている姿を目撃する頻度は減った。受講生達がつくったテキス

トに残された様々な手書き／手描きの痕跡を見る度、これまでの模索が無駄ではなかった

と思う。しかし、それは、米国流美術史教授法の日本的応用による学習定着率の向上をめ

ざして踏み出した最初の一歩でしかないのかもしれない。  

	 こ れまで保留し続けた問題がある。試験時の持ち込み可否に関する判断を下すことがで

きないまま、今日に至った。開講期間中にクイズ（ 1 3 回）の他に 2 回の試験（中間・期末）

を実施し、最終評価には、 1 3 回のクイズにおけるパフォーマンス（ 1 0％）、中間試験の結

果（ 2 0％）、期末試験の結果（ 7 0％）を用いた。ただし、期末試験については、得点調整

を行い、「つくるテキスト」参照ありの場合は素点の 9 0％を、参照なしの場合は素点の 1 1 0％

を最終得点とすることとし、このことについては、初回、中間試験時、期末試験前に周知

を図った。参照せずに試験に臨む受講生が増えることを願い続けてきたが、未だ顕著な変

化を確認できずにいる。有効な対策を講じる必要性を痛感する。  

	 米 国流に、試験時の参照を不可とすれば、受講生達が講義時に示す意識の覚醒レベルは

さらに上がる。その一方で、２割を超える受講生の最終評価が合格ライン（６０点）を下

回ることが懸念される。参照なしで試験に臨んだ受講生の多くが、最終の合計点で満点を

上回ったことから、期末試験の難易度をこれ以上、下げることはできない。より多くの受

講生が自身の実力を試したいと思えるような授業環境に近づけるために、講義内容の見直

しだけでなく、さらなる教材の改良と開発が求められている。昨年度、自費出版した３冊

の教材にとらわれることなく、今後さらに米国流美術史教授法の日本的応用にトライし続

けたいと思う。この試行を繰り返す姿勢が、近い将来、教壇に立つ学生達へのエールとな

ることも願いつつ、不断の改善に努めたいと思う。  
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 *東北生活文化大学 助教 

箸置き・ペーパーウェイト制作を通して  
―型おこし（押し型）成形による実践―  

 

立花 布美子 *  

 

１. はじめに 

 陶 芸 に お け る 成 形 の 方 法 が 様 々 あ り 、手 順 と し て は ま ず「 何 を 作 る の か 」（ 形 を 決 め る ）

《 用 即 美 》 「 粘 土 （ 原 料 ） を 決 め る 」 「 装 飾 、 釉 薬 を 決 め る 」 「 焼 成 方 法 を 決 め る 」 そ こ

か ら 更 に そ れ ぞ れ に 合 っ た 作 り 方 （ 成 形 法 ） を 考 え て い く の だ が 、 「 手 を 使 う 」 「 ロ ク ロ

（ 回 転 ） を 使 う 」 「 型 を 使 う 」 「 機 械 を 使 う 」 と 言 っ た よ う に 作 り た い 形 に よ っ て 手 法 が

様 々 あ る 。 思 い 通 り の 表 現 を 可 能 に す る た め に は 、 様 々 な 成 形 法 の 中 で 効 率 よ く 制 作 で き

る た め の 選 択 を し て い か な け れ ば な ら な い 。 更 に 粘 土 を 素 材 と し て 扱 う こ と に 対 し て の 必

要 な 知 識 を 学 び 、 制 作 プ ロ セ ス の 理 解 を 深 め て 欲 し い と 考 え る 。 本 稿 で は 、 全 １ ５ 回 の 授

業 の 流 れ と 共 に 石 膏 型 に よ る 制 作 工 程 を 含 め た 授 業 実 践 内 容 を 紹 介 し て い く 。  

 

２. 授業の内容 

（ １ ） 授 業 概 要 と 目 的  

工 芸 基 礎 で 修 得 し た 知 識 や 技 法 、 作 業 工 程 な ど を 含 め た 基 礎 的 ス キ ル を 更 に 深 め る 為 、

石 膏 型 に よ る 型 お こ し （ 押 し 型 ） 成 形 に 取 組 み 、 よ り 完 成 度 の 高 い “ 商 品 ” を 意 識 し た 機

能 性 且 つ 美 的 デ ザ イ ン に 仕 上 げ て い く 。 窯 詰 め 作 業 、 土 練 機 の 使 用 に お い て 、 学 生 同 士 協

動 す る 為 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り な が ら 、 自 他 作 品 へ の 管 理 能 力 と 、 効 率 良 く 制 作 が

で き る よ う 判 断 力 を 身 に つ け て い く 。 成 形 か ら 焼 成 ま で の 計 画 表 を 主 体 的 に 作 成 し 、 完 成

作 品 の （ デ ザ イ ン 性 、 用 途 、 個 数 を 含 め た ） プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 う こ と で 発 想 の 展 開

力 を 追 求 し て い く 。 ま た 、 型 お こ し （ 押 し 型 ） 成 型 で の 制 作 の 利 点 、 石 膏 の 特 徴 、 扱 い 方

を 教 授 し 、 陶 芸 Ⅲ （ ３ 年 次 ） で の 「 泥 漿 鋳 込 み 成 形 」 へ の 応 用 課 題 へ と 展 開 し て い く 。  

※ 対 象 ： ２ 年 生  （ 後 期 ／ 選 択 ／ ２ 単 位 ） 全 １ ５ 回  

平 成 ２ ８ 年 度 、陶 芸 Ⅱ（ 後 期 、火 曜 ）３ 、４ コ マ 目 実 施 。授 業 受 講 者 数 は １ ３ 名（ う ち 、

２ 年 生 １ １ 名 、 ３ 年 生 ２ 名 ） で あ っ た 。  

（ ２ ） 授 業 計 画 及 び 内 容   

１ ） － ① ガ イ ダ ン ス  型 お こ し （ 押 し 型 ） 成 形 と は （ 本 授 業 １ 回 目 ）  
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型 お こ し （ 押 し 型 ） 成 形 と は 、 粘 土 の 塊 や タ タ ラ （ 粘 土 を 板 状 に し た も の ） を 型 に 押 し

付 け て 成 形 す る 方 法 で あ る 。 そ れ に は 片 面 型 と 両 面 型 が あ り 、 ロ ク ロ で は 成 形 で き な い 形

を 大 量 に 成 形 す る 場 合 に 用 い る 。 例 と し て 、 片 面 型 は 多 角 形 、 模 様 の 皿 、 鉢 な ど で 、 両 面

型 は 変 形 壺 、 人 形 、 陶 彫 な ど が 挙 げ ら れ る 。 他 に も 、 あ ら か じ め ロ ク ロ 成 形 し た 皿 や 鉢 片

面 型 に あ て が い 、 成 形 す る 方 法 も あ り 、 例 と し て 多 角 形 、 輪 花 、 紋 様 も で き る 。 使 用 す る

型 は 明 治 以 前 に お い て は 素 焼 き 素 地 や 木 型 を 用 い て い た が 、 以 降 は 石 膏 型 が 主 流 と な っ て

い る 。 本 授 業 で は 両 面 型 に よ る 石 膏 型 を 使 用 し た 課 題 制 作 と す る 。  

    

 

 

 

 

 

        片 面 型                   両 面 型  

１ ） － ② ガ イ ダ ン ス  石 膏 に つ い て  

石 膏 は 大 き く ２ つ に 区 別 す る 。 １ つ は 通 常 の 「 石 膏 」 で あ る 。 こ れ は 自 然 鉱 物 で あ り 、

結 晶 水 を 含 ん だ 硫 酸 カ ル シ ウ ム で （ Ca So 4・ 2 H 2 O） 、 も う 一 つ は 「 焼 石 膏 」 で あ る 。 こ れ

は 石 膏 を 細 か く 粉 砕 し 、 約 1 5 0℃ ～ 2 0 0℃ で 焼 き 、 水 分 を 除 い た も の （ C a S o 4・
�
�	H 2 O） で あ

る 。  

 ※ 石 膏 Ca So 4・ 2 H 2 O 加 熱 →  1 	��	H 2 O   蒸 発 →  焼 石 膏 C a S o 4・
�
�	H 2 O  

 

石 膏 の 性 質 と し て 、 ① 焼 石 膏 は 常 に 石 膏 に 戻 ろ う と 空 気 中 の 水 分 を 吸 収 し よ う と し 非 常

に 不 安 定 な 状 態 に な る た め 、 ポ リ 袋 等 で 密 閉 し 乾 燥 し た 場 所 に 保 管 す る こ と が 必 須 条 件 と

な る 。 吸 湿 し て し ま え ば 硬 化 し て し ま う た め 使 用 す る こ と が で き な く な る 。 ② 混 水 量 が 少

な い ほ ど 流 し 込 み 時 間 は 短 く 硬 度 の 高 い 型 が で き 、 逆 に 混 水 量 が 多 い と 時 間 は 長 く 、 型 は

柔 ら か く な っ て し ま う 。 ③ 硬 化 す る 時 、 通 常 0 . 1～ 0 . 1 5 膨 張 す る 。 完 全 硬 化 し 乾 燥 し た も

の は 変 形 し な い 。④ 乾 燥 は 自 然 乾 燥 が 望 ま し い が 、加 熱 し て 乾 燥 す る 時 は 4 0℃ く ら い ま で

で 、 時 間 を か け て 乾 か す 。 急 加 熱 す る と 表 面 に 亀 裂 が 生 じ た り 、 石 膏 の 強 度 が 低 下 し て し

ま う 恐 れ が あ る た め 注 意 し な く て は な ら な い 。 こ の よ う な 石 膏 の 性 質 を 活 か し 、 陶 器 制 作

に は 焼 石 膏 が 用 い ら れ る 。  
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              混 水 条 件 と 石 膏 の 性 質  

混 水 条 件  強 度  凝 結 時 間  膨 張 率  気 泡  

混 水 量 を 多 く す る  減 る  長 く な る  小 さ く な る 減 る  

攪 拌 速 度 を 早 く す る  増 す  短 く な る  小 さ く な る 減 る  

攪 拌 時 間 を 長 く す る  増 す  短 く な る  ―  ―  

水 温 を 高 く す る  減 る  短 く な る  小 さ く な る ―  

真 空 中 で 攪 拌 す る  増 す  長 く な る  ―  著 し く 減 る  

 

上 記 内 容 を 、 授 業 １ 回 目 ガ イ ダ ン ス 時 に 教 授 し 、 こ れ を 踏 ま え て 制 作 内 容 の 意 図 、 目 的

を 理 解 し 、 次 の 工 程 と し て 原 型 作 り の デ ザ イ ン へ 取 り 掛 か る こ と と す る 。 原 型 の デ ザ イ ン

は 次 週 ま で に 各 自 で 市 内 陶 器 取 扱 い 店 へ 赴 き 、 色 （ 釉 薬 ） 、 形 、 デ ィ ス プ レ イ 方 法 な ど を

調 査 し 、 原 型 デ ザ イ ン の 参 考 に す る 。  

２ ） 作 業 工 程 を 把 握 す る 、 原 型 の デ ザ イ ン （ 本 授 業 ２ 回 目 ）  

前 週 の 内 容 （ 型 お こ し 成 型 の 利 点 、 石 膏 の 性 質 ） を 理 解 し 、 こ れ か ら の 作 業 工 程 を 把 握

す る た め に 下 記 プ リ ン ト を 配 布 し 、 作 業 計 画 を 立 て る 。 更 に 、 機 能 性 を も 考 慮 し 、 型 か ら

抜 き や す い デ ザ イ ン （ 原 型 ） を 考 え る 。  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原 型 デ ザ イ ン の 他 、 こ れ ま で に 修 得 し た 工 芸 基 礎 、 陶 芸 Ⅰ で の 技 法 を 踏 ま え て 、 素 材 原  

料 （ 粘 土 の 種 類 ） と 釉 薬 の 選 択 、 装 飾 の 工 夫 に よ り 、 効 果 的 な デ ザ イ ン と な る よ う な 完 成  

作 業 計 画 表  記 入 例  作 業 工 程 プ リ ン ト  
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予 想 図 を 描 く 。 ま た 完 成 予 想 図 に は 、 ほ ぼ 原  

寸 大 で 描 く こ と （ 上 部 、 ま 横 か ら 見 た 想 定 ）  

の 他 に 、 装 飾 な ど の 各 技 法 や 焼 成 方 法 を 明 記  

し 、 教 員 、 他 学 生 が 見 て わ か り や す い 図 と す  

る 事 を 指 示 し て い る 。 ま た 、 作 業 計 画 表 と 共

に 、 毎 回 の 作 業 日 誌 を 課 し 、 制 作 内 容 の 復 習

と 次 週 へ 向 け て の 予 習 、 計 画 の 修 正 を す る こ

と で 、作 業 全 体 の 流 れ を 把 握 で き 、授 業 概 要 、  

目 的 で も 述 べ て い る 自 他 作 品 へ の 管 理 能 力 と 、

効 率 良 く 制 作 が で き る よ う 判 断 力 を 身 に つ け

て い く こ と を 狙 い と す る 。  

 

３ ） 原 型 づ く り （ 本 授 業 ３ 回 目 ）  

 デ ザ イ ン 完 成 後 、 原 型 作 り に 取 り 掛 か か る 。 原 型 に は 信 楽 白 土 を 使 用 す る 。 但 し 、 信 楽

白 土 の 焼 成 後 の 収 縮 を 踏 ま え 、完 成 サ イ ズ に 1 . 1 5 c m 掛 け て 算 出 し 制 作 し な く て は な ら な い 。

こ れ を 「 割 り 掛 け 」 と 言 う 。 粘 土 の 種 別 に よ っ て 収 縮 率 が 異 な る た め 、 「 割 り 掛 け 」 に よ

る 算 出 は 必 須 と な る 。算 出 方 法 と し て 使 用 す る 粘 土 を 板 状 に し 、1 0 c m の 直 線 を 入 れ て お く 。

粘 土 が 生 の 状 態 か ら 、 焼 成 後 の 焼 き 縮 ん だ 長 さ を 図 り 、 何 ％ 収 縮 し た か を 計 算 す る 。 ま れ

に 、 制 作 時 の 手 の 圧 力 の 加 減 に よ り 加 圧 の 強 弱 差 が 見 ら れ る と 、 収 縮 率 に 若 干 の 誤 差 が 生

じ る こ と も あ る の で 、 常 に 同 じ 状 態 で の 作 業 が 必 要 と さ れ る 。  

 そ の 他 原 型 の 細 部 に つ い て の 注 意 点 だ が 、 デ ザ イ ン の 凹 凸 部 分 、 特 に 凹 と な る 「 溝 」 に  

関 し て は 、 型 か ら 粘 土 が 抜 け 易 く な る よ う 突 起 と な っ て は な ら な い 。  

 

 

 

 

 

削 り が で き る 程 度 の 硬 さ に な っ た ら 彫 り よ る 細 部 の 表 現 を 施 す （ 粘 土 ベ ラ 、 彫 刻 刀 な ど  

使 用 ）。原 型 が 完 成 し た ら 、側 面 か ら 見 て 一 番 ト ッ プ と な る 部 分 に マ ジ ッ ク な ど で「 割 り

線 」を 入 れ る 。ま た 原 型 は 石 膏 型 が 完 成 す る ま で 乾 燥 さ せ て は な ら な い 。万 が 一 、完 全 に  

作 業 日 誌  
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乾 燥 し て ま っ た 原 型 に 石 膏 を 流 し 込 ん で し ま う と 、石 膏 の 水 分 を 急 激 に 含 ん で し ま う た め 、

原 型 が 崩 れ て し ま う 。破 損 を 防 ぐ た め に は 、石 膏 型 が 完 成 す る ま で 、原 型 を サ ラ ン ラ ッ プ

等 で 覆 い 、常 に 削 れ る 程 度 の 硬 さ を 保 っ て お く 必 要 が あ る 。保 管 状 況 を 常 に 注 意 し て お か

な け れ ば な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

                            

 

 ４ ） 石 膏 型 作 り 《 凹 型 》 （ 本 授 業 ４ 回 目 ）  

 割 り 線 を 入 れ た 原 型 の 下 部 を 粘 土 の 層 に 隙 間 な く 埋 め て い く 。 粘 土 層 は 石 膏 型 の 割 面 と  

な る た め 、 ヘ ラ 等 で な る べ く 平 ら に な る よ う 丁 寧 に 仕 上 げ て お く 必 要 が あ る 。 ま た 、 原 型  

か ら 周 囲 （ 前 後 左 右 ） 約 ３ ㎝ 石 膏 の 厚 み が な い と 、 完 成 後 、 粘 土 を 詰 め 押 し 込 む 際 に 、 自  

身 の 体 重 で 圧 を 掛 け る こ と に よ り 破 損 し て し ま う 。 厚 す ぎ て も 重 た い 型 と な っ て し ま う た  

め 、 必 要 最 低 限 の 石 膏 量 に す る こ と 。 枠 は 通 常 、 粘 土 を タ タ ラ 状 に し た 壁 で 作 る の だ が 、  

時 間 短 縮 の 為 、 塩 ビ 板 を 代 用 し た 。  

 

                                         

 

 

 

 

 

  

石 膏 に つ い て 上 記 で も 説 明 し た が 、 攪 拌 時 間 を 短 縮 し て し ま う と 、 硬 化 時 に 石 膏 と 水 分 が

分 離 し 始 め 、 強 度 が 減 っ て し ま う の で 充 分 に 攪 拌 す る よ う 注 意 す る 。 石 膏 が 発 熱 し 、 完 全

に 硬 化 し た ら 枠 を 外 し 、 原 型 、 石 膏 ご と ビ ニ ー ル 袋 で 覆 い 、 次 週 ま で 乾 燥 を 防 ぐ よ う 室  

作 業 工 程 プ リ ン ト  図 ２            割 り 線 を 入 れ た 状 態  

作 業 工 程 プ リ ン ト  図 ３          作 業 工 程 プ リ ン ト  図 ４  
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（ ム ロ ） に て 保 管 す る 。 そ の 他 、 余 っ た 排 石  

膏 の 処 理 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ガ ラ 袋 の 中  

に 新 聞 紙 を 敷 き 詰 め た 状 態 を 準 備 し 、 余 っ た  

石 膏 と 石 膏 が 付 着 し た 道 具 は 全 て 掃 除 用 ガ ラ  

袋 の 中 で 洗 い 流 し 、 水 分 だ け を 流 す よ う に す  

る 。 水 分 が 抜 け 、 ガ ラ 袋 に 溜 ま っ た 排 石 膏 を  

次 週 捨 て る と い う 作 業 を 毎 回 行 う 。  

 

５ ） 石 膏 型 作 り 《 凸 型 》 （ 本 授 業 ５ 回 目 ）  

  

                         

 

 

 

 

 

 

 原 型 を 石 膏 に 接 着 さ せ た ま ま 、 ス ト ッ パ ー （ ツ メ ） と な る 部 分 を 彫 刻 刀 や 小 刀 等 で 削 り

出 し て い く （ ２ ～ ３ か 所 ） 。 マ ー カ ー 等 で ア タ リ を 付 け て い る と 削 り や す い 。 削 り 出 し た

ら 、 ４ ． の 時 と 同 様 に 塩 ビ 板 で 枠 組 み し 、 石 膏 が 流 れ 出 て く る の を 防 ぐ た め に 下 部 を 粘 土

で 目 止 め し 、 カ リ 石 鹸 を 塗 る 。 カ リ 石 鹸 と は 石 膏 同 士 の 接 着 を 防 ぐ た め の 離 型 剤 で あ る 。  

割 面 、 原 型 、 型 枠 な ど 石 膏 が 密 着 し て し ま う 素 材 に 塗 る こ と で 素 材 の 表 面 に 膜 を 作 り 離 型

を 助 け る 働 き が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

ス ト ッ パ ー を 削 り 出 し た 状 態   作 業 工 程 プ リ ン ト  図 ５  

石 膏 を 流 し た 様 子  

作 業 工 程 プ リ ン ト  図 ６  泡 立 っ た 余 分 な カ リ 石 鹸 を  
取 り 除 く 様 子
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水 で 濃 度 を 調 整 し 、 少 々 と ろ み の あ る 状 態 で 、 ２ ～ ３ 度 塗 布 す る 。 泡 立 っ て し ま っ た 個 所

は 筆 先 で 丁 寧 に 取 り 除 い て お く こ と 。 カ リ 石 鹸 が 乾 燥 し た ら 、 前 回 と 同 様 、 適 量 の 石 膏 を

準 備 し 、 型 枠 内 に 流 し 込 む 。 硬 化 が 始 ま り 発 熱 し 、 ツ メ 跡 な ど つ か な く な っ た ら 、 型 枠 を

外 す 。 完 成 し た 石 膏 型 の 角 全 体 の 面 取 り を し 、 次 週 ま で に 完 全 に 乾 燥 さ せ て お く 。 完 全 乾

燥 し た 石 膏 の 強 度 は 約 ２ 倍 増 す 。  

 ６ ） 石 膏 型 の 仕 上 げ （ 本 授 業 ６ 回 目 ）  

 乾 燥 さ せ た 石 膏 型 を 木 槌 で 軽 く 叩 き 、 外 れ た ら 中 の 原 型 を 取 り 出 す 。 次 に 原 型 個 所 の 周

囲 ５ ㎜ 程 の 幅 に 「 逃 げ 溝 」 を 削 る 。 こ れ は 、 粘 土 が 押 し 出 さ れ た 際 に 余 分 な 粘 土 が 排 出 さ

れ る 個 所 を 作 る 必 要 が あ る た め で あ る 。 原 型 を 取 り 外 し た 部 分 な ど 、 全 体 の 汚 れ を ス ポ ン

ジ な ど で 丁 寧 に ふ き 取 り 、 完 全 乾 燥 さ せ て 、 石 膏 型 作 り は 完 成 と な る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７ ） 型 お こ し 制 作 《 本 授 業 ７ 回 目 ～ １ ３ 回 目 》  

 ７ 回 目 か ら の 作 業 は 、 各 自 計 画 し た 内 容 に 沿 っ て 進 め て い く 。 乾 燥 、 素 焼 き 、 釉 掛 け の

際 に 生 じ る 亀 裂 、 釉 薬 の 剥 離 な ど の リ ス ク を 想 定 し て 、 目 標 個 数 の ２ 倍 の 型 お こ し を 行 う

こ と 。 ま た 、 粘 土 の 種 別 、 装 飾 の パ タ ー ン に よ り 、 最 低 で も １ ０ 個 は 型 お こ し を 行 う こ と

を 条 件 と す る 。 型 お こ し し た 作 品 の バ リ を ヤ ス リ な ど で 整 え る 作 業 の 繰 り 返 し で 、 目 標 個

数 の 制 作 を １ ２ 回 目 ま で に 行 う 。 そ の 他 、 化 粧 泥 に よ る 装 飾 を 施 す 者 は 、 乾 燥 前 に よ る 化

粧 掛 け の タ イ ミ ン グ を よ く 把 握 し て お く 必 要 が あ る の で 、 作 品 自 己 管 理 を し っ か り す る こ

と 。 １ ３ 回 目 は バ リ 取 り の み の 作 業 に し て お く こ と 。 ま た 、 下 絵 付 け を 施 す 者 は １ ３ 回 目

ま で に 素 焼 き を 終 え て お く こ と 。 釉 薬 で の 装 飾 （ 掛 け 分 け な ど ） を 施 す 者 は 使 用 す る 釉 薬

の 準 備 を 行 っ て お く な ど 、各 自 制 作 内 容 が 分 か れ 、進 度 も 異 な っ て く る の で 、各 自 計 画 表 、

作 業 日 誌 の 見 直 し を し っ か り 行 う こ と で 、 段 取 り を 組 む こ と が で き る よ う に な る 。 そ の 後

の 進 度 具 合 に よ っ て は 、 授 業 時 間 内 の 制 作 に 余 裕 が で き て し ま う 。 そ の よ う な 学 生 に 対 し

作 業 工 程 プ リ ン ト  図 ７  完 成 し た 石 膏 型   
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て は 、 他 の 完 成 作 品 の 状 況 を 見 て 、 素 焼 き ・ 本 焼 き の 窯 詰 め 作 業 を 交 代 で 行 う 。 又 は 、 他

の 学 生 が 使 用 し て い る 粘 土 の 管 理 と し て 、 土 練 機 に よ る 粘 土 の 再 生 を 行 い 、 工 房 内 全 体 の

作 業 の 効 率 化 を 常 に 整 備 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ ） 釉 掛 け 作 業 （ 本 授 業 １ ４ 回 目 ）  

 １ ３ 回 目 終 了 後 直 ち に 素 焼 き を 行 っ て お き 、 各 自 異 な る 粘 土 の 使 用 や 施 し た 技 法 に よ り

釉 薬 の 選 択 を 行 う 。 化 粧 掛 け 、 下 絵 付 け を し た 作 品 は 、 本 焼 き 後 の 装 飾 が 効 果 的 に 現 れ る

よ う 透 明 性 の あ る 釉 薬 を 選 択 す る な ど 、 色 見 本 表 を 参 考 に 釉 掛 け 作 業 に 取 り 掛 か る こ と 。

釉 掛 け 作 業 の 準 備 と し て 、 ペ ー ル に 沈 殿 し て い る 上 水 を 捨 て 、 ふ る い 通 し に よ っ て 不 純 物

や 沈 殿 し た 釉 薬 の ダ マ を 取 り 除 く 。 ペ ー ル に ふ る い 通 し し た 釉 薬 の 濃 度 を 水 で 調 整 し 、 各

自 釉 掛 け 作 業 に 入 る 。 釉 掛 け 作 業 の 注 意 点 と し て 、 釉 薬 が 棚 板 へ の 付 着 を 防 ぐ た め に 、 釉

掛 け し た 作 品 の 裏 面 と 側 面 下 か ら ２ ～ ５ ㎜ を ス ポ ン ジ で し っ か り 拭 き 取 る 。 ふ き 取 り 後 、

本 焼 き 窯 詰 め を 共 同 で 行 い 、 本 焼 き 焼 成 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【 素 焼 き  8 0 0 �／ 1 1ｈ 】  

（ 電 気 窯  O F 焼 成 ）  

窯 詰 め の 様 子     加 飾 の 様 子 （ 化 粧 泥 ） 

【 本 焼 き  1 2 4 0 �／ 1 4 . 5ｈ 】  
（ 電 気 窯  O F 焼 成 ）  

焼 成 グ ラ フ

─ 205 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 
 

 ９ ） プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 講 評 会 （ 本 授 業 １ ５ 回 目 ）  

窯 出 し 作 業 後 、 次 の 内 容 を ふ ま え て 各 自 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 準 備 を す る 。 ・ 作 品 の イ

メ ー ジ ・ 用 途 （ 箸 置 き か 、 ペ ー パ ー ウ ェ イ ト の ど ち ら か 、 そ の 他 ） ・ 店 頭 で の デ ィ ス プ レ

イ を 想 定 し た 並 べ 方 、 必 要 個 数 ・ 必 要 な 備 品 （ 箸 、 敷 物 な ど イ メ ー ジ す る も の ） ま た 、 発

表 時 に 作 品 の 説 明 を し て も ら う （ 粘 土 、 釉 薬 の 種 別 、 装 飾 、 工 夫 し た 点 な ど ） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 、 本 授 業 を 受 け て の 「 ま と め プ リ ン ト 」 、 作 業 日 誌 の 記 入 を す る 。 作 業 日 誌 を 読 み

返 し 、 復 習 も 兼 ね て 授 業 中 に 教 授 し た 作 業 中 の ポ イ ン ト 、 注 意 事 項 な ど を 「 陶 芸 Ⅱ ま と め

プ リ ン ト 」 と し て 以 下 の 内 容 で 自 由 記 述 し て も ら う 。  

■ 石 膏 型 に つ て  

 ＊ 石 膏 の 扱 い 方 に つ い て の ポ イ ン ト （   記 入 す る    ）  

 ＊ 型 づ く り に つ い て の ポ イ ン ト （        ）  

■ 各 自 行 っ た 技 法 に つ い て （        ）  

■ 各 自 制 作 以 外 の 作 業 に つ い て （ 窯 詰 め 作 業 や 粘 土 の 再 生 な ど ） （        ）  

■ 本 時 を 受 け て の 感 想 な ど （        ）  
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３．成績評価 

 昨 年 度 本 学 教 務 委 員 と し て 「 厳 格 な 成 績 評 価 」 実 現 の た め ル ー ブ リ ッ ク に よ る 成 績 評 価

の 普 及 を 目 標 に 、 作 成 に 携 わ り 、 「 ル ー ブ リ ッ ク 入 門 」 と し て ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 、 提

案 さ せ て い た だ い た 。 現 段 階 で は ま だ 完 成 フ ォ ー マ ッ ト に は 至 ら ず 、 評 価 の 判 断 段 階 、 項

目 内 容 、 加 点 法 か 減 点 法 か な ど 、 ま だ ま だ 検 討 す べ き 課 題 が あ る 。 検 討 段 階 で は あ る が 、

昨 年 度 か ら 自 身 の 担 当 科 目 成 績 評 価 に 活 用 し て い る 。  
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４．展示 

本 学 図 書 館 内 ギ ャ ラ リ ー ス ペ ー ス を 利 用 し て 企 画 展 示 を 行 っ た 。 多 く の 方 に 見 て も ら う

た め 、 学 年 末 （ 春 休 み ） 時 期 を 避 け 、 展 示 期 間 を 次 年 度 ４ 月 に 設 定 し 、 「 は し お き ・ ペ ー

パ ー ウ ェ イ ト 展 」 と し て 約 １ か 月 間 展 示 し た 。 展 示 に あ た っ て 、 キ ャ プ シ ョ ン 、 ポ ス タ ー

の 作 成 。 各 自 搬 入 時 の レ イ ア ウ ト を 学 生 主 体 で 行 っ た 。 今 回 で ２ 回 目 の 展 示 と な っ た が 、

開 催 時 期 、 展 示 内 容 の 充 実 な ど 改 善 を ふ ま え な が ら 学 生 と の ミ ー テ ィ ン グ を 重 ね 、 今 後 も

引 き 続 き 行 っ て 参 り た い と 思 う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

５．授業評価について 

本 時 の 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 以 下 の 内 容 で あ っ た 。 （  ） 内 は 前 年 度 結 果  

履 修 登 録 者 １ ３ 名 （ １ １ 名 ） ／ 回 答 者 数 １ ２ 名 （ ７ 名 ）  

《 質 問 事 項 》  

◇ 意  欲  4 . 6 7（ 4 . 8 6）       ◇ 伝  達  4 . 9 2（ 4 . 8 6）  

◇ 理  解  4 . 8 3（ 4 . 8 6）       ◇ 準  備  4 . 9 2（ 4 . 8 6）  

◇ 向  上  4 . 7 5（ 4 . 7 1）       ◇ 話 し 方  4 . 8 3（ 4 . 8 6）  

◇ 目 標 等  4 . 5 8（ 4 . 7 1）       ◇ 板 書 等  4 . 7 5（ 4 . 7 1）  

◇ 評 価 法  4 . 6 7（ 4 . 5 7）       ◇ 環  境  4 . 8 3（ 4 . 7 1）  

◇ 熱  意  4 . 8 3（ 4 . 5 7）       ◇ 学  習  2 . 0 0（ 1 . 7 1）  

◇ 教 え 方  4 . 9 2（ 4 . 8 6）       ◇ 総  合  5 . 0 0（ 5 . 0 0）  

平 成 ２ ６ 年 度 も 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト （ 陶 芸 Ⅱ ） を 実 施 し て お り 、 ア ン ケ ー ト 結 果 に お い

て 、 比 較 的 高 い 評 価 を 受 け て い る 。 平 成 ２ ７ 年 度 に お い て は 授 業 評 価 優 秀 者 と し て 学 内 で

表 彰 さ れ た 。 し か し 、 シ ラ バ ス に お い て 、 授 業 の 目 標 や 授 業 計 画 、 成 績 評 価 基 準 と 評 価 方

法 が 具 体 的 に 示 さ れ て い た か の 問 い に 対 し て は 更 な る 改 善 が 必 要 と 思 わ れ る 。  

搬 入 展 示 の 様 子     
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６．まとめと今後の課題 

上 記 、授 業 評 価 ア ン ケ ー ト の 結 果 を 踏 ま え て 、F D 活 動 報 告 書 に も 記 載 し た の だ が 、自 由

記 述 の 内 容 か ら は 熱 心 に 制 作 に 取 組 ん で く れ た 様 子 が 伺 え た 。 一 方 、 改 善 す べ き 点 に つ い

て 、 「 余 る 時 間 が 多 か っ た 」 と の 記 述 が あ っ た 。 こ の 点 に つ い て 、 上 記 内 容 で 本 時 制 作 を

進 め て い る が 、 各 自 制 作 進 度 に お い て 作 品 の 状 況 は 乾 燥 具 合 、 天 候 に も 左 右 さ れ る た め 、

時 間 を 持 て 余 し て し ま う こ と に な っ て し ま う 。 そ の よ う な 時 は 、 粘 土 の 再 生 作 業 、 窯 詰 め

作 業 を 行 っ て も ら う 。向 上 心 が 見 ら れ る 学 生 は 新 た に 自 由 制 作 へ と 目 標 設 定 を す る の だ が 、

全 員 が 取 り 組 む わ け で は な く 、 こ の 時 点 で 作 業 内 容 の 差 が 出 で し ま う 結 果 と な っ た 。 各 学

年 の 特 徴 、 取 り 組 み 方 を 踏 ま え て 今 後 検 討 し 、 授 業 内 容 の 充 実 に 努 め て い く べ き 項 目 で あ

る 。 ま た 、 実 際 に 本 学 図 書 館 で の 展 示 に お い て 、 制 作 意 図 の 明 確 化 、 効 果 的 な 展 示 方 法 、

受 講 学 生 同 士 の 展 示 作 業 な ど 、 高 い 意 識 を 持 っ て 制 作 に 取 り 組 む モ チ ベ ー シ ョ ン や 、 次 年

度 か ら 各 コ ー ス に 対 す る 意 識 付 け 、 卒 業 制 作 、 卒 業 制 作 展 に 対 す る イ メ ー ジ が で き た の で

は な い か と 思 わ れ る 。 ま た 今 後 学 外 に お い て の 展 示 発 表 、 販 売 も 視 野 に 入 れ て 意 識 的 に 制

作 に 取 り 組 ん で も ら え る こ と を 望 む 。  

 

７．おわりに 

平 成 ２ ５ 年 度 か ら 陶 芸 科 目 を 担 当 し て き た が 、 当 該 科 目 内 容 に つ い て ま だ ま だ 改 善 の 多

い 課 題 内 容 と 思 わ れ る 部 分 が あ る 。 学 生 の 興 味 あ る も の と リ ン ク し な が ら 状 況 に 応 じ て 改

善 し て い き 、 技 術 指 導 だ け で は な く 工 芸 、 も の つ く り へ 対 す る 向 き 合 い 方 や 必 要 性 な ど を

踏 ま え て 実 践 し て い き た い 。  
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 *東北生活文化大学 助教  

工芸基礎染織における授業実践報告  
―自動織機「織華」の実習を通して―  

 

三浦 輝子 *  

 

１. はじめに 

 本 授 業 は 織 計 画 に 基 づ く 織 物 設 計 、組 織 図 の 記 入 方 法 か ら 浸 染 に よ る 糸 染 め 実 習 、卓 上

機 を 用 い た 織 制 作 の 一 連 の 工 程 を 通 し て 、 染 織 技 法 の 基 礎 を 身 に つ け る こ と を 目 的 と し て

い る 。  

 織 物 は 経 糸 （ た て い と ） と 緯 糸 （ よ こ い と ） の 構 成 か ら 成 り 立 ち 、 平 織 ・ 綾 織 ・ 朱 子 織

の 織 物 の 三 原 組 織 か ら 多 様 な 織 物 を 制 作 す る こ と が 可 能 と な る 。 一 枚 の 布 を 完 成 さ せ る た

め の 基 礎 技 術 の 習 得 に 加 え 、 世 界 の 染 織 文 化 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と が 本 授 業 の ね ら い

で あ る 。  

 

２. 授業内容 

 工 芸 基 礎 (染 織 )は 、本 学 の 工 芸 科 目 領 域（ 木 工・陶 芸・漆 芸・染 織 ）に 属 し 、染 織 実 習

の 基 礎 と な る 授 業 で あ る 。  

織 準 備 と し て 糸 の 種 類 ・ 織 り 道 具 ・ 染 め 道 具 ・ 染 色 用 助 剤 の 取 り 扱 い に つ い て 説 明 を 行

い 、 織 物 計 画 に 基 づ く 組 織 図 の 記 入 方 法 及 び 酸 性 染 料 を 用 い た 染 色 実 習 を 行 う 。 2 色 の 糸

を 使 用 し て 平 織 の 色 糸 効 果 研 究 を 実 施 し 、 一 枚 の 布 を 完 成 さ せ る た め に 必 要 な 染 織 工 程 の

基 礎 技 術 を 習 得 さ せ る 。  

     

2.1 織 物 計 画  

 色 糸 効 果 の 制 作 は 三 原 組 織 の 基 本 で あ る 平 織 を 用 い 、表 1.の 使 用 機 材・染 色 デ ー タ で 実

施 し 、 織 物 制 作 に つ い て ① ～ ⑪ の 通 り 作 業 手 順 を 設 定 し た 。  

 ① デ ザ イ ン 案  下 図 作 成  

 ② 素 材 選 択  (本 課 題 で は 羊 毛 に 限 定 ) 

 ③ 糸 量 の 計 算  

④ 染 色  (酸 性 染 料 ) 

⑤ 整 経  
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 ⑥ 筬 通 し  (⑥ ～ ⑨ は 機 上 げ の 作 業 ) 

 ⑦ 綜 絖 通 し  

 ⑧ 巻 き 取 り  

 ⑨ 経 糸 の 張 力 調 整  

 ⑨ 緯 糸 の 準 備  

 ⑩ 織 り 作 業  

 ⑪ 始 末  

  

表 1. 使 用 機 材 ・ 染 色 条 件  一 覧  

使 用 機 材 ・ 染 色 条 件  

使 用 織 機  2 枚 綜 絖 （ そ う こ う ） 卓 上 織 機  

素 材  羊 毛  2/5.5 紡 毛  （ 株 式 会 社 川 島 文 化 事 業 団 ）  

染 料  酸 性 染 料  （ 藍 熊 染 料 株 式 会 社 ）  

染 色 濃 度  2～ 3％  o.w.f 

 

表 2. 色 糸 効 果  織 物 デ ー タ 一 覧  

織 物 デ ー タ  

サ イ ズ   40ｃ ｍ ×40ｃ ｍ  

材 料   ウ ー ル  

整 経 長   94ｃ ｍ  

通 し 幅   42ｃ ｍ  

経 糸 総 本 数   168 本  

筬   4/ｃ ｍ  

打 ち 込 み 本 数   1 ㎝ /4 本  

 

2.2 組 織 図 の 記 入  

2.1 で 作 成 し た 織 物 計 画 を 基 に 、色 糸 効 果 の 組 織 図 作 成 を 行 っ た 。色 糸 は 2 色 に 限 定 し 、

経 糸 が 浮 く 部 分 (経 糸 の 色 が 見 え る 部 分 )を 組 織 図 に 記 入 さ せ る 。 経 糸 の 配 色 パ タ ー ン を 複

数 検 討 し 、 決 定 し た 配 色 を 図 形 の 下 部 に 記 入 さ せ 経 糸 の 配 置 を 確 定 さ せ る 。 緯 糸 の 配 色 も
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同 様 に 配 置 し 、 経 糸 が 沈 む 部 分 (緯 糸 の 色 が 見 え る 部 分 )に 色 を 塗 り 、 実 際 に 織 っ た 場 合 の

柄 を 予 測 す る 。  

単 純 な 平 織 組 織 の 構 成 で は あ る が 、 経 糸 と 緯 糸 の 2 色 の 配 色 パ タ ー ン を 複 数 組 み 合 わ せ

る こ と に よ り 、 様 々 な 図 案 を 作 成 す る こ と が 可 能 と な る 。  

 

 

図 1.組 織 図 記 入 用 紙  

 

組 織 図 の 構 成 で は 1 人 5 パ タ ー ン の 図 案 作 成 を 行 い 、 完 成 図 を 発 表 さ せ る 。 他 の 図 柄 や

配 色 効 果 の 違 い に つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 後 、 図 案 を 再 考 し 、 更 に 5 パ タ ー ン の 図 案 を 作

成 す る 。 出 来 上 が っ た 組 織 図 か ら 4 パ タ ー ン 図 柄 を 選 択 し 、 糸 の 計 算 、 染 色 準 備 へ と 移 行

す る 。  

   

図 2.色 糸 効 果 の 図 案  

2.3 染 色 準 備  

Da t e

Na me

Ｂ

WEAVING RECORD

タイトル

パターン

機の種類

糸の種類・番手・色・量

経糸 緯糸

Ａ

筬：　　　／10ｃｍ

引込み：地　　　　　　　耳

打込本数　　　／1ｃｍ

巾：仕上り巾　　　　　　通し巾

丈：仕上り巾　　　　　　整経長

Ｃ

Ｎｏｔｅ
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 色 糸 効 果 の 配 色 パ タ ー ン を 確 定 し 、使 用 す る 織 機 、整 経 長 等 の 表 .2 の 条 件 を 基 に 糸 量 の

計 算 を 行 っ た 。 精 錬 済 み の 糸 を 使 用 す る 場 合 も あ る が 、 市 販 の 糸 を 使 用 す る 際 に は 、 染 色

前 に 糸 の 油 分 や 糊 、 汚 れ を 落 と す 精 錬 (せ い れ ん )の 作 業 を 実 施 す る 。 精 錬 剤 を 用 い て 汚 れ

を 十 分 に 落 と す と 共 に 、 精 錬 ム ラ を 予 防 す る た め 水 洗 い を 徹 底 す る 。  

 精 錬 後 は 必 要 に 応 じ て 綛 分 け を 行 い 、染 料 を 準 備 す る 。綛 状 に な っ た 被 染 物 (こ れ か ら 染

め る 糸 )の 重 さ を 測 り 、染 料・助 剤 等 を 準 備 し 、染 色 作 業 へ 入 る 。浸 染 前 に は 染 色 ム ラ を 防

ぐ た め 、 30 分 ～ 1 時 間 程 度 水 ま た は 温 水 に 綛 糸 を 入 れ て お く 。  

染 料 は 酸 性 染 料 を 使 用 し 、 各 自 2～ 3％ o.w.f の 濃 度 設 定 で 染 料 を 計 算 さ せ る 。 染 料 を 混

色 す る 場 合 は 色 味 を 予 測 し な が ら 配 分 を 割 り 出 し 、 粉 末 状 の 染 料 に 水 を 加 え 、 電 熱 器 で 完

全 に 熔 解 さ せ る 。  

    

図 3.染 料 の 準 備                図 4.綛 糸  

 

 

図 5.染 色 し た 綛 糸  
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下 記 の 図 .6 の 酸 性 染 料 の 染 色 手 順 に 沿 っ て 、浴 比 や 助 剤 の 染 色 デ ー タ を 算 出 し 浸 染 実 習

を 実 施 し た 。  

酸 性 染 料  （ A c i d  d y e s）  

特 徴  動 物 繊 維 の 絹 ・ ウ ー ル お よ び ナ イ ロ ン に 繊 維 に 染 着 す る 。  

酸 性 染 料 は 染 料 群 の な か で も 彩 度 が 高 く 、 美 し い 色 が 得 ら れ る 。 日 光 、 摩 擦  

な ど に 対 す る 堅 牢 度 は 高 く 、 均 染 性 も 良 好 で あ る 。  

染 色 デ ー タ  

浴 比  （ 被 染 物 ： 水 量 ）  １ ： ３ ０  

染 料  0.5％ o.w.f（ 淡 色 ） ３ %o.w.f（ 濃 色 ）  ５ %o.w.f（ Black）  

促 染 剤 ： 酢 酸  １ ％ o.w.f ３ ％ o.w.f ５ ％ o.w.f 

緩 染 剤 ： 芒 硝  ５ ％ o.w.f １ ５ ％ o.w.f ２ ０ ％ o.w.f 

染 色 工 程  ①  被 染 物 を 水 に 浸 し て お く 。 ２ ０ ～ ３ ０ 分 。  

②  染 料 を 計 算 し 、 少 量 の お 湯 で 溶 か す 。  

③  タ ン ク に 必 要 量 の 水 を 入 れ 、 火 に か け る 。  

④  タ ン ク の 水 が ２ ０ ℃ ～ ４ ０ ℃ に な っ た ら 芒 硝 を 入 れ 、 よ く 混 ぜ る 。  

⑤  染 料 を タ ン ク の 中 に 入 れ て 、 よ く 溶 か す 。  

⑥  糸 を タ ン ク に 入 れ 、 加 熱 さ せ る 。  

⑦  染 液 が ６ ０ ℃ 位 に な っ た ら 、 酢 酸 を ５ 分 程 度 の 間 隔 で ３ 回 程 度 分 け 入 れ

て 、 さ ら に 加 熱 す る 。 酢 酸 を 入 れ る 際 は タ ン ク か ら 糸 を 出 し て か ら 行 う 。

⑧  染 色 後 は 徐 冷 （ 放 冷 ） し て か ら 、 水 洗 い → 脱 水 → 陰 干 し 乾 燥 さ せ る 。  

⑨  染 液 と 水 洗 い し た 水 は 中 和 し て か ら 排 水 溝 に 流 す 。  

  （ 中 和   酸 性 の 場 合 … ソ ー ダ 灰   ア ル カ リ 性 の 場 合 … 酢 酸 ）  

                  8 5～ 9 0℃  

             酢 酸  

                6 0℃  

 2 0～ 4 0℃  

 

① ② ③ → ④ ⑤ ⑥ →  →  → ⑦ →  染 色 時 間  約 3 0～ 6 0 分  →  ⑧  

 図 .6 浸 染 実 習  配 布 プ リ ン ト  
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染 色 し た 糸 は 受 講 者 全 員 に 配 布 す る た め 、 各 自 糸 サ ン プ ル を 作 成 し 、 色 見 本 台 紙 に 糸 を

貼 り 付 け 、 糸 見 本 帳 を 作 成 す る 。 今 後 染 色 実 習 し た 際 の サ ン プ ル を 加 え 、 濃 度 ま た は 混 色

に よ っ て 得 ら れ た 色 味 を 見 本 帳 で 確 認 で き る よ う 記 録 す る 。  

  

図 7.色 見 本 帳  

 

2.4 整 経 ・ 機 上 げ  

 染 色 し た 糸 は 乾 燥 後 、 符 割 （ ふ わ り ） ま た は か せ く り 機 に か け 、 整 経 し や す い よ う 綛 か

ら 玉 状 に 巻 く 。 あ ら か じ め 算 出 し て い た 整 経 長 を 基 に 、 整 経 台 を 用 い て 経 糸 を 準 備 す る 。  

 色 糸 効 果 で は 、 経 糸 の 正 確 な 配 置 が 柄 の 設 計 に 必 要 な た め 、 整 経 の 作 業 は 2 人 1 組 に な

っ て 行 い 、 組 織 図 と 照 ら し 合 わ せ な が ら 慎 重 に 作 業 を 進 め て 行 く 。  

 本 授 業 で は 2 枚 綜 絖 卓 上 織 機 を 用 い て 制 作 を 実 施 し 、 整 経 し た 糸 は 綾 を 確 保 し た 後 、 整

経 台 か ら 外 し て 織 機 に 設 置 す る 。  

 綜 絖 は 経 糸 を 開 口 さ せ る た め に 使 用 す る 糸 ま た は 金 属 製 の も の で 、 綜 絖 通 し を 用 い て 作

業 を 行 う 。 順 通 し で 経 糸 を 配 置 し 、 色 糸 の 配 列 に 間 違 い が な い か 注 意 深 く 確 認 を し な が ら

作 業 を 行 う 。 そ の 後 、 経 糸 の 密 度 と 織 り 幅 を 一 定 に 保 つ た め の 筬 に 1 本 ず つ 糸 を 通 し て い

く 。  

 

2.5 平 織 を 織 る  

 経 糸 を 織 機 の 前 後 に あ る 男 巻 き （ お ま き ） ・ 女 巻 き （ め ま き ） に 取 り 付 け 、 糸 の 張 力 を

一 定 に 保 つ た め 調 整 を 行 う 。経 糸 の 準 備 と し て 、板 杼（ い た ひ ）に 糸 を 8 の 字 に 巻 き 取 り 、

2 色 分 準 備 す る 。 綜 絖 を 持 ち 上 げ て 経 糸 を 開 口 さ せ 、 そ の 間 に 板 杼 を 通 し て 緯 糸 を 入 れ 、

数 段 織 り 進 め て 経 糸 密 度 を 整 え る 。  
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設 計 図 で 配 置 し た 色 糸 を 順 番 に 配 列 し 、 1 パ タ ー ン を 10ｃ ｍ 織 り 進 め ,4 パ タ ー ン 40cm

の 図 柄 を 構 成 し て い く 。  

実 習 で は 織 上 が っ た 布 地 の 巻 き 取 り 方 法 や 緯 糸 の 交 換 等 、 織 り 作 業 に 必 要 な 作 業 工 程 を

習 得 し な が ら 制 作 を 行 う 。  

 

    

図 8.織 実 習 の 様 子  

 

2.6 房 の 始 末 ・ 完 成  

 完 成 し た 織 物 は 機 か ら 外 し 、 両 端 の 房 部 分 の 始 末 を 行 う 。 房 の 始 末 は ネ ク タ イ 結 び や タ

ッ セ ル 等 の 技 法 が あ る が 、 本 制 作 で は 撚 り 房 又 は 玉 結 び で 始 末 し た 。  

撚 り 房 は 、経 糸 を 数 本 束 に し て 同 一 方 向 に 撚 り を か け 、2 本 ず つ 合 わ せ て 逆 方 向 に 撚 り を

か け 、 下 部 を 一 結 び す る 。 織 物 は 機 か ら 外 し た 後 も 始 末 処 理 に 時 間 を 要 す る た め 、 織 物 計

画 を 立 て る 際 に は 十 分 な 時 間 を 確 保 す る こ と が 必 要 と な る 。  

 

   

 図 9.房 の 始 末                図 10.完 成 作 品  
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３. 自動織機「織華」実習 

 

工 芸 基 礎 染 織 で は 、 こ れ ま で 卓 上 織 機 を 用 い た 実 習 を 実 施 し て き た が 、 平 成 27 年 度 私

立 大 学 等 教 育 研 究 活 性 化 設 備 整 備 補 助 事 業 に よ り 導 入 さ れ た 自 動 織 機 「 織 華 」 を 活 用 し た

先 端 的 な 機 材 を 用 い た 授 業 展 開 が 可 能 と な っ た 。  

平 成 28 年 度 に は 東 北 生 活 文 化 大 学 ・ 東 北 生 活 文 化 大 学 短 期 大 学 部 教 育 改 革 推 進 研 究 奨

励 賞 を 受 け 、 「 服 飾 文 化 専 攻 と 生 活 美 術 学 科 の 染 織 分 野 に お け る 先 端 的 な 機 材 を 用 い た 横

断 的 な プ ロ グ ラ ム の 検 討 」
※ 7 )

を 実 施 し 、新 規 導 入 し た 染 織 機 材 の 授 業 へ の 展 開 等 に つ い て

検 討 を 重 ね た 。 先 端 的 な 機 材 を 授 業 内 へ 取 り 入 れ る た め の 基 礎 研 究 を 授 業 内 で 展 開 し 、 こ

れ ま で の 手 織 機 に 加 え 、 時 間 を 短 縮 し て 多 様 な 表 現 が 可 能 と な る 自 動 織 機 を 実 習 に 取 り 入

れ る こ と に よ り 、 現 代 の 繊 維 産 業 分 野 に お け る 実 践 的 ス キ ル を 獲 得 す る こ と が 可 能 と な っ

た 。  

 

  

 図 11.自 動 織 機 「 織 華 」  

 

 自 動 織 機 「 織 華 」 の 実 習 で は 、 こ れ ま で の 実 習 と 同 様 、 糸 染 色 や 緯 糸 設 置 等 の 手 作 業 も

不 可 欠 で は あ る が 、 複 雑 な 組 織 図 の 展 開 ・ 応 用 に つ い て 短 時 間 で 構 成 す る こ と が で き 、 作

業 効 率 が 飛 躍 的 に 向 上 し た 。  

 卓 上 織 機 に よ る 色 糸 効 果 制 作 後 の 自 動 織 機 稼 働 実 習 で あ っ た た め 、 織 組 織 の 入 力 、 織 機

動 作 の 理 解 に つ い て は ス ム ー ズ に 実 施 す る こ と が で き た 。 コ ン プ レ ッ サ ー に よ る 綜 絖 の 稼

働 や 緯 糸 の 選 択 ・ 引 き 込 み の オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 等 、 卓 上 機 と は 異 な る 構 造 に 興 味 を 示 す

学 生 も 多 数 み ら れ た 。 ま た 、 複 数 綜 絖 を 用 い た 場 合 、 綜 絖 開 閉 の 順 番 に よ り 複 雑 で 多 様 な
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文 様 を 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る と 説 明 し た と こ ろ 、 今 後 の 染 織 作 品 制 作 へ 応 用 し て み た

い と の 意 見 も 出 さ れ た 。  

自 動 織 機 に 設 置 し て い る 経 糸 は 、 年 間 使 用 計 画 に よ っ て 白 糸 に 統 一 し て い る た め 、 経 ・

緯 糸 の 色 糸 配 列 に よ る 効 果 の 違 い を 検 証 す る こ と は で き な い が 、 2 枚 綜 絖 の 卓 上 機 で 実 施

し た 平 織 の 構 造 か ら 、 多 綜 絖 や 開 口 順 序 の 違 い に よ り 多 様 な 図 案 を 構 成 で き る こ と を 認 識

さ せ る こ と が で き た 。  

       

図 12.組 織 図 を 入 力 す る 様 子          図 13.緯 糸 の 設 置  

 

      

   図 14.稼 働 確 認  

 

 

４. おわりに 

こ れ ま で 実 施 し て き た 織 実 習 よ る 技 法 の 習 得 に 加 え 、 自 動 織 機 を 用 い た こ と に よ り 、 織

機 の し く み と 織 パ タ ー ン の 成 り 立 ち に つ い て 理 解 を 深 め る こ と が で き た 。 染 織 の 作 品 制 作

は 作 業 工 程 が 多 く 、 手 仕 事 の た め 長 い 時 間 を 要 す る が 、 自 動 織 機 「 織 華 」 実 習 に よ り 短 時
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間 で 複 数 の パ タ ー ン を 作 成 で き る こ と は 作 業 の 効 率 化 に つ な が り 、 織 実 習 に と っ て 大 き な

メ リ ッ ト が あ る 。  

現 在 実 施 し て い る 色 糸 効 果 実 習 は 経 糸 ・ 緯 糸 の 配 列 に よ っ て 様 々 な 模 様 が 形 成 さ れ る が 、

今 後 は 自 動 織 機 の 使 用 条 件 に 合 わ せ 、 綾 織 や 緯 糸 を 多 色 に す る な ど 応 用 の 幅 を 広 げ 、 経 糸

が 白 色 と し た 課 題 設 定 も 視 野 に 入 れ た い 。  

 ま た 自 動 織 機「 織 華 」の 実 習 は 、技 法 研 究（ 3 年 次 ）や 卒 業 研 究（ 4 年 次 ）で 使 用 す る 高

機 の 染 織 研 究 制 作 に お い て も 、 下 図 作 成 ・ 織 検 討 ・ 素 材 選 択 の 観 点 か ら 活 用 が 見 込 ま れ る

た め 、 今 後 も 工 芸 基 礎 染 織 の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て 検 討 を 重 ね 、 更 な る 授 業 内 容 の 向 上 を

図 り た い 。  
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 *東北生活文化大学 教授 

デザイン基礎「平面構成」の課題の実践について 

―単純な図形の配置による平面構成の最初の一歩― 

 

三上 秀夫 * 

 

１. はじめに 

「 平 面 構 成 」 の 課 題 の 実 践 に つ い て 、 科 目 名 「 デ ザ イ ン 基 礎 ・ 平 面 Ⅰ 」 で 行 っ て い る 課

題 に つ い て 報 告 を す る 。 こ の 授 業 は 、 美 術 を 学 ぶ デ ザ イ ン の 初 学 者 を 対 象 と し た デ ザ イ ン

の 「 導 入 」 と 「 発 展 」 を 目 的 し た も の で あ り 、 デ ザ イ ン 以 外 の 美 術 ・ 造 形 分 野 の ジ ャ ン ル

に も 通 じ る 基 本 が 身 に つ く こ と を 念 頭 に 置 い て い る 。 そ の た め 、 こ の 課 題 は 、 将 来 デ ザ イ

ン 、 美 術 に 関 わ っ て 仕 事 を す る 者 た ち の 間 で 、 意 思 疎 通 が 円 滑 に 行 わ れ 、 共 通 理 解 、 共 通

認 識 が 可 能 と な る 造 形 言 語 、 造 形 文 法 と い う も の を 意 識 し て い る 。 な お 、 従 来 の 芸 大 ・ 美

大 等 の デ ザ イ ン 科 ・ 工 芸 科 の 入 学 試 験 用 や 、 そ の た め の 美 術 予 備 校 等 の 課 題 と は 異 な る 価

値 を 見 出 せ る 内 容 と し て 、 作 品 と し て の 成 立 も 目 指 し て い る 。  

 

２．授業の概要と受講対象者 

こ の 授 業 は 、 必 修 科 目 の た め 生 活 美 術 学 科 １ 年 生 全 員 が 対 象 と な り 、 週 １ 回 、 前 期 15

回 、 90 分 の 演 習 の 授 業 と な る 。 学 生 数 は 、 30〜 40 人 の 範 囲 で 年 度 に よ っ て 変 動 が あ る 。

美 術 予 備 校 等 で 、 既 に 平 面 構 成 を 体 験 し た 者 は 極 め て 少 な く 、 高 校 の 美 術 の 授 業 に お い て

体 験 し て い る も の は 2、 3 名 で あ る 。 そ れ ら を 前 提 に 、 デ ザ イ ン の 初 心 者 を 対 象 と し た 課

題 を 準 備 し て い る 。  

 

３．課題の方針 

平 面 構 成 の 目 的 は 、二 次 元 の 造 形 、平 面 へ の 表 現 に と っ て 大 切 な 基 本 的 な 能 力 を 効 率 よ

く 身 に つ け さ せ る こ と で あ る 。 中 で も 形 態 の 抽 象 的 意 味 が 造 形 の 基 礎 と な る の で 幾 何 学 的

図 形 は 有 効 な 手 段 と な る 。 こ こ で は 、 デ ザ イ ン の ひ と つ の 要 素 と し て 幾 何 学 的 図 形 を 用 い

る こ と と し 、 次 の 3 つ を 基 本 方 針 と し た 課 題 設 定 を 試 み て い る 。  

1．  デ ザ イ ン 要 素 の 造 形 的 性 格 と そ の 分 析  

2．  デ ザ イ ン 要 素 の 系 統 的 総 合 性 と そ の 可 能 性 の 追 求  

3．  ＜ 造 形 要 素 の 特 性 ＋ 個 性 ＞ に よ る 創 造 性 の 開 発  
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４．課題設定の趣旨 

こ の 課 題 は 、描 画 用 の 紙（ ケ ン ト 紙 ）に 、あ る 大 き さ の 矩 形 を 描 き 画 面 と し 、そ の 中 に

要 素 を 収 め る と い う 手 法 を と る 。 平 面 構 成 の 要 素 と し て は 、 実 際 の モ チ ー フ （ 植 物 、 人 工

物 な ど ） や 幾 何 形 体 （ 点 、 線 、 面 な ど ） 、 抽 象 的 イ メ ー ジ （ 暑 い 、 寒 い な ど ） を 扱 う の が

一 般 的 で あ る 。 こ こ で は 、 学 生 達 に と っ て 最 初 の 平 面 構 成 と な る の で 、 ど ん な 要 素 を 用 い

る 場 合 で も 対 応 し や す く 、 応 用 で き る も の と し て 、 極 め て 単 純 な 幾 何 形 体 を デ ザ イ ン の 要

素 と し た 。 な ぜ な ら 、 デ ザ イ ン 要 素 が モ チ ー フ の 場 合 は 、 そ の モ チ ー フ の 描 写 が 重 要 と な

り 、 忠 実 に 描 け て い る か ど う か が 作 品 の 評 価 を 左 右 し て く る 。 ま た 、 抽 象 的 イ メ ー ジ の 場

合 で は 、 目 に 見 え な い 物 の 描 写 が 困 難 を 極 め る た め 、 初 め て 学 ぶ 者 に と っ て は 相 応 し く な

い と 考 え た 。 今 後 、 徐 々 に 課 題 を こ な す こ と に よ っ て 、 描 写 の 困 難 を 克 服 し 、 感 性 を 養 う

こ と で イ メ ー ジ の 描 写 方 法 を 身 に つ け て も ら う こ と と す る 。  

こ の 授 業 以 外 で も 、絵 画 基 礎 、彫 刻 基 礎 等 の 必 修 授 業 で 実 際 の モ チ ー フ の 描 写 や 模 刻 の

課 題 を 体 験 す る こ と に な っ て い る 。 こ の 課 題 で は 、 デ ザ イ ン 要 素 の 配 置 に 焦 点 を 絞 る こ と

で 、 「 位 置 関 係 」 「 層 的 構 造 」 に よ る 「 構 図 」 の 関 係 を バ ラ ン ス の 観 点 で 捉 え 、 各 自 の 取

り 組 む べ き 課 題 が 、 よ り 明 確 に な る よ う に し た 。 以 上 の こ と か ら デ ザ イ ン の 要 素 に は 、 幾

何 学 形 体 を 用 い 、 色 数 を 減 ら す こ と と す る 。  

1． 平 面 上 の 上 下 ・ 左 右 ＜ 位 置 関 係 ＞  二 次 元 （ 平 面 ） 上 の バ ラ ン ス  

2． 見 か け 上 の 重 ね 順 ＜ 層 的 構 造 ＞  遠 近 感 や 奥 行 き の バ ラ ン ス  

 

５．課題 

こ の 課 題 は 、90 分 授 業 の ５ 回 で 完 結 し 、実 質 の 制 作 は 4 回 と し 、最 終 回 は 講 評 会 と す る 。

課 題 の テ ー マ は 、 「 点 に よ る 平 面 構 成 」 と し 、 「 バ ラ ン ス の 良 い 」 「 充 実 し た 」 画 面 作 り

を 目 指 し て 、 以 下 の 条 件 の も と 課 題 制 作 を 行 う こ と と す る 。  

条 件  

・ B４ ケ ン ト 紙 中 央 に 23 ㎝ ×23 ㎝ の 鉛 筆 で 線 を 引 い た 枠 を 画 面 と す る  

・枠 の 位 置 は 、 ケ ン ト 紙 に 対 し て 水 平 、 垂 直 、 中 央 と す る  

・そ の 中 に ＜ 点 ＞ を 自 由 に 配 置 す る  

・＜ 点 ＞ の 数 、 大 き さ は 自 由 と す る  

・ ＜ 点 ＞ は 黒 の 絵 具 （ 指 定 の ポ ス タ ー カ ラ ー ） で ム ラ の な い よ う に 塗 る  
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課 題 制 作 の た め の 説 明 で 、 「 バ ラ ン ス の 良 い 」 「 充 実 し た 」 画 面 作 り を 目 指 す 、 と い う

趣 旨 を 学 生 に 口 頭 で 伝 え る こ と は 非 常 に 困 難 で あ る 。 も ち ろ ん 、 条 件 の 「 点 を 自 由 に 配 置

す る 」 に あ る 通 り 各 自 、 直 感 的 に 、 又 は 好 き 勝 手 に 配 置 し て も ら っ て も か ま わ な い の で あ

る が 、 そ れ を さ せ て し ま う と 、 課 題 制 作 を 終 え て 皆 と 作 品 を 比 較 し た 場 合 、 ど う や ら 悔 い

が 残 る よ う で あ る 。 各 自 、 方 法 や 制 作 意 図 を 見 つ け て 計 画 的 に 進 め た 方 が 学 ぶ べ き こ と が

多 く あ る こ と を 自 ら 悟 る よ う で あ る 。 そ こ の と こ ろ を 、 最 初 に 上 手 く 方 向 付 け る た め に 、

先 輩 た ち が 過 去 に 制 作 し た 作 品 を 制 作 例 と し て 紹 介 す る と と と も に 、 基 本 的 な 考 え 方 、 約

束 事 を 確 認 す る た め の プ リ ン ト 資 料 と 、 黒 板 を 使 っ た 確 認 作 業 を 行 う こ と に し て い る 。  

具 体 的 に は 、 各 自 に プ リ ン ト 資 料 を 配 布 し 、 鉛 筆 等 で 記 入 を し て も ら う 方 法 を と る 。 同

じ 内 容 を こ ち ら か ら 指 名 し た 学 生 数 名 に 、 黒 板 の 前 で 大 き く 描 い て も ら い 、 記 入 結 果 を 皆

で 比 較 ・ 検 討 で き る よ う に す る 。 視 聴 覚 機 器 の 使 用 も 可 能 で あ る が 、 こ の 課 題 で は 、 黒 板

を 使 い 実 際 に 描 い て も ら う こ と の 臨 場 感 と 学 生 の 競 争 意 欲 を 大 切 に し た 。  

 

６．参考作品例 

 作 品 と し て の 魅 力 が あ り 、 制 作 の 意 図 、 制 作 方 法 が 明 確 な も の を 選 ん で い る 。  

（ そ の 一 例 ）  

 

 

７．プリント資料 

 プ リ ン ト 資 料 は 、 A4 サ イ ズ 4 枚 で 構 成 さ れ 、 次 の よ う な 内 容 と な る 。  

1． 課 題 文  工 程 表  必 要 な 用 具 ・ 画 材  

2． 正 方 形 の 枠 が ３ つ 配 置 さ れ 、 ３ 種 類 の 考 え を 図 で 示 す 。 （ 学 生 が 自 ら 記 入 す る ）  

 ・ 大 き さ を ど う す る ？ ：  小  中  大  

 ・ 数 を ど う す る ？ ：  少  中  多  

 ・ 場 所 ： ど こ に ？ ：  真 ん 中  端  さ ら に 端  

 ・ 並 べ る ：  水 平 に  斜 め に  曲 線 状 に  
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  ・ 動 き ：  静 止  小 さ な 動 き  大 き な 動 き  

  ・ 遠 近 ：  遠  中  近  

  ・ シ ン メ ト リ ー （ 対 称 ） ：  線 対 称 ／ 左 右 対 称  線 対 称 ／ 上 下 対 称  点 対 称  

・  色 （ 点 の 密 度 に よ る 色 の 違 い ） ：  点 が な い と こ ろ は ケ ン ト 紙 の 白  大 き な 点 や

点 の 集 っ て 重 な っ た と こ ろ は 黒  た く さ ん の 小 さ な 黒 い 点 が 均 等 に 配 置 さ れ て い る

と こ ろ は グ レ ー  

・  配 役 （ 主 役 と 脇 役 の 関 係 ） ：  3 パ タ ー ン  

・  余 白 の 形 に 注 目 （ ケ ン ト 紙 の 何 も 塗 ら れ て い な い と こ ろ の 形 ） ： 3 パ タ ー ン  

3． 最 後 の ペ ー ジ に 、 課 題 の ア イ デ ィ ア を 検 討 す る た め の 正 方 形 の 枠 を 準 備 し て お く 。  

＜ プ リ ン ト 資 料 の 一 部 ＞  記 入 例  

 

  

８．課題制作の実際 

実 際 の 制 作 で は 、 次 か ら 次 へ と 問 題 や 、 つ ま ず き が 出 て く る 。 全 体 の 進 行 が 滞 ら な い よ

う 早 い 時 期 に 次 の よ う な 対 処 を 行 っ て い る 。  

ま ず 、 用 紙 の 中 央 に 鉛 筆 で 枠 を 描 く こ と か ら つ ま ず く 。 と て も 複 雑 な 方 法 で 作 図 す る 者

を 見 か け る 。 紙 の サ イ ズ を 測 っ て 律 儀 に 計 算 を す る 。 こ れ も 結 構 時 間 が か か る 。 も っ と 要

領 の 良 い 方 法 を 伝 え る 。 面 倒 に な り こ こ で 立 ち 止 ま っ て し ま う 学 生 も い る の で 注 意 が 必 要

だ 。 中 に は 、 枠 を 用 紙 の 中 央 と す る こ と を 全 く 無 視 す る 者 も い る 。 な る べ く 基 本 条 件 が 全

員 そ ろ う よ う に 一 人 一 人 、 確 認 す る 。 そ の 他 、 用 具 等 の 忘 れ 物 の 対 策 で あ る 。 ま だ 、 大 学

生 活 で の リ ズ ム に 慣 れ な い せ い か 、 用 具 一 式 忘 れ る 者 も い る 。 貴 重 な 制 作 時 間 を 無 駄 に 過

ご す こ と に な ら な い よ う 、 用 具 や 材 料 を 貸 出 し で き る よ う に し て い る 。 ま た 、 画 面 を 絵 具
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や 水 で 汚 す 者 が 出 て く る 。 修 正 等 の 対 策 が で き る よ う 事 前 に 準 備 を し て お く 。 他 に も 、 絵

具 の 扱 い に 不 慣 れ で 、 ム ラ な く 塗 る こ と の 意 味 を 理 解 し て も ら え な い 場 合 も あ る 。  

 

９．講評会（プレゼンテーション） 

 学 生 達 の 完 成 し た 作 品 は 、壁 面 に 展 示 し 、１ 点 ず つ 全 員 で 確 認 す る 。一 度 に 多 く の 作 品

を 並 べ る の で は な く 、横 一 列 、5 作 品 を 目 安 に 6、7 回 の 入 れ 替 え を 行 っ て い る 。学 生 に は 、

ま ず 自 分 の 作 品 の コ メ ン ト を 述 べ て も ら う 。 ま た 、 他 の 学 生 の 感 想 や 意 見 を 聞 き た い の で

あ る が 、 積 極 的 な 発 言 は あ ま り 期 待 で き な い 。 そ こ で 、 自 分 の 作 品 に 向 か っ て 、 右 側 の 作

品 を 必 ず コ メ ン ト す る こ と と し 、 事 前 に そ の 作 品 の 細 部 ま で 鑑 賞 さ せ 、 コ メ ン ト を 準 備 さ

せ て い る 。 そ れ に よ り 、 １ 人 の 作 品 に つ き 最 低 で も 、 本 人 の コ メ ン ト 、 他 の 学 生 か ら の コ

メ ン ト 、 教 員 か ら の コ メ ン ト と 3 つ の コ メ ン ト を 聞 く こ と が で き る 。  

 こ の 方 法 は 、 こ ち ら で 気 づ か な か っ た 作 者 の ね ら い や 効 果 に 気 づ か さ れ 、 指 導 上 と て も

役 に 立 っ て い る 。 ま た 、 本 人 の 失 敗 が 、 本 人 の 思 惑 と は 違 い 、 効 果 を 生 ん で い る こ と に 、

他 大 勢 で 気 づ く こ と も あ る 。 結 果 、 作 品 の 数 だ け 制 作 に つ い て の 考 え 方 や 技 術 上 の 効 果 が

あ り 、 今 後 の 制 作 に 役 立 つ こ と を 皆 で 確 認 し て い る 。 以 上 の よ う な 効 果 と 意 義 を 学 生 に 伝

え 、 作 品 は 完 成 さ せ 、 講 評 会 で 必 ず 発 表 す る こ と を 告 げ る 。  

 成 績 評 価 に つ い て 、 講 評 会 で の 発 表 も 重 視 し て い る 旨 を 伝 え る 。 学 生 に よ っ て は 、 作 品

の み の 評 価 を 遥 か に 上 回 る 発 想 や 考 え 方 を 示 し て く れ る 者 も い る 。 人 前 で 自 分 の 作 品 説 明

が で き る よ う 、 早 い 時 期 か ら 慣 れ て も ら う 。  

＜ 学 生 の 提 出 課 題 ＞  

平 成 28 年 度 1 年 生 の 作 品  4 点  

 

 

10．授業評価から 

こ の 課 題 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査 は 行 っ て い な い が 、 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト を 毎 年 行 っ て

い る 。授 業「 デ ザ イ ン 基 礎・平 面 Ⅰ 」の 平 成 28 年 度 の 結 果 を 記 し て お く と 、「 自 由 記 述 欄 」

の 思 っ た こ と を 書 い て く だ さ い の 項 目 で 、 良 か っ た と 思 う 点 で は 「 ア ド バ イ ス が 参 考 に な
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っ た 」 「 分 か り や す か っ た 」 「 他 人 の 作 品 が 刺 激 に な っ た 」 「 自 身 の 力 に な っ た 」 、 良 く

な か っ た と 思 う 点 、 改 善 す べ き 、 と 思 う 点 で は 「 特 に な し 」 で あ っ た 。 マ ー ク シ ー ト の ５

段 階 評 価 で の 総 合 評 価 、各 項 目 の 評 価 を 含 め た ア ン ケ ー ト 結 果 と 提 出 さ れ た 課 題 内 容 か ら 、

学 生 に は 、 こ ち ら か ら の 出 題 意 図 や 趣 旨 に つ い て 、 お お む ね 伝 わ っ て い た も の と 理 解 し て

い る 。  

 

11．まとめと今後に向けて 

 こ こ で は 、 デ ザ イ ン 要 素 の 配 置 に 焦 点 を 絞 る こ と で 、 各 自 が 取 り 組 む べ き 課 題 を 明 確 化

し た 。 学 生 達 は 、 自 分 勝 手 に 進 め る の で は な く 、 課 題 の 出 題 意 図 や 趣 旨 に 沿 っ て 、 考 え 、

制 作 す る と い う 、 平 面 構 成 の 最 初 の 一 歩 を 踏 み 出 せ て い る と 思 う 。  

 こ の 課 題 を ス タ ー ト さ せ た 頃 か ら 比 べ て 、全 く の 初 心 者 で あ っ て も 的 外 れ な 平 面 構 成 を

す る 者 は い な く な っ た 。 こ ち ら の 意 図 や 決 ま り 事 を 、 分 か ら な い な り に も 考 え る 様 子 が う

か が わ れ 、 ま た 学 生 同 士 で 意 見 交 換 や 質 問 を し て 確 認 す る と い う 場 面 も 見 受 け ら れ る 様 に

な っ た 。  

 し か し 、 各 自 が 取 り 組 む べ き 課 題 を 明 確 化 す る に あ た り 、 個 性 の 表 現 が 乏 し く な る 心 配

も あ っ た 。 提 出 さ れ た 作 品 を 見 れ ば 提 出 さ れ た 数 の 個 性 が 確 認 で き た 。 さ ら に 焦 点 を 絞 る

こ と で お 互 い の 曖 昧 な 部 分 を な く す と い う 方 法 も 考 え ら れ る 。 そ う し た 場 合 、 個 性 の 表 現

は ど う な る の か 、 今 後 の 筆 者 の 課 題 と な る 。 他 の 学 年 で そ う い っ た 方 向 の 課 題 も 試 み て い

る が 、 今 の と こ ろ デ ザ イ ン 初 心 者 に 対 す る 課 題 と し て は 、 相 応 し く な い と 判 断 し て い る 。

課 題 設 定 も 重 要 で あ る が 、 同 時 に 、 そ れ を 可 能 と す る 学 生 へ の 対 処 が 、 根 気 の い る 大 切 な

作 業 だ と 実 感 し て い る 。  
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 *東北生活文化大学 教授   

授業実践報告  
―「壁画」―  

森 敏美 *  

 

１はじめに 

本 報 告 は 、 著 者 が 美 術 専 攻 科 目 の 絵 画 分 野 の 中 で 行 わ れ て い る 壁 画 の 授 業 実 践 報 告 と そ

れ に 伴 う 考 え を 述 べ た も の で あ る 。 壁 画 は 絵 画 の 中 で も 最 も 古 い 技 法 の ひ と つ で あ る 。 古

代 、 中 世 美 術 の 解 析 の 手 が か り と し て 分 析 さ れ る 事 も あ れ ば 、 現 代 で は 一 般 的 に 建 築 ア ー

ト や 装 飾 ア ー ト と し て の 側 面 を 持 つ 反 面 、 現 代 で も 美 術 表 現 の 一 分 野 と し て 様 々 な 所 で 展

開 し て い る 。 日 本 で は 、 大 学 の 美 術 教 育 の 一 環 と し て 正 規 カ リ キ ュ ラ ム と し て 取 り 入 れ ら

れ て い る と こ ろ は 、 集 中 講 義 と し て 展 開 し て い る 所 以 外 ほ と ん ど 見 受 け ら れ な い 。 そ の 中

で 本 学 の カ リ キ ュ ラ ム と し て 特 色 あ る 教 育 プ ロ グ ラ ム を 展 開 し て い る 。  

 

２.壁画とは 

壁 画 の 歴 史 は 古 く 紀 元 前 に 遡 る 。 人 類 の 最 も 古 い 絵 画 は 、 洞 窟 等 を 利 用 し て 描 い た 壁 画

（ 洞 窟 壁 画 ） で あ り 、 人 類 が 建 物 を 作 る よ う に な っ て 以 後 も そ の 壁 面 に 絵 画 が 描 か れ る な

ど 、 絵 画 は 居 住 空 間 や 神 聖 な 空 間 の 壁 と 切 り 離 せ な い 存 在 だ っ た 。 絵 画 は 次 第 に 洞 窟 や 建

物 の 壁 面 か ら 離 れ 、 独 立 し た 板 や 布 （ タ ブ ロ ー ） に 描 か れ る よ う に な っ た 。 し か し 、 多 く

の 人 が 同 時 に 見 る こ と が で き 、 し か も 空 間 全 体 を 変 容 さ せ て 見 る 人 を 包 み 込 む 効 果 の あ る

モ ザ イ ク や フ レ ス コ の 壁 画 ・ 天 井 画 は 、 今 で も 数 多 く 制 作 さ れ て い て 、 様 々 な 公 共 建 築 物

に 設 置 さ れ た り 、 教 育 機 関 で の 共 同 制 作 に 用 い ら れ た り し て い る 。 壁 画 は 様 々 な 素 材 、 技

法 が あ る が 本 学 で は モ ザ イ ク （ ガ ラ ス ･石 材 ･タ イ ル ） と ス テ ン ド グ ラ ス （ 光 の 壁 画 ） 、 フ

レ ス コ （ 漆 喰 ） の 代 表 的 な 古 典 技 法 を 修 得 す る こ と に よ り 、 絵 画 の ル ー ツ を 知 り 建 築 ア ー

ト を 含 む 現 代 の 美 術 の 中 に 活 か し 、 社 会 や 地 域 に 協 同 で 貢 献 で き る こ と を 学 ぶ 。  

尚 、一 般 に 認 知 さ れ て い る 、壁 面 に ペ ン キ や ア ク リ ル 絵 の 具 等 で 描 く 装 飾 的 な ペ イ ン ト 、

や 表 現 を 壁 画 と 称 す る こ と も あ る が 、（ 最 近 、特 に 若 者 に 人 気 の あ る「 ス ト リ ー ト ア ー ト 」、

「 グ ラ フ ィ テ ィ 」 も 含 む ） こ れ ら の 類 の 壁 面 表 現 も 魅 力 的 な ジ ャ ン ル で は あ る が 、 当 カ リ

キ ュ ラ ム に は 含 ま れ て い な い 。  
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3 修得できる壁画の基本的技術と応用技術 

本 学 で は 2 年 次 前 期 に 基 礎 モ ザ イ ク 、 後 期 に は 基 礎 ス テ ン ド グ ラ ス 。 3 年 次 前 期 に モ ザ イ

ク 応 用 、 後 期 に ス テ ン ド グ ラ ス 応 用 を 、 そ の 他 に 土 日 や 夏 期 休 業 期 間 に フ レ ス コ の 実 習 を

実 施 し 、 左 官 の 基 礎 技 術 も 身 に 付 け ら れ る 様 に 基 礎 か ら 応 用 的 な 壁 画 の 技 法 を 身 に 付 け ら

れ る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ て い る 。 更 に は 、 地 域 の 要 請 に し た が っ て モ ザ イ ク 等 の 作 品 を

公 共 建 造 物 の 壁 面 に 設 置 で き る よ う に 、 制 作 前 か ら 地 域 の 様 々 な 分 野 の 方 々 と 協 働 で 設 置

計 画 を 練 り 実 施 す る 事 も あ る 。  

（ 1） モ ザ イ ク 基 礎  

 モ ザ イ ク の 素 材 と し て は タ イ ル 、 ガ ラ ス 、 石 材 等 が 一 般 的 で あ る 。  

そ れ ら を 用 い て あ る 一 定 の 大 き さ に カ ッ ト し た 小 片 （ テ ッ セ ラ ） を 、 目 地 ※ １ （テ ッ セ ラ

を 並 べ る こ と に よ っ て で き る 隙 間 の 線 を 目 地 と 呼 ぶ 。 ） を 活 か し て 並 べ ら れ た も の を 、 一

般 的 に モ ザ イ ク と 称 す る 。（ モ ザ イ ク に お い て 目 地 は 描 画 に お け る 線 描 と 同 じ 意 味 を 持 ち 、

極 め て 重 要 な 表 現 要 素 で あ る 。 大 事 な 要 素 と し て 「 線 （ 目 地 ） の 流 れ 」 「 目 地 の 幅 」 「 目

地 の 深 さ 」 「 色 彩 （ 目 地 材 の 色 ） 」 等 で あ る 。  

 

故 に 機 械 的 に 並 べ ら れ た タ イ ル や 、 レ ン ガ 等 は モ ザ イ ク 風 で あ っ て も 特 に モ ザ イ ク と は 称

さ な い が 広 義 で は モ ザ イ ク の 範 疇 に 入 る こ と も あ る 。 装 飾 的 に 加 工 さ れ 隙 間 無 く 石 板 等 に  

埋 め 込 ま れ た 工 芸 的 な も の は 、 象 嵌 モ ザ イ ク ※ ２ と 言 わ れ る 事 も あ る 。  

        

※ ２  紀 元 前 ２ 世 紀  ロ ー マ 時 代 プ リ ニ ウ ス の 白 鳩     ※ ３ ポ ン ペ イ の モ ザ イ ク  ナ ポ リ 国 立 博 物 館   
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そ の 他 、ち ぎ り 絵 や 、 We b サ イ ト 等 で ピ ク セ ル 化 さ れ た モ ザ イ ク 状 の も の と か 、あ る 単 位

で 集 合 し た も の を 「 モ ザ イ ク 」 と 呼 ば れ る 事 も あ る が 、 授 業 で は 伝 統 的 な モ ザ イ ク 技 法 を

模 写 や 、 オ リ ジ ナ ル の 原 画 を 用 い て A 4 サ イ ズ 程 度 の 大 き さ で 作 る 。  

素 材 は ２ c m 角 の イ タ リ ア 製 の ガ ラ ス テ ッ セ ラ を 用 い 、ガ ラ ス モ ザ イ ク 用 チ ッ パ ー で 適 切

な 大 き さ に カ ッ ト し 、接 着 剤（ エ ポ キ シ 系 o r セ メ ン ト ＋ モ ル タ ル 混 和 剤 等 ）で パ ネ ル に 貼

り 付 け て 完 成 さ せ る 。  

（ 2） ス テ ン ド グ ラ ス 基 礎  

ス テ ン ド グ ラ ス と は 一 般 的 に は 沢 山 の 色 ガ ラ ス を カ ッ ト し 、 絵 付 け （ ス テ イ ン ） さ れ た

小 片 を H 型 鉛 線（ ケ イ ム ）や 銅 テ ー プ（ コ パ ー テ ー プ ）で つ な ぎ 合 せ デ ザ イ ン し 、組 合 わ

さ れ 表 現 さ れ た ガ ラ ス ア ー ト で あ る 。  

ス テ ン ド グ ラ ス の ス テ ン ド は 焼 付 け る 、汚 す と い う 意 味 が あ り 、絵 付 け（ 焼 付 け 、汚 す ）  

と は グ リ ザ イ ユ 、 エ マ イ ユ 等 の 技 法 で 、 ス テ ン ド グ ラ ス 専 用 絵 の 具 (ス テ イ ン )を 用 い て 、

ガ ラ ス を 通 し て 入 る 光 を 調 整 し 、 明 暗 を 付 け 、 立 体 感 を 表 現 し て 表 情 を 出 す た め に 行 う 事

を 目 的 と す る 。 故 に 、 一 般 に 色 ガ ラ ス の 組 み 合 わ せ た ガ ラ ス の 集 合 体 を ス テ ン ド グ ラ ス と

呼 称 す る の は 正 確 な 意 味 合 い で は 無 く 、 絵 付 け の 魅 力 を 授 業 で 理 解 さ せ て ゆ く 。  

歴 史 的 に は 、最 も 古 い と さ れ て い る ス テ ン ド グ ラ ス の 破 片 が ド イ ツ の ロ ル シ ュ 修 道 院 ※ 4

で 見 つ か っ て い て 、 主 に 中 世 ヨ ー ロ ッ パ で キ リ ス ト 教 伝 承 を 主 な 目 的 と し て 発 展 し て い っ

た 。 1 9 世 紀 後 半 か ら 2 0 世 紀 初 頭 に か け て ア ー ル ・ ヌ ー ボ ー や ア ー ル デ コ 等 の 美 術 の 様 式

が 席 巻 し た 頃 に は 華 麗 な ス テ ン ド グ ラ ス が 建 築 物 以 外 に も 照 明 器 具 等 に 装 飾 的 な 使 わ れ 方

も さ れ て い る 。  

      

※ 4 ド イ ツ  ロ ル シ ュ 修 道 院 の 最 古 の ス テ ン ド グ ラ ス        ※ 5 黎 明 期 の 日 本 製 ス テ ン ド グ ラ ス  宇 野 澤 辰 雄 作  
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日 本 で も 明 治 以 降 、 採 光 窓 を 飾 る 装 飾 と し て ス テ ン ド グ ラ ス は 人 気 が 有 っ た 。 ※ 5  

 現 在 で は 、 窓 用 や ド ア 用 の 鉛 線 ケ イ ム 組 み の ス テ ン ド グ ラ ス パ ネ ル 作 品 や コ パ ー テ ー プ

使 用 の ラ ン プ シ ェ ー ド な ど の ガ ラ ス 工 芸 作 品 ※ 6 が 多 く 作 ら れ て い る 。近 年 、こ う し た 作 り

の も の と は 違 う 、 ス テ ン ド グ ラ ス 風 の 製 品 ※ ７ が 多 く 出 回 っ て い る が 、 授 業 で は ガ ラ ス を

絵 柄 に 合 わ せ て カ ッ ト し 、 各 種 ス テ イ ン （ ス テ ン ド グ ラ ス 用 絵 の 具 ） で 絵 付 け を し た 後 、

電 気 窯 で 焼 成 し 、 コ パ ー テ ー プ で 巻 き 小 片 を パ ネ ル に 並 べ 半 田 付 け し て 仕 上 げ る 、 本 物 の

ス テ ン ド グ ラ ス の 行 程 を 修 得 し 、 そ の 歴 史 と 技 法 を 修 得 で き る こ と を 目 指 す 。  

        

※ 6 T i f f a n y 作  W e l l f l e e t 社            ※ 7 ス テ ン ド グ ラ ス 風 作 品 例 「 樹 脂 ス テ ン ド 」  

3） モ ザ イ ク 応 用  

 基 礎 で 学 ん だ 基 本 的 な モ ザ イ ク の 知 識 を 応 用 発 展 さ せ 、ガ ラ ス 、タ イ ル 、石 材 の い ず れ

か 、 或 い は 組 み 合 わ せ て オ リ ジ ナ ル の デ ザ イ ン で 、 平 面 或 い は 立 体 的 な 作 品 を 作 る 。  

場 合 に よ っ て は 、実 際 の 建 物・建 造 物 の 壁 面 等 に 設 置 す る こ と を 前 提 に 、デ ザ イ ン 、制 作 、

施 工 ま で を 行 う 。 そ の 行 程 で 地 域 や 社 会 と の 接 点 を 見 出 し 貢 献 で き る 能 力 を 育 成 す る 。  

（ 4） ス テ ン ド グ ラ ス 応 用  

基 礎 で 学 ん だ 基 本 的 な ス テ ン ド グ ラ ス の 知 識 を 応 用 発 展 さ せ 、オ リ ジ ナ ル デ ザ イ ン の パ

ネ ル 作 品 、或 い は 立 体 的 な ス テ ン ド グ ラ ス 作 品 を 制 作 す る こ と に よ り 、生 活 の 中 に ス テ ン

ド グ ラ ス の 魅 力 を 取 り 入 れ る こ と を 学 ぶ 。  

（ 5） フ レ ス コ （ 集 中 ）  

 フ レ ス コ は 現 存 す る 絵 画 系 の 技 法 で は 世 界 最 古 の 類 ※ 8 に あ た る も の で 、南 仏 の ラ ス コ ー

や ス ペ イ ン 北 部 の ア ル タ ミ ラ 等 の 石 灰 岩 質 系 の 洞 窟 で 描 か れ た 壁 画 は 天 然 の フ レ ス コ 画 と

言 わ れ て い る 。エ ジ プ ト の 墳 墓 に 描 か れ て 世 界 的 に 有 名 な 壁 画 群 も「 フ レ ス コ ･ア ･セ ッ コ 」
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と 言 わ れ る 乾 式 フ レ ス コ と の 類 と い わ れ て い る 。 ロ ー マ 時 代 ベ ス ビ オ ス 火 山 の 噴 火 に よ っ

て 埋 没 し 、 2 千 年 後 に 発 掘 さ れ た 古 代 都 市 ポ ン ペ イ の 壁 画 も 高 度 な フ レ ス コ 技 術 が 見 ら れ

る （ 諸 説 あ る が 、 完 成 し た フ レ ス コ 画 面 に 蜜 蝋 を 塗 布 し 磨 き 上 げ る ア ン コ ス テ ィ ッ ク で は

と も 言 わ れ て い る ） 。 い ず れ も 無 機 質 の 消 石 灰 と 砂 を 水 で 練 っ た モ ル タ ル が 生 乾 き の 状 態

に 無 機 顔 料 等 を 溶 い た 水 溶 液 で 描 か れ る フ レ ス コ は 現 存 す る も っ と も 化 学 的 に 堅 牢 な 描 画

技 法 で あ る 。 し か し な が ら 描 か れ る 支 持 体 が 建 造 物 と い う こ と も あ っ て 、 物 理 的 に 持 ち 運

び や 制 作 の 関 係 で 制 限 さ れ る こ と が 多 か っ た 。1 5 世 紀 ご ろ に 油 画 が 発 明 さ れ 、キ ャ ン バ ス

や パ ネ ル で 持 ち 運 び 出 来 る よ う に な り 、描 画 の 制 約 が 軽 減 さ れ 廃 れ て い っ た 。だ が 、 2 0 世

紀 に 入 り ま た 、 そ の 科 学 的 堅 牢 さ や 、 独 特 の 絵 肌 等 の 魅 力 が 再 認 識 さ れ 数 多 く の 作 家 が ト

ラ イ す る 機 会 が 増 え て き た 。 大 学 等 の 美 術 教 育 機 関 で も 集 中 講 義 等 で 実 施 さ れ る こ と が あ

る が 、 モ ザ イ ク と 同 様 に 通 常 の 授 業 で 行 わ れ る 所 は 少 な い 。 本 学 で は 通 常 の 授 業 内 で 、 フ

レ ス コ の プ ロ グ ラ ム は 時 間 的 な 制 約 が あ り 展 開 し づ ら い が 、 土 日 や 夏 期 休 暇 期 間 で 希 望 者

に 対 し て 集 中 で 実 習 を 行 っ て い る 。  

         
※ 8 天 然 の フ レ ス コ と 言 わ れ て い る ラ ス コ ー の 洞 窟 画   エ ジ プ ト の 壁 画 （ フ レ ス コ ･ ア ･ セ ッ コ ）     ポ ン ペ イ の フ レ ス コ 壁 画 （ ア ン コ ス テ ィ ッ ク ）  

表 １ ． 授 業 内 容 （ フ レ ス コ ）  

項 目  回 数  内 容  

導 入  １ 回  ・ 課 題 の 目 的 （ 授 業 の 位 置 付 け ） 説 明 。  

・ フ レ ス コ の 歴 史 、 技 法 解 説 。 模 写 の 準 備 （ 原 画 選 定 ・ 創 作 原 画 ） 。  

制 作  2 回  ・ 砂 洗 い 、 消 石 灰 ク リ ー ム 、 モ ル タ ル 作 り 。 カ ル ト ン （ 下 絵 ） 準 備 。  

 3 回  ・ パ ネ ル 準 備 、 モ ル タ ル 一 層 目 を 塗 る 。 顔 料 を 使 い 試 し 塗 り 。  

 4 回  ・ モ ル タ ル 2 層 目 を 塗 る 。 顔 料 と 水 の み で 本 描 き に 入 る 。  

 5 回  ・ 塗 り 継 ぎ （ ジ ョ ル ナ ー タ ） を 施 す 。 仕 上 げ に 入 る 。 完 成 。  

講 評 会  6 回  １ 学 生 自 身 の 制 作 に 関 し て 発 表 さ せ る 。  

・ 課 題 に 対 し て の 自 己 評 価 （ 到 達 目 標 ） 。  

・ 制 作 全 般 の 観 想 等 。  
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・ 同 様 の 制 作 が 有 っ た 場 合 へ 向 け て の 改 善 点 。  

２ 教 員 か ら の 講 評 を 行 う 。  

・ 課 題 に 関 し て の 講 評 （ 評 価 観 点 を 踏 ま え て ） 。  

※ 集 中 で 行 う の で 、 参 加 者 が 限 ら れ る が 参 加 日 程 に よ り 、 行 程 を 省 い て 行 う 場 合 あ る 。  

 

４．制作上の条件・分類・課題 

①  モ ザ イ ク 基 礎 （ 壁 画 Ⅰ ）  

モ ザ イ ク の 基 礎 を 学 ぶ 上 で 大 事 な 事 は 、 材 料 の 性 質 を 知 り 適 切 な 加 工 を 施 す 事 で あ る 。  

モ ザ イ ク の 製 作 法 と し て 直 付 け 法 と 間 接 法 、 リ バ ー ス 法 等 が あ る 。  

・ 直 付 け 法  

モ ザ イ ク 片 を 直 接 セ メ ン ト や タ イ ル 用 接 着 剤 で パ ネ ル 等 に 貼 り 付 け て ゆ く や り 方 。  

利 点 は 直 接 モ ザ イ ク の 表 面 を 見 て 、 凹 凸 や 目 地 の 流 れ 等 を 観 察 し な が ら 作 業 を 進 め て 行 け

る 所 。 堅 牢 で ポ ピ ュ ラ ー な 製 作 法 。 接 着 剤 が 固 ま る と や り 直 し が し に く い の が 難 点 。  

・ 間 接 法  

モ ザ イ ク 片 を パ ネ ル に 予 め 厚 く 塗 布 し た 漆 喰 （ 消 石 灰 ク リ ー ム ） に 埋 め 込 ん で 並 べ 終 わ

っ た ら 、 障 子 紙 や 寒 冷 紗 （ か ん れ い し ゃ ） に 糊 や 膠 を 塗 布 し た も の で モ ザ イ ク の 部 分 に 貼

り 付 け 乾 燥 し 、 ス ト ラ ッ ポ （ 剥 が す ） 或 い は ス タ ッ コ （ 壁 ご と 剥 が す ） で モ ザ イ ク 部 分 だ

け 剥 が し 別 の パ ネ ル に 接 着 剤 を 塗 布 し た も の に あ ら た め て 貼 り 付 け る 作 業 を 言 う 。  

モ ザ イ ク の 目 地 の 流 れ も 読 め 、 あ る 程 度 や り 直 し や 修 正 が 効 く 。 モ ザ イ ク 片 の 裏 側 に モ ル

タ ル が 付 着 す る の で 他 の パ ネ ル に 移 行 す る 際 、 若 干 の 清 掃 が 必 要 で あ る 。  

・ リ バ ー ス 法  

下 絵 の 上 に ビ ニ ー ル を 敷 き 、 そ の 上 に モ ザ イ ク 片 を 裏 返 し て 糊 で 仮 留 め し 、 並 べ 終 わ っ

た 時 点 で 他 の 同 サ イ ズ の パ ネ ル に 接 着 剤 を 塗 布 し 、 仮 留 め し た モ ザ イ ク を 載 せ 圧 着 し 乾 燥

さ せ る 。 最 大 の 利 点 は 裏 返 し て パ ネ ル に 置 く の で 表 面 が 平 ら に 仕 上 が る 。 そ の 反 面 モ ザ イ

ク 片 を 裏 返 す の で タ イ ル の よ う に 裏 返 す と 表 の 色 が 見 え に く い も の は や り づ ら い 。  

素 材 や 条 件 に よ っ て 使 い 分 け る の が 望 ま し い 。  

 モ ザ イ ク の 目 的 、 条 件 に よ っ て 製 作 法 が 変 わ る の で 充 分 な 説 明 を 必 要 と す る 。  
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表 １ .授 業 内 容  

項 目  回 数  内 容  

導 入  1 回  ・ 課 題 の 目 的 （ 授 業 の 位 置 付 け ） 説 明 。  

・ モ ザ イ ク の 歴 史 、 作 品 ・ 技 法 紹 介 。  

制 作  2 回  ・ 原 画 ・ サ イ ズ 選 定  コ ピ ー 原 画 を ト レ ー ス 。  

 3 回  ・ パ ネ ル を 制 作 。 。  

 4 回  ・ 用 具 説 明 、 材 料 選 定 。  

 5 回  ・ モ ザ イ ク 素 材 カ ッ ト 。  

 6 回  ・ パ ネ ル に 周 辺 か ら 接 着 剤 で モ ザ イ ク チ ッ プ を 貼 り 付 け 開 始 。  

 7 回  ・ モ ザ イ ク チ ッ プ の 大 き さ 確 認 。  

 8 回  ・ モ ザ イ ク 目 地 の 流 れ を 確 認 。  

 9 回  ・ 制 作 中 盤 で 、 全 体 の バ ラ ン ス 確 認 。  

 1 0 回  ・ 場 合 に よ っ て は 、 貼 り 付 け た チ ッ プ を 工 具 で 外 し 修 正 す る 。  

 1 1 回  ・ 終 盤 の 制 作 に 入 る 。  

 1 2 回  ・ 最 終 確 認 し 貼 り 終 え る 。  

 1 3 回  ・ 必 要 に 応 じ て 目 地 入 れ 。  

 1 4 回  ・ 作 品 仕 上 げ （ 清 掃 ） 。  

講 評 会  1 5 回  １ 学 生 自 身 の 制 作 に 関 し て 発 表 さ せ る 。  

・ 課 題 に 対 し て の 自 己 評 価 （ 到 達 目 標 ） 。  

・ 制 作 全 般 （ 公 共 の 場 に 於 い て ア ー ト で 係 っ た 事 ） の 観 想 等 。  

・ 同 様 の 制 作 が 有 っ た 場 合 へ 向 け て の 改 善 点 。  

２ 教 員 か ら の 講 評 を 行 う 。  

・ 課 題 に 関 し て の 講 評 （ 評 価 観 点 を 踏 ま え て ） 。  

※ 制 作 過 程 の 進 行 は 各 人 で 到 達 速 度 が 違 う の で そ の 都 度 指 導 す る 。  

②  ス テ ン ド グ ラ ス 基 礎 （ 壁 画 Ⅱ ）  

 ス テ ン ド グ ラ ス は 英 語 で ス テ ン ド ･グ ラ ス（ S t a i n e d  G l a s s） S t a i n さ れ た G l a s s、汚 さ れ た

（ 絵 付 け さ れ た ）ガ ラ ス と 言 う 意 味 で 、絵 付 け さ れ た ガ ラ ス が 組 み 合 わ さ れ た も の を 指 す 。

授 業 で は 正 確 な ス テ ン ド グ ラ ス の 歴 史 と 由 来 、 技 法 を 伝 え る こ と に よ り ス テ ン ド グ ラ ス の

理 解 を 深 め る 。  
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表 2． 授 業 内 容  

項 目  回 数  内 容  

導 入  1 回  ・ 課 題 の 目 的 （ 授 業 の 位 置 づ け ） を 説 明 。  

・ 絵 付 け を ガ ラ ス に 施 す 意 味 合 い 。  

制 作  2 回  ・ ス テ ン ド グ ラ ス 絵 付 け 用 絵 柄 の 選 定 と ト レ ー ス 。  

 3 回  ・ 型 紙 作 成 。  

 4 回  ・ ガ ラ ス の カ ッ ト ・ 研 磨 練 習 。  

 5 回  ・ ガ ラ ス カ ッ ト 本 番 。  

 6 回  ・ ガ ラ ス カ ッ ト 研 磨 本 番 。  

 7 回  ・ ス テ ン ド グ ラ ス 絵 付 け の 練 習 。  

 8 回  ・ ガ ラ ス 絵 付 け 本 番 。  

 9 回  ・ 窯 入 れ 焼 成 。  

 10 回  ・ 窯 出 し 。  

 11 回  ・ コ パ ー テ ー プ 巻 き つ け 。  

 12 回  ・ 半 田 付 け ・ ブ ラ ッ ク パ テ ィ ー ナ （ 酸 化 防 止 剤 ）  

 13 回  ・ パ テ 入 れ ･磨 き 。  

 14 回  ・ 仕 上 げ 。  

講 評 会  15 回  １ 学 生 自 身 の 制 作 に 関 し て 発 表 さ せ る 。  

・ 課 題 に 対 し て の 自 己 評 価 （ 到 達 目 標 ） 。  

・ 制 作 全 般 の 観 想 等 。  

・ 次 回 作 へ 向 け て の 改 善 点 。  

２ 教 員 か ら の 講 評 を 行 う 。  

・ 課 題 に 関 し て の 講 評 （ 評 価 観 点 を 踏 ま え て ） 。  

・ 本 来 の ス テ ン ド グ ラ ス の 認 識 を 確 認 す る 。  

・ 授 業 で 展 開 し た ス テ ン ド グ ラ ス 技 法 の 修 得 具 合 を 確 認 す る 。  

※ 制 作 過 程 の 進 行 は 各 人 で 到 達 速 度 が 違 う の で そ の 都 度 指 導 す る 。  

③  モ ザ イ ク 応 用 （ 壁 画 Ⅲ ）  

モ ザ イ ク 基 礎 で 修 得 し た 知 識 技 法 の う え で 、 実 際 の 建 造 物 等 に 設 置 す る 前 提 で 制 作 す る 。 
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そ の 為 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い 、 必 要 と 有 れ ば 設 置 希 望 の 建 造 物 の 所 有 者 や 関 連 の 企 業

団 体 に 相 談 、 許 可 等 の 手 続 き を 行 う 。 実 地 調 査 、 安 全 確 認 、 施 工 方 法 等 の 確 認 を 行 う 。  

そ の う え で 、 最 適 な デ ザ イ ン 、 材 料 、 施 工 法 の 選 択 を 行 い 制 作 に 入 る 。  

※ 授 業 内 容 は 表 ４ を 参 照  

③  ス テ ン ド グ ラ ス 応 用 （ 壁 画 Ⅳ ）  

ス テ ン ド グ ラ ス 基 礎 で 修 得 し た 知 識 技 法 の う え で 、 生 活 の 中 で 使 用 す る こ と を 前 提 に デ

ザ イ ン を 起 こ し 実 制 作 に 入 る 。例 と し て 平 面 な ら 鏡 と 組 み 合 わ せ た デ ザ イ ン 図 １ 、立 体 な ら

オ ル ゴ ー ル 図 １ や テ ラ リ ウ ム 図 ２ 等の実用的なステンドグラスを製作する。  

表 ３ ． 授 業 内 容  

項 目  回 数  内 容  

導 入  1 回  ・ 課 題 の 目 的 （ 授 業 の 位 置 づ け ） を 説 明 。  

・ ス テ ン ド グ ラ ス の 応 用 で 平 面 か 立 体 で 製 作 す る か 検 討 す る 。  

製 作  2 回  ・ デ ザ イ ン の 選 定 （ 基 本 、 創 作 だ が 参 考 資 料 等 の 検 索 を 行 う ） 。  

 3 回  ・ 型 紙 作 成 。  

 4 回  ・ 材 料 選 定 。  

 5 回  ・ ガ ラ ス カ ッ ト ・ 研 磨 加 工  

 6 回  ・ ガ ラ ス 加 工 、 修 正 。  

 7 回  ・ 絵 付 け 作 業 。  

 8 回  ・ 窯 入 れ 、 焼 成 。  

 9 回  ・ 窯 出 し 。  

 10 回  ・ コ パ ー テ ー プ 巻 き 。  

 11 回  ・ 組 み 立 て と 半 田 付 け 。  

 12 回  ・ 半 田 付 け 終 了 。  

 13 回  ・ ブ ラ ッ ク パ テ ィ ー ナ （ 酸 化 防 止 剤 ） 塗 布 。  

 14 回  ・ 作 品 完 成  

講 評 会  15 回  １ 学 生 自 身 の 制 作 に 関 し て 発 表 さ せ る 。  

・ 課 題 に 対 し て の 自 己 評 価 （ 到 達 目 標 ） 。  

・ 制 作 全 般 の 感 想 等 。  

・ 応 用 作 品 を 制 作 す る に あ た っ て の 改 善 点 。  
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２ 教 員 か ら の 講 評 を 行 う 。  

・ 課 題 に 関 し て の 講 評 （ 評 価 観 点 を 踏 ま え て ） 。  

・ ス テ ン ド グ ラ ス の 様 々 な 応 用 度 に 関 す る 確 認 す る 。  

・ 授 業 で 修 得 し た ス テ ン ド グ ラ ス 技 法 の 応 用 具 合 を 確 認 す る 。  

※ 制 作 過 程 の 進 行 は デ ザ イ ン も 差 が 有 り 、 各 人 の 到 達 速 度 が 違 う の で そ の 都 度 指 導 す る 。  

 

5．授業における実践報告 

①  授 業 の 内 容 例 （ 外 壁 に 設 置 す る モ ザ イ ク の 制 作 ）  

平 成 ２ ８ 年 度 前 期 の 東 北 生 活 文 化 大 学 生 活 美 術 学 科 ３ 年 生 を 対 象 と し た 専 門 科 目 「 壁 画

Ⅲ 」 に お い て 、 外 部 か ら 提 案 が あ っ た 仙 台 市 内 の 障 が い 者 支 援 施 設 の 外 壁 に 大 き な 葡 萄 の

樹 と 周 辺 に 鳥 の モ ザ イ ク を 設 置 す る 事 に な っ た 。 当 初 施 設 側 の 要 望 で 現 地 制 作 を 希 望 さ れ

た が 、 大 学 か ら の 学 生 ら の 移 動 や 制 作 時 間 を 考 え 大 学 内 の 施 設 で 鳥 を 優 先 し て 制 作 す る 事

と し た 。 期 間 は 授 業 の 時 間 内 １ ５ 回 で 制 作 し た 。 受 講 者 は 1 0 名 余 で あ っ た 。  

ま ず 、 現 地 に 行 き 設 置 場 所 の 実 寸 を 計 測 し 、 葡 萄 の 樹 の 型 紙 を 作 り 、 そ れ に 合 せ て コ ン パ

ネ を 切 断 し 絵 柄 を 写 す こ と か ら 始 ま っ た 。  

大 学 で パ ネ ル を 並 べ ガ ラ ス モ ザ イ ク を カ ッ ト し エ ポ キ シ 系 の 接 着 剤 で 貼 り 付 け て い っ た 。  

同 時 に 学 生 各 自 に そ の 葡 萄 の 樹 の 周 辺 に 配 置 す る 予 定 の 鳥 の 絵 を 、 自 由 に エ ス キ ー ス 制 作

を さ せ た 。 留 意 点 と し て 絵 柄 は 葡 萄 の 樹 が 絵 本 作 家 五 味 太 郎 の 許 可 を 頂 い た 絵 本 か ら 参 考

に し た も の だ っ た の で 、 絵 本 の 中 か ら 抜 け 出 し た よ う な 楽 し げ な 鳥 の イ ラ ス ト を イ メ ー ジ

さ せ て 自 由 に 描 か せ る こ と に し た 。 ※ 10 

作 品 は 背 景 な し で 鳥 の 大 き さ に 合 わ せ コ ン パ ネ を 切 り 取 ら せ 、 接 着 剤 で ガ ラ ス タ イ ル を 貼

り 出 さ せ た 。  

出 来 上 が っ た 作 品 は 全 て 目 地 入 れ を 施 し 、 パ ネ ル 周 辺 を コ ー キ ン グ し 長 期 休 暇 期 間 中 に 無

事 取 り 付 け る こ と が 出 来 た 。  
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※ 1 0  市 内 の 施 設 に 設 置 さ れ た 鳥 モ ザ イ ク               施 設 に 設 置 す る 為 に 製 作 中 の 葡 萄 の 樹  

表 ４ ． 授 業 内 容 （ 2 8 年 度 前 期 ）  

項 目  回 数  内 容  

導 入  １ 回  ・ 課 題 の 目 的 （ 授 業 の 位 置 づ け ） を 説 明 （ 五 味 太 郎 の 絵 本 参 考 ） 。  

・ 現 地 調 査 （ 施 設 の 方 々 と の 交 流 ） ・ 実 寸 計 測  ・ 撮 影 記 録 。  

制 作  ２ 回  ・ エ ス キ ー ス 作 成  ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  ・ 原 画 選 考 決 定  ・ 型 紙 作 成 。

 ３ 回  ・ パ ネ ル 調 達  ・ 型 紙 に 合 わ せ パ ネ ル 切 断 。  

 ４ 回  ・ ガ ラ ス タ イ ル の 選 定 ・ 加 工 。  

 ５ 回  ・ 鳥 の 絵 柄 の パ ネ ル の 周 り か ら 貼 り 付 け て ゆ く 。  

 ６ 回  ・ カ ッ ト し た ガ ラ ス チ ッ プ の 大 き さ を 吟 味 し て ゆ く 。  

 ７ 回  ・ ガ ラ ス チ ッ プ を 貼 り 進 め て ゆ く 。  

 ８ 回  ・ 全 体 の バ ラ ン ス を 確 認 し て 貼 っ て ゆ く 。  

 ９ 回  ・ 目 地 の 流 れ を 確 認 し は っ て ゆ く 。  

 １ ０ 回  ・ 色 味 、 チ ッ プ の 大 き さ バ ラ ン ス を 確 認 し 、 貼 っ て ゆ く 。  

 １ １ 回  ・ も う 一 度 全 体 を 見 て み る 。  

 １ ２ 回  ・ 終 盤 に と り か か る 。  

 １ ３ 回  ・ 仕 上 げ に 入 る 。  

・ 目 地 入 れ を す る 。  

・ 磨 き を い れ る 。  

講 評 会  １ ４ 回  １ 学 生 自 身 の 制 作 に 関 し て 発 表 さ せ る 。  

・ 課 題 に 対 し て の 自 己 評 価 （ 到 達 目 標 ） 。  

・ 制 作 全 般 （ 公 共 の 場 に 於 い て ア ー ト で 係 っ た 事 ） の 観 想 等 。  
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・ 同 様 の 制 作 が 有 っ た 場 合 へ 向 け て の 改 善 点 。  

２ 教 員 か ら の 講 評 を 行 う 。  

・ 課 題 に 関 し て の 講 評 （ 評 価 観 点 を 踏 ま え て ） 。  

・共 通 課 題 を 通 し て 地 域・社 会 と 繋 が っ て 制 作 す る 事 の 意 義 と 、ア ー ト に

よ る 社 会 へ の 貢 献 の 一 方 法 を 学 べ た 事 の 有 意 義 性 を 確 認 し た 。  

・ モ ザ イ ク （ 壁 画 ） の 活 用 性 を 今 後 ど の 様 に 考 え て ゆ く か 提 案 し た 。  

・ 授 業 と し て モ ザ イ ク の 基 本 的 技 術 が 身 に 付 い た か 確 認 し た 。  

設 置  １ ５ 回  ・ 出 来 上 が っ た 鳥 の モ ザ イ ク を 現 地 に 設 置 す る 。  

・ 設 置 し た モ ザ イ ク の 周 辺 を コ ー キ ン グ 材 で 防 水 し て 行 く 。  

※ 制 作 過 程 の 進 行 状 況 は 、 各 人 の 作 品 の 大 き さ 絵 柄 等 に よ っ て 個 人 差 が 生 じ る の で 、 各 人 の

制 作 に 合 わ せ 指 導 し た 。  

 

6．おわりに 

 こ こ ま で 本 学 に お け る 壁 画 の 授 業 で 、 学 生 達 に ど の 程 度 、 壁 画 の 知 識 と 技 法 が 浸 透 し 目 的

が 達 成 で き た か の 具 体 的 な ア ン ケ ー ト 等 に よ る 考 察 に は 至 ら な か っ た 。  

 た だ 、 外 部 で の 協 働 で 作 ら れ た モ ザ イ ク 作 品 に 関 し て は 、 限 ら れ た 日 程 で 制 作 、 設 置 出 来

た こ と に 対 し て 施 設 か ら の 感 謝 状 や 謝 辞 を 頂 け た 事 が あ る 程 度 、 外 部 評 価 と し て 受 け 入 れ る

こ と が 出 来 た の か も 知 れ な い 。 壁 画 と い う 美 術 ジ ャ ン ル で は 少 数 派 の カ リ キ ュ ラ ム で は あ る

が 、 建 造 物 に 取 り 付 け る と い う 手 立 て が 有 る 特 徴 を 活 か し 、 地 域 と 社 会 と の 連 携 、 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 力 を 育 み 、 持 続 、 継 続 出 来 る プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て 行 き た い と 考 え る 。  

 

出典・参考文献 

『 日 本 の ス テ ン ド グ ラ ス ― 宇 野 澤 辰 雄 の 世 界 ― 』 白 揚 社  

『 ア ー ト  オ ブ  テ ィ フ ァ ニ ー ・ ラ ン プ ・ ス テ ン ド グ ラ ス ・ 花 瓶 』 ウ エ ル フ リ ー ト 社  

『 エ ジ プ ト 美 術 』 世 界 美 術 大 系 第 2 巻  講 談 社  

『 フ レ ス コ 画 の 技 法 ― 知 識 と 制 作 の す す め 』 三 野 哲 二 著  日 貿 出 版  

『 モ ザ イ ク の 歴 史 』 工 藤 晴 也 著  工 藤 晴 也 壁 画 造 形 HP 
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教育法規の活用による教育観の形成に関する試論  
―教育基本法を中心に―  

 

安部  日珠沙 * 

 

１．課題提起  

 第 二 次 世 界 大 戦 後 、 我 が 国 の 教 育 制 度 は 、 勅 令 主 義 か ら 法 律 主 義 へ と 転 換 し 、 天 皇 の 命

令 に よ っ て 教 育 を 規 定 す る 仕 組 み で は な く 、 憲 法 や 法 律 に 基 づ い て 教 育 を 規 定 す る 仕 組 み

が 採 ら れ る よ う に な っ た 。 「 構 造 的 に は 、 憲 法 ・ 法 律 で 教 育 に か か わ る 理 念 や 目 標 の 大 枠

を 決 定 し 、 政 令 ・ 省 令 な ど で そ の 具 体 的 な 方 策 を 設 定 し て い る 」 た め 、 現 在 の 教 育 改 革 に

は 「 国 会 の 審 議 が 必 要 と な る 」 、 即 ち 、 法 規 が 教 育 の 運 営 の 根 底 に 存 す る の で あ る 1。  

さ て 、 教 育 に 関 す る 様 々 な 事 柄 が 、 諸 々 の 法 律 に よ っ て 規 定 さ れ て い る 以 上 、 教 育 法 規

と は 、 我 が 国 の 教 育 活 動 を 成 り 立 た せ る た め の 根 拠 で あ る 。 翻 っ て 考 え れ ば 、 「 教 育 法 規

に は 、 普 遍 的 で 、 い つ の 時 代 に も 大 切 に し た い 教 育 理 念 や 教 育 の 在 り 方 が 示 さ れ 、 教 育 法

規 の 条 文 を 通 し て 教 育 の 現 実 を 考 察 し 、教 育 の 方 向 を 探 る こ と が で き る 」 2と も い え る 。社

会 の 急 速 な 情 報 化 に 伴 い 、 教 育 を 取 り 巻 く 状 況 も ま た 多 様 化 と 煩 雑 化 が 進 み 、 概 し て 教 育

観 に お け る 或 る 種 の 混 乱 が 生 じ て い る こ と は 事 実 で あ る 。 だ か ら こ そ 、 教 育 に 関 わ る 事 柄

が 法 律 に よ っ て 規 定 さ れ て い る と い う こ と は 、 我 が 国 の 教 育 の 基 本 的 な 在 り 方 を 確 認 す る

た め の 、 ひ と つ の 手 立 て と な り え る 。 畢 竟 、 教 育 者 に と っ て 、 教 育 法 規 を 振 り 返 る と い う

こ と は 、 現 在 の 教 育 に 対 す る 反 省 と 根 本 考 察 へ の 契 機 と な り 、 教 育 者 を 志 す 者 に と っ て 、

教 育 法 規 を 学 ぶ と い う こ と は 、 自 ら の 教 育 観 を 形 成 す る 上 で の 手 掛 か り と な る だ ろ う 。  

以 上 の こ と を 踏 ま え 、 本 論 で は 、 教 育 法 規 の 中 核 と も い う べ き 現 行 教 育 基 本 法 （ 以 下 現

行 法 ） に 定 め ら れ た 教 育 の 目 的 や 理 念 を 、 前 文 と 第 一 章 か ら 概 観 し 、 総 じ て 、 教 員 養 成 課

程 に お け る 教 育 法 規 理 解 お よ び そ れ に 基 づ く 教 育 観 の 確 立 の 様 相 を 考 察 し て い く 。  

 

２．教育基本法における教育理念 

２ － １ ． 前 文  

 第 1 文 は 、 「 民 主 的 で 文 化 的 な 国 家 」 の 更 な る 発 展 と 、 「 世 界 の 平 和 と 人 類 の 福 祉 へ の

貢 献 」 と い う 理 想 を 掲 げ た も の で あ る 。 第 2 文 は 、 理 想 の 実 現 の た め に 推 進 す べ き 教 育 像

を 表 し た も の で あ り 、 「 個 人 の 尊 厳 」 を 重 ん ず る と い う 基 礎 の 上 に 、 「 真 理 と 正 義 」 「 公
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共 の 精 神 」 「 豊 か な 人 間 性 と 創 造 性 」 を 備 え た 人 間 の 育 成 を 期 す る こ と 、 か つ 「 伝 統 を 継

承 し 、 新 し い 文 化 の 創 造 」 を 目 指 す こ と に 努 め る こ と が 定 め ら れ て い る 。 第 3 文 は 、 「 我

が 国 の 未 来 を 切 り 拓 く 教 育 の 基 本 を 確 立 し 、 そ の 振 興 を 図 る 」 と あ る よ う に 、 現 行 法 の 制

定 意 義 に 関 す る 条 文 で あ る 。 し か し 同 時 に 「 我 が 国 の 未 来 を 切 り 拓 く 」 た め の 方 途 と し て

教 育 を 規 定 し て も い る 。 ま た 、 新 設 さ れ た 「 生 涯 学 習 の 理 念 」 （ 第 3 条 ） 、 「 家 庭 教 育 」

（ 第 1 0 条 ） 、 「 幼 児 期 の 教 育 」 （ 第 1 1 条 ） 、 「 学 校 、 家 庭 及 び 地 域 住 民 等 の 相 互 の 連 携

協 力 」 （ 第 1 3 条 ） 、 「 教 育 振 興 基 本 計 画 」 （ 第 1 7 条 ） な ど に は 、 旧 教 育 基 本 法 （ 以 下 旧

法 ） に は な か っ た 「 振 興 」 と い う 要 素 が と く に 強 く 反 映 さ れ て い る 。 教 育 の 基 本 を 確 立 す

る の み な ら ず 、 現 行 法 に お け る 教 育 理 念 に 対 す る 共 通 理 解 の 深 化 を 図 り 、 社 会 全 体 に よ る

新 し い 教 育 の 振 興 を よ り 着 実 に 目 指 す た め の も の で あ る と 捉 え ら れ る 。  

 

２ － ２ ． 第 1 条  

 法 の 新 旧 を 問 わ ず 、 教 育 の 究 極 目 的 は 「 人 格 の 完 成 」 と 定 め ら れ て い る 。 そ の 上 で 「 平

和 で 民 主 的 な 国 家 及 び 社 会 の 形 成 者 と し て 必 要 な 資 質 を 備 え た 心 身 と も に 健 康 な 国 民 の 育

成 を 期 し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 」 と 規 定 さ れ て い る 。 「 人 格 」 と は 「 理 性 や 自 己 意 識

の 統 一 性 又 は 自 己 決 定 を も っ て 統 一 さ れ た 人 間 の 諸 特 性 、諸 能 力 」の 謂 で あ り 3、「 人 格 の

完 成 」 と は 「 個 人 の 価 値 と 尊 厳 と の 認 識 に 基 き 、 人 間 の 具 え る あ ら ゆ る 能 力 を 、 で き る 限

り 、 し か も 調 和 的 に 発 展 せ し め る こ と 」 「 真 、 善 、 美 の 価 値 に 関 す る 科 学 的 能 力 、 道 徳 的

能 力 、 芸 術 的 能 力 な ど の 発 展 完 成 」 「 人 間 の 諸 特 性 、 諸 能 力 を た だ 自 然 の ま ま に 伸 ば す こ

と で は な く 、 普 遍 的 な 規 準 に よ っ て 、 そ の あ る べ き 姿 に ま で も ち き た す こ と 」 の 謂 で あ る

と さ れ て い る 4。端 的 に は 、全 人 的 教 育 と し て 解 釈 し え よ う が 、「 人 格 の 完 成 」を 活 動 の 根

幹 に 据 え た 教 育 観 は 、 コ メ ニ ウ ス 等 に 連 な る 西 洋 の 近 代 教 育 思 想 の 系 譜 に 位 置 付 け ら れ る

と こ ろ の も の で あ り 5、 歴 史 的 ・ 国 際 的 に 培 わ れ て き た 普 遍 的 な 概 念 で あ る 。  

ま た 、 「 平 和 で 民 主 的 な 国 家 及 び 社 会 の 形 成 者 と し て 」 は 、 上 記 の よ う な 、 教 育 の 個 人

的 目 的 に 対 す る 社 会 的 目 的 に 関 す る 規 定 で あ り 、 旧 法 で は 「 真 理 と 正 義 を 愛 し 、 個 人 の 価

値 を た つ と び 、 勤 労 と 責 任 を 重 ん じ 、 自 主 的 精 神 に 充 ち た 」 人 間 の 育 成 を 目 指 す こ と が 定

め ら れ て い た 。 即 ち 、 ど の よ う な 人 間 の 育 成 で あ る の か が 、 旧 法 に は 併 記 さ れ て い た の だ

が 、 現 行 法 で は こ の 文 言 が 削 除 さ れ 、 新 し く 設 置 さ れ た 「 教 育 の 目 標 」 （ 第 2 条 ） へ と 継

承 的 ・ 具 体 的 に 規 定 さ れ て い る 。  
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２ － ３ ． 第 2 条  

 教 育 の 目 標 は 、 「 学 問 の 自 由 」 と い う 前 提 の も と 、 「 人 格 の 完 成 」 と い う 目 的 の 実 現 へ

向 け た 教 育 上 の 過 程 で あ り 、 5 つ の 項 目 か ら 構 成 さ れ て い る 。 我 が 国 の 教 育 に お い て 求 め

ら れ る 共 通 の 努 力 目 標 を 規 定 す る も の で あ り 、 教 育 者 は こ れ ら の こ と を 踏 ま え 、 逐 次 教 育

内 的 事 項 を 講 じ て い く べ き だ と さ れ る 。 旧 法 第 1 条 に お け る 「 真 理 」 「 正 義 」 「 個 人 の 価

値 」「 勤 労 と 責 任 」「 自 主 的 精 神 」や 、旧 法 第 2 条（ 教 育 の 方 針 ）に お け る「 自 発 的 精 神 」

「 自 他 の 敬 愛 と 協 力 」 「 文 化 の 創 造 と 発 展 」 な ど の 諸 規 定 は 、 遍 く 現 行 法 第 2 条 第 1～ 5

号 に 盛 り 込 ま れ て い る 。 現 行 法 に は 「 幅 広 い 知 識 と 教 養 」 「 豊 か な 情 操 と 道 徳 心 」 「 健 や

か な 体 」と い っ た「 生 き る 力 」に 関 わ る 目 標 を は じ め 、「 自 律 の 精 神 」「 男 女 の 平 等 」「 環

境 の 保 全 」 「 我 が 国 と 郷 土 を 愛 す る 」 「 国 際 社 会 の 平 和 と 発 展 に 寄 与 す る 態 度 」 な ど の 、

現 代 的 な 社 会 課 題 に 応 ず る よ う な 、 新 し い 目 標 が 規 定 さ れ て い る 。 ど れ も 普 遍 的 な 課 題 で

も あ る こ と を 顧 み れ ば 、 次 代 の 担 い 手 を 養 成 す べ き 教 育 に か か る 社 会 的 ・ 時 代 的 責 任 は 非

常 に 大 き く 、 教 育 観 の 形 成 に お い て も 充 分 に 認 識 さ れ 吟 味 さ れ 続 け ら れ ね ば な ら な い 。  

 

２ － ４ ． 第 3 条  

 「 生 涯 学 習 の 理 念 」 が 我 が 国 の 教 育 理 念 と し て 現 行 教 育 基 本 法 に 規 定 さ れ た こ と は 、 ま

さ に 時 代 の 推 移 に よ る も の で あ る 。我 が 国 で は 、 1 9 9 1 年 に「 生 涯 学 習 の 振 興 の た め の 施 策

の 推 進 体 制 等 の 整 備 に 関 す る 法 律 」 が 施 行 さ れ て 以 降 、 生 涯 学 習 審 議 会 の 設 置 を は じ め 、

生 涯 学 習 を 支 援 す る 体 制 が 整 備 さ れ て き た 。 生 涯 学 習 社 会 の 構 築 が 必 要 な 理 由 に つ い て 、

文 部 科 学 省 は 「 社 会 ・ 経 済 の 変 化 に 対 応 す る た め 、 人 々 は 絶 え ず 新 し い 知 識 や 技 術 の 習 得

を 迫 ら れ て い る 」 こ と 、 「 自 由 時 間 の 増 大 な ど の 社 会 の 成 熟 化 に 伴 い 、 心 の 豊 か さ や 生 き

が い の た め の 学 習 需 要 が 増 大 し て い る 」 こ と 、 「 学 歴 だ け で な く 様 々 な 『 学 習 の 成 果 』 が

適 切 に 評 価 さ れ る 社 会 を 築 い て い く こ と は 、 こ れ ま で 進 め ら れ て き て い る 教 育 改 革 の 課 題

の 一 つ で あ る 学 歴 社 会 の 弊 害 の 是 正 に も つ な が る 」こ と を 挙 げ て い る 6。急 激 な 情 勢 変 化 に

素 早 く 順 応 し 、 か つ 、 社 会 の 変 化 に 自 ら 対 応 で き る 心 豊 か な 人 間 を 育 成 す る た め に は 、 学

校 教 育 ・ 社 会 教 育 ・ 家 庭 教 育 の 連 携 が 、 即 ち 、 教 育 の 実 施 に 関 す る 基 本 的 な 事 柄 と し て の

「 学 校 、家 庭 及 び 地 域 住 民 等 の 相 互 の 連 携 協 力 」（ 第 1 3 条 ）が 不 可 欠 と な る 。翻 っ て 考 え

れ ば 、学 校 教 育 は 学 習 者 の「 生 涯 に わ た り 学 習 す る 基 盤 」（ 学 校 教 育 法 第 3 0 条 第 2 項 ）を

培 う 一 環 で あ る 、 と い う 教 育 的 観 点 が 確 立 さ れ ね ば な ら な い 。 し か し て そ の 上 で 「 学 校 教

育 か ら は 、 家 庭 教 育 や 社 会 教 育 と の 関 連 を 知 り 、 ま ず 生 涯 学 習 社 会 に お け る 学 校 教 育 の 役
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割 、 次 に 学 校 教 育 の 在 り 方 を 考 え る 手 順 が 必 要 で あ る 」 7と い え よ う 。  

 

２ － ５ ． 第 4 条  

 「 教 育 の 機 会 均 等 」 の 保 障 お よ び 徹 底 と し て 、 障 害 者 に 対 す る 教 育 的 支 援 が 法 規 に 明 文

化 さ れ た こ と も 、ま さ に 時 代 の 推 移 に よ る も の で あ る 。平 成 1 8 年 度 か ら 、通 級 に よ る 指 導

の 対 象 に L D と A D HD が 新 た に 加 え ら れ 、 翌 年 度 に は 、 学 校 教 育 法 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 特

別 支 援 教 育 制 度 が 始 ま っ た 。 こ れ に よ り 、 従 来 の 盲 ・ 聾 ・ 養 護 学 校 の 制 度 は 複 数 の 障 害 種

別 を 受 け 入 れ る こ と が で き る 特 別 支 援 学 校 の 制 度 に 転 換 さ れ 、 ま た 小 ・ 中 学 校 等 に お い て

も 特 別 支 援 教 育 を 推 進 す る こ と が 法 律 上 明 確 に 規 定 さ れ た 8。即 ち 、学 生 た ち は「 障 害 の あ

る 幼 児 児 童 生 徒 の 自 立 や 社 会 参 加 に 向 け た 主 体 的 な 取 組 を 支 援 す る と い う 視 点 」 を 持 た ね

ば な ら ず 、 か つ 「 幼 児 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ を 把 握 し 、 そ の 持 て る 力 を 高 め 、

生 活 や 学 習 上 の 困 難 を 改 善 又 は 克 服 す る た め 、 適 切 な 指 導 及 び 必 要 な 支 援 を 行 う 」 こ と に

配 慮 し て 9、教 育 の 機 会 均 等 に 対 す る 理 解 を 深 め て い か ね ば な ら な い 。し か し 障 害 の あ る 者

へ の 教 育 は 、 も ち ろ ん 学 校 教 育 の 範 囲 に 留 ま る も の で は な く 、 社 会 教 育 や 家 庭 教 育 と の 協

働 を 踏 ま え た 生 涯 学 習 的 な 観 点 か ら 考 察 さ れ ね ば な ら な い 。 障 害 の 有 無 に よ る こ と な く 、

各 人 が 生 き 生 き と 活 躍 で き る 「 共 生 社 会 」 1 0の 形 成 の 方 途 と 目 さ れ る 教 育 の 社 会 的 な 使 命

と 責 任 は 非 常 に 大 き く 、 教 育 観 の 形 成 に お け る 重 要 な 要 素 だ と い え よ う 。  

 

３．考察――教員養成課程における教育基本法の活用について  

 我 が 国 は 1 8 7 2 年 の 学 制 の 制 定 を も っ て 、教 育 を 国 家 の 制 度 と し て 位 置 付 け た 。ま た 、国

民 の 教 育 や 学 習 の 場 や 機 会 を 制 度 的 に 組 織 し 、 戦 前 の 勅 令 主 義 を 経 て 、 今 日 の 法 律 主 義 に

基 づ く 学 校 教 育 制 度 を 中 心 と し た 公 教 育 制 度 を 確 立 し て き た 。 畢 竟 、 公 教 育 の 運 営 が 制 度

に 由 来 す る も の で あ る 以 上 、 教 育 の 目 的 お よ び 理 念 が 法 的 ・ 制 度 的 に 規 定 さ れ て い る こ と

も 踏 ま え た 上 で 、 教 育 者 お よ び 学 生 た ち は 自 身 の 教 育 観 を 描 い て い か ね ば な ら な い 。  

 他 方 で 、 教 育 者 お よ び 学 生 た ち が 自 己 の 教 育 観 を 構 築 す る と き 、 自 身 の 教 育 に 関 わ る 体

験 に 依 拠 す る こ と も 確 か で あ る 。 体 験 は 私 的 な も の で あ る 点 に お い て 、 制 度 と い う 公 的 な

も の と は 対 照 的 で あ り 、 恣 意 性 の 排 除 を 特 徴 と す る 法 規 と は 相 容 れ ぬ よ う に も 思 わ れ る 。

だ が 、 教 育 法 規 を は じ め と し た 、 大 学 等 の 教 員 養 成 課 程 に お け る 学 習 を 通 し て 獲 得 し た 知

識 や 技 能 だ け を も と に 、 自 ら の 教 育 観 を 描 き 、 説 明 す る 能 力 を 培 う こ と も ま た 不 可 能 と い

え る 。 な ぜ な ら 、 教 育 者 を 志 望 し た 理 由 そ の も の が 、 既 に 恣 意 的 で 個 別 的 な も の だ か ら で
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あ る 。 安 部 は 、 教 育 観 の 形 成 に は 「 教 師 ・ 保 育 者 へ の 憧 れ 」 「 教 育 ・ 保 育 へ の 憧 れ 」 「 体

験 的 に 教 師・保 育 者 、教 育・保 育 、子 ど も と の 関 係（ 子 ど も と 過 ご す こ と ）に 憧 れ た こ と 」

な ど の 、 学 習 に よ っ て 到 達 す べ き 「 教 育 観 」 を 獲 得 す る 以 前 に 、 個 別 的 な 体 験 を 通 し て 既

に 抱 い て い た も の が 影 響 す る こ と を 指 摘 す る 。 ま た 、 学 習 に よ っ て 到 達 す る イ メ ー ジ が 変

容 す る に せ よ 、 初 志 が 変 わ る と い う よ り は 、 「 多 く の 場 合 、 目 指 す 価 値 や 教 師 ・ 保 育 者 像

な ど が 詳 細 に 、 多 様 に 、 ま た は 明 確 に な る こ と と 考 え ら れ る 」 と し て 捉 え ら れ る こ と を 示

唆 す る 1 1。 翻 っ て 考 え れ ば 、 教 育 観 の 形 成 と は 、 教 育 の 理 念 、 思 想 、 歴 史 、 制 度 、 法 規 、

経 営 な ど の 諸 理 論 に 由 来 す る 客 観 的 な 事 柄 と 、教 育 に 対 す る 私 的 な 経 験 、憧 憬 、イ メ ー ジ 、

価 値 観 な ど に 由 来 す る 主 観 的 な 事 柄 と を 統 一 す る 営 為 と し て 解 釈 し え よ う 。 即 ち 、 学 生 の

内 面 に は 、 ま ず 後 者 が あ り 、 次 に 前 者 が 現 れ て 、 次 第 に 両 者 が 結 合 し て ひ と つ の 紐 帯 が 形

作 ら れ る こ と に よ っ て 、 自 己 の 教 育 観 が 形 成 さ れ て く る の で あ る 。 教 育 法 規 は 最 初 か ら 理

念 を も っ て 教 育 を 観 念 的 に 語 る が 、 学 生 た ち は ま ず 体 験 を も っ て 教 育 を 実 在 的 に 語 り 、 し

か し て 専 門 的 な 知 識 や 技 能 の 会 得 を も っ て 教 育 を 理 論 的 に 語 り 直 し て い く の で あ る 1 2。 こ

の と き 、 形 成 の 核 と な る の は 各 人 の 主 観 的 な 教 育 観 で あ る 。 教 員 養 成 課 程 で の 学 習 か ら 得

ら れ た あ ら ゆ る 知 識 や 技 能 は 、 畢 竟 、 学 生 た ち が 自 ら の 教 育 観 を 教 育 者 と し て の 教 育 観 へ

と 昇 華 し て い く こ と を 期 し て 提 示 さ れ る 、 或 る 種 の 道 具 で あ り 方 途 な の で あ る 。  

 だ が 、 教 育 法 規 が 他 の 教 職 に 関 わ る 科 目 と 顕 著 に 異 な る の は 、 全 て の 教 育 者 に お け る 理

念 的 な 繋 が り を 形 成 し 、 国 単 位 で の 共 通 理 解 を 生 み 出 す こ と で あ る 。 教 育 基 本 法 は 国 の 教

育 政 策 を 遂 行 す る 上 で の 目 的 や 理 想 を 謳 っ た 理 念 法 で あ る 。 法 律 と い う 点 に お い て 全 国 的

に 一 律 に 同 一 内 容 の 遵 守 を 促 す も の で も あ る 。 教 育 観 は 、 各 人 が 学 習 し た 内 容 を 取 捨 選 択

し 、 自 ら の 経 験 と 結 び 付 け る こ と で 、 明 確 化 さ れ て く る 訳 だ が 、 教 育 法 規 は そ こ に お い て

恣 意 的 な 形 成 を 妨 げ え る 。 旧 法 （ 第 1 0 条 ） に も 現 行 法 （ 第 1 6 条 ） に も 、 教 育 が 不 当 な 支

配 に 服 す る こ と な く 行 わ れ る べ き こ と が 定 め ら れ て お り 、 教 育 実 践 の 観 点 か ら す る と 、 ア

カ デ ミ ッ ク ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 不 当 行 為 か ら 教 育 の 自 律 性 と 自 由 を 保 障 し 、 各 人 の 教 育 観

を 守 る た め の 規 定 で あ る と も 考 え ら れ る 。 む ろ ん 、 条 文 に あ る 「 不 当 な 支 配 」 が 具 体 的 に

ど ん な こ と を 指 す か に つ い て は 、 多 く の 議 論 を 呼 ぶ と こ ろ で あ る 。 な ぜ な ら 、 上 記 に て 概

観 し て き た 条 目 も 含 め 、 教 育 基 本 法 の 規 定 は 理 念 法 で あ る が 故 に 抽 象 的 な 内 容 に な ら ざ る

を え な い か ら だ 。 し か し 各 人 が 自 ら の 教 育 観 の 洗 練 を 図 る と い う 点 で は 、 相 互 に 見 解 を 示

し 合 う こ と で 自 他 の 教 育 に 対 す る 視 点 に 気 付 き 、 自 身 の 教 育 観 を 形 成 す る た め の 新 し い 手

掛 か り を 獲 得 し て い く 契 機 と し て 、 教 育 法 規 の 授 業 を 活 用 す る こ と も で き る だ ろ う 。  
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４．まとめ  

教 育 基 本 法 な ど の 教 育 法 規 は 、 我 が 国 の 教 育 の 目 的 や 理 念 を 伝 え る と い う 点 で 、 教 育 の

在 り 方 に 関 す る 根 本 的 な 反 省 を 促 し え る 教 材 で あ る 。 ま た 、 教 育 思 想 家 や 教 育 者 が 提 唱 す

る 教 育 観 か ら 学 び え る 教 育 の 目 的 や 理 念 と は 別 の か た ち で 、 学 生 た ち に 教 育 の 目 的 や 理 念

を 表 す も の で も あ る か ら 、 将 来 の 自 分 が 参 画 す る と こ ろ の 規 定 で あ る こ と を 顧 み れ ば 、 教

育 者 と し て の 心 構 え を 質 す も の と も な り え る 。 畢 竟 、 教 員 養 成 課 程 の 学 生 た ち に は 、 教 育

の 制 度 や 法 規 も ま た 現 場 に お け る 実 践 の 拠 り 所 と な る こ と を 認 識 し た 上 で 、 自 ら の 既 得 の

教 育 観 を 批 判 的 に 振 り 返 り 、 教 育 者 に な る た め に 必 要 な 資 質 を 培 い え る よ う に 指 導 し て い

く 必 要 が あ る 。 或 い は 、 学 生 を 指 導 す る 教 員 も ま た 、 今 日 の 教 育 課 題 と 関 連 付 け な が ら 、

自 ら の 就 業 の 在 り 方 を 根 本 的 に 考 察 し 直 す こ と が で き る 。 し か し て 、 教 育 基 本 法 に お け る

教 育 の 目 的 や 理 念 へ の 認 識 や 理 解 を 学 生 と 共 有 し 深 め 、 発 展 的 ・ 具 体 的 に 教 育 の 在 り 方 を

論 じ 合 え る よ う な 、 協 同 的 な 学 び を 体 系 的 ・ 組 織 的 に 構 築 し て い く こ と も 考 え ら れ よ う 。  

 

註  

1  森 上 史 朗 ・ 柏 女 霊 峰 『 保 育 用 語 辞 典 』 第 8 版 、 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 、 2 0 1 5 年 、 8 頁 。  
2  水 嶋 啓 「 教 育 法 規 に 基 づ く 教 職 観 の 確 立 」 『 東 海 大 学 課 程 資 格 教 育 セ ン タ ー 論 集 6』 、

東 海 大 学 、 2 0 0 7 年 、 2 8 頁 。  

3  田 中 壮 一 郎 監 修 『 改 正 教 育 基 本 法 ： 逐 条 解 説 』 、 第 一 法 規 、 2 0 0 7 年 、 3 1 頁 。  
4  文 部 科 学 省 「 教 育 基 本 法 制 定 の 要 旨 （ 昭 和 2 2 年 文 部 省 訓 令 ） 」 （ 2 0 1 7 / 0 9 / 2 1）

〔 h t t p : / / w w w. me x t . g o . j p / b _ me n u / k i h o n / a b o u t / 0 0 3 / a 0 0 3 _ 0 5 . h t m〕  
5  c f .  コ メ ニ ウ ス『 大 教 授 学 』第 1 巻 、『 世 界 教 育 選 集 』第 2 4 巻 、鈴 木 秀 勇 訳 、明 治 図 書 、

1 9 6 2 年 、 8 0 - 9 5 頁 。  
6  同 省 「 平 成 1 8 年 版 文 部 科 学 白 書 」 （ 2 0 1 7 / 0 9 / 2 1）

〔 h t t p : / / w w w . me x t . g o . j p / b _ m e n u / h a k u s h o / h t m l / h p a b 2 0 0 6 0 1 / 0 0 2 / 0 0 1 / 0 0 3 . h t m〕  
7  水 嶋 、 前 掲 註 2、 3 0 頁 。  
8  同 省 「 特 別 支 援 教 育 に つ い て （ １ ． は じ め に ） 」 （ 2 0 1 7 / 0 9 / 2 1）  

〔 h t t p : / / w w w. me x t . g o . j p / a _ me n u / sh o t o u / t o k u b e t u / 0 0 1 . h t m〕  
9  同 省 「 特 別 支 援 教 育 に つ い て 」 （ 2 0 1 7 / 0 9 / 2 1）  

〔 h t t p : / / w w w. me x t . g o . j p / a _ me n u / sh o t o u / t o k u b e t u / ma i n . h t m〕  
1 0  同 省「 共 生 社 会 の 形 成 に 向 け て 」（ 2 0 1 7 / 0 9 / 2 1）に よ る と 、「 共 生 社 会 」と は「 こ れ ま

で 必 ず し も 十 分 に 社 会 参 加 で き る よ う な 環 境 に な か っ た 障 害 者 等 が 、 積 極 的 に 参 加 ・ 貢

献 し て い く こ と が で き る 社 会 」 か つ 「 誰 も が 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 支 え 合 い 、 人 々

の 多 様 な 在 り 方 を 相 互 に 認 め 合 え る 全 員 参 加 型 の 社 会 」 と 定 義 さ れ 、 ま た 「 我 が 国 に お

い て 最 も 積 極 的 に 取 り 組 む べ き 重 要 な 課 題 」 と し て 位 置 付 け ら れ て い る 。  

〔 h t t p : / / w w w . me x t . g o . j p / b _ m e n u / s h i n g i / c h u k y o / c h u k y o 3 / s i r y o / a t t a c h / 1 3 2 5 8 8 4 . h t m〕  
1 1  安 部 孝 「 学 生 の 『 教 育 観 』 の 形 成 に つ い て の 考 察 １ ─「 教 育 原 論 （ 授 業 ） 」 の 検 討 ─」

ｍ 『 名 古 屋 芸 術 大 学 研 究 紀 要 』 第 3 8 巻 、 2 0 1 7 年 、 1 頁 。  
1 2  安 部 が「 入 試 の 面 接（ 教 員・保 育 者 養 成 課 程 を 選 択 し 、受 験 す る こ と ）の 際 に 問 わ れ る

志 望 動 機 や 、 就 職 活 動 の 際 の 履 歴 書 等 で も 語 ら れ （ 記 述 さ れ ） 、 基 本 的 に は 教 員 ・ 保 育

者 を 志 望 し た 理 由 の 背 景 と し て 、 ま た そ の 意 味 と し て 存 在 し て い る 」 （ 同 上 ） な ど と 示

唆 す る と こ ろ の 、 学 生 の 体 験 的 な 教 育 観 の 認 識 か ら 、 学 生 の 教 育 者 と し て の 教 育 観 の 形

成 が 実 際 的 に 始 ま る と 考 え ら れ る 。  
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情報基礎学におけるプログラミング教育の試み  
 

松尾 広 *  猪股  沙良 * *  

 

１. はじめに 

本 報 告 で は 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ を 情 報 基 礎 学 の 講 義 に 取 り 入 れ た 例 に つ い て 述 べ る 。  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 は 、 現 在 中 学 校 で は 2 0 1 2 年 か ら 技 術 家 庭 科 で 「 プ ロ グ ラ ム に よ る

計 測・制 御 」が 必 修 化 さ れ て お り 、小 学 校 で も 2 0 2 0 年 か ら プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 が 必 修 化 さ

れ る こ と と な っ た 1 )。 小 学 校 で は 教 科 に は し な い が 、 論 理 的 な 思 考 の 育 成 を 目 的 と し 、 社

会 の イ ン フ ラ が プ ロ グ ラ ミ ン グ に よ っ て 動 い て い る こ と を 体 験 的 に 学 ば せ る こ と を め ざ す 。 

情 報 基 礎 学 は 家 政 学 部 2 年 生 向 け に 開 講 さ れ 、 「 文 書 作 成 、 表 計 算 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ

ン 、簡 単 な 画 像 処 理 な ど 、コ ン ピ ュ ー タ の 基 本 的 な 利 用 法 に つ い て 解 説 す る 」こ と に よ り 、

「 デ ー タ の 集 計 ・ 加 工 、 グ ラ フ 作 成 、 写 真 の 加 工 を 行 い 、 そ れ ら を 組 み 合 わ せ て 体 裁 の 整

っ た 文 書 を 作 成 し た り 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を し た り で き る よ う に な る 」 こ と を 目 標 と し

て い る 講 義 で あ る 。 教 職 科 目 で あ る が 、 基 本 的 な 情 報 処 理 技 術 に つ い て ひ と と お り 扱 う こ

と か ら 、 教 職 希 望 者 以 外 に も 履 修 者 が い る 。 小 ・ 中 ・ 高 で の プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 へ の 要 望

が 強 く な る こ と が 予 想 さ れ る た め 、 今 年 度 か ら プ ロ グ ラ ミ ン グ を 体 験 し て も ら う こ と に し

た 。  

1 9 7 0 年 代 終 わ り ご ろ に マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ が 市 販 さ れ た こ ろ か ら 、中 等 教 育 で の プ ロ

グ ラ ミ ン グ 教 育 が 試 み ら れ た 。当 初 、現 在 の O f f i c e の よ う な ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム

自 体 が 存 在 し て い な か っ た の で 、 自 ら プ ロ グ ラ ム を 書 か な け れ ば な ら な か っ た が 、 制 約 の

多 い B A S I C 言 語 で 動 く プ ロ グ ラ ム を 書 く た め の 小 手 先 の 技 を 教 え る の に 終 始 し 、デ ー タ を

処 理 す る 手 順 を 論 理 的 に 考 え る と い う と こ ろ に 重 点 を 置 く ま で に は い か な か っ た 。1 9 9 0 年

代 半 ば に W i n d o w s 9 5 が 発 売 さ れ た こ ろ か ら パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ が 急 速 に 普 及 し た 。同

じ く O f f i c e も 普 及 し て い き 、情 報 教 育 は プ ロ グ ラ ミ ン グ よ り ア プ リ ケ ー シ ョ ン を ど う 使 い

こ な す か に 重 点 が 移 っ て い っ た 2 )。  

最 近 に な っ て プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 に 急 に 注 目 さ れ る よ う に な っ て き た 背 景 の ひ と つ に 、

ソ フ ト ウ エ ア 技 術 者 不 足 が あ る 3 )。 社 会 を 支 え る シ ス テ ム に は コ ン ピ ュ ー タ は 不 可 欠 で あ

り 、 コ ン ピ ュ ー タ に は ソ フ ト ウ エ ア が 不 可 欠 で あ る た め で あ る 。 本 学 の 卒 業 生 が ソ フ ト ウ

エ ア 技 術 者 に な る こ と は あ ま り な い と は 思 わ れ る が 、 解 決 し よ う と 思 っ て い る 問 題 を 論 理
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的 に と ら え て 整 理 し 、 解 決 す る た め の 手 順 を 考 え る と い う 一 連 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の や り 方

を 身 に つ け る こ と は 、 ソ フ ト ウ エ ア 技 術 者 だ け に 限 ら ず 、 様 々 な 仕 事 を す る 能 力 を 高 め る

の に 役 立 つ と い え る 。  

 

２. 実践例  

情 報 基 礎 学 に お け る プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 実 践 例 （ 今 年 度 は 全 1 コ マ ） を 示 す 。  

Ⅰ . 導 入  

Ⅰ -a. プ ロ グ ラ ム と は  

コ ン ピ ュ ー タ は 計 算 す る 機 械 で あ り 、 計 算 す る た め に は 対 象 を デ ー タ と し て 表 現 す る こ

と と 、 デ ー タ を 処 理 す る 方 法 ・ 手 順 （ ア ル ゴ リ ズ ム ） の 両 方 が 必 要 で あ り 、 そ の 2 つ を 組

み 合 わ せ た も の が プ ロ グ ラ ム で あ る こ と を 説 明 す る 。  

Ⅰ -b. プ ロ グ ラ ム を ど う や っ て 記 述 す る か  

コ ン ピ ュ ー タ が 直 接 実 行 で き る 形 式 の プ ロ グ ラ ム は 人 間 に と っ て は 扱 い に く い の で 、 人

間 が 読 み や す い 形 で プ ロ グ ラ ム を 記 述 （ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 を 用 い て コ ー デ ィ ン グ ） し 、

コ ン ピ ュ ー タ は そ れ を 実 行 可 能 な 形 に 変 換 す る 方 法 が 使 わ れ て い る こ と を 述 べ る 。  

次 に 、 デ ー タ や ア ル ゴ リ ズ ム を ど う 記 述 す る か に は 多 く の 考 え 方 （ プ ロ グ ラ ミ ン グ パ ラ

ダ イ ム ） 、 例 え ば 手 続 き 型 、 関 数 型 、 論 理 型 な ど が あ り 、 そ れ に 伴 っ て 多 く の プ ロ グ ラ ミ

ン グ 言 語 が 存 在 す る こ と を 紹 介 し 、 簡 単 な 特 徴 を 述 べ る 。 ま た 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ パ ラ ダ イ

ム の 中 の 重 要 な 考 え 方 と し て オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 に つ い て 取 り 上 げ る 。 オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 と

は 、 オ ブ ジ ェ ク ト （ デ ー タ と そ れ を 操 作 す る 方 法 で あ る メ ソ ッ ド を 組 み に し た も の ） に メ

ッ セ ー ジ を 送 る 形 で プ ロ グ ラ ム を 記 述 す る も の で 、 プ ロ グ ラ ム の 生 産 性 を 上 げ る （ 大 雑 把

に 言 え ば 、 プ ロ グ ラ ム が デ ー タ の 「 型 」 に 依 存 す る の を 減 ら し 、 使 い ま わ し が 効 く よ う に

す る ） の が 目 的 の プ ロ グ ラ ミ ン グ パ ラ ダ イ ム で あ る 。  

Ⅰ -c. プ ロ グ ラ ミ ン グ 環 境 「 ス ク ラ ッ チ 」 の 紹 介  

プ ロ グ ラ ム を 書 い て 、 実 行 さ せ 、 必 要 に 応 じ て デ バ ッ グ す る 一 連 の 作 業 を 行 う シ ス テ ム

を プ ロ グ ラ ミ ン グ 環 境 と 呼 ぶ 。 今 回 は マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学 で 開 発 さ れ た プ ロ グ ラ ミ

ン グ 環 境 「 ス ク ラ ッ チ 」 4 )を 利 用 す る こ と に し た 。  

ス ク ラ ッ チ は オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 で あ り 、 オ ブ ジ ェ ク ト や プ ロ グ ラ ム の 部 品 が 目 に 見 え る

形 を し て い て 、 パ ズ ル を 組 み 合 わ せ る よ う に し て プ ロ グ ラ ム を 組 む こ と の で き る ビ ジ ュ ア

ル な 環 境 で あ る 。 大 規 模 な プ ロ グ ラ ム を 組 む た め の 枠 組 み が 省 略 さ れ て は い る が 、 直 感 的
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に プ ロ グ ラ ミ ン グ で き る こ と 、 ウ ェ ブ ブ ラ ウ ザ か ら 操 作 で き 、 手 元 の コ ン ピ ュ ー タ に 何 も

イ ン ス ト ー ル す る 必 要 が な い こ と 、 無 料 で 利 用 で き る こ と な ど か ら 、 小 中 学 校 で も 使 わ れ

て お り 、 NH K の 教 育 テ レ ビ で も ス ク ラ ッ チ を 教 材 に し た 教 育 番 組 5 )が 作 ら れ て い る 。  

Ⅱ . 課 題 1 ア ニ メ ー シ ョ ン を 作 る  

N H K の 番 組 の 中 か ら 2 つ テ ー マ を ピ ッ ク ア ッ プ し て 、大 学 生 向 け に ア レ ン ジ し て 利 用 し

た 。 最 初 の 課 題 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 の プ ロ グ ラ ミ ン グ パ ラ ダ イ ム を 理 解 し て も ら う の が

ね ら い で あ る 。  

ス ク ラ ッ チ で は ス プ ラ イ ト が 一 つ の オ ブ ジ ェ ク ト に な っ て お り 、 い く つ か の コ ス チ ュ ー

ム （ 見 た 目 ） や 自 分 自 身 の 位 置 を デ ー タ と し て 持 っ て い る こ と 、 ス プ ラ イ ト が ど う 動 く か

は ス プ ラ イ ト 自 身 が 持 っ て い る プ ロ グ ラ ム （ メ ソ ッ ド ） に よ っ て 決 ま る こ と 、 そ し て ア ニ

メ ー シ ョ ン は ス タ ー ト ボ タ ン か ら イ ベ ン ト （ メ ッ セ ー ジ ） を 送 る こ と に よ り 始 ま る こ と を

説 明 す る 。  

次 に 実 例 を 示 し な が ら 、 操 作 方 法 に つ い て 説 明 し 、 自 力 で ス プ ラ イ ト が 1 つ だ け の プ リ

ミ テ ィ ブ な ア ニ メ ー シ ョ ン を 作 っ て も ら う 。  

こ れ が 動 く よ う に な っ た ら 、 ス プ ラ イ ト を 追 加 さ せ る 。 コ ス チ ュ ー ム を 作 画 、 プ ロ グ ラ

ム を 組 み 合 わ せ て ス プ ラ イ ト を 生 成 し 、 ス タ ー ト ボ タ ン か ら メ ッ セ ー ジ を 送 る こ と で 動 作

さ せ る 原 理 が 理 解 で き て い れ ば 、 ア ニ メ ー シ ョ ン の 拡 張 は 比 較 的 簡 単 で あ る 。 デ ザ イ ン や

プ ロ グ ラ ム の パ ラ

メ ー タ を 変 え る こ

と で 、 オ リ ジ ナ リ

テ ィ を 出 せ る こ と

を 体 験 で き る 。 そ

れ と 同 時 に 、 調

整 ・ テ ス ト を 繰 り

返 し な が ら 、 プ ロ

グ ラ ム の 完 成 度 を

上 げ て い く 手 法 も

学 ぶ こ と が で き る 。 

 

 図 1 .  ス ク ラ ッ チ に よ る ア ニ メ ー シ ョ ン  
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Ⅲ . 課 題 2 正 多 角 形 を 描 く  

2 番 目 の 課 題 は 正 多 角 形 を 描 く プ ロ グ ラ ム で 、 問 題 を 論 理 的 に と ら え て 整 理 し 、 ア ル ゴ

リ ズ ム を 考 え る こ と が ね ら い で あ る 。 ス ク ラ ッ チ で は ス プ ラ イ ト が ペ ン を 持 っ て お り 、 ペ

ン を 下 ろ し な が ら 移 動 す る と 軌 跡 が 残 る よ う に な っ て い る 。  

ま ず 正 三 角 形 を 書 く プ ロ グ ラ ム に つ い て 示 し 、 基 本 的 な ア ル ゴ リ ズ ム 「 “ L 歩 進 ん だ ら

1 2 0 度 回 転 す る ” こ と を 3 回 繰 り 返 す 」 を 理 解 し て も ら う 。  

  

 

次 に 同 様 の や り 方 で 、 任 意 の 正 N 角 形 （ N > 2） が 書 け る よ う に す る た め に は ど う し た ら

い い か 、投 げ か け る 。「“ 何 歩 か 進 ん だ ら 何 度 か 回 転 す る ”こ と を N 回 繰 り 返 す 」こ と は

す ぐ 予 想 で き る の で 、何 度 回 転 す べ き か 、正 N 角 形 を あ る 大 き さ に 収 め る の に 何 歩 進 め る

べ き か に つ い て 考 え て も ら う 。  

そ の 解 答 を 数 式 で 説 明 し た の ち（ 補 足 を 参 照 ）、任 意 の 正 N 角 形 が 描 け る よ う に プ ロ グ

ラ ム を 修 正 さ せ る 。N の 値 を 変 数 N に 格 納 し て お き 、プ ロ グ ラ ム の 外 か ら 変 数 N の 値 を 変

え る だ け で 正 N 角 形 を 描 く よ う に し 、汎 用 性 を 持 た せ る 。ま た N が 3 以 上 の 整 数 で あ る こ

と を 調 べ 、 条 件 を 満 た さ な い 場 合 に は 描 画 し な い よ う に す る エ ラ ー 処 理 も 追 加 す る 。  

  

図 2 .  正 三 角 形 を 描 く プ ロ グ ラ ム  

図 3 .  正 N 角 形 を 描 く プ ロ グ ラ ム  

N の 値 を 設 定 で き る  
ス ラ イ ダ  
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３. 考察  

情 報 基 礎 学 の 授 業 1 回 目 で コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 状 況 の ア ン ケ ー ト を 取 っ て い る が 、 プ ロ

グ ラ ミ ン グ を し て い る と 回 答 し た 学 生 は い な か っ た 。 プ ロ グ ラ ミ ン グ 初 心 者 を 対 象 に し た

こ と に な る が 、 直 感 的 に プ ロ グ ラ ミ ン グ で き る ス ク ラ ッ チ を 利 用 し た こ と も あ り 、 完 成 度

は と も か く 、 学 生 全 員 自 分 で 作 っ た プ ロ グ ラ ム を 動 か す 体 験 が で き た 。  

ひ と と お り 動 く よ う に な っ た ら 、 あ ち こ ち ち ょ っ と ず つ プ ロ グ ラ ム を い じ っ て 、 い ろ い

ろ 試 し て み る 学 生 （ 特 に 生 活 美 術 学 科 の ク ラ ス ） が 出 て き た の が 非 常 に 良 か っ た 。 ス ク ラ

ッ チ を 用 い た プ ロ グ ラ ミ ン グ は 、 学 生 が 興 味 に 応 じ て 主 体 的 に 課 題 に 取 り 組 む の に も 向 い

て い る と 思 わ れ る 。  

難 点 は デ バ ッ グ が や り に く い こ と で 、 教 員 側 が 想 定 さ れ る ト ラ ブ ル に 対 し て 対 処 で き る

よ う に 慣 れ て お く 必 要 が あ る 。  

 

４. まとめ  

小 ・ 中 ・ 高 で の プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 へ の 要 望 が 強 く な る こ と が 予 想 さ れ る た め 、 本 報 告

で は プ ロ グ ラ ミ ン グ を 情 報 基 礎 学 の 講 義 に 取 り 入 れ た 例 に つ い て 述 べ た 。 プ ロ グ ラ ミ ン グ

環 境 と し て ス ク ラ ッ チ を 利 用 し た 。 小 学 校 で も 使 わ れ て い る も の で 、 大 学 生 に は 物 足 り な

い の で は な い か と 思 わ れ た が 、 短 時 間 で ア ル ゴ リ ズ ム を 考 え 、 試 し 、 視 覚 的 に 結 果 を 確 認

で き る 点 で 、 有 効 で あ っ た 。 解 決 し よ う と 思 っ て い る 問 題 を 論 理 的 に と ら え て 整 理 し 、 解

決 す る た め の 手 順 を 考 え る と い う 一 連 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の や り 方 を 学 ぶ こ と は 、 学 生 に と

っ て 良 い 体 験 に な っ た と 思 わ れ る 。  
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補足  

正 N 角 形 を 描 く の に 、三 角 関 数 を 使 っ て 頂 点 を 求 め 、直 線 で 結 ぶ 方 法 が 考 え ら れ る が 、

正 三 角 形 を 描 く ア ル ゴ リ ズ ム を 一 般 化 す る に は ど う し た ら い い か を 考 え て も ら う の が

ね ら い で あ る し 、そ も そ も ス ク ラ ッ チ で は 実 数 や 三 角 関 数 、指 数・対 数 が 計 算 で き な い 。  

正 N 角 形 を あ る 大 き さ に 収 め る こ と を 、 Z を 中 心 と す る 半 径 r の 円 に 内 接 さ せ る と 考

え る 。  

 

正 N 角 形 の 頂 点 と 円 の 中 心 Z を 結 ん で で き る N 個 の 三 角 形 は 二 等 辺 三 角 形 で 、Z に 接

し て い る 頂 点 の 角 度 α は  と な る 。  

正 N 角 形 を 書 く た め 、 点 A か ら 右 に 水 平 に L だ け 進 ん だ あ と 、 点 B で 水 平 か ら ど れ

だ け 曲 が る べ き か は 、 三 角 形 の 内 角 の 和 が π に な る こ と か ら 、 α だ け 曲 が れ ば い い と 示

さ れ る 。  

次 に L は い く ら に す べ き か を 考 え る 。直 感 的 に は N が 大 き く な る と 正 N 角 形 は 円 に 近

づ く の で 、L が 一 定 の 値 だ と 円 周 ≒ 正 N 角 形 の 大 き さ は N に 比 例 し て 大 き く な る 。つ ま

り 、 L を N に 反 比 例 さ せ て 小 さ く す れ ば 正 N 角 形 の 大 き さ を 一 定 に 保 て る 。  

 

念 の た め 、 三 角 関 数 を 使 っ て 表 す と 、  と な る 。  

 は マ ク ロ ー リ ン 展 開 す る と 、  で あ る 。 N が 大 き い と き  

 と 近 似 で き る こ と か ら 、 L を N に 反 比 例 さ せ る こ と は 妥 当 と い え る 。  

─ 250 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1
 
 

 *東北生活文化大学短期大学部 講師  

インクルーシブ教育における領域「人間関係」の指導について  
－障害児保育と保育者の専門性に関する一考察－  

 

 大瀬戸  美紀 *  

 

１. はじめに 

 保 育 の 現 場 に お い て 、 イ ン ク ル ー ジ ョ ン は 広 く 認 識 さ れ て い る 。 そ の 背 景 と し て 、 2 0 1 0

（ 平 成 1 2）年 の「 障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 」へ の 批 准 や そ れ に 伴 う 国 内 に お け る 法 整 備

な ど が あ げ ら れ る 。特 に 2 0 1 4（ 平 成 2 6）年 の「 障 害 児 支 援 の 在 り 方 に 関 す る 検 討 会 」で 出

さ れ た 「 今 後 の 障 害 児 支 援 の 在 り 方 に つ い て （ 報 告 書 ） ～ 『 発 達 支 援 』 は 必 要 な 子 ど も の

支 援 は ど う あ る べ き か ～ 」 に お い て 「 イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 推 進 」 が 基 本 理 念 と し て 示 さ れ

た こ と に よ り 、保 育 現 場 に お け る 障 害 の あ る 子 ど も の 受 け 入 れ の 拡 大 が 提 起 さ れ た（ 垂 見・

橋 本 , 2 0 1 7） 1 ） 。  

ま た 、 2 0 1 2（ 平 成 2 4）年 に 出 さ れ た「 中 央 教 育 審 議 会 初 等 中 等 教 育 分 科 会 」の「 共 生 社

会 の 形 成 に 向 け た イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム 構 築 の た め の 特 別 支 援 教 育 の 推 進（ 報 告 ）」

で は 、 「 （ 前 略 ） イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム に お い て は 、 同 じ 場 で 共 に 学 ぶ こ と を 追 求

す る と と も に 、 個 別 の 教 育 的 ニ ー ズ の あ る 幼 児 児 童 生 徒 に 対 し て 、 自 立 と 社 会 参 加 を 見 据

え て 、 そ の 時 点 で 教 育 的 ニ ー ズ に 最 も 的 確 に 応 え る 指 導 を 提 供 で き る 、 多 様 で 柔 軟 な 仕 組

み を 整 備 す る こ と が 重 要 で あ る 」 と し て い る 。 つ ま り 、 同 じ 場 で 共 に 学 ぶ こ と だ け が 目 的

な の で は な く 、 将 来 的 に は 、 障 害 の あ る 幼 児 が 自 立 し 、 社 会 参 加 で き る よ う に な る こ と が

重 要 な の だ 。 そ の た め に は 、 社 会 の 成 員 一 人 一 人 が 障 害 の あ る 幼 児 を 受 け 容 れ て い く 必 要

が あ る 。  

し か し 、 保 育 現 場 で 障 害 児 担 当 の 職 員 が い た り す る 場 合 に は 、 子 ど も た ち の 中 に 、 「 障

害 児 は 先 生 が 相 手 を す る も の 」 と い う 意 識 が つ く ら れ や す く 、 保 育 者 自 身 が 「 障 害 児 へ の

対 応 は 、 子 ど も た ち に は 難 し い 」 と い う い わ れ の な い 思 い 込 み に と ら わ れ 、 自 分 一 人 で か

か え 込 も う と し て い た り す る 事 例 が 報 告 さ れ て い る （ 杉 田 , 2 0 1 0） 2 ） 。  

幼 稚 園 教 育 要 領 の 人 と の か か わ り に 関 す る 領 域 「 人 間 関 係 」 に お い て 、 「 身 近 な 人 と 親

し み 、 か か わ り を 深 め 、 愛 情 や 信 頼 感 を 持 つ 」 こ と は 、 ね ら い の ひ と つ と さ れ て い る 。 こ

れ は「 障 害 の あ る な し 」に 関 わ ら ず 、す べ て の 幼 児 に 保 障 さ れ な け れ ば な ら な い 。つ ま り 、
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障 害 の あ る 幼 児 は 「 個 別 の 教 育 的 ニ ー ズ 」 と し て 、 身 近 な 人 と 良 好 な 人 間 関 係 を 構 築 す る

こ と な ど を 持 っ て い る と 捉 え る こ と が で き る 。  

そ こ で 、 本 著 に お い て は 保 育 現 場 に お け る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム が も つ 「 多 様 で

柔 軟 な 仕 組 み 」 に つ い て 、 主 に 「 人 間 関 係 」 の 領 域 か ら 提 言 し て い き た い と 思 う 。  

 

２. 障害のある子どもと保護者との人間関係 

 保 育 現 場 は 教 育 ・ 保 育 理 念 や 方 針 が 独 自 性 ・ 多 様 性 に 富 む た め 、 「 特 別 な 支 援 」 受 容 の

制 度 的 要 請 に 対 す る 保 育 現 場 の 反 応 も 多 様 で あ る と さ れ る（ 垂 見・橋 本 , 2 0 1 9）1 ）。し か し 、

保 育 士 が 保 育 上 何 ら か の 特 別 な 支 援 が 必 要 だ と 認 識 し て い る 「 気 に な る 子 ど も 」 の 保 護 者

と の 関 係 に お い て 、 保 育 士 が 「 困 り 感 」 を 抱 い て い る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 木 曽 , 2 0 1 1）

3 ） 。「 特 別 な 支 援 」や「 個 別 の 教 育 的 ニ ー ズ 」は 、保 育 現 場 に お け る 保 育 者 の 配 慮 だ け で

完 結 す る も の で は な く 、 保 護 者 と の 信 頼 関 係 の 下 、 理 解 や 協 力 を 求 め て い く こ と が 必 要 不

可 欠 と な っ て く る 。 「 人 間 関 係 」 の 領 域 で は 、 「 人 と か か わ る 力 の 基 礎 は 、 自 分 が 保 護 者

や 周 囲 の 人 々 に 温 か く 見 守 ら れ て い る と い う 安 定 感 か ら 生 ま れ る 」 と さ れ て い る 。  

障 害 児 教 育 の 協 力 者 と し て の 保 護 者 の 障 害 受 容 に 関 す る 心 理 学 的 研 究 は 、1 9 5 0 年 代 半 ば

か ら 行 な わ れ て き た 。 そ し て 、 現 代 に お い て も 保 護 者 の 障 害 受 容 の 問 題 は 重 要 な テ ー マ と

な っ て い る 。 子 ど も の 障 害 の 受 容 の 困 難 さ は 、 先 行 研 究 に よ っ て 多 く 報 告 さ れ て い る （ 中

田 , 1 9 9 5） 4 ） 。例 え ば 、軽 度 発 達 障 害 の 疑 わ れ る 子 ど も の 保 護 者 が 子 ど も の 持 つ 特 性 に 気 づ

き に く く 、 自 責 観 や 罪 悪 感 を 抱 く 場 合 や 外 見 上 に 障 害 が 現 れ な い こ と 等 に よ る 障 害 の 分 か

り に く さ か ら 、母 親 の 障 害 受 容 が 困 難 で あ る と 言 わ れ て い る（ 木 曽 ， 2 0 1 1） 3 ） 。そ の よ う

な 中 で 保 育 者 に 求 め ら れ る 「 子 ど も と 保 護 者 と の 良 好 な 関 係 の 構 築 」 の 支 援 に つ い て ど の

よ う な こ と が 考 え ら れ る で あ ろ う か 。  

筆 者 は 、 ま ず 保 護 者 の 心 に 寄 り 添 う こ と が 大 切 だ と 考 え る 。 例 え 、 保 護 者 が 子 ど も の 存

在 を 否 定 的 に 捉 え て い た と し て も 、 説 教 を し た り 、 否 定 的 な メ ッ セ ー ジ を 発 す る の で は な

く 、 保 護 者 の 話 を 傾 聴 し 、 「 子 ど も の 障 害 を 受 け 容 れ ら れ な い 」 理 由 に つ い て 共 感 的 に 理

解 す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。 前 述 し た よ う に 「 子 ど も の 障 害 を 受 け 容 れ ら れ な い 」

時 、保 護 者 は 自 責 観 や 罪 悪 感 を 抱 い て い る 場 合 が あ る 。そ の よ う な 場 合 に「 許 す こ と 」は 、

保 護 者 の 心 の 負 担 を 軽 く し 、 子 ど も と 共 に 生 き て い く よ う な 前 向 き な 姿 勢 を 形 成 す る 重 要

な 態 度 で あ る と 思 わ れ る 。  

ま た 、 子 ど も の よ い と こ ろ を 積 極 的 に 保 護 者 に 伝 え て い く ス ト レ ン グ ス の 視 点 も 重 要 な
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考 え 方 で あ る 。 そ う す る こ と で 、 保 護 者 の 子 ど も に 対 す る 肯 定 感 が 醸 成 さ れ 、 親 子 関 係 が

よ り よ く な る こ と が 期 待 さ れ る か ら で あ る 。 こ の よ う に 保 育 者 が 保 護 者 と の 信 頼 関 係 を も

と に 親 子 関 係 に つ い て 介 入 し て い く こ と は 子 ど も や 保 護 者 に と っ て 必 要 な 保 育 技 術 で あ り 、

領 域 「 人 間 関 係 」 に お い て も 他 の 教 科 と 連 携 し つ つ 、 こ の よ う な 力 を 学 生 た ち に つ け て い

く こ と が 課 題 の ひ と つ で あ る と 考 え る 。  

 

３．障害のある子どもと他の幼児との人間関係 

 従 来 の 障 害 児 保 育 に お い て は 、障 害 の あ る 子 ど も と 保 護 者 へ の 関 わ り に 焦 点 が 当 て ら れ

て き た 。 し か し 、 周 囲 の 人 た ち が 、 障 害 の あ る 子 ど も や 保 護 者 に 向 け て い る 偏 見 を 取 り 除

く よ う な 取 り 組 み も 重 要 で あ る と 指 摘 さ れ て い る（ 杉 田 , 2 0 1 0） 2 ） 。ま た 、障 害 の あ る 子 ど

も の 養 育 者 に 対 す る 調 査 に お い て 、 子 ど も の 障 害 の 状 態 に か か わ ら ず 、 「 相 談 ・ 交 流 ・ 情

報 」 （ 相 談 ・ 情 報 提 供 と 子 ど も 同 士 あ る い は 養 育 者 同 士 の 交 流 ） の ニ ー ズ が あ る こ と が 指

摘 さ れ て い る（ 古 寺 , 2 0 1 0） 5 ） 。つ ま り 、「 障 害 の あ る な し 」に か か わ ら ず 、子 ど も 同 士 の

交 流 が 望 ま れ て い る と い う こ と だ 。だ が 一 方 で 、他 の 子 ど も は 障 害 の あ る 子 ど も に 対 し て 、

ど の よ う な 意 識 を 持 っ て い る の だ ろ う か 。 例 え ば 、 障 害 の あ る 子 ど も に 対 し て 他 の 子 ど も

が 「 障 害 児 は 先 生 が 相 手 を す る も の 」 と い っ た 感 情 を 抱 く 事 例 が 報 告 さ れ て い る こ と に つ

い て は 前 述 し た 通 り で あ る 。 ま た 、 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 な ど の 障 害 を 持 っ て い る 場 合 は 、

現 実 的 に 他 の 子 ど も と の 関 係 づ く り が 難 し い と い っ た 問 題 が 出 て く る 。  

 そ こ で 大 切 な 視 点 は 、 「 障 害 を 軽 減 ・ 除 去 し 、 標 準 に 近 づ け る に は ど う し た ら よ い か 」

と い う 発 想 か ら 「 個 人 の 幸 福 追 求 を 最 大 化 す る 条 件 と は な に か 」 と 問 を 変 え 、 そ の 条 件 を

能 力 獲 得 に 一 元 化 せ ず 多 様 な 実 現 方 法 を さ ぐ る（ 川 田 , 2 0 1 4） 6 ） こ と で あ る 。そ れ は「 で き

る /で き な い 」 「 適 応 /不 適 応 」 と い っ た 二 項 対 立 的 な ま な ざ し か ら 、 保 育 者 を 自 由 に す る

（ 吉 川 ・ 上 村 ・ 川 田 , 2 0 1 7） 7 ） こ と で も あ る 。 領 域 「 人 間 関 係 」 で は 、 「 人 と か か わ る 力 」

を 育 て る こ と を 意 識 し な が ら 、 他 方 で 一 個 の 人 格 が 他 者 や 社 会 と 向 き 合 い な が ら 関 係 を 切

り 結 ん で い く 「 集 団 づ く り 」 の レ ベ ル ま で 議 論 さ れ る こ と が 要 求 さ れ る よ う に な っ て く る

（ 加 藤 , 2 0 0 9） 8 ） と の 指 摘 が あ る が 、こ の な か に「 共 生 社 会 の 構 築 」と い っ た 視 点 も 入 れ て

話 し 合 わ れ る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

 し か し 、 最 終 的 に 「 集 団 づ く り 」 を 考 え る 上 で 、 「 ル ー ル を 守 る こ と が 難 し い 子 ど も 」

や 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 難 し い 子 ど も 」 を 保 育 集 団 の 中 で 「 特 別 な 配 慮 」 を し な が ら 孤

立 化 さ せ な い 指 導 は 、 大 変 難 し い 課 題 の ひ と つ で あ る 。 そ こ で 、 ま ず 障 害 の あ る 子 ど も を
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担 当 す る 保 育 者 を 孤 独 に さ せ な い こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。 現 状 と し て 多 く の 難 し さ を

抱 え る 障 害 児 保 育 を 特 定 の 保 育 者 一 人 で 抱 え 込 ま せ な い こ と は 、 他 の 子 ど も た ち に 障 害 の

あ る 子 ど も を 特 別 視 さ せ な い こ と や 保 育 者 集 団 の 「 で き る /で き な い 」 「 適 応 /不 適 応 」 と

い っ た 二 項 対 立 的 な 考 え 方 を 変 え て い く 契 機 に な る で あ ろ う 。  

ま た 、障 害 の あ る 子 ど も に つ い て は 、そ の 子 ど も の こ と を よ く 知 ら な い こ と か ら く る「 偏

見 」 の 問 題 も 大 き な 課 題 の ひ と つ だ と 考 え る 。 こ れ に つ い て は 、 子 ど も と の 関 わ り 方 の 工

夫 や コ ツ 、 子 ど も の 個 性 な ど を 他 の 子 ど も た ち に 分 か り や す い よ う に 伝 え て い く よ う な 障

害 児 理 解 教 育 の 試 み も 必 要 で あ ろ う 。 保 育 者 が 障 害 の あ る 子 ど も と 他 の 子 ど も の 人 間 関 係

を 適 切 に 仲 立 ち す る こ と で 、 子 ど も の 育 つ 人 的 環 境 の 方 が 障 害 の あ る 子 ど も に と っ て 、 よ

り よ く 変 容 し て い く と 思 わ れ る 。 こ の よ う な 視 点 も 領 域 「 人 間 関 係 」 の 指 導 内 容 に 、 重 点

的 に 組 み 込 ん で い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。  

 

４．まとめ  

保 育 現 場 で イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 推 進 し て い く の に 、 「 個 別 の 教 育 的 ニ ー ズ の あ る 幼 児

児 童 生 徒 に 対 し て 、 （ 中 略 ） そ の 時 点 で 教 育 的 ニ ー ズ に 最 も 的 確 に 応 え る 指 導 を 提 供 で き

る 、 多 様 で 柔 軟 な 仕 組 み を 整 備 す る こ と が 重 要 で あ る 」 と さ れ て い る こ と は 、 前 述 の 通 り

で あ る 。 し か し 、 「 個 別 の 教 育 的 ニ ー ズ の あ る 幼 児 」 に 対 し て 、 最 も 的 確 に 応 え る こ と が

で き る 指 導 を 提 供 す る 、 多 様 で 柔 軟 な 仕 組 み が 整 備 さ れ て い な け れ ば 、 障 害 児 保 育 に あ た

る 保 育 者 の 個 人 的 レ ベ ル の 専 門 性 に 頼 る し か な い 状 況 に な る で あ ろ う 。 先 に 述 べ た 通 り 、

障 害 児 保 育 の 現 場 で 、 障 害 の あ る 子 ど も の 担 当 保 育 者 の 一 人 で 子 ど も の 保 育 を 抱 え 込 ん で

し ま っ て い る 状 況 が 報 告 さ れ て い る （ 杉 田 , 2 0 1 0） 2 ） 。  

こ こ で 問 題 と さ れ る の は 、 多 様 で 柔 軟 な 仕 組 み が ま だ 整 備 の 不 十 分 な 現 状 に お い て 、 保

育 者 に 障 害 の あ る 子 ど も の 指 導 や 他 の 子 ど も へ の 障 害 児 理 解 教 育 な ど の 専 門 性 の な い こ と

に 起 因 す る 、 障 害 の あ る 子 ど も の 保 育 現 場 か ら の 排 除 で あ る 。 保 育 現 場 に お い て 、 障 害 の

あ る 子 ど も の「 個 別 な 教 育 的 ニ ー ズ 」に 応 え る こ と が 重 要 で あ る こ と は 周 知 の 事 実 で あ る 。

し か し 、 「 個 別 な 教 育 的 ニ ー ズ 」 は 、 あ く ま で 「 個 別 」 な も の で あ り 、 「 特 別 」 な も の で

は な い 。 障 害 の あ る 子 ど も に 対 し て は 、 保 育 現 場 に お い て 「 特 別 な 支 援 」 が 必 要 で あ る 。

だ が 、 そ れ は 子 ど も の 集 団 の 中 で 「 特 別 な 存 在 」 で あ る と い う こ と で な い こ と は 言 う ま で

も な い 。 こ の よ う な 、 保 育 者 の 個 人 的 レ ベ ル に お け る 障 害 の あ る 子 ど も に 対 す る 「 個 別 な

教 育 的 ニ ー ズ 」 や 「 特 別 な 支 援 」 の 捉 え 方 や 「 特 別 な 支 援 」 を 要 す る 際 の 指 導 の 仕 方 は 、
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他 の 子 ど も と の 人 間 関 係 に 大 き な 影 響 を 与 え る も の と 考 え る 。 こ こ に 障 害 児 保 育 に お け る

保 育 者 の 専 門 性 が 問 わ れ て く る の で は な い だ ろ う か 。  

領 域 「 人 間 関 係 」 に お い て は 、 「 個 別 な 教 育 的 ニ ー ズ 」 や 「 特 別 な 支 援 」 に つ い て 、 ど

う 理 解 し 、 ど の よ う に 実 践 し て い く か と い う モ デ ル を 多 く 示 し な が ら 、 「 多 様 で 柔 軟 な 仕

組 み 」 に つ い て 考 え る 時 間 を も つ こ と が 必 要 不 可 欠 に な っ て く る と 思 わ れ る 。  

共 生 社 会 の 形 成 を 目 指 す に お い て 、 障 害 の あ る 子 ど も を 他 の 子 ど も や 保 育 者 自 身 も 「 特

別 な 存 在 」 と し て 捉 え る こ と は 断 じ て あ っ て は い け な い 。 こ の こ と は 、 領 域 「 人 間 関 係 」

で 提 言 さ れ て い る 「 幼 児 を 取 り 巻 く 人 間 関 係 を め ぐ る 現 代 的 課 題 」 の ひ と つ と し て あ げ る

こ と が で き る と 考 え る 。 今 後 も こ の よ う な 問 題 意 識 を 持 っ て 、 こ の 課 題 に つ い て 検 討 し て

い き た い 。  
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自然に親しむ心を育むとともに、保育実践力を養う授業の試み  

―体育Ⅱの授業実践より―  
 

土屋 葉子 *  

 

１. はじめに 

幼 稚 園 教 育 要 領 解 説 第 1 章 総 説 、第 1 節 、3－ ( 2 )遊 び を 通 し て の 総 合 的 な 指 導 に お い て 、

「 幼 児 期 の 生 活 の ほ と ん ど は 、 遊 び に よ っ て 占 め ら れ て い る 。 」 と あ る が 、 幼 児 は 、 運 動

遊 び や 各 種 運 動 の 実 践 を 通 し て か ら だ を 作 り 、 体 力 を つ け ま た 、 社 会 性 も 養 っ て い く と 考

え ら れ る 。 以 前 は 「 子 ど も は 遊 び の 天 才 」 な ど と 言 わ れ 、 用 具 が な く と も 様 々 な も の で 工

夫 し て 遊 び 、 ま た 近 所 の 子 ど も と の 異 年 齢 集 団 で 遊 ぶ こ と も 多 く 、 そ の 中 で 思 い や り や 配

慮 、 上 下 関 係 等 の 社 会 性 ま で も 学 ん で い た よ う に 感 じ る 。 近 年 は 、 幼 児 の 運 動 能 力 の 低 下

が 指 摘 さ れ て お り 、 日 常 生 活 で 体 を 動 か す 機 会 の 減 少 が 考 え ら れ る 。  

内 閣 府 で 行 っ て い る 「 青 少 年 の 生 活 と 意 識 に 関 す る 基 本 調 査 」 3 )に よ る と 、 小 中 学 生 の

休 日 の 過 ご し 方 は テ レ ビ を 見 た り 、 テ レ ビ ゲ ー ム を し た り 等 室 内 で 過 ご す こ と が 増 加 し て

お り 、 外 遊 び は 減 少 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る 。  

そ こ で 筆 者 担 当 の 体 育 Ⅱ の 授 業 で は 、 将 来 保 育 者 と な る 学 生 に 、 外 遊 び の 面 白 さ 、 ま た

自 然 の 素 晴 ら し さ を 理 解 ・ 体 感 し て ほ し い と 考 え 、 積 極 的 に 学 外 の 公 園 へ 行 き 、 季 節 の 移

ろ い を 学 生 に 体 感 し て も ら う 試 み を 行 っ て い る 。 こ れ は 、 保 育 者 に な る 学 生 が 、 自 然 の 美

し さ 、 素 晴 ら し さ を 体 感 し 、 感 じ る こ と が な け れ ば 、 子 ど も た ち に そ れ を 教 え る こ と が で

き な い と 考 え て の こ と で あ る 。 こ れ は 『 子 ど も を 動 機 づ け る た め の 最 も 重 要 な 環 境 は 「 保

育 者 自 身 」 で あ る 。 保 育 者 が 戸 外 に 積 極 的 に 出 て 、 体 を 動 か し て 遊 ぶ ク ラ ス の 子 ど も は 、

よ く 体 を 動 か す 。保 育 者 の 動 き が モ デ ル と な っ て 、動 機 づ け ら れ て い る の は 明 ら か で あ る 。』

と の 指 摘 4 )で も 明 ら か で あ る 。 今 回 は そ の 実 践 報 告 で あ る 。  

 

２. 授業の内容 

( 1 )  授 業 の 概 要  

短 大 2 年 前 期 開 講 の 選 択 科 目 「 体 育 Ⅱ 」 の 1 5 回 の 授 業 内 で 2 回 、 2 か 所 の 公 園 で

の 自 然 散 策 を し て い る 。 そ の 中 で 1 回 目 に 訪 れ る 公 園 の 自 然 散 策 は 、 4 月 に 実 施 し 、
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植 物 （ 主 に 桜 ） 観 察 や 鑑 賞 を 主 と し て 行 っ て い る 。 こ の 時 の 様 子 は 、 本 学 の 保 育 内

容 （ 言 葉 Ⅱ ） で 、 四 季 折 々 に 学 生 が 見 つ け た そ の 季 節 の 風 景 を 、 ス ケ ッ チ や 写 真 で

表 す 「 春 を み つ け よ う ‼」 と い う 課 題 に も 学 生 が 提 出 ・ 発 表 し た こ と が あ り 5 )、 期 せ

ず し て 学 内 で の 授 業 連 携 に つ な が っ た と 考 え て い る 。 ま た 観 察 ・ 鑑 賞 と 並 行 し て 、

学 生 が 保 育 者 と し て「 こ の 公 園 を 子 ど も た ち と の 散 歩 コ ー ス に す る 」と い う 課 題 で 、

「 お 散 歩 マ ッ プ 作 り 」 も 行 っ て い る 。 幼 稚 園 教 育 要 領 保 育 内 容 「 健 康 」 の 第 2 章 内

容 の ( 3 )に は 、 「 進 ん で 戸 外 で 遊 ぶ 」 と い う 項 目 が あ り 、 そ の 中 で 、 「 園 庭 ば か り で

は な く 、 近 隣 の 公 園 や 広 場 、 野 原 や 川 原 な ど の 園 外 に 出 掛 け る こ と も 考 え な が ら 、

幼 児 が 戸 外 で 過 ご す こ と の 心 地 よ さ や 楽 し さ を 十 分 に 味 わ う こ と が で き る よ う に す

る こ と が 大 切 で あ る 」 と あ る 。 こ れ は 保 育 所 保 育 指 針 で も 同 様 に 記 さ れ て い る 。 し

か し 、 幼 児 の 戸 外 で の 活 動 に は 様 々 危 険 も 伴 う 。 学 生 の 目 線 で は ど の よ う な 地 図 が

作 成 さ れ る の か 、 ま た 、 子 ど も た ち に い か に 安 全 指 導 を 行 う の か に も 着 目 す る 必 要

が あ り 、学 生 の 現 状 を 確 認 し て み た 。2 回 目 は 、周 回 お よ そ 徒 歩 1 時 間 の 公 園 の 自 然

散 策 で あ る 。本 学 で は 、前 期 に 保 育 所 実 習 (Ⅰ・Ⅱ ) 4 週 間 、及 び 施 設 実 習 2 週 間 を 行

っ て お り 、 保 育 所 実 習 Ⅰ と Ⅱ の 間 、 及 び 施 設 実 習 の 間 に そ れ ぞ れ 2 週 間 ず つ 通 常 授

業 を 行 う よ う 組 ま れ て お り 、2 回 目 の 公 園 散 策 は 、こ の い ず れ か の 通 常 授 業 内 に 行 う

よ う 努 め て い る が 、 こ れ は 主 に 体 力 作 り を ね ら い と し て い る た め で あ る 。  

( 2 )  授 業 の 実 践  

1 回 目 に 散 策 す る 公 園 で の「 お 散 歩 マ ッ プ 作 り 」で は 事 前 の 指 導 は せ ず 、植 物 観 察・

鑑 賞 で 公 園 内 を 散 策 し た （ 地 図 作 り の 下 見 も 兼 ね た ） 後 に 、 公 園 の 一 部 分 の 地 図 作

り に 取 り 組 ん だ 。1 グ ル ー プ 4 名 程 度 で お よ そ 3 0～ 4 0 分 で 作 成 す る こ と と し て い る 。

こ こ で 提 出 さ れ た も の の 一 部 を 図 1・ 2 に 示 し た 。  

提 出 さ れ た も の の ほ と ん ど は 、 公 園 内 の 危 険 個 所 で の 注 意 事 項 の 記 入 と 、 そ の 対

処 法 （ 何 列 で 歩 く 等 ） で あ っ た が 、 グ ル ー プ に よ っ て は 、 そ の 場 所 で の 遊 び の 種 類

を 記 入 す る グ ル ー プ も あ っ た 。 し か し 、 そ の 公 園 に は 付 帯 設 備 で あ る ト イ レ や 水 飲

み 場 が あ っ た が 、 そ こ を 確 認 し た グ ル ー プ は 毎 回 お ら ず 、 そ の 指 摘 を 受 け て 初 め て

気 が 付 き 、 改 め て チ ェ ッ ク に 行 き 地 図 に 記 入 し て い る 状 況 で あ る 。 本 来 は 、 便 器 の

数 や ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー の 有 無 、 子 ど も た ち に と っ て 使 い 勝 手 が 良 い か 等 チ ェ ッ ク

し て ほ し い と 願 う と こ ろ で あ る が 、 子 ど も た ち と 散 歩 を す る 時 の 動 き の 予 測 が な か

な か う ま く で き ず 、 そ こ ま で 想 像 す る こ と が 難 し い よ う で あ る 。 こ れ は 、 本 授 業 内
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で 行 っ て い る 模 擬 授 業 の 鬼 ご っ こ の 指 導 案 作 成 の 中 で も 顕 著 な こ と で 、 「 予 想 さ れ

る 子 ど も の 姿 」 を な か な か と ら え ら れ な い こ と と 関 連 し て い る 。  

     

図 1                                    図 2  

2 回 目 に 散 策 す る 公 園 は 、周 回 コ ー ス が ほ と ん ど 山 道 で あ り 、ま た 様 々 な 虫 も 多 く

い る 場 所 で あ る 。 前 述 通 り 体 力 作 り を ね ら い と し て は い る が 、 学 生 に は 子 ど も た ち

と 散 歩 に 来 た 場 合 の 配 慮 事 項 を 常 に 念 頭 に 置 く よ う 指 導 し 、 散 策 を さ せ て い る 。  

こ の 2 回 の 自 然 散 策 に つ い て 特 に 授 業 内 で 感 想 を 求 め て は い な い が 、 毎 年 、 学 期

末 に 学 生 に 実 施 し て い る 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト に お い て 、 そ の 自 由 記 述 欄 の 回 答 を 見

る と 、「 山 登 り な ど 自 然 に 触 れ 合 え て と て も 楽 し か っ た 」「 散 歩 が 楽 し か っ た 」「 授

業 の 中 で 山 道 を 走 っ た り 、 ボ ー ル 遊 び を し た り と 、 普 段 あ ま り 使 わ な い 筋 肉 を 使 う

こ と が で き 、 充 実 し た 時 間 だ っ た 」 等 、 自 然 散 策 は 肯 定 的 な 意 見 が 見 ら れ る 。  

 

３．まとめ 

本 稿 で は 、体 育 Ⅱ の 戸 外 活 動 の 授 業 実 践 に つ い て 報 告 し て き た が 、「 お 散 歩 マ ッ プ 作 り 」

に つ い て は 、 本 授 業 の 形 態 が 実 技 中 心 と い う 事 も あ り 、 事 前 事 後 指 導 に つ い て は 満 足 に 行

う こ と が で き て い な い の が 現 状 で あ っ た 。 し か し 筆 者 は 今 年 度 よ り 「 保 育 内 容 （ 健 康 ） 」

を 担 当 す る こ と と な り 、 体 育 Ⅱ の 授 業 内 で は で き な か っ た 安 全 指 導 に つ い て も 両 授 業 と 関

連 し て 行 い た い と 考 え て い る 。 幼 稚 園 教 育 要 領 「 保 育 内 容 （ 健 康 ） 」 の 内 容 で も 、 「 危 険

な 場 所 、危 険 な 遊 び 方 、災 害 時 な ど の 行 動 の 仕 方 が 分 か り 、安 全 に 気 を 付 け て 行 動 す る 。」
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と い う 項 目 が あ る 。 ま た 、 国 土 交 通 省 の 、 「 都 市 公 園 に お け る 遊 具 の 安 全 確 保 に 関 す る 指

針 」 の 中 で 、 「 子 ど も は 遊 び を 通 し て 冒 険 や 挑 戦 を し 、 心 身 の 能 力 を 高 め て い く も の で あ

り 、 そ れ は 子 ど も の 価 値 の ひ と つ で あ る が 、 冒 険 や 挑 戦 に は 危 険 性 も 内 在 し て い る 。 」 と

あ る 。 子 ど も の 遊 び に お け る 安 全 を 確 保 す る た め に は 、 保 育 者 の 責 務 は 重 大 で あ る 。 し か

し な が ら 、 保 育 者 が 子 ど も の け が を 未 然 に 防 ぐ こ と に 細 心 の 注 意 を 払 っ て も 、 そ れ を 完 全

に 予 防 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。 し か し 、 様 々 な 場 面 を 予 測 し 対 応 す る こ と に よ り そ の 被

害 を 最 小 限 に 抑 え る こ と は 可 能 で あ ろ う 。 今 後 は 学 生 に 自 然 と 親 し む 機 会 を 増 や し 、 子 ど

も の 活 動 に 配 慮 し 、 予 測 す る 力 を 育 ん で い け る よ う 指 導 し て い き た い と 考 え る 。 ま た 、 危

険 回 避 予 測 ば か り で は な く 、 子 ど も の 発 達 の 過 程 、 及 び そ の 生 活 の 実 態 を と ら え 、 先 の 展

開 を 予 測 し 、 子 ど も の 活 動 に 柔 軟 に 対 応 で き る 能 力 も 培 っ て 欲 し い 。 そ し て 、 こ の 授 業 を

通 し て 自 然 と の 触 れ 合 い を 体 感 し た 学 生 に は 、 実 習 や 就 職 後 も 子 ど も た ち に そ の 楽 し さ を

味 わ わ せ る こ と の で き る 保 育 者 に な る こ と を 期 待 し て い る 。  
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遊びを通して 5領域を考える 

―「保育内容総論」の授業実践より― 

 

山﨑 敦子* 

 
1.  はじめに 

 5 領域とは「ねらい」（子どもに育つことが期待される心情・意欲・態度）と「内容」（ねらいを達成するため

に保育者が指導し子どもが身に付けていくことが望まれるもの）を子どもの発達の側面からまとめたもので、健

康、人間関係、環境、言葉、表現の 5つの領域から編成されている。将来、保育者を目指す学生にとって、5領

域の理解は必須である。「領域」は小学校以降の「教科」とは異なり、日々の生活や遊びの中で、子どもが自ら環

境にかかわり、発達に必要な体験が得られるようにするために考えられたものである。そのため、「保育」は小学

校の授業のようにそれぞれが独立して展開されるものではなく、各領域が相互に関連し合いながら子どもの総合

的な発達につながっていく。これが現行の幼稚園教育要領において強調されている「遊びを通しての総合的な指

導」の基になる考え方であり、保育について学んでいく上での大前提となる。 

本稿では、このような「領域」の相互的・総合的な側面を学生が具体的な体験と結びつけながらより深く理解

できるための「保育内容総論」の授業方法について検討し、その実践の一端を報告する。 

 

2. 保育所保育指針・幼稚園教育要領の改定（改訂）を受けて 

 現行の保育所保育指針解説書に「保育には、子どもの現在のありのままを受け止め、その心の安定を図りなが

らきめ細かく対応していく養護的側面と、保育士等としての願いや保育の意図を伝えながら子どもの成長・発達

を促し、導いていく教育的側面とがあり、この両義性を一体的に展開しながら子どもと共に生きるのが保育の場

である」1) と明記されている。平成 29 年 3月に改定され、平成 30 年 4 月から実施される保育所保育指針では、

乳児保育に新たに 3つの視点が加えられたり、教育に関するねらい及び内容に 1 歳以上 3歳未満児の区分ができ

たりなど、保育内容の体系に多少見直しが図られたが、5領域の基本的な捉え方に大きな変化はないと言える。

おおまかな体系を図 1に示す。 

また、「平成 28 年度幼稚園教諭の養成課程のモデルカリキュラムの開発に向けた調査研究」によると、「保育内

容総論」の考えられる授業モデルの一つとして、「実際に幼児の遊びの姿を観察しながら、遊びの中でどのような

経験をしているかを分析し、5領域のねらい及び内容とのつながりを確認して、遊びを通しての総合的な指導で

の教師の援助について話し合う」2) と記されている。つまり、具体的な幼児の姿と関連づけながら各領域のねら

い及び内容をイメージし、それらがどのように幼児の「総合的な発達」に結びついているのかを学生たちに考え

る機会を与える必要性を示唆している。 

 本実践では、保育内容が意味するもの、各領域のねらいや内容について、教科書や板書を通して得られる知識

だけではなく、学生が遊びの場面をイメージしたり、実際に遊びを経験したりすることを通して、より具体的に 

                                                          

*東北生活文化大学短期大学部 講師 

─ 261 ─



■東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部� 教職課程センター報 Vol. 1

 

それらの遊びと各領域とのつながりが理解できるような授業の展開を試みた。 

 

 

 

 

 

 

保育の内容 

 

 

 

                      

                       

     

                          

                         ※3 歳以上児のねらい及び内容とやや異なる 

図 1 保育内容のおおまかな体系（改定後） 

3. 授業実践より 

(1) 授業対象者 

 平成 29 年度本学短期大学部生活文化学科子ども生活専攻 1年生の「保育内容総論」受講者 46 名（Aクラス 23

名、Bクラス 23 名）。本授業は、子ども生活専攻 1年生前期の必修授業である。  

(2) 授業のねらい 

保育内容（5領域）について総合的に理解すると共に、各発達段階における子どもの育ちや保育の基本を踏まえ

た保育内容の展開について具体的に学ぶ。 

(3) 倫理的配慮 

執筆にあたり、写真の掲載については学生から許可を得ている。また、振り返りシートについては、記入した

学生が特定できないよう配慮した。 

(4) 5 領域の理解 その 1～実践事例から 

〈事例〉砂場でのダム作り 

 A 君が①砂場で夢中になって穴掘りをしていた。途中で②B, C 君が来て「ここにダムを作ろう」と提案し、ダム

作りが始まった。「水も入れよう」という話になり、穴を掘る子、水を汲んでくる子、木の枝や葉を集める子と役

割分担ができ、③3人で協力してダイナミックにダム作りをする姿が見られた。④遊んでいるうちに意見が食い違

ってけんかになったが、話し合って何とか解決することができた。⑤高い山や深いダムを作ったり、枝を立てたり、

木の葉を刺したりして立派なダムができ上がった。 

養護に関わる 
ねらい及び内容 

教育に関わる 
ねらい及び内容 

生命の保持

情緒の安定

乳児保育 
3 つの視点（ア 健やかに伸び伸びと育つ、イ 身近

な人と気持ちが通じ合う ウ 身近なものと関わり

感性が育つ） 

1 歳以上 3 歳未満児 
5 領域※（健康、人間関係、環境、言葉、表現） 

3 歳以上児 
5 領域（健康、人間関係、環境。、言葉、表現） 
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問：「事例の中の①～⑤の場面は、それぞれ 5領域のどの領域がかかわっているか？」 

 

 

上記の問いに対して、各自で考え、答えを出し合う。選んだ領域とその理由も合わせて答える。解答例として

は①環境、健康 ②人間関係、言葉、環境 ③人間関係、健康 ④人間関係、言葉 ⑤環境、表現 が挙げられ

る。 

この事例から、どの場面も複数の領域がかかわっていることがわかる。つまり、この実践を通して、日々の保

育の中で展開される様々な活動や遊びはどれも、「いくつかの領域が関連し合い、子どもの総合的な発達につなが

っている」ということへの学生の理解につなげていく。 

 

(5)  5 領域の理解 その 2～「フルーツバスケット」を通して 

 領域への基本的な考え方を学習した上で、実際に遊びを通して学生自身のさらなる気付きを促し、理解を深め

ることができるようにする。実践の様子は以下に記す。 

①フルーツバスケットのルールを確認する 

 ほとんどの学生がこれまでに経験したことがある遊びとして「フルーツバスケット」を取り上げ、ルールを確

認し、共通理解する。 

②  フルーツのお面を作る 

 フルーツを選ぶ際の留意点を説明（子ども全員が知っているフルーツを選ぶ、色が重なるフルーツは避けるな

ど）した後、4 種類のフルーツを決める。その中から各自好きなフルーツを選んで画用紙に描いた後、切り抜いて

お面にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2  自分で決めたフルーツの絵を描く           図 3 色を塗る 
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③ フルーツバスケットのルールを学生（保育者役）が説明する 

 何人かの学生を指名し、「子どもが初めてフルーツバスケットをする」という設定で、一人ずつ説明していく。

聞いている学生には、子どもの立場で聞いた場合に理解できるか、わかりやすいかという視点で聞くように伝え

る。子どもを相手に一からルール及び遊び方を伝えることは、まだ経験の浅い 1 年生にとっては難しく、かなり

苦戦している様子が見られた。最後に教員が実際に学生の前で説明をして見せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 学生が保育者役になりルールの説明をする    図 5 教員が実際に説明して見せる 

 

④ フルーツバスケットを行う 

 教員も含めて全員でフルーツバスケットを 

行う。「りんごとぶどうとメロン」など複数の 

フルーツを挙げたり、「バナナじゃない」など、 

最後までよく聞かないとわからないようにした 

りなど、徐々に複雑にしていきながら楽しんだ。  

     図 6 全員でフルーツバスケットを楽しむ 

⑤ 活動を振り返り、5領域に分類する 

 お面の製作からゲーム終了までの活動を振り返り、どの場面がどの領域（内容）と関連しているかを各自考え、

振り返りシートに記入する。 
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      子どもの動き    関連する領域の内容    

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 学生が記入した 5 領域振り返りシート 

 

4. まとめと今後の課題 

 遊びの場面をイメージしたり、実際に学生同士で遊びを経験したりすることを通して、各領域のねらい及び内

容の意味やそれらが子どもの「総合的な発達」にどのようにつながっていくかを理解できるよう試みた実践であ

る。学生の様子から、フルーツのお面を作ったり、教員も交えてフルーツバスケットを行ったりする活動には大

変意欲的に参加できていたと感じた。ただ「楽しかった」で終わるのではなく、その後の振り返りの時間が大切

であることを伝えながら、シートの記入を求めたが、子ども（自分たち）の動きがどの領域のどの内容と関連し

ているかを考える際、いくつも思い浮かぶ学生と、各領域 1～2つしか挙げられない学生もおり、かなり学生間で

差が見られた。今回は個人でそれぞれのシートに記入する方法をとったが、グループ単位で考えを出し合い、発

表し、それらを共有する形式の方が、より多くの気付きが得られるのではないかと考える。 

 また、今回は現行の幼稚園教育要領・保育所保育指針を基にした活動であったが、今後は、次期保育所保育指

針に記される「乳児保育の 3 視点」や「1歳以上 3歳未満児の保育にかかわるねらい及び内容」についても同様に、

事例を使ったり実際に動いてみたりしながら、子どもの育ちとのつながりが理解できるようにしていきたい。 

 

・友達同士または先生も混ぜていすを取り合う 
 

・フルーツバスケットをする中で立ったり座ったり走っ

たりすることにより体を動かす 
・友達と楽しみながらいすを取り合う 
・いすを無理矢理取ったり、友達を押すなど危ないこと

はしないように気を付けて遊ぶ 

幼(1) 保①先生や友達と触れ合い、安定感をもって行動する。

（保育士等）             （生活） 
幼(2) 保②いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。 
 
幼(4) 保④様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。 
幼(10)保⑨危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動 
     （危険な場所や災害時などの） 

の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。 
                  （下線筆者） 

 

健 

 

康 
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付表 「保育内容総論」講義記録 

1 ガイダンス（授業の進め方について） 9 2 歳児の生活と保育内容 

2 
幼稚園教育要領における保育内容 

5 領域について 
10 3 歳児の生活と保育内容 

3 保育所保育指針における保育内容 11 4 歳児の生活と保育内容 

4 
現代社会における保育の課題① 

（少子化対策・子育て支援） 
12 5 歳児の生活と保育内容 

5 
現代社会における保育の課題② 

（待機児童・小学校との連携） 
13 6 歳児の生活と保育内容 

6 0 歳児の生活と保育内容（6ヶ月未満） 14 保育内容の歴史的変遷 

7 
0 歳児の生活と保育内容（6ヶ月～1歳 3ヶ月

未満） 
15 5 領域の理解（遊びを通して）・まとめ 

8 1 歳児の生活と保育内容 16 試験 
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*東北生活文化大学短期大学部 准教授  

保育者の感性を高めるために  
―領域・表現における「造形遊び」の活動を通して―  

 

横山 美喜子 *  

 

１.はじめに 

平 成 ２ ９ 年 ３ 月 に 告 示 さ れ た 「 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 教 育 ・ 保 育 要 領 」 ・ 「 幼 稚 園 教

育 要 領 」 ・ 「 保 育 所 保 育 指 針 」 で は 、 幼 児 教 育 に お い て 育 み た い 資 質 ・ 能 力 を 、 幼 児 教 育

に 携 わ る ３ 施 設 で 共 有 す べ き 事 項 と し て ３ つ 掲 げ て い る 。  

（ ア ） 豊 か な 体 験 を 通 じ て 、 感 じ た り 、 気 付 い た り 、 分 か っ た り 、 で き る よ う に な っ た り

す る 「 知 識 及 び 技 能 の 基 礎 」  

（ イ ） 気 付 い た こ と や 、 で き る よ う に な っ た こ と な ど を 使 い 、 考 え た り 、 試 し た り 、 工 夫

し た り 、 表 現 し た り す る 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 の 基 礎 」  

（ ウ ） 心 情 、 意 欲 、 態 度 が 育 つ 中 で 、 よ り よ い 生 活 を 営 も う と す る 「 学 び に 向 か う 力 ・ 人

間 性 等 」  

 こ れ ら の 資 質 ・ 能 力 は 、 同 じ く 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 に 告 示 さ れ た 「 小 学 校 学 習 指 導 要 領 」 や  

「 中 学 校 学 習 指 導 要 領 」 に お い て も 明 記 さ れ て お り 、 初 等 中 等 教 育 （ 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 ） を  

通 じ て 育 成 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力 と し て 、 幼 児 教 育 で 基 礎 が 培 わ れ 、 小 学 校 以 上 の 教 科 等 で  

一 層 成 長 す る こ と を 目 指 し て い る も の と さ れ た 。  

さ ら に 、 こ の ３ つ の 資 質 ・ 能 力 は 、 ３ つ の 要 領 及 び 指 針 に お い て 、 「 幼 児 期 の 終 わ り ま  

で に 育 っ て ほ し い １ ０ の 姿 」 と し て 次 の よ う に 具 体 的 に 示 さ れ て い る 。  

〇 健 康 な 心 と 体  〇 自 立 心  〇 協 同 性  〇 道 徳 心 ・ 規 範 意 識 の 芽 生 え  〇 社 会 生 活 と の 関  

わ り  〇 思 考 力 の 芽 生 え  〇 自 然 と の 関 わ り・生 命 尊 重  〇 数 量・図 形・文 字 等 へ の 関 心 ・ 

感 覚  〇 言 葉 に よ る 伝 え 合 い  〇 豊 か な 感 性 と 表 現  

こ れ ら の 中 で 特 に 、 領 域 「 表 現 」 に お い て 培 う べ き と 考 え ら れ る も の と し て は 、  〇 豊

か な 感 性 と 表 現  〇 自 然 と の 関 わ り ・ 生 命 尊 重  〇 思 考 力 の 芽 生 え  〇 自 立 心  な ど が 挙

げ ら れ る 。 中 で も 「 豊 か な 感 性 と 表 現 」 は 最 も 深 い 関 連 が あ り 、 要 領 及 び 指 針 の 中 で 具 体

的 に は 、 「 心 を 動 か す 出 来 事 な ど に 触 れ 感 性 を 働 か せ る 中 で 、 様 々 な 素 材 の 特 徴 や 表 現 の

仕 方 な ど に 気 付 き 、 感 じ た こ と を 自 分 で 表 現 し た り 、 友 達 同 士 で 表 現 す る 過 程 を 楽 し ん だ

り し 、 表 現 す る 喜 び を 味 わ い 、 意 欲 を も つ よ う に す る 。 」 と 記 述 さ れ て い る 。  
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幼 稚 園 や 保 育 所 に お い て 、 幼 児 の 遊 び の 中 か ら 生 ま れ る 表 現 し た い と い う 思 い は 、 様 々

な 形 を と る 。 五 官 を 通 し て 感 じ 取 っ た こ と は 、 造 形 表 現 だ け で は な く 、 身 体 表 現 や 音 楽 表

現 、 言 葉 に よ る 表 現 、 そ し て そ れ ら が 融 合 し た 表 現 と し て 表 出 す る 。 そ の 未 分 化 な 状 態 が

幼 児 期 の 表 現 の 特 徴 で あ り 、 そ こ に 幼 児 教 育 の 楽 し さ と 難 し さ が あ る 。 従 っ て 、 「 子 ど も

が 環 境 と 関 わ り 様 々 な 感 覚 を 味 わ う 際 に 、 保 育 士 等 も そ の 感 覚 を 楽 し ん だ り 、 感 覚 と イ メ

ー ジ を 結 ぶ 言 葉 を 添 え た り 、 気 づ き を 促 し た り す る こ と で 、 子 ど も の イ メ ー ジ は 更 に 膨 ら

み 、 感 性 も 豊 か に な っ て い く 。 子 ど も の 感 性 や 表 現 力 は 、 保 育 士 等 が 自 身 の 感 性 に よ っ て

捉 え 、 表 現 し た こ と を 取 り 入 れ な が ら 育 ま れ て い く 。 保 育 士 自 身 が 感 性 を 豊 か に も ち 、 共

感 を も っ て 子 ど も の 気 づ き を 受 け 止 め て い く こ と が 大 切 」 （ H29/7 内 閣 府 ・ 文 部 科 学 省 ・

厚 生 労 働 省  中 央 説 明 会 資 料 よ り ） な の で あ る 。  

 

２. 造形遊びとは 

造 形 遊 び は 、 昭 和 ５ ２ 年 の 小 学 校 学 習 指 導 要 領 に 「 造 形 的 な 遊 び 」 と し て 登 場 し 、 造 形

活 動 全 般 に 通 底 す る よ う な 造 形 実 験 、 造 形 行 為 自 体 を 遊 ぶ 精 神 を 確 保 し よ う と す る と こ ろ

か ら 出 発 し て い る 。 遊 び の も つ 能 動 的 で 創 造 的 な 性 格 を 学 習 と し て 取 り 入 れ た 、 材 料 な ど

を 基 に し た 活 動 で あ り 、 結 果 的 に 作 品 を 生 み 出 す こ と も あ る が 、 始 め か ら 具 体 的 な 作 品 を

つ く る こ と を 目 的 と し な い 。 従 っ て 、 図 画 工 作 科 の 領 域 と し て は 「 鑑 賞 」 と 対 を な す 「 表

現 」 に 位 置 付 け ら れ る が 、 表 現 の も う 一 つ の 活 動 で あ る 「 絵 や 立 体 、 工 作 に 表 す 」 が 、 テ

ー マ や 目 的 、 用 途 や 機 能 な ど に 沿 っ て 自 分 の 表 現 を 追 究 し て い く 性 質 が あ る の に 対 し 、 造

形 遊 び は 思 い 付 く ま ま に 試 み る 自 由 さ な ど の 遊 び の 特 性 を 生 か し た も の で あ る と 言 え る 。  

平 成 ２ ９ 年 ３ 月 に 告 示 さ れ た 「 小 学 校 学 習 指 導 要 領 」 の 「 図 画 工 作 科 解 説 」 に は 、 造 形

遊 び に つ い て 次 の よ う な 記 述 が あ る 。 「 児 童 の 遊 び に は 、 人 が 本 来 も っ て い る 、 生 き 生 き

と 夢 中 に な っ て 活 動 す る 姿 を 見 る こ と が で き る 。 遊 び に お い て 、 児 童 は 、 自 ら 身 の 回 り の

世 界 に 進 ん で 働 き か け 、 い ろ い ろ と 手 が け な が ら 、 自 分 の 思 い を 具 体 化 す る た め に 必 要 な

資 質 ・ 能 力 を 発 揮 し て い る 。 そ こ に は 心 と 体 を 一 つ に し て 全 身 的 に 関 わ り な が ら 、 多 様 な

試 み を 繰 り 返 し 、 成 長 し て い く 姿 が あ る 。 こ の よ う な 遊 び が も つ 教 育 的 な 意 義 と 能 動 的 で

創 造 的 な 性 格 に 着 目 し 、そ の 特 徴 を 生 か し た 造 形 活 動 が「 造 形 遊 び を す る 」の 内 容 で あ る 。」

さ ら に こ れ ま で の 指 導 要 領 解 説 に は な か っ た 次 の よ う な 一 文 が 加 え ら れ て い る 。 「 ま た 、

幼 児 期 の 教 育 の 、 い ろ い ろ な 素 材 に 親 し み 、 工 夫 し て 遊 ぶ 内 容 と の 関 連 も 深 く 、 幼 児 期 の

教 育 と 小 学 校 教 育 の 円 滑 な 接 続 の 視 点 に お い て も 重 要 な 活 動 で あ る 。 」 こ れ は 、 幼 児 教 育
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と 小 学 校 教 育 と 接 続 に お け る 「 造 形 遊 び 」 の 重 要 性 に 言 及 し た も の で あ り 、 幼 児 教 育 に お

け る 「 遊 び 」 の 要 素 が 小 学 校 教 育 の 図 画 工 作 科 に お け る 「 造 形 遊 び 」 に も 受 け 継 が れ て い

る こ と を 意 味 し て い る 。  

 

３.「造形遊び」を保育者養成の場に  

充 実 し た 遊 び の な か で 子 ど も た ち は 発 達 に 必 要 な 経 験 を 積 み 重 ね て い く 。 遊 び の 中 で 子

ど も た ち の 何 を 、 ど う 理 解 す る 必 要 が あ る の か 。 ど の よ う な 援 助 が 必 要 な の か 。 こ れ ら の

課 題 は 新 人 の 保 育 者 に と っ て も ベ テ ラ ン の 保 育 者 に と っ て も 常 に 大 き な も の と し て 、 保 育

に 携 わ る 限 り 抱 え 続 け る も の で あ る 。 そ し て 、 こ の 課 題 を 解 決 す る 前 提 と し て す べ て の 保

育 者 に 必 要 な 資 質 ・ 能 力 は 、 共 感 を も っ て 子 ど も の 気 づ き を 受 け 止 め て い く 豊 か な 感 性 で

あ る 。  

で は 、 保 育 者 を 養 成 す る 場 と し て ど の よ う な 手 立 て を も っ て 学 生 の 感 性 を 高 め て い く こ

と が で き る の だ ろ う 。 私 は 、 特 に 領 域 「 表 現 」 を 指 導 で き る よ う な 豊 か な 感 性 を 身 に 付 け

さ せ る た め に は 「 造 形 遊 び 」 が 有 効 で あ る と 考 え る 。 そ の 理 由 と し て 次 の ２ 点 が 挙 げ ら れ

る 。 １ 点 目 は 、 短 期 大 学 と い う 目 の 前 に 子 ど も が い な い 学 び の 場 に お い て も 自 ら 造 形 遊 び

を 行 う こ と で 、 子 ど も の 遊 び と 造 形 と の 関 わ り を 具 体 的 に 追 究 し て い く こ と が で き る か ら

で あ る 。 自 分 た ち が 造 形 遊 び を 行 い 、 材 料 等 で 遊 ぶ な か か ら ど う 触 発 さ れ て 造 形 活 動 に つ

な げ て い っ た か を 検 証 し 、 そ れ を 幼 児 に 置 き 換 え て み る こ と が よ り 具 体 的 な 「 表 現 」 の 理

解 と な る 。 そ こ で の 気 づ き を 積 み 重 ね る こ と で 感 性 が 高 ま っ て い く と 考 え る 。 ２ 点 目 は 、

「 造 形 遊 び 」 を 学 ぶ こ と が 、 幼 小 の 接 続 が よ り 強 く 打 ち 出 さ れ た 今 回 の 改 訂 に お い て 、 小

学 校 で の 図 画 工 作 科 と し て の 展 開 を 意 識 す る た め に 有 効 な 手 立 て に な る と 考 え る か ら で あ

る 。 造 形 要 素 の 何 を も っ て 造 形 活 動 を 展 開 さ せ る か 、 図 画 工 作 科 の カ リ キ ュ ラ ム に 位 置 付

け ら れ た 「 造 形 遊 び 」 は 幼 児 の 遊 び と い う 未 分 化 な 活 動 を 造 形 表 現 と い う 視 点 で 読 み 解 く

一 助 と な り 、 読 み 解 く と い う 学 び は 学 生 の 感 性 を 磨 く こ と に つ な が っ て い く 。  

勿 論 、 こ れ は 、 小 学 校 で の 「 造 形 遊 び 」 が そ の ま ま の 形 で 幼 児 教 育 の 現 場 に 持 ち 込 ま れ

る こ と を 意 図 し て は い な い 。 な ぜ な ら ば 、 繰 り 返 し 述 べ る こ と に な る が 、 幼 稚 園 ・ 保 育 所

で の 「 表 現 」 は 遊 び の 中 か ら 未 分 化 な 形 で 生 ま れ て く る も の で あ り 、 材 料 や 用 具 ・ 技 法 等

の 特 性 を 遊 び の な か で 学 び 、 対 象 や 事 象 を 捉 え る 造 形 的 な 視 点 を 身 に 付 け さ せ る こ と を ね

ら い と す る 「 造 形 遊 び 」 と は 、 ア プ ロ ー チ の 形 が 違 う か ら で あ る 。 あ く ま で 学 生 の 感 性 を

高 め る た め の 造 形 遊 び の 取 組 で あ る こ と を し っ か り と お さ え て お き た い 。  
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４.感性を高める「造形遊び」  

 保 育 士 に 必 要 な 資 質・能 力 で あ る「 感 性 」を 高 め る た め に 、有 効 な「 造 形 遊 び 」と し て 、

次 の よ う な 内 容 が 挙 げ ら れ る だ ろ う 。  

（ １ ） 学 生 自 身 が 楽 し み な が ら 活 動 に 取 り 組 み 、 充 実 感 ・ 達 成 感 を も つ こ と が で き る も の  

（ ２ ） 学 生 自 身 が 主 体 的 に 関 わ る こ と が で き 、 工 夫 し な が ら 様 々 な 活 動 を 展 開 す る こ と が

で き る も の  

（ ３ ） 協 同 で の 取 組 が 可 能 で 、 互 い に 関 わ り 合 う な か で 表 現 の 高 ま り が み ら れ る も の  

（ ４ ） 素 材 等 が 幼 稚 園 や 保 育 所 等 の 環 境 要 素 を 構 成 す る 一 つ と な る と と も に 、 遊 び の 対 象

と な り え る も の  

 新 し い 要 領 ・ 指 針 は 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 1 日 よ り 施 行 さ れ る 。 現 ２ 年 生 は 新 し い 要 領 ・ 指

針 に 基 づ い た 教 育 が ス タ ー ト す る 年 に 保 育 士 と し て 巣 立 っ て い く 。 移 行 期 間 で あ る 今 年 、

保 育 士 養 成 校 と し て は 、 新 し い 要 領 ・ 指 針 の 趣 旨 に 則 っ た 指 導 を 進 め て い く こ と が 大 切 で

あ る 。 ま た 、 そ れ と 同 時 に 保 育 士 に と っ て 普 遍 的 な 資 質 ・ 能 力 で あ る 感 性 を 培 う こ と が で

き る よ う な 指 導 を 、 養 成 校 と し て 常 に 念 頭 に 置 か な け れ ば な ら な い と 考 え る 。  

現 在 、 幼 稚 園 教 育 要 領 の 改 訂 を ふ ま え 、 「 教 職 課 程 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 在 り 方 に 関 す る

検 討 会 」 が 「 教 育 職 員 免 許 法 及 び 同 施 行 規 則 に 基 づ き 全 国 す べ て の 大 学 の 教 職 課 程 で 共 通

的 に 習 得 す べ き 資 質 能 力 を 示 す も の 」 と し て の 「 教 職 課 程 コ ア カ リ キ ュ ラ ム 」 の 作 成 を 進

め て い る 。 こ の 検 討 会 に お い て 開 発 さ れ た 「 幼 稚 園 教 諭 養 成 課 程 の モ デ ル カ リ キ ュ ラ ム 」

に は 、 保 育 内 容 「 表 現 」 の 指 導 法 に お い て 、 一 般 目 標 を 「 幼 児 の 発 達 や 学 び の 過 程 を 理 解

し 、領 域「 表 現 」に 関 わ る 具 体 的 な 指 導 場 面 を 想 定 し た 保 育 を 構 想 す る 方 法 を 身 に 付 け る 」

と し 、 留 意 事 項 と し て 「 表 現 の 発 達 や 身 体 の 発 達 を ふ ま え 、 小 学 校 の 教 科 と 関 連 付 け て 指

導 法 に つ い て 説 明 す る 。 」 と し て い る 。 「 造 形 遊 び 」 の 位 置 付 け は 、 新 し い カ リ キ ュ ラ ム

の 編 成 に お い て 、 具 体 的 な 手 立 て の 一 つ と な る の で は な い だ ろ う か 。  

 

引用・参考文献 
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２）無藤隆・浜口順子（2017）:「事例で学ぶ保育内容＜領域＞表現」萌文書林 

３）内閣府、文部科学省、厚生労働省（2017）：「幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、

保育所保育指針 中央説明会資料」 

４）文部科学省（2017）：「小学校学習指導要領解説 図画工作編」 
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 *東北生活文化大学短期大学部 非常勤講師 

保育者養成校のピアノ実技の現状と指導法について  
―１年次の前期の取り組みから―  

 

阿部玲子 *   

 

１. はじめに 

 

 本 大 学 短 期 大 学 部 ・ 生 活 文 化 学 科 ・ 子 ど も 生 活 専 攻 の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム は ,大 き く 教 養 科

目 ,基 幹 科 目 ,専 攻 科 目 ,教 職 に 関 す る 科 目 に 分 類 さ れ ,ピ ア ノ 実 技 は 専 攻 科 目 の 中 で 保 育 の

表 現 技 術 に 位 置 づ け ら れ る ｡１ 年 次 の 前 期 ピ ア ノ Ⅰ ,後 期 ピ ア ノ Ⅱ ,２ 年 次 の 前 期 ピ ア ノ Ⅲ

が 必 修 科 目 で ,２ 年 次 後 期 ピ ア ノ Ⅳ は 選 択 科 目 と な っ て い る ｡  

ピ ア ノ 実 技 の 授 業 を 通 し て ピ ア ノ 演 奏 の 基 礎 技 術 を 学 び ,実 習 や 保 育 士 資 格 の 取 得 ,実 際 の

保 育 現 場 で 必 要 と な る 童 謡 の 弾 き 歌 い や ,簡 易 伴 奏 の 実 践 力 を 身 に 付 け る こ と を 目 標 と し

て い る ｡  

 筆 者 は ,今 年 度 (平 成 2 9 年 度 )１ 年 生 4 6 名 中 1 8 名 ( 4 名 ×2 コ マ ) , ( 5 名 ×2 コ マ )を 担 当 し て

い る が , 4 月 か ら 8 月 ま で の 前 期 ピ ア ノ Ⅰ の 授 業 の 現 状 と 取 り 組 み に つ い て の 報 告 と 今 後 の

課 題 に つ い て 考 察 す る ｡  

 

２. １年生前期(ピアノⅠ)授業計画 

 

⑴  ピ ア ノ テ キ ス ト (幼 稚 園 教 諭 ・ 小 学 校 教 諭 ・ 保 母 養 成 課 程 の た め の レ ッ ス ン 2 4 と そ の

応 用  ド レ ミ 楽 譜 出 版 )｡P . 45｢か わ い い オ ー ガ ス チ ン ｣ま で ｡  

⑵  童 謡 弾 き 歌 い (こ ど も の う た 1 0 0 小 林 美 実 監 修・井 戸 和 秀 編 チ ャ イ ル ド 本 社 出 版 )｡P . 6

～ P . 6 0 の 中 で 保 育 園 や 幼 稚 園 で 歌 わ れ る 頻 度 の 高 い 曲 を 1 0 曲 程 度 ｡  

⑶  ハ 長 調 ,ト 長 調 ,ヘ 長 調 ,ニ 長 調 の 主 要 三 和 音 (ス リ ー コ ー ド )を マ ス タ ー し ,使 い こ な せ る

よ う に す る ｡  

⑷  試 験 ： テ キ ス ト P . 56 カ デ ン ツ A の パ タ ー ン (Ⅰ － Ⅳ － Ⅰ － Ⅴ － Ⅰ － Ⅳ － Ⅴ 7－ Ⅰ )  

ハ 長 調 ,ト 長 調 ,ヘ 長 調 ,ニ 長 調 を 暗 譜 ｡  

ピ ア ノ テ キ ス ト P . 5 8～ P . 5 9 ビ ー マ ー チ を カ デ ン ツ 同 様 4 つ の 調 で 視 奏 ｡  
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当 日 カ デ ン ツ と ビ ー マ ー チ を セ ッ ト で ２ つ の 調 を 演 奏 す る ｡ ( 5 月 1 日 に 課 題 発 表 , 6 月 1 4

日 ・ 1 6 日 に 試 験 実 施 )｡  

 

⑸  カ デ ン ツ と ビ ー マ ー チ の 試 験 の 翌 週 か ら プ リ ン ト を 配 布 し ,主 要 三 和 音 を 活 用 し て ｢思

い 出 の ア ル バ ム ｣ (ハ 長 調 ) ,｢う み ｣ (ト 長 調 ) ,｢シ ュ ー ベ ル ト の 子 守 歌 (前 半 )｣ (ヘ 長 調 ) ,｢あ め ふ

り く ま の こ ｣ (ニ 長 調 )に 伴 奏 を つ け る ｡  

 ①  両 手 伴 奏 (試 験 の カ デ ン ツ の 形 ,右 手 が 和 音 ・ 左 手 が 根 音 ) ,  

②  片 手 (左 手 )伴 奏 (試 験 の ビ ー マ ー チ の 形 ,右 手 が メ ロ デ ィ ー ,左 手 が 和 音 )｡曲 に 相 応 し

い リ ズ ム パ タ ー ン を 考 え る ｡  

⑹  前 期 試 験： 5 曲 の 中 か ら 1 曲 を 選 び ,弾 き 歌 い を す る ｡曲 目 は ｢あ め ふ り く ま の こ ｣｢さ ん

ぽ ｣｢山 の 音 楽 家 ｣｢世 界 中 の こ ど も た ち が ｣｢き の こ ｣｡伴 奏 は 配 布 し た い く つ か の 異 な る 伴 奏

譜 か ら 選 び ,ア レ ン ジ も 可 能 ｡1 年 生 合 同 で 公 開 試 験 ( 6 月 1 9 日 課 題 発 表 8 月 4 日 に 実 施 )｡  

 

３. 学生の状況 

 

 4 月 の 初 回 の 音 楽 Ⅰ の 授 業 の 中 で 学 生 に 向 け て 実 施 し た ア ン ケ ー ト の 中 か ら ,筆 者 が 担 当

す る 学 生 1 8 名 の 回 答 は 下 記 の 通 り で あ る ｡  

⑴  こ れ ま で に 鍵 盤 楽 器 の レ ッ ス ン を 受 け た こ と が あ る か ？  

 あ る 5 名 (ピ ア ノ 4 名 ,電 子 オ ル ガ ン 1 名 )  

⑵  レ ッ ス ン を 受 け た 期 間  

 5 歳 ～ 1 8 歳 ま で 1 名 ,年 長 ～ 小 学 校 2 年 生 ま で 1 名 ,小 学 校 4 年 生 ～ 6 年 生 ま で 1 名 ,高 校 2

年 生 の 4 月 ～ 1 1 月 ま で 1 名 ｡高 校 2 年 生 ～ 高 校 3 年 生 ま で 1 名 ｡  

⑶  楽 器 経 験 の 有 無  

 あ り 6 名 (ト ラ ン ペ ッ ト ,ホ ル ン ,フ ル ー ト ,パ ー カ ッ シ ョ ン )  

⑷  好 き な 音 楽 (複 数 回 答 )  

 J - P o p 1 4 名 ,洋 楽 5 名 ,ロ ッ ク 2 名 ,ア ニ メ ソ ン グ 1 名 ｡  

⑸  歌 う こ と が 好 き か ？  

 好 き 1 2 名 ,嫌 い 6 名  

⑹  嫌 い な 理 由  

 音 程 が 取 れ な い ,恥 ず か し い ｡  
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 入 学 前 の ピ ア ノ の 講 習 会 に 参 加 し た 学 生 は , 1 8 名 中 6 名 で あ る ｡  

 

４. 現状 

 

 1 8 名 中 鍵 盤 楽 器 の 経 験 者 は , 5 名 と 非 常 に 少 な く , 1 3 年 間 レ ッ ス ン を 受 け た 1 名 を 除 く 4

名 は ,習 っ た 期 間 も 大 変 短 い ｡  

 入 学 当 初 の 学 生 の 状 況 は ,下 記 の 通 り で あ る ｡  

⑴  楽 譜 を 読 む こ と が 難 し い ｡ (音 符 が 読 め な い ｡音 価 が わ か ら な い ｡ )  

⑵  高 音 部 記 号 (ト 音 記 号 )は ,比 較 的 読 め る が ,低 音 部 記 号 (ヘ 音 記 号 )は ,読 む の に 時 間 が か

か る ｡ (ブ ラ ス バ ン ド 経 験 者 は ,演 奏 し た 楽 器 に よ っ て 得 手 不 得 手 の 音 域 が あ る ｡ )  

⑶  音 符 は 読 め る が ,鍵 盤 の 位 置 を 迷 う ｡  

⑷  単 音 で は 弾 け る が ,重 音 や 和 音 で 弾 く こ と が 難 し い ｡  

⑸  片 手 ず つ は 弾 け る が ,両 手 で 弾 く こ と は 難 し い ｡  

⑹  頭 で は 理 解 し て い て も 指 が 動 か な い ｡  

⑺  楽 譜 を 目 で 追 い な が ら 弾 け な い ｡ (鍵 盤 に 集 中 し な い と 弾 け な い ｡ )  

 こ の よ う に 学 生 の レ ヴ ェ ル ,抱 え る 問 題 は ,多 種 多 様 で あ る ｡2 年 間 (必 修 は 1 年 半 )と い う

限 ら れ た 時 間 の 中 で ,実 際 の 保 育 現 場 で 対 応 で き る 実 践 力 を 身 に つ け な け れ ば な ら な い ｡  

ピ ア ノ Ⅰ は ,音 楽 Ⅰ の 楽 典 を 学 び ,読 譜 力 を つ け る の と 併 行 し ,ピ ア ノ 演 奏 の 基 本 的 な 技 術 と ,

弾 き 歌 い の 伴 奏 を 習 得 す る た め に ,ピ ア ノ 初 心 者 へ 向 け て ,椅 子 の 高 さ や ,座 る 位 置 ,姿 勢 ,身

体 の コ ン ト ロ ー ル (手 の 形 ,腕 や 手 首 の 使 い 方 ,脱 力 な ど )の 仕 方 ,効 率 の 良 い 練 習 方 法 な ど を

指 導 す る 必 要 が あ る ｡  

 毎 年 , 6 月 に カ デ ン ツ と ビ ー マ ー チ の 試 験 を 行 う こ と に よ り ,両 手 伴 奏 ,片 手 伴 奏 の ど ち ら

も こ な せ る よ う に な り ｢こ ど も の う た 1 0 0｣の 大 半 を 占 め る ハ 長 調 ,ト 長 調 ,ヘ 長 調 ,ニ 長 調 の

伴 奏 が 弾 け る よ う に な る ｡  

 今 年 も ピ ア ノ 初 心 者 が 多 い 中 , 6 月 の 試 験 後 は ,原 曲 の 伴 奏 で 弾 く こ と が 困 難 な 場 合 ,主 要

三 和 音 を 用 い た り ,片 手 伴 奏 の 楽 譜 を 両 手 伴 奏 に す る な ど ,曲 の 難 易 度 に 合 わ せ て 工 夫 で き

る よ う に な っ た 学 生 が 増 え た ｡ま た 苦 手 意 識 が 強 く 新 し い 曲 を 躊 躇 し て し ま う 学 生 も 多 か

っ た が ,少 し ず つ で は あ る が ,難 し い 曲 に 挑 戦 す る 意 欲 が 湧 い て き て い る ｡  

6 月 の 中 旬 か ら は ,前 期 試 験 の ｢弾 き 歌 い ｣の 曲 の 準 備 に 取 り 掛 か っ た が ,伴 奏 を 弾 き な が ら

歌 う 事 は ,容 易 な こ と で は な い ｡  
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 最 初 は ,歌 と 伴 奏 を そ れ ぞ れ 練 習 す る ｡歌 に 関 し て は ,音 程 を し っ か り 取 る ｡響 き の あ る 声

で ,歌 詞 が 聞 き 取 れ る よ う 発 音 を は っ き り と ｡歌 詞 の 内 容 を 良 く 把 握 し ,聴 い て い る 人 に 伝

わ る よ う に ｡な ど を 中 心 に 練 習 ｡伴 奏 に 関 し て は ｢山 の 音 楽 家 ｣の よ う に ,原 曲 が 両 手 伴 奏 な

っ て い る 曲 を ,歌 い や す い よ う に 右 手 で 一 緒 に メ ロ デ ィ ー を 弾 く 片 手 伴 奏 に 変 え た り ,コ ー

ド に 変 更 し た り ア レ ン ジ し た 学 生 も い た ｡｢世 界 中 の こ ど も た ち が ｣や ｢き の こ ｣の よ う に ,伴

奏 の リ ズ ム パ タ ー ン が 複 雑 な 曲 は ,譜 読 み で 苦 労 し て い た が ,机 や 膝 の 上 で リ ズ ム 打 ち を し

た り ,二 人 一 組 で 右 手 と 左 手 の 部 分 を 分 担 し リ ズ ム 打 ち ,ま た 手 と 足 を 使 っ て リ ズ ム を 取 る

な ど 身 体 で 体 得 し た 結 果 ,原 曲 の 伴 奏 型 で 演 奏 が 出 来 た 学 生 も 多 か っ た ｡初 心 者 で 入 学 し た

多 く の 学 生 が , ｢世 界 中 の こ ど も た ち が ｣や ｢さ ん ぽ ｣｢き の こ ｣を オ リ ジ ナ ル の 伴 奏 で 弾 け る

よ う に な っ た の は , 6 月 の カ デ ン ツ と ビ ー マ ー チ で コ ー ド を 徹 底 し て 習 得 し た こ と が 大 き な

要 因 で は な い か と 考 え る ｡た だ ,伴 奏 を 弾 く こ と に 多 く の 神 経 を 使 い ,声 が 小 さ く 歌 詞 が 聞

き 取 り に く か っ た り ,伴 奏 と 歌 の バ ラ ン ス が 良 く な い ,ブ レ ス の 位 置 が 不 自 然 で あ る ,顔 の 表

情 が 硬 い ,音 楽 全 体 の 表 現 力 が 乏 し い な ど ,緊 張 の た め 日 頃 の 練 習 の 成 果 が 発 揮 で き な か っ

た 学 生 も 多 か っ た ｡  

 

５. まとめ 

 

 ピ ア ノ を 弾 く 経 験 が な く ,初 心 者 で 入 学 し て き た 学 生 が ,音 楽 Ⅰ の 授 業 と 併 行 し 1 5 回 の ピ

ア ノ 実 技 の 授 業 を 受 講 し ,前 期 試 験 で は 弾 き 歌 い を 発 表 し た ｡そ の 間 ｢ピ ア ノ テ キ ス ト ｣も 目

標 の P . 45 か わ い い オ ー ガ ス チ ン ,｢こ ど も の う た 1 0 0｣の 童 謡 は , 5 曲 か ら 1 0 曲 ま で 弾 け る よ

う に な っ た ｡こ れ は 大 き な 成 長 で あ る ｡  

 ピ ア ノ 経 験 の な い ,あ る い は 経 験 者 で も 4 ヶ 月 間 で こ れ だ け 多 く の 曲 数 を こ な す こ と は ,

な か っ た の で は な い か ？ 保 育 士 に な り た い と い う 夢 を 目 指 し , 2 年 生 で の 保 育 所 ,施 設 ,幼 稚

園 実 習 ,採 用 試 験 に 向 け て の 意 識 の 高 ま り が ,短 期 間 で の 急 成 長 に 繋 が っ た ｡ピ ア ノ 実 技 Ⅰ

以 外 の 保 育 内 容 の 授 業 や ,保 育 演 習 の 授 業 を 受 け て ,保 育 士 に 必 要 な 知 識 を 学 び ,意 識 が 芽 生

え た こ と も 大 き い ｡6 月 の 試 験 で コ ー ド を マ ス タ ー し ,簡 易 伴 奏 が 弾 け る よ う に な っ た こ と

で ,今 ま で の 苦 手 意 識 を 少 し 克 服 で き ,学 ぶ 意 欲 が 湧 い て き た の で は な い か ｡ピ ア ノ の 経 験

の 有 無 で は な く ,目 標 レ ヴ ェ ル が 高 け れ ば ,そ れ に 向 け て の 努 力 は 惜 し ま な い の だ と 痛 感 す

る ｡た だ ,前 期 の 試 験 の よ う に 発 表 会 形 式 に し た 場 合 ,緊 張 し て 日 頃 の 努 力 の 成 果 を 発 揮 で

き な い 学 生 も 多 い こ と は 残 念 な こ と で あ る ｡実 習 や ,卒 業 後 保 育 現 場 に 保 育 士 と し て 立 っ た
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時 に ,園 児 を リ ー ド し て い く だ け の エ ネ ル ギ ー が 要 求 さ れ る ｡例 え ば 弾 き 歌 い を す る 時 に ,

今 は 自 分 の こ と だ け で 精 一 杯 で ,子 ど も た ち の 様 子 を 観 察 す る 余 裕 は な く ,子 ど も た ち の 声

を 上 回 る ほ ど の 声 量 も な い ,本 来 な ら ば 楽 し い は ず の 音 楽 な の に ,笑 顔 が な く 表 情 が 硬 い ,表

現 力 に 欠 け る な ど ,こ れ か ら 克 服 ,改 善 し て い か な け れ ば な ら な い 課 題 も 多 く あ る ｡限 ら れ

た 時 間 の 中 で ,演 奏 技 術 の 向 上 ,並 行 し レ パ ー ト リ ー を 増 や す ,そ し て 子 ど も の 成 長 に 大 切 な

部 分 で あ る ｢感 性 ｣を 伸 ば す こ と の で き る 音 楽 を ,学 生 が 自 ら 楽 し い と 感 じ て も ら い な が ら

授 業 を 進 め て 行 く こ と が ,筆 者 の 課 題 で あ る ｡学 生 の 個 性 を 尊 重 し ,一 人 一 人 の 能 力 適 性 に

合 っ た 指 導 を 心 掛 け た い ｡  

 

 

 
ピアノの授業の様子から  

 

阿部玲子講師の授業の一齣 
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渡邉  恵講師の授業の一齣 

 

 

 

渡邉祐子講師の授業の一齣 
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 *東北生活文化大学短期大学部 非常勤講師 

保育者養成課程 1 年次前期の取り組み  
―弾き歌いにおける簡易伴奏の早期導入と活用について―  

 

渡邉 惠 *  

 

１. はじめに 

 

 例 年 ,こ ど も 専 攻 に 入 学 す る 学 生 の 半 数 以 上 は 楽 器 (特 に 鍵 盤 楽 器 )未 経 験 者 で あ る ｡多 く

の 学 生 は ,ピ ア ノ 演 奏 技 術 の 修 得 に 不 安 を 抱 き つ つ 入 学 し て く る ｡２ 年 課 程 と は い え ,２ 年

次 は ほ ぼ 実 習 に 時 間 を 費 や さ れ る た め ,基 礎 的 な 演 奏 技 術 は １ 年 次 に 習 得 し な け れ ば な ら

な い ｡  

 保 育 現 場 に お け る 音 楽 と は ,こ ど も た ち に 技 術 を 教 え る も の で は な く ,飽 く ま で も 表 現 活

動 の 一 環 で あ る ｡こ ど も た ち の 五 感 を 刺 激 し ,感 性 ・ 集 中 力 ・ 協 調 性 ・ 瞬 発 力 ・ 言 葉 や 運 動

機 能 の 発 達 を 促 す 足 掛 り と な る も の で あ る ｡技 術 の 修 得 だ け に 留 ま ら ず ,表 現 す る 喜 び と ,

そ れ に 反 応 し 様 々 な 成 長 を 遂 げ る こ ど も た ち の 笑 顔 を ,余 裕 を 持 っ て 実 感 で き る 状 態 で ,学

生 た ち を 保 育 現 場 に 送 り 出 す こ と が 指 導 者 の 責 務 で あ る ｡  

 こ こ で は ,１ 年 次 前 期 に 習 得 す る 簡 易 演 奏 に つ い て の 実 践 内 容 を 報 告 す る ｡  

 

２. 試験内容とその後の課題 

 

⑴  前 期 中 間 試 験 課 題 (６ 月 中 旬 )  

＜ カ デ ン ツ と ビ ー マ ー チ を ４ つ の 長 調 (ハ ・ 二 ・ へ ・ ト )で 暗 譜 に て 演 奏 す る ＞  

 試 験 課 題 発 表 と 同 時 に 全 曲 楽 譜 を 配 付 し ,内 容 を 理 解 し ,手 の 形 と 和 音 の 響 き を 機 械 的 に

身 体 と 感 覚 に 植 え 付 け る こ と を 目 的 と す る ｡  

カ デ ン ツ は ,メ ロ デ ィ ー を 弾 か ず に 歌 い 両 手 伴 奏 す る 時 に ,ビ ー マ ー チ の 左 手 は ,右 手 で メ

ロ デ ィ ー を 弾 き 左 手 で 伴 奏 す る 時 に ,楽 譜 通 り で は な く 簡 易 な 伴 奏 に 置 き 換 え る 基 礎 と な

る ｡  

 ・ 結 果 と 考 察  

 そ れ ま で の 音 楽 歴 に 係 わ ら ず ,ほ ぼ 全 員 が 試 験 課 題 を ク リ ア し 合 格 し た が ,自 分 の 弾 い

た 和 音 と 記 譜 さ れ て い る コ ー ド ネ ー ム は 一 致 し て い な い ｡  
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 こ ど も の 歌 曲 の 伴 奏 譜 に は 様 々 な 難 易 度 の も の が あ る が ,共 通 し て コ ー ド ネ ー ム (ア ル

フ ァ ベ ッ ト )が 記 さ れ て い る ｡取 り 組 む 楽 譜 と カ デ ン ツ 表 の コ ー ド ネ ー ム を 照 合 し ,左 手 の

カ デ ン ツ に 対 応 す る 歌 曲 を 多 く こ な し ,簡 易 伴 奏 へ の 編 曲 を 定 着 さ せ て い く 必 要 が あ る ｡両

手 伴 奏 の 定 着 は ,そ の 後 の 課 題 と な る は ず で あ ろ う ｡  

⑵  前 期 末 試 験 課 題 (７ 月 末 )  

＜ こ ど も の 歌 曲 よ り 数 曲 を 課 題 曲 と し ,任 意 の １ 曲 を 選 択 し ,公 開 に て 演 奏 す る ＞  

 本 来 な ら ば 楽 譜 通 り の 演 奏 が 望 ま し い が ,対 象 者 に 歌 い か け る こ と を 第 一 に 考 え ,伴 奏 の

編 曲 は 任 意 と し た ｡中 間 試 験 で 修 得 し た カ デ ン ツ を 活 用 し ,歌 に 支 障 を き た さ な い 伴 奏 を 各

自 考 え る ｡弾 け る 曲 に 逃 げ ず ,弾 き た い 曲 を 人 前 で 演 奏 す る こ と を 目 的 と 考 え る ｡  

 弾 き 歌 い で は ,読 み 聞 か せ と 同 様 に 言 葉 で ス ト ー リ ー を 伝 え る ｡音 程 が 正 し い だ け で な

く 言 葉 の 発 音 や 歌 詞 の 内 容 を 理 解 し ,情 感 を 込 め て 歌 う こ と が 必 要 で あ る ｡  

 ・ 結 果 と 考 察  

 期 末 試 験 に 至 る ま で に ,簡 易 伴 奏 へ の 編 曲 を 数 曲 こ な し ,コ ー ド ネ ー ム で の 伴 奏 が 定 着

し て き て い る ｡カ デ ン ツ を 活 用 し た 両 手 伴 奏 も 可 能 と な り ,各 自 の 伴 奏 ス タ イ ル が 完 成 し つ

つ あ る が ,歌 の 表 情 や 音 程 ,言 葉 の 滑 舌 や 声 量 に つ い て は ,今 後 の 課 題 で あ る ｡  

 ま た ,カ デ ン ツ に 置 き 換 え に く い 楽 曲 に つ い て は ,ル ー ト 伴 奏 や 原 譜 か ら の 音 の 減 ら し

方 を ,コ ー ド ネ ー ム に お い て は , m・ d i m・ a u g な ど 新 た な 和 音 に つ い て の 知 識 を ,何 れ も 早 急

な 習 得 が 必 要 で あ ろ う ｡  

 

３. まとめ 

 

 １ 年 次 前 期 に こ の 過 程 を 経 る こ と で ,学 生 た ち は 個 々 の レ ベ ル に 促 し た 簡 易 伴 奏 へ の 編

曲 を 修 得 し つ つ あ る ｡初 心 者 の 学 生 は ,比 較 的 こ の 手 法 を 好 み 実 践 し 定 着 さ せ て い く が ,鍵

盤 楽 器 経 験 者 は ,楽 譜 通 り の 伴 奏 を 優 先 す る 傾 向 が あ る ｡後 者 は ,楽 譜 に 忠 実 だ が ,些 細 な ミ

ス で 弾 き 直 す こ と も 多 い ｡簡 易 伴 奏 の 利 点 を 認 識 し ,レ パ ー ト リ ー の 拡 充 を 促 し た い ｡  

 保 育 現 場 で は ,演 奏 の 完 成 度 以 上 に ｢こ ど も た ち に 目 を 配 り ,ど の よ う に 感 じ さ せ る か ｣が

重 要 で あ る ｡簡 易 伴 奏 へ の 編 曲 に よ り 演 奏 の 負 担 が 軽 減 さ れ ,ア イ コ ン タ ク ト が 容 易 と な

る ｡  

 ２ 年 次 に 実 習 を 控 え ,演 奏 技 術 の 向 上 と 合 わ せ て ,音 楽 表 現 活 動 が ｢こ ど も た ち の 成 長 の

中 で な ぜ 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る か ｣に つ い て も ,強 く 認 識 さ せ て い き た い と 考 え る ｡  
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 *東北生活文化大学短期大学部 非常勤講師 

保育者養成におけるピアノ指導の現状   
―１年次前期のピアノ指導―  

 

渡邉祐子 *  

 

１. はじめに 

  筆 者 は 今 年 度 よ り 本 学 に お い て 週 2 コ マ , 1 年 次 の ピ ア ノ の 授 業 を 担 当 し て い る ｡今 は ち

ょ う ど 前 期 を 終 え た と こ ろ で あ り ,手 探 り で あ っ た が 半 期 の 実 践 を 振 り 返 っ て み た い ｡  

 

２. 学生の状況 

担 当 す る 学 生 は 計 1 0 人 ,こ の う ち 8 人 は 鍵 盤 楽 器 の 経 験 が な く ,他 の 2 人 の う ち 1 人 も 最

近 半 年 ほ ど 習 っ た だ け と い う こ と で 9 人 が 初 心 者 で あ っ た ｡  

 

３. 教材  

( 1 )   ピ ア ノ ・ テ キ ス ト ～ 幼 稚 園 教 諭 ,小 学 校 教 諭 ,保 育 士 養 成 課 程 の た め の ～   

 (ド レ ミ 楽 譜 出 版 社 )  

( 2 )   こ ど も の う た 1 0 0  

(チ ャ イ ル ド 本 社 )  

４. 試験 , 

( 1 ) 簡 易 伴 奏 法 試 験 ( 6 月 中 旬 )  

 教 材 ( 1 ) p . 5 6 の カ デ ン ツ A と p . 5 8 の ビ ー マ ー チ を ,そ れ ぞ れ ハ 長 調 ,ト 長 調 ,ヘ 長 調 ,ニ 長 調

で 弾 く と い う 課 題 を 提 示 ,当 日 く じ 引 き で ２ つ の 調 を 弾 か せ る (ハ 長 調 は 除 い て お く )｡  

( 2 ) 弾 き 歌 い 試 験 ( 8 月 初 旬 )  

① 「 山 の 音 楽 家 」  ② 「 き の こ 」  ③ 「 さ ん ぽ 」  ④ 「 世 界 中 の こ ど も た ち が 」  

⑤ 「 あ め ふ り く ま の こ  の 5 曲 の 中 か ら 1 曲 を 選 択 し 弾 き 歌 い す る ｡  

・  伴 奏 の ア レ ン ジ は 任 意 ｡ ・ 2 ク ラ ス 合 同 の 公 開 演 奏 ｡  

 

５. レッスンに際しての留意点 

 初 心 者 が ほ と ん ど な の で ,ま ず は 基 本 的 な こ と を 徹 底 す る よ う 努 め た ｡  

( 1 ) で き る だ け 歌 わ せ る  
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 弾 き 歌 い の 課 題 に 限 ら ず ,メ ロ デ ィ を 常 に 歌 え る よ う 指 導 す る ｡惰 性 で 指 の 感 覚 の み に 頼

っ て 弾 く の で な く ,自 分 が 弾 い て い る 音 を 認 識 で き る よ う に し た い ｡  

( 2 ) 常 に 数 え る よ う 習 慣 づ け る ｡  

 拍 を 声 に 出 し て 数 え な が ら 弾 く こ と は 意 外 に 難 し い ｡易 し い 曲 を 弾 い て い る う ち に こ れ

を 出 来 る よ う に し て お き た い ｡  

( 3 ) タ ッ チ  

 レ ガ ー ト と ス タ ッ カ ー ト が き ち ん と 弾 け る よ う に 訓 練 す る ｡美 し い レ ガ ー ト を 弾 く の は

大 変 難 し い が ,自 分 の 出 し て い る 音 を よ く 聴 く 訓 練 に な る ｡ま た ,ス タ ッ カ ー ト の 習 得 は 伸

び や か な 音 を つ く る の に 欠 か せ な い ｡打 鍵 の み で な く 離 鍵 に も 意 識 を 向 け さ せ ,ま た 手 首 の

脱 力 の チ ェ ッ ク に も な る ｡  

( 4 ) テ ン ポ  

 学 生 は 間 違 え ず に 弾 こ う と す る の で ど う し て も 遅 く な り が ち で あ る ｡自 分 の 都 合 で テ ン

ポ を 決 め る の で な く ,理 想 の テ ン ポ で 指 が 動 く よ う に 意 識 を 変 え た い ｡  

 

６.  終わりに 

 そ も そ も 保 育 現 場 で 求 め ら れ る ピ ア ノ の 技 術 と は ど う い っ た も の で あ ろ う か ｡幼 児 は よ

く 音 楽 に 合 わ せ て 体 を ゆ す っ た り ,頭 を 振 っ た り ,さ ら に は 踊 り だ し た り す る ｡自 我 や 感 情

が 未 分 化 な 彼 ら に と っ て ,音 楽 と は 聴 い て 何 か 特 定 の 感 情 を 覚 え る も の で は な く ,そ の 響 き

や リ ズ ム と 一 体 と な っ て 全 身 が 共 振 す る も の な の で あ ろ う ｡だ と す れ ば ,保 育 者 の 演 奏 に 求

め ら れ る の は 律 動 で あ る ｡メ ロ デ ィ も ハ ー モ ニ ー も 重 要 だ が ,ま ず は テ ン ポ ,拍 子 が 的 確 に

表 現 さ れ な く て は な ら な い ｡  

 伴 奏 に つ い て い え ば 高 度 な 演 奏 技 術 は あ る に 越 し た こ と は な い が ,た と え ご く 単 純 な コ

ー ド 伴 奏 で あ っ た と し て も 構 わ な い ｡適 正 な テ ン ポ ,確 か な 拍 子 感 ,生 き 生 き と し た リ ズ ム

で 軽 や か に (そ し て 笑 顔 で )演 奏 す る こ と で ,子 供 た ち に か ら だ 全 体 で 音 楽 と ひ と つ に な る

喜 び を 与 え る こ と が で き る と 考 え る ｡  

 後 期 は こ の 点 を 踏 ま え ,学 生 各 自 の レ ベ ル に 合 わ せ て よ り 多 く の 楽 曲 に 触 れ コ ー ド の 扱

い が さ ら に 自 由 に な る よ う ,ま た 人 前 で 演 奏 す る こ と に 慣 れ る よ う 指 導 し て い き た い ｡現 場

で の 歌 唱 指 導 の 方 法 に つ い て も ,他 の 科 目 と 連 携 を 取 り つ つ 必 要 に 応 じ て 助 言 し て い く こ

と に な る だ ろ う ｡  
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